
講

義

要

項

二
〇
二
三
年
度

奈

良

大

学

2023年度

― s
シ ラ バ ス

y l l abus  ―

講 義 要 項



１． この『講義要項』には、今年度の開講科目について、科目名や担当教員
名、授業のテーマや概要、評価方法・基準及び履修上の注意事項等が掲載
されています。ただし、この冊子の掲載内容は、全体的な内容ではなく、
一部を抜粋した内容となっています。また、内容は、この冊子印刷時点か
ら更新される場合があります。最新の内容については、評価方法・基準等
の冊子に掲載している箇所も含めて、必ず全体的な内容を Web 上のシラ
バスで確認した上で、履修登録をしてください。（Web シラバスの使用方
法は、入学時に配布する CampusmatePortal 操作手引書を参照してくださ
い）。

　　 さらに、履修要項に記載している、卒業認定・学位授与の方針（ディプロ
マポリシー）（DP）および教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリ
シー）（CP）と各授業科目の関連性についても、Web 上で公開されるシラ
バスに記載していますので、各自で確認してください。

２． 各科目の担当者のうち、頭に☆のついている担当者は、非常勤講師です。
　　 非常勤講師については、講義のある曜日のみの出講となりますので、注意

してください。講師控え室は、Ａ棟入口の非常勤講師室です。
　　 ☆印のついていない担当者は、本学の専任教員です。専任教員について

は、奈良大学ホームページ「教員紹介」ページにプロフィールを掲載して
います。専任教員のレポート提出等は、各教員の研究室、各学科・学部の
共同研究室を指定されることが多いので、各自、研究室等の場所を確認し
ておいてください。また、教員が研究室などに必ず在室し待機しておく時
間帯のことを「オフィスアワー」と呼びます。授業や専門分野のこと、学
業や学生生活に関わること、その他相談や雑談など、特に目的は限定して
いませんので気軽に訪問してください。オフィスアワーの時間帯について
は、各学科の掲示板もしくは学生支援センター（教務担当）の掲示板等に
掲示されます。なお、専任教員のメールアドレスはポータルサイト上にオ
フィスアワーとともに掲載しますので、各自で参照してください。

　　（カレッジライフ参照）
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前期

1-4

学問と社会（一）

共同担当 2

大学での学びと、成年としての社会との関わりを考え
る
大学で学ぶ「学問」は、それぞれの専門分野を超えて応用可能であるこ
とを知り、自身が主体的に学ぶための指針を設定する能力を身につける。
併せて、社会の様々な場面で成年として生活の知識を持ち、自身の意思
で適切に行動できる能力を身につける。（学問＝一定の理論に基づいて
体系化された知識と方法）

「答えどころか何が問題かもわからない」ような課題について、
一定の理論に基づいて体系化された知識と方法を身につけ探究
し、問題を発見して答えを探す営みを、毎回異なる講師が自身の
専門分野の方法論や知見をもとに、学生のみなさんに伝えます。
併せて、成年となり保護がなくなったばかりで十分な社会経験
がない学生のみなさんに、自分の意志で適切な判断を行い、社
会で一人の大人として生きていく力を身に付けられるよう、第３
回から第７回では外部から講師を招いて授業を実施し、トラブル
を未然に防ぐ方法を一緒に考えていきたいと思います。

15回の授業で、毎回時数400字程度までの小レポートを課す。各教員は提
出されたレポートをA･B･C･Dの４段階で評価し、15回分の評価を総合し
て各学生の評点とする。なお、毎回のレポート提出を原則とするので、
提出が10回未満の場合は、出席不足とみなして評価の対象外とする。

授業は毎回異なる教員が担当する。

使用しない

前期

1-4

学問と社会（二）

共同担当 2

大学での学びと、成年としての社会との関わりを考え
る
大学で学ぶ「学問」は、それぞれの専門分野を超えて応用可能であるこ
とを知り、自身が主体的に学ぶための指針を設定する能力を身につける。
併せて、社会の様々な場面で成年として生活の知識を持ち、自身の意思
で適切に行動できる能力を身につける。（学問＝一定の理論に基づいて
体系化された知識と方法）

「答えどころか何が問題かもわからない」ような課題について、
一定の理論に基づいて体系化された知識と方法を身につけ探究
し、問題を発見して答えを探す営みを、毎回異なる講師が自身の
専門分野の方法論や知見をもとに、学生のみなさんに伝えます。
併せて、成年となり保護がなくなったばかりで十分な社会経験
がない学生のみなさんに、自分の意志で適切な判断を行い、社
会で一人の大人として生きていく力を身に付けられるよう、第３
回から第７回では外部から講師を招いて授業を実施し、トラブル
を未然に防ぐ方法を一緒に考えていきたいと思います。

15回の授業で、毎回時数400字程度までの小レポートを課す。各教員は提
出されたレポートをA･B･C･Dの４段階で評価し、15回分の評価を総合し
て各学生の評点とする。なお、毎回のレポート提出を原則とするので、
提出が10回未満の場合は、出席不足とみなして評価の対象外とする。

授業は毎回異なる教員が担当する。

使用しない
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前期

1

基礎演習Ⅰ（一）

古木 圭子 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。

レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で評
価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等を総
合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、本学で
の学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情報
処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（二）

丸田 健 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。

レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で評
価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等を総
合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、本学で
の学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情報
処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（三）

大西 英人 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。

レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で評
価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等を総
合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、本学で
の学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情報
処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2022

後期

1

基礎演習Ⅱ（一）

鈴木 喬 2

国文学科で学ぶための基礎的能力の獲得

①国文学科で学ぶための基礎的な知識を獲得するこ
とができる。②大学生として備えるべきリテラシ―
（読む／書く／発表する）を獲得することができる。

この講義は、基礎演習Ⅰで学んだ大学生としての学びの基礎
を土台に、国文学科で学ぶための基礎的なスキルを身に着
けることを目標とする。国文学科の専門科目で実践する調査
やレポートの書き方を習得するのはもちろん、共同研究とそ
の成果のプレゼンテーションを行うことに比重をかける。そ
のため講義の最初にチーム分けと研究テーマの設定を行い、
以後の授業はそのテーマを深める形で行う。なお最終的に各
チームごとにプレゼンテーションを実施し、優秀チームには
学年全体のまえで代表発表を行ってもらう計画である。

平常点100％（発表や、授業への取り組みを総合的に
評価する）。

配属クラスは事前に割り当てられている。登録の際に
は自分が配属されたクラスを選択すること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2019年
プレミアムカラー国語便覧，森田貴之ほか，数研出版，2017年
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後期

1

基礎演習Ⅱ（二）

中尾 和昇 2

国文学科で学ぶための基礎的能力の獲得

①国文学科で学ぶための基礎的な知識を獲得するこ
とができる。②大学生として備えるべきリテラシー
（読む／書く／発表する）を獲得することができる。

この講義は、基礎演習Ⅰで学んだ大学生としての学びの基礎
を土台に、国文学科で学ぶための基礎的なスキルを身に着
けることを目標とする。国文学科の専門科目で実践する調査
やレポートの書き方を習得するのはもちろん、共同研究とそ
の成果のプレゼンテーションを行うことに比重をかける。そ
のため講義の最初にチーム分けと研究テーマの設定を行い、
以後の授業はそのテーマを深める形で行う。なお最終的に各
チームごとにプレゼンテーションを実施し、優秀チームには
学年全体のまえで代表発表を行ってもらう計画である。

平常点100％（発表や、授業への取り組みを総合的に
評価する）。

配属クラスは事前に割り当てられている。登録の際に
は自分が配属されたクラスを選択すること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2019年
プレミアムカラー国語便覧，森田貴之ほか，数研出版，2017年

後期

1

基礎演習Ⅱ（三）

光石 亜由美 2

国文学科で学ぶための基礎的能力の獲得

①国文学科で学ぶための基礎的な知識を獲得するこ
とができる。②大学生として備えるべきリテラシー
（読む／書く／発表する）を獲得することができる。

この講義は、基礎演習Ⅰで学んだ大学生としての学びの基礎
を土台に、国文学科で学ぶための基礎的なスキルを身に着
けることを目標とする。国文学科の専門科目で実践する調査
やレポートの書き方を習得するのはもちろん、共同研究とそ
の成果のプレゼンテーションを行うことに比重をかける。そ
のため講義の最初にチーム分けと研究テーマの設定を行い、
以後の授業はそのテーマを深める形で行う。なお最終的に各
チームごとにプレゼンテーションを実施し、優秀チームには
学年全体のまえで代表発表を行ってもらう計画である。

平常点100％（発表や、授業への取り組みを総合的に
評価する）。

配属クラスは事前に割り当てられている。登録の際に
は自分が配属されたクラスを選択すること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2019年
プレミアムカラー国語便覧，森田貴之ほか，数研出版，2017年

後期

1

基礎演習Ⅱ（四）

山田 昇平 2

国文学科で学ぶための基礎的能力の獲得

①国文学科で学ぶための基礎的な知識を獲得するこ
とができる。②大学生として備えるべきリテラシー
（読む／書く／発表する）を獲得することができる。

この講義は、基礎演習Ⅰで学んだ大学生としての学びの基礎
を土台に、国文学科で学ぶための基礎的なスキルを身に着
けることを目標とする。国文学科の専門科目で実践する調査
やレポートの書き方を習得するのはもちろん、共同研究とそ
の成果のプレゼンテーションを行うことに比重をかける。そ
のため講義の最初にチーム分けと研究テーマの設定を行い、
以後の授業はそのテーマを深める形で行う。なお最終的に各
チームごとにプレゼンテーションを実施し、優秀チームには
学年全体のまえで代表発表を行ってもらう計画である。

平常点100％（小課題の提出状況や基礎教養テストの
成績、授業への取り組みを総合的に評価する）。

配属クラスは事前に割り当てられている。登録の際に
は自分が配属されたクラスを選択すること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，2019年
プレミアムカラー国語便覧，森田貴之ほか，数研出版，2017年

前期

1

国文学の世界

岸江 信介　三宅 晶子
木田 隆文 2

国文学の世界を幅広く知る

①国文学の各分野における基礎知識を習得する。
②�自身の興味・関心の幅を広げ、今後の研究の土台
とする。

この授業では、古典文学（上代～近世）・近現代文
学・国語学・日本語学の各分野についての全体像や
諸問題、そして現在研究されているテーマなどを幅
広く知ることを目的とする。具体的には各分野担当の
教員が研究しているテーマをリレー形式で聞き、関心
を深める。また同時に国語・国文学に関する基礎知識
を高めるために、国語常識に関する小テストを定期的
に実施する。

平常点100％（各回ごとの課題レポート・小テスト・
授業への取り組みを総合的に評価する）

毎回の出席および評価は講義内容確認レポートの提
出によって判断する。提出がない場合は欠席扱いと
なるので注意すること。また、小テストは教科書から
出題されるので、事前に指定された範囲を、よく勉
強しておくこと。

プレミアムカラー国語便覧，森田貴之ほか，数研出版，2017
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前期

1

言語文学Ⅰ（一）

鈴木 喬 2

万葉集を歌人を通して読む

・上代文学作品に関する基礎知識を習得する。
・上代文学作品の分析方法を習得する。
・古典文学研究の基本的な手法を習得する。

『万葉集』は現存する最古の歌集である。またす
べて漢字で記されている。本演習では、歌人ごとに
二首選び、それらへの注釈をつうじて、用例や表現
類例の検索方法および読み解くうえでの勘所をおさ
え、古典文学研究の基礎的な手法を身につけること
を目標としている。

発表70％（用例を適切に検索出来ているか、分析方
法や根拠・論理展開は妥当か、など）、授業中の発
言30％（積極的に議論に参加し、理解を深めている
か）。授業中での発言・質疑応答を重視する。

発表準備は早めに取りかかることを推奨する。発表
者が発表当日に無断欠席した場合は、単位は認めな
い。

特になし

前期

1

言語文学Ⅰ（二）

三宅 晶子 2

狂言の魅力、室町･江戸期の人々の考え方、行動・
表現・言葉などを知り、現代人との共通性と相違に
ついて学ぶ。
映像を見て、何が演じられているのか理解できる。
現代人の言語表現との関係性を理解できる。能･狂
言について何かが語れるようになる。能楽堂に足を
運び、実際の能･狂言を鑑賞する。
毎回テーマの異なった狂言を一曲取り上げ、そのあら
すじ、見所などを解説した後、舞台映像を鑑賞する。
その映像についての幾つかの問題をあらかじめ与えて
おき、それについての解答と、鑑賞した自由な感想、
質問をリアクションペーパーにまとめ、提出する。
次週前半で、前週とりあげた狂言に関しての詳しい解
説を行う。問題の正解と解説を行う。質問に対して答
える。

平常点（積極的な授業への参加を重視、毎回授業終了時に、その日の内
容に関する小テストと感想・質問などの報告書を提出。授業内容の理解
度を評価）50％
レポート（最終レポート、狂言に関して一つのテーマを定め論じる）50％

毎回新しい情報を提供し、それを踏まえて次の段階
へと進んでいくので、その積み重ねが大切である。
実際の舞台映像を鑑賞して理解することに重点を置
いているので、上映中にはよく観て理解すること。

授業時に配布

前期

1

言語文学Ⅰ（三）

中尾 和昇 2

近世初期の怪異小説集『伽婢子』をよむ

①仮名草子に関する基礎的知識を習得する。
②近世文学の基礎的な読解方法を習得する。
③典拠の利用方法について理解する。

浅井了意作の仮名草子『伽婢子（おとぎぼうこ）』
（寛文６年［1666］刊）は、近世初期を代表する怪
異小説集である。了意は本書において、中国・朝鮮
の怪異小説集（『剪灯新話』『剪灯余話』『五朝小説』
『金鰲新話』）を巧みに翻案し、人々を「正道」へ
と導くための方便とした。この授業では、『剪灯新話
（せんとうしんわ）』を典拠とする巻三の三「牡丹灯
籠」と巻六の三「遊女宮木野」の二話を精読するこ
とで、了意による翻案の実態に迫りたい。

平常点30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表
40％（資料の完成度・基礎的な読解力を評価する）、
レポート30％（精確性・客観性・論理性を評価する）。

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言
してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席は、絶対
に避けるようにする。このようなことが繰り返し行わ
れた場合は、単位を認めない場合がある。

なし

新日本古典文学大系75　伽婢子，松田修ほか，岩波書店，2001
浅井了意全集　仮名草子編５，浅井了意全集刊行会，岩田書
院，2015
剪灯新話，飯塚朗，平凡社1965

前期

1

言語文学Ⅰ（四）

山田 昇平 2

現代小説を日本語学的に読む

（１）日本語学的な視点を持つ、（２）ことばを考え
るための基礎的な方法を身に着ける、（３）辞書など
の語学ツールの種類や使い方を身に着ける

現代の小説（2004年以降）を資料に、そこで用いられる日
本語を観察し、考察を行う（文学的な作品解釈ではない）。
２～６回は、考察にあたっての準備として、教科書の講読
及び、基礎的な知識に関する講義を行う。７～14回は、各
自資料となる小説を選択し、発表・議論を行う。これによ
り、日本語学（国語学）の基本的な考え方や姿勢を身に着
けたい。
資料の選択には偏りを防ぐためジャンルを指定する予定だ
が、相談に応じる。

・�発表とそれを踏まえた最終レポート70％（内容の充実度・日本語に対す
る独自性のある問題設定・問題に対する適切な回答を総合的に判断する）

・議論30％（生産性のある質問や意見・積極的な参加などを評価する）
・出席は加点対象としないが、欠席は減点対象とする

発表は個人発表で、毎回一人ずつの発表を予定する
が、人数や進行に合わせて調整する。事前連絡なし
に発表者が欠席した場合、単位を認めない。

授業中に配布する

日本語の大疑問，国立国語研究所編，幻冬舎新書，2021
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前期

1

言語文学Ⅰ（五）

光石 亜由美 2

小説の読み方

１．テクストを精読する方法を習得する。
２．ディスカッションの技術を習得する。
３．プレゼンテーションの技術を習得する。

前半は文学理論をふまえた作品の基礎的な読み方を
習得する。レジュメの作成の仕方など発表の基礎的
な部分を学んだのち、後半は、前半で習得したこと
をふまえて、発表を行う。

平常点30％（授業内での課題作成）、授業内での発表40％（レ
ジュメの内容、プレゼンの仕方、質疑応答を評価します）、
提出物・レポート30％（与えられた課題に対しての達成度
（論理性、論述性等）で評価します）

発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視す
る。受講者は全員、テクストを読んで、討議に参加
すること。

プリントで配布する

文学テクスト入門，前田愛，ちくま学芸文庫，1993年

前期

1

言語文学Ⅰ（六）

木田 隆文 2

芥川龍之介の短編小説を読む

（１）近現代文学研究の基本的な視点と方法を身につける。
（２）自らの意見を論理的に説明する能力を養う。
（３）�高校までの〈現代国語〉と、大学の〈文学研究〉の

違いを理解する。

この授業では、芥川龍之介の小説作品を例に、近代
文学研究に必要な基本的知識と手法を学ぶととも
に、レポートや発表のために必要なスキルも身に着け
ることを目指している。具体的にはまず「羅生門」を
例に、講義形式で小説作品の分析方法を学ぶ。その
後、指定された芥川龍之介の短編小説について、受
講生自身が研究発表を行う。

平常点（10％）、課題（20％）、発表（30％）、期末レポート
（40％）。
平常は講義態度を重視する。レポート・課題・発表は、理
解度や視点の独創性、論証の実証性を中心に評価する。

受講クラスは事前に指定されているため、登録の際には注
意すること。
欠席したりわからないことが出た場合、翌週までに木田研究
室まで質問に来ること。
発表作品は受講生の数や希望に応じて変更の可能性がある。

羅生門　蜘蛛の糸　杜子春　外十八編，芥川龍之介，文春
文庫

芥川龍之介全作品事典，関口安義他編，勉誠出版，2000
芥川龍之介大事典，志村有弘，勉誠出版，2002
その他、随時指示する

後期

1

言語文学Ⅱ（一）

鈴木 喬 2

『万葉集』を歌人を通して読む

・上代文学に関する基礎知識を習得する。
・上代文学作品の分析方法を習得する。
・古典文学研究の基本的な手法を習得する。

『万葉集』は現存する最古の歌集である。またす
べて漢字で記されている。本演習では、歌人ごとに
二首選び、それらへの注釈をつうじて、用例や表現
類例の検索方法および読み解くうえでの勘所をおさ
え、古典文学研究の基礎的な手法を身につけること
を目標としている。

発表70％（用例を適切に検索出来ているか、分析方
法や根拠・論理展開は妥当か、など）、授業中の発
言30％（積極的に議論に参加し、理解を深めている
か）。授業中での発言・質疑応答を重視する。

発表準備は早めに取りかかることを推奨する。発表
者が発表当日に無断欠席した場合は、単位は認めな
い。

特になし。

後期

1

言語文学Ⅱ（二）

三宅 晶子 2

狂言の魅力、室町･江戸期の人々の考え方、行動・
表現・言葉などを知り、現代人との共通性と相違に
ついて学ぶ。
映像を見て、何が演じられているのか理解できる。
現代人の言語表現との関係性を理解できる。能･狂
言について何かが語れるようになる。能楽堂に足を
運び、実際の能･狂言を鑑賞する。
毎回テーマの異なった狂言を一曲取り上げ、そのあ
らすじ、見所などを解説した後、舞台映像を鑑賞す
る。その映像についての幾つかの問題をあらかじめ
与えておき、それについての解答と、鑑賞した自由な
感想、質問をリアクションペーパーにまとめ、提出す
る。
次週前半で、前週とりあげた狂言に関しての詳しい解
説を行う。問題の正解と解説を行う。質問に対して答
える。
平常点（積極的な授業への参加を重視、毎回授業終了時に、その日の内
容に関する小テストと感想・質問などの報告書を提出。授業内容の理解
度を評価）50％
レポート（最終レポート、狂言に関して一つのテーマを定め論じる）50％

毎回新しい情報を提供し、それを踏まえて次の段階
へと進んでいくので、その積み重ねが大切である。
実際の舞台映像を鑑賞して理解することに重点を置
いているので、上映中にはよく観て理解すること。

授業時に配布
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後期

1

言語文学Ⅱ（三）

中尾 和昇 2

近世初期の怪異小説集『伽婢子』をよむ

①仮名草子に関する基礎的知識を習得する。
②近世文学の基礎的な読解方法を習得する。
③典拠の利用方法について理解する。

浅井了意作の仮名草子『伽婢子（おとぎぼうこ）』
（寛文６年［1666］刊）は、近世初期を代表する怪
異小説集である。了意は本書において、中国・朝鮮
の怪異小説集（『剪灯新話』『剪灯余話』『五朝小説』
『金鰲新話』）を巧みに翻案し、人々を「正道」へ
と導くための方便とした。この授業では、『剪灯新話
（せんとうしんわ）』を典拠とする巻一の二「黄金百
両」と巻四の二「夢のちぎり」の二話を精読すること
で、了意による翻案の実態に迫りたい。

平常点30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表
40％（資料の完成度・基礎的な読解力を評価する）、
レポート30％（精確性・客観性・論理性を評価する）。

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言
してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席は、絶対
に避けるようにする。このようなことが繰り返し行わ
れた場合は、単位を認めない場合がある。

なし

新日本古典文学大系75　伽婢子，松田修ほか，岩波書店，2001
浅井了意全集　仮名草子編５，浅井了意全集刊行会，岩田
書院，2015
剪灯新話，飯塚朗，平凡社1965

後期

1

言語文学Ⅱ（四）

山田 昇平 2

現代小説を日本語学的に読む

（１）日本語学的な視点を持つ、（２）ことばを考え
るための基礎的な方法を身に着ける、（３）辞書など
の語学ツールの種類や使い方を身に着ける

現代の小説（2004年以降）を資料に、そこで用いられる日
本語を観察し、考察を行う（文学的な作品解釈ではない）。
２～６回は、考察にあたっての準備として、教科書の講読
及び、基礎的な知識に関する講義を行う。７～14回は、各
自資料となる小説を選択し、発表・議論を行う。これによ
り、日本語学（国語学）の基本的な考え方や姿勢を身に着
けたい。
資料の選択には偏りを防ぐためジャンルを指定する予定だ
が、相談に応じる。

・�発表とそれを踏まえた最終レポート70％（内容の充実度・日本語に対す
る独自性のある問題設定・問題に対する適切な回答を総合的に判断する）

・議論30％（生産性のある質問や意見・積極的な参加などを評価する）
・出席は加点対象としないが、欠席は減点対象とする

発表は個人発表で、毎回一人ずつの発表を予定する
が、人数や進行に合わせて調整する。事前連絡なし
に発表者が欠席した場合、単位を認めない。

授業中に配布する

日本語の大疑問，国立国語研究所編，幻冬舎新書，2021

後期

1

言語文学Ⅱ（五）

光石 亜由美 2

小説の読み方

１．テクストを精読する方法を習得する。
２．ディスカッションの技術を習得する。
３．プレゼンテーションの技術を習得する。

前半は文学理論をふまえた作品の基礎的な読み方を
習得する。レジュメの作成の仕方など発表の基礎的
な部分を学んだのち、後半は、前半で習得したこと
をふまえて、発表を行う。

平常点30％（授業内での課題作成）、授業内での発表40％（レ
ジュメの内容、プレゼンの仕方、質疑応答を評価します）、
提出物・レポート30％（与えられた課題に対しての達成度
（論理性、論述性等）で評価します）

発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視す
る。受講者は全員、テクストを読んで、討議に参加
すること。

プリントで配布する

文学テクスト入門，前田愛，ちくま学芸文庫，1993年

後期

1

言語文学Ⅱ（六）

木田 隆文 2

芥川龍之介の短編小説を読む

（１）�近現代文学研究の基本的な視点と方法を身につける。
（２）�自らの意見を論理的に説明する能力を養う。
（３）�高校までの〈現代国語〉と、大学の〈文学研究〉の

違いを理解する。

この授業では、芥川龍之介の小説作品を例に、近代
文学研究に必要な基本的知識と手法を学ぶととも
に、レポートや発表のために必要なスキルも身に着け
ることを目指している。具体的にはまず「羅生門」を
例に、講義形式で小説作品の分析方法を学ぶ。その
後、指定された芥川龍之介の短編小説について、受
講生自身が研究発表を行う。

平常点（10％）、課題（20％）、発表（30％）、期末レポート
（40％）。
平常は講義態度を重視する。レポート・課題・発表は、理
解度や視点の独創性、論証の実証性を中心に評価する。

受講クラスは事前に指定されているため、登録の際には注意する
こと。
欠席したりわからないことが出た場合、翌週までに木田研究室まで
質問に来ること。
発表対象作品は、受講生の数と関心に応じて変更の可能性がある。

羅生門　蜘蛛の糸　杜子春　外十八編，芥川龍之介，文春
文庫

芥川龍之介全作品事典，関口安義他編，勉誠出版，2000
芥川龍之介大事典，志村有弘，勉誠出版，2002
その他、随時指示する
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前期

2-4

国文学講読Ⅰ（一）

鈴木 喬 2

『万葉集』における基礎的読解

『万葉集』を読むための基礎的知識や方法論を身に
付け、一つのテーマに基づいて歌を読む力を身に付
けることを目標とする。

『万葉集』の基礎知識（そもそも『万葉集』とは何
か）や研究における方法論（索引の使い方、どのよ
うな研究方法があるのか）の講義を行い、そののち
「旅」に関する歌を各グループに配当し、その担当
歌について発表をしてゆく。

平常点20％（積極的に議論に参加し、理解を深めて
いるか）。発表40％（レジュメの内容、課題に対する
取り組み）。レポート40％（問題発見と問題解決への
取り組み）。

初回は必ず出席すること。また発表者は、発表日を
守り、責任をもって発表に臨むこと。

万葉集　訳文篇，佐竹昭広・木下正俊・小島憲之共著，塙
書房，1972年

万葉集講義―最古の歌集の素顔―，上野誠，中央公論新
社，2020年
適宜紹介する。

前期

2-4

国文学講読Ⅰ（二）

★北井 佑実子 2

平安時代前期に活躍した歌人の歌を読む。

（１）�古典文学作品を読むために必要な基礎知識を身につける。
（２）�平安時代における和歌の役割、当時の生活、文化を理解

する。
（３）�テーマについて話し合い、根拠を示して自らの意見を主

張する。
平安時代前期は、漢詩文が旺盛であった国風暗黒時代を経
て、国風文化（和歌）が盛んになり、漢詩文と肩を並べて
和歌が貴族社会に登場し発展した時代である。この授業で
は、在原業平・小野小町ら六歌仙をはじめ、『古今和歌集』
の撰者である紀友則・紀貫之・凡河内躬恒・壬生忠岑な
ど、新しい和歌の時代を築き上げた歌人の歌を通して、当
時の和歌の役割や歌人の心情を読みとる。
受講生は、それぞれ担当する歌人を決めて発表し、全体で
質疑・ディスカッションを行う。学期末に各自でテーマを定
めてレポートを作成する。

平常点20％（授業への参加度）▼発表40％（資料作
成、発表方法、質疑応答）
レポート40％（テーマの設定、各自の調査、考察）

発表の準備は早めに始めること。
発表に対して、質疑応答、ディスカッションを行うの
で、受講生は積極的に発言してほしい。
演習の授業なので、遅刻・欠席は注意すること。
参考書は授業内で適宜指示する。

なし

和歌文学選�歌人とその作品，神野志隆光／芳賀紀雄／田中
登／竹下豊／佐藤恒雄／稲田利徳／上野洋三／山崎芙紗子
／太田登／島津忠夫�編，和泉書院，1984

前期

2-4

国文学講読Ⅰ（三）

三宅 晶子 2

『新古今和歌集』を取り上げる。四季・恋・雑などの
巻から名歌を選び、鑑賞し、表現技法を分析する。

必要に応じて注釈書を調べ、その内容を比較し、解
釈の揺れ・変遷を把握することができる。レジメにそ
れをわかりやすくまとめることができる。歌の世界を
分析的に鑑賞できる。

和歌史の流れを確認したうえで、受講者の担当する
歌を決め、その歌の作者・作歌事情・歌の内容・表
現技法などについて、主な注釈書を調べ、比較検討
してレジメにまとめる。順番に担当歌について発表
し、質疑・解説を行う。
学期末に各自定めたテーマに応じて、レポートを作成
する。

平常点（授業態度・質疑応答の内容など）30％
発表（資料の作り方・発表の仕方・質疑応答の態度
など）40％
レポート（授業内容を反映して独自に調査考察）30％

古典文学概論Ⅰ・Ⅱを履修しているほうが望ましい。
現代語訳的理解と表現技法の暗記というような、高
校までの和歌の授業とは違い、和歌の世界観と豊か
な日本語表現の面白さを体験する。

プリントを配布する

前期

2-4

国文学講読Ⅰ（四）

中尾 和昇 2

山東京伝の合巻『播州皿屋敷物語』をよむ（１）

①近世小説の読解方法を習得する。
②典拠の利用方法について理解する。
③京伝合巻の創作手法を理解する。

山東京伝の合巻『播州皿屋敷物語』（文化８年
［1811］刊）は、皿屋敷の巷説を御家騒動の構想の中
に取り入れた、いわゆる〈皿屋敷もの〉の代表作で
ある『播州皿屋舗』（為永太郎兵衛・浅田一鳥合作、
寛保元年［1741］７月初演）を主要典拠とし、女伊達
で著名な小三のエピソードなどを付加している。この
授業では前編をとりあげ、本文・挿絵の両面から精
読しつつ、典拠の利用方法にも迫りたい。
平常点30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表
40％（発表資料の完成度・総合的な読解力を評価す
る）、レポート30％（精確性・客観性・論理性を評価
する）。

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言
してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席は、絶対
に避けるようにする。このようなことが繰り返し行わ
れた場合は、単位を認めない場合がある。

なし

浄瑠璃作品要説〈６〉為永太郎兵衛・浅田一鳥篇，国立劇場芸能調
査室，国立劇場，1990叢書江戸文庫⑪　豊竹座浄瑠璃集［二］，向井
芳樹，国書刊行会，1990
山東京傳全集　第九巻，山東京傳全集編集委員会，ぺりかん社2006
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前期

2-4

国文学講読Ⅰ（五）

光石 亜由美 2

明治・大正の小説・精読

①近代文学のテクストの読解方法を学ぶ。
②テクストの背景となる歴史、文化を理解する。
③先行研究の調査方法、引用の仕方を学ぶ。
④問題点を抽出し、分析・論述する。

明治・大正文学のテクストを、テクストが描かれた
時代背景、文化背景を踏まえた上で、読み解く。ま
た、同時代評価の調査、注釈、分析、論述を分担し
て行う。

平常点30％（議論への積極性を評価する）授業内で
の発表40％（レジュメの内容、形式を評価する）、提
出物・レポート30％（レポートの内容（論理性、文章
力）を評価する）。
発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視す
る。受講者は全員、テクストを読んで、討議に参加
すること。テクストを読まないで授業に参加するの
は、出席と認めない。国文学講読Ⅱ（五）と連続で受
講すること。

前期

2-4

国文学講読Ⅰ（六）

山田 昇平 2

キリシタン版『エソポのハブラス』を国語学的に読む

①古典文学を注釈的に読むことが出来る。
②ことばや文献に対する問題意識を持つ。
③�自らの考えを論理的に説明し、それに対して生産的
な議論ができる。

キリシタン・ローマ字資料である『エソポのハブラス』（天
草版伊曾保物語）を扱う。当該資料は、いわゆる『イソッ
プ寓話集』を室町時代末期の日本語に翻訳したもので、日
本布教を行ったキリスト教宣教師たちが、日本語学習の教
科書として出版したとされる。この演習では、先行する注釈
書を参考にしつつ各寓話を読解する。Ⅰでは、主に注釈的に
読む作業を中心とし、キリシタン資料や室町時代の日本語に
習熟する。また、注釈作業を通して、論理的思考力や自ら
の判断に対する説明能力を身に着ける。

・�発表とそれを踏まえたレポート60％（形式・問題設
定・考察を総合的に評価）

・議論40％（生産的発言・積極的態度などを評価）
・出席は加点対象としないが、欠席は減点対象とする。
・本文読解を主とする「本文編」を行う。
・�グループ発表と個人発表を織り交ぜる。発表回数は人
数や進行に合わせて調整する。

・発表者が事前連絡なく欠席した場合、単位を認めない。
・国文学講読Ⅱ（六）と連続で受講すること。

キリシタン語学入門，岸本恵実・白井純，八木書店，2022

キリシタン版　エソポ物語付古活字本伊曾保物語，大塚光
信　校注，角川文庫，1971
キリシタンと出版，豊島正之，八木書店，2013

前期

2-4

国文学講読Ⅰ（七）

★河﨑 絵美 2

基礎日本語教育

日本語学習を必要とする学習者のニーズを知り、多
文化共生社会の実現に向けた日本語教師役割につい
て自分なりの意見を述べることができる。

日本語教師になりたい、国語や英語・社会の教師に
なりたい、日本語教育を知りたい、外国人の友達を増
やしたいと考える人が「日本語」を通してより深い交
流ができるよう、日本語教育の「基礎」を体験型授
業で扱います。

平常点50％（講義中の質問など、積極的な態度を重
視）、期末レポート50％（必要な情報を収集し、自分
の考えを展開できているか、オリジナリティを評価す
る）

ペアあるいはグループ作業を行うため、欠席には十
分注意をすること。

超基礎日本語教育，森篤嗣，くろしお，2020

新・初めての日本語教育２，高見澤孟，アスク，2016
日本語教師教育学，横溝紳一郎，くろしお，2021
日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド第５版，ヒューマ
ンアカデミー，SE2021

前期

2-4

国文学講読Ⅰ（八）

木田 隆文 2

注釈の試み―川端康成「掌の小説」を精読する

（１）川端康成の文学世界を知る。（２）文学研究の
基礎的手法の習得を目指す。（３）近代の文化状況を
知る。（４）文献の探索・読解に慣れる。

川端康成の短編小説集「掌の小説」を〈注釈〉に
よって読み進める。注釈は作品の中に描かれた事物
や出来事の実際を資料によって確認し、それに基づ
いて作品を解釈する方法である。そのため、この授
業は、受講生自身が創作の背景にある大正・昭和期
の文献を探索し・読み解くことを中心に行う。授業で
はまず講義形式で注釈の方法を学ぶ。その後「掌の
小説」の作品注釈をグループで発表する形で進める。
授業への取組（10％）発表（30％）レポート（60％）の総合
評価。
レポート・発表は、理解度や視点の独創性、分析の実証的手
法を中心に評価する。また積極的な授業参加を高く評価する。

履修に当たっては、後期の「国文学講読Ⅱ（八）」と
連続で受講すること。

掌の小説，川端康成，新潮文庫，1971

川端康成詳細年譜，小谷野敦・深澤晴美，勉誠出版，2016
論集川端康成―掌の小説，川端文学研究会，おうふう，2001
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前期

2-4

国文学講読Ⅰ（九）

岸江 信介 2

地域・ことばと生態－フィ－ルド言語学を学ぶ－

地域言語の方法について知るとともに言語変化の実態を
探り、そのメカニズムについて学ぶ。地域言語を研究対
象とする方言学のみならず、ことばと社会との関係を見
出そうとする社会言語学視点についても同時に学ぶ。

真田信治著（2018）『地域・ことばの生態』『大阪の
ことば地図』を読み進めながら随時、真田信治監修
（2018）『関西弁事典』ほか、さまざまな補助資料を
提供する。地域言語の特徴について関西方言を例に
学ぶ。夏期休業中を利用して奈良県内でのフィールド
調査を体験する。後半では、受講生が輪番で各章を
担当して解説を行うほか、別途、方言学・社会言語
学のジャンルやテーマにしたがって、各々論文紹介
という形で口頭発表を行う。
平常点50点（講義中の質問など、授業に対する積極的な態度を
重視、コメントシートの内容）、学習到達度確認50％（「プレゼン
テーションの内容」「方言学の専門用語・術語」「フィールド調
査の方法などを正しく理解している」「レポート」の内容など）

各章の担当となった場合には、教科書を要約するだ
けではなく、国語学関係の辞典や専門書なども参考
にすること。国文学講読Ⅱ（九）と連続で受講するこ
と。

地域・ことばの生態，真田信治，ひつじ書房，2018
大阪のことば地図，岸江信介ほか，和泉書院，2009

関西弁事典，真田信治監修，ひつじ書房，2018

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（一）

鈴木 喬 2

『万葉集』における基礎的知識を身に付けた上で、
「旅」に関する歌を読解する。

『万葉集』を読むための基礎的知識や方法論を身に
付け、一つのテーマに基づいて歌を読む力を身に付
けることを目標とする。

『万葉集』の基礎知識（そもそも『万葉集』とは何
か）や研究における方法論（索引の使い方、どのよ
うな研究方法があるのか）の講義を行い、そののち
「旅」に関する歌を各グループに配当し、その担当
歌について発表をしてゆく。

平常点20％（積極的に議論に参加し、理解を深めて
いるか）。発表40％（レジュメの内容、課題に対する
取り組み）。レポート40％（問題発見と問題解決への
取り組み）。

初回は必ず出席すること。また発表者は、発表日を
守り、責任をもって発表に臨むこと。

万葉集　訳文篇，佐竹昭広・木下正俊・小島憲之共著，塙
書房，1972年

万葉集講義―最古の歌集の素顔―，上野誠，中央公論新
社，2020年
適宜紹介する。

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（二）

★北井 佑実子 2

『紫式部日記』を読む。

（１）�古典文学作品を読むために必要な基礎知識を身につける。
（２）�紫式部について理解を深める。
（３）�平安時代の文化、女房の生活を理解する。
（４）�テーマについて話し合い、根拠を示して自らの意見を主

張する。
紫式部は『源氏物語』の作者として名が知られるが、女房
として宮仕えの日々を書き綴った作品が『紫式部日記』であ
る。そこには、行事や盛儀を詳述した記録に始まり、自己の
回想や述懐、同僚やライバルへの批評、女房のあるべき姿な
どが記されている。日記を読み、平安時代に生きた女性・紫
式部について理解を深める。テキストを中心に本文を読みな
がら、絵画資料『紫式部日記絵巻』でも、場面を確認する。
受講生は、それぞれ担当を決めて発表し、全体で質疑・ディ
スカッションを行う。学期末に各自でテーマを定めてレポー
トを作成する。

平常点20％（授業への参加度）
発表40％（資料作成、発表方法、質疑応答）
レポート40％（テーマの設定、各自の調査、考察）

発表の準備は早めに始めること。
発表に対して、質疑応答、ディスカッションを行うの
で、受講生は積極的に発言してほしい。
演習の授業なので、遅刻・欠席は注意すること。
参考書は授業内で適宜指示する。

紫式部日記�現代語訳付き，紫式部　山本淳子�訳注，
KADOKAWA，2010

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（三）

三宅 晶子 2

『平家物語』を取り上げる。史実と物語としての虚構
性の関係、語り物と読み物の違いなどを把握し、物語
を立体的に楽しむ。
『平家物語』の概要を把握している。扱う章段の内
容を理解している。自分自身で決めたテーマに沿っ
て、調査し、それをわかりやすくまとめて報告でき
る。
『平家物語』のクライマックスを取り上げる。今期は
壇浦合戦の予定である。
先ず前半で、物語を通読して、受講者全員が内容を
理解し、問題意識を持つ。
後半では、各自一つのテーマを見つけ、それについ
て調査･考察・発表・討論を行う。各自調査し、考
え、それを発表して討論するという作業を通じて、一
人ではわからなかったことを知る面白さを体験する。
平常点（授業態度・積極性）30％、発表（担当分が
どの程度できているか）30％、レポート（テーマの定
め方、本文の読みの正確さ、先行研究の調査、論旨
の一貫性の総合評価）40％
今期取り上げる内容を、まずみんなで通読する方法
によって、それほど困難な感じなく、全体の内容を全
員が理解する。基本的な調査資料を提示し、グルー
プ活動も取り入れる。個人・グルー法活動それぞれ
の良さと困難さも体験して欲しい。

授業時に指示
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後期

2-4

国文学講読Ⅱ（四）

中尾 和昇 2

山東京伝の合巻『播州皿屋敷物語』をよむ（２）

①近世小説の読解方法を習得する。
②典拠の利用方法について理解する。
③京伝合巻の創作手法を理解する。

山東京伝の合巻『播州皿屋敷物語』（文化８年
［1811］刊）は、皿屋敷の巷説を御家騒動の構想の中
に取り入れた、いわゆる〈皿屋敷もの〉の代表作で
ある『播州皿屋舗』（為永太郎兵衛・浅田一鳥合作、
寛保元年［1741］７月初演）を主要典拠とし、女伊達
で著名な小三のエピソードなどを付加している。この
授業では後編をとりあげ、本文・挿絵の両面から精
読しつつ、典拠の利用方法にも迫りたい。
平常点30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表
40％（発表資料の完成度・総合的な読解力を評価す
る）、レポート30％（精確性・客観性・論理性を評価
する）。

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言
してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席は、絶対
に避けるようにする。このようなことが繰り返し行わ
れた場合は、単位を認めない場合がある。

なし

浄瑠璃作品要説〈６〉為永太郎兵衛・浅田一鳥篇，国立劇場芸能調
査室，国立劇場，1990叢書江戸文庫⑪　豊竹座浄瑠璃集［二］，向井
芳樹，国書刊行会，1990
山東京傳全集　第九巻，山東京傳全集編集委員会，ぺりかん社2006

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（五）

光石 亜由美 2

明治・大正の小説・精読

①近代文学のテクストの読解方法を学ぶ。
②テクストの背景となる歴史、文化を理解する。
③先行研究の調査方法、引用の仕方を学ぶ。
④問題点を抽出し、分析・論述する。

明治・大正文学のテクストを、テクストが描かれた
時代背景、文化背景を踏まえた上で、読み解く。ま
た、同時代評価の調査、注釈、分析、論述を分担し
て行う。

平常点30％（議論への積極性を評価する）授業内で
の発表40％（レジュメの内容、形式を評価する）、提
出物・レポート30％（読書カード、レポートの内容
（論理性、文章力）を評価する）
発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視す
る。受講者は全員、テクストを読んで、討議に参加
すること。テクストを読まないで授業に参加するの
は、出席と認めない。国文学講読Ⅱ（五）と連続で受
講すること。

※プリントで配布する

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（六）

山田 昇平 2

キリシタン版『エソポのハブラス』を国語学的に読む

①古典文学を注釈的に読むことが出来る。
②ことばや文献に対する問題意識を持つ。
③�自らの考えを論理的に説明し、それに対して生産的
な議論ができる。

キリシタン・ローマ字資料である『エソポのハブラ
ス』（天草版伊曾保物語）を扱う。当該資料は、いわ
ゆる『イソップ寓話集』を室町時代末期の日本語に
翻訳したもので、日本布教を行ったキリスト教宣教師
たちが、日本語学習の教科書として出版したとされ
る。この演習では、先行する注釈書を参考にしつつ
各寓話を読解する。Ⅱの後半では、本文編での発表
を通して日本語や中世資料に関する問題を設定・考
察し、「問題編」として発表する。
・�発表とそれを踏まえたレポート60％（形式・問題設定・考
察を総合的に評価）

・議論40％（生産的発言・積極的態度などを評価）
・出席は加点対象としないが、欠席は減点対象とする。

・本文読解の「本文編」と自ら問題を設定する「問題編」を行う。
・人数や進行に合わせて調整する。
・問題編のテーマについては相談に応じる。
・事前連絡なく発表者が欠席した場合、単位を認めない。
・国文学講読Ⅰ（六）と連続で受講すること。

授業中に配布する

キリシタン版　エソポ物語付古活字本伊曾保物語，大塚光
信　校注，角川文庫，1971
キリシタンと出版，豊島正之，八木書店，2013

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（七）

★河﨑 絵美 2

基礎日本語教育

日本語学習を必要とする学習者のニーズを知り、多
文化共生社会の実現に向けた日本語教師役割につい
て自分なりの意見を述べることができる。

日本語教師になりたい、国語や英語・社会の教師に
なりたい、日本語教育を知りたい、外国人の友達を増
やしたいと考える人が「日本語」を通してより深い交
流ができるよう、日本語教育の「基礎」を体験型授
業で扱います。

平常点50％（講義中の質問など、積極的な態度を重
視）、期末レポート50％（必要な情報を収集し、自分
の考えを展開できているか、オリジナリティを評価す
る）

ペアあるいはグループ作業を行うため、欠席には十
分注意をすること。

超基礎日本語教育，森篤嗣，くろしお，2020

新・初めての日本語教育２，高見澤孟，アスク，2016
日本語教師教育学，横溝紳一郎，くろしお，2021
日本語教育能力検定試験完全攻略ガイド第5版，ヒューマン
アカデミー，SE2021
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後期

2-4

国文学講読Ⅱ（八）

木田 隆文 2

川端康成「雪国」を精読する ―注釈的手法を軸に

（１）川端康成の文学世界を知る。（２）文学研究の
基礎的手法の習得を目指す。（３）近代の文化状況を
知る。（４）文献の探索・読解に慣れる。

川端康成の中編小説「雪国」を〈注釈〉によって読
み進める。注釈は作品の中に描かれた事物や出来事
の実際を資料によって確認し、それに基づいて作品
を解釈する方法である。そこでこの授業では、受講
生自身が創作の背景にある大正・昭和期の文献を探
索し・読み解くことを中心に行う。またその際、作品
各章ごとに担当者を設定し、リレー形式で作品を検
討していく。なお本講義は国文学講読Ⅰ（八）との連
続で行う。受講生は同授業を先修しておくこと。
授業への取組（10％）発表（30％）レポート（60％）の総合
評価。
レポート・発表は、理解度や視点の独創性、分析の実証的手
法を中心に評価する。また積極的な授業参加を高く評価する。

夏休みの間に「雪国」を読み、担当したい章を決め
ておくこと。
履修に当たっては、前期の「国文学講読Ⅰ（八）」と
連続で受講すること。

雪国，川端康成，新潮文庫，1947

川端康成詳細年譜，小谷野敦・深澤晴美，勉誠出版，2016
川端康成作品論集成　第４巻　「雪国」，片山倫太郎編，お
うふう，2009
その他随時指示します

後期

2-4

国文学講読Ⅱ（九）

岸江 信介 2

地域・ことばと生態－フィ－ルド言語学を学ぶ－

地域言語の特徴について知るとともに言語変化の実態を
探り、そのメカニズムについて学ぶ。地域言語を研究対
象とする方言学のみならず、ことばと社会との関係を見
出そうとする社会言語学視点についても同時に学ぶ。

真田信治著（2018）『地域・ことばの生態』『大阪の
ことば地図』を読み進めながら随時、真田信治監修
（2018）『関西弁事典』ほか、さまざまな補助資料を
提供する。地域言語の特徴について関西方言を例に
学ぶ。受講生が輪番で各章を担当して解説を行うほ
か、別途、テーマに従い、各々口頭で発表を行う。

平常点50％（授業での発言、積極的な態度を重視、
コメントシートの理解）、学習到達度確認50％（「口頭
発表」「専門用語・術語」「論文内容の把握」「レポー
ト内容」による）。

各章の担当となった場合には、教科書を要約するだ
けではなく、国語学関係の辞典や専門書なども参考
にすること。国文学講読Ⅰ（九）と連続で受講するこ
と。

地域・ことばの生態，真田信治，ひつじ書房，2018
大阪のことば地図，岸江信介ほか，和泉書院，2009

関西弁事典，真田信治監修，ひつじ書房，2018

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（一）

鈴木 喬 2

『万葉集』の基礎的知識を前提のもと、「相聞」に関
する歌を読む。歌人やその人間関係、歴史的背景を
援用しながら、表現世界を読み解く。
万葉集の恋歌を理解することができる。万葉歌表現
の特性を見出す力を身につけ、注釈作業の具体的な
方法を学び、諸注を批判的に検証しながら、新見を
導き出す方法を身につけることができる。
万葉集研究の基礎知識や方法（索引の使い方、研究方法）
を学び、「恋」や「旅」の歌の表現の特性とは何かを考え
てゆく。そのために、ただ歌を鑑賞するのではなく、一首
一首、一語一語、一文字一文字、丁寧に注釈を行い、他の
歌の比較や、また歌表現としての位置づけ（抽象化）を行
う。また作品は作品だけで成立しているものではない。歴史
的、社会的背景をもっている。後期は「遣新羅使人歌群」
を取り扱い、社会背景や、具体的な事象を踏まえながら、
前期で学習した内容をもとに「歌群」を読み解く。

平常点20％（積極的に議論に参加し、理解を深めて
いるか）。発表40％（レジュメの内容、課題に対する
取り組み）。レポート40％（問題発見と問題解決への
取り組み）。

初回は必ず出席すること。また発表者は、発表日を
守り、責任をもって発表に臨むこと。

万葉集　訳文篇，佐竹昭広・木下正俊・小島憲之共著，塙
書房，1972年

適宜紹介する。

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（二）

★山本 登朗 2

『源氏物語』「若紫」を読む

『源氏物語』の読解を通して、日本の古典文学につ
いての基礎知識を身につけ、問題点の発見とそれに
ついて考察する力を身につける。

『源氏物語』「若紫」の巻を読む。発表者が担当部分
から問題点を見つけ、それについて注釈書や先行研
究を手がかりに考えた結果を発表して、それを巡っ
て全員で討議するという形で授業を進める。

発表50％（問題点が把握できているか。論理的に探
求できているか。）、授業中の質疑におけ30％（積極的
に発言しているか。問題の本質を把握しているか。）、
年度末のレポート20％

発表準備は早めに取りかかること。発表者が無断欠
席した場合は単位を認めない。

校注源氏物語　若紫，中田武司校注，武蔵野書院，2007



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

国
文
学
科

― 13 ―

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（三）

三宅 晶子 2

歌枕を訪ねる。大和・京都・滋賀・大阪・兵庫など、
大学近隣、あるいは各自最寄りの地方にある歌枕を
取り上げる。
有名な歌枕がどのような土地で、どのような作品に
登場するか、どのように使用されているかを調査分
析し、その特色を考察することができる。その作業を
卒業論文にも活用できる。
前後期を通じて一カ所、各自が取り組むべき歌枕を選ぶ。地理
的な確認、歴史的変遷を調査する。
前期は和歌においてどのように歌われたか、特に平安時代以前
を中心にその変遷をたどる。基本的な調査方法を身に付ける。
後期は各自の卒論や興味関心に合わせ、自由に独自の調査を行
い、ある土地が、作品世界の中で、どのような役割を果たして
いるのかについて、調査・考察し、報告する。
ゼミの文学演習の一環として、実際の歌枕の地を実地踏査す
る。最後に卒論の練習のつもりで、歌枕についてのレポートを
まとめる。

平常点（予習・授業態度、積極的な態度、質問の活
発さ、意見の内容など）30％・発表（内容･資料･発
表方法などから総合的に判断）30％・レポート（テー
マの面白さ、論証の的確さ）40％
次に扱う内容を予告し、予習をきっちりできるよう配
慮する。調査のための基本資料を提示する。常時質
問を受け付け、丁寧に指導する。
空いている時間を利用して、自分の調べている歌枕の
現地調査を行う。

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（四）

★河﨑 絵美 2

「伝える／伝わる」日本語教育

相手を尊重し、傾聴的態度をもって日本語を発信で
きる力を身に着ける

日本を再発見し、これからの日本を日本語教育の視点
から考えます。主にグループ等での話し合いを中心
に授業を進めていきます。日本に興味を持ち、もっと
日本を好きになってもらうためには何がどのように必
要なのかを考えながら課題を作成していきます。

平常点80％（講義中の質問など、積極的な態度を重
視）、期末レポート20％（必要な情報を収集し、自分
の考えを展開できているか、オリジナリティを評価す
る）

ペアあるいはグループ作業を行うため、欠席には十
分に注意をすること。

なし

日本語を教えるための教材研究入門，深澤のぞみ本田弘之，くろ
しお出版，2020
日本語教師教育学，横溝，くろしお出版，2021
日本語教育に役立つ心理学入門，小林朋子他，くろしお出版2019

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（五）

中尾 和昇 2

山東京伝の読本『桜姫全伝曙草紙』をよむ

①典拠の利用方法を把握する。
②京伝読本の様式的特徴を理解する。

長編読本『忠臣水滸伝』の成功を機に、山東京伝は
読本著述を本格化していく。その一つ『桜姫全伝曙
草紙』（文化２年[1805]刊）は、長編仏教説話『勧善
桜姫伝』を主要典拠とする怪異譚で、京伝読本の代
表作に位置づけられている。この授業では、『桜姫全
伝曙草紙』を精読することで、典拠の利用方法を確
認しつつ、京伝読本の様式に対する理解を深めたい。

平常点30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表
40％（資料の完成度・総合的な読解力・研究史に対
する理解を評価する）、レポート30％（精確性・客観
性・論理性を評価する）。

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言
してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席は、絶対
に避けるようにする。このようなことが繰り返し行わ
れた場合は、単位を認めない場合がある。

なし

読本事典，国文学研究資料館・八戸市立図書館，笠間書
院，2008
京伝と馬琴，大高洋司，翰林書房，2010

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（六）

光石 亜由美 2

近代の長編恋愛小説を読む

①�テクストを精読し、問題点を抽出・分析・論述す
る。

②�ジェンダー、セクシュアリティの観点から近代の恋
愛観を考える。

作家や作品の情報、先行研究の流れなど基本的な作
業をふまえた上で、恋愛、結婚、家庭等の観点から
テクストを論じてゆく。テクストを精読しながら、近
代の恋愛観を考察してゆく。また、発表、ディスカッ
ションを通じて、自分の意見を発信してゆく。

平常点・提出物50％（毎回のコメントペーパー、各作品について事前に読書カード、事後
に課題カードを提出してもらいます）、授業内での発表30％（発表レジュメの完成度を重視
し、その次にプレゼンテーション、質疑応答への対応の仕方を評価します）、レポート・分析
ノート20％（発表を担当した作品について、発表準備の経緯がわかるノート（作家概要、先
行研究の整理、本文分析等、時代背景の調査等）と、レポートを提出してもらいます。ノー
トは充実度、レポートは自らたてた問題に対しての取り組み、文章の論理性を重視します）

発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視す
る。受講者は全員、テクストを読んで、討議に参加
すること。テクストを読まないで授業に参加するの
は、出席と認めないので、発表の前に確認テストをお
こなう。

「キッチン」，新潮文庫
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前期

3-4

国文学演習Ⅰ（七）

山田 昇平 2

『さんげろく』を国語学的に読む

・中世日本語資料に習熟する
・国語学的な問題意識を学ぶ
・国語学的な考察力を身に着ける

『さんげろく』はドミニコ会宣教師、D.コリャードの
手による、講義のキリシタン版であり、中世末期近世
初期の日本人の懺悔の内容が口語体で述べられる。
本演習では、本書を国語学的観点から読むことで、
室町時代の日本語及びキリシタン版の出版など文献
学的な問題意識などを学ぶ。具体的には、一回に約１
ページを２～３人で分担担当し、担当箇所を諸資料に
基づいて読解し、発表する。
・�発表とそれを踏まえた最終レポート70％（内容の充実度・日本語に
対する独自性のある問題設定・問題に対する適切な回答を総合的に
判断する）

・議論30％（生産性のある質問や意見・積極的な参加などを評価する）
・出席は加点対象としないが、欠席は減点対象とする

発表は個人発表で、毎回二人ずつの発表を予定する
が、人数や進行に合わせて調整する。事前連絡なし
に発表者が欠席した場合、単位を認めない。

キリシタン語学入門，岸本恵実・白井純，八木書店，2022

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（八）

木田 隆文 2

太宰治から現代作家へ―�近現代文学研究の視点と方
法�―

（１）太宰治の短編小説を例に、文学作品の読解の
方法を身に着ける。
（２）文献探索・読解の方法など、論文作成に必要
な基礎的技能を習得する。
本講義の目標は、近現代文学分野の論文を書くために必要な
スキルを、太宰治の作品研究を通じて身に着けることにある。
論文は〈エッセイ〉ではないため、資料的な裏付けや研究史
を踏まえておく必要がある。しかし現代作家を研究対象とす
る場合、指針となる先行研究や基礎情報すら整理されていな
いことがほとんどである。そこで前期は、研究が整備された
太宰治を例に、卒業論文を作成するために必要な研究手法と
視点を学ぶ。
（なお後期は各自が関心を持った研究対象を取り上げ、卒論
を見据えた研究を行う。）

平常（10％）、小課題（20％）、発表（30％）、期末レ
ポート（40％）。
平常は授業への積極性を見る。レポート・発表・小
課題は独創性と実証性のあるものを高く評価する。
この授業ではWebを利用した情報収集を行う。必ず
情報処理センターの利用申請を済ませておくこと。
諸連絡はGoogleClassroomを通じて行う。
履修に当たっては、後期開講の「国文学演習Ⅱ
（八）」とセットで登録すること。

走れメロス，太宰治，新潮文庫
晩年，太宰治，新潮文庫

随時指示する

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（九）

★二木 晴美 2

『現代日本女性詩人85』を読む

時代を超えて読み継がれる85人の詩を解説した女性
詩入門の書といわれる本書を通して、詩の普遍性を
考える。

与謝野晶子や金子みすゞなど、時代を超えて読み継
がれる女性詩人たちの代表作について、解説を参考
にしながらそれぞれの詩の普遍性を考える。

平常点（指名音読や質問など積極的な態度を評価す
る）30％。試験に替わるリポート課題（必要な情報を
適宜収集し、かつ自分なりの考えを論理的に展開で
きているかを評価する）70％。

特になし。

現代日本女性詩人85，高橋順子編著，新書館，2005

女性詩史再考「女性詩」から「女性性の詩」へ，新井豊美，思潮
社，2007
女性たちの現代詩　日本100人選詩集，麻生直子，梧桐書院，2004
現代詩大事典，安藤元雄・大岡信・中村稔監修，三省堂2008

前期

3-4

国文学演習Ⅰ（十）

岸江 信介 2

地域言語研究へのいざない－フィールド方言学の実
践－

ことばの地域差は方言に通じる。地域によってことばが
どのように異なるかを見出すため、実際に調査を試み
る。西日本各地の地域言語について学ぶとともにフィー
ルドワークを体験し、地域言語研究の手法を身につける。

日本の諸方言を取り上げ、各方言の特色について学
ぶ。前期では、特に関西方言を例として、さまざまな
視点から地域方言をとらえるとともに方言研究の方
法を学ぶ。夏期休業中にはフィールド調査を実施、
体験する。
後期では、フィールド調査で得た資料整理を行う。ま
た、自分が関心を持った各地の方言を対象に資料収
集を行い、各地方言の分析を試みる。
平常点30点（講義中の質問、口頭発表での積極的な意
見を重視）、口頭発表30点、レポート40点で採点する。
口頭発表では内容の充実度を、レポートでは先行研究
の把握、自分の論が正しく展開できているかをみる。

新型コロナウイルスの影響により調査ができない場
合、大幅に調査方法を変更する場合もある。なお、
演習という授業であることを認識し、授業時間外での
作業を進めることもあることを理解して頂きたい。

日本語ウォッチング（岩波新書），井上史雄，岩波書店，
1998

なし
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後期

3-4

国文学演習Ⅱ（一）

鈴木 喬 2

『万葉集』の基礎的知識を前提のもと、『古事記』の
ヤマトタケル等の歌謡物語とその作品世界を読み解
く。
万葉集の宴席歌を理解することができる。万葉歌表
現の特性を見出す力を身につけ、注釈作業の具体的
な方法を学び、諸注を批判的に検証しながら、新見
を導き出す方法を身につけることができる。
万葉集研究の基礎知識や方法（索引の使い方、どのよ
うな研究方法があるのか）を学んだうえ、『古事記』の
歌謡物語を考察する。ただ歌を鑑賞するのではなく、
一首一首、一語一語、一文字一文字、丁寧に注釈を
行い、他の歌の比較や、また歌表現としての位置づけ
（抽象化）を行う。また作品は作品だけで成立してい
るものではない。歴史的、社会的背景をもっている。
社会背景や、具体的な事象を踏まえながら、前期で学
習した内容をもとに「問答」や「宴席歌」を読み解く。
平常点20％（積極的に議論に参加し、理解を深めて
いるか）。発表40％（レジュメの内容、課題に対する
取り組み）。レポート40％（問題発見と問題解決への
取り組み）。

初回は必ず出席すること。また発表者は、発表日を
守り、責任をもって発表に臨むこと。

万葉集　訳文篇，佐竹昭広・木下正俊・小島憲之共著，塙
書房，1972年
プリント

適宜紹介する。

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（二）

★山本 登朗 2

『源氏物語』「橋姫」を読む

『源氏物語』の読解を通して、日本の古典文学につ
いての基礎知識を身につけ、問題点について考察す
る力を身につける。それによって、卒業論文に向けた
基礎的準備を始める。

『源氏物語』「橋姫」の巻を読む。発表者が担当部分
から問題点を見つけ、それについて注釈書や先行研
究を手がかりに考えた結果を発表して、それを巡っ
て全員で討議するという形で授業を進める。

発表50％（問題点が把握できているか。論理的に探
求できているか。）、授業中の質疑におけ30％（積極的
に発言しているか。問題の本質を把握しているか。）、
年度末のレポート20％

発表準備は早めに取りかかること。発表者が無断欠
席した場合は単位を認めない。

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（三）

三宅 晶子 2

歌枕を訪ねる。大和・京都・滋賀・大阪・兵庫など、
大学近隣、あるいは各自最寄りの地方にある歌枕を
取り上げる。
有名な歌枕がどのような土地で、どのような作品に
登場するか、どのように使用されているかを調査分
析し、その特色を考察することができる。その作業を
卒業論文にも活用できる。
前後期を通じて一カ所、各自が取り組むべき歌枕を選ぶ。地理
的な確認、歴史的変遷を調査する。
前期は和歌においてどのように歌われたか、特に平安時代以前
を中心にその変遷をたどる。基本的な調査方法を身に付ける。
後期は各自の卒論や興味関心に合わせ、自由に独自の調査を行
い、ある土地が、作品世界の中で、どのような役割を果たして
いるのかについて、調査・考察し、報告する。
ゼミの文学演習の一環として、実際の歌枕の地を実地踏査す
る。最後に卒論の練習のつもりで、歌枕についてのレポートを
まとめる。

平常点（予習・授業態度、積極的な態度、質問の活
発さ、意見の内容など）30％・発表（内容･資料･発
表方法などから総合的に判断）30％・レポート（テー
マの面白さ、論証の的確さ）40％
次に扱う内容を予告し、予習をきっちりできるよう配
慮する。調査のための基本資料を提示する。常時質
問を受け付け、丁寧に指導する。
空いている時間を利用して、自分の調べている歌枕の
現地調査を行う。

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（四）

★河﨑 絵美 2

「伝える／伝わる」日本語教育

相手を尊重し、傾聴的態度をもって日本語を発信で
きる力を身に着ける

日本を再発見し、これからの日本を日本語教育の視点
から考えます。主にグループ等での話し合いを中心
に授業を進めていきます。日本に興味を持ち、もっと
日本を好きになってもらうためには何がどのように必
要なのかを考えながら課題を作成していきます。

平常点80％（講義中の質問など、積極的な態度を重
視）、期末レポート20％（必要な情報を収集し、自分
の考えを展開できているか、オリジナリティを評価す
る）

ペアあるいはグループ作業を行うため、欠席には十
分に注意をすること。

なし

日本語を教えるための教材研究入門，深澤のぞみ本田弘之，くろ
しお出版，2020
日本語教師教育学，横溝，くろしお出版，2021
日本語教育に役立つ心理学入門，小林朋子他，くろしお出版2019
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後期

3-4

国文学演習Ⅱ（五）

中尾 和昇 2

近世小説研究の基礎的方法

①作品を精確に読解する。
②従来の研究（研究史）を把握する。
③新たな研究の可能性を追究する力を身につける。

近世小説を研究するには、まず自らの力で作品を精
確に読解しなければならない。そのうえで、対象とす
る作品の研究動向（先行研究）を探索・分析するこ
とが求められる。これらの作業を経て、新たな研究の
可能性を追究する必要がある。この授業では、そう
いった基礎的な研究手法を身につけることを目標に、
近世小説の諸作品を俎上に載せて調査・分析してい
く。
平常点30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表
40％（資料の完成度・研究史に対する理解・研究の
独自性を評価する）、レポート30％（精確性・客観性・
論理性を評価する）。

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言
してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席は、絶対
に避けるようにする。このようなことが繰り返し行わ
れた場合は、単位を認めない場合がある。

なし

授業中に適宜指示する

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（六）

光石 亜由美 2

近代の長編恋愛小説を読む

①テクストを精読し、問題点を抽出・分析・論述す
る。
②ジェンダー、セクシュアリティの観点から近代の恋
愛観を考える。

作家や作品の情報、先行研究の流れなど基本的な作
業をふまえた上で、恋愛、結婚、家庭等の観点から
テクストを論じてゆく。テクストを精読しながら、近
代の恋愛観を考察してゆく。また、発表、ディスカッ
ションを通じて、自分の意見を発信してゆく。

平常点・提出物50％（各作品について事前に読書カード、事後に課題カードを提出して
もらいます）授業内での発表30％（発表レジュメの完成度を重視し、その次にプレゼン
テーション、質疑応答への対応の仕方を評価します）、分析ノート・レポート20％（発
表を担当した作品について、発表準備の経緯がわかるノート（作家概要、先行研究の
整理、本文分析等、時代背景の調査等）と、レポートを提出してもらいます。ノートは
充実度、レポートは自らたてた問題に対しての取り組み、文章の論理性を重視します）

発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視す
る。受講者は全員、テクストを読んで、討議に参加
すること。テクストを読まないで授業に参加するの
は、出席と認めないので、発表の前に確認テストをお
こなう。

雁，森鴎外，新潮文庫
人間失格，太宰治，新潮文庫
コンビニ人間，村田沙耶香，文春文庫

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（七）

山田 昇平 2

日本語史研究の基礎

１．日本語史・文献学研究の方法を習得する。
２．�日本語史・文献学上の問題を発見し、自ら調査・

考察を行える。

前期Ⅰの発表内容や各参加者の関心に応じて、日本語
史や日本語史資料に関する問題を設定する。その上
で調査・考察を行い、資料を作成し、「問題編」とし
て発表する。

・�発表とそれを踏まえたレポート60％（形式・問題設
定・考察を総合的に評価）

・議論40％（生産的発言・積極的態度などを評価）
・出席は加点対象としないが、欠席は減点対象とする。
・国語学的な考察を主とする「問題編」を行う。
・担当箇所は人数や進行に合わせて調整する。
・�発表者が事前連絡なく欠席した場合、単位を認めな
い。

・国文学講読Ⅰ（六）と連続で受講すること。

授業中に配布する

キリシタンと出版，豊島正之，八木書店，2013

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（八）

木田 隆文 2

太宰治から現代作家へ―�研究論文作成の実践�―

（１）�論文作成に必要な基礎的技能を習得し、４回生時点で
独力で卒業論文を仕上げることができるようにする。

（２）�多様な文学作品とその研究方法に触れることで、文
学研究の視点を広げる。

本講義は、前期の演習を通じて学んだ近現代文学分野の
研究スキルを具体的に運用し、４回生での卒論執筆に向
けた基礎固めを行うことを目標とする。
具体的には受講生自身が卒論で取り上げてみたい研究
対象を提案し、先行研究の問題を乗り越えた研究報告を
行ってもらう。
そのため授業で取り上げる作品は、受講生各自に選んで
もらうことになる。毎時間取り上げる対象は変わるが、
それによって多くの近現代作品とその研究方法に触れ、
多様な研究的視点を獲得することを目指したい。
平常（10％）、小課題（20％）、発表（30％）、期末レ
ポート（40％）。
平常は授業への積極性を見る。レポート・発表・小
課題は独創性と実証性のあるものを高く評価する。

履修に当たっては、必ず前期開講の「国文学演習Ⅰ
（八）」を受講しておくこと。
諸連絡はGoogleClassroomを通じて行う。

随時指示する

随時指示する
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後期

3-4

国文学演習Ⅱ（九）

★二木 晴美 2

『現代日本女性詩人85』を読む

時代を超えて読み継がれてきた85人の詩を解説した
女性詩入門書といわれる本書について、検討を試
み、詩の普遍性を考えていく。

与謝野晶子や金子みすゞの流れが、やがて今日の歌
手中島みゆきへと、時代を超えて読み繋がっている
が、それぞれの詩人たちについての解説を参考によ
り詩の理解を深めていく。

平常点（授業での本読みや質問など積極的な態度を
評価する）30％。試験に替わるレポート課題（必要な
情報を適宜収集し、かつ自分なりの考えを論理的に
展開できているかを評価する）70％。

特になし。

現代日本女性詩人85，高橋順子編著，新書館，2005

女性詩史再考「女性詩」から「女性性の詩」へ，新井豊美，思潮
社，2007
女性たちの現代詩　日本100人選詩集，麻生直子，梧桐書院，2004
現代詩大事典，安藤元雄・大岡信・中村稔監修，三省堂2008

後期

3-4

国文学演習Ⅱ（十）

岸江 信介 2

地域言語研究へのいざない－フィールド方言学の実
践－

ことばの地域差は方言に通じる。地域によってことばが
どのように異なるかを見出すため、実際に調査を試み
る。西日本各地の地域言語について学ぶとともにフィー
ルドワークを体験し、地域言語研究の手法を身につける。

日本の諸方言を取り上げ、各方言の特色について学
ぶ。前期では、特に関西方言を例として、さまざまな
視点から地域方言をとらえるとともに方言研究の方
法を学ぶ。夏期休業中にはフィールド調査を実施、
体験する。
後期では、フィールド調査で得た資料整理を行う。ま
た、自分が関心を持った各地の方言を対象に資料収
集を行い、各地方言の分析を試みる。
平常点30点（講義中の質問、口頭発表での積極的な意
見を重視）、口頭発表30点、レポート40点で採点する。
口頭発表では内容の充実度を、レポートでは先行研究
の把握、自分の論が正しく展開できているかをみる。

新型コロナウイルスの影響により調査ができない場
合、大幅に調査方法を変更する場合もある。なお、
演習という授業であることを認識し、授業時間外での
作業を進めることもあることを理解して頂きたい。

日本語ウォッチング（岩波新書），井上史雄，岩波書店，
1998
新・敬語論　なぜ「乱れる」のか�，井上史雄，NHK出版
新書，2017

なし

前期

4

国文学演習Ⅲ（一）

鈴木 喬 2

上代文学について自分の関心にそって問題点を見つ
け、考察し、卒業論文を作成する。

卒業論文を作成するとともに、研究課題を発見し、
答えを論理的に導出する力を養う。卒業論文作成の
ために研究方法の総括を行ない、その研究方法を実
践するための応用力を身につける。
各自の選んだテーマや研究の方法論に従いながら個
人で発表を行い、卒業論文を作成していく。前期に
おいては卒業論文の柱となるテーマや研究課題を見
つけることを目的とする。後期からはより絞り込んだ
テーマ設定で発表を行い、卒業論文の執筆を進めて
いく。個別指導において、各自のテーマに必要な指
導を行う。また他者の発表を聞くことにより、他者の
研究「問い」と「答え」の導出）を観察し、自身の研
究テーマに還元する。

平常点30％（授業中の質疑応答による積極性）。発表
70％（問題発見と問題解決への取り組み、発表に対
する取り組み、等）。

具体的な注意点は適宜提示する。４年間の成果であ
ることを意識し、こまめに研究室を訪ねること。

なし

適宜紹介する

前期

4

国文学演習Ⅲ（三）

三宅 晶子 2

ゼミ生の卒業論文指導

自分でテーマを定め、それに基づく調査・分析・考察
を行い、卒業論文にまとめる。

ゼミ生各自の希望に基づき、関連する作品の熟読、
注釈書の比較、先行研究の調査を行う。テーマを決
定し、それに応じた再度の読み・注釈書の確認・先
行研究の確認を行う。テーマごとの小発表を何回か
行い、そのなかで、論文の構成を確定していく。何回
かに分けて下書きを添削する。最後に全体の構成を
確認し、目次を確定する。

研究テーマの設定、資料収集の可否、先行研究の整
理、基本資料の読みの正確さなどから総合的に判断
する。

毎回の授業の積み重ねを大切にする
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前期

4

国文学演習Ⅲ（四）

中尾 和昇 2

近世文学に関する卒業論文作成のための演習（準備
編）

卒業論文を完成させるための準備として、研究史を
分析したうえで、テーマ（タイトル）および全体構成
を決定する。

全体指導・個人指導・個人発表を通して、卒業論
文を完成させるための準備をおこなう。全体指導で
は、論文作成の手順について講義し、個人指導で
は、各人のテーマに沿った指導を行う。個人発表で
は、受講生全員が討議に参加し、意見交換を行う。

平常点60％（論文執筆に対する取り組み方を評価す
る）、構想発表40％（テーマ設定・論旨の妥当性・研
究の独自性を評価する）。

卒業論文は４年間の総決算である。安易に妥協せ
ず、高いレベルの論文を目指してもらいたい。そのた
めには、こまめに教員と相談し、一つでも多く課題を
解決することが望ましい。

なし

授業中に適宜指示する

前期

4

国文学演習Ⅲ（五）

光石 亜由美 2

日本近代文学を中心とする卒業論文作成のための演
習

各自設定したテーマについて、調査・論述して、論文
を完成する。

・�報告会による発表、個人指導を通じて、卒業論文を
完成させる。

・�履修者の自主的なテーマに従って、文献の検索方
法、調査方法、論文の構成、論文の書き方など基本
的な指導を行う。

平常点60％（授業中の質問など、積極的な態度を重
視します）、レポート点40％（レポートを４回提出し
てもらいます。与えられた課題に対しての達成度（論
理性、論述性等）で評価します）

報告会は必ず参加すること。

なし

前期

4

国文学演習Ⅲ（六）

山田 昇平 2

国語学に関する卒業論文作成のための演習

・�各自の設定したテーマに応じて卒業論文を完成させ
る

・�卒業論文の執筆を通して、高度な発想力、調査能
力、論理的思考を身に着ける

各自テーマを設定し、全体指導・個別指導・発表を
行い、卒業論文を完成させる。全体指導では作成に
必要な基本的な調査や執筆の方法・手順などを確認
する。個別指導では各自のテーマに必要な指導を行
う。発表では進展状況を受講者全員に報告し、全体
で討議を行う。

・「発表」に対する姿勢50％（積極性が窺えるか・問
題点が修正されているか・着実な進展がみられるか）
・「発表」内容に対する総合評価50％（独自性がある
か・調査は適切か・論理的か）

・発表が行われる際は必ず全員が出席すること
・個別の報告・連絡・相談を小まめに行うこと

最新版　大学生のためのレポート・論文術，小笠原喜義，
講談社現代新書，2018

前期

4

国文学演習Ⅲ（七）

木田 隆文 2

近現代文学およびその隣接領域に関する卒業論文の
作成

論文の作成を通じて
（１）�４年間の学習・研究の成果をまとめ上げる。
（２）�社会で通用する客観的な論理性や文章作成能

力を身につける。
論文のテーマは受講生それぞれ違うので、基本的に
は研究室での個別指導を中心とする。ただし、他人
のものの見方や考え方からは、研究の大きなヒントが
得られるので、それを知るために、全員を集めて中
間報告会を実施する（不定期に数回実施）。なお個別
指導の時間は教員と受講生の都合を相談して決定す
る。また報告会の日時と課題はGoogleClassroom
を通じて知らせる。

中間報告と個別指導への取り組み、卒業論文の完成
度による総合評価。

個別指導の方法など具体的なことは、最初の授業の
ガイダンスで配布する要項に示す。
連絡はGoogleClassroomを通じて行うので、ポー
タルサイトに示された方法で事前に登録のこと。

なし
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前期

4

国文学演習Ⅲ（八）

岸江 信介 2

国語学関係の卒業論文指導

受講生が設定した各課題について調査・研究方法や
技術が身につくよう、分析・記述の仕方を教授し、
論文を完成させる。

受講生の自主的なテーマ設定を歓迎する。各受講生
の興味や自由な発想を尊重する。

平常点30点（卒業研究に対する積極的な態度を重
視）、レポート点（卒業論文）70点。

適宜、指示する。

なし

なし

後期

4

国文学演習Ⅳ（一）

鈴木 喬 2

身に着けた研究の基礎知識、考察力を駆使し、卒業
論文を作成する。

卒業論文を作成するとともに、研究課題を発見し、
答えを論理的に導出する力を養う。卒業論文作成の
ために研究方法の総括を行ない、その研究方法を実
践するための応用力を身につける。
各自の選んだテーマや研究の方法論に従いながら個
人で発表を行い、卒業論文を作成していく。前期に
おいては卒業論文の柱となるテーマや研究課題を見
つけることを目的とする。後期からはより絞り込んだ
テーマ設定で発表を行い、卒業論文の執筆を進めて
いく。個別指導において、各自のテーマに必要な指
導を行う。また他者の発表を聞くことにより、他者の
研究「問い」と「答え」の導出）を観察し、自身の研
究テーマに還元する。

平常点30％（授業中の質疑応答による積極性）。発表
70％（問題発見と問題解決への取り組み、発表に対
する取り組み、等）。

具体的な注意点は適宜提示する。４年間の成果であ
ることを意識し、こまめに研究室を訪ねること。

なし

適宜紹介する

後期

4

国文学演習Ⅳ（三）

三宅 晶子 2

ゼミ生の卒業論文指導

自分でテーマを定め、それに基づく調査・分析・考察
を行い、卒業論文にまとめる。

ゼミ生各自の希望に基づき、関連する作品の熟読、
注釈書の比較、先行研究の調査を行う。テーマを決
定し、それに応じた再度の読み・注釈書の確認・先
行研究の確認を行う。テーマごとの小発表を何回か
行い、そのなかで、論文の構成を確定していく。何回
かに分けて下書きを添削する。最後に全体の構成を
確認し、目次を確定する。

研究テーマの設定、資料収集の可否、先行研究の整
理、卒業論文の構成など、総合的に判断する。

毎回の授業の積み重ねを大切にする

後期

4

国文学演習Ⅳ（四）

中尾 和昇 2

近世文学に関する卒業論文作成のための演習（作成
編）

設定したテーマ（タイトル）・全体構成に基づき、卒
業論文を完成させる。

個人指導・個人発表を通して、卒業論文を完成させ
る。個人指導では、各人のテーマに沿った指導を行
う。個人発表では、受講生全員が討議に参加し、意
見交換を行う。

平常点60％（論文執筆に対する取り組み方を評価す
る）、中間発表40％（テーマ設定・論旨の妥当性・研
究の独自性を評価する）。

卒業論文は４年間の総決算である。安易に妥協せ
ず、高いレベルの論文を目指してもらいたい。そのた
めには、こまめに教員と相談し、一つでも多く課題を
解決することが望ましい。

なし

授業中に適宜指示する
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後期

4

国文学演習Ⅳ（五）

光石 亜由美 2

日本近代文学を中心とする卒業論文作成のための演
習

各自設定したテーマについて、調査・論述して、論文
を完成する。

・�報告会による発表、個人指導を通じて、卒業論文を
完成させる。

・�履修者の自主的なテーマに従って、文献の検索方
法、調査方法、論文の構成、論文の書き方など基本
的な指導を行う。

平常点60％（授業中の質問など、積極的な態度を重
視します）、レポート点40％（レポートを４回提出し
てもらいます。与えられた課題に対しての達成度（論
理性、論述性等）で評価します）

報告会は必ず参加すること。

なし

後期

4

国文学演習Ⅳ（六）

山田 昇平 2

国語学に関する卒業論文作成のための演習

・�各自の設定したテーマに応じて卒業論文を完成させ
る

・�卒業論文の執筆を通して、高度な発想力、調査能
力、論理的思考を身に着ける

各自テーマを設定し、全体指導・個別指導・発表を
行い、卒業論文を完成させる。全体指導では作成に
必要な基本的な調査や執筆の方法・手順などを確認
する。個別指導では各自のテーマに必要な指導を行
う。発表では進展状況を受講者全員に報告し、全体
で討議を行う。

・「発表」に対する姿勢50％（積極性が窺えるか・問
題点が修正されているか・着実な進展がみられるか）
・「発表」内容に対する総合評価50％（独自性がある
か・調査は適切か・論理的か）

・発表が行われる際は必ず全員が出席すること
・個別の報告・連絡・相談を小まめに行うこと

最新版　大学生のためのレポート・論文術，小笠原喜義，
講談社現代新書，2018

後期

4

国文学演習Ⅳ（七）

木田 隆文 2

近現代文学およびその隣接領域に関する卒業論文の
作成

論文の作成を通じて
（１）�４年間の学習・研究の成果をまとめ上げる。
（２）�社会で通用する客観的な論理性や文章作成能

力を身につける。
論文のテーマは受講生それぞれ違うので、基本的に
は研究室での個別指導を中心とする。ただし、他人
のものの見方や考え方からは、研究の大きなヒントが
得られるので、それを知るために、全員を集めて中
間報告会を実施する（不定期に数回実施）。なお個別
指導の時間は教員と受講生の都合を相談して決定す
る。また報告会の日時と課題はGoogleClassroom
を通じて知らせる。

中間報告と個別指導への取り組み、卒業論文の完成
度による総合評価。

個別指導の方法など具体的なことは、最初の授業の
ガイダンスで配布する要項に示す。
連絡はGoogleClassroomを通じて行うので、ポー
タルサイトに示された方法で事前に登録のこと。

なし

後期

4

国文学演習Ⅳ（八）

岸江 信介 2

国語学関係の卒業論文指導

受講生が設定した各課題について調査・研究方法や
技術が身につくよう、分析・記述の仕方を教授し、
論文を完成させる。

受講生の自主的なテーマ設定を歓迎する。各受講生
の興味や自由な発想を尊重する。各自テーマにもとづ
き、口頭での中間発表を行う。

平常点30点（卒業研究に対する積極的な態度を重
視）、レポート点（卒業論文）70点。

適宜、指示する。

なし

なし
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後期

1-4

国文学史Ⅰ

★櫻井 清華 2

性と政治の中古女性文学史

①平安から鎌倉期にかけての宮廷政治の背景をまなぶ
②女性による文学の必然性と各作品の特色をまなぶ
③�ジェンダー思想の理論をまなび、実生活に実践・応用す
る。

平安から鎌倉期にかけて、女性による文学作品が多く生み出さ
れた。古代から中世にかけ、女性が文筆で自己表現を果たした
ことは、世界的にもまれな事象である。男性中心の時代社会に
あって、なぜ女性の文筆活動が可能だったのかを、政治的背
景の必然とともにまなんでいく。女性による文学品の誕生は、
個人的な内面の動機と同時に、社会的必然と要請があったと
考えられる。このような立場から、性と政治の文学史をジェン
ダー（男女を分断する政治的な線引き）思想に基づき考察し
ていきたい。その考察から得た理論は、かならず現代を生きる
我々にも実践・応用が可能なものとなるはずである。

学習到達度確認テスト70％
小テスト全５回（不定期に５回行う。６・８・11・
12・14回目講義時の予定）30％

出席点なし。３回以上欠席で受講資格を失う。

はじめて学ぶ日本女性文学史【古典編】，後藤祥子編，ミネ
ルヴァ書房，2003

後期

1-4

国文学史Ⅱ

★溝端 悠朗 2

平安文学の流れ

平安時代の文学史について、作品とその時代背景と
をあわせて理解する。それぞれの作品についての知
識を深める。

平安時代の文学の流れを、政治や社会の状況といっ
た時代背景とともに学ぶ。その際、暗記事項の羅列
に終始するのではなく、できるだけ作品本文を読むよ
うに努める。授業では毎回小テストを行うとともに、
コメントシートの提出を求める。

小テスト50％（基本知識の習得度を評価する）＋学
習到達度確認テスト30％（最終授業時に行い、授業
の理解度を評価する）＋平常点20％（コメントシート
により、授業への積極性を評価する）
対面授業だが、小テストはGoogle�Classroomを用
いて行う。国語便覧などを読み、基本知識は理解し
ておくこと。古語等についてはすべてを説明できない
ため、苦手な者は辞書（電子辞書可、携帯電話は不
可）や文法書を持ち込んでもかまわない。

後期

1-4

国文学史Ⅲ

中尾 和昇 2

近世小説史

①近世小説史における基礎知識を習得する。
②作者・作品・ジャンルの特性を理解する。
③近世小説の潮流をつかむ。

出版の時代とも言われる近世においては、多彩なジャン
ルの小説が生み出され、版本を通して広く流通した。こ
れらは、井原西鶴・上田秋成・山東京伝などといった、
いわば主導的な作者の登場とその影響というなかで発
展・継承されていった。そして、彼らを軸とする小説史
を語る際には、三都（京都・大坂・江戸）を中心とする
歴史的・文化的背景を踏まえなければならない。この授
業では、それらを視野に入れつつ、個々の作者・作品に
触れながら、近世小説史の潮流をつかむことを目指す。
平常点15％（授業への積極性を評価する）、各回の小
課題45％（作品に対する客観的な評価を評価する）、
期末レポート40％（精確性・客観性・論理性を評価
する）。

欠席は５回までとし、それより多く欠席した者には単
位を認めない。

なし

国文学概論，濱田啓介，京都大学学術出版会，2019
〈奇〉と〈妙〉の江戸文学事典，長島弘明，文学通信，2019

前期

1-4

国文学史Ⅳ

光石 亜由美 2

近現代日本文学の成立と展開

１．近現代日本文学の歴史を理解する。
２．作家や作品の知識を深める。
３．作品が置かれた時代状況、文化状況を理解する。

作家、作品、文学史の流れ、メディアなど、基本的な知識
を身につける一方、作家や作品が、時代状況、文化状況の
中にどのように位置づけられているのかを考える。
講義の方法（オンデマンド授業）
１．�講義開始時間に、google�classroomに、当日の講義

プリント（PDF形式）、と講義の動画データ、小テスト
（googleフォーム）をアップします。

２．講義動画を視聴してください。
３．�講義動画の視聴が終わったら、小テスト（google

フォーム）を開いてください。

小テスト（毎回、授業の最後に行う小テスト、コメン
トペーパー）40％、試験（文学史の試験・記述式問
題）60％

講義で扱う作品については、抄録したものを配布す
るが、あらかじめ全集や文庫本などで読んでおくこと
がのぞましい。

プレミアムカラー国語便覧，数研出版

日本近代小説史，安藤宏，中公選書，2015
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前期

1-4

国語学概論Ⅰ

岸江 信介 2

国語学の基礎を学ぶ。

国語学の成果に基づいて、日本語に関する基本的な
知識を理解し習得する。

国語学入門の授業である。ひろく音声・音韻、アクセ
ント、文法、語彙などの視点から国語学に関連した専
門用語・術語をはじめ、具体的な事例を通して国語
学の知見を概説的に学ぶ。

平常点50点（講義中の質問、授業に対する積極的な態度、コメン
トシートを重視）、学習到達度確認50％（到達度確認テスト、レポー
トの内容、国語学で使用する術語・専門用語を正しく理解している
か、あるいは音声、アクセント、イントネーション・プロミネンス
などの研究方法を正しく理解できているなど）

授業での配付資料のほか、Google�Classroom上で
資料の閲覧ができるようにするのでその都度、チェッ
クして頂きたい。なお、後期での『国語学概論Ⅱ』と
併せて受講することが望ましい。

基礎日本語学，衣畑智秀�編，ひつじ書房，2019

日本語アクセント入門，松森晶子ほか，三省堂，2012

後期

1-4

国語学概論Ⅱ

岸江 信介 2

国語学の基礎を学ぶ。

国語学入門の授業である。国語学概論Ⅰに続き、文
法、語彙などの視点から国語学に関連した専門用
語・術語をはじめ、具体的な事例を通して、現代日
本語における国語学の知見を概説的に学ぶ。

文法をはじめ、待遇表現や言語景観など国語学に関
連した術語・専門用語を具体的な事例を通して身に
つける。なお、当授業ではおもに現代日本語を中心
に取り上げることにする。なお、リモートによる授業
を実施する場合、別途、新たな教材を配布すること
がある。

平常点（小課題を読んだ感想や意見をコメントシート
欄に毎回記入→40％）、学習到達度確認（学期末のテ
スト、レポートなどを通じ、国語学の基本、国語学関
連の専門用語の理解度をチェック→60％）

基本的にはテキストに関連した論文などをGoogle�
Classroomにアップするのでそれらを読んで課題に
チャレンジして頂きたい。前期開講予定の『国語学概
論Ⅰと併せて受講することが望ましい。

基礎日本語学，衣畑智秀�編，ひつじ書房，2019

前期

1-4

古典文学概論Ⅰ

三宅 晶子 2

受験勉強という特殊な目的を離れて、日本の古典文
学の魅力を理解し、できるだけ多くの原典に触れて、
その世界を実体験する。

テキストを完読する。その中で紹介されている古典
文学のいくつかを、実際に読んで、その魅力を知る。

『もう一度読みたい日本の古典文学』に導かれなが
ら、そこで紹介されている日本の古典文学を、実際
に読む。それを積み重ねることで、代表的な古典作
品に触れ、文学史の流れの中に位置づける作業を行
い、様々なスタイルがあることを理解する。

平常点30％（予習復習を行い、授業に積極的に参加
することを即す）、ミニレポート30％（テーマを定め、
簡潔に自分の考えをまとめる技術を指導する）、レ
ポート40％（半年の学びの総合的）

テキスト、配付資料をしっかり読むこと。
一回一回の授業を大切に、じっくり取り組むこと。

もう一度読みたい日本の古典文学，三宅晶子他，勉誠出
版，2021

後期

1-4

古典文学概論Ⅱ

三宅 晶子 2

『百人一首』を取り上げる。日本の言語文化の真髄
に触れ、日本文化に対する理解力を増加させる。

『百人一首』の概要を理解し、どこかで出会ったとき
に、『百人一首』の歌だと分かる程度には記憶にとど
める。ニュアンスに富む和歌表現、日本の言語表現
の特色を理解する。
テキストと講義資料を用いて、一首ずつ歌の世界を分析
し、鑑賞する。学生のカルタ作品例を参照し、様々な解
釈が成り立ち、自分なりに鑑賞できることを理解する。
毎週10首ずつ進行、そこから１首特に興味を持った歌を
選択、Ａ教科書・配付資料の内容をまとめる。Ｂ自分で
調べたことをまとめる。Ｃ自由に分析･鑑賞する。
＊レポート（１～５）として提出する。
＊�歌１首を選び、自由な発想でカルタを作成、観点を付
して提出する。

平常点（GoogleClassroomに掲示される毎回の授業を受講する）
10％
各レポート（内容理解･参考文献調査･鑑賞を総合的に判断）50％
カルタとミニレポート（調査・考察の的確さ・カルタの完成度）40％

毎回決まった範囲をきっちり独習し、和歌の世界を楽
しんでもらいたい。その上でさらに独自の調査考察をし
て、自分の考えを文章にする技術を身に付けて欲しい。
後期の古典文学概論Ⅱと続けて履修することが望まし
い。

百人一首ハンドブック：光琳カルタで読む，久保田淳，小学
館，2009
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前期

1-4

近代文学概論Ⅰ

光石 亜由美 2

戦後の風景と歌謡曲

①�戦後日本の社会・政治的及び文化・風俗的背景を、小説及び
歌謡曲を通じて理解する。

②�テクストの読解、歌謡曲の歌詞の分析を通じ、思考を言語化
する力を養う。

③�文化的事項を調査する力を養う。

戦後小説や歌謡曲を対象に、時代背景を社会的、文
化的側面から考察する。小説テクストを読むだけで
はなく、同時期に流行した歌詞の分析を通じて、その
歌が流行した当時の時代状況、〈日本人〉の心性や、
モチーフのイメージ形成などを考察する。

講義内での課題60％（毎回、Googleフォームを通
じて提出してもらう課題の提出状況、内容を評価す
る）、試験40％（講義内で説明した事項の理解力、歌
詞の読解力を評価する）

毎時間、課題プリントを提出してもらう。
授業で扱う歌謡曲は変更することがある。

プリントで配布する

日本流行歌変遷史，菊池清麿，論創社

後期

1-4

近代文学概論Ⅱ

木田 隆文 2

昭和文学の特質とその展開

（１）�昭和期の文学の特質と展開を理解することができる。
（２）�文学表現の多様性を知ることができる。
（３）�文学表現と歴史的・社会的要因の関係性を理解すること

ができる。
（４）�文学作品の解釈に必要な視点を身に着けることができる。

昭和期は戦争への傾斜と敗戦、そして復興と、日本の歴史
の中でも大きな変動を経験した時期である。そのため、こ
の時期に生み出された文学には様々な歴史的課題や表現
上の試みが刻印されている。
本講義はまず、それら昭和文学の課題や表現・ジャンル
の理解と、それらの変遷を文学史的にとらえる。その過程
で、作家、作品、文学史の流れ、メディアなど、基本的な
知識を身につけ、作家や作品が、時代状況、文化状況の
中にどのように位置づけられているのかを考えてゆく。
平常（20％）、期末課題（20％）、小課題（60％）の総合
評価。
平常態度は授業の参加程度で判断。小課題・期末課題は
知識の獲得度と作品分析の独自性を判断して評価する。
遠隔授業の場合、Googleクラスルームで実施する。事
前にポータルやメールで告知される方法で登録のこと。
毎時出される課題は次回授業で解答する。そのため期日
を遅れて提出されたものは評価基準点を半減させる。期
日を守ること。

Webで提示

適宜指示する

前期

1-4

現代文化論

★高木 彬 2

空間の詩学

（１）�空間という観点から文学を読み解く方法を理解
する

（２）�近現代の文化を多角的に捉える視座を獲得す
る

本講義では、空間という観点から、文学を中心とした
近現代の文化を考察する。また、その文芸文化にお
ける空間表象の特質や方法を析出することで、いま
私たちが体験している空間を見つめなおす。

平常点：40％（出席、小レポートの内容によって評価）
期末レポート：60％（必要な情報を収集し自分の考え
を展開できているかを評価）
※平常点と期末レポートの合計が60点以上で合格。
・毎回出席を取る。３分の２以上の出席を単位認定の必要条件とする。
・30分以上遅刻した場合は入室を認めない。
・不正行為（代筆、剽窃など）をした者には単位認定しない。
・受講者の理解度に応じて講義の進度や内容を調整することがある。
（・オンライン授業となった場合にはポータルの情報に注意するこ
と。）

プリントを配布する。

講義中に指示する。

前期

2-4

中国文学概論Ⅰ

★西尾 和子 2

中国古典文学作品の精読と鑑賞を通して中国文学史
を概観する。併せて日本文学への影響を考察する。

先秦から六朝にかけての代表的な詩歌や文章にたい
する基礎的知識を身につけ、中国文学の歴史を体系
的に理解し、それを説明することができる。

前期は、先秦から六朝における代表的な作品をテキ
ストから選び、精読・鑑賞しながら、作品にたいする
特徴や文化的背景への理解を深めることを目的に、
中国文学史を概観する。また、日本文学における中国
文学の受容という観点から作品を検討することによっ
て、日中両国の古代文化交流について理解を深める
とともに、比較文学の研究方法を修得する。

定期試験60％：基礎的知識（訓読・現代語訳等）が身に
ついているかなど到達目標の達成度を確認し評価する。
平常点40％：平素の質疑・発表および課題の準備度など
によって総合的に判断する。
本授業は、講義形式で進める。ただし、必要に応じ
て受講生に意見を求めたり、発表してもらう場合があ
る。詳細については、授業のはじめに説明する。
全体の1/3（５回）を超えて欠席した学生は、成績評
価の対象としない。

新訂�中国詩文，中国詩文研究会，東方書店，2015年

中国文学史，前野�直彬，東京大学出版会，1996年
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後期

2-4

中国文学概論Ⅱ

★西尾 和子 2

中国古典文学作品の精読と鑑賞を通して中国文学史
を概観する。併せて日本文学への影響を考察する。

唐代の代表的な詩歌や文章にたいする基礎的知識を
身につけ、中国文学の歴史を体系的に理解し、それ
を説明することができる。

後期は、唐代の代表的な作品をテキストから選び、
精読・鑑賞しながら、作品にたいする特徴や文化的
背景への理解を深めることを目的に、中国文学史を
概観する。また、日本文学における中国文学の受容
という観点から作品を検討することによって、日中両
国の古代文化交流について理解を深めるとともに、
比較文学の研究方法を修得する。

定期試験60％：基礎的知識（訓読・現代語訳等）が身に
ついているかなど到達目標の達成度を確認し評価する。
平常点40％：平素の質疑・発表および課題の準備度など
によって総合的に判断する。
本授業は、講義形式で進める。ただし、必要に応じ
て受講生に意見を求めたり、発表してもらう場合があ
る。詳細については、授業のはじめに説明する。
全体の1/3（５回）を超えて欠席した学生は、成績評
価の対象としない。

新訂�中国詩文，中国詩文研究会，東方書店，2015年

中国文学史，前野直彬，東京大学出版会，1996年
唐詩概説，小川環樹，岩波書店，2005年
太平広記研究，西尾和子，汲古書院2017年

前期

2-4

日本語の歴史Ⅰ

山田 昇平 2

日本語表記史・音韻史

１．�日本語史の基本的な知識を習得する。
２．�言語史の方法論を習得する

言語は絶えず変化をしている。それでは、かつての言語は
どのような姿で、今に至るまでにどのように変化をしてきた
か。また、どのような方法でそれは知られるのか。この授業
では、そのような疑問の答えを考えることを目的に、日本語
の歴史を扱う。具体的なテーマには表記史（２～５回）・音
韻史（６～15回）を扱う。各回では、日本語史の主なトピッ
クをひとつ取り上げつつ、「トピックの確認」・「トピックが明
らかにされる過程」・「トピックの日本語史上における位置づ
け」、といった点を中心に議論を行う。

・�コメントカードの質20％（毎回、授業内容の理解を
確認する。出席点ではない）

・�最終試験80％（日本語史の基本的知識の有無、日本
語史の問題に対する適切な考察力を問う）

・補助的にGoogleClassroomを利用する。
・�クラスコードは初回授業においてポータルサイト上
で公開する。

・�国語学概論Ⅰ，Ⅱおよび日本語の歴史Ⅱを合わせて
履修することが望ましい。

授業中に配布する

日本語の歴史　全7巻＋別巻，亀井孝ら，平凡社，文庫版
2006-08
基礎日本語学，衣畑智秀，ひつじ書房，2019

後期

2-4

日本語の歴史Ⅱ

山田 昇平 2

日本語語彙史・文法史

１．日本語史の基本的な知識を習得する。
２．言語史の方法論を習得する。
３．�１・２に基づきつつ、日本語史上に生じた事象に

ついて説明できる。
言語は絶えず変化をしている。それでは、かつての言語は
どのような姿で、今に至るまでにどのように変化をしてきた
か。また、どのような方法でそれは知られるのか。この授業
では、そのような疑問の答えを考えることを目的に、日本語
の歴史を扱う。具体的なテーマには語彙史（２～４回）・文
法史（５～14回）を扱う。各回では、日本語史の主なトピッ
クをひとつ取り上げつつ、「トピックの確認」・「トピックが明
らかにされる過程」・「トピックの日本語史上における位置づ
け」、といった点を中心に議論を行う。

・�コメントカードの質20％（毎回、授業内容の理解を
確認する。出席点ではない）

・�最終試験80％（日本語史の基本的知識の有無、日本
語史の問題に対する適切な考察力を問う）

・補助的にGoogleClassroomを利用する。
・�クラスコードは初回授業においてポータルサイト上
で公開する。

・�国語学概論Ⅰ，Ⅱおよび日本語の歴史Ⅰを合わせて
履修することが望ましい。

日本語の歴史　全7巻＋別巻，亀井孝ら，平凡社，文庫版
2006-08
基礎日本語学，衣畑智秀，ひつじ書房，2019

前期

2-4

神話伝承論

鈴木 喬 2

古代日本神話の特性や神話の伝承というものが如何
になされてきたのか、『古事記』を通じて考えてゆく。

受講生が『古事記』の神話を通じて、日本文化、日
本人について個別に考える力を身に付けることがで
きる。

「神」や「神話」とはなにか、「伝承」とはなにか。
そのような概念規定から、７世紀から８世紀の〈神
話〉の歴史を考え、また現代の我々にとって「神
話」とは「古事記」とは何かを考えてゆく。

平常点20％（コメントシートや作業、等の取り組み）、
最終授業時に実施する学習到達度確認（筆記等によ
る学力確認）80％による。授業内容の理解度、その
理解を踏まえた応用力を評価する。

テキストや配布プリントを読み込んで出席すること。
当該科目に関係する諸事項について、つねに関心を
持ち、自分なりの視点でものが考えられるように努力
してほしい。

神話伝承論ノート，神話伝承論学習の会，書肆アルス，2013

適宜紹介する。
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前期

2-4

平安文学論

★溝端 悠朗 2

歌合を読む

古典文学、特に和歌文学を読むための基礎知識と研
究方法を理解する。古典についての理解を深め、文
学研究にあたっての基本的な作業を習得する。

前近代、特に平安時代において、文学の中心は和歌
であった。その和歌を番えて優劣を競い合う催しが
歌合である。本講義では、歌合や和歌文学につい
て基本的な知識と研究方法を学ぶとともに、平安時
代の和歌文学史を通覧しつつ、実際の歌合を読解す
る。これらを通じて、和歌など文学作品の表現を精
読する研究方法を身につける。授業では毎回コメント
シートの提出を求める。
学習到達度確認テスト80％（最終授業時に行い、
授業内容を理解できているかを評価する）＋平常点
20％（コメントシートの内容により、授業に対して積
極的に取り組めているかを評価する）
事前配付のプリントを読み込んだうえで授業に臨むこ
と。なお、古語や古典文法については、すべてを説
明するわけではないため、苦手な者は辞書（電子辞
書可、携帯電話・スマートフォンは不可）や文法書を
持ち込んでもかまわない。

歌合集（日本古典文学大系），萩谷朴・谷山茂，岩波書店，1965
六百番歌合（新日本古典文学大系），久保田淳・山口明穂，岩波書店，1998
王朝歌合集（和歌文学大系），藏中さやか・鈴木徳男・安井重雄・田島智子・
岸本理恵，明治書院2018

後期

2-4

中世文学論

三宅 晶子 2

前時代成立の古典文学が、同じ題材・登場人物を用
いて、新しい時代に即した魅力的な作品に生まれ変
わっていることを知る。

取り上げるそれぞれの作品の内容が理解できる。そ
れぞれの作品内容と関連作品間での共通点と相違点
を理解し、自分の言葉でそれを表現できる。

中世に大きく成長した古典芸能を取り上げる。時代に
より、形態により、様々な形で物語が取り込まれ、楽
しまれてきた古典芸能について、典拠とされている
物語と比較しつつ、文字テキスト、映像を併用して、
その表現法や内容を分析する。その作業を通じて、
中世という時代的特色を理解する。

平常点（受業態度・積極性など）30％、ミニレポー
ト（授業内容を理解しているか、違いが判っている
か）30％、レポート（独自のテーマで調査考察ができ
ているか）40％

毎回の積み重ねが重要なので、可能な限り出席する
こと。毎時間の予習復習をしっかり行い、要点を把握
しておくこと。受講をきっかけとして、実際の舞台を
鑑賞してほしい。

対訳で楽しむ敦盛，三宅晶子，檜書店，平成28年
対訳で楽しむ井筒，三宅晶子，檜書店，平成27年

前期

2-4

近世文学論

中尾 和昇 2

上田秋成『雨月物語』をよむ

①�『雨月物語』の全体像を把握する。
②�上田秋成の文学観を理解する。

「歌道之達人」－京都の西福寺に眠る上田秋成の過
去帳に記された、彼を評する言葉である。この評言
からうかがえるように、秋成は和歌・和文に精通した
文人であった。現代においては、怪異小説『雨月物
語』の作者という認識が一般的であるが、彼自身、
この作品に対して何事も語っていない。だからこそ、
さまざまな解釈が生まれ、議論がなされてきたので
ある。この授業では、『雨月物語』の全話を通して読
むことで、秋成の文学観を理解したい。

平常点30％（授業への積極性を評価する）、ミニレ
ポート30％（オリジナリティを評価する）、期末レポー
ト40％（精確性・客観性・論理性を評価する）。

『雨月物語』全話を一通り読んだうえで授業にのぞ
むこと。欠席は５回までとし、それより多く欠席した
者には単位を認めない。

雨月物語，長島弘明，岩波書店，2018

上田秋成研究事典，秋成研究会，笠間書院，2016
三弥井古典文庫　雨月物語，田中厚二ほか，三弥井書店，
2009
新編日本古典文学全集78，中村幸彦ほか，岩波書店1995

後期

3-4

書物論

★磯部 敦 2

書物を生産（編集・印刷・製本）、流通、享受（購
書・読書環境）の視点から考察する。

（１）�書物の部位や名称を理解し、各部位の機能を
批判的に検証できるようになること。

（２）�書物の規範性を理解したうえで多角的な視点
から「書物」を検証できるようになること。

読書する際に、私たちはあたりまえのように書物を手に持っ
て読んでいるが、それまでには原稿が作られ、編集され、印
刷され、書物として製本され、そして流通し、本屋や図書館
における出会いがあり、時には日常における情報流入という
バイアス（事前解釈）をともなって書物を手に取ることにな
る。手に取る際には大きさや重さ、手触りがともない、ペー
ジをめくれば読む前に版面が目に入ってくる。本授業では、
そうした書物の諸要素の検討をとおして、読書以前における
書物それ自体が有する影響の磁場を考察するものである。
【平常点】授業における積極性（講義中の質疑応答、コメントシー
トにおける質問や感想）
【期末レポート】授業各テーマにおける現在進行的課題について事
例を挙げて現状を紹介し、授業内容をふまえて自身の見解を明示す
る。文章表現も含めて総合的に評価する。

活字本以外に写本や板本も資料として取り扱うた
め、変体仮名・くずし字が読める、もしくは工具書類
を用いて不読文字を調べることができるのが望まし
い。

なし

読書の歴史を問う　書物と読書の近代（改訂増補版），和田敦彦�著，文学通信，2020
出版史研究へのアプローチ　雑誌・書物・新聞をめぐる５章，日本出版学会関西支部�
編，出版メディアパル，2019
本は死なない　Amazonキンドル開発者が語る「読書の未来」，ジェイソン・マーコ
スキー著、浅川佳秀�訳，講談社2014
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前期

3-4

メディア文化論

木田 隆文 2

〈漫画〉の表象と歴史性

（１）�漫画の持つ歴史・文化資料としての可能性を考
えることができる

（２）文化研究の基礎的な方法を学ぶことができる
（３）戦後日本の生活史を理解することができる
本講義は「サザエさん」を例に、漫画を素材とした
歴史表象のあり方を考察しようとするものである。
具体的には毎時「サザエさん」の中に現れる歴史的
事象（特に生活史）を１つとりあげ、まずはそれらの
解説を行い、次いでそれらがどのような表現のされ
方を取るのかを考察する。こうした事例研究を積み
重ねることで、漫画を歴史資料としてとらえなおす視
点や手法、問題点を確認してゆきたい。
平常点（20％）、小課題（20％）、期末試験（60％）の
総合評価。
平常は毎時の授業参加度を、小課題・期末試験は講義
内容の理解度と、独自の解釈の有無を評価基準とする。
この講義は歴史的な予備知識と表現の読解を要求する。
予習と考察課題への取り組みが求められるので、漫画を
楽しみたいだけの人には向いていないので注意すること。
遠隔講義となった場合、Googleクラスルームを利用す
る。

プリントで配布

戦後日本の大衆文化，鵜飼正樹・他編，昭和堂，2000
昭和・平成家庭史年表，下川耿史，河出書房新社，2001

後期

3-4

比較交流論

★山本 登朗 2

菅原道真の漢詩を読みながら、さまざまな問題を考
える。

菅原道真の漢詩を正しく読み、中国文学と日本文化
の関係を正しく理解する。

菅原道真の漢詩を読み、その人物像を考えるととも
に、中国文学から受けた影響と、そこから作り上げら
れた日本文学独自の世界について考える。
漢詩はむつかしいというイメージがあるが、わかりや
すく読んでゆくので、ぜひ挑戦してほしい。

毎回の授業時の小レポート（合計50パーセント）、お
よび第15回での総括レポート（50パーセント）。
授業内容を理解し、菅原道真の漢詩について正しい
理解に達しているかどうかを基準とする。

毎回の小レポートを評価に用いるので、必ず提出する
よう注意してほしい。

詩人・菅原道真　うつしの美学，大岡信，岩波現代文庫，20008
菅原道真，滝川幸司，中公新書，2019
日本漢詩人選集１　菅原道真，小島憲之・山本登朗，研文出版
1998

前期

3-4

和歌歌謡論

★山本 登朗 2

『古今和歌集』を考える

『古今和歌集』の和歌はどこが新しいのか、その新
しさを、従来の通説にとらわれず探ることによって、
平安時代の和歌の本質を明らかにする。

『古今和歌集』のさまざまな和歌を、周辺資料とも
比較しながら、さまざまな視点から分析し、『古今和
歌集』を新しく捉え直すことを目指してゆく。

毎回の授業での小レポート（50パーセント）、第15回で
の総括レポート（50パーセント）。
授業内容が理解できているか、『古今和歌集』の新しさ
を認識できているかどうかを成績判定の基準とする。

毎回の授業時の小レポートが評価の材料となるの
で、欠席しないよう注意してほしい。

古今和歌集，佐伯梅友校注，岩波文庫，1981

後期

2-4

近代小説論

光石 亜由美 2

〈買売春〉と文学

①�テクストが誕生した文化的、社会的背景を理解す
る。

②�ジェンダー、セクリュアリティの理論を理解する。

この講義では、遊廓、私娼窟、赤線といった〈買売春〉
の空間を描いたテクストを読んでゆく。〈買売春〉への許
容度の高い、または性のダブルスタンダードが当然視さ
れている時代においては、文学において〈買売春〉は、
男女の情交の一つのスタイルとして〈作品化〉、〈芸術
化〉されてきた。〈買売春〉については、さまざまな立
場があるが、単純な肯定論、否定論に陥らず、文学テク
ストに表象された〈買売春〉の空間を分析することで、
〈性〉〈身体〉〈情緒〉をめぐる問題を考えてゆきたい。
レポート点60％（講義内で扱った作品を一つ選び、講
義の内容を踏まえて論ずる。講義の内容を理解した
上で論じられているかを重視する）、提出物40％（講
義内で出された課題についての提出状況を重視する）

講義内で紹介する
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前期

3-4

近代詩歌論

★二木 晴美 2

中原中也の作品からみた、日本の近代詩歌について
の考察。

近代日本を代表する詩人中原中也の作品を通して、
作品を味わいながら同時に日本の近現代詩における
課題について考えていくことを目標とする。

新発見資料から読み解かれた佐々木幹郎著『中原中
也　沈黙の音楽』をテクストにして、それぞれ中也
の詩を読み味わいながら新しい中也像に迫るととも
に、日本の近現代詩の内包する課題についても同時
に検討していく予定である。

平常点（授業での音読や質問など積極的な態度を評
価する）30％。試験に替わるレポート課題（必要な情
報を適宜収集し、かつ自分なりの考えを論理的に展
開できているかを評価する）70％。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

中原中也　沈黙の音楽（岩波新書），佐々木幹郎，岩波書
店，2017
中原中也全詩集（角川ソフィア文庫），中原中也，角川学芸
出版，2007
新編中原中也全集全５巻・別巻１，大岡昇平・佐々木幹郎他３
名編，角川書店，2000～ 04
中原中也論集成，北川透，思潮社，2007
別冊太陽146中原中也　魂の詩人，監修佐々木幹郎，平凡社2007

前期

2-4

現代文学論

木田 隆文 2

作品で読む現代文学の課題

（１）�現代文学を読み解く視点を養うことができる。
（２）�現代文学が描いてきたテーマの一端を知ること

ができる。
（３）�批評理論に触れることができる。
この授業では、現代文学が描いてきた様々な課題を、作
品読解を通じて学んでいくことを目標とする。また同時
にその作品にかかわる批評理論の紹介も行い、現代文学
を自身で分析する能力を養えるようにしたい。
授業は教科書を使用する。掲載された１作品ごとに２時
間程度を割り当て、まずは作品に関する解説や批評理論
の紹介を行う。そのうえで受講生自身が作品の分析を行
い、討議を行いながら理解を深めてゆく。
なお各作品の分析・討議の成果はトレーニングシートの
形でまとめ、自身の思考を文章化する力も養う。

発言（30％）、提出課題（70％）を総合して判断する。
※期末試験・レポート試験などは実施しない。各単元ご
との提出課題（トレーニングシート）がそれに代わる。

講義形式の授業だが、作品分析の際には討議を実施
する。平常点は講義中の発言に応じて加算する。
取り上げる作品は授業の進行状況によって変更の可
能性がある。

大学生のための文学トレーニング―現代編，浅野麗他編，
三省堂，2014

前期

2-4

古典日本語論

山田 昇平 2

キリシタン語学の研究

・キリシタン語学に関する基礎的知識を身に着ける
・文献学に対する理解を深める

中世後期に来日したキリスト教宣教師たちが残した文
献群をキリシタン文献といい、この文献群を資料に
用いた語学研究をキリシタン語学と呼ぶ。本講義で
は、キリシタン語学について多角的に論じ、日本語史
研究のみならず広義の文献学に対する知見を深める
ことを目的とする。

・�コメントカードの質20％（毎回、授業内容の理解を
確認する。出席点ではない）

・�最終レポート80％（キリシタン語学に対する理解、
適切な考察力・論理力・文章力を問う）

・�補助的にGoogleClassroomを利用する。
・�クラスコードは初回授業においてポータルサイト上
で公開する。

なし

キリシタンと出版，豊島正之，八木書店，2013
キリシタン語学入門，岸本恵実・白井純，八木書店，2022

後期

2-4

現代日本語論

岸江 信介 2

関西方言の多様性について方言地図から学ぶ。

関西方言の地理的分布に焦点をあて、方言の多様性
について考察する。関西方言の地理的分布の成立に
ついて考えるとともに関西方言の歴史的な変遷を辿
る。
全国を対象とした言語地図のほかに関西地方の言語
地図を紹介しながら関西の方言について多方面から
学ぶ。まずは言語地図を取り上げ、方言分布につい
て知る。方言の地理的分布から方言の地域差を理解
するとともにこのような地域差が生じるに至った原因
のほか、どういうメカニズムが働いたかについて理解
する。さらに言語地図の地理的解釈について言語変
化の視点からその方法を学ぶ。

平常点30点（講義中の質問など、授業に対する積極
的な態度、コメントシートの内容を重視）、学習到達
度確認70％（小テストやレポートなど）を規準とする。

授業での配付資料のほか、Google�Classroom上で
資料の閲覧ができるようにするのでその都度、チェッ
クして頂きたい。

地図で学ぶ関西のことば，岸江信介・中井精一編，昭和堂，
2022

新日本言語地図，大西拓一郎編，朝倉書店，2016
日本の方言地図，徳川宗賢編，中央公論新社，1979
方言の地図帳，佐藤亮一編，講談社2019
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前期

3-4

国文学特殊講義

★高木 彬 2

文芸出版のモダニズム

モダニズム文学と書物・雑誌デザインとの協働の様
相を学ぶことで、近代以降の文学作品と出版文化と
の関係性について自ら検討課題を設定し論じることが
できる。
文学作品は、「物語」である以前に、一個の「物」であ
る。たとえば近代以降の文学作品は、書物や雑誌といっ
たかたちをとって市場に流通した。出版文化は、そうした
「物」としての文学を考えるにふさわしいテーマである。
本講義では、文芸出版の大衆化のエポックとなった1920-30
年代のモダニズム文学を対象として、「物」としての文学
がどのように編集・デザインされ、書物・雑誌として流通
していたのかを検討したい。そうすることで、文学作品と
出版文化との相互作用のメカニズムを浮き彫りにしたい。

平常点：40％（授業への参加、小レポートの内容に
よって評価）
期末レポート：60％（学期末に提出）
※平常点と期末レポートの合計が60点以上で合格。
・�毎回出席を取る。３分の２以上の出席を単位認定の必要条件とする。
・�30分以上の遅刻者には入室を認めない。
・�不正行為（代筆、剽窃など）をした者には単位認定しない。
・�受講者の理解度に応じて講義の進度や内容を調整することがある。
・�オンライン授業になる可能性があるのでポータルの情報に注意して
おくこと。

プリントを配布する。

講義中に指示する。

前期

3-4

国語学特殊講義

岸江 信介 2

言葉の東西対立

日本の東西でどういった方言や物が、どのように対立し
ているか、これに関わる文献を読み、理解する。同時に
方言の多様性について学ぶとともにこのような地理的対
立はどのような理由で生じたのか、解明の糸口を探る。

明治時代、標準語を制定しようとした国語調査委員
会による全国調査の結果、東西で方言が対立する事
実が判明した。これ以後、現代までに全国調査を含
めて数々の調査が行われてきた。これらの調査結果
の研究成果をはじめ、物の東西対立に関わる文献を
読み、どのような対立がみられるのかについて探る。�
課題として方言や物の東西対立について受講生が調
べ、報告する。

平常点50点（講義中の質問など、授業に対する積極的な態度、コメン
トシートの内容を重視）、学習到達度確認50％（レポートの内容、方言
の東西対立の理解と解釈、アクセント変化を系統論的に正しく理解し
ている、言語地理学における分布の法則などを正しく理解できるなど）

授業での配付資料のほか、Google�Classroom上で
資料の閲覧ができるようにするのでその都度、チェッ
クして頂きたい。

方言の地図帳，佐藤亮一編，講談社，2019

日本語の歴史１―方言の東西対立―，柳田征司，武蔵野書院，
2010
日本の方言地図，徳川宗賢編，中央公論社，1079
地図で学ぶ関西のことば，岸江信介・中井精一編，昭和堂2022

後期

2-4

日本語教育論

★芹澤 剛 2

日本語教育の概要を知る。

（１）�日本語教育の基礎的な事項を理解し、解説でき
る。

（２）�基本的な教授法と教育技術を理解し、解説で
きる。

日本語教育の基礎的な事項と基本的な教育技術について理解を深める。
学習の柱の一つは、日本語教育と国語教育の違い、日本語を学習する
人、日本語教師の役割、日本語能力の測定など日本語教育に関する基
礎的知識を理解することである。
柱の二つ目は、教える内容と順序（コースデザイン）、教授法、教材・
教具、ティーチャートーク、教室でのやりとり、授業の流れなど基本的
な教育技術を理解することである。
さらにそれらを実践の観点でどう生かすかを考える。
授業は指定したテキストを使って進めていくが、随時、受講生には発表
など積極的に参加してもらう。
毎回の授業中に指示する課題は、ポータルサイト（Campus�Mate）も
利用し、配付・回収する。
15回の授業を通じて総合的に評価する。おおよそ以下のとおりとする。
・�平常点10％（授業中の質疑応答等の積極性を重視する）
・�提出課題45％（課題への取り組みの充実度を重視する）
・�最終授業で行う筆記試験45％（「授業概要」に記載した「柱」各項目
のポイントを解説できることを重視する）

超基礎・日本語教育，森篤嗣　ほか，くろしお出版，2019

前期

2-4

言語情報処理論

岸江 信介 2

日本語データ処理（基礎）

日本語データ処理の基礎を身に付け、言語データの
処理法、簡単なコーパスデータの分析、テキストマ
イニングによるデータ分析を通じて簡単なレポートが
作成できる力を身につける。

国語学の分野においてコンピュータを利用した研究
について基礎を学び、自分で収集したデータを整理
し、分析する方法を身に付ける。ウェブでの文献資
料やデータの収集、レポートや論文の作成、発表資
料作成など活用方法はさまざまであるが、Excel操
作を中心にKH-Coderを利用しながらデータ分析の
手法を身につける。

平常点50％（講義中の質問など、積極的な態度、課題の提
出状況と発表内容を重視）、学習到達度確認50％（レポート
の内容、Excel操作によるデータ分析ができること、さらに
はウェブ上でのデータ収集、コーパスデータの利用の度合）。

エクセル・ワードの基本的な操作ができることが望ま
しい。必ずテキストを購入しておくこと。

テキストマイニング入門 :�ExcelとKH�Coderでわかる
データ分析，末吉美喜，オーム社，2019

やってみよう�テキストマイニング�―自由回答アンケートの
分析に挑戦 !�，牛澤賢治，朝倉書店，2019
社会調査のための計量テキスト分析―内容分析の継承と発
展を目指して，樋口耕一，ナカニシヤ出版，2014
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前期

2-4

中国文学講読Ⅰ

★西尾 和子 2

漢文の読解能力の育成。教職課程科目を履修する学
生については、中学校・高等学校における漢文の授
業に必要な説明能力の育成。

漢文読解に必要な基礎的知識・技能を習得し、それ
を説明することができる。

中国古典文学のさまざまなジャンルの作品を精読しな
がら、漢文の基本的な構文や助字の用法、訓読の法
則などを習得するとともに、作品にたいする特徴や
文化的背景への理解を深める。
授業では、作品の訓読および現代語訳のほか、作品
ごとに練習問題を解いて理解度を確認する。

定期試験60％：漢文読解に必要な基礎的知識が身につい
ているかなど到達目標の達成度を確認し評価する。
平常点40％：平素の質疑・発表および課題の準備度など
によって総合的に判断する。

本授業では、作品ごとに練習問題を解いて理解度を
確認するため、全体の1/3（５回）を超えて欠席した
学生は成績評価の対象としない。

プリント配布

精講�漢文（ちくま学芸文庫），前野直彬，筑摩書房，2018年
漢詩漢文小百科，田部井文雄，大修館書店，1990年

後期

2-4

中国文学講読Ⅱ

★西尾 和子 2

漢文の読解能力の育成。教職課程科目を履修する学
生については、中学校・高等学校における漢文の授
業に必要な説明能力の育成。

漢文読解に必要な基礎的知識・技能を習得し、それ
を説明することができる。

中国古典文学のさまざまなジャンルの作品を精読しな
がら、漢文の基本的な構文や助字の用法、訓読の法
則などを習得するとともに、作品にたいする特徴や
文化的背景への理解を深める。
後期の授業では、少し難易度の高い練習問題にも取
り組む。授業の進め方は前期と同様、作品の訓読お
よび現代語訳のほか、作品ごとに練習問題を解いて
理解度を確認する。
定期試験60％：漢文読解に必要な基礎的知識が身につい
ているかなど到達目標の達成度を確認し評価する。
平常点40％：平素の質疑・発表および課題の準備度など
によって総合的に判断する。

本授業では、作品ごとに練習問題を解いて理解度を
確認するため、全体の1/3（５回）を超えて欠席した
学生は成績評価の対象としない。

プリント配布

精講�漢文（ちくま学芸文庫），前野直彬，筑摩書房，2018年
漢詩漢文小百科，田部井�文雄，大修館書店，1990年

前期

3-4

書道Ⅰ

★喜多 徹 2

本講座は中学校国語科書写の学習内容、技能そして
指導法を学んでいく。

教育の現場において、必要とされる技法の習得、書
写指導の考え方や知識、さらに授業の展開［示範・
添削・評価］等を身につけ、生徒たちに支援できる
力を養う。
高等学校の芸術科書道の教員としての実務経験を生かし
て、中学校国語科書写の実技指導や授業計画等について学
習していく。国語科書写の取り扱いは『文字を正しく整えて
速く書くことができるようにするとともに、書写の能力を学
習や生活に役立てる態度を育てるよう配慮すること』『硬筆
及び毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い、毛筆を使
用する書写の指導は硬筆による書写の基礎を養うようにす
ること』となっている。とくに書写の指導にあたるという観
点から、毛筆・硬筆の実技中心に授業を展開していく。

＊課題作品を50％、リポート30％、関心・意欲・態
度・努力そして知識度を20％として評価する。
【評価基準】関心、意欲、技能の習得度合、知識、
表現向上の努力を総合的に評価する。
＊�教育免許課程に関する科目であり原則として遅刻や途中
退室は認めない。

＊�毎時必ず毛筆・硬筆の実技ができるよう用具を準備する
こと。

＊�高等学校の教員としての実務経験に基づき授業を実施し
ます。

国語科書写の理論と実践，全国大学書写書道教育学会
［編］，萱原書房，令和２年

なし

後期

3-4

書道Ⅱ

★喜多 徹 2

本講座は中学校国語科書写の学習内容、技能そして
指導法を学んでいく。本講座は中学校国語科書写の
学習内容、技能そして指導法を学んでいく。
教育の現場において、必要とされる技法の習得、書
写指導の考え方や知識、さらに授業の展開［示範・
添削・評価］等を身につけ、生徒たちに支援できる
力を養う。
高等学校の芸術科書道の教員としての実務経験を生かし
て、中学校国語科書写の実技指導や授業計画等について学
習していく。国語科書写の取り扱いは『文字を正しく整えて
速く書くことができるようにするとともに、書写の能力を学
習や生活に役立てる態度を育てるよう配慮すること』『硬筆
及び毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い、毛筆を使
用する書写の指導は硬筆による書写の基礎を養うようにす
ること』となっている。とくに書写の指導にあたるという観
点から、毛筆・硬筆の実技中心に授業を展開していく。

＊課題作品を50％、リポート30％、関心・意欲・態
度・努力そして知識度を20％として評価する。
【評価基準】関心、意欲、技能の習得度合、知識、
表現向上の努力を総合的に評価する。
＊�教育免許課程に関する科目であり原則として遅刻や途中
退室は認めない。

＊�毎時必ず毛筆・硬筆の実技ができるよう用具を準備する
こと。

＊�高等学校の教員としての実務経験に基づき授業を実施し
ます。

国語科書写の理論と実践，全国大学書写書道教育学会
［編］，萱原書房，令和２年

なし
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その他

1-3

実地見学踏査Ⅰ

鈴木 喬 1

実地の見聞（体感）を通して、日本文学や日本文化
に対する理解を深める。

歩く・見る・聞く・食べる・触るなどの身体感覚（体
感）を通じ、対象への理解を深めると同時に、そこか
ら得たものを、どのように表現するか。そういった力
を身につけることができる。

この授業は、古典や近・現代文学にあらわれる故地
を実際に訪ね、文学や芸術・芸能に関する鑑賞眼を
養い、感性を研くことを目的として、創設された。教
室で学んだ知識を実地の見学・踏査でさらに深め、
学習を進めるのが特徴である。

平常点20％。提出物80％。評価は、踏査における取
り組み方（平常点）や、踏査実施後のレポートによっ
て行なう。その評価基準は、踏査で得た知識や実感
をいかに報告できるかという点にある。

初回のガイダンスには必ず出席すること（やむを得
ず欠席した場合は、研究室にて指導を受けること）。
常に国文学共同研究室前の掲示を見ること。見落と
すと参加できなくなることに注意。

なし

万葉集であるく奈良，上野誠ほか，新潮社，2019年
適宜紹介する。

その他

2-4

実地見学踏査Ⅱ

鈴木 喬 1

国文学における踏査の方法について学び、日本文学
や日本文化に対する理解を深める。

方法、手順を考え、踏査を実施し、そこから得た知
識を整理する力を身につける。身につけた力によっ
て、個々人が目的に応じた踏査ができるようにする。

この授業は、古典や近・現代文学にあらわれる故地
を実際に訪ね、文学や芸術・芸能に関する鑑賞眼を
養い、感性を研くことを目的として、創設された。教
室で学んだ知識を実地の見学・踏査でさらに深め、
学習を進めるのが特徴である。

踏査における取り組み方（平常点20％）や、踏査実
施後のレポート（提出物80％）によって行なう。その
評価基準は、踏査で得た知識や実感をいかに報告で
きるかという点にある。

初回のガイダンスには必ず出席すること（やむを得
ず欠席した場合は、研究室にて指導を受けること）。
常に国文学共同研究室前の掲示を見ること。見落と
すと参加できなくなることに注意。

なし

万葉集であるく奈良，上野誠ほか，新潮社，2019年
適宜紹介する。

その他

1-4

伝統芸能鑑賞

中尾 和昇 2

日本の伝統芸能を鑑賞する

①伝統芸能の基礎的知識を習得する。
②伝統芸能の〈様式美〉を理解する。

江戸時代にはじまる浄瑠璃・歌舞伎は、古典文学と
の結びつきが強く、それらは双方向の関係を持ってい
る。また、世界的に見ても、独特の世界観を有してい
る。しかし、伝統という枠組みのせいか、「敷居の高
いもの」という認識が根強いことも否めない。この授
業では、日本の伝統芸能に親しみ、その魅力を発信す
るための教養を身に付けたい。なお、下記の授業内容
は、あくまで予定であり、変更する場合がある。

平常点40％（事前授業への取り組み方を評価する）、
鑑賞レポート60％（精確性・客観性・論理性を評価
する）。

ガイダンス（前期・後期）の日時・場所を掲示するの
で、事前に確認しておくこと。ガイダンスでは、鑑賞
券の入手方法や鑑賞方法などを説明するので、必ず
出席すること。なお、履修者数に応じて鑑賞券を購
入するので、受講生は責任をもって参加してほしい。

なし

あやつられ文楽鑑賞，三浦しおん，双葉社，2011
歌舞伎入門，古井戸秀夫，岩波書店，2002

通年

2-4

身体表現実習

★松本 太郎 2

尺八の実演。日本文化の特殊性ならびに普遍性を尺
八の吹奏を通して学ぶ。

学生が一年を通じて基本の呼吸法を修得し、かごめ
かごめ、桜、越天楽などの簡単な曲を吹奏出来るよ
うになる事。

邦楽演奏家として研究してきた事を基に
１姿勢　２呼吸　３心法（心の持ち方）　４所作（立
つ、座る、礼法）　を指導。この科目を選択するに
あたり、特別な音楽的知識は必要ありません。

楽譜が正しく読める事、吹奏技術、所作の美しさ、
他に、自習の量、質問数などの積極性を評価基準と
する。
正座できる服装で参加。ゆったりとしたズボン、ロングスカートなど。
初回授業でテキスト代2592円、および尺八レンタル代3000円、合計
5592円を徴収致します。それ以外の経費は１年を通して掛かりません。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教
員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施しま
す。

尺八入門，菅原邦仁義
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前期

2-4

文芸創作実習

★安藤 友里 2

オリジナルの文芸作品を創作する。

１．�エッセイ・短歌・俳句・絵本などの特徴を理解
し、自己表現に適したジャンルを見つける。

２．�自らテーマを決めて作品を創作し完成させる。

さまざまなジャンルの文芸作品に触れてその特徴を
理解したうえで、作り手の立場から表現の仕方を学
びます。学んだことを生かして自分ならどう表現する
か、実際に創作を行う実習式の授業です。絵本のス
トーリーを考えたり、短歌や俳句を詠んだり、エッセ
イを書いたりなど、楽しみながら創作します。創作し
た作品を互いに発表し合うこともあります。（内容に
より匿名での発表への考慮あり）
授業内での発表・授業に関するレポート・創作物を学
習到達度に鑑みて総合的に評価します。※出席点と
いう形はなく、授業内容を踏まえた創作課題の提出
が重要となります。
創作物は授業時間内に完成できなければ課題となることがあ
ります。またWebを利用した情報収集を行うことがあるた
め、必ず情報処理センターの利用申請を済ませておくこと。
実務経験のある教員が企業等の現場にて従事した経験に基
づき授業を実施します。

特になし

授業中に指示

後期

3-4

書物出版学実習

★永井 一彰 2

近世（江戸時代）の出版を追体験する

近世出版に携わった人々の叡智を学び、近世の出版
機構について理解を深める。

版本（はんぽん）・板木（はんぎ）・文書（もんじょ）・
浮世絵など生の資料を教材として取り上げ、それら
を使用した実習を通じて近世の出版を追体験するこ
とにより、出版に関わった本屋・職人の知恵と工夫に
ついて理解を深める。

単元ごとにレポートを課し、合計点が評価となる（全
10回、各10点）。生の史料に触れた感動をベースに、
資料・画像をもとに「自分なりに消化・整理」したレ
ポートを作成することが求められる。

実習をベースにした科目という性格上、遅刻入室は
一切認めない。また、欠席３回で名簿から削除する。
生の史料を見てもらう機会が多いので、カメラなど撮
影機を準備しておくことが望ましい。

プリント等で配布

講義時に指示する

後期

3-4

編集実習

★安藤 友里 2

本や広告などを作る仕事について学び、実践を通じ
て編集に関する専門的知識を得る。

１．�出版物やWeb記事の作られ方を知る。
２．�実際に企画・編集・ライティングを行い、ある

テーマについて情報を伝達できる。

１冊の本が作られる過程や、雑誌やPR誌の誌面の
作り方について学習します。本の作り手側の視点を
認識したうえで、テーマを選んでの新聞制作やインタ
ビュー記事の執筆など、実践的な編集作業を行いま
す。また、記事の比較や題材の選び方などに注目し
てメディアリテラシーの観点も養います。

授業での発表・レポート・課題の学習到達度を総合
的に評価する。＊授業内容の理解度、他者の作品に
対する的確な意見、課題の意図に沿った作品である
かどうかを評価の基準とする。
自分の創作したものを発表したり、受講者同士でグループを
組んでインタビューをし合ったりします。Webを利用した
情報収集を行うことがあるため必ず情報処理センターの利
用申請を済ませておくこと。
この科目は、実務経験のある教員が、企業等の現場にて従
事した経験に基づき授業を実施します。

編集者の仕事　本の魂は細部に宿る，柴田光滋，新潮社，
2010
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前期

1

基礎演習Ⅰ（一）

横山 香 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２
回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導を
行います。第Ⅴ部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（二）

中戸 義雄 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２
回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導を
行います。第Ⅴ部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（三）

横田 浩 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２
回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導を
行います。第Ⅴ部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（四）

関 茂樹 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２
回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導を
行います。第Ⅴ部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022
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前期

1

基礎演習Ⅰ（五）

★田中 良 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２
回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導を
行います。第Ⅴ部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

後期

1

基礎演習Ⅱ

森川 正則　山﨑 岳
高橋 博子　川本 正知 2

歴史学研究への入門

史学研究法で身につけたアカデミックスキルをふまえ、文
献収集、史料読解の基礎といった大学で歴史学の専門的
な学習をするために必要な基本的なスキルを身につける。
歴史学という学問の特徴、研究手法を習得する。

４分割したクラスで日本史・東洋史・西洋史・イス
ラーム世界史を担当する本学教員が輪番で講義をお
こなう。それを通して受講生が各分野の基礎的な知
識を身につける。学外研究者の講演、各種のガイダ
ンスもおこなうことがあるので掲示に注意しておくこ
と。

各回実施の小レポート（100％）日本史・東洋史・西
洋史・イスラーム世界史の基本事項と方法論の理解
度を重視する。

担当者の順番、特別講義などは変更の可能性がある
ので掲示を確認する。

用いない。各担当者が配布、指示する。

用いない。各担当者の指示に従うこと。

前期

1

史学研究法

外岡 慎一郎　宮本 亮一
足立 広明　　渡辺 晃宏 2

歴史学研究への入門

歴史学という学問の特徴、研究手法を習得する。

４分割したクラスで、日本史と世界史の史学科教員
が輪番で講義をおこなう。それを通して各分野の基
礎的な知識を身につける。学外研究者の講演、各種
のガイダンスもおこなうことがあるので掲示に注意し
ておくこと。履修登録者を４教室に割り振るので、間
違えないようにすること。

平常の授業態度と各担当者のレポート等課題の総計
による。

履修状況を４教室に割り振るので出席にあたっては
教室を間違えないように確認すること。
担当者の順番、特別講義などは変更の可能性がある
ので掲示を確認する。

用いない。各担当者が配布、指示する。

用いない。各担当者の指示に従うこと。

前期

1

日本史概論Ⅰ

河内 将芳 2

日本の古代・中世の歴史をどのように理解するか。

わが国の古代から中世の歴史をみるなかで、歴史と
はなにか、歴史からなにをまなぶかを考える。

古代・中世がどのような時代であったのか、その歴史
を知るためのもっとも有力な手がかりである古文書や
古記録など文献史料をとおして、具体的に考える。

授業中の課題（50％、毎回提示される史料を読解作
業した小レポート）、レポート（50％）

はじめて大学での歴史の授業をうける史学科１回生を
おもな対象として授業展開をする。また、授業中に課
題を課して、それをもとにして授業展開をする予定で
ある。

なし

なし
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後期

1

日本史概論Ⅱ

村上 紀夫 2

日本史の流れの基本的理解

日本の近世から近現代までの流れを庶民の暮らしや
文化に注目して理解し、歴史研究の手法や視点を学
ぶ。

各時代の概観と主要な事項について身近なトピック
スをもうけて近世・近現代のできごとを史料を交えて
紹介する。教科書的な通史ではなく、できるだけ身
近なテーマを入り口とした歴史学の視点も学んでほし
いので、切り口と構成は変更する可能性がある。

レポート（100％）
評価にあたっては、①内容については、講義内容と歴史学の方法論や研究史を理
解したうえで、授業からどのような主体的な学びにつなげていくかを重視して採点
する。また、②形式面で、アカデミックライティングの手法をふまえた文章が書け
ているかを加味したうえで、③総合的に評価する（添付ファイル参照のこと）。

レポート執筆にあたっては、必ず添付のファイルを読んでおく
こと。
また、論旨が一貫していない、日本語として意味不明のレポー
トなど、高等教育機関である大学のレポートの水準に達してい
ないものも厳しく採点する。出せばいいというものではない。

特に使用しない

前期

1

東洋史概論Ⅰ

山﨑 岳 2

隋唐時代以降の東アジア

東アジア通史の大まかな全体像をつかむ。

東アジアの歴史について、隋唐時代以後に重点を
おきつつ概説する。中国史を基本軸とするが、その
他の地域についても言及する。高校世界史の内容を
基礎とするが、原史料および関係学説を紹介しなが
ら、より深い理解への糸口を提供する。

授業期間中に随時行う小試験、および学期末試験に
よる。

後期

1

東洋史概論Ⅱ

宮本 亮一 2

シルクロード史概論

シルクロードの歴史の概要を理解する

「シルクロード」という言葉は近代に作られた学術用語で、
過去に生きていた人々がユーラシア大陸の各地を結んだ交
易路をそのように呼んだわけではありません。しかし、この
言葉を出発点として、ユーラシア各地の歴史を理解しようと
することはそれほど大きな問題ではありません。
この授業では、中央アジアを中心に、シルクロード上に展開
した様々な政治勢力、およびそれらに支配された在地社会
の歴史を解説します。
授業は担当教員が講義形式で行い、必要に応じて映像資料
なども視聴します。
最終授業で実施する穴埋め式・記述式を併用した学習到達度確認テ
スト　60％（持ち込み不可、歴史上の主要な出来事を理解できてい
るか、歴史の流れを自分の言葉で説明できるかを確認します）、授業
への参加　40％（単なる出席回数だけではなく、質問など積極的な
参加姿勢が見られるかどうかも判断基準になります）

中央アジアの歴史・社会・文化，間野英二・堀川徹，財団
法人放送大学教育振興会，2004
シルクロードと唐帝国，森安孝夫，講談社，2016
シルクロード世界史，森安孝夫，講談社，2020

前期

1

西洋史概論Ⅰ

山口 育人 2

イギリス史を通してみる西洋世界の歴史

①中世末から現代にいたる西洋世界の歴史的展開の
大きなながれを説明できる　②中世末から現代にい
たる西洋史における諸問題を、講義内容に基づいて
まとめることができる

中世末から現代にいたるまでのイギリス（連合王
国）・ブリテン諸島およびイギリス帝国の歴史を概観
する。ただし単なるイギリス史の授業ではない。西洋
世界の歴史的展開における諸問題（政治、経済、社
会、文化、思想、ヨーロッパ外世界との関係）を考
察する材料としてイギリス帝国に着目する。

・�小レポートにおいては、指定するテキストを読み、歴史的
展開を適切に整理できているかを評価する。

・�最終回授業において実施する学習到達度確認では、講義で
取り上げた歴史事象を適切に説明できているかを評価する。

なし

イギリス帝国の歴史，秋田茂，中央公論新社，2012年
近現代イギリス史，木畑洋一・秋田茂，ミネルヴァ書房，2011
年
イギリスの歴史を知るための50章，川成洋，明石書店，2016年
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後期

1

西洋史概論Ⅱ

足立 広明 2

信仰の海―地中海世界

地中海世界の諸宗教の歴史を、それを生み出した社
会に注目しつつ理解する。

中東やヨーロッパの民族・宗教問題に関するニュース
は、毎日のようにメディアで流されている。しかし、
背景となる歴史的知識が少なくて複雑に感じるという
人は現在でも多いようである。この授業では、地中海
世界周辺で生じた諸宗教の対立と共存の歴史につい
て概観する。本年度はとくに中世に焦点を当てる。

授業内の小レポート（50％）と定期試験（50％）によ
り判断する。授業内容の理解の度合い、論理的な文
章が書けているかどうかが基準となる。

授業内容は上記の通りだが、コロナ対応でオンライ
ン授業や対面でも複数教室に分かれることがあるの
で、連絡には注意すること。

とくに用いない

適時指示する。

前期

2-4

史料講読Ⅰ（一）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の基本的な史料の講読

日本古代史を考えるための基礎的な史料に慣れ、そ
の読解力を身に付けることをめざす。

日本古代史の基本的な史料を読みながら、日本古代
史の研究法の基礎を学びます。日本古代のさまざま
な制度や歴史事象についても併せて紹介し、理解を
深めます。文献史料としての『日本書紀』・『続日本
紀』・『養老令』・『類聚三代格』・『延喜式』・平安時代
の古記録（貴族の日記）、出土文字資料としての平城
宮・京跡出土木簡、伝世史料としての正倉院文書な
どを取り上げます。
原則として事前に資料を配付して調べてきてもらい、
交替で音読と説明をしてもらいます。評価は平常点
（授業に対する積極性）・学習到達度確認（史料の読
解力）に基づいて総合的に判断します。
この講義は、e-Learningシステムを併用する予定で
す。
なお、史料講読Ⅰ（一）は、日本史講読Ⅰ（一）と合
同で行います。
テキストは原則として毎回翌週分を配布します。

古代史料を読む�上�律令国家篇，小口雅史・佐藤信編，同成社，2018
古代史料を読む�下�平安王朝篇，小口雅史・佐藤信編，同成社，2018
日本古代史を学ぶための漢文入門，池田温編，吉川弘文館，2005

前期

2-4

史料講読Ⅰ（二）

外岡 慎一郎 2

御成敗式目を読む

中世の法制史料を素材に、中世漢文史料（活字）の
読み方と中世武家法の特質について学習し、今後の
歴史研究の糧とすること。

御成敗式目のなかから、中世武家社会の特質を反映
した条文を選択してテキストとする。毎回担当者を
決めて、条文解釈ととともにそこに示された法思想
や、中世武家社会のあり方について言及してもらう。

授業期間中におこなう到達度確認試験①と定期試験
期間中におこなう到達度確認試験②の素点合計を基
準に成績評価する。

毎回史料読解の担当者を決めるので、しっかり予習し
て授業に臨むこと。また、担当者でなくても適宜質問
することがあるので、予習は怠れないことを心得てほ
しい。

テキスト資料を配布する。

『中世政治社会思想・上』（日本思想体系21），石母田正・佐
藤進一ほか，岩波書店，1994

前期

2-4

史料講読Ⅰ（三）

木下 光生 2

近世古文書の読解

近世古文書の文章表現を理解し、当時のくずし字を
読めるようになる。

近世史を理解するためには、まず何よりも当時の古
文書を読めるようにならなければならない。そこで本
講読では、最初に活字史料を用いて、近世人の文章
表現に慣れてもらったうえで、実際の古文書をテキ
ストに、くずし字が読めるようひたすら反復練習をお
こなっていく。

平素の受講態度と学習到達度確認

プリントなど配布

授業中に指示
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前期

2-4

史料講読Ⅰ（四）

森川 正則 2

いろいろなタイプの史料（資料）に触れ、読む

現代史（日本と東アジア・太平洋地域、世界）のテーマを調査・
研究する上で欠かせない「史料」について、「いろいろなタイ
プ」に触れ、それぞれの特徴を理解し、読む作法を身につける。
あわせて、日本現代史の大きな流れと基礎的事項を理解する。

この授業では、1910年代～30年代初め（大正期・昭
和戦前期）に焦点を当てて、①統計、②当時を生き
た人びとの回想・回顧、③当時に出版された書籍、
④当時の新聞と雑誌、⑤公文書史料、⑥個人の文書
史料、⑦非文字資料（絵図・写真など）を取り扱う。

質疑応答への参加度40％、学期末レポート60％を総合して
評価する。レポートは「授業内容すべてに目配りして論じ
ているか」「史料の読解が正確であるか」「導き出した気づ
き・問いの的確さやユニークさ」を評価基準とする。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなる。

授業中に配布する史料プリント

日本近代史，坂野潤治，筑摩書房，2012
日本近現代史，小風秀雅，放送大学教育振興会，2009

前期

2-4

史料講読Ⅰ（五）

河内 将芳 2

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解と研究

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解力と研究力を身につける。

第１回～15回：史料（古文書・古記録）のプリントを
配布し、受講生各人の担当と担当日を決め、担当者
は史料を読み下し・読解し、必要なことがらについて
研究し、レジメ資料を作成し受講生全員に配布した
うえで発表。

平常点（50％、毎回提出しなければならない予習の
成果）、発表内容（50％）などを総合して評価する。

基本的な漢和辞典や国語辞典および日本史辞典は備
えておくことが必要。なお、くわしくは、授業中に指
示する。

なし

なし

前期

2-4

史料講読Ⅰ（六）

村上 紀夫 2

日本幕末・維新期文化に関する史料読解

幕末～近代文化史にかかわる史料読解に必要な基本的な力を身につ
けることをめざす。日本史の史料読解に必須となる和風漢文体の文
章を読みこなし、内容を理解できるようになること。また、幅広い分
野にわたる基本的な史料を読んでいくなかで、背景となる幕末から
近代の社会を理解する。

授業で扱う幕末維新期の文化・生活に関する基本的
な史料を指定し、受講生全員が予習をしたうえ受講
生が発表し、全体で討論をする。

講義時の報告内容（50％）報告内容の充実度、史料の理解度と事前調
査の質で評価。受講態度（10％）討論への参加の積極性を重視。小テ
スト（20％）、まとめテスト（20％）随時実施の小テストと授業最終日
のまとめテストによる和風漢文体読解・基本語彙の習熟度で評価する。

史料講読は外国語科目と同じで予習は不可欠であ
る。事前にわからない言葉については辞書を引き、内
容を理解してのぞむこと。

担当者がプリント配布

前期

2-4

史料講読Ⅰ（七）

山﨑 岳 2

漢文読解の基礎

漢文読解の基礎能力を身につける。

中国の古典語である漢文は、中国史はもとより、朝
鮮・越南・琉球、それに日本、さらには北アジア・
中央アジア・東南アジアなど、近代以前の東洋の歴
史・文化を探る手がかりとして不可欠の言語である。
この授業では、まったくの初心者が漢文訓読の基礎
的な素養を身につけられるよう、文法解説と返り点の
ついた教科書によって読解の訓練を積む。

平時の授業への取り組み、授業期間中に行う小試
験、および講読総括の時間内に行う学習到達度確認
による。

漢和辞典として、小川環樹等編『新字源』を購入し
持参すること。2017年の改訂新版とそれ以前の旧版
（古本なら安価）があるが、どちらを用いてもよい。
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前期

2-4

史料講読Ⅰ（八）

宮本 亮一 2

古代中央アジア～南アジア史研究のための史料入門

歴史研究に必要な史料をどのように読み、理解する
か、その方法を身につける

この授業では、２種類の史料を読み進めます。
１つは、古い時代の中央アジア～南アジアに関するまとまっ
た分量の情報を残すほとんど唯一の文献といっても良い、
玄奘の『大唐西域記』（日本語訳）です。こちらは、毎回
の担当者を決め、担当者には指定された範囲の内容を要約
し、他の受講者に解説してもらいます。
もう１つは、玄奘が通過した地域に暮らしていた人々の生の
声が反映された現地語（ソグド語、バクトリア語）の文書史
料です。こちらについては、担当教員がテキスト・和訳を用
意し、言語の特徴と文書の内容について解説します。

授業への取り組み　100％（担当者に関しては準備状
況や理解度、その他の受講者に関しては質問など積極
的な参加姿勢が見られるかどうかを判断基準とします）

担当者は予習と準備が必須です。テキスト等は担当
教員がコピーを配布します。

大唐西域記，水谷真成，平凡社，1971
玄奘，桑山正進・袴谷憲昭，大蔵出版，1981
大唐西域記，桑山正進，中央公論社，1987

前期

2-4

史料講読Ⅰ（九）

足立 広明 2

歴史学の英語になじむ。

英語を学ぶのでなく、英語で歴史を読むことになじ
む。その第一歩として、英語で書かれた絵入り世界
史図鑑を用いて研究の入り口に到達するハードルを
低くする。

英語で書かれた世界史辞典から各人の関心に従って
トピックを選び、それを時代順に輪読する。また次年
度の演習もにらんで口頭発表も行う。英語はただ辞
書を引いておしまいでなく、ノートを作り、英語テキ
ストを書き、単語の意味や語法を調べるスペースを
設け、その上で別途訳文を作成のこと。ノートは毎回
チェックする。

平常点50％。授業内テスト50％。平常点はよく予習し、大き
な声で自信をもって訳文を読み上げ、説明できるかどうか、
また指摘された間違いを理解して修正できるか、テストは正
確な訳読かできるかどうかが評価のポイントになる。

平常授業への積極的な関与を重視する。テキストは
プリントで配布する。

プリント配布

前期

2-4

史料講読Ⅰ（十）

山口 育人 2

西洋近現代史理解のための文献・史料講読

西洋近現代史を理解するための英文文献および史料
の基礎的な読解力をもつ。

西洋近現代史の研究を進めるうえで必要となる、英
語で書かれた基本的文献・史料を理解できるよう、
テキストを和訳しながら読み進めることが授業の中心
となる。また、教材で登場する重要な歴史事項に関
連する史料を紹介し、３年生以降の演習科目に備え
てもらう。

・�平常点は、テキストの事前予習の取り込み度合いと読解
の適切さで評価する。

・�学習到達度確認は、テキストの訳出の正確さで評価する。

なし

前期

2-4

史料講読Ⅰ（十一）

川本 正知 2

中央アジア史の根本史料『バーブル・ナーマ』を読
む

『バーブル・ナーマ』という中央アジア史の根本史
料を読むことによって、同時代史料の重要性やある
時代の歴史研究は先人によってどのようにして行わ
れてきたのかを知る。
ある史料が残されていなければわれわれはある時代の歴史を再現することはで
きなかったであろうとされるもっとも基本的な同時代史料を根本史料という。根
本史料にある程度触れ、その感触をつかんでいなければ論文をいくら読んだと
ころで一つの時代の歴史の本質は永遠にわからない。読み古されたものであっ
たとしても根本史料を読み始めることが歴史研究の第一歩である。
この講読ではインドのムガール朝の創始者ザヒール・アッディーン･バーブル
（1483-1530）の回想録『バーブル・ナーマ』を第１部「フェルガナの章」から
じっくりと読んでいく。『バーブル・ナーマ』は15-16世紀の中央アジア・アフガ
ニスタン･インドの諸状況をつたえるもっとも基本的な同時代史料であり、チャ
ガタイ･トルコ語で書かれている。しかし、その優れた日本語訳が平凡社から出
版されているのでそれを一年かかって読み通す。
また、当書は中央アジアのフェルガナ出身の一人の王子が波瀾万丈ついにイン
ドでムガール朝という大帝国の礎を築くという冒険物語として読んでも血沸き肉
躍る傑作である。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を重視）
学習到達度確認50％（ティムール朝、ムガール朝、サファヴィー朝とは
それぞれどういった王朝であったかを理解しているかどうかを評価する）

講読の内容を主体的に考える用意のない人は受講し
ない。授業は単に学問研究の入り口にすぎないことを
自覚する。

バーブル　ムガル帝国の創設者，間野英二，山川出版社，�
2013年

モンゴル帝国の軍隊と戦争，川本正知，山川出版社，2013年
ティムール　草原とオアシスの覇者，久保一之，山川出版
社，2014年
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前期

2-4

史料講読Ⅰ（十二）

井岡 康時 2

幕末から明治・大正初期にわたる、主として地域の
史料を読み、近代の社会変化を考える。

史料解読に必要な基本的な力をつけるため、史料の
内容を正確に理解し、時代背景と関連づけて考察す
る力を養う。さらに次年度以降の専門的な研究のた
めの問題意識を育むことを目標とする。

幕末から明治・大正初期の民衆の生活、文化、運動
などにかかわる史料を選定し配付するので、これを
受講生全員で読む。あらかじめ担当者を決めておく
ので、担当した史料について、読みや意味、時代背
景などについて調べておく。担当者の発表を受けて
受講者全員で討論し、理解を深める。

授業中の報告内容（40％）と積極的な発言（30％）。
毎時間授業の最後に200字程度のコメントシートの提
出を求める（30％）。

当然のことであるが、遅刻することなく出席して積極
的に取り組むこと。無断欠席はマイナスの評価をせざ
るを得ない。

担当者から資料を配付する。

適宜指示する。

前期

2-4

史料講読Ⅰ（十三）

高橋 博子 2

西洋現代史に関する英文購読

西洋現代史に関する英文の読解力をつける。

市民、反核活動の視点から書かれた英文を購読し、
市民・被災者・学生の視点で、戦争・核問題につい
て議論する。

予習したうえで授業に参加しているかどうか
（40％）、確認テスト・レポート（60％）で評価する。

Peace�Talk，前川智子，開文社出版，2011

後期

2-4

史料講読Ⅱ（一）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の基本的な史料の講読

日本古代史を考えるための基礎的な史料に慣れ、そ
の読解力を身に付けることをめざす。

日本古代史の基本的な史料を読みながら、日本古代
史の研究法の基礎を学びます。日本古代のさまざま
な制度や歴史事象についても併せて紹介し、理解を
深めます。文献史料としての『日本書紀』・『続日本
紀』・『養老令』・『類聚三代格』・『延喜式』・平安時代
の古記録（貴族の日記）、出土文字資料としての平城
宮・京跡出土木簡、伝世史料としての正倉院文書な
どを取り上げます。
原則として事前に資料を配付して調べてきてもらい、
交替で音読と説明をしてもらいます。評価は平常点
（授業に対する積極性）・学習到達度確認（史料の読
解力）に基づいて総合的に判断します。
この講義は、e-Learningシステムを併用する予定で
す。
なお、史料講読Ⅱ（一）は、日本史講読Ⅰ（一）と合
同で行います。
テキストは原則として毎回翌週分を配布します。

古代史料を読む�上�律令国家篇，小口雅史・佐藤信編，同成社，2018
古代史料を読む�下�平安王朝篇，小口雅史・佐藤信編，同成社，2018
日本古代史を学ぶための漢文入門，池田温編，吉川弘文館，2005

後期

2-4

史料講読Ⅱ（二）

外岡 慎一郎 2

室町幕府の法令を読む

中世の法制史料を素材に、中世漢文史料（活字）の
読み方と中世武家法の特質について学習し、今後の
歴史研究の糧とすること。

室町幕府法令のなかから、室町社会の特質を反映し
た条文を選択してテキストとする。毎回担当者を決め
て、条文解釈ととともにそこに示された法思想や、
中世武家社会のあり方について言及してもらう。

授業期間中に実施する到達度確認試験①と定期試験
期間中に実施する到達度確認試験②の素点合計を基
準に成績評価する。

毎回史料読解の担当者を決めるので、しっかり予習し
て授業に臨むこと。また、担当者でなくても適宜質問
することがあるので、予習は怠れないことを心得てほ
しい。

テキスト資料を配布する。

『中世政治社会思想・上』（日本思想体系21），石母田正・佐
藤進一ほか，岩波書店，1994
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後期

2-4

史料講読Ⅱ（三）

木下 光生 2

近世古文書の読解

近世古文書の文章表現を理解し、当時のくずし字を
読めるようになる。

近世史を理解するためには、まず何よりも当時の古
文書を読めるようにならなければならない。そこで本
講読では、最初に活字史料を用いて、近世人の文章
表現に慣れてもらったうえで、実際の古文書をテキ
ストに、くずし字が読めるようひたすら反復練習をお
こなっていく。

平素の受講態度と学習到達度確認

プリントなど配布

授業中に指示

後期

2-4

史料講読Ⅱ（四）

森川 正則 2

いろいろなタイプの史料（資料）に触れ、読む

現代史（日本、東アジア・太平洋地域、世界）の
テーマを調査・研究する上で欠かせない「いろいろ
なタイプの史料」について、それぞれの特徴を理解
し、読む作法を身につける。

この授業では、1910年代～30年代初め（大正期・昭
和戦前期）に焦点を当てて、①統計、②当時を生き
た人びとの回想・回顧、③当時に出版された書籍、
④当時の新聞と雑誌、⑤公文書史料、⑥個人の文書
史料、⑦非文字資料（絵図・写真など）を取り扱う。

質疑応答への参加度40％、学期末レポート60％を総合して
評価する。レポートは「授業内容すべてに目配りして論じ
ているか」「史料の読解が正確であるか」「導き出した気づ
き・問いの的確さやユニークさ」を評価基準とする。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなる。

授業中に配布する史料プリント

日本近代史，坂野潤治，筑摩書房，2012
日本近現代史，小風秀雅，放送大学教育振興会，2009

後期

2-4

史料講読Ⅱ（五）

河内 将芳 2

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解と研究

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解力と研究力を身につける。

第１回～15回：史料（古文書・古記録）のプリントを
配布し、受講生各人の担当と担当日を決め、担当者
は史料を読み下し・読解し、必要なことがらについて
研究し、レジメ資料を作成し受講生全員に配布した
うえで発表。

平常点（50％、毎回提出しなければならない予習の
成果）、発表内容（50％）などを総合して評価する。

基本的な漢和辞典や国語辞典および日本史辞典は備
えておくことが必要。なお、くわしくは、授業中に指
示する。

なし

なし

後期

2-4

史料講読Ⅱ（六）

村上 紀夫 2

日本幕末・維新期文化に関する史料読解

幕末～近代文化史にかかわる史料読解に必要な基本的な力を身につ
けることをめざす。日本史の史料読解に必須となる和風漢文体の文
章を読みこなし、内容を理解できるようになること。また、幅広い分
野にわたる基本的な史料を読んでいくなかで、背景となる幕末から
近代の社会を理解する。

授業で扱う幕末維新期の文化・生活に関する基本的
な史料を指定し、受講生全員が予習をしたうえ受講
生が発表し、全体で討論をする。

講義時の報告内容（50％）報告内容の充実度、史料の理解度と事前調
査の質で評価。受講態度（10％）討論への参加の積極性を重視。小テ
スト（20％）、まとめテスト（20％）随時実施の小テストと授業最終日
のまとめテストによる和風漢文体読解・基本語彙の習熟度で評価する。

史料講読は外国語科目と同じで予習は不可欠であ
る。事前にわからない言葉については辞書を引き、内
容を理解してのぞむこと。

担当者がプリント配布
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後期

2-4

史料講読Ⅱ（七）

山﨑 岳 2

漢文読解の基礎

漢文読解の基礎能力を身につける。

中国の古典語である漢文は、中国史はもとより、朝
鮮・越南・琉球、それに日本、さらには北アジア・
中央アジア・東南アジアなど、近代以前の東洋の歴
史・文化を探る手がかりとして不可欠の言語である。
この授業では、まったくの初心者が漢文訓読の基礎
的な素養を身につけられるよう、文法解説と返り点の
ついた教科書によって読解の訓練を積む。

平時の授業への取り組み、授業期間中に行う小試
験、および講読総括の時間内に行う学習到達度確認
による。

漢和辞典として、小川環樹等編『新字源』を購入し
持参すること。2017年の改訂新版とそれ以前の旧版
（古本なら安価）があるが、どちらを用いてもよい。

後期

2-4

史料講読Ⅱ（八）

宮本 亮一 2

古代中央アジア～南アジア史研究のための史料入門

歴史研究に必要な史料をどのように読み、理解する
か、その方法を身につける

この授業では、２種類の史料を読み進めます。
１つは、古い時代の中央アジア～南アジアに関するまとまっ
た分量の情報を残すほとんど唯一の文献といっても良い、
玄奘の『大唐西域記』（日本語訳）です。こちらは、毎回
の担当者を決め、担当者には指定された範囲の内容を要約
し、他の受講者に解説してもらいます。
もう１つは、玄奘が通過した地域に暮らしていた人々の生の
声が反映された現地語（ソグド語、バクトリア語）の文書史
料です。こちらについては、担当教員がテキスト・和訳を用
意し、言語の特徴と文書の内容について解説します。

授業への取り組み　100％（担当者に関しては準備状
況や理解度、その他の受講者に関しては質問など積極
的な参加姿勢が見られるかどうかを判断基準とします）

担当者は予習と準備が必須です。テキスト等は担当
教員がコピーを配布します。

大唐西域記，水谷真成，平凡社，1971
玄奘，桑山正進・袴谷憲昭，大蔵出版，1981
大唐西域記，桑山正進，中央公論社，1987

後期

2-4

史料講読Ⅱ（九）

足立 広明 2

歴史学の英語になじむ。

英語を学ぶのでなく、英語で歴史を読むことになじ
む。その第一歩として、英語で書かれた絵入り世界
史図鑑を用いて研究の入り口に到達するハードルを
低くする。

英語で書かれた世界史辞典から各人の関心に従って
トピックを選び、それを時代順に輪読する。また次年
度の演習もにらんで口頭発表も行う。英語はただ辞
書を引いておしまいでなく、ノートを作り、英語テキ
ストを書き、単語の意味や語法を調べるスペースを
設け、その上で別途訳文を作成のこと。ノートは毎回
チェックする。

平常点50％。授業内テスト50％。平常点はよく予習し、大き
な声で自信をもって訳文を読み上げ、説明できるかどうか、
また指摘された間違いを理解して修正できるか、テストは正
確な訳読かできるかどうかが評価のポイントになる。

平常授業への積極的な関与を重視する。テキストは
プリントで配布する。

プリント配布

後期

2-4

史料講読Ⅱ（十）

山口 育人 2

西洋近現代史理解のための文献・史料講読

西洋近現代史を理解するための英文文献および史料
の基礎的な読解力をもつ。

西洋近現代史の研究を進めるうえで必要となる、英
語で書かれた基本的文献・史料を理解できるよう、
テキストを和訳しながら読み進めることが授業の中心
となる。また、教材で登場する重要な歴史事項に関
連する史料を紹介し、３年生以降の演習科目に備え
てもらう。

・�平常点は、テキストの事前予習の取り込み度合いと
読解の適切さで評価する。

・�学習到達度確認では、テキストの訳出の正確さで
評価する。

なし
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後期

2-4

史料講読Ⅱ（十一）

川本 正知 2

中央アジア史の根本史料『バーブル・ナーマ』を読
む

『バーブル・ナーマ』という中央アジア史の根本史
料を読むことによって、同時代史料の重要性やある
時代の歴史研究は先人によってどのようにして行わ
れてきたのかを知る。
ある史料が残されていなければわれわれはある時代の歴史を再現することはで
きなかったであろうとされるもっとも基本的な同時代史料を根本史料という。根
本史料にある程度触れ、その感触をつかんでいなければ論文をいくら読んだと
ころで一つの時代の歴史の本質は永遠にわからない。読み古されたものであっ
たとしても根本史料を読み始めることが歴史研究の第一歩である。
この講読ではインドのムガール朝の創始者ザヒール・アッディーン･バーブル
（1483-1530）の回想録『バーブル・ナーマ』を第１部「フェルガナの章」から
じっくりと読んでいく。『バーブル・ナーマ』は15-16世紀の中央アジア・アフガ
ニスタン･インドの諸状況をつたえるもっとも基本的な同時代史料であり、チャ
ガタイ･トルコ語で書かれている。しかし、その優れた日本語訳が平凡社から出
版されているのでそれを一年かかって読み通す。
また、当書は中央アジアのフェルガナ出身の一人の王子が波瀾万丈ついにイン
ドでムガール朝という大帝国の礎を築くという冒険物語として読んでも血沸き肉
躍る傑作である。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を
重視）
学習到達度確認50％（ティムール朝、ムガール朝、サファヴィー朝
とはそれぞれどういった王朝であったかを理解しているかどうかを
評価する）

講読の内容を主体的に考える用意のない人は受講し
ない。授業は単に学問研究の入り口にすぎないことを
自覚する。

バーブル　ムガル帝国の創設者，間野英二，山川出版社，�
2013年

モンゴル帝国の軍隊と戦争，川本正知，山川出版社，2013年
ティムール　草原とオアシスの覇者，久保一之，山川出版
社，2014年

後期

2-4

史料講読Ⅱ（十二）

井岡 康時 2

明治中期から大正初期にかけての重要史料の研究

史料解読に必要な基本的な力をつけるため、史料の
内容を正確に理解し、時代背景と関連づけて考察す
る力を養う。さらに次年度以降の専門的な研究のた
めの問題意識を育むことを目標とする。

明治中期から大正初期の民衆の生活、文化、運動な
どにかかわる史料を選定し配付するので、これを受
講生全員で読む。あらかじめ担当者を決めておくの
で、担当した史料について、読みや意味、時代背景
などについて調べておく。担当者の発表を受けて受
講者全員で討論し、理解を深める。

授業中の報告内容（40％）と積極的な発言（30％）。
毎時間授業の最後に200字程度のコメントシートの提
出を求める（30％）。

当然のことであるが、遅刻することなく出席して積極
的に取り組むこと。無断欠席はマイナスの評価をせざ
るを得ない。

担当者から資料を配付する

適宜示す。

後期

2-4

史料講読Ⅱ（十三）

高橋 博子 2

西洋現代史に関する英文購読

西洋現代史に関する英文の読解力をつける。

市民、反核活動の視点から書かれた英文を購読し、
市民・被災者・学生の視点で、戦争・核問題につい
て議論する。

予習したうえで授業に参加しているかどうか
（40％）、確認テスト・レポート（60％）で評価する。

Peace�Talk，前川智子，開文社出版，2011

前期

3-4

史料講読Ⅲ（一）

渡辺 晃宏 2

『養老令』を中心とする日本古代史の史料講読

『養老令』の解読を進めることで、日本古代史のさ
まざまな事象について学習しながら、古代史の史料
に習熟し、史料の読解力の向上をめざす。

律令格式と総称される法制史料のうち、養老令を篇
目順に読んでいきます。Ⅲ（一）・Ⅳ（一）で30篇を
読破します。各篇目３条程度ずつの代表的な条文を
読み進めることで、古代法や律令制の基礎を体得し
てもらいます。
条文ごとに担当者を決め、書きくだし文の音読、及
び条文の概要について報告してもらいます。その
後、関連史料を紹介し、日本古代史のさまざまな史
料を概観できるようにする予定です。

平常点（授業に対する積極性）・学習到達度確認（史
料の読解力）などに基づいて総合的に判断します。

テキストはプリントを配布します。
必ず予習・復習を充分に行ってください。報告者以外も丹念に辞書
類を引き、自分で書きくだし文や現代語訳を作ってみてください。
なお、史料講読Ⅲ（一）は、日本史講読Ⅱ（一）と合同で行いま
す。
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前期

3-4

史料講読Ⅲ（二）

外岡 慎一郎 2

『兼見卿記』を読む

『兼見卿記』を素材にして、中世・近世移行期の記
録史料を読み解く力を身につけること。

京都吉田社の神主で、公家・武家と多様な交流を持った吉田兼見
の日記（『兼見卿記』）の写本（宮内庁書陵部所蔵、吉田家伝来本
を明治時代に書写）を使用して、天正３年（1575）分を読み進め
る。
同年は、織田信長が長篠合戦で武田勝頼を撃破し、越前一向一揆
の蜂起をうけて越前に出陣するなど、「天下人」となった信長に
とって「天下静謐」に向けて重要な年となるが、これら信長の動
向も含め、この年の社会情勢を自身の日常とともに記録している。
まずは楽しみながら読み進めたい。

授業期間中に実施する到達度確認試験①と定期試験
期間中に実施する到達度確認試験②の素点合計を基
準に成績評価する。

毎回史料読解の担当者を決めるので、しっかり予習し
て授業に臨むこと。また、担当者でなくても適宜質問
することがあるので、予習は怠れないことを心得てほ
しい。

テキスト資料を配布する。

史料纂集古記録編　新訂増補　兼見卿記１，金子拓・遠藤
珠紀，八木書店，2014

前期

3-4

史料講読Ⅲ（三）

木下 光生 2

近世古文書の分析と考察

近世古文書を読み解き、それが語る世界を考える。

近世文書を理解するためには、くずし字が「読め
る」だけではなく、史料の背景を「考察」できるよう
にならなければならない。そこで本講読では、受講生
のくずし字読解能力の向上のみならず、分析と考察
能力の向上も目指して、近世古文書の読解を進めて
いく。

平素の受講態度と学習到達度確認

授業中に指示

授業中に指示

前期

3-4

史料講読Ⅲ（四）

森川 正則 2

いろいろなタイプの史料（資料）に触れ、読む

現代史（おもに日本と東アジア・太平洋地域、世
界）の学びと調査・研究で欠かせない「史料」につ
いて、「いろいろなタイプ」に触れ、それぞれの特徴
を理解し、読む作法を身につける。

①統計、②当時を生きた人びとの回想・回顧、③当
時に出版された書籍、④当時の新聞および雑誌、⑤
国（中央政府）または地方自治体（都道府県・市町
村）の公文書史料、⑥個人または家の文書史料、⑦
非文字史料（絵図・写真など）を取り扱う。

質疑への参加度40％、学期末レポート60％を総合し
て評価。レポートは「授業内容すべてに目配りして論
じているか」「史料の読解が正確か」「導き出した気
づき・問いの的確さ」を基準とする。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなる。

授業中に配布する史料プリント

日本近代史，坂野潤治，筑摩書房，2012
日本近現代史，小風秀雅，放送大学教育振興会，2009

前期

3-4

史料講読Ⅲ（五）

河内 将芳 2

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解と研究

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解力と研究力を身につける。

第１回～15回：史料（古文書・古記録）のプリントを
配布し、受講生各人の担当と担当日を決め、担当者
は史料を読み下し・読解し、必要なことがらについて
研究し、レジメ資料を作成し受講生全員に配布した
うえで発表。

平常点（40％、毎回提出しなければならない予習の
成果）、発表内容（40％）、年度末のレポート（20％）
などを総合して評価する。

基本的な漢和辞典や国語辞典および日本史辞典は備
えておくことが必要。なお、くわしくは、授業中に指
示する。

なし

なし
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前期

3-4

史料講読Ⅲ（六）

村上 紀夫 2

日本幕末・維新期の史料読解

近世・近代文化史にかかわる史料読解に必要な基本
的な力を身につけることをめざす。

授業では畿内における幕末維新期の庶民・女性の日
記（活字史料）を指定し、受講生全員が予習をした
うえ受講生が発表し、全体で討論をする。庶民の暮
らしの実態を史料を通して理解する。

講義における報告内容（70％）…報告内容の充実度、和風漢文体史料の読
解力がどれだけ身につき、自分で史料を読める力をつけたかで評価する
討論内容（30％）…史料内容を理解し質問に適切に答えられるかで評価
無断遅刻・欠席は厳禁とする。

史料講読は外国語科目と同じで必ず予習をしてのぞ
むこと。わからない言葉は辞書を引き、内容を理解し
てのぞむこと。

担当者がプリント配布

叢書京都の史料　若山要助日記　上下，京都市歴史資料館，京都市
歴史資料館，1997.8
幕末維新京都町人日記，内田九州男他編，清文堂出版，1989
小梅日記１～３，川合小梅，平凡社・東洋文庫，1974

前期

3-4

史料講読Ⅲ（七）

山﨑 岳 2

漢文読解の応用

漢文読解の応用能力を身につける。漢文で書かれた
本や石碑が、自分の力で読めるようになる。

明清中国あるいは朝鮮王朝の歴史文献を会読する予
定。漢文読解と文献調査という、東洋史の研究に必
要な二つの基礎的技術の習得をめざす。

学力到達度確認、および平時の授業への取り組みに
よる。

テキストはこちらで準備して配布する。漢和辞典と
して、小川環樹等編『新字源』を購入し持参するこ
と。2017年の改訂新版とそれ以前の旧版（古本なら安
価）があるが、どちらを用いてもよい。

前期

3-4

史料講読Ⅲ（八）

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジア古代史関係の史料

先行研究を理解し、史料を自分で扱えるようになる

シルクロードの交易商人として活動したソグド人は、教科書
にも記されているほど有名で、近年多くの研究が行われて
います。
この授業では、現在の中央アジア史研究をリードする第一
人者であるエチエンヌ・ドゥ・ラ・ヴェシエールが、ソグド
人の歴史についてまとめた研究書『ソグド商人の歴史』（英
語版か日本語版）を読み進め、そこに部分的に引用されて
いる様々なソグド人関係の史料について掘り下げて検討しま
す。また、最新の研究成果などについても、必要に応じて
解説します。

授業への取り組み100％（予習状況や理解度のほか、
質問など積極的な参加姿勢が見られるかどうかを判
断基準とします）

外国語に苦手意識があっても問題ありませんので、
興味がある方は積極的に受講して下さい。テキスト
等は担当教員がコピーを配布します。

Sogdian� traders� :�a�history，Etienne�de�la�Vaissiere�（tr.�by�James�
Ward），E.�J.�Brill，2005
ソグド商人の歴史，エチエンヌ・ドゥ・ラ・ヴェシエール（影山悦子・訳），岩波
書店，2019
ソグド人の美術と言語，曽布川寛・吉田豊，臨川書店，2011

前期

3-4

史料講読Ⅲ（九）

足立 広明 2

定評ある研究者の著書を精読する。

英語を学ぶのでなく、英語で歴史研究書を読むこと
になじみ、洋書文献を用いた研究の入り口に到達す
る。

Averil�Cameron,�Byzantine�Christianity（London,�
2017）を読み進める。古代末期から中世にかけてのキ
リスト教の歴史をビザンツ帝国を中心にみていく。西
欧やイスラーム、十字軍の歴史も関係する。毎回アト
ランダムに指名してテキストを順番に読み進めること
が授業のベースとなるが、適時関連する歴史的背景
にも触れる。

平常点50％。授業内テスト50％。平常点はよく予習し、大き
な声で自信をもって訳文を読み上げ、説明できるかどうか、
また指摘された間違いを理解して修正できるか、テストは正
確な訳読かできるかどうかが評価のポイントになる。

平常授業への積極的な関与を重視する。テキストは
購入が望ましい。
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前期

3-4

史料講読Ⅲ（十）

山口 育人 2

西洋近現代史理解のための文献・史料講読

西洋近現代史を理解するための英文文献および史料
の読解力を確立する。

西洋近現代史の研究を進めるうえで必要となる、英
語で書かれた基本的文献・史料を理解できるよう、
テキストを和訳しながら読み進めることが授業の中心
となる。また、教材で登場する重要な歴史事項に関
連する史料を紹介してもらう。

・�平常点は、テキスト予習への取り組み度合いと読解
の適切さで評価する。

・�学習到達度確認は、テキストの訳出の正確さを評
価する。

テキストの入手等については、初回授業で説明する。

なし

前期

3-4

史料講読Ⅲ（十一）

川本 正知 2

イブン・バトゥータの大旅行記を読む

同時代史料が存在することの重要性を知る。そこか
らさまざまな情報を引き出し、ある時代､ ある地域の
歴史を自分で再構成することができるようになる。

イブン・バトゥータ（1304-1368）14世紀の前半に北アフリカ
から中国までの広大な地域を旅行し、帰国後旅の記録を口
述筆記させた。これが有名なリフラ（『旅行記』）である。
原文はアラビア語であるが、家島彦一による日本語訳８巻
（イブン・バットゥータ『大旅行記』１-８､ 平凡社、1995-
2002）があり、当講読では今年度はそのうちの第Ⅰ巻と第２
巻の一部と第４巻を読む。彼が訪れた各地域の地名、遭遇
した事件、訪問した王侯たちについて調べていくことによっ
て歴史史料としての『旅行記』の価値を確認する。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を重
視）
学習到達度確認50％（イブン・バトゥータの旅した14世紀とは世界史
においてどういう時代であったかを理解しているかどうかを評価する）

講読の内容を主体的に考える用意のない人は受講し
ない。授業は単に学問研究の入り口にすぎないことを
自覚する。

イブン・バットゥータの世界大旅行，家島彦一，平凡社，�2003
イブン・ジュバイルとイブン・バットゥータ　イスラーム世界の交通
と旅，家島彦一，山川出版社，2013
モンゴル帝国の軍隊と戦争，川本正知，山川出版社，2013

前期

3-4

史料講読Ⅲ（十二）

井岡 康時 2

幕末・維新期から大正初期にかけての重要史料の研
究（Ⅰ）

史料にアクセスする方法を習得するとともに、入手し
た史料を正確に読みこなす力をつける。

まず既刊の史料集についての知識を獲得し、その利
用方法について理解する。続いて、幕末・維新期か
ら大正初期にかけての重要史料を順次取り上げ、受
講者からの報告と討論をおこなう。

各回の授業における報告や議論の発言内容などから
総合的に評価する（30％）。期末に前期に学んだ史料
について、さらに各自が深く調べたレポートの提出を
求め評価する（70％）

卒論執筆のための基礎的訓練と位置づけ、意欲的に
取り組んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す

前期

3-4

史料講読Ⅲ（十三）

高橋 博子 2

西洋現代史を理解するための文献・史料購読

米公文書等の翻訳・解説を行うことで、原典にあた
る意義や時代背景を理解する。自身の問題意識に
沿って史料収集、翻訳・解説を行い、卒業論文な
ど、今後の調査に生かす。

本受業では、前半は .米国立公文書館などで所蔵す
る核時代に関連する米公文書を購読する。また後半
は、米大統領選挙に関連する文書を購読する。さら
に受講者が関心のある英文文書を入手し、翻訳を行
い、時代背景も報告する。

辞書や関連情報を調査し、事前に準備したうえで授業に参加し
ているかを評価する（30％）。さらに、前期は取り上げた史料を
一つ選び、翻訳・解説レポートを提出すること。後期は自分自身
が関心ある資料を入手し、翻訳・解説レポートを提出すること。
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後期

3-4

史料講読Ⅳ（一）

渡辺 晃宏 2

『養老令』を中心とする日本古代史の史料講読

『養老令』の解読を進めることで、日本古代史のさ
まざまな事象について学習しながら、古代史の史料
に習熟し、史料の読解力の向上をめざす。

律令格式と総称される法制史料のうち、養老令を篇
目順に読んでいきます。史料講読Ⅲ（一）に引き続き
30篇を読破します。各篇目の代表的な条文を3条程度
ずつ読み進めることで、古代法や律令制の基礎を体
得してもらいます。
条文ごとに担当者を決め、条文の書きくだし文の音
読、及び条文の概要について報告してもらいます。
その後、関連史料を紹介し、日本古代史のさまざま
な史料を概観できるようにする予定です。

平常点（授業に対する積極性）・学習到達度確認（史
料の読解力）などに基づいて総合的に判断します。

テキストはプリントを配布します。
必ず予習・復習を充分に行ってください。報告者以外も丹念に辞書
類を引き、自分で書きくだし文や現代語訳を作ってみてください。
なお、史料講読Ⅳ（一）は、日本史講読Ⅱ（一）と合同で行いま
す。

後期

3-4

史料講読Ⅳ（二）

外岡 慎一郎 2

『甲州法度之次第』を読む

戦国法の立法趣旨、法思想などに触れながら、御成
敗式目以来の武家法の展開について理解を深める。

東京大学法学部法制史資料室所蔵の『甲州法度之次
第』をテキストとして、簡易なくずし字の読解ととも
に上記到達目標を達成していく。

授業期間中に実施する到達度確認試験①と定期試験
期間中に実施する到達度確認試験②の素点合計を基
準に成績評価する。

毎回史料読解の担当者を決めるので、しっかり予習し
て授業に臨むこと。また、担当者でなくても適宜質問
することがあるので、予習は怠れないことを心得てほ
しい。

テキスト資料を配布する。

中世法制史料集　第３巻　武家家法Ⅰ，佐藤進一・池内義
資・百瀬今朝雄，岩波書店，2019

後期

3-4

史料講読Ⅳ（三）

木下 光生 2

近世古文書の分析と考察

近世古文書を読み解き、それが語る世界を考える。

近世文書を理解するためには、くずし字が「読め
る」だけではなく、史料の背景を「考察」できるよう
にならなければならない。そこで本講読では、受講生
のくずし字読解能力の向上のみならず、分析と考察
能力の向上も目指して、近世古文書の読解を進めて
いく。

平素の受講態度と学習到達度確認

授業中に指示

授業中に指示

後期

3-4

史料講読Ⅳ（四）

森川 正則 2

いろいろなタイプの史料からたどる大正期・昭和期・
平成期の日本

いろいろなタイプの史料を組み合わせて使う作法、史料にも
とづいて歴史を叙述・考察する作法を身につける。そして、
４年次の卒業論文に向けて、自分が調査・研究したい時期・
分野・題材について、問題関心の絞りこみ・明確化をはかる。

履修者が深く探求したい年代・分野・題材（テー
マ）について、各自で史料を探して読み、その内容を
紹介・解説する発表をする。その発表をうけて全員
で討議する。

質疑への参加度30％、発表内容30％、学期末レポー
ト40％を総合して評価。発表とレポートについては
「史料の読解が正確であるか」「導き出した気づき・
問いの的確さ」を基準とする。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなる。

授業で配布する史料プリントおよび受講者の史料紹介・解
説プリント

昭和史，古川隆久，筑摩書房，2016
ポスト戦後社会，吉見俊哉，岩波書店，2009
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後期

3-4

史料講読Ⅳ（五）

河内 将芳 2

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解と研究

前近代（中世・近世）文化史にかかわる文献史料
（古文書・古記録）の読解力と研究力を身につける。

第１回～15回：史料（古文書・古記録）のプリントを
配布し、受講生各人の担当と担当日を決め、担当者
は史料を読み下し・読解し、必要なことがらについて
研究し、レジメ資料を作成し受講生全員に配布した
うえで発表。

平常点（40％、毎回提出しなければならない予習の
成果）、発表内容（40％）、年度末のレポート（20％）
などを総合して評価する。

基本的な漢和辞典や国語辞典および日本史辞典は備
えておくことが必要。なお、くわしくは、授業中に指
示する。

なし

なし

後期

3-4

史料講読Ⅳ（六）

村上 紀夫 2

日本幕末・維新期の史料読解

近世・近代文化史にかかわる史料読解に必要な基本
的な力を身につけることをめざす。

授業では畿内における幕末維新期の庶民・女性の日
記（活字史料）を指定し、受講生全員が予習をした
うえ受講生が発表し、全体で討論をする。庶民の暮
らしの実態を史料を通して理解する。

講義における報告内容（70％）…報告内容の充実度、和風漢文体史料
の読解力がどれだけ身につき、自分で史料を読める力をつけたかで評
価する
討論内容（30％）…史料内容を理解し質問に適切に答えられるかで評価。
無断遅刻・欠席は厳禁とする。

史料講読は外国語科目と同じで、かならず予習をして
のぞむこと。わからない言葉は辞書をひき、内容を理
解してのぞむこと。
予習をしないで初見で読めるほど甘くありません。

担当者がプリント配布

叢書京都の史料　若山要助日記　上下，京都市歴史資料館，京都市
歴史資料館，1997.8
幕末維新京都町人日記，内田九州男他編，清文堂出版，1989
小梅日記１～３，川合小梅，平凡社・東洋文庫，1974

後期

3-4

史料講読Ⅳ（七）

山﨑 岳 2

漢文読解の応用

漢文読解の応用能力を身につける。漢文で書かれた
本や石碑が、自分の力で読めるようになる。

明清中国あるいは朝鮮王朝の歴史文献を会読する予
定。漢文読解と文献調査という、東洋史の研究に必
要な二つの基礎的技術の習得をめざす。

学力到達度確認、および平時の授業への取り組みに
よる。

テキストはこちらで準備して配布する。漢和辞典と
して、小川環樹等編『新字源』を購入し持参するこ
と。2017年の改訂新版とそれ以前の旧版（古本なら安
価）があるが、どちらを用いてもよい。

後期

3-4

史料講読Ⅳ（八）

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジア古代史関係の史料（史料講読
Ⅲ（八）の続き）

先行研究を理解し、史料を自分で扱えるようになる

シルクロードの交易商人として活動したソグド人は、教科書に
も記されているほど有名で、近年多くの研究が行われていま
す。
この授業では、現在の中央アジア史研究をリードする第一人者
であるエチエンヌ・ドゥ・ラ・ヴェシエールが、ソグド人の歴
史についてまとめた研究書『ソグド商人の歴史』（英語版か日
本語版）を読み進め、そこに部分的に引用されている様々なソ
グド人関係の史料について掘り下げて検討します。また、最新
の研究成果などについても、必要に応じて解説します。

授業への取り組み　100％（予習状況や理解度のほ
か、質問など積極的な参加姿勢が見られるかどうか
を判断基準とします）

外国語に苦手意識があっても問題ありませんので、
興味がある方は積極的に受講して下さい。テキスト
等は担当教員がコピーを配布します。

Sogdian� traders� :�a�history，Etienne�de�la�Vaissiere�（tr.�by�James�
Ward），E.�J.�Brill，2005
ソグド商人の歴史，エチエンヌ・ドゥ・ラ・ヴェシエール（影山悦子・訳），岩波
書店，2019
ソグド人の美術と言語，曽布川寛・吉田豊，臨川書店，2011
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後期

3-4

史料講読Ⅳ（九）

足立 広明 2

定評ある研究者の著書を精読する。

英語を学ぶのでなく、英語で歴史研究書を読むこと
になじみ、洋書文献を用いた研究の入り口に到達す
る。

Averil�Cameron,�Byzantine�Christianity（London,�
2017）を読み進める。古代末期から中世にかけてのキ
リスト教の歴史をビザンツ帝国を中心にみていく。西
欧やイスラーム、十字軍の歴史も関係する。毎回アト
ランダムに指名してテキストを順番に読み進めること
が授業のベースとなるが、適時関連する歴史的背景
にも触れる。

平常点50％。授業内テスト50％。平常点はよく予習し、大き
な声で自信をもって訳文を読み上げ、説明できるかどうか、
また指摘された間違いを理解して修正できるか、到達度確
認は正確な訳読かできるかどうかが評価のポイントになる。

平常授業への積極的な関与を重視する。テキストは
プリントでも配布する。

後期

3-4

史料講読Ⅳ（十）

山口 育人 2

西洋近現代史理解のための文献・史料講読

西洋近現代史を理解するための英文文献および史料
の読解力を確立する。

西洋近現代史の研究を進めるうえで必要となる、英
語で書かれた基本的文献・史料を理解できるよう、
テキストを和訳しながら読み進めることが授業の中心
となる。また、教材で登場する重要な歴史事項に関
連する史料を紹介してもらう。

・�平常点は、テキスト予習への取り組み度合いと読解
の適切さで評価する。

・�学習到達度確認は、テキストの訳出の正確さを評
価する。

テキストの入手等については、初回授業で説明する。

なし

後期

3-4

史料講読Ⅳ（十一）

川本 正知 2

イブン・バトゥータの大旅行記を読む

同時代史料が存在することの重要性を知る。そこか
らさまざまな情報を引き出し、ある時代､ ある地域の
歴史を自分で再構成することができるようになる。

イブン・バトゥータ（1304-1368）14世紀の前半に北アフリカ
から中国までの広大な地域を旅行し、帰国後旅の記録を口
述筆記させた。これが有名なリフラ（『旅行記』）である。
原文はアラビア語であるが、家島彦一による日本語訳８巻
（イブン・バットゥータ『大旅行記』１-８､ 平凡社、1995-
2002）があり、当講読では今年度はそのうちの第Ⅰ巻と第２
巻の一部と第４巻を読む。彼が訪れた各地域の地名、遭遇
した事件、訪問した王侯たちについて調べていくことによっ
て歴史史料としての『旅行記』の価値を確認する。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を重
視）
学習到達度確認50％（イブン・バトゥータの旅した14世紀とは世界史
においてどういう時代であったかを理解しているかどうかを評価する）

講読の内容を主体的に考える用意のない人は受講し
ない。授業は単に学問研究の入り口にすぎないことを
自覚する。

イブン・バットゥータの世界大旅行，家島彦一，平凡社，�2003
イブン・ジュバイルとイブン・バットゥータ　イスラーム世界の交通
と旅，家島彦一，山川出版社，2013
モンゴル帝国の軍隊と戦争，川本正知，山川出版社，2013

後期

3-4

史料講読Ⅳ（十二）

井岡 康時 2

幕末・維新期から大正初期にかけての重要史料の研
究（Ⅱ）

入手した史料を正確に読みこなす力をつけるととも
に、そこから得られた歴史像について明確に表現す
るスキルを身につける。

受講者各人が自らの卒論計画を考えながら関心のあ
る史料を選び、その読み方や史料の背景などについ
て報告し、全体で討論する。

各回の授業における報告や議論の発言内容などから
総合的に評価する（30％）。期末に各自が選んだ任意
の史料について、これを紹介するレポートの提出を求
め評価する（70％）

卒論執筆のための基礎的訓練と位置づけ、意欲的に
取り組んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す
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後期

3-4

史料講読Ⅳ（十三）

高橋 博子 2

西洋現代史を理解するための文献・史料購読

米公文書等の翻訳・解説を行うことで、原典にあた
る意義や時代背景を理解する。自身の問題意識に
沿って史料収集、翻訳・解説を行い、卒業論文な
ど、今後の調査に生かす。

本受業では、核兵器禁止条約などの文書を購読す
る。さらに受講者が関心のある英文文書を入手し、
翻訳を行い、時代背景も報告する。

辞書や関連情報を調査し、事前に準備したうえで授業に
参加しているかを評価する（30％）。自分自身が関心あ
る資料を入手し、翻訳・解説レポートを提出すること。

前期

3-4

史学演習Ⅰ（一）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討論
を行い理解を深めます。
前期は吉田孝著『古代国家の歩み（大系日本の歴史③）』（小
学館ライブラリー1003）（1992年、小学館）をテキストに用
い、事前に章ごとに２人ずつ担当を割り当てます。当日はレ
ジュメをもとに、内容の要約・検討結果の報告（主として３回
生）と、関連報告（主として４回生）を分担して行います。ま
た。期末の数回は、１回に２、３人ずつ、４回生の卒論中間発
表に充て、全員で課題を共有して検討・議論を行います。

夏休みに古代史の定評のある論文を読解するレポートを１回
課す予定です。その内容は後期の報告に生かしてもらいます。
成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業における
報告内容、レポート内容などに基づいて総合的に判断します。

使用するテキストは現在品切れのため、適宜PDFなど
で配布します。またe-Learningシステムを併用します。
なお、史学演習Ⅰ（一）は、史学演習Ⅲ（一）、及び日
本史演習Ⅰ（一）・日本史演習Ⅱ（一）と合同で授業を行
います。

律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，1983
続律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，2018
飛鳥・奈良時代（岩波ジュニア新書日本の歴史２），吉田
孝，岩波書店，1999

前期

3-4

史学演習Ⅰ（二）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討論
を行い理解を深めます。
前期は吉田孝著『古代国家の歩み（大系日本の歴史③）』（小
学館ライブラリー1003）（1992年、小学館）をテキストに用
い、事前に章ごとに２人ずつ担当を割り当てます。当日はレ
ジュメをもとに、内容の要約・検討結果の報告（主として３回
生）と、関連報告（主として４回生）を分担して行います。ま
た。期末の数回は、１回に２、３人ずつ、４回生の卒論中間発
表に充て、全員で課題を共有して検討・議論を行います。

夏休みに古代史の定評のある論文を読解するレポートを１回
課す予定です。その内容は後期の報告に生かしてもらいます。
成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業における
報告内容、レポート内容などに基づいて総合的に判断します。

使用するテキストは現在品切れのため、適宜PDFなど
で配布します。またe-Learningシステムを併用します。
なお、史学演習Ⅰ（二）は、史学演習Ⅲ（二）、及び日
本史演習Ⅰ（二）・日本史演習Ⅱ（二）と合同で授業を行
います。

律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，1983
続律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，2018
飛鳥・奈良時代（岩波ジュニア新書日本の歴史２），吉田
孝，岩波書店，1999

前期

3-4

史学演習Ⅰ（三）

外岡 慎一郎 2

卒業論文作成の基礎力を育成する

研究論文を読み、その構成、立論のテクニックに学
んで、自身の論文作成の基礎力育成の資源とするこ
と。

研究論文を輪読し、その構成に学び、研究課題を析
出する作業を前半に体験し、後半は自身の研究テー
マについて報告し、学生、教員と議論していく。

レポート①（テーマ：「天下人」とは何か、Ａ４横書、1200字程度、
１ページあたりの字数は自由設定）
レポート②（テーマ：卒論構想、Ａ４横書、1200字程度、１ページあ
たりの字数は自由設定）
２本のレポートの評価（80％）と報告会の充実度（20％）による。
卒論制作は長丁場である。他科目の履修、資格取得、進路（就職）にかかる諸活動で多忙
となることはわかっているので、中期的計画をたてて粘り強く研究調査を継続してほしい。
なお、史学演習Ⅰ（三）（四）は合同授業とする。３年生は史学演習Ⅰ（三）を登録、履修す
ること。
また卒論そのものは、史学演習Ⅰ～Ⅳの単位（Ⅰ・Ⅱの単位取得がⅢ・Ⅳ履修の条件）とは
別に単位設定されている。混同しないようしっかり課題を解決すること。
オンライン授業になる場合は、ZOOMを利用する。詳細はポータルサイトを通じて連絡する。

テキスト資料を配布する。
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前期

3-4

史学演習Ⅰ（四）

外岡 慎一郎 2

卒業論文作成の基礎力を育成する

研究論文を読み、その構成、立論のテクニックに学
んで、自身の論文作成の基礎力育成の資源とするこ
と。

研究論文を輪読し、その構成に学び、研究課題を析
出する作業を前半に体験し、後半は自身の研究テー
マについて報告し、学生、教員と議論していく。

レポート①（テーマ：「天下人」とは何か、Ａ４横書、1200字程度、
１ページあたりの字数は自由設定）
レポート②（テーマ：卒論構想、Ａ４横書、1200字程度、１ページあ
たりの字数は自由設定）
２本のレポートの評価（80％）と報告会の充実度（20％）による。
卒論制作は長丁場である。他科目の履修、資格取得、進路（就職）にかかる諸活動で多忙
となることはわかっているので、中期的計画をたてて粘り強く研究調査を継続してほしい。
なお、史学演習Ⅰ（三）（四）は合同授業とする。３年生は史学演習Ⅰ（三）を登録、履修す
ること。
また卒論そのものは、史学演習Ⅰ～Ⅳの単位（Ⅰ・Ⅱの単位取得がⅢ・Ⅳ履修の条件）とは
別に単位設定されている。混同しないようしっかり課題を解決すること。
オンライン授業になる場合は、ZOOMを利用する。詳細はポータルサイトを通じて連絡する。

テキスト資料を配布する。

前期

3-4

史学演習Ⅰ（五）

木下 光生 2

卒論提出に向けて、近世史の諸問題を考える

卒論のテーマを絞り込んでいくとともに、研究史の整
理を進めていく。

卒論を書くためには、自分が関心をもっていることを
調べてきて、まとめるだけでは不十分で、先行研究
を整理し、残された課題を発見していく、という研究
史整理が不可欠である。３回生を終える頃には、研
究史整理があらかた済んでいることを目指して各自報
告をおこない、討論を通して皆でそれぞれの研究を
支え合っていきたい。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート

授業中に指示

授業中に指示

前期

3-4

史学演習Ⅰ（六）

木下 光生 2

卒論提出に向けて、近世史の諸問題を考える

卒論のテーマを絞り込んでいくとともに、研究史の整
理を進めていく。

卒論を書くためには、自分が関心をもっていることを
調べてきて、まとめるだけでは不十分で、先行研究
を整理し、残された課題を発見していく、という研究
史整理が不可欠である。３回生を終える頃には、研
究史整理があらかた済んでいることを目指して各自報
告をおこない、討論を通して皆でそれぞれの研究を
支え合っていきたい。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート

授業中に指示

授業中に指示

前期

3-4

史学演習Ⅰ（七）

井岡 康時 2

幕末・維新期から大正初期にかけての研究状況と課
題の確認（Ⅰ）

研究論文を読みこなす力をつける。各テーマの研究
状況と今後の課題について理解する。

まず膨大な研究成果へアクセスする方法を学ぶ。次
いで幕末・維新期から大正初期にかけての重要な論
文について、担当者を決めて報告を受け、討論して
理解を深める。

授業中の報告や議論の内容から総合的に評価する
（30％）。期末にレポートの提出を求め評価する
（70％）。

卒論執筆の基礎的訓練と位置づけ、意欲的に取り組
んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す
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前期

3-4

史学演習Ⅰ（八）

井岡 康時 2

日本近代史上の重要課題についての研究－卒論の完
成に向けて－（Ⅰ）

先行研究と関連史料を確実に読み込む力をつけ、社
会的意義に富み、質の高い卒論を完成させる。

卒論の完成に向けて、先行研究の調査、関連史料の
収集などに遺漏がないか、相互の議論を通じて確認
する。

報告と議論の内容を総合的に評価する（30％）。夏休
み期間中にレポートを作成する（70％）

より質の高い卒業論文の完成に向けて意欲的に取り
組んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す

前期

3-4

史学演習Ⅰ（九）

森川 正則 2

「20世紀・21世紀の世界と日本」に関わる図書や学術
雑誌論文を読む

先行研究に謙虚に学びつつ、自分なりの問いや切り口
を発見する力を養う。また、４年次の卒業論文を見す
えて、学術論文の執筆スタイル・技法の習得を目指
す。

履修者各自の関心にも配慮しつつ、図書の一部また
は学術雑誌論文を選定し、輪読・討議する。毎回の
授業では発表担当者とコメンテーターを割り当てる。
発表担当者にはレジュメを作成・配布の上、発表して
もらう。続いて、コメンテーターからの発言をふまえ
て、全員で討議する。

質疑への参加度30％、発表30％、学期末レポート
40％を総合評価。「指定された様式・注意点にした
がっているか」「輪読物の内容を理解しているか」
「導き出した問いの的確さ」が基準。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなるので、十分に注意されたい。

授業で取り上げる図書の一部または学術雑誌論文

授業中に適宜紹介する

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十）

森川 正則 2

「20世紀・21世紀の世界と日本」に関わる図書や学術
雑誌論文を読む

先行研究に謙虚に学びつつ、自分なりの問いや切り口
を発見する力を養う。また、４年次の卒業論文を見す
えて、学術論文の執筆スタイル・技法の習得を目指
す。

履修者各自の関心にも配慮しつつ、図書の一部また
は学術雑誌論文を選定し、輪読・討議する。毎回の
授業では発表担当者とコメンテーターを割り当てる。
発表担当者にはレジュメを作成・配布の上、発表して
もらう。続いて、コメンテーターからの発言をふまえ
て、全員で討議する。

質疑への参加度30％、発表30％、学期末レポート
40％を総合評価。「指定された様式・注意点にした
がっているか」「輪読物の内容を理解しているか」
「導き出した問いの的確さ」が基準。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなるので、十分に注意されたい。

授業で取り上げる図書の一部または学術雑誌論文

授業中に適宜紹介する

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十一）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題　

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深めて
いくことをめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし
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前期

3-4

史学演習Ⅰ（十二）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題　

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深めて
いくことをめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十三）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究手法を学ぶ

日本近世・近代文化史に関する先行研究を理解し、
問題関心を深めるとともに、卒業論文執筆にむけて
の準備をする。

第１回～15回：『岩波講座日本歴史』などから自分が
卒論で取り上げたいテーマに近い論文を指定し、受
講生全員が予習をしたうえで受講生が発表し、全員
が討論する。第16回～ 30回：担当日を決めて、それ
ぞれが関心のあるテーマについてレジュメを作成し発
表。登録人数により変更する場合がある。また、特
に前期後半は受講者の関心によりテーマを変更する
可能性がある。
講義における報告内容（50％）報告の充実度を重視する
討論内容（30％）…授業参加への積極性と討論参加への積極性、そ
の内容で評価する
レポート（20％）…内容の充実度に加え、演習での討論をふまえて
内容が改善されているかで評価する

この１年間で論文とは如何なるものかを理解し、次年度の卒業論文
執筆にむけて、①研究課題の絞り込み、②研究の目的・意義、③研
究にあたっての方法をしっかりと確定しておくこと。それができて
いないと４年次になって卒業論文執筆に取りかかれない。最初の講
義の際、自身の研究テーマと、それについての先行研究の文献目録
（Ａ４・横書き）の提出を求めるので、必ず用意しておくこと。

なし

岩波講座　日本歴史　第15巻　近現代Ⅰ，岩波書店，2014
歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十四）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究手法を学ぶ

日本近世・近代文化史に関する先行研究を理解し、
問題関心を深めるとともに、卒業論文執筆にむけて
の準備をする。

第１回～15回：『岩波講座日本歴史』などから自分が
卒論で取り上げたいテーマに近い論文を指定し、受
講生全員が予習をしたうえで受講生が発表し、全員
が討論する。第１回～15回：担当日を決めて、それぞ
れが関心のあるテーマについてレジュメを作成し発
表。登録人数により変更する場合がある。また、特
に前期後半は受講者の関心によりテーマを変更する
可能性がある。
講義における報告内容（50％）報告の充実度を重視する
討論内容（30％）…授業参加への積極性と討論参加への積極性、そ
の内容で評価する
レポート（20％）…内容の充実度に加え、演習での討論をふまえて
内容が改善されているかで評価する
この１年間で論文とは如何なるものかを理解し、次年度の卒業論文
執筆にむけて、①研究課題の絞り込み、②研究の目的・意義、③研
究にあたっての方法をしっかりと確定しておくこと。それができて
いないと４年次になって卒業論文執筆に取りかかれない。最初の講
義の際、自身の研究テーマと、それについての先行研究の文献目録
（Ａ４・横書き）の提出を求めるので、必ず用意しておくこと。

なし

岩波講座　日本歴史　第15巻　近現代Ⅰ，岩波書店，2014
歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十五）

山﨑 岳 2

東洋史学演習

東洋史の文献を、自分の関心にしたがって網羅的に
収集・読解し、卒業論文作成の基礎を築く。

卒業論文の執筆を見すえ、以下の三点について、議
論を通じて理解を深める。一、特定の研究主題を選
んで発表する。二、東洋史の文献を輪読する。三、
研究の前提となる技術的な事項を講義する。

発表内容、および平時の授業への取り組みによる。

報告の分担は初回の授業で行うので、必ず出席する
こと。



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

史

学

科

― 53 ―

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十六）

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジア古代史の諸問題

卒業論文で取り組むテーマ・問題を見つけ、問題解
決のために必要な史料・文献を収集し、それらの内
容を理解する

以下の３つの作業を中心に行い、上記の目標の達成
を目指します：

①受講者による研究発表
②研究発表を踏まえた議論
③関連する史料・文献の講読

関連する史料・文献については、受講者の希望、語
学力などを考慮に入れて決定します。

発表内容、授業への取り組み　100％

演習形式の授業では受講者の出席が特に重要となり
ます。欠席には厳しく対処しますが、事情があって欠
席する場合には、必ず事前に担当者まで伝えること。

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十七）

川本 正知 2

中央アジア史研究の方法

中央アジアとはどこか、そこに住む人びとはどのよう
な言葉を話し、一般的にはどのような生活をしていた
かを知り､ その社会の歴史研究はどのようにして行え
ばよいかを知る。
中央アジア史という科学的な歴史学を確立したのはロシア
のバルトリド（1869-1930）である。彼は多くの著作を残した
が､ そのうちの一冊が、『トルキスタン文化史』全２巻（小
松久男訳 ,平凡社 ,2011）として邦訳されている。この翻訳
では第１巻が19世紀以前の中央アジアの文化史、第２巻が19
世紀以降のロシアの植民地であった時代の中央アジアの文
化の記述となっている。この翻訳を少しずつ読みながら、中
央アジア史の史料や論文を紹介し、どのようにして歴史研
究が行われてきたのかを知る。
平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を
重視）
期末のレポートにより到達度確認50％（中央アジアとは地理的には
どういう所であり、その歴史はどのような特徴をもっているかを理解
しているかどうかを評価する）

一般的な歴史学研究法も教えるので、必ずしも中央
アジア史に限らず、広く北アフリカ史も含めた西アジ
ア史、インド史について興味を抱いている人にも選
択してほしい。

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019年

トルキスタン文化史1，V.V.バルトリド�（著）,�小松�久男＝監訳�（翻訳），平凡社，
2011
トルキスタン文化史2，V.V.バルトリド�（著）,�小松�久男＝監訳�（翻訳），平凡社，
2011
中央アジアの歴史，間野英二，講談社，1977

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十八）

足立 広明 2

西洋古代中世史の研究

文献収集とその読解の基本を学ぶ。各人の自由テー
マで研究を深める。

西洋古代中世史を学ぶ人のための演習。範囲は古代
オリエントからルネサンス。オスマン朝初期までとす
る。三回生の目標は、①必要な文献にアクセスでき
る、②その文献を読みこんで人前で発表できる、③
その発表を文章化できる、以上三つの力を身につけ
ることである。

発表・レポートと、授業関与度（積極的な質疑応答、コメン
ト作成）により総合的に判断する。発表とレポートは先行研
究や史料をよく取り入れているか、論理的な構成でわかり
やすくまとめられたかが基準となる。

自身の発表だけでなく、他の人の発表に耳を傾け、
積極的に質疑応答できることも大きな評価ポイント
である。

とくに用いない。

適時指示する。

前期

3-4

史学演習Ⅰ（十九）

山口 育人 2

西洋近現代史の諸問題

西洋近現代史の諸問題について、基礎的な文献を理
解し、まとめることができる

授業では主に次の学習活動を行う。
西洋近現代史（主な対象時期は15世紀末から20世
紀）にかかわる諸問題について、①基本文献を読
み、まとめる　②関連文献を見つけ、それらを書評
する

・�平常点については、報告内容の適切さと質疑応答への参
加度合で評価する。

・�レポートは、文献を的確に調査し、その内容を論理的にま
とめているかを評価する。

・�テキストの入手については第１回目の授業時に説明
する。

なし
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前期

3-4

史学演習Ⅰ（二十）

高橋 博子 2

西洋現代史をめぐる諸問題

卒業論文作成のための基本的な計画と構想を作る。

卒業論文作成のためには、作成者の問題意識・視
点・構想、先行研究の把握、文献・史料収集、文
献・史料分析、そして、先行研究を適切に参照し、
適切に引用しつつ、論文を完成させる総合的な力が
必要である。また、ほかの受講者の報告や意見を聴
いたうえで、建設的な議論を行うことは、論文の質を
高めてゆくことにつながる。本演習はこうした卒業論
文作成のための基本的な計画と構想を作ることを目
的とする。

研究構想と文献・論文リストについてまとめたレポート
によって評価する（70％）。演習での報告とほかの報告
者に適切にコメントできるかどうかも評価する（30％）

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019
公文書は誰のものか？：公文書管理について考える入門書，榎澤幸
広，現代人文社，2019
情報自由法で社会を変える，ジョン・ミッチェル，岩波書店，2023

後期

3-4

史学演習Ⅱ（一）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討
論を行い理解を深めます。
前半は、前期に輪読した吉田孝『古代国家の歩み』の最
終章を読んだあと、日本古代史の定評のある論文を読みま
す。１回に２本ずつ、事前に担当を割り当て、レジュメをも
とに、内容の要約・検討結果の報告を行います。その後、３
回生向けの卒論の書き方、４回生の卒論要旨発表を行い、
全員で課題を共有して検討・議論を行います。最後の数回
は、３回生の卒論構想発表を行う予定です。

成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業に
おける報告内容、レポート内容などに基づいて総合
的に判断します。なお、報告が回りきらなかった場合
は、レポートの提出で報告に替えます。
論文報告の１回めは夏休み課題で扱った論文を報告してく
ださい。２回めに夏休み課題リスト以外の論文を報告する場
合は、前週までにPDFを配布してください。
史学演習Ⅱ（一）は、史学演習Ⅳ（一）、及び日本史演習Ⅰ
（一）・Ⅱ（一）と合同で実施します。

後期

3-4

史学演習Ⅱ（二）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討
論を行い理解を深めます。
前半は、前期に輪読した吉田孝『古代国家の歩み』の最
終章を読んだあと、日本古代史の定評のある論文を読みま
す。１回に２本ずつ、事前に担当を割り当て、レジュメをも
とに、内容の要約・検討結果の報告を行います。その後、３
回生向けの卒論の書き方、４回生の卒論要旨発表を行い、
全員で課題を共有して検討・議論を行います。最後の数回
は、３回生の卒論構想発表を行う予定です。

成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業に
おける報告内容、レポート内容などに基づいて総合
的に判断します。なお、報告が回りきらなかった場合
は、レポートの提出で報告に替えます。
論文報告の１回めは夏休み課題で扱った論文を報告してく
ださい。２回めに夏休み課題リスト以外の論文を報告する場
合は、前週までにPDFを配布してください。
史学演習Ⅱ（二）は、史学演習Ⅳ（二）、及び日本史演習Ⅰ
（二）・Ⅱ（二）と合同で実施します。

後期

3-4

史学演習Ⅱ（三）

外岡 慎一郎 2

卒業論文作成の準備を整える

卒業論文執筆に十分な史料、参考文献を整備し、卒
業論文の骨格を確かなものにする。

論文作成にかかる具体的な準備作業についての講義
と、学生による準備報告、相互討論から構成される。

構想報告、準備報告の充実度（レジュメ、プレゼンにより評価）
と、期末レポートによる。
期末レポートは、卒論の構想について、Ａ４横書、1600字程度（１
ページあたりの字数設定は自由）にまとめる内容とする。授業最終日
に提出すること。
卒論制作は長丁場である。他科目の履修、資格取得、進路（就職）にかかる諸活動で多忙と
なることはわかっているので、中期的計画をたてて研究調査を継続すること。
また卒論そのものは、史学演習Ⅲ・Ⅳの単位とは別に単位設定されているので、混同しない
ようしっかり課題を解決すること。
積極的な討論への参加を望みたい。
史学演習Ⅱ（三）（四）は合同授業とする。３年生は史学演習Ⅱ（三）を登録、履修すること。
オンライン授業になる場合は、ZOOMを利用する。詳細はポータルサイトを通じて連絡する。
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後期

3-4

史学演習Ⅱ（四）

外岡 慎一郎 2

卒業論文作成の準備を整える

卒業論文執筆に十分な史料、参考文献を整備し、卒
業論文の骨格を確かなものにする。

論文作成にかかる具体的な準備作業についての講義
と、学生による準備報告、相互討論から構成される。

構想報告、準備報告の充実度（レジュメ、プレゼンにより評価）
と、期末レポートによる。
期末レポートは、卒論の構想について、Ａ４横書、1600字程度（１
ページあたりの字数設定は自由）にまとめる内容とする。授業最終日
に提出すること。
卒論制作は長丁場である。他科目の履修、資格取得、進路（就職）にかかる諸活動で多忙と
なることはわかっているので、中期的計画をたてて研究調査を継続すること。
また卒論そのものは、史学演習Ⅲ・Ⅳの単位とは別に単位設定されているので、混同しない
ようしっかり課題を解決すること。
積極的な討論への参加を望みたい。
史学演習Ⅱ（三）（四）は合同授業とする。３年生は史学演習Ⅱ（三）を登録、履修すること。
オンライン授業になる場合は、ZOOMを利用する。詳細はポータルサイトを通じて連絡する。

後期

3-4

史学演習Ⅱ（五）

木下 光生 2

卒論提出に向けて、近世史の諸問題を考える

卒論のテーマを絞り込んでいくとともに、研究史の整
理を進めていく。

卒論を書くためには、自分が関心をもっていることを
調べてきて、まとめるだけでは不十分で、先行研究
を整理し、残された課題を発見していく、という研究
史整理が不可欠である。３回生を終える頃には、研
究史整理があらかた済んでいることを目指して各自報
告をおこない、討論を通して皆でそれぞれの研究を
支え合っていきたい。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート

授業中に指示

授業中に指示

後期

3-4

史学演習Ⅱ（六）

木下 光生 2

卒論提出に向けて、近世史の諸問題を考える

卒論のテーマを絞り込んでいくとともに、研究史の整
理を進めていく。

卒論を書くためには、自分が関心をもっていることを
調べてきて、まとめるだけでは不十分で、先行研究
を整理し、残された課題を発見していく、という研究
史整理が不可欠である。３回生を終える頃には、研
究史整理があらかた済んでいることを目指して各自報
告をおこない、討論を通して皆でそれぞれの研究を
支え合っていきたい。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート

授業中に指示

授業中に指示

後期

3-4

史学演習Ⅱ（七）

井岡 康時 2

幕末・維新期から大正初期にかけての研究状況と課
題の確認（Ⅱ）

研究論文を読みこなす力をつける。各テーマの研究
状況と今後の課題について理解する。

幕末・維新期から大正初期にかけての重要な論文に
ついて、担当者を決めて報告を受け、討論して理解
を深める。

授業中の報告や議論の内容から総合的に評価する
（30％）。期末にレポートの提出を求め評価する
（70％）。

卒論執筆の基礎的訓練と位置づけ、意欲的に取り組
んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す
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後期

3-4

史学演習Ⅱ（八）

井岡 康時 2

日本近代史上の重要課題についての研究－卒論の完
成に向けて－（Ⅱ）

先行研究と関連史料を確実に読み込む力をつけ、社
会的意義に富み、質の高い卒論を完成させる。

各自から卒論の目次を示し、構成に問題がないか、相
互の議論を通じて確認し、互いに協力し合って卒論
の完成をめざす。

報告と議論の内容を総合的に評価する（100％）

より質の高い卒業論文の完成に向けて意欲的に取り
組んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す

後期

3-4

史学演習Ⅱ（九）

森川 正則 2

「20世紀・21世紀の世界と日本」に関わる図書や学術
雑誌論文を読む

先行研究に謙虚に学びつつ、自分なりの問いや切り口
を発見する力を養う。また、４年次の卒業論文を見す
えて、学術論文の執筆スタイル・技法の習得を目指
す。

履修者各自の関心にも配慮しつつ、図書の一部また
は学術雑誌論文を選定し、輪読・討議する。毎回の
授業では発表担当者とコメンテーターを割り当てる。
発表担当者にはレジュメを作成・配布の上、発表して
もらう。続いて、コメンテーターからの発言をふまえ
て、全員で討議する。

質疑への参加度30％、発表30％、学期末レポート
40％を総合評価。「指定された様式・注意点にした
がっているか」「輪読物の内容を理解しているか」
「導き出した問いの的確さ」が基準。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなるので、十分に注意されたい。

授業で取り上げる図書の一部または学術雑誌論文

授業中に適宜紹介する

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十）

森川 正則 2

「20世紀・21世紀の世界と日本」に関わる図書や学術
雑誌論文を読む

先行研究に謙虚に学びつつ、自分なりの問いや切り口
を発見する力を養う。また、4年次の卒業論文を見す
えて、学術論文の執筆スタイル・技法の習得を目指
す。

履修者各自の関心にも配慮しつつ、図書の一部また
は学術雑誌論文を選定し、輪読・討議する。毎回の
授業では発表担当者とコメンテーターを割り当てる。
発表担当者にはレジュメを作成・配布の上、発表して
もらう。続いて、コメンテーターからの発言をふまえ
て、全員で討議する。

質疑への参加度30％、発表30％、学期末レポート
40％を総合評価。「指定された様式・注意点にした
がっているか」「輪読物の内容を理解しているか」
「導き出した問いの的確さ」が基準。

特別な理由とそれを証明する文書のない欠席、事前
連絡のない欠席については、成績評価上大きなマイ
ナスとなるので、十分に注意されたい。

授業で取り上げる図書の一部または学術雑誌論文

授業中に適宜紹介する

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十一）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題　

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深めて
いくことをめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし
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後期

3-4

史学演習Ⅱ（十二）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題　

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深めて
いくことをめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十三）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究手法を学ぶ

日本近世・近代文化史に関する先行研究を理解し、
問題関心を深めるとともに、卒業論文執筆にむけて
の準備をする。

担当日を決めて、それぞれが関心のあるテーマにつ
いてレジュメを作成し発表。登録人数により変更する
場合がある。

講義における報告内容（50％）報告の充実度を重視する
討論内容（30％）…授業参加への積極性と討論参加への積極性、そ
の内容で評価する
レポート（20％）…内容の充実度に加え、演習での討論をふまえて
内容が改善されているかで評価する
この１年間で論文とは如何なるものかを理解し、次年度の卒
業論文執筆にむけて、①研究課題の絞り込み、②研究の目
的・意義、③研究にあたっての方法　をしっかりと確定して
おくこと。夏期休暇中に卒業論文を念頭において執筆した
レポートの提出を求める。当然、要求される水準それなりの
ものであることは覚悟しておくこと。

なし

岩波講座　日本歴史　第15巻　近現代Ⅰ，岩波書店，2014
歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十四）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究手法を学ぶ

日本近世・近代文化史に関する先行研究を理解し、
問題関心を深めるとともに、卒業論文執筆にむけて
の準備をする。

担当日を決めて、それぞれが関心のあるテーマにつ
いてレジュメを作成し発表。登録人数により変更する
場合がある。

講義における報告内容（50％）報告の充実度を重視する
討論内容（30％）…授業参加への積極性と討論参加への積極性、そ
の内容で評価する
レポート（20％）…内容の充実度に加え、演習での討論をふまえて
内容が改善されているかで評価する
この１年間で論文とは如何なるものかを理解し、次年度の卒
業論文執筆にむけて、①研究課題の絞り込み、②研究の目
的・意義、③研究にあたっての方法をしっかりと確定してお
くこと。夏期休暇中に卒業論文を念頭において執筆したレ
ポートの提出を求める。当然、要求される水準それなりのも
のであることは覚悟しておくこと。

なし

岩波講座　日本歴史　第15巻　近現代Ⅰ，岩波書店，2014
歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十五）

山﨑 岳 2

東洋史学演習

東洋史の文献を、自分の関心にしたがって網羅的に
収集・読解し、卒業論文作成の基礎を築く。

卒業論文の執筆を見すえ、以下の三点について、議
論を通じて理解を深める。一、特定の研究主題を選
んで発表する。二、東洋史の文献を輪読する。三、
研究の前提となる技術的な事項を講義する。

発表内容、および平時授業への取り組みによる。

報告の分担は初回の授業で行うので、必ず出席する
こと。
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後期

3-4

史学演習Ⅱ（十六）

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジア古代史の諸問題

卒業論文で取り組むテーマ・問題を見つけ、問題解
決のために必要な史料・文献を収集し、それらの内
容を理解する

以下の３つの作業を中心に行い、上記の目標の達成
を目指します：

①受講者による研究発表
②研究発表を踏まえた議論
③関連する史料・文献の講読

関連する史料・文献については、受講者の希望、語
学力などを考慮に入れて決定します。

発表内容、授業への取り組み　100％

演習形式の授業では受講者の出席が特に重要となり
ます。欠席には厳しく対処しますが、事情があって欠
席する場合には、必ず事前に担当者まで伝えること。

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十七）

川本 正知 2

中央アジア史研究の方法

中央アジアとはどこか、そこに住む人びとはどのよう
な言葉を話し、一般的にはどのような生活をしていた
かを知り､ その社会の歴史研究はどのようにして行え
ばよいかを知る。
中央アジア史という科学的な歴史学を確立したのはロシア
のバルトリド（1869-1930）である。彼は多くの著作を残した
が､ そのうちの一冊が、『トルキスタン文化史』全２巻（小
松久男訳 ,平凡社 ,2011）として邦訳されている。この翻訳
では第1巻が19世紀以前の中央アジアの文化史、第２巻が19
世紀以降のロシアの植民地であった時代の中央アジアの文
化の記述となっている。この翻訳を少しずつ読みながら、中
央アジア史の史料や論文を紹介し、どのようにして歴史研
究が行われてきたのかを知る。
平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を
重視）
期末のレポートにより到達度確認50％（中央アジアとは地理的には
どういう所であり、その歴史はどのような特徴をもっているかを理解
しているかどうかを評価する）

一般的な歴史学研究法も教えるので、必ずしも中央
アジア史に限らず、広く北アフリカ史も含めた西アジ
ア史、インド史について興味を抱いている人にも選
択してほしい。

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019年

トルキスタン文化史１，V.V.バルトリド�（著）,�小松�久男＝監訳�（翻訳），平凡社，
2011
トルキスタン文化史２，V.V.バルトリド�（著）,�小松�久男＝監訳�（翻訳），平凡社，
2011
中央アジアの歴史，間野英二，講談社，1977

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十八）

足立 広明 2

西洋古代中世史の研究

次年度の卒論に向けて各人の自由テーマで研究を深
める。

西洋古代中世史を学ぶ人のための演習。範囲は古代
オリエントからルネサンス。オスマン朝初期までとす
る。三回生の目標は、①必要な文献にアクセスでき
る、②その文献を読みこんで人前で発表できる、③
その発表を文章化できる、以上三つの力を身につけ
ることである。

発表・レポートと、授業関与度（積極的な質疑応答、コメン
ト作成）により総合的に判断する。発表とレポートは先行研
究や史料をよく取り入れているか、論理的な構成でわかり
やすくまとめられたかが基準となる。

自身の発表だけでなく、他の人の発表に耳を傾け、
積極的に質疑応答できることも大きな評価ポイント
である。

とくに用いない。

適時指示する。

後期

3-4

史学演習Ⅱ（十九）

山口 育人 2

西洋近現代史の諸問題

西洋近現代史の諸問題に関わる研究テーマを設定
し、プレゼンテーション・レポートによってそのテー
マについて報告できる。

授業では主に、次の学習活動を行う。
西洋近現代史（主な対象時期は15世紀末から20世
紀）にかかわる諸問題について、調査・研究する
テーマを設定し、報告する。

・�平常点については、報告内容の適切さと質疑応答
への参加度合で評価する。

・�レポートは、文献を的確に集め、それらの内容を論
理的にまとめているかを評価する。

なし
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後期

3-4

史学演習Ⅱ（二十）

高橋 博子 2

西洋現代史をめぐる諸問題

卒業論文作成のための基本的な計画と構想を作る。

卒業論文作成のためには、作成者の問題意識・視
点・構想、先行研究の把握、文献・史料収集、文
献・史料分析、そして、先行研究を適切に参照し、
適切に引用しつつ、論文を完成させる総合的な力が
必要である。また、ほかの受講者の報告や意見を聴
いたうえで、建設的な議論を行うことは、論文の質を
高めてゆくことにつながる。本演習はこうした卒業論
文作成のための基本的な計画と構想を作ることを目
的とする。

研究構想と文献・論文リストについてまとめたレポート
によって評価する（70％）。演習での報告とほかの報告
者に適切にコメントできるかどうかも評価する（30％）

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019
公文書は誰のものか？：公文書管理について考える入門
書，榎澤幸広，現代人文社，2019

前期

4

史学演習Ⅲ（一）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討論
を行い理解を深めます。
前期は吉田孝著『古代国家の歩み（大系日本の歴史③）』（小
学館ライブラリー1003）（1992年、小学館）をテキストに用
い、事前に章ごとに２人ずつ担当を割り当てます。当日はレ
ジュメをもとに、内容の要約・検討結果の報告（主として３回
生）と、関連報告（主として４回生）を分担して行います。ま
た。期末の数回は、１回に２、３人ずつ、４回生の卒論中間発
表に充て、全員で課題を共有して検討・議論を行います。

夏休みに古代史の定評のある論文を読解するレポートを１回
課す予定です。その内容は後期の報告に生かしてもらいます。
成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業における
報告内容、レポート内容などに基づいて総合的に判断します。

使用するテキストは現在品切れのため、適宜PDFなど
で配布します。またe-Learningシステムを併用します。
なお、史学演習Ⅲ（一）は、史学演習Ⅰ（一）、及び日
本史演習Ⅰ（一）・日本史演習Ⅱ（一）と合同で授業を行
います。

律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，1983
続律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，2018
飛鳥・奈良時代（岩波ジュニア新書日本の歴史２），吉田孝，岩波書
店，1999

前期

4

史学演習Ⅲ（二）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討論
を行い理解を深めます。
前期は吉田孝著『古代国家の歩み（大系日本の歴史③）』（小
学館ライブラリー1003）（1992年、小学館）をテキストに用
い、事前に章ごとに２人ずつ担当を割り当てます。当日はレ
ジュメをもとに、内容の要約・検討結果の報告（主として３回
生）と、関連報告（主として４回生）を分担して行います。ま
た。期末の数回は、１回に２、３人ずつ、４回生の卒論中間発
表に充て、全員で課題を共有して検討・議論を行います。

夏休みに古代史の定評のある論文を読解するレポートを１回
課す予定です。その内容は後期の報告に生かしてもらいます。
成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業における
報告内容、レポート内容などに基づいて総合的に判断します。

使用するテキストは現在品切れのため、適宜PDFなど
で配布します。またe-Learningシステムを併用します。
なお、史学演習Ⅲ（二）は、史学演習Ⅰ（二）、及び日
本史演習Ⅰ（二）・日本史演習Ⅱ（二）と合同で授業を行
います。

律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，1983
続律令国家と古代の社会，吉田孝，岩波書店，2018
飛鳥・奈良時代（岩波ジュニア新書日本の歴史２），吉田孝，岩波書
店，1999

前期

4

史学演習Ⅲ（三）

外岡 慎一郎 2

卒業論文を作成する

個別研究テーマを設定し、史学演習Ⅰ・Ⅱの成果と課
題に基づき、スタンダードな歴史研究の手法に則り
論文を作成していく。

準備報告と質疑、討論を重ねながら、研究の質、精
度を上げてゆく。準備不足の学生には２回目の報告を
求める。

後期、史学演習Ⅳにむけた課題の析出をテーマとす
る、1000字程度のレポート（Ａ４横書、１ページあたり
の字数設定は自由）、および準備報告の充実度による。
卒論制作は長丁場である。他科目の履修、資格取得、進路（就職）にかかる諸活動で多
忙となることはわかっているので、中期的計画をたてて粘り強く研究調査を継続してほし
い。
なお、史学演習Ⅲ（三）（四）は合同授業とする。４年生は（四）を登録、履修すること。
また卒論そのものは、史学演習Ⅲ・Ⅳの単位とは別に単位設定されているので、混同しな
いようしっかり課題を解決してください。
オンライン授業になる場合は、ZOOMを利用する。詳細はポータルサイトを通じて連絡
する。

特に使用しない

授業中に紹介する
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前期

4

史学演習Ⅲ（四）

外岡 慎一郎 2

卒業論文を作成する

個別研究テーマを設定し、史学演習Ⅰ・Ⅱの成果と課
題に基づき、スタンダードな歴史研究の手法に則り
論文を作成していく。

準備報告と質疑、討論を重ねながら、研究の質、精
度を上げてゆく。準備不足の学生には２回目の報告を
求める。

後期、史学演習Ⅳにむけた課題の析出をテーマとす
る、1000字程度のレポート（Ａ４横書、１ページあたり
の字数設定は自由）、および準備報告の充実度による。
卒論制作は長丁場である。他科目の履修、資格取得、進路（就職）にかかる諸活動で多
忙となることはわかっているので、中期的計画をたてて粘り強く研究調査を継続してほし
い。
なお、史学演習Ⅲ（三）（四）は合同授業とする。４年生は（四）を登録、履修すること。
また卒論そのものは、史学演習Ⅲ・Ⅳの単位とは別に単位設定されているので、混同しな
いようしっかり課題を解決してください。
オンライン授業になる場合は、ZOOMを利用する。詳細はポータルサイトを通じて連絡
する。

特に使用しない

授業中に紹介する

前期

4

史学演習Ⅲ（五）

木下 光生 2

卒論の提出に向け、具体的内容を詰める

具体的な史料分析を精緻化させ、卒論を仕上げる。

３回生の間におおよそ整理した研究史上の課題をも
とに、今度はその課題に応えるための史料収集と分
析にあたる。その分析内容を各自報告し、討論をふ
まえて、よりいい卒論に仕上がるよう、皆で支え合っ
ていきたい。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート

授業中に指示

授業中に指示

前期

4

史学演習Ⅲ（六）

木下 光生 2

卒論の提出に向け、具体的内容を詰める

具体的な史料分析を精緻化させ、卒論を仕上げる。

３回生の間におおよそ整理した研究史上の課題をも
とに、今度はその課題に応えるための史料収集と分
析にあたる。その分析内容を各自報告し、討論をふ
まえて、よりいい卒論に仕上がるよう、皆で支え合っ
ていきたい。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート

授業中に指示

授業中に指示

前期

4

史学演習Ⅲ（七）

井岡 康時 2

幕末・維新期から大正初期にかけての研究状況と課
題の確認（Ⅰ）

研究論文を読みこなす力をつける。各テーマの研究
状況と今後の課題について理解する。

まず膨大な研究成果へアクセスする方法を学ぶ。次
いで幕末・維新期から大正初期にかけての重要な論
文について、担当者を決めて報告を受け、討論して
理解を深める。

授業中の報告や議論の内容から総合的に評価する
（30％）。期末にレポートの提出を求め評価する
（70％）。

卒論執筆の基礎的訓練と位置づけ、意欲的に取り組
んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す
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前期

4

史学演習Ⅲ（八）

井岡 康時 2

日本近代史上の重要課題についての研究－卒論の完
成に向けて－（Ⅰ）

先行研究と関連史料を確実に読み込む力をつけ、社
会的意義に富み、質の高い卒論を完成させる。

卒論の完成に向けて、先行研究の調査、関連史料の
収集などに遺漏がないか、相互の議論を通じて確認
する。

報告と議論の内容を総合的に評価する（30％）。夏休
み期間中にレポートを作成する（70％）

より質の高い卒業論文の完成に向けて意欲的に取り
組んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す

前期

4

史学演習Ⅲ（九）

森川 正則 2

学びの集大成としての卒業論文に向けた調査・研究
発表

先行研究の理解、史料の調査・収集を進めつつ、卒
業論文題目の提出に向けて、目を向ける年代・時期、
手がけるテーマ、探求したい問いを明確にしぼりこ
む。

日本現代史（またはアジア・太平洋現代史、日本と
諸外国の関係史・比較史）を専門的に学んできた履
修者各自が、対象とする《時期》《題材》《問い》を
設定した上で調査・研究を進め、途中経過を発表し
ていく。その内容について、教員を含む全員で討議
する。

討議への参加度40％、計２回の発表内容60％を総合
して評価する。評価基準は「先行研究の理解度」「史
料の調査・収集状況」「史料の読解・利用の適切さ」
「質問・コメントへの応答」である。

じっくり、こつこつと調査・研究を進めることを心が
けること。また、授業時間以外でも何か相談・質問
があれば、オフィスアワーに遠慮なく研究室に来るこ
と。

授業の性格上、テキストはない

受講者各自に適宜紹介

前期

4

史学演習Ⅲ（十）

森川 正則 2

学びの集大成としての卒業論文に向けた調査・研究
発表

先行研究の理解、史料の調査・収集を進めつつ、卒
業論文題目の提出に向けて、目を向ける年代・時期、
手がけるテーマ、探求したい問いを明確にしぼりこ
む。

日本現代史（またはアジア・太平洋現代史、日本と
諸外国の関係史・比較史）を専門的に学んできた履
修者各自が、対象とする《時期》《題材》《問い》を
設定した上で調査・研究を進め、途中経過を発表し
ていく。その内容について、教員を含む全員で討議
する。

討議への参加度40％、計２回の発表内容60％を総合
して評価する。評価基準は「先行研究の理解度」「史
料の調査・収集状況」「史料の読解・利用の適切さ」
「質問・コメントへの応答」である。

じっくり、こつこつと調査・研究を進めることを心が
けること。また、授業時間以外でも何か相談・質問
があれば、オフィスアワーに遠慮なく研究室に来るこ
と。

授業の性格上、テキストはない

受講者各自に適宜紹介

前期

4

史学演習Ⅲ（十一）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深め卒
業論文の完成をめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし
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前期

4

史学演習Ⅲ（十二）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題　

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深め卒
業論文の完成をめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし

前期

4

史学演習Ⅲ（十三）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究を深め、卒業論文を作
成する

各自の問題関心に基づき、日本近世・近代文化史の
研究を深め、成果を卒業論文としてまとめる。

各自、関心のあるテーマについて研究し、レジュメを
作成して報告し、全体で討論を行うなかで研究を深
めていく。成果を卒業論文として完成させる。

報告内容（70％）報告内容の充実度、独創性、歴史学の方法論の習得度合いで評価する。
討論内容（20％）討論参加の積極性と討論の内容で評価する。
レポート（10％）卒業論文を念頭に作成したレポートの充実度、基本的なアカデミックラ
イティングのスキルが身についていない場合、大きく減点する。
無断遅刻・欠席は厳禁。特に報告予定者の無断欠席、やむをえない事情以外の当日欠席
は決して認めない。
報告者以外の受講生も報告をよく聞いて、積極的に討論に参加すること。
４月からわずか９ヶ月弱で卒業論文を完成させるためには、普段から研究を進め
ることが不可欠である。演習報告は目的ではなく、研究の途中経過を報告し、今
後の研究について考えるためのもの。演習を「こなす」ためたけに短時間で安易
に作り上げたような報告は自分のためにもならないことを理解しておくこと。そ
のような安直な報告に対しては厳しく指導する。レポートも卒業論文を念頭にお
いたものを求めるので要求水準はそれなりのものであることを覚悟しておくこと。

なし

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

前期

4

史学演習Ⅲ（十四）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究を深め、卒業論文を作
成する

各自の問題関心に基づき、日本近世・近代文化史の
研究を深め、成果を卒業論文としてまとめる。

各自、関心のあるテーマについて研究し、レジュメを
作成して報告し、全体で討論を行うなかで研究を深
めていく。成果を卒業論文として完成させる。

報告内容（70％）報告内容の充実度、独創性、歴史学の方法論の習得度合いで評価する。
討論内容（20％）討論参加の積極性と討論の内容で評価する。
レポート（10％）卒業論文を念頭に作成したレポートの充実度、基本的なアカデミックラ
イティングのスキルが身についていない場合、大きく減点する。
無断遅刻・欠席は厳禁。特に報告予定者の無断欠席、やむをえない事情以外の当日欠席
は決して認めない。
報告者以外の受講生も報告をよく聞いて、積極的に討論に参加すること。
４月からわずか９ヶ月弱で卒業論文を完成させるためには、普段から研究を進め
ることが不可欠である。演習報告は目的ではなく、研究の途中経過を報告し、今
後の研究について考えるためのもの。演習を「こなす」ためたけに短時間で安易
に作り上げたような報告は自分のためにもならないことを理解しておくこと。そ
のような安直な報告に対しては厳しく指導する。レポートも卒業論文を念頭にお
いたものを求めるので要求水準はそれなりのものであることを覚悟しておくこと。

なし

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

前期

4

史学演習Ⅲ（十五）

山﨑 岳 2

東洋史卒業論文作成

東洋史の卒業論文を作成する。

卒業論文の完成を見すえ、以下の三点について、議
論を通じて理解を深める。一、特定の研究主題を選
んで発表する。二、東洋史の文献を輪読する。三、
研究の前提となる技術的な事項を講義する。

発表内容、および平時の授業への取り組みによる。

報告の分担は初回の授業で行うので、必ず出席する
こと。

なし
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前期

4

史学演習Ⅲ（十六）

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジア古代史の諸問題

卒業論文の執筆にむけた史料・文献の収集を終わら
せる

以下の３つの作業を中心に行い、上記の目標の達成
を目指します：

①受講者による研究発表
②研究発表を踏まえた議論
③関連する史料・文献の講読

関連する史料・文献については、受講者の希望、語
学力などを考慮に入れて決定します。

発表内容、授業への取り組み　100％

演習形式の授業では受講者の出席が特に重要となり
ます。欠席には厳しく対処しますが、事情があって欠
席する場合には、必ず事前に担当者まで伝えること。

前期

4

史学演習Ⅲ（十七）

川本 正知 2

卒論の提出に向け、具体的内容を詰める

今までに学んだ史料分析の方法を駆使して卒論を仕
上げる。

３回生の演習の間に整理されてきた自らの研究史上
の課題のための史料収集を行い、それをまず読み通
し、分析し､ 分析結果をまとめる。関連する史料全て
を読み通すことは不可能だが、その分析内容を各自
が報告し、全員の討論､ 教員の指導をふまえて、よ
り良い卒論を仕上げる。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯に
とり組む姿勢を重視）
学習到達度確認50％（卒業論文の進捗状況を確認し
評価する）

卒業論文は自らの成長のために書くのであることを自
覚する。

授業中に指示

授業中に指示

前期

4

史学演習Ⅲ（十八）

足立 広明 2

西洋古代中世史の研究

各人の設定したテーマに関して、国内の邦語文献を
完全に消化して他の人に伝えることができるようにな
るのが第一目標。これがクリアできる人は、海外の研
究文献や原史料を用いた研究論文の水準を目指す。

西洋古代中世史を卒論テーマとする人の演習。卒論
作成のための発表とレポート作成を行う。授業は毎
回の発表と質疑応答が中心となる。質問などで明ら
かとなった不十分な点を次回発表までに補強し、先
行研究や史料に基づいた歴史研究と呼べるものに近
づけていく。

発表とレポート、それに他の人の発表回における質疑応答、
コメント記入などにより総合的に判断する。発表とレポート
は先行研究と史料をどれだけ取り入れられているか、論理的
な構成でわかりやすくまとめられているかが基準となる。

自身の発表だけでなく、他の人の発表に耳を傾け、
質疑応答に参加することも重要な評価ポイントとな
る。

とくに用いない。

適時指示する。

前期

4

史学演習Ⅲ（十九）

山口 育人 2

西洋近現代史の諸問題

西洋近現代史にかかわる研究テーマを設定し、卒業
論文の作成ができる。

西洋の歴史における諸問題について研究し、卒業
論文を執筆することを目指す受講生を中心とする演
習である。対象とするおもな時代は15世紀末から近
世、近代、現代である。各回の授業では、受講生そ
れぞれの研究構想、テーマと論点、卒論作成につい
て報告してもらい、全体で報告について討論を行う。

報告内容の適切さと質疑応答への参加度合で評価す
る。
（進捗レポートは評価対象としない）

なし
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前期

4

史学演習Ⅲ（二十）

高橋 博子 2

西洋現代史をめぐる諸問題

卒業論文作成のための基本的な計画と構想を作る。

卒業論文作成のためには、作成者の問題意識・視
点・構想、先行研究の把握、文献・史料収集、文
献・史料分析、そして、先行研究を適切に参照し、
適切に引用しつつ、論文を完成させる総合的な力が
必要である。また、ほかの受講者の報告や意見を聴
いたうえで、建設的な議論を行うことは、論文の質を
高めてゆくことにつながる。本演習はこうした卒業論
文作成のための基本的な計画と構想を作ることを目
的とする。

研究構想と文献・論文リストについてまとめたレポート
によって評価する（70％）。演習での報告とほかの報告
者に適切にコメントできるかどうかも評価する（30％）

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019
公文書は誰のものか？：公文書管理について考える入門書，榎澤
幸広，現代人文社，2019
情報自由法で社会を変える，ジョン・ミッチェル，岩波書店，2023

後期

4

史学演習Ⅳ（一）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討
論を行い理解を深めます。
前半は、前期に輪読した吉田孝『古代国家の歩み』の最
終章を読んだあと、日本古代史の定評のある論文を読みま
す。１回に２本ずつ、事前に担当を割り当て、レジュメをも
とに、内容の要約・検討結果の報告を行います。その後、３
回生向けの卒論の書き方、４回生の卒論要旨発表を行い、
全員で課題を共有して検討・議論を行います。最後の数回
は、３回生の卒論構想発表を行う予定です。

成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業に
おける報告内容、レポート内容などに基づいて総合
的に判断します。なお、報告が回りきらなかった場合
は、レポートの提出で報告に替えます。
古代史論文の報告は１人２回の予定で、うち１回は夏休み課
題で扱った論文を取り上げてください。報告する論文は、１
週間前までに報告者がPDFを配布してください。
史学演習Ⅳ（一）は、史学演習Ⅱ（一）、及び日本史演習Ⅰ
（一）・日本史演習Ⅱ（一）と合同で実施します。

後期

4

史学演習Ⅳ（二）

渡辺 晃宏 2

日本古代史の諸問題

日本古代史の研究書・論文などを読み解くことで、日
本古代史に関する理解を深めるとともに研究方法を
学び、卒業論文作成の基礎的な能力を身に付ける。

ゼミ形式で行い担当者の報告内容に対して出席者全員で討
論を行い理解を深めます。
前半は、前期に輪読した吉田孝『古代国家の歩み』の最
終章を読んだあと、日本古代史の定評のある論文を読みま
す。１回に２本ずつ、事前に担当を割り当て、レジュメをも
とに、内容の要約・検討結果の報告を行います。その後、３
回生向けの卒論の書き方、４回生の卒論要旨発表を行い、
全員で課題を共有して検討・議論を行います。最後の数回
は、３回生の卒論構想発表を行う予定です。

成績は、平常点（授業に対する積極性など）、授業に
おける報告内容、レポート内容などに基づいて総合
的に判断します。なお、報告が回りきらなかった場合
は、レポートの提出で報告に替えます。
論文報告の１回めは夏休み課題で扱った論文を報告してく
ださい。２回めに夏休み課題リスト以外の論文を報告する場
合は、前週までにPDFを配布してください。
史学演習Ⅳ（二）は、史学演習Ⅱ（二）、及び日本史演習Ⅰ
（二）・Ⅱ（二）と合同で実施します。

後期

4

史学演習Ⅳ（三）

外岡 慎一郎 2

卒業論文を完成させる

史学演習Ⅰ～Ⅲの成果を踏まえ、卒業論文を完成さ
せ、最終段階の口述試問に備える。

最終準備報告と質疑、討論を重ねながら、論文の
質、精度を上げてゆく。また、卒業論文提出後の授
業では、論文の梗概を最終報告会で発表し、口述試
問に向けた準備とする。

卒論梗概（Ａ４横書、1200字程度、１ページあたりの
字数は自由設定）による。

史学演習Ⅳ（三）・史学演習Ⅳ（四）は合同でおこな
う。４年生は（四）を登録すること。
オンライン授業となった場合はZOOMを利用する。
詳細はポータルサイトで連絡する。
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後期

4

史学演習Ⅳ（四）

外岡 慎一郎 2

卒業論文を完成させる

史学演習Ⅰ～Ⅲの成果を踏まえ、卒業論文を完成さ
せ、最終段階の口述試問に備える。

最終準備報告と質疑、討論を重ねながら、論文の
質、精度を上げてゆく。また、卒業論文提出後の授
業では、論文の梗概を最終報告会で発表し、口述試
問に向けた準備とする。

卒論梗概（Ａ４横書、1200字程度、１ページあたりの
字数は自由設定）による。

史学演習Ⅳ（三）・史学演習Ⅳ（四）は合同でおこな
う。４年生は（四）を登録すること。
オンライン授業となった場合はZOOMを利用する。
詳細はポータルサイトで連絡する。

後期

4

史学演習Ⅳ（五）

木下 光生 2

卒論の提出に向け、具体的内容を詰める

具体的な史料分析を精緻化させ、卒論を仕上げる。

夏休みに収集した史料の分析を精緻化し、卒論の執
筆に取り掛かる。そのステップアップとして、卒論の
最終構成をゼミで報告し、そこでの討論を通して、
お互いの卒論がいいものとなるよう、支え合ってい
く。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート、卒論

授業中に指示

授業中に指示

後期

4

史学演習Ⅳ（六）

木下 光生 2

卒論の提出に向け、具体的内容を詰める

具体的な史料分析を精緻化させ、卒論を仕上げる。

夏休みに収集した史料の分析を精緻化し、卒論の執
筆に取り掛かる。そのステップアップとして、卒論の
最終構成をゼミで報告し、そこでの討論を通して、
お互いの卒論がいいものとなるよう、支え合ってい
く。

平素の受講態度（報告内容と討論への参加姿勢）と
期末レポート、卒論

授業中に指示

授業中に指示

後期

4

史学演習Ⅳ（七）

井岡 康時 2

幕末・維新期から大正初期にかけての研究状況と課
題の確認（Ⅱ）

研究論文を読みこなす力をつける。各テーマの研究
状況と今後の課題について理解する。

幕末・維新期から大正初期にかけての重要な論文に
ついて、担当者を決めて報告を受け、討論して理解
を深める。

授業中の報告や議論の内容から総合的に評価する
（30％）。期末にレポートの提出を求め評価する
（70％）。

卒論執筆の基礎的訓練と位置づけ、意欲的に取り組
んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す
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後期

4

史学演習Ⅳ（八）

井岡 康時 2

日本近代史上の重要課題についての研究－卒論の完
成に向けて－（Ⅱ）

先行研究と関連史料を確実に読み込む力をつけ、社
会的意義に富み、質の高い卒論を完成させる。

各自から卒論の目次を示し、構成に問題がないか、相
互の議論を通じて確認し、互いに協力し合って卒論
の完成をめざす。

報告と議論の内容を総合的に評価する（100％）

より質の高い卒業論文の完成に向けて意欲的に取り
組んでほしい。

担当者から資料を配付する

適宜示す

後期

4

史学演習Ⅳ（九）

森川 正則 2

学びの集大成としての卒業研究の経過報告、論文の
執筆・完成

卒業論文執筆に向けた調査・研究の途中経過を発表
し、論文完成・提出を目指す。

日本現代史（またはアジア・太平洋現代史、日本と
諸外国の関係史・比較史）を専門的に学んできた履
修者各自が、対象とする《時期》《題材》《問い》を
設定した上で調査・研究を進め、途中経過を発表し
ていく。その内容について、教員を含む全員で討議
する。

討議への参加度40％、計２回の発表内容60％を総合
して評価する。評価基準は「先行研究の理解度」「史
料の調査・収集状況」「史料の読解・利用の適切さ」
「質問・コメントへの応答」である。

じっくり、こつこつと調査・研究を進めることを心が
けること。また、授業時間以外でも何か相談・質問
があれば、オフィスアワーに遠慮なく研究室に来るこ
と。

授業の性格上、テキストはない。

受講者各自に適宜紹介する。

後期

4

史学演習Ⅳ（十）

森川 正則 2

学びの集大成としての卒業研究の経過報告、論文の
執筆・完成

卒業論文執筆に向けた調査・研究の途中経過を発表
し、論文完成・提出を目指す。

日本現代史（またはアジア・太平洋現代史、日本と
諸外国の関係史・比較史）を専門的に学んできた履
修者各自が、対象とする《時期》《題材》《問い》を
設定した上で調査・研究を進め、途中経過を発表し
ていく。その内容について、教員を含む全員で討議
する。

討議への参加度40％、計２回の発表内容60％を総合
して評価する。評価基準は「先行研究の理解度」「史
料の調査・収集状況」「史料の読解・利用の適切さ」
「質問・コメントへの応答」である。

じっくり、こつこつと調査・研究を進めることを心が
けること。また、授業時間以外でも何か相談・質問
があれば、オフィスアワーに遠慮なく研究室に来るこ
と。

授業の性格上、テキストはない。

受講者各自に適宜紹介する。

後期

4

史学演習Ⅳ（十一）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深め卒
業論文の完成をめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし
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後期

4

史学演習Ⅳ（十二）

河内 将芳 2

日本中世・近世文化史の諸問題　

日本中世・近世文化史の諸問題を理解し、関心のあ
るテーマを見つけだし研究していくための専門的な能
力を身につける。

①最初に各講時担当の報告者を決める。１講時に４
人。通年で受講生１人が４回報告を行う。②報告者は
報告したいテーマを見つけだし、そのテーマにかかわ
る報告を行う。報告をする際にはレジメ資料も作成、
受講生全員に配布。③報告を聞いた受講生と教員と
の質疑応答を繰り返すなかで報告内容をより深め卒
業論文の完成をめざす。

平常点（50％）（講義中の質疑応答、積極的な態度を
重視する）と報告内容（50％）（報告内容の充実度を
重視する）によって評価する。

なし

なし

後期

4

史学演習Ⅳ（十三）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究を深め、卒業論文を作
成する

各自の問題関心に基づき、日本近世・近代文化史の
研究を深め、成果を卒業論文としてまとめる。

各自、関心のあるテーマについて研究し、レジュメを
作成して報告し、全体で討論を行うなかで研究を深
めていく。成果を卒業論文として完成させる。

報告内容（70％）報告内容の充実度、独創性、歴史学の方法論の習得度合いで評価する。
討論内容（20％）討論参加の積極性と討論の内容で評価する。
レポート（10％）卒業論文を念頭に作成したレポートの充実度、基本的なアカデミックラ
イティングのスキルが身についていない場合、大きく減点する。
無断遅刻・欠席は厳禁。特に報告予定者の無断欠席、やむをえない事情以外の当日欠席
は決して認めない。
報告者以外の受講生も報告をよく聞いて、積極的に討論に参加すること。
４月からわずか９ヶ月弱で卒業論文を完成させるためには、普段から研究を進め
ることが不可欠である。演習報告は目的ではなく、研究の途中経過を報告し、今
後の研究について考えるためのもの。演習を「こなす」ためたけに短時間で安易
に作り上げたような報告は自分のためにもならないことを理解しておくこと。そ
のような安直な報告に対しては厳しく指導する。レポートも卒業論文を念頭にお
いたものを求めるので要求水準はそれなりのものであることを覚悟しておくこと。

なし

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

後期

4

史学演習Ⅳ（十四）

村上 紀夫 2

日本近世・近代文化史の研究を深め、卒業論文を作
成する

各自の問題関心に基づき、日本近世・近代文化史の
研究を深め、成果を卒業論文としてまとめる。

各自、関心のあるテーマについて研究し、レジュメを
作成して報告し、全体で討論を行うなかで研究を深
めていく。成果を卒業論文として完成させる。

報告内容（70％）報告内容の充実度、独創性、歴史学の方法論の習得度合いで評価する。
討論内容（20％）討論参加の積極性と討論の内容で評価する。
レポート（10％）卒業論文を念頭に作成したレポートの充実度、基本的なアカデミックラ
イティングのスキルが身についていない場合、大きく減点する。
無断遅刻・欠席は厳禁。特に報告予定者の無断欠席、やむをえない事情以外の当日欠席
は決して認めない。
報告者以外の受講生も報告をよく聞いて、積極的に討論に参加すること。
４月からわずか９ヶ月弱で卒業論文を完成させるためには、普段から研究を進め
ることが不可欠である。演習報告は目的ではなく、研究の途中経過を報告し、今
後の研究について考えるためのもの。演習を「こなす」ためたけに短時間で安易
に作り上げたような報告は自分のためにもならないことを理解しておくこと。そ
のような安直な報告に対しては厳しく指導する。レポートも卒業論文を念頭にお
いたものを求めるので要求水準はそれなりのものであることを覚悟しておくこと。

なし

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019

後期

4

史学演習Ⅳ（十五）

山﨑 岳 2

東洋史卒業論文作成

東洋史の卒業論文を作成する。

卒業論文の完成を見すえ、以下の三点について、議
論を通じて理解を深める。一、特定の研究主題を選
んで発表する。二、東洋史の文献を輪読する。三、
研究の前提となる技術的な事項を講義する。

発表内容、および平時の授業への取り組みによる。

報告の分担は初回の授業で行うので、必ず出席する
こと。
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後期

4

史学演習Ⅳ（十六）

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジア古代史の諸問題

卒業論文を完成させる

以下の３つの作業を中心に行い、上記の目標の達成
を目指します：

①受講者による研究発表
②研究発表を踏まえた議論
③関連する史料・文献の講読

関連する史料・文献については、受講者の希望、語
学力などを考慮に入れて決定します。

発表内容、授業への取り組み　100％

演習形式の授業では受講者の出席が特に重要となり
ます。欠席には厳しく対処しますが、事情があって欠
席する場合には、必ず事前に担当者まで伝えること。

後期

4

史学演習Ⅳ（十七）

川本 正知 2

卒論の提出に向け、具体的内容を詰める

今までに学んだ史料分析の方法を駆使して卒論を仕
上げる。

３回生の演習の間に整理されてきた自らの研究史上
の課題のための史料収集を行い、それをまず読み通
し、分析し､ 分析結果をまとめる。関連する史料全て
を読み通すことは不可能だが、その分析内容を各自
が報告し、全員の討論､ 教員の指導をふまえて、よ
り良い卒論を仕上げる。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯に
とり組む姿勢を重視）
学習到達度確認50％（卒業論文の進捗状況を確認し
評価する）

卒業論文は自らの成長のために書くのであることを自
覚する。

授業中に指示

授業中に指示

後期

4

史学演習Ⅳ（十八）

足立 広明 2

西洋古代中世史の研究

各人の設定したテーマに関して、国内の邦語文献を
完全に消化して他の人に伝えることができるようにな
るのが第一目標。これがクリアできる人は、海外の研
究文献や原史料を用いた研究論文の水準を目指す。

西洋古代中世史を卒論テーマとする人の演習。卒論
作成のための発表とレポート作成を行う。授業は毎
回の発表と質疑応答が中心となる。質問などで明ら
かとなった不十分な点を次回発表までに補強し、先
行研究や史料に基づいた歴史研究と呼べるものに近
づけていく。前期の研究を踏まえ、最終的に卒業論
文を完成させる。

発表とレポート、それに他の人の発表回における質疑応答、
コメント記入などにより総合的に判断する。発表とレポート
は先行研究と史料をどれだけ取り入れられているか、論理的
な構成でわかりやすくまとめられているかが基準となる。

自身の発表だけでなく、他の人の発表に耳を傾け、
質疑応答に参加することも重要な評価ポイントとな
る。

とくに用いない。

適時指示する。

後期

4

史学演習Ⅳ（十九）

山口 育人 2

西洋近現代史の諸問題

西洋近現代史にかかわる研究テーマを設定し、卒業
論文の作成ができる。

西洋の歴史における諸問題について研究し、卒業
論文を執筆することを目指す受講生を中心とする演
習である。対象とするおもな時代は15世紀末から近
世、近代、現代である。授業では、受講生それぞれ
の研究構想、テーマと論点、卒論作成について報告
してもらい、全体で報告について討論を行う。

報告内容の適切さと質疑応答への参加度合で評価す
る。

なし
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後期

4

史学演習Ⅳ（二十）

高橋 博子 2

西洋現代史をめぐる諸問題

卒業論文作成のための基本的な計画と構想を作る。

卒業論文作成のためには、作成者の問題意識・視
点・構想、先行研究の把握、文献・史料収集、文
献・史料分析、そして、先行研究を適切に参照し、
適切に引用しつつ、論文を完成させる総合的な力が
必要である。また、ほかの受講者の報告や意見を聴
いたうえで、建設的な議論を行うことは、論文の質を
高めてゆくことにつながる。本演習はこうした卒業論
文作成のための基本的な計画と構想を作ることを目
的とする。

研究構想と文献・論文リストについてまとめたレポート
によって評価する（70％）。演習での報告とほかの報告
者に適切にコメントできるかどうかも評価する（30％）

歴史学で卒業論文を書くために，村上紀夫，創元社，2019
公文書は誰のものか？：公文書管理について考える入門
書，榎澤幸広，現代人文社，2019

前期

2-4

国際交流史基礎講義Ⅰ

高橋 博子 2

環太平洋現代史：日米関係を中心に

環太平洋現代史への第二次世界大戦・冷戦の影響を
理解する。

2020年は第二次世界大戦終結から75年の年である。
「冷戦」とよばれる時代が続いたが、アジアにおい
ては朝鮮戦争、ヴェトナム戦争と熱戦が起こり、日米
関係も変節してきた。本講座は第二次世界大戦から
冷戦期にかけての日米関係について講義を行い、戦
争と平和の問題について、さらに国際交流の意義に
ついて多角的に議論する。

中間確認テストと期末確認テストにて、基本的な知識を問うテストを行う
（40％）。また、受業に関して小論文を作成する（40％）。コメントペーパーや授
業への参加（20％）レポートの評価方法は以下の点を重視する。
・課題を読んでいるか　　　　　・自分の視点で論述しているか
・論拠を示し、説得力があるか　・歴史的探究心があるか

いま、＜平和を＞を本気で語るには，ノーマ・フィールド，
岩波書店，2018年
「情報自由法」で社会を変える！，ジョン・ミッチェル，岩
波書店，2023

クリオの顔，E.H.ノーマン，岩波書店，1986年

後期

2-4

国際交流史基礎講義Ⅱ

木下 光生 2

長期的、世界史的視野から新たな日本史像を考える

古代～近現代日本史の時代的特徴を、世界史との関
わりから長期的にとらえる。

現行の中学校歴史教科書は、実は極めて高度な内容
で日本史と世界史の叙述がなされており、歴史を多
角的にとらえるうえでの論点が満載されている。その
中学校歴史教科書を素材としつつ、古代～近現代日
本史の新たな歴史像を、長期的かつ世界史的視野か
ら考えていきたい。

期末レポート
講義内容について、自由な観点から、思う存分、批判を書いてもらう。
自分で独自に探してきた論文、学術書、史料、データなどにもとづい
て批判できたら、一番素晴らしい。

毎回プリントを配布

適宜紹介

前期

2-4

国際交流史基礎講義Ⅲ

★杉本 一樹 2

正倉院入門

正倉院宝物を主たる素材として、「もの」と文字の多
様なあり方についての理解を深め、この視点を通じ
て、奈良時代を中心とする日本古代史を学んでいく。

正倉院の文字資料について、概説の形で全般的に取
り上げながら、日本古代で「文字を使う」ことの意味
と、その広がりについて、講義を進めていこうと考え
ています。

毎回、リアクションペーパーの提出を求め、授業内容
理解を把握するための参考とする。評価は、平常点
および最終授業日に実施する学習到達度確認（筆記
による）に基づいて行う。

授業テーマに関わるトピックや、リアクションペー
パーを通じた質問等を随時盛り込むため、講義内容・
順序に変更が生じる場合がある。

《日本史リブレット》074. 正倉院宝物の世界，杉本一樹，山
川出版社，2010年
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後期

2-4

国際交流史基礎講義Ⅳ

村上 紀夫 2

15～19世紀における列島の交流史

高校までの一国史としての「日本史」ではない、交流
史の視点で政治史・文化史を考える視点を理解し、
国境にしばられない歴史について自分の言葉で説明
できるようになる。

15世紀～19世紀（日本の時代区分でいえば中世後期
から近代）の日本列島をとりまく文化・政治のなか
で、日本の歴史・文化がどのような影響をうけてきた
かを、中国・朝鮮、琉球・北方、西欧諸国との関係を
重視して考える。なお、構成は変更する可能性があ
る。

レポート（100％）講義内容をふまえた交流史の基本につい
ての理解度に加え、国境にしばられない視点で「歴史」を
自分の言葉で説明できているかを重視する。課題レポート
作成にあたっては別添ファイルを熟読のこと

課題提出があっても未提出に準じた扱いとする。ま
た、論旨が一貫していない、日本語として意味不明の
レポートなど、高等教育機関である大学のレポートの
水準に達していないものも厳しく採点する。出せばい
いというものではない。

とくに使用しない

授業時に紹介する

後期

2-4

国際交流史基礎講義Ⅴ

宮本 亮一 2

中央アジア～南アジアにおける人間（集団）の移動と
文化の伝播

人類史における人間（集団）の移動パターンの1つの
例として、中央アジア～南アジアにおける状況を理
解する

中央アジア、あるいはさらにその北方から南アジアへ
向かう人間の移動は、非常に長い期間にわたって何
度も繰り返されてきた動きです。
この授業では、人類史における大きな行動パターン
の１つとも言えるこの動きについて、歴史時代を中心
に解説します。また、授業は担当教員が講義形式で
行い、必要に応じて映像資料なども視聴します。

最終授業で実施する穴埋め式・記述式を併用した学習到達度確認テ
スト60％（持ち込み不可、歴史上の主要な出来事を理解できている
か、歴史の流れを自分の言葉で説明できるかを確認します）、授業へ
の参加40％（単なる出席回数だけではなく、質問など積極的な参加
姿勢が見られるかどうかも判断基準になります）

グローバル・ヒストリー，妹尾達彦，中央大学出版部，2018
アジア人物史　第１巻　神話世界と古代帝国，青山亨ほ
か，集英社，2023

後期

2-4

日本史基礎講義Ⅰ

外岡 慎一郎 2

「徳政」と「徳政令」

「徳政」という歴史用語を入り口にして中世社会の構
造、中世人の思考様式を理解する。

「徳政」は「徳のある政治」というのが本来の意味
であるが、中世という時代には人々の思考、経済シ
ステム、武家権力の政策のなかで特有の意義を有す
ることになった。そのあたりの事情を、現象とその深
層背景を通観しながら論じていく。

対面授業と並行してe-learningに各回（第２講～第
14講）を掲示する。その総合点（素点合計）により
成績評価する。
新書程度の概説書（下記参考書のうち１冊程度）を入手し
適宜参考にすること。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

各回ｐｐｔデータを用意する

徳政令，笠松宏至，講談社（学術文庫），2022
徳政令，早島大祐，講談社，2018
破産者たちの中世，桜井英治，山川出版社，2005

前期

2-4

日本史基礎講義Ⅱ

井岡 康時 2

近現代史における国民と他者－アジア主義の生成・
展開・変容

国民としての自己認識の形成過程について理解する
とともに、東アジアの国々や人びとと友好関係を形成
する道筋について考察を深める。

韓国・中国など東アジアの隣人とどのようにして友好
な関係を築くか　21世紀の日本人に突きつけられた
重要な課題である。この問題についてアジア主義を
キーワードに、日本の近現代史をたどりながら考えて
みたい。教職希望者のことも考え、歴史教育のあり
方についても視野に入れたい。

質問に対する応答、コメントシートの記述などから授
業に対する積極性を評価する（30％）。期末レポート
の提出を求め、問題意識や論理的な展開などを総合
的に評価する（70％）。
中国、韓国などアジア諸国との関係にかかわる報道に
注意し、現代的な関心をもって授業に臨んでほしい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

担当者から資料を配付する

授業中に適宜指示する
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前期

2-4

日本史基礎講義Ⅲ

森川 正則 2

「映画」を資料・手がかりにして学び・問う昭和史・
平成史

「昭和史・平成史には、どのようなテーマと問い・論
点があるのか」を主題とし、「映画」を利用して多様
な角度から考え、日本現代史の学びと探求に活かす
技能を習得する。
この授業は正確には「日本現代史」「昭和史・平成史」の基
礎講義である。2019年に平成は幕を閉じ、昭和もさらに遠く
なった。では、昭和史・平成史において「探求するに値す
るテーマと問い」とは何だろうか。そこで、手がかりとする
のが「映画」である。優れた文学と同様、映画にも人間と
社会、そして、歴史について鋭い洞察と問いかけを提示し
てくれる作品が数多くある。この授業では、文書・文献史料
に基づく歴史の学び・探求にも豊かなヒントを与えてくれる
映画を使って、テーマと問い・論点を考えていく。

中間レポート（50％）と期末レポート（50％）の２つ
を総合して評価。「指定された構成と注意点に従って
いるか」「授業の目標・概要に照らしてふさわしい内
容になっているか」を基準とする。
モノクローム（白黒）の映像を観ることへの抵抗感、
「面白くなさそう」「古臭そう」といった先入観・固
定観念を問い質すことである。加えて、この授業で取
りあげる映画は「単なる娯楽作品ではない」ことに十
分に注意されたい。

授業ではプリントを配布

日本映画史100年，四方田犬彦，集英社，2000年
昭和史，古川隆久，筑摩書房，2016年
ポスト戦後社会，吉見俊哉，岩波書店，2009年

前期

2-4

日本史基礎講義Ⅳ

★黒瀬 にな 2

法と裁判から学ぶ平安・鎌倉時代

中世前期の訴訟制度について概要を理解している。
先行研究を読み解き、自分の言葉で説明し、考えを述べることがで
きる。
前近代史に関心を持ち、本授業終了後の学修にも繋げていく意欲を
有する。

日本中世史のうち、摂関期から鎌倉時代にかけての訴訟の
あり方に注目します。
日本古代・中世の法や裁判の歴史は、長らく律令法と鎌倉
幕府法が主たる研究対象でしたが、近年では両者の間を埋
める平安中後期についての研究が進んでいます。また鎌倉
時代についても、朝廷・貴族・寺社の法を視野に入れ、社
会全体に目配りして論じることができるようになってきまし
た。本授業では、こうした研究成果に学びつつ、10世紀 -14
世紀の日本社会の変化を、訴訟という制度・現象を通して
観察していきます。

・�平常点（授業に付随する小課題）：40％（提出状況
を重視する）

・�試験に替わるレポート（期末レポート）：60％（事
前にルーブリックを公開する）

・�レジュメ等資料は、e-Learningにて配布します。詳細は
追ってポータルサイト（本システム）の講義連絡等にてお
知らせします。

・�「授業内容および学習課題」［予習・復習］欄の記載内容
のほかに、予習課題や復習課題を出す場合もありえます。

指定なし。レジュメを配付する。

授業中に適宜紹介する。

後期

2-4

日本史基礎講義Ⅴ

★長澤 一恵 2

近代日本における「内地」と「外地」

①日本現近代史の基礎的な知識や流れを学ぶ。
②�多様で重層的な社会構造や国際関係のなかで歴史を捉える相対
化の視点を養う。

③�戦後に継承される民主主義や平和の意義について理解を深める。
明治維新後の開国により近代国家として出発した日本は、大日本帝
国憲法のもとで大正デモクラシー期には民衆の社会要求や権利意識
の高まりを背景として多彩な言論や社会運動を展開し、政党政治の
成立へと結実するとともに、一方では差別や植民地支配、戦争、移
民問題など複雑で多面的な課題を抱える社会であった。講義では、
明治開国期からアジア・太平洋戦争の敗戦までに日本が統治として
関わった各植民地、租界・租借地、国際聯盟「委任統治」領といっ
た様々な「外地」について全体像を理解することを課題とする。
戦争・植民地統治・ナショナリズムといった20世紀が抱えていた諸
問題の解決を模索するなかで社会が追求してきた民主主義や平和の
価値を見つめ直すことによって、これからの国際社会のあり方を考
える手がかりにしたいと考える。
学習到達度確認40％（試験を行い、講義内容から知識問題、史料問題、論述問
題など多角的に理解度を確認する）、授業中に提出する課題レポート30％（図書
館・資料館・博物館およびWebアーカイヴ調査などを利用して積極的に学習し
幅広い知識と深い理解を得たうえでレポートを作成する）、平常点30％（講義内
容をノートに取るなど集中して理解を深めること）、を総合して評価する。

授業は幅広い歴史事象を勉強するための入り口に過ぎません。興味を持った事
柄や問題は、歴史辞典や参考文献、博物館などを活用して自分自身でどんどん
学習を進めてください。また、世界史年表や地図を用意してこまめに確認するこ
とをおすすめします（出版社等の指定はとくにありません）。
☆彡
本授業は、教室での対面授業を予定していますが、コロナ状況によってはWＥ
Ｂ授業での実施に変更する場合もあります。

教科書は使用せず、授業プリントを配布します。

日本植民地研究の論点，日本植民地研究会�編，岩波書店，2018.7
岩波講座近代日本と植民地（全８巻），大江志乃夫［ほか］編，岩波書店，
1992.11-1993.6
岩波講座�東アジア近現代通史（全11巻），和田春樹［ほか］編集委員，岩波書
店，2010.10-2011.9

後期

2-4

東洋史基礎講義Ⅰ

山﨑 岳 2

東洋文化の基礎知識

東洋諸国の文化を世界史的な観点から理解すること
をめざす。

飲食・服飾などの身近な文物から、仏教・儒教など
の思想や倫理まで、毎回異なる主題を設定して講義
する。日本を含む東アジアを中心とするが、それ以
外の地域との関係性についても言及する。

平常点と筆記試験による。
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前期

2-4

東洋史基礎講義Ⅱ

川本 正知 2

イスラムの誕生とアラブの大征服

イスラム教とはどのような宗教であるかを知る。唯一神への信仰を基礎として形成
された預言者ムハンマドの原初イスラム教団とアラブの大征服後に成立したイスラ
ム法共同体との相違を実感することが特に重要である。前者は「信仰」がキーワー
ドであるとすれば後者は「法制度」である。また、イスラム化とはイスラムの法制
度がある地域に定着していくことであり、西アジア・中央アジアにおいては８世紀
の中頃から10世紀にかけて徐々に進展していった現象であることを理解する。

イスラム教は現在のアラビア半島西部のメッカという町に生まれた一神教である。
イスラム教徒たちによれば、「預言者ムハンマド」が610年頃に「唯一の神」から
受けるようになった「啓示」の内容はすべて聖典コーランに記録されており，その
教えをもとに創造された宗教がイスラム教であるという。唯一の神とは、預言者と
は、啓示とはなんであろうか。それらの宗教的概念を説明しながら､ メッカおよび
622年のヒジュラ（聖遷）後にムハンマドが居住したメディナ･オアシスの住民と
がムハンマドの周りに一つの教団を形成していく過程を追っていく。
つぎに、632年にムハンマドが亡くなった後、後継者のカリフたちに率いられたア
ラブと呼ばれる遊牧民からなる軍隊による大規模な征服活動、それによりイスラム
教団がカリフ帝国とよばれる巨大な国家に発展していく過程を追ってみよう。この
「アラブの大征服」は大規模な軍事征服にすぎないが、これがイスラム化の端緒
になり、以降10世紀には西アジア・中央アジアのあちこちにイスラム教徒共同体す
なわちイスラム社会が出現することになる。この過程は軍事征服された広大な地
域全体で進行した。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿
勢を重視）
学期末のレポートにより学習到達度確認50％（イスラム教の世
界史において果たした役割を理解しているかどうかを評価する）

講義の内容を主体的に考える用意のない人は受講し
ないこと。講義は単に勉強の入り口にすぎないことを
自覚すること。

イスラーム生誕，井筒俊彦，中央公論社，1990
ムハンマド時代のアラブ社会，後藤明，山川出版社，2012
中央アジアのイスラーム，濱田正美，山川出版社，2008

後期

2-4

東洋史基礎講義Ⅲ

★安田 純也 2

朝鮮半島の歴史

朝鮮半島の歴史の概要を習得する。

朝鮮半島の前近代の歴史を学ぶ。朝鮮半島では、中
国大陸からの直接的な影響のもと、国家を形成し、展
開してきた。日本とは同じ東アジア文化圏に属し、隣
接する関係にある朝鮮半島の歴史を学ぶことは、日
本の歴史をより深く理解することにもつながる。授業
では、具体的な文献や文物を取り上げつつ、朝鮮半
島の歴史について論じる。

小テスト40％
２回行う。授業内容の理解度と説明能力を審査する
レポート課題20％
１回課す。指定の文献を踏まえ、まとめる能力などを審査する
上記以外40％
質問、宿題など

必ず初回から出席すること（ノート持参）。
教員への連絡方法は、初回のレジュメに掲載する。

朝鮮の歴史，田中俊明，昭和堂，2008

前期

2-4

東洋史基礎講義Ⅳ

★杉山 雅樹 2

中東とイスラームの歴史の概説

学生は、（１）古代から現代にいたるまでの中東の歴
史に関する基本的知識を得ることできる。（２）中東
の歴史においてイスラームが果たした役割について
自分の言葉で説明できるようになる。

本講義は、古代から現代にいたるまでの中東の歴史
を概観する。また、この地域の政治史を時代順に確
認する中で、イスラームが有する宗教的特徴につい
て、またイスラームがこの地域の社会に与えた様々
な影響についても解説する。

学習到達度確認テスト60％（最終授業で実施する。持ち込み不可。講義内容の理
解度を確認する。中東の古代から現代に至る歴史的な流れを理解できているか、
イスラームや中東の歴史に関する設問に対して自分の言葉で説明できるかを問
う）、授業課題40％（毎授業の終盤にその授業の内容に関する課題を出す。授業
内容を理解出来ているか、自分なりの言葉で適切に説明できているかを問う）。

授業の進め方や注意点等、詳細については第一回授業で解説する。
受講を考えている人は、できるだけ受講すること。
また、高校で世界史をとっておらず、これまでも大学でイスラーム
関連の授業を受けたことはないが、本講義の履修を希望する人は、
以下の参考書の欄に挙げているイスラーム史の概説書を読んだ上で
授業に臨むことが望ましい。

レジュメを配布する。

イスラームの創始と展開，佐藤次高（編），山川出版社，
2010年
イスラーム―知の営み―，佐藤次高，山川出版社，2009年

後期

2-4

東洋史基礎講義Ⅴ

★杉山 雅樹 2

イスラームの教義と文化に関する基礎知識

学生は、（１）イスラームの教義と文化に関する基本
的情報を得ることができる。（２）イスラームが有す
る多様性と現代の中東諸国が抱える諸問題について
自分の言葉で説明できるようになる。
連日テレビや新聞で中東諸国の国際問題に関する報道を目
にする機会が増えているが、それらの問題の宗教的・文
化的背景については十分に伝えられているとは言い難い。
本講義は、イスラームの教義や文化に関して毎回異なる
テーマを採り上げ、イスラームが有する多様性について、
また現代のイスラーム諸国が抱える諸問題の要因につい
て解説する。授業の進め方としては、第２～５回で中東の
通史を説明し、それを踏まえた上で第６回以降は授業毎に
イスラームに関わるテーマを採り上げて説明する。
学習到達度確認テスト60％（最終授業で実施する。持ち込み不可。講義内容の
理解度を確認する。西アジアの古代から現代に至る歴史的な流れを理解できて
いるか、イスラームの教義や西アジアの社会に関わる設問に対して自分の言葉
で説明できるかを問う）、授業課題40％（毎授業の終盤にその授業の内容に関す
る課題を出す。授業内容を理解出来ているか、自分なりの言葉で適切に説明で
きているかを問う）。

授業の進め方や注意点等、詳細については第一回授業で解説する。
受講を考えている人は、できるだけ受講すること。
また、高校で世界史をとっておらず、これまでも大学でイスラーム
関連の授業を受けたことはないが、本講義の履修を希望する人は、
以下の参考書の欄に挙げているイスラーム史の概説書を読んだ上で
授業に臨むことが望ましい。

レジュメを配布する。

イスラームの創始と展開，佐藤次高（編），山川出版社，
2010年
イスラーム―知の営み―，佐藤次高，山川出版社，2009年
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後期

2-4

西洋史基礎講義Ⅰ

山口 育人 2

イギリス現代史を通して理解する第二次世界大戦後
世界史の諸テーマならびに研究アプローチ

①第二次世界大戦後の世界史に関する諸テーマにつ
いて理解する。
②歴史学の研究アプローチ・研究手法を理解する。

イギリス現代史を包括的に検討しながら、政治、経
済、社会、文化、アイデンティティ、国際関係など
第二次世界大戦後の世界史における諸テーマを検討
し、それぞれのテーマについて、歴史研究における
主なアプローチ・手法を説明する。

・�各回ともテキストをまとめた「レジュメ」を作成して授業
に臨むこと。「レジュメ」の準備・適切さを評価する。

・�各回とも「授業のまとめ」を作成すること。「まとめ」の
適切さを評価する。

学習に重大な支障をきたしますので、教科書は必ず
入手してください。

イギリス現代史，長谷川貴彦，岩波書店，2017

後期

2-4

西洋史基礎講義Ⅱ

★久保 利永子 2

近世イギリスにおける共同体と経済

18世紀のイングランドにおける民衆の生活世界に注目
し、社会的事件の背景にある秩序とそれを支える経
済の仕組み、価値観、社会通念を理解する。

18世紀のイングランドでは食糧暴動が頻発していた。穀物
業者等に宛てた様々な脅迫状や民衆による市場の占拠や穀
物輸送船の拿捕、穀物の略奪といった具体的な面から考え
ると、こうした騒擾は飢えた民衆による「暴動」と呼べそう
だ。しかし、それは本当に飢餓で自暴自棄に陥った人々によ
る無秩序な暴力の爆発だったのだろうか。本講義では工業化
以前の民衆の生活世界を理解しながら、彼らの「集団行動」
とその根底にある慣習的価値観やルールを考察し、人々の生
活と市場（経済構造）の関係に対する理解を深める。

平常点40％（講義に取り組む姿勢や講義内容の理解
などを重視する）、期末レポート60％（課題に対して
必要かつ適切な情報に基づく議論を論理的に展開し
ているかを評価する）。

・�講義時に配布される各種プリントを積極的に活用
し、予習・復習を行うこと。

・�e-ラーニングシステムで配布される参考資料にも
適宜目を通すこと。

毎回プリントを適宜配布する

講義時に適宜紹介する

前期

2-4

西洋史基礎講義Ⅲ

★佐藤 專次 2

中世都市の形成と中世後期の都市社会

中世都市の形成、中世後期ドイツの都市社会の構造
ならびに都市民の日常生活を理解する。

11,12世紀から16世紀にかけてのヨーロッパ、とくに
ドイツ都市を対象に、都市共同体の形成、都市指導
層、ツンフトと手工業者、都市民の生活、乞食・娼婦
などの周縁集団、都市における犯罪について論じる。

学習到達度確認80％　講義内容を的確に理解し、かつそれを
正確に文章化できるかで判断する。
小テスト20％　講義内容について、感想・質問を書いてもら
う。それによって講義をいかに理解できているかを判断する。

高等学校の世界史Ｂの知識が前提となる。

なし

なし

後期

2-4

西洋史基礎講義Ⅳ

★山内 暁子 2

古代ギリシアの遺物と「復元」

古代ギリシア社会を学ぶことで自らを客観視する視
座を獲得し、史料に基づいた歴史像を持つようにな
ること

本講義では、古代ギリシア文明における遺物と復
元、またそこから得た知見による考察を試みる。歴
史学の基本である文献史料だけでなく、遺物や遺
跡、また図像などの「モノ」資料も多く取り上げる。
それによって現段階で史料から読み取れることを考
察し、さらなる展望について検討する。基本的な史
料解釈に始まり、新たな研究手法についても目を向
けながら、様々な歴史考察の可能性を考えてみたい。
授業中に出される課題２回（25点×２）と、最終課題（30点）を評価の中心としま
す。最終課題については、提出していない受講者は単位取得意思がないものとみ
なしますので、提出をお願いします。Google�Classroomで質問や感想を受け付
け、私が回答しつつ、ディスカッションになるようにしたいと考えています。「質
問・感想」も評価の対象（20点）ですから、書き込みをよろしくお願いします。

テキストは指定しませんが、参考文献は適宜紹介し
ます。また、PDFにリンクされている画像や動画と
いった関連資料を見ることで、学習内容を定着させる
ようにして下さい。

なし
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後期

2-4

西洋史基礎講義Ⅴ

★石田 信義 2

南欧とラテンアメリカの史的関連の理解、および社会
経済の歩みに関する総合史的分析

社会経済の歩みを理解する上で、対象地域の現在面
に関する知識に留まらず、広く日本との比較の視座に
立って物事の「源流」を総合的に辿る歴史的視野を
もつ。

歴史の見方と地域の社会文化的関連性についての総
合的理解を目的とし、南欧とラテンアメリカ地域との
史的関連および世界的展開をみていく。講義は、歴
史の方法、イベリア文化圏の特徴、ラテンアメリカの
概要、ケーススタディとしてのブラジル、の順に進
め、ブラジルへの日本人移民を含む人びとの移動過
程および今日的課題について講ずる。

学習到達度確認ならびに授業内小レポート記述内容に基づ
いて成績を総合判断する。小レポートは授業の進行状況に
応じて事前に指示する。ただし、出席日数が全回数の３分の
２に満たない場合は、原則として成績を評価しない。

講義内容のノートの整理とファイリングを常に心がけ
ること。各講義段階において紹介する主な参考文献
を可能な限り読み込んで、各自の研究の参考にする
こと。

プリント配布

ラテンアメリカ社会科学ハンドブック，ラテンアメリカ政経学会編，
新評論，2014
現代ブラジル事典，ブラジル・日本商工会議所編，新評論，2016
ブラジルの歴史，シッコ・アレンカール，明石書店，2007

前期

3-4

国際交流史特殊講義Ⅰ

高橋 博子 2

核時代を検証する：日米関係を中心に

核時代における日米関係を歴史的に理解し、史料の
検証方法について学ぶことができる。

本講義では広島・長崎の原爆投下や冷戦下で実施さ
れた米核実験について、米公文書（マンハッタン計
画文書・米原子力委員会文書・米国務省文書など）
と、被ばくした人々による証言に注目して検証する。
また2017年７月に国連で採択され、2021年１月に発効
した核兵器禁止条約など、核廃絶に向けての具体的
な動向について取り上げる。さらに米国における原
爆・核関連資料の状況について取り上げ、核の時代
における日米関係を理解する。
「核の戦後史」についてのレポート（40％）。「核時代を考える」についてのレ
ポート（40％）　そのほかコメント（20％）�
レポートの評価方法は以下の点を重視する。
・課題を読んでいるか　　　　　・自分の視点で論述しているか
・論拠を示し、説得力があるか　・歴史的探究心があるか

E-learning�システムに登録しておくこと。またネット
環境を整えておくこと。

核の戦後史，木村朗・高橋博子，創元社，2016年
核に縛られる日本，田井中雅人，角川書店，2017年
核兵器はなくせる，川崎　哲，岩波書店，2018年

後期

3-4

国際交流史特殊講義Ⅱ

川本 正知 2

中央アジアの歴史－中央アジアにおける国民国家の
成立－
中央アジア諸国は、1991年にソヴィエト連邦から「独立」して以来、世界のグローバル化のなか、様々な世界規模の経済的、政治的問題と直接
向かい合っていかなければならなくなった。ロシアの植民地時代とソヴィエト連邦時代を経て、中央アジアの国々はロシア語およびそれによる
ロシア文化を吸収することによって文明開化してきた。しかし、今も中央アジア諸国の大部分の人びとはイスラム教徒であり、依然としてトル
コ、イラン、アフガニスタンなどの西アジア諸国やインドと深いつながりをもつ。
　この講義では、中央アジアの民族、イスラム教、植民地化の諸相などの問題をあつかい、それらの問題の現状やその淵源をさぐり、私たち日
本人がそれにどのように向き合っていかなければならないかを考えるための基礎的な知識や情報を得る。また、最近中国政府による大規模な弾
圧がつたえられる中華人民共和国の新疆ウイグル自治区の ｢ウイグル人」についての基本的な情報を集めることも私たちには急務である。

中央アジアとは歴史的にいかなる地域であるかをさまざまな角度か
ら概説する。特に乾燥地帯としての生活の特徴、オアシスおよびオ
アシス都市のあり方、山間部および砂漠に住む遊牧民の生活、多く
の宗教共同体の存在など、今日の中央アジアとその歴史を考える上
において基礎的な知識をまず確認する。次に、それらの基礎的な地
理的概念の上に、1991年に独立した５つの「国民国家」について国
家、国民、民族、文化、伝統などの内容を明らかにしていく。次にこ
れらの基礎的知識を前提として、中国に属する新疆ウイグル自治区
のウイグル人問題、フェルガナ盆地の原理主義イスラムといったよ
うな中央アジアをめぐる今日的問題を解説する。

平常点50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿
勢を重視）
学期末のレポートによる学習到達度確認50％（中央アジアとは
どういった地域であるかを理解しているかどうかを評価する）

講義の内容を主体的に考える用意のない人は受講し
ないこと。講義は単に自らの勉強の入り口にすぎない
ことを自覚すること。

なし

現代中央アジア，オリヴィエ・ロワ著（斉藤かぐみ訳），白
水社，
中央アジアを知るための60章，宇山智彦（編），明石書店，
中央アジアのイスラーム，濱田正美，山川出版

後期

3-4

国際交流史特殊講義Ⅲ

山口 育人 2

「帝国世界」としての20世紀世界史

①20世紀世界史における諸テーマについて理解し、
説明できるようになる。
②歴史学の研究アプローチ・研究手法を理解する。

近現代の世界史は、ヨーロッパの膨張とそれに対する非
ヨーロッパ世界のリアクションがひとつの基調をなしていま
す。そして20世紀世界とは、①西洋（日本を含め）の対外
膨張が行きついた「帝国（支配）世界」が階層性を帯びな
がら暴力的に世界を覆い、②第一次世界大戦前後から「帝
国世界」が動揺し、③第二次世界大戦は「帝国世界」が紆
余曲折を伴いつつ解体した、そんな世紀としても理解でき
るのです。本授業では、こうした視角で書かれたテキストを
読み込みながら、20世紀世界史を考えてゆきます。

・�各回ともテキストをまとめた「レジュメ」を作成して授業に
臨むこと。「レジュメ」の準備度合いと適切さを評価する。

・�各回授業後、「授業まとめ」を作成すること。「授業まと
め」の適切さを評価する。

学習に重大な支障とならないよう、教科書は必ず入
手してください。

二〇世紀の歴史，木畑洋一，岩波書店，2014
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前期

3-4

国際交流史特殊講義Ⅳ

★久保 利永子 2

植物を通してみる人とモノの交流史

植物というモノの移動を通して、そこに関わる人的交
流、物質的交流を当時の社会状況との関係に照らし
て考察し、理解を深める

啓蒙の時代（18世紀）のヨーロッパでは科学的関心によっ
て国境を越えて結ばれた人的ネットワークが存在した。ス
ウェーデンのカール・リンネは精力的に植物分類体系の構築
に取り組み、彼の弟子たちは植物標本採集のために世界各
地へ旅立った。植物園は最先端の科学研究の舞台となり、19
世紀になると園芸業者やプラントハンター（植物採集者）が
世界を舞台に活躍するようになる。本講義ではヨーロッパ、
アジアなど異なる地域の人々が植物を通してつながり、モノ
やコトの交流が行われる様子を社会史的に考察する。

平常点40％（講義に取り組む姿勢や講義内容の理解
などを重視する）、期末レポート60％（課題に対して
必要かつ適切な情報に基づく議論を論理的に展開し
ているかを評価する）

講義時に配布される教材（プリント）を活用して積極的に予習・復習
を行うこと。
＊e-ラーニング経由で配布される参考資料も自主的に活用すること。

毎回、教材（プリント）を配布する

講義中に適宜紹介する

前期

3-4

国際交流史特殊講義Ⅴ

★長澤 一恵 2

「人の移動」よりみる近代日本

①日本現近代史の基礎的な知識や流れを学ぶ。
②�多様で重層的な社会構造や国際関係のなかで歴史を捉える相対化
の視点を養う。

③�現代社会の課題について、近代日本社会の形成とのつながりから
理解する。

明治維新後の開国による日本の国際社会への参加は、常に「人の移動」をとも
なうものであった。とくに日本「帝国」の形成の過程では、欧米、東アジア、
太平洋地域の諸社会との間で多くの人口が相互に移動し、移民、租界・租借
地、植民地支配といったかたちでの様々な社会接触を経験することとなる。講
義では、日本と深い関わりをもつ地域のうち、《沖縄・南洋諸島》地域を取り上
げて、日本帝国の内外に移動する人々を通して戦前期のアジア・太平洋の国際
関係について検討するとともに、「人の移動」とそれにともなう国籍、土地所有
権、教育権など諸権利の獲得や社会参加への取り組み、そして国際問題の解決
について具体的に考察する。
２つの祖国、複数の社会の間で揺れ動く人々の法的権利やアイデンティティを
探ることで、近代「国民国家」観念を相対化する視点をも養うことが出来るの
ではないかと考える。

学習到達度確認40％（試験を行い、講義内容から知識問題、史料問題、論述問
題など多角的に理解度を確認する）、授業中に提出する課題レポート30％（図書
館・資料館・博物館およびWebアーカイヴ調査などを利用して積極的に学習し
幅広い知識と深い理解を得たうえでレポートを作成する）、平常点30％（講義内
容をノートに取るなど集中して理解を深めること）、を総合して評価する。
授業は幅広い歴史事象を勉強するための入り口に過ぎません。興味を持った事
柄や問題は、歴史辞典や参考文献、博物館などを活用して自分自身でどんどん
学習を進めてください。また、世界史年表や地図を用意してこまめに確認するこ
とをおすすめします（出版社等の指定はとくにありません）。
☆彡
本授業は、教室での対面授業を予定していますが、コロナ状況によってはWＥ
Ｂ授業での実施に変更する場合もあります。

教科書は使用せず、授業プリントを配布します。

尚泰，川畑恵，〈日本史リブレット80〉�山川出版社，2019.7
現代日本と沖縄，新崎盛輝，〈日本史リブレット66〉�山川出版社，2001.9
新安保体制下の日米関係，佐々木隆爾，〈日本史リブレット67〉�山川出版
社，2007.7

前期

3-4

日本史特殊講義Ⅰ

井岡 康時 2

自治と自律の地域史－人びとのつながりの変容－

私たちを律している秩序意識の歴史的変容を理解す
るとともに、分断を克服した寛容な社会形成の可能
性について考える力をつける。

私たちは処罰されることを恐れて法を守っているの
か。違う！　守るべき規範があると理解しているか
ら、私たちは自発的に秩序に従うのだ。その意識はど
こから来るのか。近代を中心に日本社会が維持してき
た自治・自律の様相について歴史的に考察するととも
に、その行く末について考えてみたい。

質問に対する応答、コメントシートの記述などから授
業に対する積極性を評価する（30％）。期末レポート
の提出を求め、問題意識や論理的な展開などを総合
的に評価する（70％）。
テーマの関係から社会学、民俗学などの研究にも触れることになりま
す。幅広く文献を読んで授業に臨んでください。後期の日本史特殊講義
Ⅳ「差別と排除の地域史」と関連することが多いので、できればあわせ
て履修してください。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

担当者から資料を配付する

授業中に適宜指示する

前期

3-4

日本史特殊講義Ⅱ

渡辺 晃宏 2

二条大路木簡と天平時代の研究

長屋王家木簡と並ぶ一大木簡群である二条大路木簡
について検討して理解を深めるとともに、その性格
や背景を考えながら、二条大路木簡が生まれた天平
という時代の歴史的特質を探求する。
出土文字資料としての木簡の特質について概観した上で、
1988・89年に出土した74,000点に及ぶ木簡群である二条大路
木簡について、出土遺構と出土状況、木簡の年代、木簡の
内容（文書木簡、荷札木簡、習書木簡）、木簡群としての性
格（二条大路木簡と藤原麻呂宅・皇后宮）、芳野行幸と二条
大路木簡、二条大路木簡の歴史的背景、二条大路木簡の形
成過程、二条大路木簡と共伴した墨書土器、SK820出土木
簡と二条大路木簡の比較検討など、さまざまな観点から総
合的に検討してみたい。

学期末の試験またはレポートを主とし、出席状況を加
味して評価します。授業期間中に小レポートの提出を
求めることがあります。

テキストは特に使用せず、適宜資料を配布します。
木簡に関する最新の発掘調査成果を紹介するため、
内容を変更する場合があります。



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 76 ―

後期

3-4

日本史特殊講義Ⅲ

外岡 慎一郎 2

文献史料論の序章

文献史料へのアプローチについて基本知識を身につ
けること。

文献史料を、その形態・様式・機能によって分類
し、分類された史料ごとの特質を逐次論じていく。

対面授業と並行してe-learningに各回（第２講～第
14講）を掲示する。その総合点（素点合計）により
成績評価する。
授業欠席の場合は原則課題提出を認めないので注意すること。各回
課題の素点評価基準や、やむをえない欠席についての対応など、詳
細は初回授業日に連絡する（e-learningにも掲示）。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当
教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施
します。

各回ｐｐｔデータを用意する

新版古文書学入門，佐藤進一，法政大学出版局，2003
日本の修史と史学，坂本太郎，講談社（学術文庫），2020
日記で読む日本中世史，元木泰雄・松薗斉，ミネルヴァ書
房，2011

後期

3-4

日本史特殊講義Ⅳ

井岡 康時 2

差別と排除の地域史－共同幻想の軌跡をたどる－

人間関係のなかにしばしばあらわれる差別、排除など
の現象について、その背景や歴史などを深く理解す
るとともに、豊かな人権感覚を身につける。

容易に克服できない差別や排除の意識の歴史をたど
る。近現代の部落問題に多くの時間をあてることにな
るが、その理解を深めるために、前近代の社会史や
世界の多様な差別にも視野を広げ、多角的に解明し
ていく。こうした学びを踏まえて差別を克服する道筋
について考えを深めていきたい。

質問に対する応答、コメントシートの記述などから授
業に対する積極性を評価する（30％）。期末レポート
の提出を求め、問題意識や論理的な展開などを総合
的に評価する（70％）。
現代的な課題に直結する問題を扱うので、差別や排除に関する報道な
どには日頃から留意して読んでおいてほしい。前期の日本史特殊講義Ⅰ
「自治と自律の地域史」と関連するところが多いので、できれば合わせ
て履修してください。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

担当者より資料を配付する

授業中に適宜示す。

前期

3-4

日本史特殊講義Ⅴ

★安田 真紀子 2

伊勢参りからみる近世社会

史料を読み解く力を身につけ、伊勢参りの展開を通し
て、近世の社会構造に対する多角的な視点を養う。

江戸時代に爆発的に流行した伊勢参りに焦点をあ
て、具体的な史料から伊勢参りが発展した背景につ
いて考察し、近世庶民の社会観を見直す。

授業期間内に課すレポート70％（講義の内容を正確に把握し、問題
意識を持って自分の考えを適切に論じることができているかを総合
的に評価する）、授業中随時行う課題30％（基本的な語句の理解、史
料内容の理解など講義内容の理解度を確認する）によって評価する。

プリントを配布する

授業中に紹介する

後期

3-4

日本史特殊講義Ⅵ

★伊故海 貴則 2

近世近代移行期における日本列島社会の変容

①日本列島社会における近代社会化についての大ま
かな流れを理解できる。
②上記を通じて、現在の日本社会を歴史的な視座か
ら考えるための視点を養う。
19世紀後半の日本列島社会で生じた変革（明治維
新）は、社会体制から人々の考え方に至るまで、大
きな変容をもたらしました。
この授業では、近世から近代にかけて、社会のあり
方はどのように変容したのか。それにともない、人々
の結びつきのあり方や規範がいかに変わったのか
を、具体的な事例から検討していきます。その際、と
くに一人一票の多数決を備えた「議会」の導入が社
会に与えた影響に注目していきます。
①学期末レポートの提出（90％）
自身の考えを論理的に説明できているかが評価ポイントです。授業
内容を「学術的に批判」する積極的なレポートを期待します。
②コメントペーパーによる意見・質問の提出（10％）
意義のある意見・質問が寄せられた場合に加点します。

出席が前提であるため、出席点は取らない。
私語など他の受講生の迷惑や授業の妨げとなる行為
を行った者は、一度注意をされた段階で単位認定を
行わない。

毎回プリントを配布するため、使用しない。

日本近世の歴史６　明治維新，青山忠正，吉川弘文館，2012
日本近代社会史，松沢裕作，岩波書店，2022
明治維新を捉えなおす，奈良勝司，有志舎，2018
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前期

3-4

日本史特殊講義Ⅶ

★吉江 崇 2

日本古代の国家と政治―到達点としての摂関政治―

日本古代史における正確で幅広い知識を獲得すると
ともに、これまでの研究の流れを自分の力で整理し、
それらを客観的・批判的に把握して、自らの歴史像を
組み立てるための技術を習得する。

日本における古代国家の様相を政治史という側面か
ら把握し、古代日本の特質について理解することを目
的とする。摂関政治の全盛期ともいえる10世紀後葉
から11世紀前葉にかけての政治動向を取り上げ、先行
学説を紹介するとともに批判的に検証を行う。こうし
た作業を通じて、国家の様相やその変遷を客観的に
捉える視座を養うことを目指す。

講義内容のまとめを行う小レポートの提出およびその
成績40％、講義内容の理解及びそれに関する自身の
考えの獲得を論述形式で問う学習到達度確認60％

講義形式で授業を行う

摂関政治，古瀬奈津子，岩波新書，2011

後期

3-4

日本史特殊講義Ⅷ

★山本 祥隆 2

木簡と発掘調査から読み解く奈良時代史

日本史の中における奈良時代史の位置付けを考え
る。また、木簡と発掘調査成果を中心に据えた考察
から生きた歴史像を構築し、理解することを目指す。

日本史の中において古代、特に奈良時代史はユニークかつ
重要な位置を占め、研究対象として好適である。また、奈
良時代史を考究することは他の時代や地域の歴史に対する
理解の相対化や深化にも資する。本講義では、平城宮・京
跡出土木簡や講師が実際に携わった発掘調査の成果に基づ
き、より生き生きとした歴史像の構築を目指すことにより、
奈良時代史に対する理解を深めることを目標とする。また、
歴史の舞台となった奈良で学べる利点を活かすため、学外
実習も積極的に行うことを計画している。

期末に、古代史に関するレポートの提出を課す。自ら
課題を設定し必要な情報を収集できているか、自分
の考えを展開できているかなど、オリジナリティを評
価する。
テキストは使用せず、必要に応じて資料を講義の際に配布
する。
参考書等は下記以外にも適宜紹介するので、予習・復習等
に活用すること。
学外実習を３回程度予定しているが、必ずしも上記の回に
行うわけではない。

なし

平城京一三〇〇年「全検証」　奈良の都を木簡からよみ解く，渡辺晃宏，柏書
房，2010
木簡　古代からの便り，奈良文化財研究所編，岩波書店，2020
奈良の都の暮らしぶり�～平城京の生活誌～，奈良文化財研究所編研究所編，株
式会社クバプロ，2021

後期

3-4

日本史特殊講義Ⅸ

★酒匂 由紀子 2

日本中世後期研究の諸問題

中世後期に関する様々な分野の研究を史学史的に捉
えて研究史の構造を理解すること。及び、近年の研
究動向を理解することが目標である。

近年、日本中世後期の研究は目覚ましい進展を遂げ
ている。今そのような状況になっていることについ
て、この授業では、そうした研究がどのようにして
先行研究を乗り越えているのかということを検証す
る。また、論文における問題提起の意味を理解する
べく、実際に論文を読むことも行う。
授業で配布するレジュメには参考文献を記しておくの
で、読んでおくように。
評価は期末レポートにて行う。
レポートの評価基準は以下の通り
・講義の内容を理解しているかどうか
・課題文献を正確に読解できているかどうか
・�必要な情報を文献から収集し、自らの意見を表現できているかどうか
◎�毎回授業後にコミュニケーションペーパーの提出を課すが、そこで研究史上の大きな問題に繋
がる問題提起や考察を論じた者には、期末レポートの点数に加点を行う。

６回以上欠席した者には単位を出さない。
新型コロナウイルス流行の関係で対面授業ができな
くなった際には、Zoomで授業を行う。
スマホ・タブレット等で授業を受講する際は、あらか
じめ音声が聞こえるように調整しておくこと。

無し

論点・日本史学，岩城卓二 他編著，ミネルヴァ書房，2022
日本中世史入門�:�論文を書こう�（増補改訂新版），秋山哲雄 他編著，勉誠出版，
2021
荘園研究の論点と展望 :�中世史を学ぶ人のために，鎌倉佐保 他編著，吉川弘文
館，2022

前期

3-4

東洋史特殊講義Ⅰ

★安田 純也 2

朝鮮半島の宗教史

（1）朝鮮史の研究動向と手法を習得する。
（2）歴史を多角的にとらえる見方を身につける。

この授業では、朝鮮半島の歴史の展開を振り返る
が、今年度は前近代の宗教史を取り上げる。朝鮮
半島に限らず、前近代は「宗教の時代」と言っても
過言でないほど、宗教は当時の社会と密接な関係を
持っていた。授業では、韓国、日本の学界における
研究成果を踏まえつつ、前近代の宗教史について論
じる。

小テスト40％
２回行う。理解度と説明能力を審査する
レポート20％
１回課す。指定の文献を踏まえ、まとめる能力などを審査する
上記以外40％
質問、宿題など

必ず初回から出席すること（ノート持参）。
教員への連絡方法は、初回のレジュメに掲載する。
前年度の東洋史基礎講義Ⅲを履修した上で受講する
ことが望ましい。未履修の場合には、参考書（田中俊
明『朝鮮の歴史』等）を一読した上で受講すること。

朝鮮の歴史，田中俊明，昭和堂，2008
韓国仏教史，金龍泰，法蔵館，2017
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前期

3-4

東洋史特殊講義Ⅱ

★飯田 祥子 2

中国古代の王朝交替期における政治と社会

中国古代における、王朝交替期の政治と社会の変動
について、史料と研究史に基づいた理解をする。王
朝や政権の交替・変動期における政治や社会の動き
を、先行研究に基づいて整理できるようになる。
日本の歴史に親しんできたものにとって、中国の歴史とは、王朝が
興亡することが一つの特徴であるように思える。なぜ中国では、王
朝が成立しては滅亡するのだろうか？またこのような政治や社会の
混乱期について考察する上で、どのような問題に注意すべきなのだ
ろうか？この授業では、古代の王朝交替期である、前漢末期から後
漢成立期（前１世紀後半～後１世紀前半）、および後漢後期・末期
（後２世紀後半～３世紀初）を中心に、『漢書』『後漢書』『三国志』
等の歴史書に基づいて、王朝・政権の興亡を担った人の動きに注目
して、政治と社会の状況を考察する。中国古代の事例を理解するこ
とによって、受講生各自の関心・研究課題への理解を深めていって
ほしい。なお配布資料に掲載する史料は漢文原文と現代日本語訳を
用いる。

平常点（授業時提出物）30％…語句クイズ（前回授業の理
解度）、コメント（問題意識・意欲）
小テスト（第15回実施予定）20％（基本的な語句の理解度）
レポート50％（到達目標の達成度）

初回ガイダンスで、受講における注意事項や、成績
評価方法などについて説明する。欠席すると不利益
になる可能性がある。板書の撮影は禁止する。なお
欠席届を提出しても、評価には影響しない。

なし

秦漢帝国，西嶋定生，講談社，1997
王莽―儒家の理想に憑かれた男，東晋次，白帝社，2003

後期

3-4

東洋史特殊講義Ⅲ

★阿久根 晋 2

東アジア世界をめぐるイエズス会士群像

東アジア各地の政治・社会・交易状況を踏まえつ
つ、イエズス会のカトリック布教史を俯瞰的かつ多面
的に捉える。テクストおよびヴィジュアル史料の成立
背景、特色、アジア史研究への活用法を知る。
いわゆる「大航海時代」、ポルトガルとスペインがアフリ
カ・「新世界」（アメリカ）・アジアの各地で勢力拡大を図る
なか、カトリックの諸修道会も海外ミッションの推進に努め
た。なかでも新興のイエズス会は、活動領域の広がり、先
駆的な布教戦略と通信システム、残した記録の豊かさなど
の点でユニークな存在であった。本講義では、16・17世紀の
東アジア世界におけるイエズス会士の多面的な活動を追い
かけ、そこで見られた東西文化の接触・衝突・融和につい
て探究する。

＊�平常点40％…コメントシートの記入、授業への積極的参加
（発問への応答など）

＊�期末レポート60％…独自のテーマ設定、課題解決に向けた適
切な文献の活用、全体の構成・叙述面などの観点から評価

＊�近世中国・日本・東南アジア史、とくにヨーロッパ勢力と
の関係史について、既習事項を確認しておくこと。

＊�各回の授業で紹介する参考文献から授業内容の理解を補
いつつ、レポート作成の準備を進めること。

＊４回以上の欠席は成績評価の対象外となる。

配布資料とプレゼンテーションスライドを使用

近世の帝国の繁栄とヨーロッパ（アジア人物史�第７巻），青山亨ほか（編集），集
英社，2022
イエズス会と中国知識人（世界史リブレット109），岡本さえ，山川出版社，2008年
洋学史研究事典，洋学史学会（監修），思文閣出版，2021

後期

3-4

東洋史特殊講義Ⅳ

★谷口 淳一 2

13-14世紀の西アジア

政治・軍事、国家体制、社会の諸相に目を配りなが
ら、13-14世紀のエジプトとシリアを中心に西アジア史
の基本的な流れを把握し、この時代の歴史的な位置
づけを理解する。
西アジアでは、10世紀にアッバース朝国家が解体した後、
新たな国家や社会のしくみが形成されていった。マムルーク
朝時代の前半にあたる13世紀後半から14世紀は、その新た
な国家体制と社会のしくみが一通り完成をみた時期にあた
る。本講義では、この時期におけるエジプトとシリアの歴史
を、政治、軍事、国家体制、社会など複数の側面から論じ
る。ただし、それ以前の時代との関係の理解を深めるため
に、最初の3回は、イスラームが創始された７世紀から13世
紀に至る西アジア史の概略を説明する。

毎回の授業に関する論述100％。授業内容を正しく理
解しているか、論題に沿った内容となっているか、自
分の考えを示しているか、適切な表現を用い達意の
文章となっているか等を評価する。

高等学校の「世界史Ｂ」で学ぶ程度の内容について
は、説明を省略または簡略化することがある。

毎回、授業内容の梗概（レジュメ）を配布する。

岩波イスラーム辞典，大塚和夫ほか，岩波書店，2002
新イスラム事典，日本イスラム協会ほか，平凡社，2002

前期

3-4

西洋史特殊講義Ⅰ

★坂元 正樹 2

西洋における娯楽の発達　～大衆化と商業化～

19世紀前後における娯楽の発達と多様化についての
知識をひろめながら、多様な娯楽が氾濫する現代に
生きる人間として、娯楽についての見識を深める。

本講義では、西洋で18世紀後半から20世紀初頭にかけ
て発達していった各種の娯楽について、それらを成り
立たせた社会的背景、技術（テクノロジー）の発達、
興行や芸術活動の発展、などのテーマと関連づけつ
つ、紹介していく。
また、講義全体を通して、近現代日本の話題も随時取
り上げる。過去の娯楽について考えることを通して、
現代における娯楽について考えを深める力を養う。
レポート：40％（授業内容を踏まえた上で、自分なりの問題
意識からテーマを設定して、調査・論述してもらう。）
平常点：60％（毎回、授業内容に沿った簡単な課題を提示
する。）

特になし

毎回プリントを配布する。

適宜授業中に提示する。
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後期

3-4

西洋史特殊講義Ⅱ

★佐藤 專次 2

中世ヨーロッパにおける誓約団体の展開

誓約団体の展開を通してヨーロッパ中世社会の特質
を理解する。

ヨーロッパ中世に現れる多様な社会集団は、しばしば誓約を
媒介して成立した。その初期においてはフランク王国の在
地ギルド、中世盛期以降になると都市・農村のコミューン、
教師・学生の共同体である大学も誓約団体であり、さらにス
イスという国家そのものも誓約団体から始まっている。ヨー
ロッパ中世では、このような誓約団体（コンユラーティオ）
の広範囲な展開からギルド、都市共同体、大学、国家など
独特な制度が生まれた。講義では、中世における誓約団体
の展開について論じ、誓約とはヨーロッパ中世の人々にとっ
て、どのような意味を持っていたのかについて述べる。

学習到達度確認80％　講義内容を的確に理解し、かつそれを正
確に文章化できるかで判断する。
小テスト20％　ほぼ毎回、講義内容について感想・質問を書い
てもらう。これによって，講義をいかに理解したかを判断する。

高等学校の世界史Ｂの知識が前提になる。

なし

なし

後期

3-4

西洋史特殊講義Ⅲ

★久保 利永子 2

近代イギリスにおける探検の社会史

19世紀イギリス社会において熱狂的に支持されたふ
たつの探検（北極探検・アフリカ探検）の社会史的
意味を理解する。

大きな変革を経験した19世紀、イギリス人は世界各地でさ
まざまな形の「探検」を行っていた。こうした探検は「文明
化の使命」、「科学への貢献」といった美しいスローガンとと
もに圧倒的な社会的支持を獲得していた。本講義では、と
くに北極探検とアフリカ探検に注目し、そのような探検事業
の本質と社会的意味、それを支持した19世紀のイギリス社
会について理解を深め、さらには科学と政治の関係、他者
理解、ナショナリズム、帝国主義、ジェンダーといった今日
的な問題についても言及する予定である。

平常点（受講態度、講義コメントなど：40％）とレ
ポート（60％）から総合的に判断する。

＊�講義時に配布されるプリントを活用して積極的に予
習・復習を行うこと。

＊�授業形式によって（対面式かWEB方式か）、内容
に多少の変更が生じる可能性があります（その場合
はポータルサイトで掲示します）。

毎回プリントを配布する

講義中に適宜紹介する

前期

3-4

西洋史特殊講義Ⅳ

★山内 暁子 2

古代ギリシアにおける奉納と儀式

古代ギリシア社会を学ぶことで自らを客観視する視
座を獲得し、史料に基づいた歴史像を持つようにな
ること

本講義では、古代ギリシア文明における様々な儀
式や祭典について、奉納という観点から考察を試み
る。歴史学の基本である文献史料だけでなく、遺物
や遺跡、また図像などの「モノ」資料も使用する。
それによって現段階で史料から読み取れることを考
察し、さらなる展望について検討する。基本的な史
料解釈に始まり、新たな研究手法についても目を向
けながら、様々な歴史考察の可能性を考えてみたい。
授業中に出される課題２回（25点×２）と、最終課題（30点）を評価の中心としま
す。最終課題については、提出していない受講者は単位取得意思がないものとみ
なしますので、提出をお願いします。Google�Classroomで質問や感想を受け付
け、私が回答しつつ、ディスカッションになるようにしたいと考えています。「質
問・感想」も評価の対象（20点）ですから、書き込みをよろしくお願いします。

テキストは指定しませんが、参考文献は適宜紹介し
ます。また、PDFにリンクされている画像や動画と
いった関連資料を見ることで、学習内容を定着させる
ようにして下さい。

なし

前期

2-4

史料研究Ⅰ（一）

村上 紀夫 2

近世古文書の整理・保存と取り扱いを学ぶ

１）実物資料に直接触れ、適切な取り扱い方を身につける。
２）古文書の目録作成の基本を身につける
３）くずし字で書かれた古文書の読解の基礎を身につける

資料の整理や展示作業を行う。大阪人権博物館での
15年にわたる学芸員としての勤務経験に基づき、博
物館などの文化財を扱う現場で必要とされる実践的
な資料取り扱いのスキルを本学所蔵資料をつかって
実習形式で学ぶ。
ただし、新型コロナウィルス感染状況により実習形式
での授業ができない場合は講義形式にするなど授業
形態を変更する可能性がある。
史料取り扱いの習熟度（60％）……適切な取り扱い方を身につけられたか、古
文書の目録作成の基本が身につけられたか、くずし字で書かれた古文書の読解
の基礎を身につけられたか　の３点を受講態度（積極性）や実習における資料
取り扱いの習熟度、作成した目録カードの完成度などによって評価する。
小テスト（40％）各回実施する復習の小テストの結果により、基本的事項がどの
程度身についているかで評価する

実物資料の取り扱いに相応しい服装や格好、態度でのぞむ
こと。詳細は講義初日に説明。史料所蔵機関や所蔵者宅で
の調査を想定した授業なので遅刻厳禁。この科目は、実務
経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、博
物館の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

特に使用しない

古文書はいかに歴史を描くのか，白水智，NHK出版，2015
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後期

2-4

史料研究Ⅰ（二）

渡辺 晃宏 2

日本古代の木簡を読む

日本古代の木簡について、文字の解読、および史料
の読解力の向上のほか、資料としての木簡を総合的
に理解できるようになることをめざす。

木簡の写真を用いた文字の解読や内容の検討、図版
作成などを行います。本物の木簡は扱えませんが、
実際に平城宮・京跡の発掘調査と木簡の整理・解読
に従事してきた経験をふまえ、史学科所蔵のレプリカ
も活用しつつ、木簡の見方、調べ方、取り扱い方な
どの基礎的かつ実践的な授業を行います。
実際に作業を行いつつ授業を進めます（可能ならば
数人ひと組の班ごと）。教員やＴＡの助言を得た自発
的学習と、創意工夫に溢れる取組みに期待します。

受講態度、作業における積極性、提出物（第14・15回
で作成する図版と解説文）の内容などに基づいて、
総合的に判断します。

必要な資料をその都度配布します。
受講できる学生数に限りがあります（30名以内）ので、予備登録を
行ったうえで受講生を決定します。予備登録については、ガイダンス
や掲示にしたがって遅れないようにしてください。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教
員が、企業や団体の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

木簡�古代からのたより，奈良文化財研究所編，岩波書店，
2020

後期

2-4

史料研究Ⅲ

足立 広明 2

古代ギリシア語に親しむ。

古代ギリシア語の文字と簡単な文法を習得する。

ヘレニズム・ローマ時代の共通語として広まったコイ
ネー・ギリシア語を新約聖書のギリシア語を中心に、
古典時代の文学・哲学作品なども交えて学ぶ。半期
なので文字と簡単な文法習得を目標に、各時代の名
文句に親しみ、それを生み出した歴史的背景への想
像力を育む。

毎回の授業で学生による課題板書や暗唱を行い、そ
の結果の集積による総合的評価とする。

ゼロから少しづつ段階を踏んでステップアップしてい
く授業となるので、休まず受講することが第一条件と
なる。

ギリシャ語練習プリント，河島思朗，小学館，2017

授業中に指示する
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前期

1

基礎演習Ⅰ（一）

岩崎 敬二 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第 IV部では
２回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導
を行います。第V部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（二）

北岡 一弘 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第 IV部では
２回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導
を行います。第V部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（三）

武田 一郎 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第 IV部では
２回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導
を行います。第V部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（四）

★大町 公 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と
大学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と
学びの技法を習得する意欲を持つことが求められます。
大学での学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える
自律的な態度が求められます。本科目では、新入生に対
し、このような姿勢と技能を習得するための指導を行い
ます。具体的な授業内容は以下の通りで、第 IV部では
２回程度のレポート作成・提出を求め、添削による指導
を行います。第V部では口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。

・�１年次生は受講クラスが指定されています。指定さ
れたクラスの時間割に従って受講してください。

・�ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情
報機器の基本操作について分からないときは、情
報処理センターのサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 82 ―

後期

1

基礎演習Ⅱ

羽佐田 紘大 2

地理学研究と社会との結びつきを理解する。

地理学研究の成果や方法が、どのように社会と結び
ついているかを理解するとともに、卒業後の進路に
ついて考える。また、目標とする進路に向けて、必要
となる知識と技能を理解する。

さまざまな企業の関係者によるリレー方式の講義を受
けるともに、講師から提示された課題に取り組む。

毎回の授業で配布する「レポート用紙」の記述内容
を基に評価する。

外部講師は企業の採用にかかわる人も多い。受講態
度が将来に影響する可能性もあるので気を引き締め
て受講すること。なお、授業の順番は本シラバス作
成時における暫定的な順番であり、先方との調整に
よって順番が大きく入れ替わる可能性がある。

前期

1

地理学入門

羽佐田 紘大 2

地理学の多様性について知る。

各教員の研究内容を知り、大学在学中における研究
テーマのイメージをつかむ。

地域創生コース、地域環境・防災コース、歴史・文
化コース、データサイエンスコースの４つのコースご
とに、地理学科の教員らがそれぞれのコースの特徴
やゼミについて紹介する。この授業を通して、大学四
年間での研究テーマについてのイメージを持つ。

毎回の授業終了時に講義内容の理解度を確認するコ
メントシートを配布し、そのコメントシートの内容に
ついて評価を行う。

通年

1

地理学実習（一）地理学実習（二）
地理学実習（三）地理学実習（四）

三木 理史　土平 博
芝田 篤紀　酒井 高正 2

地理学研究の基礎的な知識と技能

地理学研究にとって必要な基礎的技能の習得をめざ
す。

地域の諸現象をとらえるために必要な地域の概念、
地域の分類、地域的分布に関する基礎知識を理解
しつつ、地理学研究において必要となる基礎的な技
術・方法を習得する。（一）～（四）を４名の教員が
担当する。また習得した技術や方法を応用して地域
調査レポートに取り組む。以下の通り実施する（オン
ラインでの実施を含む）。

毎時間の授業時の取り組み状況と課題を総合して４
名の担当者が評価する。説明内容にしたがって１年間
履修すること。ガイダンスで具体的な評価方法は別
途説明する。

年度当初のオリエンテーションおよび第１回目の授業
で日程および「進め方を説明する。説明内容にした
がって１年間履修すること。

ジオ・パルNEO－地理学・地理学便利帖－，野間晴雄ほ
か，海青社，2017

前期

1

人文地理学Ⅰ

稲垣 稜 2

地域は多様な姿を見せているが、そうした様々な地
域事象についての人文地理学的な見方を提示する

私たちが生活している「地域」とは、一見、何の規則もなく
存在しているように見えるが、その成り立ちにはさまざまな
背景がある。そうした点を理解し、授業で得た知識や技能
を柔軟に再構成して活用することができるようにする。

現代社会は、多様であると同時に共通性も持っている。
こうした事象を理解しようとすると、非常に多岐にわたる
点を理解しなければならない。間口が広いといわれる地理
学は、どこから入っていけばよいかにとまどう場合もある
が、この授業では、地理学に入門するにあたって、特に理
解しておいた方がよいと思われるテーマを厳選し、基礎的
な事象を中心に取り上げる。具体的には、この授業では、
人口、小売業、サービス業、国土政策・地域政策、地域調
査、地形図などをテーマに人文地理学的な考察を行う。

「授業内での課題（小テスト）」をもとに総合的に評
価する。

現代社会の人文地理学，稲垣稜，古今書院，2014
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後期

1

人文地理学Ⅱ

稲垣 稜 2

地域は多様な姿を見せているが、そうした様々な地
域事象についての人文地理学的な見方を提示する

私たちが生活している「地域」とは、一見、何の規則もなく
存在しているように見えるが、その成り立ちにはさまざまな
背景がある。そうした点を理解し、授業で得た知識や技能
を柔軟に再構成して活用することができるようにする。

現代社会は、多様であると同時に共通性も持っている。
こうした事象を理解しようとすると、非常に多岐にわた
る点を理解しなければならない。間口が広いといわれる
地理学は、どこから入っていけばよいかにとまどう場合
もあるが、この授業では、地理学に入門するにあたっ
て、特に理解しておいた方がよいと思われるテーマを厳
選し、基礎的な事象を中心に取り上げる。具体的には、
都市、郊外、観光、交通、工業、資源・エネルギー、地
域調査などをテーマに人文地理学的な考察を行う。

「授業内での課題（小テスト）」をもとに総合的に評
価する。

現代社会の人文地理学，稲垣稜，古今書院，2014

前期

1

自然地理学Ⅰ

羽佐田 紘大 2

自然地理学の基礎の習得

１.�地球表層環境の特徴を理解できる。
２.�自然と人間とのかかわりを考えることができる。

本講義は、地形、気候、水文、植生、土壌など、自
然地理学の基本的事項を概説していく。講義中に多
くの図や写真を示し、視覚的に理解できるように努め
る。

平常点（講義中の姿勢・態度やコメントシートの記載内容を
重視）、講義中に行う小テスト（基本的な内容を理解してい
るかを確認）、学習到達度確認（講義内容を正確に把握でき
ているかを確認）を基に総合的に評価する。

毎回教材をe-Learningで配布する。プロジェクター
で投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにくいた
め、ノートPCやタブレット等を持参し、各自教材を
閲覧しながら受講することが望ましい。

毎回教材をe-Learningで配布

適宜紹介

後期

1

自然地理学Ⅱ

羽佐田 紘大 2

第四紀における自然環境の理解

１.�さまざまな地域の自然環境の成り立ちや特徴を把
握し、人々との関係を理解できる。
２.�身近な自然環境について調べ、考察することがで
きる。

本講義は、第四紀における自然環境の変化や成り立
ち、人々の暮らしとの関係について紹介していく。講
義中に多くの図や写真を示し、視覚的に理解できるよ
うに努める。

平常点（講義中の姿勢・態度やコメントシートの記載内容を重視）、
講義中に行う小テスト（基本的な内容を理解しているかを確認）、レ
ポート（文章表現がきちんとしているか、独創的であるか、正確に情
報収集できているか、論理的に述べているかを重視）を基に総合的
に評価する。レポートはe-learningを通じて第14回までに提出する。

毎回教材をe-Learningで配布する。プロジェクター
で投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにくいた
め、ノートPCやタブレット等を持参し、各自教材を
閲覧しながら受講することが望ましい。

毎回教材をe-Learningで配布

適宜紹介

前期

1

地誌学

古関 喜之 2

地誌学の視点と方法論的特徴について学ぶ。日本の地域
像について理解を深め、地域の特性（地域性）を考える。

１．地誌学の視点と方法論について理解できるようになる。
２．フィールドワークの方法と意義について理解できるよ
うになる。
３．日本を地誌学的に理解できるようになる。
地誌学の方法論的特徴を学んだ後に、地誌学的学習の第１歩
としてのフィールドワークの実践法について解説し、日本の地
域性について総合的に学習する。内容は日本の地誌を中心と
し、後半で地域による違い（地域差）を学ぶために同じ東ア
ジアの中国を取り上げる。各地域の地誌では、人口、風土、
自然、災害、文化、環境と生活を概観したのち、国土開発、
生業と産業、余暇と観光、地域活性化を中心に地域の経済発
展について論じる。講義では、映像資料を見せながら、受講
生が具体的に講義テーマを理解できるように努める。

平常点50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、
授業内小テスト）、学習到達度確認50％（講義の内容
を正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価
する。
授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコ
メント等を活用し、理解度を把握しながら双方向的な授業
を行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、
相当時間の勉強が必要となる。なお、出席は単位認定の前
提であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。

使用しない

適宜紹介する
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前期

1

地図学基礎

土平 博 2

地図利用に必要な基礎知識

地図に基礎用語の正しい理解と地図利用の際に気を
つけなければならない最小限度の知識を正しく理解
すること。

地図は、地理学を志す者にとって地域や空間を理解するための
重要な資料である。まずは地図の概念を知ることからはじめる。
そのうえでさまざまな地図があることを知り、利活用するために
必要な知識を習得していく。これまでは、紙地図の知識を習得し
ていれば良かったが、近年、地図作成の過程と成果物には大き
な変化がみられる。私たちは、これまで膨大に蓄積されてきた
紙地図と近年普及した電子地図をそれぞれ相互に利活用する必
要がある。それぞれの基礎的な知識をもち、使い分けていく必
要があろう。この講義は、作業を重視する「地理学実習」と関
連づけながら、地図の基礎知識を学習していく内容である。
平常点30％（簡単な質問に対する回答や授業への積極的な取り組みを
重視する。）、課題及び小テスト30％（基本的な用語や講義内容の理解度
を確認する。）、学習到達度確認40％（地図活用にむけた基礎知識が正
しく理解できているかどうかを評価するために基本概念や語句の理解を
問い、かつ論述形式による総合的な理解を問う。）によって評価する。

期間中、指定教科書、事前配付資料、事後配付資料
を相互に見比べて総合的な理解が必要である。博物
館や資料館、また、WEB上で公開されている絵図や
地図の事例を積極的に見ることは授業内容の理解を
一層深めることになる。

ジオ・パルNEO－地理学・地域調査便利帖－，野間晴雄ほ
か，海青社，2017年

前期

2

地理学講読・調査法（一）

羽佐田 紘大 2

地理学に必要な基礎的スキルの習得

文献を探して読む、資・試料を分析・解析する、図
表を作成する、成果を報告・発表する力を身につけ
る。

地理学の文献の探し方や読み方、調査方法を学んで
いく。また、文献紹介を通して、プレゼンテーション
能力を養っていく。なお、前期または後期のどちらか
で小巡検を実施する。

授業への参加度や発表、討論、課題など、日頃の取
り組みを基に総合的に評価する。小巡検の参加を必
須条件とする。

授業時間以外の作業も必要である。主体的な行動を
心掛けるとともに、ほかの受講生や教員との対話を
積極的に行ってほしい。また、無断欠席は厳禁とす
る。小巡検の日程や行き先等については授業中に指
示する。

適宜配布

適宜紹介

前期

2

地理学講読・調査法（二）

木村 圭司 2

地理学の文献の探し方や読み方、発表方法などを学ぶ。また、実際
に論文を読んで理解し、説明できる力をつける。さらに、基本的な
統計解析やGIS・リモートセンシング・現地調査手法といった、地
理学を学ぶ上で基礎的な調査法を習得する。　

地理学を研究する上で必要となる論文を探して読む
力、GISやリモートセンシングの基礎的な利用方法、
統計解析方法、発表など表現方法に関して体得する。

受講生と相談の上、対面ゼミだけでなくリアルタイム
web授業にすることもある。
地理学の基礎的な内容の文献を講読することに加
え、作図に必要なGISやリモートセンシングの利
用、統計データの基礎的処理方法を学ぶ。

授業への参加度や取り組みなど日頃の取り組みと発表・レポートに
より総合評価する。無断欠席・遅刻した場合には、単位を与えない
ことがある。特に発表日の無断欠席・遅刻は大幅な減点とする。ま
た、小巡検に参加しなかった学生は評価の対象としない。

授業時間以外の予習、事前・事後の作業などが必須
である。小巡検には必ず参加すること。日程・調査内
容・行先などについては授業中に指示する。

特になし

特になし

前期

2

地理学講読・調査法（三）

稲垣 稜 2

地理学的調査のための基本的な手法、技術をマスターす
る。聞き取り調査、フィールドワーク、パソコンによる分析
などを行う。
各自が問題意識をもち、自分で地理学的な問題解決
ができるようにする。また、問題を正しく把握し認識
する能力を身につけられるようにし、それを他人に対
して正確に伝えられるようにする。

各自がテーマを設定し、それに関わる文献を収集し内
容を整理し、最終的には現地調査とそのレポートを完
成させていく。学術論文の精読、フィールドワーク、
文献検索、パソコンの利用、統計の利用、調査手法
についての演習を行う。特にフィールドワークと聞き
取り調査は、地域の実態を理解するのに不可欠であ
り、主体的に取り組む必要がある。

授業への参加度、レポート等で評価する。授業への
参加度とは、各自の発表の内容、プレゼンテーション
の仕方、他の学生の発表に対する質疑応答などに、
積極的に参加しているか、である。

授業への参加度、レポート等で評価する。

なし

なし
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前期

2

地理学講読・調査法（四）

古関 喜之 2

農村・農業分野に軸足を置きつつ、人文地理学全般に関わる
文献の探し方や読み方、発表方法を学ぶ。人文地理学の学
術論文を取り上げ、読む力をつけるとともに調査法も学ぶ。
１．地理学研究をするうえで必要となる論文を探して
読む力、発表する力を体得することができる。
２．地域調査のための調査法を体得することができ
る。

地理学の学術論文の探し方や読み方、発表方法を学
ぶ。「論文・本やデータを読む力、読んだ内容をレ
ジュメにまとめる力、まとめた内容をわかりやすく発
表する力、議論する力」といった３年生以降のゼミ
や卒業論文を書くときに必要な技術を習得する。ま
た、地域構造や地域特性把握のための基本的な地域
調査法を学ぶ。

授業への参加度（議論に積極的に参加しているか）
および発表の出来、提出されたレジュメの内容、課
題・レポートなどを総合的に評価する。

授業の前・後の作業課題をこなすことや、論文を読
んでおくことが必須である。毎回出席し主体的に行動
し、３年次以降につなげていってほしい。

使用しない

適宜紹介する

前期

2

地理学講読・調査法（五）

土平 博 2

文献収集と地域調査の方法

文献の収集と講読、地域調査法の習得

地域調査時に必要な知識や技術を段階的に習得して
いく。まずは、対象地域の設定や地理的な基礎情報
の入手方法、地図・空中写真の扱い方、文献の読み
方やまとめ方を身につける。そのあと、現地で行う景
観調査、アンケート・聞き取り調査の方法、地域統計
の扱い方や留意点について知識や技能を高める。以
下の通り実施する。

報告や討論、課題などによる日頃の取り組みと巡検
の活動内容によって総合的に評価する。

期間中、日帰り（一日巡検）を実施する。

ジオ・パルNEO－地理学・地域調査便利帖－，野間晴雄ほ
か，海青社，2017年

適宜紹介する。

前期

2

地理学講読・調査法（六）

三木 理史 2

観光・交通分野に軸足を置きつつ、人文地理学全般
に関わる文献検索方法と、その活用を通じた報告方
法を修得する。
受講生は、文献講読を通じたゼミ報告形式の修得と併せてコ
ミュニケーション能力の上達に努めると同時に、ＰＣを用いたサ
ンプリングと調査法、質問票作成などの地域調査の基本的能力
を身につける。また自立的で意欲的な学習態度が必要である。

文献取扱の基礎を修得する。前期は論文作成法を輪
読し、学術論文の選定と内容に関する報告を行う。
そのなかで交通地理学に関わる地域間移動と相互作
用、ネットワーク分析等にも言及する。また、後期は
地理学の基本文献を輪読し、そのなかで分析方法に
言及する。小巡検の行き先は大阪市内で４～５月の連
休期間中の予定である。

報告・討論（講義中での質問）を平常点として50％
評価し、それにレポート50％の評価を加えて評価す
る。３分の２以上の出席を必須条件とする。

講読とはあくまで学生が「主体的に行動する」ことを
基本としたゼミのプレ形式授業であることを認識した
うえで受講すること。

最新版　大学生のためのレポ－ト・論文術，小笠原喜康，
講談社（現代新書），2018年

ジオ・パルNEO�―�地理学・地域調査便利帖，野間晴雄ほ
か，海青社，2017年

前期

2

地理学講読・調査法（七）

酒井 高正 2

地理情報技術を活用した地理学文献講読と地域調査
法の基礎

文献収集から地域調査さらに調査結果分析まで、地域調査
の一連のプロセスのうち、前半の文献収集から地域調査の
計画立案までの段階を、インターネットやGISを含む地理
情報技術を利用しつつ実践する力を習得する。

文献の利用についての知識や技能を習得したのち、
各自が読んだ文献についての報告を中心に、文献の
読解の訓練を行う。あわせて、地域調査の方法のう
ち、文献調査を中心にさまざまな技法を身につけて
いく。

平常点100％（受講態度の適切性、発表内容の適切性
と充実度、質疑応答への参加状況、提出課題の適切
性と充実度などにより評価する。）

地理学分析・表現法（七）［後期］との組み合わせ受
講とし、両科目のいずれかの中で日帰り巡検を実施す
る。

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のハンド
アウトを配布する。

ジオ・パルNEO�―�地理学・地域調査便利帖［第2版］，野
間晴雄ほか編著，海青社，2017
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前期

2

地理学講読・調査法（八）

芝田 篤紀 2

自然地理学、地理情報科学全般に関わる文献・情報
の収集方法と、その活用をふまえた地域調査

文献の講読、紹介を通じて、論文を探して読む力と
地域調査の基本的能力を身につける。

文献の利用についての知識や技能を学び、各自が収
集した文献についての報告を中心に授業を進める。
後半は地理情報を活用した地域調査法も学ぶ。

受講態度、発表内容、質疑応答への参加状況、提出
課題の内容などにより総合的に評価する。

特に無断欠席や発表日の欠席については、大幅な減
点とする。
年度内に日帰り巡検を実施する（必須）。

特になし

適宜提示する

前期

2

地理学講読・調査法（十一）

武田 一郎 2

地理学を学ぶために必要な基礎的手法

文献の入手方法や読み方を知る。また、旧版地図を
含む各種地図および空中写真の入手方法と利用法を
身につける。

地理学関連の専門書や論文の入手方法と読み方を紹
介する。また、実体視の原理と空中写真の利用方法
を説明する。さらに、地図の見方・利用方法（地図の
基本的な知識、断面図や水系図の作成方法、新旧の
地図の比較の方法など）に関する実習を行う。

授業への参加状況および提出物や発表内容などにつ
いて総合的に評価する。

毎回、色鉛筆（蛍光ペン）、定規、地図帳を持参す
る。

プリントを配布する。

適宜紹介する。

後期

2

地理学分析・表現法（一）

羽佐田 紘大 2

地理学に必要な基礎的スキルの習得

文献を探して読む、資・試料を分析・解析する、図
表を作成する、成果を報告・発表する力を身につけ
る。

地図や空中写真、GISの活用に関する理解を深め、
作図や表現方法について学習していく。さらに、成
果報告を通して、プレゼンテーション能力を養ってい
く。�なお、前期または後期のどちらかで小巡検を実
施する。

授業への参加度や発表、討論、課題など、日頃の取
り組みを基に総合的に評価する。小巡検の参加を必
須条件とする。

授業時間以外の作業も必要である。主体的な行動を
心掛けるとともに、ほかの受講生や教員との対話を
積極的に行ってほしい。また、無断欠席は厳禁とす
る。小巡検の日程や行き先等については授業中に指
示する。

適宜配布

適宜紹介

後期

2

地理学分析・表現法（二）

木村 圭司 2

地理学の文献の探し方や読み方、発表方法などを学ぶ。また、実際
に論文を読んで理解し、説明できる力をつける。さらに、基本的な
統計解析やGIS・リモートセンシング・現地調査手法といった、地
理学を学ぶ上で基礎的な調査法を習得する。

地理学を研究する上で必要となる論文を探して読む
力、GISやリモートセンシングの基礎的な利用方法、
統計解析方法、発表など表現方法に関して体得する。

地理学の基礎的な内容の文献を講読することに加
え、作図に必要なGISやリモートセンシングの利
用、統計データの基礎的処理方法を学ぶ。

授業への参加度や取り組みなど日頃の取り組みと発
表・レポートにより総合評価する。無断欠席・遅刻し
た場合には、単位を与えないことがある。特に発表日
の無断欠席・遅刻は大幅な減点とする。

授業時間以外の予習、事前・事後の作業などが必須
である。

特になし

特になし
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後期

2

地理学分析・表現法（三）

稲垣 稜 2

地理学的調査のための基本的な手法、技術をマス
ターする。聞き取り調査、フィールドワーク、パソコ
ンによる分析などを行う。
各自が問題意識をもち、自分で地理学的な問題解決
ができるようにする。また、問題を正しく把握し認識
する能力を身につけられるようにし、それを他人に対
して正確に伝えられるようにする。

各自がテーマを設定し、それに関わる文献を収集し内
容を整理し、最終的には現地調査とそのレポートを完
成させていく。学術論文の精読、フィールドワーク、
文献検索、パソコンの利用、統計の利用、調査手法
についての演習を行う。特にフィールドワークと聞き
取り調査は、地域の実態を理解するのに不可欠であ
り、主体的に取り組む必要がある。

授業への参加度、レポート等で評価する。授業への
参加度とは、各自の発表の内容、プレゼンテーション
の仕方、他の学生の発表に対する質疑応答などに、
積極的に参加しているか、である。

授業への参加度、レポート等で評価する。

なし

なし

後期

2

地理学分析・表現法（四）

古関 喜之 2

農村地域に軸足を置きつつ、地域構造把握のための
基礎的手法を学ぶ。また、人文地理学の学術論文を
取り上げ、読む力をつけるとともに調査法も学ぶ。
１．地域構造や地域特性を分析し、理解・把握し、課
題解決のための力を身につけることができる。
２．地域構造や農村地域の研究に必要な論文を読む
力を習得することができるようになる。

地域構造や地域特性把握のための基礎的手法を学
び、地域および現代社会が直面する課題について考
える。人文地理学分野の学術論文を読み、内容を理
解し、報告・議論する。最後にこれらを通して、関心
のあるテーマについてレポート作成ができるようにす
る。

授業への参加度（議論に積極的に参加しているか）
および発表の出来、提出されたレジュメの内容、課
題・レポートなどを総合的に評価する。

授業の前・後の作業課題をこなすことや、論文を読
んでおくことが必須である。毎回出席し主体的に行動
し、３年次以降につなげていってほしい。また、通常
授業時に情報検索できるよう、モバイルPC,、タブ
レット等を持参すること。

使用しない

適宜紹介する

後期

2

地理学分析・表現法（五）

土平 博 2

地域調査に基づく地理学的な分析と表現法

定性と定量の分析技術の習得

地域調査時に必要な知識や技術を段階的に習得して
いく。対象地域に関する観察や景観分析、聞き取り
調査から得られる定性的な分析法、地域統計・アン
ケート調査などによる定量的な分析法について身に
つける。また、資料の扱い方や留意点についてもふ
れ、知識や技能を高める。

報告や討論、課題などによる日頃の取り組みと巡検
の活動内容によって総合的に評価する。

期間中、日帰り（一日巡検）を実施する。代替措置を
講じる場合がある。

ジオ・パルNEO－地理学・地域調査便利帖－，野間晴雄ほ
か，海青社，2017年

適宜紹介する

後期

2

地理学分析・表現法（六）

三木 理史 2

観光・交通分野に軸足を置きつつ、人文地理学全般
に関わる文献講読の方法と、その活用を通じた報告
方法を修得する。
受講生は、文献講読を通じたゼミ報告形式の修得と併せてコ
ミュニケーション能力の上達に努めると同時に、ＰＣを用いたサ
ンプリングと調査法、質問票作成などの地域調査の基本的能力
を身につける。また自立的で意欲的な学習態度が必要である。

文献取扱の基礎を修得する。前期の論文作成法を輪
読し、学術論文の選定と内容を踏まえて、地域間移
動と相互作用、ネットワーク分析等にも言及する。ま
た図表の作成についても許容時間の限りで実習する。

報告・討論（講義中での質問）を平常点として50％
評価し、それにレポート50％の評価を加えて評価す
る。３分の２以上の出席を必須条件とする。

講読とはあくまで学生が「主体的に行動する」ことを
基本としたゼミのプレ形式授業であることを認識した
うえで受講すること。

地理学入門―マルティ・スケール・ジオグラフィ�（改訂
版），浮田典良，原書房，2010年

ジオ・パルNEO�―�地理学・地域調査便利帖，野間晴雄ほ
か，海青社，2017年
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後期

2

地理学分析・表現法（七）

酒井 高正 2

地理情報技術を活用した地域調査資料の分析と可視
化の方法の基礎

文献収集から地域調査さらに調査結果分析まで、地域調査
の一連のプロセスのうち、地域調査資料の利用と分析、なら
びにその結果の地図化等による可視化を、インターネットや
GISを含む地理情報技術を利用しつつ実践する力を習得する。

地域調査で用いられる資料（地図、リモートセンシン
グ資料、統計等）の利用、アンケート調査を含む現
地調査の方法、統計処理やGIS処理の基礎など、地
域調査の方法のさまざまな技法を身につけていく。

平常点100％（受講態度の適切性、発表内容の適切性
と充実度、質疑応答への参加状況、提出課題の適切
性と充実度などにより評価する。）

地理学講読・調査法（七）［前期］との組み合わせ受
講とし、両科目のいずれかの中で日帰り巡検を実施す
る。

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のハンド
アウトを配布する。

ジオ・パルNEO�　地理学・地域調査便利帖［第2版］，野
間晴雄ほか編著，海青社，2017

後期

2

地理学分析・表現法（八）

芝田 篤紀 2

GISを活用した地域調査、分析と地図の表現

GISを用いた地理情報の分析方法、報告や発表など
表現方法を身につける。また図表や主題図を適切に
解釈し、また作成する能力を養う。

統計処理やGISの基礎など分析方法を学習し、地図
の作成とそれらの表現方法についても学びを深める。

受講態度、発表内容、質疑応答への参加状況、提出
課題の内容などにより総合的に評価する。

特に無断欠席や発表日の欠席については、大幅な減
点とする。
年度内に日帰り巡検を実施する（必須）。

特になし

適宜提示する

後期

2

地理学分析・表現法（十一）

武田 一郎 2

地理学を学ぶために必要な基礎的手法

データの処理方法や分析方法を身につける。また、
地図や図表の表現方法を学ぶ。さらに、口頭発表の
方法や報告書の書き方を習得する。

地理学の研究を進めるために必要なデータの整理・
分析方法を紹介する。また、図表の作成方法につい
ても説明する。最後に、各自がまとめた内容の報告
会を開く。

授業への参加状況、提出物や発表内容で総合的に評
価する。

毎回、色鉛筆（蛍光ペン）、定規、地図帳を持参す
る。

プリントを配布する

適宜紹介する

通年

3

地理学地域調査演習（一）

羽佐田 紘大 4

自然地理学に関する演習とフィールドワークの実施

自然地理学の研究に必要となる、現地調査の計画・
実施、得られた成果の整理、レポートの作成に関す
る技能を習得する。

発表や討論、フィールドワーク（大巡検、小巡検）
を軸として授業を進めていく。その過程で、研究課
題の設定、先行研究のレビュー、調査計画の立案、
現地調査、資・試料の分析・解析、文章の構成、図
表の作成・効果的な使い方について学んでいくととも
に、プレゼンテーション能力も養っていく。さらに、
さまざまな実践を通して、自身の興味関心を明確にし
ていき、卒論テーマを決定する。

授業への参加度や発表、討論など、日頃の取り組み
を基に総合的に評価する。大巡検・小巡検の参加、
報告書の作成を必須条件とする。

授業時間以外の作業も必要である。主体的な行動を
心掛けるとともに、ほかの受講生や教員との対話を
積極的に行ってほしい。また、無断欠席は厳禁とす
る。小巡検の日程や行き先等については授業中に指
示する。

適宜配布

適宜紹介
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通年

3

地理学地域調査演習（二）

木村 圭司 4

気候学・水文学を中心とする地理学の基礎演習と野
外調査実習

気候学・水文学を中心とする地理学の研究を進める
にあたって必要な、調査方法およびレポートの作成
技能を修得する。

気候学・水文学を中心とする地理学の調査方法を習
得するために、計画の立案・資料の収集と講読・現
地調査・報告書の作成を実践していく。また、さまざ
まなスケールの地理学的現象を解析するために必要
なコンピューターソフトウェアを使ったマッピング手
法を学ぶ。大巡検時に調査を行った結果を進級論文
としてまとめ、卒業研究の準備を行う。

授業への参加度や発表などにより総合評価する。無
断欠席した場合には、単位を与えない。小巡検に参
加し、進級論文を期日までに提出することが、評価を
行うための最低条件となる。

授業時間以外の予習、事前・事後の作業などが必須
である。大巡検は北海道とする。小巡検は感染症対
策を十分に行った上で、必ず参加すること。日程・調
査内容などについては授業中に指示する。

特になし

特になし

通年

3

地理学地域調査演習（三）

稲垣 稜 4

フィールドワークに向けた準備。聞き取り調査、アンケート
調査などの手法を理解する。さらに、現地を訪問し、自ら調
査をする力を養う。
実習・フィールドワークを通じて独力で調査報告が行
えるようにする。卒論への準備をする。また、問題を
正しく把握し認識する能力を身につけられるようにし、
それを他人に対して正確に伝えられるようにする。
卒論に向けて、各自が独力で統計データの活用、
フィールドワークを行うことができるようにする。最終
的には、この演習の期間内で卒論テーマを決定し、そ
のテーマに関する文献をレビューして発表してもらう。
その卒論テーマを決定した理由や経緯もはっきりさせ
る必要がある。この授業のメインイベントはフィールド
ワーク（大巡検）である。それに向けて準備をし、各
自が現地調査を行い、終了後、発表してもらう。
授業への参加度、レポート等で評価する。授業への
参加度とは、各自の発表の内容、プレゼンテーション
の仕方、他の学生の発表に対する質疑応答などに、
積極的に参加しているか、である。

受講態度、レポート等で評価する。

なし

なし

通年

3

地理学地域調査演習（四）

古関 喜之 4

農村的地域でのフィールドワークを伴う地域調査を企画・実
践し、一連の過程を体験することにより、独力で調査研究
する力を養う。
１．文献・地図・空中写真・統計などを収集し、分析できる能力を身につけることが
できるようになる。
２．フィールドワークの立案・実施・データ整理の方法、レポートの書き方と口頭発
表の方法を習得することができる。
３．フィールドワークに伴う一連の過程を通して、問題を正しく把握し認識する能
力、論理的な思考力、コミュニケーション能力を身につけることができるようになる。

この授業では、地域調査（フィールドワーク）の方法
について実践を通じて学ぶ。具体的には、フィールド
調査を企画・実施し、その過程で研究課題の設定、
先行研究のレビュー、資料の収集整理と分析、調査
方法、調査計画の立案、現地調査、データの分析に
ついて学ぶとともに、成果をまとめて発表する。この
演習の最終段階では、卒業論文のテーマの構想につ
いて発表してもらい、議論を経て確定する。

授業への参加度（議論に積極的に参加しているか）
および発表の出来、提出されたレポート、フィールド
ワークでの積極性などを総合的に評価する。
無断欠席や発表日の欠席については、大幅な減点とする。受講態
度についても減点の対象とする。フィールドワークには必ず参加す
ること。不参加の場合は成績評価を行わない。フィールドワーク中
は集団行動となるので、自己管理能力やコミュニケーション力が要
求される。フィールドワークのおもしろさを体験し、楽しく気持ち
よく過ごせるように、お互いにルールやマナーを守ること。

使用しない

適宜紹介する

通年

3

地理学地域調査演習（五）

土平 博 4

歴史地理学の基礎演習と野外調査実習

野外調査の専門的知識と技能の習得。

歴史地理学の調査方法（デスクワークおよびフィー
ルドワーク）を習得するために、計画の立案、史・
資料の収集・整理、現地調査、報告書の作成を実践
していく。歴史地理学にとって重要な史料の扱い方
や景観調査を軸にした知識と技能から景観復原を試
み、研究対象地域の地域文化について考察する。以
下の通り実施する。

報告や討論、課題などによる日頃の取り組みを総合
的に評価する。

期間中、４泊５日間程度の長期野外調査実習を実施
するほか、一日巡検を数度実施する（代替措置を講
じる場合がある）。日頃から、受講生と教員との間で
対話が必要となる。

ジオ・パルNEO―地理学・地域調査便利帖―，野間晴雄ほ
か，海青社，2017年

授業時に適宜紹介する。
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通年

3

地理学地域調査演習（六）

三木 理史 4

観光・交通分野に関心をもつ学生を中心とした人文地理学
に関する基礎演習を通じて、社会の倫理観や規範性をも身
につける。

受講生は、フィールドワークの企画、文献・地図・史資
料の収集整理、調査項目の検討、フィールドワークの実
施、フィールドワークのまとめの習得と同時に、コミュニ
ケーション能力や自立的で意欲的な態度をも身につける。

人文地理学に関わる調査・研究法を、土地利用調
査、地域構造、社会生活、経済活動、人口変化、地
域文化に留意し、その過程で地形図の利用と作業、
空間データの利用と作業から習得する。現地調査で
は景観調査、聞き取り調査、質問票調査を実施し、
文献検索、地図化、報告書作成を一貫して指導す
る。学外研修の行き先は大阪市内、宿泊巡検の行き
先は協議のうえ決定する。また問題発見・解決力を
磨く一助とする。

報告・討論を平常点として評価し、それにレポートの
評価を加えて評価する。３分の２以上の出席を必須
条件とする。

演習とはあくまで学生が「主体的に行動する」ことを
基本とした授業形式であることを認識したうえで受講
すること。また、通常授業時にも情報検索が可能な
ように、モバイルPC、タブレット、最低でもスマー
トホンを持参することを望む。

なし

大学生のためのレポート・論文術，小笠原�喜康，講談社，
2009
ジオ・パルＮＥＯ―地理学・地域調査便利帖，野間�晴雄ほ
か，海青社，2012

通年

3

地理学地域調査演習（七）

酒井 高正 4

地理空間情報技術を活用する人文地理学研究法と
フィールドワーク

情報検索、文献利用、統計、ＧＩＳなどさまざまな地
理空間情報を活用して、各自が設定したテーマに沿っ
て研究を行う力を身につける。その過程で、フィール
ドワークの実施により地域調査の実践力も養う。

人文地理学の諸分野に関して、地理空間情報技術の
活用を念頭に置いた演習を行う。各自の調べた文献
やデータ分析結果の報告と討論を中心に授業を進め
る。他の諸科目で習得してきた地理空間情報技術を
連携させて、フィールドワークの準備、実施、まとめ
を行うとともに、各自の関心領域を明確にして具体的
な研究テーマを設定できるようにしていく。

平常点100％（受講態度の適切性、発表内容の適切性
と充実度、質疑応答への参加状況、提出課題の適切
性と充実度などにより評価する。）

「フィールドワーク」は、宿泊を伴う巡検（「長期巡
検」）で、必修行事である。実施場所と実施時期に
ついては、授業時に打ち合わせを行って決定するの
で、上記授業スケジュールの順序が若干入れ替わる
ことがある。

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のハンド
アウトを配布する。

授業時に案内する。

通年

3

地理学地域調査演習（八）

芝田 篤紀 4

地理情報を活用する自然地理学研究の演習とフィー
ルドワークの実践

様々な地理情報を活用しつつ、各自が地理学として
のテーマを立案し、それに沿って研究を遂行する能
力を身につける。またフィールドワークによって、地
域調査の実践力も獲得する。

各自が調べた文献やデータ分析結果の報告と、討論
を中心に授業を進める。地理情報、GISを適宜活用
しながら、フィールドワークの企画・実施・まとめを
行うとともに、各自の興味関心を明確にしていき、具
体的な研究テーマを見つける。

受講態度、発表内容、質疑応答への参加状況、提出
課題の内容などにより総合的に評価する。

特に無断欠席や発表日の欠席については、大幅な減
点とする。
「フィールドワーク」は、宿泊を伴う巡検を予定して
おり、必修行事である。実施時期については、様々
な都合により大きく変更になることがある。

特になし

適宜提示する

通年

3

地理学地域調査演習（九）

武田 一郎 4

地形を中心とする地理学の基礎的演習と野外調査

各自が文献・地図・空中写真・各種資料などを収集
し、分析する能力を身につける。また、現地調査の
立案・実施・データ整理の方法、レポートの書き方と
口頭発表の方法を習得する。

主に外的営力で形成される小地形や微地形の形成
プロセスを文献・地図・空中写真・各種資料で調べ
る。また、実際にフィールドワークを実施し、得られ
たデータの分析・考察を行う。得られた知見につい
て発表・討議を行い、レポートを作成する。さらに、
様々な種類・規模の地形の把握方法に関する実習を
なう。最終的に卒業論文のテーマを決定する。

授業への参加度（出欠や遅刻の状況と議論参加の積
極性）および発表・レポートの内容などを総合的に評
価する。

授業時間以外の予習復習と作業などが必須である。
大巡検は必ず参加すること。レポート等の提出期限
は必ず守ること。

プリントを配布する。

適宜紹介する。
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通年

4

地理学演習（一）

羽佐田 紘大 4

自然地理学に関する演習と卒業論文の作成

各自が設定したテーマに基づき、卒業論文を作成す
る。

「地理学地域調査演習」で習得した知識や技術を
基に研究し、卒業論文を完成させる。その過程で、
研究課題の設定、先行研究のレビュー、調査計画の
立案、現地調査、資・試料の分析・解析、文章の構
成、図表の作成・効果的な使い方について学んでい
く。�さらに、プレゼンテーション能力も養っていく。

授業への参加度や発表、討論など、日頃の取り組み
を基に総合的に評価する。

授業時間以外の作業も必要である。主体的な行動を
心掛けるとともに、ほかの受講生や教員との対話を
積極的に行ってほしい。また、無断欠席は厳禁とす
る。

適宜配布

適宜紹介

通年

4

地理学演習（二）

木村 圭司 4

気候学・水文学を中心とした地理学に関する演習と
卒業論文の作成。

各自のテーマに基づき、卒業論文を作成する。

「地理学地域調査演習」で修得した知識や技術を元
に、自らの研究を進めていく。研究テーマに沿って、
段階的に研究を進め、各自は進捗状況を発表予定に
従って報告する。この過程を通じて、卒業論文の意
義、構成、文章の組み立て方、図表や地図の作成と
その効果的な使い方について指導する。

報告や討論、課題などによる日頃の取り組みを総合
的に評価する。無断欠席した場合には、単位を与え
ない。

授業時間以外の作業が必須である。卒業研究を進め
るに当たっては、受講生が主体的に行動するだけで
なく、日頃から受講生と教員の間で対話が必要であ
る。

使用しない。

適宜指示する。

通年

4

地理学演習（三）

稲垣 稜 4

卒業論文、各自の現地調査のための準備。地理学で
は、現地調査が卒業論文の中心になるので、現地調
査に向けた議論も重視する。
卒業論文の構成、調査の妥当性、結果の分析方法などを議
論し、卒業論文を執筆できるようにする。また、問題を正し
く把握し認識する能力を身につけられるようにし、それを他
人に対して正確に伝えられるようにする。

卒業論文を作成するためには、収集した文献・資料
を吟味し、テーマを明確にしていくことが不可欠であ
る。この演習では、文献・資料等の収集方法、分析
方法、調査方法についての指導を中心に行い、最終
的に卒業論文を完成させることを目的とする。卒業論
文執筆のための各種の取り組みを行う。ゼミ参加者
全員での議論を通じて、問題意識を明確にする。

授業への参加度、レポート等で評価する。授業への
参加度とは、各自の発表の内容、プレゼンテーション
の仕方、他の学生の発表に対する質疑応答などに、
積極的に参加しているか、である。

議論への取り組み、報告内容をもとに評価する。

なし

なし

通年

4

地理学演習（四）

古関 喜之 4

人文地理学研究に関する演習と卒業論文の作成。

１．各自のテーマに基づき卒業論文を完成させること
ができる。
２．研究成果を発表するための準備ができるようにな
る。

３年次の「地理学地域調査演習」で習得した知識や
技術をもとに、大学での勉強の集大成である、卒業
論文を完成させる。個々の研究テーマについて、ス
ケジュールに沿って段階的に研究を進め、適宜、途
中経過を報告して全員で議論する。個々の進捗状況
をふまえ、卒業論文について指導助言する。ゼミ内
で卒論発表会を開催する。

授業への参加度や報告、討論など、日頃の取り組み
を総合的に評価する。

一人で抱え込まないこと。迷ったら相談、わからなけ
れば質問すること。調査研究、論文執筆を通して、
知らないことを知っていくプロセスを楽しんでほし
い。年内に教員提出締切日を設定するので守ること。

使用しない

適宜紹介する
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通年

4

地理学演習（五）

土平 博 4

歴史地理学に関する演習と卒業論文の作成

各自のテーマに基づき卒業論文を作成していく。

各自、前年度の「地理学地域調査演習」で習得した
知識や技術をもとに自らの研究を一層深めていく。研
究テーマに沿って段階的に研究を進め、スケジュー
ルにしたがって進捗状況を報告してもらう。担当教員
は、卒業論文の構成（文章の組み立て方、図表・地
図の作成とその効果的な使い方）について指導する。

報告や討論、課題などによる日頃の取り組みを総合
的に評価する。

卒業論文作成にあたり、日頃から受講生と教員の間
で対話が必要である。

プリントを配付する。

適宜紹介する。

通年

4

地理学演習（六）

三木 理史 4

観光・交通分野に関心をもつ学生を中心とした人文
地理学に関する卒業演習で、卒業論文の作成に関わ
る能力の習得
受講生は、卒業論文作成を通じたフィールドワークの企画、文献・地図・
史資料の収集整理、調査項目の検討、フィールドワークの実施、フィール
ドワークのまとめの習得を通じて、コニケーション能力を磨くとともに自立
的で意欲的な態度を身につけて社会の倫理観・規範性についても考える機
会とする。また問題発見・解決力を身につけることも目標とする。

人文地理学に関する卒業論文作成を通じて、地域構
造、社会生活、経済活動、人口変化、に留意し、そ
の過程で地形図の利用と作業、空間データの利用と
作業にもさらなる磨きをかけ、現地調査では景観調
査、聞き取り調査、質問票調査、地図化を一貫して
指導する。テキストは、2年次に購入したものがある
場合には新たに購入する必要はない。

報告・討論を平常点として評価し、それにレポートの
評価を加えて評価する。３分の２以上の出席を必須
条件とする。

演習とはあくまで学生が「主体的に行動する」ことを
基本とした授業形式であることを認識したうえで受講
すること。また、通常授業時にも情報検索が可能な
ように、モバイルPC、タブレット、最低でもスマー
トホンを持参することを望む。

最新版　大学生のためのレポ－ト・論文術，小笠原喜康，
講談社（現代新書），2018年

ジオ・パルＮＥＯ―地理学・地域調査便利帖，野間�晴雄ほ
か，海青社，2012

通年

4

地理学演習（七）

酒井 高正 4

地理学卒業論文作成の指導

受講生同士で切磋琢磨しながら卒業論文を完成させる

受講者による発表と討論、教員による作成法指導を
並行して進め、前期に卒業論文作成の準備を行い、
後期に完成を目指す。（１）受講者自身が設定した卒
業論文のテーマに沿って、研究の進展状況に応じた
発表と討論を行い、研究を深める。（２）卒業論文作
成に必要なさまざまな技法を指導する。

平常点100％（受講態度の適切性、発表内容の適切性
と充実度、質疑応答への参加状況、提出課題の適切
性と充実度などにより評価する。）

「地域調査士」資格取得希望の者は地域調査を主た
る内容とする卒業論文、「GIS学術士」資格取得希望
の者はGISを駆使した内容の卒業論文を作成しなけ
ればならない。

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のハンド
アウトを配布する。

授業時に案内する。

通年

4

地理学演習（八）

芝田 篤紀 4

地理情報を活用する自然地理学研究の演習と卒業論
文の作成。

各自の研究テーマに沿って、卒業論文をまとめる。

各自の研究テーマに沿って、主体的に研究を進め、
進捗状況を発表予定に従って報告する。また討論・
議論を進める中で、卒業論文の構成や文章の組み立
て方、図表や地図の作成などの技術・能力を習得す
る。

受講態度、発表内容、質疑応答への参加状況、提出
課題の内容などにより総合的に評価する。

特に無断欠席や発表日の欠席については、大幅な減
点とする。
卒業論文を作製するにあたっては、受講生が主体的
に行動するだけでなく、日頃から担当教員への報告・
連絡・相談が重要となる。

特になし

適宜提示する
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通年

4

地理学演習（九）

武田 一郎 4

卒業論文の作成。

各自が設定したテーマにもとづき、卒業論文を作成
する。

卒業論文を構想し、それに関する文献を収集して読
み、資料を収集し、現地調査を行い、得られたデー
タを整理し、図表を作成し、論文を執筆する。また、
定期的に中間報告を行い受講者全員で議論すること
で、卒業研究を磨き上げる。最終的に卒業論文を完
成する。

授業への参加状況（出席状況、中間発表の内容、議
論への参加の程度など）で評価する。

スケジュールに沿って着実に取り組むことが重要である。

なし。

適宜紹介する。

後期

1-2

日本地誌概論

三木 理史 2

大学の所在する場所、そして近畿地方の理解からは
じめて、日本全体の地域を概観する
受講生は、日本の各地方の特色を知り、その地理的意義を自然、人
文の双方の知識を理解するとともにその活用として地域調査の基礎
知識を習得する。さらに演習関係授業での地域的倫理観や規範性を
基礎にした知識の定着を目標とする。また自立的で意欲的な態度を
身につける。

授業は対面授業で、テキストの内容と課題プリントを
仕上げるかたちで進める。日本全体をテキストを用い
ながら万遍なく講義し、演習系授業での自己テーマの
決定の前提となる知識を習得することを目標にしてい
る。そのため各章の第２節は原則自習とするが、許容
時間によって対象とする場合もある。なお各回とも授
業時間ないに終えるにはやや分量が超過気味のため、
自習とする部分があることを承知のうえ受講すること。

授業試験（50点前後）と平常点を合計して100点で評
価する。３分の２以上の課題提出を条件とする。一
部小レポートを課すことで平常点とする。

日本の地誌を総覧できるテキストを用いた授業の内容であり、
旧カリキュラム時代は通年で行っていた内容を半期にまとめ
たので、それなりにタイトな予定になることが予想される。な
お、地誌の授業には地図が不可欠で、高校程度の地図帳の持
参、あるいはスマートホンなどで電子地図を参照すること。

日本の地誌，立正大学地理学教室編，古今書院，2007年

前期

1-2

世界地誌概論Ⅰ

古関 喜之 2

世界地誌のアジア、とりわけ日本と緊密な歴史的・文化的関係にある台
湾を取り上げ、社会の成り立ちや人々の暮らし、文化について解説し、
アジアにおける台湾の地域像、アジアの多様性と共通性を深く理解する。

１．台湾の社会の成り立ちと人々の暮らしや文化について理
解し、説明することができる。
２．アジアにおける台湾の地域像について理解できる。
３．アジアの多様性と共通性を理解できるようになる。

本講義では、グローバル化の進展に伴い急速に変化し、世界の中
でさらに重要な位置を占めつつあるアジアに着目し、日本と緊密な
歴史的・文化的関係にあり、人的・文化的交流が盛んな台湾を取り
上げ、社会の成り立ちや人々の暮らし、文化について解説する。内
容は、学期の前半は台湾の地理的位置がもたらす自然環境・人文環
境、地形、気候と暮らし、漢民族の入植など、後半では台湾原住民
の伝統文化、日本による台湾統治、湾生からみた日本統治時代、日
本時代の農業の近代化などを扱い、アジアにおける台湾の地域像、
アジアの多様性と共通性を深く理解する。講義では、講師が調査地
で撮影した写真や関連する映像資料を見せながら、受講生が具体的
に講義テーマを理解できるように努める。

平常点50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、授業
内小テスト）、学習到達度確認50％（講義の内容を正確に把
握しているかを論述形式で問う）で評価する。

授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコ
メント等を活用し、理解度を把握しながら双方向的な授業を
行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相
当時間の勉強が必要となる。なお、出席は単位認定の前提
であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業内容
に関連したプリント（講義資料）を配布する。

特になし

図説台湾の歴史（増補版），周婉窈著、濱島敦俊監訳，平凡
社，2013年
台湾の若者を知りたい（岩波ジュニア新書），水野俊平著，
岩波書店，2018年

後期

1-2

世界地誌概論Ⅱ

武田 一郎 2

地中海沿岸から西アジアにかけての自然と人間社会
と歴史と文化

自然と人文の相互関係を総合的に把握する視点を養
い、特定地域の地域性を探求していく能力を身につ
ける。

地中海沿岸は日本と比べると降水量が少なく、西ア
ジアやアフリカ北岸部にはほとんど雨の降らない砂
漠地域も広がる。したがって、この地域の大部分は
農業用水に恵まれない地域となっている。しかし、当
該地域は世界で最も早く農耕が始まり、その生産性
を背景として古代文明が花開いた地域の一つでもあ
る。本授業ではこの地域における自然環境と人間活
動（農業・歴史・文化）との関係に触れたいくつかの
説を紹介する。

平常点（小テスト等など：50点）と定期試験（50点）
で評価する。

小テストも期末試験も自筆ノート、地図帳、配布資料の持込
を可とするが、詳細な内容を要求するので、ノートのとり方
には特に工夫を心がけ、復習や質問等によって理解を深め
ておく必要がある。板書の転記にとどめていてはテストに対
応できない。

詳解現代地図　最新版，二宮書店編集部，二宮書店，2023

森林の思考・砂漠の思考，鈴木秀夫，NHKブックス，1978
銃・病原菌・鉄（上・下），ジャレド・ダイアモンド，草思
社，2000
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前期

1-2

測量学概論（一）

★貫渡 利行 2

測量全般の実務の基礎的知識を学ぶ。

測量の歴史、法律を理解した上で基本的測量知識を
身につける。

測量実務に携わる担当者が、毎回のテーマについて
教科書を中心に説明します。又現在、担当者が実務
で行っている測量の技術的な内容や測量する目的を
要約し、講義します。又、外部講師を招き３ＤやＵＡ
Ｖ（ドローン）に写真測量等の最新技術等の解説を
行います。

授業への参加及び学習到達度確認70％、授業に対する積極性（講義
中の質問、課題に真摯に取り組む姿勢）を重視する。
授業中の小テストやレポート30％、小テストでは授業終盤に基本的
な語句の理解等講義内容の理解度を確認する。レポートでは授業内
容で得た情報に対し自分の考えをどう展開できるかを評価する。
関数電卓・三角スケールは開講前に準備すること。簡単な
関数計算や角度計算（度・分・秒）ができる電卓又はス
マートフォンにアプリをアップデートしておく。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

改訂３版　基礎測量学，長谷川昌弘・川端良和他，電気書
院 ,2021

前期

1-2

測量学概論（二）

★貫渡 利行 2

測量全般の実務の基礎的知識を学ぶ。

測量の歴史、法律を理解した上で基本的測量知識を
身につける。

測量実務に携わる担当者が、毎回のテーマについて
教科書を中心に説明します。又現在、担当者が実務
で行っている測量の技術的な内容や測量する目的を
要約し、講義します。又、外部講師を招き３ＤやＵＡ
Ｖ（ドローン）に写真測量等の最新技術等の解説を
行います。

授業への参加及び学習到達度確認70％、授業に対する積極性（講義
中の質問、課題に真摯に取り組む姿勢）を重視する。
授業中の小テストやレポート30％、小テストでは授業終盤に基本的
な語句の理解等講義内容の理解度を確認する。レポートでは授業内
容で得た情報に対し自分の考えをどう展開できるかを評価する。
関数電卓・三角スケールは開講前に準備すること。簡単な
関数計算や角度計算（度・分・秒）ができる電卓又はス
マートフォンにアプリをアップデートしておく。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

改訂３版　基礎測量学，長谷川昌弘・川端良和他，電気書
院 ,2021

前期

1-2

地理情報科学概論

芝田 篤紀 2

地理情報やGISの基本的事項の理解

地理情報科学の概要について説明することができ
る。また、GISに関わる基礎的概念を説明することが
できる。

身近な地理情報からGISの基礎を学び、GISを扱う
上で重要になる座標系や測地系、地図投影法、デー
タ形式の種類などを学習する。WebGISの考え方、
近年の動向についても学ぶ。

事例研究の回に提出するレポートと授業内課題
（50％）、授業内容を基にした確認テスト（50％）に
て理解度を評価する。

実際にコンピューターを用いた作業・課題等にも取り
組むため、PC関連の基本的知識・技能がある上での
履修が望ましい。

プリントを配布

各授業内で適宜提示

後期

1-2

計量地理学概論

木村 圭司 2

時空間を記載・解析するために数値により記載され
た情報を理解し、実際に扱えるようにする。

計量地理学の基本となる概念を知るだけでなく、講
義に沿った課題を進めることにより、実際の記載・解
析をおこなう。計量地理学は応用講義が無いため、
ややハイレベルな内容を含むこととなる。
計量地理学では時空間を記載・解析するために、数学や
統計学を利用する。基礎的な数の知識から、数値による
時空間の表現と解析、そして分布図の読み取りを行ってい
く。毎回、統計解析ソフト（R）やGISソフト（ArcGIS�
pro）を使用した課題の期限内提出が必要となる。高校生
（理系）レベルの数学については、予習の範囲に含む。予
習として、関連したHPや本・資料を読んだ上で受講する
こと。宿題を進める上で、WindowsパソコンにGISソフ
トウェア等をインストールすることが必須となる。

毎回の授業時に出される課題（50％）と、期末レ
ポート（50％）により評価する。

必ず予習をした上で、毎回の授業を受講すること。
高校（理系）レベルの数学（統計学を含む）は復習
しておくこと。すべての受講生は、毎回の授業課題
を期日までに指示通り提出すること。計量地理学の
「概論」ではあるが、多くの数学的内容を含む。

特になし

ジオ・パルNEO第２版，野間晴雄ほか，海青社 ,2017
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後期

1-2

環境地理学概論

古関 喜之 2

グローバル化した「食」の供給・消費の仕組みと世
界の食料環境のあり方を考える。
１．フードチェーンおよびその地理的投影という食料の地理学の基本的な考え方を理解し、説明す
ることができる。
２．食料の地理学の基本的な考え方をふまえ、食料にかかわる問題を読み解く能力を体得するこ
とができる。
３．グローバルな食料生産・流通構造の中で、農業現場の現状を説明できるようになる。
４．現代世界のさまざまな食料問題、食料生産環境について関心を持つことができるようになる。

私たちが口にしている食料の生産地と獲得方法、消費のあり方を考えるこ
とを通じて、学生が現代世界のさまざまな食料問題、食料生産環境につい
て関心を持ち、それを読み解く能力を体得することを目標とする。本講義
は、「食」を通した供給・消費の仕組み（フードチェーン）や、これに関わ
る、より広範囲な仕組み（フードシステム）について、地理学的な捉え方
と身近な話題から学ぶ。食料の生産地と消費地を線で結ぶことで見えてく
る流通の距離や流通量、そこに介在しているもの、そして「食」を起点と
した持続可能な未来社会のあり方の手がかりと可能性について考える。講
義では、講師が調査地で撮影した写真や関連するドキュメンタリー番組等
を見せながら、受講生が具体的に講義テーマを理解できるように努める。

平常点50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、
授業内小テスト）、学習到達度確認50％（講義の内容を
正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。
授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコ
メント等を活用し、理解度を把握しながら双方向的な授業を
行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相
当時間の勉強が必要となる。なお、出席は単位認定の前提
であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業内容
に関連したプリント（講義資料）を配布する。

特になし

食料の地理学の小さな教科書，荒木一視編，ナカニシヤ出版，2013年
新版　キーワードで読みとく現代農業と食料・環境，小池恒男ほか
編，昭和堂，2017年

後期

2-4

都市地理学

稲垣 稜 2

ここ数十年の間に都市地域において生じてきた構造
的再編の解明を行う。現在だけでなく、過去から現
在にかけた変化に焦点を当てる。
都市で生起しているさまざまな現象に対し、都市地理
学的な考察力を身につけることを目標とする。都市の
さまざまな側面を理解し、授業で得た知識や技能を柔
軟に再構成して活用することができるようにする。
都市は、過去の諸事象の蓄積によってその構造が規
定されていると言える。とくに戦後の経済成長やグ
ローバル化は、現代都市地域に対して大きな影響を
与えてきた。この授業では、これまでの都市地理学
の研究成果をふまえ、都市地域で生じてきた現象を
概説する。都市地理学に概要を説明したあと、都市
システム、都市内部構造、商業、工業、交通、大都
市圏などを取り上げる。
「授業内での課題」、および「授業中（最終授業等）
に実施する学習到達度確認（筆記等による学力確
認）」をもとに総合的に評価する。「授業内での課題」
とは、その授業内容の理解度を問う小テストである。

都市の人文地理学，稲垣稜，古今書院，2019年

なし

後期

2-4

経済地理学

★土屋 純 2

経済地理学の諸理論とさまざまな研究について包括
的に紹介し、経済地理学を体型的に理解する。

１．経済地理学の諸理論、立地論や集積論などを理解する。
２．現代社会で生じている経済現象についてその仕組みを
理解する。
３．地域格差など現代社会の諸問題について理解する。

本講義は、経済地理学の理論を展開するとともに、
現代社会で生じている様々な経済現象を理解するこ
とを目的としている。まずは、立地論など経済地理
学の諸理論を理解する。そして、地域に展開する諸
産業（工業、流通業、IT産業、コンテンツ産業、観
光業など）の仕組みを理解するとともに、現代社会
の諸問題（東京一極集中や地域格差の拡大、など）
について学習していく。教科書『経済地理学への招
待』を活用して授業を進めていく。
毎回の授業で、理解度を問う小テストを課す（授業最後の
10分で、15回、１回の配点を５点、合計で75％、e-Learning
システムを利用して）
講義の全体に対する理解度を測る小レポートを課す（25％）

テキストを持参して授業に参加してください。

経済地理学への招待，伊藤達也・小田宏信・加藤幸治，ミ
ネルヴァ書房 ,�2020

後期

2-4

村落地理学

古関 喜之 2

国内外の農業環境および農村の問題に関する理解を
深め、村落地域の役割について考える。
１．現代社会における国内外の農業環境および農村の問題について理解
することができる。
２．村落地域のさまざまな役割について理解し、説明することができる。
３．村落地域のあり方や地域活性化の取り組みについて関心をもって考
えることができる。
現代社会において村落地域には、食料生産のみではなく、水や電力エ
ネルギーの供給、環境保全、良好な景観の維持、レクリエーション空
間の提供などさまざまな役割がある。一方で村落地域は高齢化の進展
や農地の荒廃、従来の地域社会の機能不全、災害対応力の低下などの
問題を抱えている。本講義では、村落地域、特に現代農村の特徴と変
容、農業環境、農村の環境問題、村落と都市の共生、地域活性化の取
り組みについて、地理学的な視点と方法により学ぶ。学期の後半で、
中国・台湾の農業環境と農業・農村問題を取り上げ、同じ東アジアの農
村地域の問題背景や課題、地域活性化の取り組みについて比較検討す
る。講義では、講師が調査地で撮影した写真や関連する映像資料を見
せながら、受講生が具体的に講義テーマを理解できるように努める。

平常点50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、
授業内小テスト）、学習到達度確認50％（講義の内容を
正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。
授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコ
メント等を活用し、理解度を把握しながら双方向的な授業を
行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相
当時間の勉強が必要となる。なお、出席は単位認定の前提
であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業内容
に関連したプリント（講義資料）を配布する。

特になし

現代農村の地理学，岡橋秀典，古今書院　，2020年
商品化する日本の農村空間，田林明編，農林統計出版，2013年
日本とアジアの農業　宮崎猛編・農村とグリーン・ツーリズム―地
域経営・体験重視・都市農村交流，宮崎猛編，昭和堂2006年



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 96 ―

前期

2-4

歴史地理学

★古関 大樹 2

歴史地理学の考え方と方法論

歴史地理学の考え方と方法論を学習し、研究の方向
性を模索する。

地域・空間・環境・景観などのキーワードを重要視す
る地理学は、様々な学問領域と結びつきながら研究
を深めます。このうち、歴史地理学は、過去の地表
の現象、その変化や現代との結びつきを考える学問
です。本講義では、都市や村落などを対象としなが
ら歴史地理学の主な方法論を紹介し、理解を深める
ことを学習目標とします。

授業の出席状況と不定期に出す課題（40％）。期末試
験（60％）

地図やグラフの演習を取り入れながら授業を行うの
で蛍光ペンや色鉛筆を持参してください

前期

2-4

観光・交通地理学

三木 理史 2

交通地理学の位置づけや諸説をできるだけ幅広く、
紹介し、地理学の交通研究を概説する。

受講生は、地理学での交通の取り上げや研究対象を
活用して知識・技能を修得用する。特に他の系統地
理学分野や他学との関係を視野に入れつつ多様性あ
る学際的思考が身につくようにする。

系統地理学の一分野に位置づけられる交通地理学の
基礎的事項をできるだけ幅広く講義して理解してもら
う。講義では、まず青木栄一「交通地理学を考える
（一）」を講読することで、その学的成立を概観した
うえで、これまでの研究内容をできるだけ幅広く概説
する。

授業内試験または学期末レポート（50点前後）と平
常点を合計して100点で評価する。３分２以上の出席
を受験条件とする。また、平常点加算のために平常
レポートを課すこともある。
プリントの再配布は行わないのでe-learning上で取
得すること。本授業は「観光・交通地理学」と対を
成し、2023年度は本授業の内容を「観光・交通地理
学」として開講予定（2023年度の「地理学特殊講義
（六）」の内容は観光分野となる）。

なし

基礎からの交通地理，木村辰男，古今書院，1991年
交通地理学の方法と展開，青木栄一，古今書院，2008年

前期

2-4

人口地理学

酒井 高正 2

人口地理学のあらましと世界の人口問題

人口地理学の基本的な諸概念と人口分析の基礎的な
技法を理解するとともに、日本を含む世界の人口問
題に関する知識を習得する。

まず、人口現象を地理学的な立場から扱う人口地理
学の概要を紹介する。続いて、人口に関する諸情報
の入手や分析方法について、GISの利用法も含めて
学ぶ。さらに、地球の環境問題の根底にあるといわ
れる世界の人口爆発の問題や日本をはじめとする諸
地域の人口問題についても、人口地理学の立場から
学ぶ。

平常点100％（受講態度の適切性、提出課題類の内容
の適切性と充実度、復習問題（小テスト）の解答内
容などで評価する。）

人口データや関連情報の取扱いにパソコンを積極的
に活用するため電算実習室を利用する。履修者数が
実習室定員を超過する場合は一般教室を利用する
が、その場合はノートパソコンの持参を強く推奨す
る。【他学科Ｄ群「世界の人口問題」と合同】

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のンドア
ウトを配布する。

授業時に案内する。

前期

2-4

地形学

羽佐田 紘大 2

地形に関する基本的な知識の習得

１.�地形の種類とその形成過程についての知識を習得
する。
２.�さまざまな地形と自然災害、土地利用との関係を
把握する。

本講義では、さまざまな地域、規模の地形を対象と
して、それらの特徴や形成過程、成因などについて
解説していく。講義中に多くの図や写真を示し、視覚
的に理解できるように努める。さらに、地形図などを
用いながら、対象地域の地形の特徴と人々の暮らし
との関係を理解していく。

平常点（講義中の姿勢・態度やコメントシートの記載内容を
重視）、講義中に行う小テスト（基本的な内容を理解してい
るかを確認）、学習到達度確認（講義内容を正確に把握して
いるかを確認）を基に総合的に評価する。

毎回教材をe-Learningで配布する。プロジェクター
で投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにくいた
め、ノートPCやタブレット等を持参し、各自教材を
閲覧しながら受講することが望ましい。

毎回教材をe-Learningで配布

適宜紹介
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前期

2-4

気候学

木村 圭司 2

気候学の基礎的事項を概観する

気候学の基礎概念を理解する。また、さまざまな時
空間スケールにわたる気候と、それに関係する人間
との関係を理解する。

気候学は、地球上の大気に関わる諸現象を理解しよ
うとする地理学の一分野である。気候は、地球規模
から地域・身の回りまで、さまざまな空間スケールで
存在し、人間に多大な影響を与えている。また、気
候は時を追って、周期的・非周期的な変化を示す。
こうした気候のさまざまな側面を整理し、考察してい
く。

毎回講義中に行う確認テスト（50％）と、15回目に行
う学習到達度調査（50％）を総合して評価する。
毎回の小テストの提出をもって出席扱いとする。毎回
の小テストは、指示通り提出すること。

出席が10回未満の受講生は「出席不足により不可」
とする。学習到達度調査は、対面で行う予定である。

特になし

やさしい気候学（第3版），仁科淳司，古今書院，2014

後期

2-4

水文学

木村 圭司 2

高校（理系）の数学・物理・化学に関する理解を基
礎として、地理学および工学における「水文学（す
いもんがく）」を概説する
高校（理系）レベルの数学・物理・科学の知識を基
礎として、水文学の基礎概念を理解する。また、さ
まざまな時空間スケールにわたる水文現象と、人間
との関係を理解する。
理系向けの専門科目講義のため、高校（理系）の数学（三角
関数・微分積分・対数など）・物理（熱力学など）・化学（同位
体、状態方程式など）の十分な知識をもって、講義に臨んでほ
しい。
地球は「水の惑星」とよばれている。水文学は、地球上の水に
関わる諸現象を理解しようとする地理学の一分野であり、陸水
学や雪氷学とも深い関係がある。水は人間にとって身近な存在
であり、なくてはならないものであるが、一方で水による災害
も多い。こうした水のさまざまな側面を整理し、考察していく。

毎回講義中に行う確認テスト（50％）と、学習到達度
調査（50％）を総合して評価する。
毎回の小テストの提出をもって出席扱いとする。小テ
ストの提出方法は授業中に指示する。
毎回行う小テストで出席をとる。出席が10回未満の受
講生は「出席不足により不可」とする。学習到達度
調査は、対面で試験を行う予定である。
この授業は、高校の理系物理・化学・数学Ⅲについ
ては復習を行わない、理系向けの授業である。

使用しない。

Fundamentals� of�Hydrology� 2nd� edition，Tim�Davie，
Routledge，2008
水文学，風間　聡，コロナ社，2011
自然地理学，松山　洋　ほか，ミネルヴァ書房2014

後期

2-4

災害地理学（一）

★高田 将志 2

人類が経験し、乗り越えてきた自然災害について概
観する。

自然災害に関わる基本的知識を理解し、関連する情
報・知識を論理的に分析・表現するとともに、授業
履修後も自律・自立して学習できるバックグラウンド
を身に着ける。

主に自然地理学の視点から、自然災害と関わる基礎
的内容について講義する。授業では、中学校「社
会」、高等学校「地理歴史」の教員を目指す学生に
とって必須の内容を中心に据えながら、歴史的な視
点も含めつつ、自然災害の発生要因・発生メカニズ
ムと防災対策などについて紹介する。

毎回授業のコメントシートの内容（授業内容の要約と
質問）を平常点70％、期末レポートを30％（文献・資
料等の適切な引用を重視）として評価する。

地図帳（一般向け地図帳、高校地図帳など；種類は
問わない）を毎回持参すること。

担当者よりプリントを配布

写真と図でみる地形学　増補新装版、貝塚爽平ほか、東京大学出版会、2019
建設技術者のための地形図読図入門〈第1巻〉読図の基礎、鈴木隆介、古今
書院、1997
日本歴史災害事典、北原糸子ほか編、吉川弘文館2012

前期

2-4

災害地理学（二）

武田 一郎 2

自然災害のメカニズムと地域性および人間社会との
関係

自然現象（災害）のメカニズムおよび自分が住む場
所・居る場所で起こりうる自然災害を知る。また、自
然災害が人間社会に及ぼした影響と、自然災害には
人間側にも問題があることを認識する。
自然災害はこれまで何度となく繰り返されてきた自然
の営みの結果であり、残念ながらこれからも頻繁に発
生する。この授業では、「自然災害が自然現象の結果
である」との立場から、自然災害のメカニズムと地域
性を概説する。また、自然災害に対する人間の対応
とその結果としての人間社会の変化の例を取り上げ
る。さらに、自然災害や環境問題は受け手である人間
側の問題でもあることや、「自然の恵み」の側面もあ
ることを説明する。
評価方法：平常点（小テスト等など：50点）と定期試
験（50点）で評価する。
評価基準：小テストおよび定期試験で授業内容を正
しく理解しているかチェックする。

毎回、必ず地図帳（テキスト＝詳解現代地図）を持
参すること。

詳解現代地図　最新版，二宮書店編集部，二宮書店，2023

自然環境の生い立ち，田淵　洋，朝倉書店，2012
日本列島の地震・津波・火山の歴史，山賀　進，ベレ出版，2016
地すべり山くずれの実際，高谷精二，鹿島出版会2017
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前期

2-4

地理学特殊講義（一）

★高田 将志 2

奈良盆地の地形環境と関連する自然環境、及び、歴
史・先史時代の古気候・古環境や地震・洪水などの
自然災害について検討する。
奈良盆地とその周辺域の地形を中心に、地形の特徴
や発達過程に関わる基礎的な知識を身につけ、地形
環境と人類紀（第四紀）の環境変動や人類史との関
りについても理解を深める。
この授業は、10回分をキャンパス内講義室での講義として、
５回分を５月14日（日）午前・午後の野外巡検として実施す
る。止むを得ない事由の場合を除き、５月14日（日）に実施
する野外巡検に参加できない受講生には単位を付与できない
点にあらかじめ留意しておくこと。野外巡検では、授業テー
マと関連する奈良盆地とその周辺域の地形を中心に、関連す
る諸事象の観察を行う。また受講生においては、当日の交通
費や昼食代など、若干の費用負担が生じる可能性がある点に
ついてもあらかじめ留意しておくこと。

毎回の授業後に提出を求めるコメントシートの内容
（授業内容の要約と質問）を平常点60％、第５回～
第９回分として実施する野外巡検に関するレポートを
40％として評価する。
この授業は、10回分をキャンパス内講義室での講義と
して、５回分を５月14日（日）午前・午後の野外巡検
として実施する。止むを得ない事由の場合を除き、上
記の野外巡検に参加できない受講生には単位を付与
できない点にあらかじめ留意しておくこと。

担当者よりプリントを配布

地図で読み解く奈良，浅田晴久編著，かもがわ出版 ,2022
第四紀学，町田洋ほか，朝倉書店 ,2003
３D地図でわかる日本列島地形図鑑，高田将志監修，成美堂出版
2019

後期

3-4

地理学特殊講義（三）

★岡橋 秀典 2

山地が多い国・日本を中心に、山村の変貌と課題、そ
の持続可能性について考える。

急速に変貌する山岳地域について、その現状と課題
を日本を中心に世界的な視野から学習し、理解を深
める。

過疎化が進む日本の山村について、地理学的な視点
からその特徴を論ずる。山村の地域性、過疎化、山
村経済の変化、むらおこし、山村問題などから、日本
の山村の特徴を総合的に考察する。さらに海外の山
村も紹介し、世界的な視野から山村問題を議論した
い。見えにくくなっている日本の山村で、何が起こっ
ているのか、しっかり理解できるようにしたい。

小テスト・課題40％（基本的な語句の理解等講義内容の理
解度を確認する）、定期試験60％（地理学を理解するための
基本的概念を正しく理解している、もしくは、基本的概念を
用いて適切に論じることができるかどうかを評価する）

授業内容に関連したプリントを配布する。

使用しない

なし

前期

3-4

地理学特殊講義（四）

古関 喜之 2

中国における社会の成り立ち、社会問題、人々の生
活や文化について考察し、中国について地誌学的ア
プローチから理解する。
１．中国の現代社会の成り立ち、人々の暮らしや文化について理解
し、説明することができる。
２．同じ東アジアの社会問題や暮らし、文化、価値観を理解するこ
とで、日本の社会、地域における課題や日本の文化等について再認
識し、自分なりの見解をまとめることができるようになる。

本講義では、日本と緊密な経済的・文化的関係にある中国を
取り上げ、社会の成り立ちと現代社会が抱える問題、そして
人々の生活や文化について解説する。内容は、学期の前半
は自然環境、暮らし、食文化など生、農業・農村など、後半
で人口政策、地域間・民族間格差、歴史、戸籍制度などを扱
う。中国の学びを通じて、全体像を理解するとともに、日本
の社会、地域における課題等について再認識し、自分なりの
見解をまとめてもらう。講義では、映像資料を見せながら、
受講生が具体的に講義テーマを理解できるように努める。

平常点50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、
授業内小テスト）、学習到達度確認50％（講義の内容を
正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。

授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコメント等を
活用し、理解度を把握しながら双方向的な授業を行う。学習到達度確
認は「持ち込みなし」で行うので、相当時間の勉強が必要となる。な
お、出席は単位認定の前提であり、３分１以上欠席した場合は不合格
とする。授業内容に関連したプリント（講義資料）を配布する。

特になし

中国地理概論，季増民，ナカニシヤ出版 ,2008年
地誌学概論（第２版），矢ケ﨑典隆ほか編，朝倉書店 ,2020年
格差で読み解く現代中国，王文亮，ミネルヴァ書房2006年

後期

3-4

地理学特殊講義（五）

土平 博 2

近世城下町と「陣屋町」

近世城下町と陣屋町を対比しつつ、その類似点や相
違点について理解する。

江戸期の城下町は全国各地に建設された代表的な近世都市
といえる。まずは、城下町の成立、形態と構造に関する先行
研究の成果を紹介していく。その一方で城下町に類似した陣
屋町について紹介していく。その後、城・城下町ならびに陣
屋・陣屋町を比較しながら、その相違を明らかにしていく。
その際、とくに陣屋・陣屋町の特徴を見いだすことを目標と
する。また、「陣屋町」の概念規定に取り組んできた先行研
究をふまえて問題点を整理し、今後の研究課題についても検
討する。さらに、町並み保存の対象になっている城下町や陣
屋町についても紹介していく。以下の通り実施する。

学習到達度確認（講義の内容を正確に把握しているか
を論述形式で問う）60％と平常授業時の課題（授業に
対する積極性ならびに基本的な語句の理解度等講義内
容の理解度を確認する）40％によって評価する。

前期の「歴史地理学」とあわせて履修することをお
すすめする。

使用しない。

適宜紹介する。
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後期

3-4

地理学特殊講義（六）

三木 理史 2

近鉄沿線の近現代史に関わる地理学的考察

普段「足」となっている近鉄沿線を見直し、そこから
歴史地理学的課題を見出すことで、野外巡検時の課
題や卒業論文のテーマの設定の方法を再考する。

知っているようで知らない近鉄沿線の近現代史を、
地図情報や古写真などを用いて再考する。特にテキ
ストを読むだけでは理解できない背景や、本文には
盛り込めなかったエピソードなども時間の許容する限
り、提示するようにしたい。

平常点（50点）と期末レポート（50点）で評価する。
平常点は各回の小レポートをもとに評価する。出席は
３分２以上が必須である。

地図閲覧環境を整えて授業に参加すること。イン
ターネットに接続したPCが最も望ましいが、最低で
もタブレット（スマートフォンは不可）、それらが準
備できない場合は近畿地方の詳細図（紙媒体）を持
参すること。

近鉄沿線の近現代史，三木理史，クロスカルチャー出
版 ,2022

近畿日本鉄道100年のあゆみ，近畿日本鉄道株式会社編，近畿日本鉄
道株式会社，2010
私鉄産業，斎藤峻彦，晃洋書房，1993
日本の私鉄，和久田康雄，岩波書店1981

後期

3-4

地理学特殊講義（七）

酒井 高正 2

人口法則と人口データの応用論

人口地理学分野の研究遂行のため、データ利用と各
種モデルを中心とする人口地理学の各領域について
の知識を深め、先行研究の理解や自身の研究の深化
に役立てる

人口地理学の基礎を既に学んでいる者のための応用
編として、人口法則や人口移動法則について詳しく学
び、現代との整合性について、実際にデータ計算も
含めて検証してみる。また、人口データの歴史や現
況についても詳しく学び、実際に入手して運用するた
めの知識や技術を習得する。

平常点100％（提出課題の内容の適切性と充実度、
授業内での発言や質疑応答の態度などにより評価す
る。）

大学院科目「地域・地誌学特論（一）」と同時開講
する。受講生の関心や予備知識などの状況を勘案し
て、授業内容を調整することがある。パソコンを積極
的に活用するため、教室の都合が許せば電算実習室
を利用する。

必要に応じてハンドアウトを配布する。

授業時に案内する。

前期

3-4

地理学特殊講義（九）

★元田 茂充 2

人間活動と生物圏を中心とした環境との多様な関係
性の解明。

生物と人間活動の歴史的な関係、生物と関わる人間
の多様な文化を理解できるようにする。

人間は様々な生物を狩猟・採集の対象、家畜化・栽培化の
対象、有害駆除の対象、保護の対象、信仰の対象などして
認識してきた。そして、それぞれの局面において人間は多様
な文化を育んできた。
本講義では、①生物多様性はどのような人間活動のもとに維
持されてきたか、②人間は生物資源との関わりのなかでどの
ような文化を生み出してきたのか、③現代社会のなかで、人
間と生物の関係はどのように形成されているのか、などの観
点から人間活動と生物との関係の諸相を検討していく。

評価方法：論述形式の筆記試験の成績と平常成績により
総合的に評価する。
評価の基準：定期試験の成績を50％、平常成績のうち課
題の提出状況を40％、授業中の小レポートを10％とする。
①積極的な授業参加を望む。
②授業中に紹介する参考文献を読むと、より理解が深まる。
③環境・生物と人間活動との関係性に注目してテレビを見たり、新聞
を読む。
④内容は順番が前後したり、受講生の興味･関心に応じて他の内容
と差し替える場合がある。

使用しない。プリントを配布する。

授業中に適宜紹介する。

前期

3-4

地理学特殊講義（十）

武田 一郎 2

世界の陸地と日本列島の歴史、およびホモ・サピエ
ンスと原始日本人の歴史

自然環境とその変化が人類の誕生・進化、および日
本人の形成や文化圏に関係することを理解する。

２億年ほど前からの地球の有様および日本列島の形
成プロセスを概説する。また、これらの自然環境の変
化に対応して人類が誕生し、進化したことを説明す
る。さらに第四紀という最も新しい地質時代にアフリ
カでホモサピエンスが現れ、進化し、アフリカを出て
人種が形成され、その一部が日本に到達して日本人
の祖先となったことを紹介する。最後に、東北日本と
西南日本の文化圏の形成・維持を自然環境の観点か
ら述べる。
評価方法：平常点（小テスト等など：50点）と定期試
験（50点）で評価する。
評価基準：小テストおよび定期試験で授業内容を正
しく理解しているかチェックする。

毎回、必ず地図帳（テキスト＝詳解現代地図）を持
参すること。

詳解現代地図　最新版，二宮書店編集部，二宮書店 ,2023

地学のススメ，鎌田浩毅，講談社BLUE�BACKS,2017
ホモ・サピエンスの誕生と拡散，篠田謙一，洋泉社 ,2017
アフリカで誕生した人類が日本人になるまで，溝口優司，SB新書2014
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後期

3-4

地理学特殊講義（十一）

★角 克明 2

世界の文化圏をテーマとして、自然と人間の関係、あ
るいは地域のとらえ方を学ぶ。

世界の文化圏をテーマとする地理学的な視点や考え
方を習得して、そこから地理学各分野への応用をめ
ざす。

この講義では、文化圏をテーマに地理学的な視点や
考え方を学ぶ。授業計画は以下のとおり。世界の文
化圏を理解するため、人文環境のほか、自然環境に
もふれ、自然と人間の関係を考えてみたい。なお、
個々の「文化」そのものを論じるわけではないので
注意されたい。最終的には基礎的な知識の習得だけ
ではなく、各自の専門分野や関心のある領域への応
用をめざしたい。
最終回に実施する学修到達度確認（筆記による講義内容の理解度：テーマや到
達目標にあげたことがらの理解とそれらを説明・表現できる力の有無）と授業進
行にあわせて、学修内容を確認する「授業後の質問」（例えば、第３回授業後に
第３回授業の内容が理解できているかどうかを確認するもので、これらの蓄積
が最終回の学修到達度確認へむすびつくもの）の成果によって総合評価する。
※詳細は第１回目の講義時に説明する予定であるため、必ず出席してきくこと。
講義には単に出席しているだけではなく、講義内容の理解が求められる。また、
常に各自の専門分野や関心のある領域への応用的な展開を模索してほしい。な
お、配付プリントはやむを得ず欠席する場合、友人に依頼して確保してもらう
か、コピーさせてもらうなど、必ず入手すること。また、講義時の長時間退出や
無断早退、大幅な遅刻、あらゆる不正行為には厳正に対処する。また、シラバ
スをよく読み、担当教員からの連絡事項などはききもらすことのないように十分
注意し、不利益が生じないようにすること。情報通信機器の利用を推奨してい
るため、パソコンなどを教室に持参し活用することがのぞましい。

必要に応じてプリントを配付。※【注意】プリントは基本的に次回以
降の講義で再配付しないが、余分がある場合に限って提供する。
必要に応じて授業資料をオンライン（グーグルクラスルーム利用）
で配信することがある。

参考書等は必要に応じて講義時に紹介・指示する。※『地
図帳』を持参することが好ましい。

後期

3-4

地理学特殊講義（十二）

武田 一郎 2

日本農業の地域性

日本農業の変遷と地域的差異を理解する。また、日
本農業の地域的性格の学習を通して、自然・人文環
境と人間活動の関係を理解する。

農業の地域的差異は、各地の自然環境および、人
口密度や歴史的背景、あるいは消費地との位置関係
や交通システムなどの人文環境の違いから生じてい
る。日本各地からさまざまな農業地帯を選定し、それ
ぞれの農業の成り立ちを概説していく。

評価方法：平常点（小テスト等など：50点）と定期試
験（50点）で評価する。
評価基準：小テストおよび定期試験で授業内容を正
しく理解しているかチェックする。

毎回、必ず地図帳（テキスト＝詳解現代地図）を持
参すること。

詳解現代地図　最新版，二宮書店編集部，二宮書店，2023

日本の地域像，岩本政教ほか，森北出版，
日本の風土と文化，市川健夫，古今書院，

前期集
中

2-4

測量技法（一）

★貫渡 利行 他 2

基本的な多角測量及び現況平面測量を行った後、製
図作成までの方法を習得する

基準点測量、地形測に使用する測量器械の据え付け
方、操作方法等を習得する。

測量実務の専門家の指導のもと、６、７人で１班を形
成し、大学構内敷地においてトータルステーション
による測量実習を行う。延べ７日間（土日）で集中し
ておこなう。基準点測量・水準測量・地形測量を実
施し、その成果を利用し、現況平面図を作成する。
又、GNSS測量のRTK測量観測の体験する。

実習修得度、受講態度70％、基本的な測量器械の操作方法の修得度
及びグループで作業する協調性を重視する。
測量成果、成果平面図、レポートにより総合的に評価30％、グルー
プ作業の中での個人の理解度を確認するため、課題図面やレポート
について真摯に取り組む姿勢等を重視する。
関数電卓、三角定規、三角スケールを j準備。野外作業で
あるので服装・履き物に注意。スリッパ・サンダル等は禁
止。又暑さ・寒さ・雨対策も講じること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

必要な資料は配付する

後期集
中

2-4

測量技法（二）

★貫渡 利行 他 2

基本的な多角測量及び現況平面測量を行った後、製
図作成までの方法を習得する

基準点測量、地形測に使用する測量器械の据え付け
方、操作方法等を習得する。

測量実務の専門家の指導のもと、６、７人で１班を形
成し、大学構内敷地においてトータルステーション
による測量実習を行う。延べ７日間（土日）で集中し
ておこなう。基準点測量・水準測量・地形測量を実
施し、その成果を利用し、現況平面図を作成する。
又、GNSS測量のRTK測量観測の体験する。

実習修得度、受講態度70％、基本的な測量器械の操作方法の修得度
及びグループで作業する協調性を重視する。
測量成果、成果平面図、レポートにより総合的に評価30％、グルー
プ作業の中での個人の理解度を確認するため、課題図面やレポート
について真摯に取り組む姿勢等を重視する。
関数電卓、三角定規、三角スケールを j準備。野外作業で
あるので服装・履き物に注意。スリッパ・サンダル等は禁
止。又暑さ・寒さ・雨対策も講じること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

必要な資料は配付する
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後期

2-4

応用地図技法

酒井 高正 2

GISを用いたデータ利活用と主題地図作成

各種機関から提供される地図データと統計データを
地域の調査や研究に活用するため、データの入手・
加工・分析および地図表現の方法を習得する。

まず、オンラインGISとデスクトップGISの代表的
なシステムの操作を通じて、GISの基本技法を確認
する。続いて、各種機関のWEBサイト等で提供され
る地図データや統計データをGIS等で活用できるよ
うなかたちで入手する方法を学ぶ。さらに、それらの
データの基本的な分析と主題地図に加工して、地域
の調査や研究に活用する方法を学ぶ。

平常点100％（受講態度の適切性、提出課題類の内容
の適切性と充実度、復習問題（小テスト）の解答内
容などで評価する。）

電算実習室の定員を履修者数の上限とする予定のた
め、ガイダンス等での案内に従うこと。「地理学実習
（四）」で学んだExcelの数式入力とMANDARAの
基本操作を復習しておくこと。

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のハンド
アウトを配布する。

授業時に案内する。

後期

2-4

フィールドワーク技法

稲垣 稜 2

地域調査、フィールドワークによる地域理解

地域調査、フィールドワークを通して地域について理
解できるようにする。

地域における諸課題を検討するうえで、まずは地域
を理解することが不可欠である。この授業では、地
域調査、フィールドワークの手法を学ぶ。これを通
じ、自ら地域調査、フィールドワークを行えるように
なってほしい。

土地利用に関する作業50％、授業への参加50％

テキストは使用しない。
読んでもらう論文をこちらから指定するので、各自収
集すること。

なし

前期

2-4

リモートセンシング技法

木村 圭司 2

地球を航空機や人工衛星から観測するリモートセン
シングについて、講義で理解し、技法指導で使える
ようにする
リモートセンシングについて理解し、さまざまなソフ
トウェア（日本語版だけでなく、英語版を利用するこ
ともある）を利用して基礎的なデータ解析までできる
ようにする。
リモートセンシングの基礎的事項を学び、さまざまなソフト
ウェア（日本語版だけでなく英語版を使用することもある）
を使用して基礎的なデータ解析をできるようにする。講義の
後には、Windowsパソコンを使った作業（宿題）に取り組
んでもらう。
受講者全員が毎回課題を期日内に提出する必要がある。
ソフトウェア・データとも、大きなファイルサイズになるた
め、これらのダウンロード・インストールは学内wifiを使う
ことが望ましい。英語版ソフトウェアは、エラーメッセージ
等も英語であることに注意。

毎回の講義時に出される課題（70％）、期末レポート
（30％）を合算する。なお、毎回の講義は、課題の提出に
より出席扱いとし、出席扱いの回数が８回以下の受講生は期
末試験を受験できない。

課題の作業にはArcGIS�proやSNAP、EISEIなど
多くのWindowsソフトを使用する。高卒レベルの
英語（英文マニュアルを参照）、物理（光や波の性
質）、数学（三角関数や微分積分）等の知識が必要。
授業終了後に、毎回課題が出される。

特になし

後期

2-4

G Ⅰ S データ分析技法

芝田 篤紀 2

GISと様々なデータ分析の理解・技法

GISを用いた分析の手法と分析工程の基礎を理解す
る。様々な課題に対してGISで分析する技能を習得
する。

衛星画像解析、ドローンの画像処理などからラス
ターデータの分析方法を学び、後半はベクターデー
タを用いた空間解析や位置情報の取得、分析方法を
学習する。またGNSSやLiDARの基本も学ぶ。

授業への参加度など受講態度（平常点：40％）、事例
研究の回に提出するレポート（60％）にて、理解度・
習熟度を評価する。

実際にコンピューターを用いて解析作業等を行うた
め、PC関連の基本技能がなければ受講が大変困難と
なる。また、前期開講の「地理情報科学概論」で学
習する知識が多分に関係するため、当科目を履修済
みであることが望ましい。

プリントを配布

各授業内で適宜提示
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その他

2-4

海外巡検

木村 圭司
芝田 篤紀 2

カイロ（エジプト）近郊を訪問し、日本と異なる自
然・人文・社会・文化を実体験する．

事前学習・現地調査・事後学習を通してエジプトと日
本との違いを実体験し，国際的視野を身につける．

カイロ（エジプト）近郊の多くの地理学的事象を観察
する予定である．これらを現地で実体験し，国際社会
への視野を広げる．

事前学習への取り組み，報告書の内容などから総合
的に評価する．

随時配布する

随時指示する



文 化 財 学 科 科 目
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前期

1

文化財学研究法Ⅰ（一）
文化財学研究法Ⅰ（二）
文化財学研究法Ⅰ（三）
千田 嘉博　魚島 純一
相原 嘉之 2

文化財の種類・研究分野、文化財の基本的な調査・
研究方法を学ぶ

文化財研究の入門編である。（１）文化財の種類と研究
分野、文化財保護の仕組みと活用。（２）文化財研究に
おける保存科学的研究法。（３）文化財調査法、文化財
情報の調べ方、の基本的な３テーマを学習し理解する。
文化財は過去の人々の営みを伝える貴重な財産（資料）である。こ
こでは、３つのテーマをクラス分けに従って受講し、文化財の基礎
知識を学ぶ。（１）元文化財行政職の経験を生かして、遺跡や古墳、
土器や石器、お寺や仏像等々の文化財の種類とその特徴、文化財
保護の仕組みや社会的意義、活用などの文化財全般について解説す
る【相原】。（２）元徳島県立博物館学芸員の実務経験を生かして、
自然科学的手法を用いた保存科学的調査・研究を紹介し、分析や保
存処理も体験する【魚島】。（３）どのように文化財研究を進めるの
か、文化財情報の調べ方を身につけます。特に大学図書館で文献を
探し出す技を実践的に伝授します【千田】。

期末における学習到達度確認において評価する。３
つテーマの基本的な内容を把握しているかを論述形
式で問う。

ガイダンスでクラス分けと日程の説明を行う。指定されたクラスと日程
に従ってローテーションを行い、３テーマ（教員）の授業と合同授業の
すべてを受けること。随時資料を配付する。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

なし

なし

後期

1

文化財学研究法Ⅱ（一）
文化財学研究法Ⅱ（二）
文化財学研究法Ⅱ（三）
豊島 直博　大河内 智之
吉川 敏子 2

（豊島）考古資料の調査研究入門　（大河内）美術作
品の調査研究入門　（吉川）文献史料の調査と研究

（豊島）考古資料の調査研究法を学ぶ　（大河内）
美術作品の調査研究方法を学ぶ　（吉川）文献史料
を読む方法を学ぶ

（豊島）考古学はどのような学問か。その歴史、研究方
法、発掘調査について、元文化庁の埋蔵文化財担当調査官
としての実績を生かした講義を行い、具体例をもとに学ぶ。
（大河内）美術史学は絵画や彫刻、工芸など造形芸術の歴
史を明らかにする学問である。元学芸員の経験を元に地域
に伝来する美術資料の調査研究法について学習する。
（吉川）史料学は、文字資料を正しく読解することから始ま
る。文献史料を研究するための基礎知識や、関係する辞書
類と特徴、漢文の基礎などを学ぶ。

（豊島）講義の内容に関するレポート。Ａ４、１枚程度。
（大河内）講義内の課題
（吉川）課題提出と小テストで評価する。配点は１：４

受講者は３クラスに分かれ、（一）の受講者は豊島担当分から、（二）の
受講者は大河内担当分から、（三）の受講者は吉川担当分から受講しま
す。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

なし

前期

1

基礎演習Ⅰ（一）

竹田 芳則 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第V部では
口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（二）

床谷 文雄 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022
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前期

1

基礎演習Ⅰ（三）

★大町 公 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第V部では
口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（四）

小林 青樹 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第V部では
口頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

後期

1

基礎演習Ⅱ

共同担当 2

文化財とキャリア形成

自分の将来について具体的に考える。

文化財学科の教員が文化財に関係するキャリアにつ
いて語り、学生はそれを生かして自分のキャリア形成
について考える。
講義は複数教室双方向配信システムを用い、対面で
行う（リモート参加も可能）。各回、講義室移動があ
るので、初回の注意事項をよくきくこと。ポータルに
も掲示する。

各回の授業中に作成する課題の提出状況と完成度を
総合的に評価する。課題の提出方法については講義
中の注意をよくきくこと。

新型コロナウイルス感染症の蔓延状況等によって予
定が変更となる場合がある。教務連絡に注意するこ
と。

前期

2-4

文化財演習Ⅰ（一）

千田 嘉博 2

文化財のグループ研究

受講生が文化財について、仲間と協力しながら課題
設定し、調査･検討した成果をまとめてプレゼンテー
ションする方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークによ
り学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得
していく。授業では現地の巡見を行うが、各学生が
巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しながら意見交
換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑
問を出発点として、グループごとにさらなる調査を行
う。調査成果を整理し、グループごとに発表資料を
作成してプレゼンテーションを行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価します。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

なし
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前期

2-4

文化財演習Ⅰ（二）

相原 嘉之 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークによ
り学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得
していく。授業では現地の巡見を行うが、各学生が
巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しながら意見交
換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑
問を出発点として、グループごとにさらなる調査を行
う。調査成果を整理し、グループごとに発表資料を
作成してプレゼンテーションを行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

前期

2-4

文化財演習Ⅰ（三）

吉川 敏子 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークによ
り学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得
していく。授業では現地の巡見を行うが、各学生が
巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しながら意見交
換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑
問を出発点として、グループごとにさらなる調査を行
う。調査成果を整理し、グループごとに発表資料を
作成してプレゼンテーションを行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

前期

2-4

文化財演習Ⅰ（四）

魚島 純一 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークにより
学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得し
ていく。授業では現地の巡見をおこなうが、各学生
が巡見に先立つ情報収集をおこない、巡見しながら
意見交換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知
見や疑問を出発点として、グループごとにさらなる調
査をおこなう。調査成果を整理し、グループごとに
発表資料を作成してプレゼンテーションをおこなう。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

前期

2-4

文化財演習Ⅰ（五）

大河内 智之 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークによ
り学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得
していく。授業では現地の巡見を行うが、各学生が
巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しながら意見交
換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑
問を出発点として、グループごとにさらなる調査を行
う。調査成果を整理し、グループごとに発表資料を
作成してプレゼンテーションを行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

適宜プリントを配布する
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後期

2-4

文化財演習Ⅱ（一）

杉山 智昭 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークによ
り学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得
していく。授業では現地の巡見を行うが、各学生が
巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しながら意見交
換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑
問を出発点として、グループごとにさらなる調査を行
う。調査成果を整理し、グループごとに発表資料を
作成してプレゼンテーションを行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

なし

後期

2-4

文化財演習Ⅱ（二）

豊島 直博 2

文化財の具体的な研究

文化財について、調査研究する基礎的な方法を身に
付ける。

各自が興味や関心をもつ文化財を選び、それぞれ調
べてレポートを作成する。また、月に１回程度、学外
見学を行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

後期

2-4

文化財演習Ⅱ（三）

小林 青樹 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークにより学生同士で
文化財学の学びの方法を体験的に習得していく。授業では現地の
巡見を行うが、各学生が巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しな
がら意見交換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑問
を出発点として、グループごとにさらなる調査を行う。調査成果
を整理し、グループごとに発表資料を作成してプレゼンテーショ
ンを行う。
本演習は、班分け、巡見先、研究発表などの日程・内容・評価方
法などが変更になる場合がある。事前に講義連絡を確認すること。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

各回の授業内容を変更する場合がある。

なし

授業時に指示する

後期

2-4

文化財演習Ⅱ（四）

原口 志津子 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークによ
り学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得
していく。授業では現地の巡見を行うが、各学生が
巡見に先立つ情報収集を行い、巡見しながら意見交
換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知見や疑
問を出発点として、グループごとにさらなる調査を行
う。調査成果を整理し、グループごとに発表資料を
作成してプレゼンテーションを行う。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合がある。ガイ
ダンスで説明される日程を各自でよく確認すること。
＊新型コロナウイルス感染拡大によって、予定を変更する場
合がある。頻繁に「ポータル」を確認するすること。

なし
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後期

2-4

文化財演習Ⅱ（五）

比佐 陽一郎 2

文化財のグループ研究

文化財について、仲間と協力しながら課題設定し、
調査･検討した成果をまとめてプレゼンテーションす
る方法を身につける。

班ごとに研究テーマを設定し、グループワークにより
学生同士で文化財学の学びの方法を体験的に習得し
ていく。授業では現地の巡見をおこなうが、各学生
が巡見に先立つ情報収集をおこない、巡見しながら
意見交換して相互の気づきを共有し、巡見で得た知
見や疑問を出発点として、グループごとにさらなる調
査をおこなう。調査成果を整理し、グループごとに
発表資料を作成してプレゼンテーションをおこなう。

発表準備シート①②の内容（配点各10点）、巡見への
取り組み姿勢（40点）、発表準備への取り組み姿勢
（20点）、発表のできばえ（20点）で評価する。?

巡見は授業曜日とは異なる日に振り替える場合があ
る。ガイダンスで説明される日程を各自でよく確認す
ること。

『授業中に紹介する』

前期

2-4

考古学講読Ⅰ（一）

小林 青樹 2

遺跡に関する基礎文献の講読と小発表

考古学に関する遺跡や遺物の基礎的な用語や特徴な
ど理解し、発表・討論の仕方の基礎を学ぶ。

主に日本と世界の遺跡に関する基礎的な文献を受講
者が選択し、受講者全員で輪読する。文献選択者
は、自分の選んだ文献についての小発表を行う。な
お、考古学講読Ⅰ（一）・考古学講読Ⅱ（二）・考古学
講読Ⅱ（四）は同じ内容で開講しており、これらのう
ちから一つのみ受講すること（複数は受講できない）。

発表60％（発表内容の充実度を重視する）、レポート40％（演
習を通じて学んだ課題の文献を正確に読めているか、また
論理的な展開をしているか、必要な情報を収集し自分の考
えを展開できるか）。特にオリジナリティを評価する。

後期に開講している「考古学講読Ⅱ（二）」は続けて
履修はできない。

授業前に資料を配布する

なし

前期

2-4

考古学講読Ⅰ（二）

豊島 直博 2

日本考古学の論文を読む

正しい論文の読み方を学び、問題点を見つける力を
身につける。

おもに弥生時・古墳代の論文を輪読する。テキスト
は初回に指示するので、分担で人数分を用意する。
発表資料を作成してもらう場合もある。

期末レポート（興味のある論文をよみ、内容をまとめ
る。B4�１枚程度）、授業中の質疑応答を加味する。

前期と後期の内容は同じなので、両方履修することは
できない。

前期

2-4

考古学講読Ⅰ（三）

千田 嘉博 2

学術論文を熟読して、論文はどんなふうにできてい
るかを理解する。

受講生が学術論文の構成や書き方を理解し、主体的
に発表するプレゼンテーション能力を身につける。

受講生が最も興味をもつテーマについて、学術論文
を選び、論文内容を熟読します。そして論文の内容
を要約してプレゼンテーションします。考古学を中
心とした文化財学に関わるさまざまな研究を知り、
受講生全員で議論して、多様な文化財学の世界を体
感します。基本文献の読み方、発表の方法を身につ
けて、自信をもって３年次の演習に進めるようにしま
す。
平常点50％（課題への取り組み、講読への積極的な参加）、
学習到達度50％（各自の研究発表の達成度と研究内容、レ
ジュメの的確さ、プレゼンテーションの達成度）にもとづい
て評価します。
本講読は、アクティブ・ラーニングを取り入れて、受講生
の発表と発表内容にもとづくディスカッションを毎回行いま
す。学術的な討論への積極的な参加を求めます。文化財に
関するすべての分野の発表が可能です。発表の順番は、受
講生と相談の上で決定します。

なし

講義内で指示します。
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後期

2-4

考古学講読Ⅱ（一）

豊島 直博 2

日本考古学の論文を読む

正しい論文の読み方を学び、問題点を見つける力を
身につける。

おもに弥生時・古墳代の論文を輪読する。テキスト
は初回に指示するので、分担で人数分を用意する。
発表資料を作成してもらう場合もある。

期末レポート（興味のある論文をよみ、内容をまとめ
る。B4�１枚程度）、授業中の質疑応答を加味する。

前期と後期の内容は同じなので、両方履修することは
できない。

後期

2-4

考古学講読Ⅱ（二）

小林 青樹 2

遺跡に関する基礎文献の講読と小発表

考古学に関する遺跡や遺物の基礎的な用語や特徴な
どを理解し、発表・討論の仕方の基礎を学ぶ。

主に日本と世界の遺跡に関する基礎的な文献を受講者が選択
し、受講者全員で輪読する。文献選択者は、自分の選んだ文献
についての小発表を行う。なお、考古学講読Ⅰ（一）・考古学講
読Ⅱ（二）・考古学講読Ⅱ（四）は同じ内容で開講しており、こ
れらのうちから一つのみ受講すること（複数は受講できない）。
実施方法は、まずPDFの資料を配布して講読し予習する。そ
して次の週に配布資料の遺跡について解説した動画を視聴し復
習する。今後、講義連絡に事前に講義に関する情報をアップす
る。
発表60％（発表内容の充実度を重視する）、レポート40％（演
習を通じて学んだ課題の文献を正確に読めているか、また
論理的な展開をしているか、必要な情報を収集し自分の考
えを展開できるか）。特にオリジナリティを評価する。

前期に開講している「考古学講読 I（一）」を履修した
ものは、本科目を履修できない。授業内容を変更す
る場合がある。

授業前に資料を配布する

なし

後期

2-4

考古学講読Ⅱ（三）

千田 嘉博 2

学術論文を熟読して、論文はどんなふうにできてい
るかを理解する。

受講生が学術論文の構成や書き方を理解し、主体的
に発表するプレゼンテーション能力を身につける。

受講生が最も興味をもつテーマについて、学術論文
を選び、論文内容を熟読します。そして論文の内容
を要約してプレゼンテーションします。考古学を中
心とした文化財学に関わるさまざまな研究を知り、
受講生全員で議論して、多様な文化財学の世界を体
感します。基本文献の読み方、発表の方法を身につ
けて、自信をもって３年次の演習に進めるようにしま
す。
平常点50％（課題への取り組み、講読への積極的な参加）、
学習到達度50％（各自の研究発表の達成度と研究内容、レ
ジュメの的確さ、プレゼンテーションの達成度）にもとづい
て評価します。
本講読は、アクティブ・ラーニングを取り入れて、受講生
の発表と発表内容にもとづくディスカッションを毎回行いま
す。学術的な討論への積極的な参加を求めます。文化財に
関するすべての分野の発表が可能です。発表の順番は、受
講生と相談の上で決定します。

なし

講義内で指示します。

前期

2-4

美術史講読Ⅰ（一）

原口 志津子 2

絵巻や写本の詞書を読んでゆき、仮名のくずし字が読める
ようになる。
真面目に字源探しをすれば必ず読めるようになる。

仮名のくずし字が読めるようになる。

最初は絵巻の詞書の翻刻（現代平仮名になおしたも
の）を見ながら、くずし字の字源探しをして徐々に慣
れてゆく。
美術史講読なので、絵巻に関する解説も行う。

学生は、毎回、翻刻をもとに字源を探しをし、できた分を提出する。
教員は提出課題の総数を確認する。
60点×課題提出率、最終回で行う到達度確認（40点満点）の合計で
評価する。
テキストを必ず購入すること。美術史講読 I（一）�で単位を
修得した場合は、美術史講読 I（二）に登録することはでき
ない。
内容は前後する場合がある。配布プリントを忘れないよう
に。

活字本教科書�増補改定�仮名変体集�( 影印本シリーズ )，伊
地知�鉄男，新典社，1966

くずし字解読辞典�普及版，児玉幸多，東京堂出版，1993
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前期

2-4

美術史講読Ⅰ（二）

★仁方越 洪輝 2

古文・くずし字の学習

江戸時代の版本を読み、文章の内容を理解できるよ
うになる。

江戸時代の医師・橘南谿が旅で見聞きした珍しい事
物などを記した『東遊記』の版本を読み、くずし字で
書かれた文章を解読する練習を行う。また、解読箇
所の挿図を描いた絵師について記述された諸資料を
取り上げ、古文読解や絵師研究の方法についても理
解を深める。

平常点50％（課題に取り組む姿勢）、学習到達度確認
50％（くずし字で書かれた古文の読解力）で評価す
る。

内容は前後する場合がある。配付プリントを必ず持
参すること。

プリントを配付，

『くずし字解読辞典　普及版』，児玉幸多，東京堂出版，1993
『京都画壇の一九世紀　第２巻　文化・文政期』，思文閣出
版，1994

後期

2-4

美術史講読Ⅱ（一）

大河内 智之 2

美術史（特に仏教美術）に関連する史資料の講読

寺院や仏像について書かれた文献を読み、仏像の制
作背景や仏像に対する信仰を読み取る。専門用語の
調べ方を習得する。文献の内容が美術史的にどのよ
うな意味を持つかを見出す。
『日本霊異記』は平安時代初期の説話集で、仏像に関わ
る様々な話や当時の人々の生き生きとした信仰の様子が
描かれている。まずはこれにより「古文」を読む楽しさ
を身につける。続いて『七大寺巡礼私記』に進む。12世
紀の大江親通が東大寺、薬師寺、唐招提寺、法隆寺など
を巡った見聞録で、これを読むと親通がどのように「文
化財」を見て、調べているかがよくわかる。丁寧に読み
ながら日本人の「漢文」に少しずつ慣れる。

学習到達度確認50％、平常点50％（課題に取り組む
姿勢など）で評価

美術史講読Ⅱを履修する者は、（一）（二）のどちらか
を履修する。
履修者の理解度に応じて、内容が前後したり、変更
したりする場合がある。

プリントを配布する

後期

2-4

美術史講読Ⅱ（二）

★戸花 亜利州 2

『往生要集』の成立背景や浄土思想について学ぶ。

『往生要集』を講読し、内容や成立背景を知るとと
もに、関連する仏教美術品についての基礎的な知識
を修得する。

『往生要集』は寛和元年（985年）恵心僧都源信に
よって著され、以降の浄土思想のみならず仏教美術
にも大きな影響を与えた。授業では『往生要集』に
記された六道世界や極楽について調べながら、適宜
関連する文化財の紹介や寺院を紹介する。また必要
に応じてZOOM等オンラインの活用や学外見学を行
う。

学習到達度確認60％（『往生要集』の内容や基本的な
語句の理解）と、平常点40％（課題に取り組む姿勢
など）で評価します。

関連する仏教美術品が現存する場合は写真を用意
し、説明できるようにすること。

プリントを配布する

源信�（人物叢書�新装版），速水侑�，吉川弘文館，1988
往生要集を読む�（講談社学術文庫），中村元，講談社，2013

前期

2-4

史料学講読Ⅰ

吉川 敏子 2

日本古代の史料を読む

旧漢字や異体字の混じった漢文体の史料を正確に読
み解く力を身につけるとともに、歴史辞典や参考文
献を読んで時代背景を考慮しつつ史料の意味を理解
する。

正倉院に遺された文書、文書日本中世の文書・日本
古代の法制史料を講読する。『大漢和辞典』やくずし
字辞典、異体字辞典、歴史辞典などを用いて読み解
きながら、史料読解の基本を修得する。史料を書き
残した人々の意図を理解しようとする姿勢を身につけ
て欲しい。授業期間後半には、グループで史料につ
いて調べ発表する形式で進める。

発表内容10点、提出物10点、授業時間内に行う読解力の確
認テスト80点（20、30、30）。予習の怠慢やレジュメの不配
布、受講姿勢など、学修態度に問題がある場合は減点対象
とする。
漢文史料の講読である。各自で漢和辞典を入手し、授業に
持参すること。『類聚三代格』の発表では、準備・発表をグ
ループ作業とする。積極的に意見交換して取り組むこと。ま
た、発表について質問するなどの活発なディスカッションを
求める。

プリント配布

授業中に紹介
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後期

2-4

史料学講読Ⅱ

吉川 敏子 2

『続日本紀』を読んで律令制下の国家の様相を考え
る

漢文体の編年史料を正確に読む読解力、史料が持つ
意味を辞典や参考文献を用いて考察する思考力、考
えを口頭発表し、レポートにまとめる表現力を身につ
ける。

『続日本紀』をテキストとして、史料分析の訓練を
行う。同書は、六国史の第２番目として、697年から
791年までを編年体で叙述する歴史書である。講読で
は、現代語訳をするだけではなく、当時の国家や社
会がどのような状況にあったのかを、より具体的に考
え、洞察する努力をして欲しい。授業は、受講者に
担当箇所を割り当て、輪読する形式で進める。

発表30点、期末レポート70点。発表は十分に調べ考察して
いるかを、レポートは史料を踏まえた立論を重視する。レ
ジュメの事前配付の怠りや、度重なる遅刻・欠席などは減
点対象とする。

全員の予習を前提とし、発表に対する活発なディスカッショ
ンを求める。予習を行わないなど、積極的な取り組み姿勢
が見られない場合は減点対象とする場合がある。また、発
表担当者の無断欠席も原則として認めない。

プリント配布

授業中に紹介

前期

2-4

保存科学講読Ⅰ（一）

比佐 陽一郎 2

日本の保存科学研究論文の講読と発表を通じて、理解力、
思考力、発表力を高め、自身の研究スタイルの確立をめざ
す。

保存科学関係の論文や報告書を読み、研究目的、研
究方法、論旨を的確に理解する力や思考力を身につ
ける。

日本の保存科学研究論文を各自が読破し、原文とそ
の要旨、関連資料等まとめた資料を作成し、発表お
よび討論をおこなう。

各自の発表（論文の理解度、資料作成、発表、討論
の充実度）、討論への参加のようすおよびレポートに
より総合的に評価する。

受講生は、積極的に質問や意見を述べ、活発な討論
をおこなうように心がけること。

『授業中に紹介する』

前期

2-4

保存科学講読Ⅰ（二）

杉山 智昭 2

文化財の保存科学に関連した文献の講読　

各種文献の講読をとおして保存科学研究分野に対する視野
を広げ、専門知識を蓄積するとともに、学術論文の基本構
成について学修する。研究課題を主体的に探索し、客観的
な情報にもとづいた考察を展開するための能力を培う。

各自が分担して文献を読み込み、その内容を整理・
要約した資料を作成したうえで発表・全体討論を行
う。

平常時の取り組み姿勢（30％）、基本概念の理解など
課題の達成度（30％）、レポートのデータ整理や論理
展開を評価（40％）し総合的に判断する。

発表者は準備を十分に整えておくこと。発表者以外の受講
生も事前に発表文献をしっかりと読み込んだ上で質疑応答
に臨むこと。�
保存科学講読Ⅰ（二）で単位を修得した場合は、保存科学
講読Ⅱ（二）に登録することはできない。

『発表者が事前に提出したプレゼンテーション資料を配布』

『適宜紹介する』

後期

2-4

保存科学講読Ⅱ（一）

魚島 純一 2

日本の保存科学研究論文の講読と発表を通じて、理解力、
思考力、発表力を高め、自身の研究スタイルの確立をめざ
す。

保存科学関係の論文や報告書を読み、研究目的、研
究方法、論旨を的確に理解する力や思考力を身につ
ける。

日本の保存科学研究論文を各自が選んで読破し、原
文とその要旨、関連資料等まとめた資料を作成し、
発表および討論をおこなう。

各自の発表（論文の理解度、資料作成、発表、討論
の充実度）、討論への参加のようすおよびレポート
（マイ雑誌）により総合的に評価する。

受講生は、積極的に質問や意見を述べ、活発な討論
をおこなうように心がけること。

授業中に紹介する
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後期

2-4

保存科学講読Ⅱ（二）

杉山 智昭 2

文化財の保存科学に関連した文献の講読　

各種文献の講読をとおして保存科学研究分野に対する視
野を広げ、専門知識を蓄積するとともに、学術論文の基本
構成について学修する。研究課題を主体的に探索し、客観
的な情報にもとづいた考察を展開するための能力を培う。

各自が分担して文献を読み込み、その内容を整理・
要約した資料を作成したうえで発表・全体討論を行
う。

平常時の取り組み姿勢（30％）、基本概念の理解など
課題の達成度（30％）、レポートのデータ整理や論理
展開を評価（40％）し総合的に判断する。

発表者は準備を十分に整えておくこと。発表者以外の受講
生も事前に発表文献をしっかりと読み込んだ上で質疑応答
に臨むこと。
保存科学講読Ⅰ（二）で単位を修得した場合は、保存科学
講読Ⅱ（二）に登録することはできない。

『発表者が事前に提出したプレゼンテーション資料を配布』

『適宜紹介する』

前期

3-4

考古学実習Ⅰ（一）
考古学実習Ⅰ（二）

豊島 直博
★外部講師 1

考古学の記録方法を学ぶ

測量技術を習得する

屋外調査に必要なレベル、平板、トータルステーショ
ンの使い方を学ぶ

授業中に作成する図面等の完成度によって評価する。

新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、ＷＥ
Ｂを併用することがある。

後期

3-4

考古学実習Ⅱ（一）
考古学実習Ⅱ（二）

★外部講師
小林 青樹 1

実践的な遺跡の測量と遺物の観察・記録方法をマス
ターする

前期に身につけた基礎を元に、実践的な技術を身に
つける。

この実習は、遺物の観察・記録方法を身につけると
ともに、班に分かれて前半と後半に野外実習と室内
実習を交代して実施する。班分けやスケジュールな
どの詳細については初日のガイダンスで説明する。な
お、本シラバスの内容については、随時、日程・実習
内容・評価方法の変更を行場合がある。毎回、講義
連絡に事前に講義に関する情報をアップする。

実習時間中に各自が作成した実測図のレポート70％（実習を通じて学んだ技術に基
づいて図面などが作成できているか）、本実習に関するレポート30％（実習を通じ
て学んだ課題の文献を正確に読めているか、また論理的な展開をしているか、必
要な情報を収集し自分の考えを展開できるか）。特にオリジナリティを評価する。

７回でもうひとつの実習と交代になります。また、授
業内容は変更する場合がある。

必要な場合、適宜配布します

なし

前期

3-4

考古学実習Ⅲ（一）
考古学実習Ⅲ（二）

豊島 直博
★外部講師 1

出土遺物の記録方法を学ぶ

出土遺物の図化ができるようになる

土器、石器、瓦の実測、レイアウト、トレースを学ぶ

授業中に作成する図面等の完成度によって評価する。

新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、ＷＥ
Ｂを併用する場合がある。
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後期

3-4

考古学実習Ⅳ（一）
考古学実習Ⅳ（二）

★外部講師
小林 青樹 1

実践的な遺跡の測量と遺物の観察・記録方法をマス
ターする

前期に身につけた基礎を元に、実践的な技術を身に
つける。

この実習は、遺物の観察・記録方法を身につけると
ともに、班に分かれて前半と後半に野外実習と室内
実習を交代して実施する。班分けやスケジュールな
どの詳細については初日のガイダンスで説明する。な
お、本シラバスの内容については、随時、日程・実習
内容・評価方法の変更を行場合がある。毎回、講義
連絡に事前に講義に関する情報をアップする。

実習時間中に各自が作成した実測図のレポート70％（実習を通じて学んだ技術に基
づいて図面などが作成できているか）、本実習に関するレポート30％（実習を通じ
て学んだ課題の文献を正確に読めているか、また論理的な展開をしているか、必
要な情報を収集し自分の考えを展開できるか）。特にオリジナリティを評価する。

７回でもうひとつの実習と交代になります。また、授
業内容は変更する場合がある。

必要な場合、適宜配布します

なし

前期

3-4

美術史実習Ⅰ

大河内 智之 1

美術工芸品の見学・調査

美術作品を見学し、実査することにより、作品を美術
史的に理解する眼識を養う。彫刻・絵画・工芸作品
の取り扱い方を理解する。作品の基礎データを収集
し、調書が作成できるようになる。

美術史実習Ⅰ・Ⅲでは、総合して次の二種の実習を行
う。　①見学：美術館・博物館等の施設あるいは社
寺等へ出かけ、美術品を実査する。なお、括弧内の
見学先は従来の行き先を参考にした案であり、今年
度については、９月以降、順次決定する。　②調査：
美術品（彫刻・工芸品など）の取扱および調査方法
を習得する。

学外見学の場合は、レポートを提出（60％）。学内での作品調査の場合は調書の
提出（20％）を求める。いずれも作品についての基本的な理解（作者・制作背
景・技法等）ができているか。美術史上の位置が理解・提示できているか。的
確な作品評価が記されているか等を基準に評価する。これに平常時の取り組み
姿勢（20％）を加える。

美術史実習Ⅰは、美術史実習Ⅲと連続して行う。必ず
両方を履修すること。見学と調査の順序は入れ替わ
ることがある。見学の場合は、都合により、訪問先や
日時を振り替える場合がある。

その都度プリントを配布する

その都度指示する

後期

3-4

美術史実習Ⅱ

大河内 智之 1

美術工芸品の見学・調査

美術作品を見学し、実査することにより、作品を美術
史的に理解する眼識を養う。彫刻・絵画・工芸作品
の取り扱い方を理解する。作品の基礎データを収集
し、調書を作成できるようになる。

美術史実習Ⅱ・Ⅳでは、総合して次の二種の実習を
行う。　①見学：美術館・博物館等の施設あるいは
社寺等へ出かけ、美術品を実査する。なお、括弧内
の見学先は、従来の行先を参考にした案であり、今
年度については、9月以降、順次決定する。　②調査：
美術品（彫刻・絵画・工芸品など）の取扱および調
査方法を習得する。

学外見学の場合は、レポートを提出（60％）。学内での作品調査の場合は調書の
提出（20％）を求める。いずれも作品についての基本的な理解（作者・制作背
景・技法等）ができているか。美術史上の位置が理解・提示できているか。的
確な作品評価が記されているか等を基準に評価する。これに平常時の取り組み
姿勢（20％）を加える。

美術史実習Ⅱは、美術史実習Ⅳと連続して行う。必
ず両方を履修すること。見学と調査の順序は入れ替
わることがある。見学の場合は、都合により、行き先
や日時を変更する場合がある。

その都度プリントを配布する

その都度指示する

前期

3-4

美術史実習Ⅲ

原口 志津子 1

美術工芸品の見学・調査

美術作品を見学し、実査することにより、作品を美術
史的に理解する眼識を養うことができる。彫刻・絵
画・工芸作品の調書が作成できるようになる。

美術史実習Ⅰ・Ⅲでは、総合して次の二種の実習を行
う。　①見学：美術館・博物館等の施設あるいは社
寺等へ出かけ、美術品を実査する。なお、括弧内の
見学先は従来の行き先を参考にした案であり、今年
度については、４月以降、順次決定する。　②調査：
美術品（彫刻・工芸品など）の取扱および調査方法
を習得する。

提出物100％。見学のレポート、調査の場合は調書の
毎回提出を求める。提出物の基準については、講義
中に配布する。

美術史実習Ⅲは、美術史実習Ⅰと連続して行う。必ず
両方を履修すること。見学と調査の順序は入れ替わ
ることがある。見学の場合は、行先の都合により、日
時を振り替える場合がある。

その都度プリントを配布する

その都度指示する
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後期

3-4

美術史実習Ⅳ

原口 志津子 1

美術工芸品の見学・調査

美術史作品をより深く理解し、研究に活かすための
実践力を身につける。絵画作品の調書が作成できる
ようになる。

美術史実習Ⅱ・Ⅳでは、総合して次の二種の実習を
行う。　①見学：美術館・博物館等の施設あるいは
社寺等へ出かけ、美術品を実査する。なお、括弧内
の見学先は従来の行き先を参考にした案であり、今
年度については、９月以降、順次決定する。　②調
査：美術品（彫刻・工芸品など）の取扱および調査
方法を習得する。

提出物100％。見学のレポート、調査の場合は調書の
毎回提出を求める。提出物の基準については、講義
中に配布する。

美術史実習Ⅳは、美術史実習Ⅱと連続して行う。必
ず両方を履修すること。見学と調査の順序は入れ替
わることがある。見学の場合は、行先の都合により、
日時を振り替える場合がある。

その都度プリントを配布する

その都度指示する

前期

3-4

保存科学実習Ⅰ

★宇都宮 正紀
比佐 陽一郎 1

保存修復技術入門（装潢技術）

日本の書画文化財がどのように修理され伝世してき
たかを学び、またその倫理についての理解を目標と
する。

文化財保存修復の基礎的技術として、書画の修復技
術である「装潢修理技術」の基礎を体験学習する。
装潢技術による書画文化財修理の概論を学び、分析
や和紙を用いての補修、裏打等の装潢技術を実践す
る。

評価方法は課題の充実度を評価する。基準は平常時の姿
勢（30％）、基本概念の理解や作業の習熟など課題の達
成度（30％）、レポートのデータの整理や論理展開を評価
（40％）し総合的に判断する。

実習は日程どおり厳格に進めるので、授業時間内に終
了しない場合、必ず週ごとに完成することを心がけるこ
と。特別な道具や材料を使用するので注意を怠らないこ
と。汚れてもいい服装、もしくは着替えを準備すること。

授業中に適宜プリント等の資料を配付する。

美を伝える，京都国立博物館（編），京都新聞出版センター，2011
日本画・書跡の損傷，東京文化財研究所，オフィスHANS，2013

後期

3-4

保存科学実習Ⅱ

魚島 純一
比佐 陽一郎 1

文化財の保存環境管理のために求められる保存科学
の知識と技術を修得する。

文化財の保存環境管理法を理解し、知識と技術を修
得する。

文化財を保存するためには、展示、収蔵等の環境管
理・整備等をはじめとして、さまざまな保存科学技術
の応用・実践が必要とされる。博物館で保存科学担
当学芸員として従事した経験などをもとに、とくに文
化財の保存に携わる現場で必要とされる知識、技術
について学び修得できるよう指導する。

測定法等の理解度と技術修得度、授業への参加、実
習態度およびレポートにより総合的に評価する。

実習は知識と技術をともに獲得する機会である。休
まないよう、またオリジナルの文化財を使用するので
大切にあつかうこと。

なし

授業中に紹介する

前期

3-4

保存科学実習Ⅲ

★宇都宮 正紀
比佐 陽一郎 1

保存修復技術入門（装潢技術）

日本の書画文化財がどのように修理され伝世してき
たかを学び、またその倫理についての理解を目標と
する。

文化財保存修復の基礎的技術として、書画の修復技
術である「装潢修理技術」の基礎を体験学習する。
装潢技術による書画文化財修理の概論を学び、分析
や和紙を用いての補修、裏打等の装潢技術を実践す
る。

評価方法は課題の充実度を評価する。基準は平常時の姿
勢（30％）、基本概念の理解や作業の習熟など課題の達
成度（30％）、レポートのデータの整理や論理展開を評価
（40％）し総合的に判断する。

実習は日程どおり厳格に進めるので、授業時間内に終了しな
い場合、必ず週ごとに完成することを心がけること。特別な
道具や材料を使用するので注意を怠らないこと。汚れても
いい服装、もしくは着替えを準備すること。

授業中に適宜プリント等の資料を配付する。

美を伝える，京都国立博物館（編），京都新聞出版センター，2011
日本画・書跡の損傷，東京文化財研究所，オフィスHANS，2013
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後期

3-4

保存科学実習Ⅳ

魚島 純一
比佐 陽一郎 1

文化財の科学的調査と保存技術

さまざまな文化財の科学的調査と保存技術の実践

文化財はさまざまな材質や技法で作られている。文化財の
構造や材質・技法を科学的に調査し記録して保存する方法
や技術を学ぶ。
後期は金属遺物を対象に科学調査の計画立案から保存処理
の実践・機器分析・保管環境の維持までの一連の作業を実
践する。
博物館で保存科学担当学芸員として従事した経験などをも
とに、とくに文化財の保存に携わる現場で必要とされる知
識、技術について学び修得できるよう指導する。
評価方法は課題の充実度を評価する。基準は平常時の姿
勢（30％）、基本概念の理解や作業の習熟など課題の達
成度（30％）、レポートのデータの整理や論理展開を評価
（40％）し総合的に判断する。

実習は知識と技術をともに獲得する機会である。休
まないよう、またオリジナルの文化財を使用するので
大切にあつかうこと。

プリントを配布する

授業中適宜紹介する

前期

3-4

考古学演習Ⅰ（一）

豊島 直博 2

考古学の研究方法を学ぶ

考古学の研究方法を学びながら、卒業論文の主題を
探す

遺構や遺物から人間の過去を解明する考古学では、あらゆ
る時代・地域の考古資料が研究対象となる。この演習で
は、各自が興味をもつ分野を探し、対象とする考古資料の
概要を把握する。また、研究史を調べて課題を抽出し、独
自の研究方法を探る。発表担当者は事前に１枚程度の資料
を作成する。主題となる論文がある場合は事前に提示し、
参加者は読んでおくこと。発表に基づき全員で議論し、考
古学の研究方法を身に付ける。遺跡や博物館の見学も行
い、考古資料の見方を学ぶ。

自分の研究内容をまとめたレポート（A4�１枚程度）、
発表資料の完成度によって評価する。

前期

3-4

考古学演習Ⅰ（二）

相原 嘉之 2

考古学による歴史研究

研究の基礎的方法の学習と卒業論文テーマの検討

この演習（３回生）では、受講生がおもに日本考古学
（古代を中心）に関する分野から興味をもつテーマ
について、研究の現状を確認しつつ、基礎的な研究
方法の学習を行う。各自が選定した研究テーマにつ
いて発表し、それに関する討議により当該テーマの研
究を確認する。この作業を通じて、各自の卒業論文
の課題選定を進める。

演習における発表50％（課題についての独自性・充
実度を重視）、平常点50％（発表に関する質問など積
極的な姿勢を重視）。

適宜、学外授業を行う。
毎時間２～３人ずつの発表を基本とする。毎時間、各
自１回以上は発言すること。発表者は資料を当日に配
布すること。

プリントを配布する

特になし

前期

3-4

考古学演習Ⅰ（五）

千田 嘉博 2

考古学から歴史を解明し、社会で活用する。

受講生が熱中できる研究テーマを見つけ、学術的な
分析を進めていく能力を身につける。

この演習は、考古学の分野を中心に、関連分野で研
究をする人に向けて開講します。担当教員は城郭考
古学を専門にしていますが、海外の考古学や民俗
学・歴史地理学分野に関わる研究を志す人も歓迎し
ます。熱中できる研究テーマを一人ひとりが発見し
て、楽しく研究できるように支援します。受講生のよ
いところを伸ばす演習をめざします。

平常点50％（課題への取り組み、演習への積極的な参加）、学習到
達度50％（各自の研究計画の達成度と研究発表内容）にもとづいて
評価します。学習到達度の評価にあたっては、結果だけでなく、ど
のように課題に向き合って努力したか、研究の過程も重視します。

本演習は、アクティブ・ラーニングを取り入れて、受
講生のプレゼンテーションと、それにもとづくディス
カッションを毎回行います。積極的な演習への参加を
求めます。

なし
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後期

3-4

考古学演習Ⅱ（一）

豊島 直博 2

考古学の研究方法を習得し、卒業論文に備える

考古学の研究方法を学びながら、卒業論文の主題を
決定する

考古学の研究を進めるためには、まず文献を参照し
て資料を集めなくてはならない。その方法を学び、実
践する。集成が進めば、独自の観点から分析が可能
となる。発表と議論を通じて分析の方法を探す。な
お、新たな分析方法は実物資料を見なければ見いだ
せない場合が多い。遺跡や博物館見学を行い、モノ
を見る目を養う。発表は１回に２名ずつ行う。事前に
資料を作成し、それに基づいて議論する。

自分の研究内容をまとめたレポート（A4�１枚程度）、
発表資料の完成度によって評価する。

後期

3-4

考古学演習Ⅱ（二）

相原 嘉之 2

考古学による歴史研究

研究方法の模索と卒業論文テーマの確定

この演習（３回生）では、受講生がおもに日本考古学
（古代を中心）に関する分野から興味をもつテーマ
について、研究の現状を確認しつつ、自己の研究方
法を模索する。各受講者が前期の考古学演習Ⅰにお
いて選定したテーマについての研究発表を行う。発
表では参加者相互の質疑応答を通じて、各自の卒業
論文の課題の確定をめざす。

演習における発表50％（課題についての独自性・充
実度を重視）、平常点50％（発表に関する質問など積
極的な姿勢を重視）。

適宜、学外授業を行う。
毎時間２～３人ずつの発表を基本とする。
毎時間、各自１回以上は発言すること。
発表者は資料を当日に配布すること。

プリントを配布

特になし

後期

3-4

考古学演習Ⅱ（五）

千田 嘉博 2

考古学から歴史を解明し、社会で活用する。

受講生が熱中できる研究テーマを決定し、課題を明
らかにすることで、系統的な理解力とコミュニケー
ション能力を身につける。

この演習は、考古学の分野を中心に、関連分野で研
究をする人に向けて開講します。担当教員は城郭考
古学を専門にしていますが、海外の考古学や民俗
学・歴史地理学分野に関わる研究を志す人も歓迎し
ます。熱中できる研究テーマを一人ひとりが発見し
て、楽しく研究できるように支援します。受講生のよ
いところを伸ばす演習をめざします。

平常点50％（課題への取り組み、演習への積極的な参加）、学習到
達度50％（各自の研究計画の達成度と研究発表内容）にもとづいて
評価します。学習到達度の評価にあたっては、結果だけでなく、ど
のように課題に向き合って努力したか、研究の過程も重視します。

本演習は、アクティブ・ラーニングを取り入れて、受
講生のプレゼンテーションと、それにもとづくディス
カッションを毎回行います。積極的な演習への参加を
求めます。

なし

前期

4

考古学演習Ⅲ（一）

豊島 直博 2

卒業論文の作成

卒業論文を軌道に乗せる

考古学の論文は文章と図版から成り立っている。この
演習では、１年間かけて卒業論文を完成できるよう、
論文の書き方と図版の作り方を学ぶ。また、作業の
途中経過を発表して相互に議論し、論文の質を高め
る。発表は１回に２名行う。事前に１枚程度の資料を
作成し、それに基づいて全員で議論する。また、遺
跡や博物館を見学し、考古資料への理解を深める。

自分の研究内容をまとめたレポート（A4�１枚程度）、
発表資料の完成度によって評価する。
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前期

4

考古学演習Ⅲ（二）

相原 嘉之 2

考古学による歴史研究

卒業論文の枠組みの確定

卒業論文の作成について演習（４回生）を通じて進
める。各自の卒業論文のテーマに関して、研究史の
現状、問題の所在、資料の提示、分析、歴史的位置
付けなどについて報告・討論を重ねる。

演習における発表50％（課題についての独自性・充
実度を重視）、平常点50％（発表に関する質問など積
極的な姿勢を重視）。

適宜、学外授業を行う。
毎時間２人ずつの発表を基本とする。
毎時間、各自１回以上は発言すること。
発表者は資料を当日に配布すること。

プリントを配布

特になし

前期

4

考古学演習Ⅲ（五）

千田 嘉博 2

考古学から歴史を解明し、社会で活用する。

受講生が研究テーマを確定し、自主的な調査・研究
を進める能力を身につける。

この演習は、考古学の分野を中心に、関連分野で研
究をする人に向けて開講します。担当教員は城郭考
古学を専門にしていますが、海外の考古学や民俗
学・歴史地理学分野に関わる研究を志す人も歓迎し
ます。熱中できる研究テーマを一人ひとりが発見し
て、楽しく研究できるように支援します。受講生のよ
いところを伸ばす演習をめざします。

平常点50％（課題への取り組み、演習への積極的な参加）、学習到
達度50％（各自の研究計画の達成度と研究発表内容）にもとづいて
評価します。学習到達度の評価にあたっては、結果だけでなく、ど
のように課題に向き合って努力したか、研究の過程も重視します。

本演習は、アクティブ・ラーニングを取り入れて、受
講生のプレゼンテーションと、それにもとづくディス
カッションを毎回行います。積極的な演習への参加を
求めます。

なし

後期

4

考古学演習Ⅳ（一）

豊島 直博 2

卒業論文の作成

卒業論文を完成させる

前期の演習Ⅲの成果をもとに、卒業論文の完成を目
指す。作業の途中経過を発表して相互に議論し、論
文の質を高める。文章表現、注と参考文献、図版の
キャプションなど論文の細部についても適宜指導す
る。発表は１回に２名ずつ行う。事前に１枚程度の資
料を作成し、それに基づいて全員で議論する。論文
提出後には事後指導を行う。また、遺跡や博物館を
見学し、考古資料への理解を深める。

自分の研究内容をまとめたレポート（A4�１枚程度）、
発表資料の完成度によって評価する。

後期

4

考古学演習Ⅳ（二）

相原 嘉之 2

卒業論文の作成

卒業論文の完成

演習（４回生）を通じて卒業論文を作成する。各自は
卒業論文の基本的な構成について報告する。各自が
卒業論文の具体的な進行状況を報告しながら、討議
を踏まえて、よりよい論文となるように努力する。論
文の記載方法などの技術的な指導も行う。

演習における発表50％（課題についての独自性・充
実度を重視）、平常点50％（発表に関する質問など積
極的な姿勢を重視）。

自主的な学習に努めること。

プリントを配布

特になし
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後期

4

考古学演習Ⅳ（五）

千田 嘉博 2

考古学から歴史を解明し、社会で活用する。

受講生が熱中して研究論文を完成させ、その過程を
通じて社会から期待される学士力を身につける。

この演習は、考古学の分野を中心に、関連分野で研
究をする人に向けて開講します。担当教員は城郭考
古学を専門にしていますが、海外の考古学や民俗
学・歴史地理学分野に関連した研究を志す人も歓迎
します。熱中できる研究テーマを一人ひとりが発見し
て、楽しく研究できるように支援します。受講生のよ
いところを伸ばす演習をめざします。

平常点50％（課題への取り組み、演習への積極的な参加）、学習到
達度50％（各自の研究計画の達成度と研究発表内容）にもとづいて
評価します。学習到達度の評価にあたっては、結果だけでなく、ど
のように課題に向き合って努力したか、研究の過程も重視します。

本演習は、アクティブ・ラーニングを取り入れて、受
講生のプレゼンテーションと、それにもとづくディス
カッションを毎回行います。積極的な演習への参加を
求めます。

なし

前期

3-4

美術史演習Ⅰ（一）

大河内 智之 2

美術史研究入門

研究とはどのような視点、方法で進めるのかを理解
し、自らの研究テーマを見出して、解決へのプロセ
スを構築する。自らの研究や与えられた課題につい
て、時間内でプレゼンテーションする方法を習得する
美術史演習Ⅰ～Ⅳの最終目標は卒業論文作成であり、その
ために美術史研究に必要な事柄を習得する必要がある。Ⅰ
は入門編として、美術史についての基礎的な知識を習得す
る。自らの卒業論文を意識しながら、これまで興味のなかっ
た分野の資料にも積極的にアプローチして視野を広げられ
るようにする。美術資料を相互に比較することで、時代の
違い、作者の違い、技法の違いなどが理解できるよう、毎
回複数の作品を教材として選定し、順番を決めて発表する。
発表内容（40％）、質疑応答への参加状況（30％）、随時提出を求める
コメントシートや課題等の内容（30％）により評価する。総じて、自ら
の研究テーマが明確化しているが、確実に進捗しているかを評価する。
個々のテーマが異なるので、平常時の教員との質疑応答も重視する。

美術史実習Ⅰ・Ⅲとの関係により、時間割が変則的に
なる場合がある（内容に変更や入れ替えが生ずるこ
とがある）。参考書等はその都度指示する。

適宜プリントを配布する

その都度指示する

前期

3-4

美術史演習Ⅰ（二）

原口 志津子 2

美術史研究の方法

研究テーマを設定し、研究方法を把握する。その問
題点を整理しながら、研究方法を修得する。

美術史演習Ⅰ～Ⅳでは、卒業論文作成を最終目標と
し、そのために必要な事柄を習得する。Ⅰでは、各自
の研究テーマ（やりたいこと）を設定し、その研究の
方向性を把握することに努める。
各自の研究テーマは便宜的に1～10としているが、原
口ゼミの卒論題目は主に絵画史である。他分野の課
題をもちつつゼミ配属を希望する場合、２年生終了
時のガイダンスの際に充分担当教員と相談すること。

討議への参加度50％（出席点ではない）、発表と発表
資料50％（形式の整備と内容による）

美術史実習ⅡⅣとの関係により、時間割が変則的にな
る場合がある

なし

その都度指示する

後期

3-4

美術史演習Ⅱ（一）

大河内 智之 2

美術史の諸問題と研究法

自らの研究に必要な資料を選定し、問題点を明らかに
して、その解決に至るプロセスを構築する。学術論
文の構成や専門用語を理解する。

美術史演習Ⅰ～Ⅳの最終目標は卒業論文作成であり、
そのために美術史研究に必要な事柄を習得する必要
がある。Ⅱでは自らのテーマに関係する論文を収集
し、熟読し、関係資料の調査を通じて、問題点を的確
に把握できるよう各自が作業を進める。この演習では
卒業論文を意識して小論文を作成する。各自のテー
マに沿って2～3回発表する機会をもつ。

発表内容（40％）、質疑応答への参加状況（30％）、随時提出を求めるコメントシートや
課題等の内容（30％）により評価する。総じて問題点を実証的に解決するためのプロセ
スの適格性、研究の推進力、発表・討議の際のコミュニケーション能力等を評価のポイ
ントとする。個々のテーマが異なるので、平常時の教員との質疑応答も重視する。

美術史実習Ⅱ・Ⅳとの関係により、時間割が変則的になる場合
がある。卒業論文作成には、個別の相談やアドバイスが欠かせ
ないので、積極的にメールを活用して行うこと。さらに必要に
応じて研究室で相談を行う。あらかじめ時間を予約して活用す
ること。卒業論文を視野に入れて、意欲的に研究を進めること。

適宜プリントを配布する

その都度指示する



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書
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後期

3-4

美術史演習Ⅱ（二）

原口 志津子 2

美術史研究の方法

研究テーマを設定し、研究史を把握する。その問題
点を整理しながら、研究方法を修得する。

美術史演習Ⅰ～Ⅳでは、卒業論文作成を最終目標とし、その
ために必要な事柄を習得する。Ⅱでは、各自の研究テーマを
設定し、その研究史を把握することに努める。具体的には
先行論文を講読し、そこから問題点を抽出し、発表する。こ
の作業を通じて、研究方法を修得する。発表後は全員で討
議し、お互いの視野を広げる機会とする。
各自の研究テーマは便宜的に1～10としているが、原口ゼミ
の卒論題目は主に絵画史である。２年生終了時のガイダン
スの際に充分担当教員と相談すること。

討議への参加度50％（出席点ではない）、発表と発表
資料50％（形式の整備と内容による）

美術史実習ⅡⅣとの関係により、時間割が変則的にな
る場合がある

なし

その都度指示する

前期

4

美術史演習Ⅲ（一）

大河内 智之 2

卒業論文の構想と先行研究の把握

卒業論文で取り上げるテーマを確定し、論文作成に
向けて構成（章立て）を決めるとともに、問題点を顕
在化させ、今後の執筆計画を決める。

①卒業論文作成に向けてテーマの設定と論文の構成（章立
て）を考えるために必要なポイントを整理する。②すでに
収集した関連論文をリストアップして取捨選択し、疑問点を
解決した上で、研究史を明確にする。③卒業論文で取り上
げるべき問題点を抽出し、教員と相談の上、調査・研究・
執筆の計画を立てる。④必要な資料、図版、現地調査など
を行う。上記の内容に沿って授業を行うが、進捗状況を随
時発表する機会も設ける。各自が最低２回の発表を行う。

発表内容（40％）、報告レポートの内容（20％）、平常時の取り組み（40％）など
を加え総合的に評価する。総じて問題点を実証的に解決するためのプロセスの適
格性、研究の推進力、発表・討議の際のコミュニケーション能力等を評価のポイ
ントとする。個々のテーマが異なるので、平常時の教員との質疑応答も重視する。

美術史実習Ⅰ・Ⅲとの関係により、時間割が変則的になる
場合がある。卒業論文作成は、個別の相談やアドバイスが
欠かせないので、随時オフィスアワー（空き時間や昼休み
など）を設ける。あらかじめ時間を予約して活用すること。

適宜プリントを配布する

その都度指示する

前期

4

美術史演習Ⅲ（二）

原口 志津子 2

美術史研究の実践

卒業論文の題目を決定し、全体構想を練る。

美術史演習Ⅰ～Ⅳでは、卒業論文作成を最終目標と
し、そのために必要な事柄を習得する。Ⅲでは、３年
次に設定した各自の研究テーマについて、問題点を
抽出するために順次発表を行い、全員で討議する。
６月末までに卒業論文の題目を決定し、全体構想を
練りながら目次を考える。各自発表を行う（ゼミ人数
により4回に分けて行う）。夏休み中の作業に向けての
準備をする。

充分に教員と相談するなどして題目を検討し提出
すること40％、アウトラインの作成40％、中間発表
20％。評価基準については講義中に配付する。

美術史実習Ⅰ・Ⅲとの関係により、時間割が変則的に
なる場合がある。

なし

その都度指示する

後期

4

美術史演習Ⅳ（一）

大河内 智之 2

論文の作成と問題点の確認

実証的な論文作成の方法を習得し、美術史の論文に
ふさわしい専門用語（術語）を理解して、論文を完
成させる。

論文完成に向けた計画を作成し、それに基づいて引
き続き論文作成を進める。毎回授業計画に示した項
目をチュックしながら、その中で最低２回の中間発表
を行い、その都度、指摘された問題点を修正して論
文を完成させる。最終的に本文、注、図版、年表、
図表等が適切な記述・指示・配置となっているかを
確認し、過不足の部分があれば補正する作業を行う。

研究報告の取り組み姿勢と内容（50％）、成果発表（50％）
をもとに評価する。問題点解決へのプロセスの適格性、
研究推進力、発表・討議の際の姿勢を評価のポイントとす
る。時間外の教員との質疑応答も重視する。

美術史実習Ⅱ・Ⅳとの関係により、時間割が変則的に
なる場合がある。卒業論文作成は、個別の相談やア
ドバイスが欠かせないので、随時メール等やあらかじ
め日時を予約した上で行う。

適宜プリントを配布する

その都度指示する



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書
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 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間
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年次

テ ー マ
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授業概要
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 ・ 基 準

履 修 上 の
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テキスト

参 考 書
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年次

テ ー マ
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授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

文
化
財
学
科
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後期

4

美術史演習Ⅳ（二）

原口 志津子 2

美術史研究の実践－卒業論文の作成

卒業論文を作成する途上での問題点を発表、討議に
より、修正してゆく。

美術史演習Ⅰ～Ⅳでは、卒業論文作成を最終目標と
し適宜、論文作成に必要な事項（書式、文体、注・
図版・資料の作成及び添付方法等）について指導す
る。Ⅳでは自己の研究テーマについて、完成に向け
ての最終チェックをする。各自の卒論内容（便宜的に
発表者1～ 4としている）を相互に検討することでブ
ラッシュアップをはかる。

中間稿50パーセント、成稿の形式・内容修正が行われてい
るか50パーセント。
評価基準は講義中に配付する「日本語表現チェックリスト」
による。

美術史実習Ⅱ・Ⅳとの関係により、時間割が変則的に
なる場合がある。

なし

適宜指示する

前期

3-4

史料学演習Ⅰ

吉川 敏子 2

史料学の諸問題

史料の読解に取り組み、問題点を考える。

歴史や文物に関する卒業論文を書く学生を対象と
し、史料読解に取り組みながら、史料が持つ問題点
を考える。史料講読と並行して、興味のあるテーマ
についての参考文献を読み、テーマに関わる史料の
読解にも取り組む。自主的にテーマや課題を見つける
ことが求められる。

発表内容40点、期末レポート（400字換算10枚程度）60点。
発表は十分な理解と出来栄え、レポートは十分な学習・考
察を行っているかを重視する。不真面目な受講姿勢は減点
対象とする。

欠席は、よほどの事情がない限り不可。履修者全員
による活発なディスカッションを求める。履修者の興
味関心に応じて、授業内容の修正を行う場合がある。

プリント配付

授業中に紹介する

後期

3-4

史料学演習Ⅱ

吉川 敏子 2

史料学の諸問題

各自の研究テーマに関する問題点を把握し、史資料
を分析する。

文献史料、文字資料を使って、歴史や文物に関する
卒業論文を書く学生を対象とし、各自の発表を基礎
に論文作成の方法を指導する。興味のあるテーマに
ついて、専門的な学術書や論文、史資料を読み、輪
番で発表を行う。テーマを自主的に見つけ、積極的
に課題解決に取り組むことが求められる。発表担当
者となる学生が、用意したレジュメに沿って発表し、
メンバー全員で質疑応答を行う。
発表内容40点、期末レポート（400字換算15枚程度と論文目
録）60点。発表・レポートとも、十分な学習と考察を重視す
る。レジュメの事前配付や、不真面目な受講姿勢は減点対
象とする。

欠席は、よほどの事情がない限り不可。履修者全員
による活発なディスカッションを求める。履修者の学
修の進捗状況によって授業スケジュールを修正する
場合がある。

なし

授業中に紹介する

前期

4

史料学演習Ⅲ

吉川 敏子 2

史料学の諸問題

各自の研究テーマに関する問題点を把握し、史資料
を分析する。

文献史料、文字資料を使って、歴史や文物に関する
卒業論文を書く学生を対象とし、各自の発表を基礎
に論文作成の方法を指導する。興味のあるテーマに
ついて、専門的な学術書や論文、史資料を読み、輪
番で発表を行う。テーマを自主的に見つけ、積極的
に課題解決に取り組むことが求められる。発表担当
者となる学生が、用意したレジュメに沿って発表し、
メンバー全員で質疑応答を行う。
発表内容40点、期末レポート（400字換算15枚程度と論文目
録）60点。発表・レポートとも、十分な学習と考察を重視す
る。レジュメの事前配付や、不真面目な受講姿勢は減点対
象とする。

欠席は、よほどの事情がない限り不可。履修者全員
による活発なディスカッションを求める。履修者の学
修の進捗状況によって授業スケジュールを修正する
場合がある。

なし

授業中に紹介する
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後期

4

史料学演習Ⅳ

吉川 敏子 2

史料学の諸問題

卒論の構成確定と執筆

文献史料、文字資料を使って、歴史や文物に関する
卒業論文を書く学生を対象とし、論文作成の方法を
指導する。卒論の題目に沿って論文を組み立て、章
ごとのまとまりを考えながらレジュメを作成し、輪番
で研究発表を行う。発表と討論に積極的に参加する
ことが求められる。発表担当者は、用意したレジュメ
に沿って発表することとし、メンバー全員で質疑応答
を行う。

各回の発表内容を総合して評価する（100％）。�卒論テー
マについての十分な学習と理解、考察を重視する。�ただ
し、遅刻・欠席や不真面目な受講姿勢は減点対象とする。

欠席は、よほどの事情がない限り不可。履修者全員
による活発なディスカッションを求める。

なし

なし

前期

3-4

保存科学演習Ⅰ（一）

比佐 陽一郎 2

保存科学研究の実践・発表を通じて自己の研究を深
める

自己の研究の基盤形成と深化をめざす

１・２年次での文化財学研究法・保存科学概論・保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして研
究対象文化財の実地調査などを行い各自の研究テー
マを決定する。調査・実験・思考を繰り返しながら研
究を深めその成果を発表する。４回生との合同演習
も行う。

評価方法は、研究発表・課題の充実度・レポートを総合的
に評価する。評価基準は平常時の取り組み姿勢（30％）・研
究課題の達成度（20％）・提出されたレポート（50％）とし
て総合的に判断する。

発表者は発表１週間前には概要を記したレジメをゼ
ミ全員に配付し、研究発表１週間後にはレポートを提
出、さらに学期末にはレポート（卒論用紙30枚･論文
形式）を提出する。

『発表者が１週間前に配布する』

『適宜紹介する』

前期

3-4

保存科学演習Ⅰ（二）

魚島 純一 2

保存科学研究を実践し、研究発表およびディスカッ
ションを行う。

保存科学研究の実践と研究発表を通じて、自身の研
究テーマの確立をめざす。

１・２年次での文化財学研究法、保存科学概論、保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして、
研究対象文化財の実地調査などをおこない、各自の
研究テーマを決定する。
調査、実験、考察を繰り返しながら研究を進め、そ
の成果を発表し、自身の研究を確立する。

日常の研究態度、研究発表前に配布されるレジメ、研
究発表、研究発表後のレポート、および学期末の論文
形式のレポート（25枚レポート）を評価対象とする。

前期

3-4

保存科学演習Ⅰ（三）

杉山 智昭 2

保存科学研究の実践・プレゼンテーション・討論を
通じて自身の研究を深める。

自身の研究に対する基盤形成とテーマの確立をめざ
す。

１・２年次での文化財学研究法、保存科学概論、保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして、
研究対象文化財の実地・文献調査などを行い、各自
の研究テーマを決定する。調査、実験、考察を繰り
返しながら研究を進め、その成果を発表するとともに
ディスカッションをつうじて自身の研究を深化させて
いく。

研究発表・討論（提出されたプレゼンテーション資
料、発表内容、演習への取組み姿勢）50％、提出さ
れたレポート50％として総合的に評価する。

発表者は発表の前日までプレゼンテーション資料を
ゼミ全員に配付すること。学期末には論文形式の期
末レポートを提出する。

『発表者が事前に提出したプレゼンテーション資料を配布』

『適宜紹介する』



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書
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テキスト

参 考 書
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テ ー マ

到達目標
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テキスト
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後期

3-4

保存科学演習Ⅱ（一）

比佐 陽一郎 2

保存科学研究の実践・発表を通じて自己の研究を深
める

自己の研究の深化と完成をめざす

１・２年次での文化財学研究法・保存科学概論・保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして研
究対象文化財の実地調査などを行い各自の研究テー
マを決定する。調査・実験・思考を繰り返しながら研
究を深めその成果を発表する。４回生との合同演習
も行う。

評価方法は、研究発表・課題の充実度・レポートを総合的
に評価する。評価基準は平常時の取り組み姿勢（30％）・研
究課題の達成度（20％）・提出されたレポート（50％）とし
て総合的に判断する。

発表者は発表１週間前には概要を記したレジメをゼ
ミ全員に配付し、研究発表１週間後にはレポートを提
出、さらに学期末にはレポート（卒論用紙30枚･論文
形式）を提出する。

『発表者が１週間前に配布する』

『適宜紹介する』

後期

3-4

保存科学演習Ⅱ（二）

魚島 純一 2

保存科学研究を実践し、研究発表およびディスカッ
ションをおこなう。

保存科学研究の実践と研究発表を通じて、自身の研
究テーマの確立をめざす。

各自、調査、実験、考察を繰り返しながら研究を進
めて、その研究成果を発表し、自身の研究を確立す
る。

日常の研究態度、研究発表前に配布されるレジメ、研
究発表、研究発表後のレポート、および学期末の論文
形式のレポート（25枚レポート）を評価対象とする。

後期

3-4

保存科学演習Ⅱ（三）

杉山 智昭 2

保存科学研究の実践・プレゼンテーション・討論を
通じて自身の研究を深める。

自身の研究に対する基盤形成とテーマの確立をめざ
す。

１・２年次での文化財学研究法、保存科学概論、保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして、
研究対象文化財の実地・文献調査などを行い、各自
の研究テーマを決定する。調査、実験、考察を繰り
返しながら研究を進め、その成果を発表するとともに
ディスカッションをつうじて自身の研究を深化させて
いく。

研究発表・討論（提出されたプレゼンテーション資
料、発表内容、演習への取組み姿勢）50％、提出さ
れたレポート50％として総合的に評価する。

発表者は発表の前日までプレゼンテーション資料を
ゼミ全員に配付すること。学期末には論文形式の期
末レポートを提出する。

『発表者が事前に提出したプレゼンテーション資料を配布』

『適宜紹介する』

前期

4

保存科学演習Ⅲ（一）

比佐 陽一郎 2

保存科学研究の実践・発表を通じて自己の研究を深
める

卒業論文の作成を目標に自己の研究の深化と完成を
めざす

１・２年次での文化財学研究法・保存科学概論・保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして研
究対象文化財の実地調査などを行い各自の研究テー
マを決定する。調査・実験・思考を繰り返しながら研
究を深めその成果を発表する。３回生との合同演習
も行う。

評価方法は、研究発表・課題の充実度・レポートを総合的
に評価する。評価基準は平常時の取り組み姿勢（30％）・研
究課題の達成度（20％）・提出されたレポート（50％）とし
て総合的に判断する。

発表者は発表１週間前には概要を記したレジメをゼ
ミ全員に配付し、研究発表１週間後にはレポートを提
出、さらに学期末にはレポート（論文の英文要約）を
提出する。

『発表者が１週間前に配布する』

『適宜紹介する』
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前期

4

保存科学演習Ⅲ（二）

魚島 純一 2

保存科学研究を実践し、研究発表およびディスカッ
ションをおこなう。

保存科学研究の実践と研究発表を通じて、自身の研
究の完成をめざす。

各自の研究テーマについて調査、実験、考察し卒業
論文を視野に研究を深め、研究成果を発表する。

日常の研究態度、研究発表前に配布されるレジメ、研
究発表、研究発表後のレポート、および学期末の論文
形式のレポート（25枚レポート）を評価対象とする。

前期

4

保存科学演習Ⅲ（三）

杉山 智昭 2

保存科学研究の実践・プレゼンテーション・討論を
通じて自身の研究を深める。

卒業論文の作成を目標に、自身の研究の深化と完成
をめざす。

これまでの履修してきた講義、実習、演習などで得
た知識と研究法を基礎にして、研究対象文化財の実
地調査などを行い、各自の研究テーマを決定する。
調査、実験、考察を繰り返しながら研究を深め、卒
業論文の作成を視野にその成果を発表する。

研究発表・討論（提出されたプレゼンテーション資
料、発表内容、演習への取組み姿勢）50％、提出さ
れたレポート50％として総合的に評価する。

発表者は発表の前日までプレゼンテーション資料を
ゼミ全員に配付すること。学期末には論文形式の期
末レポートを提出する。

『発表者が事前に提出したプレゼンテーション資料を配布』

『適宜紹介する』

後期

4

保存科学演習Ⅳ（一）

比佐 陽一郎 2

保存科学研究の実践・発表を通じて自己の研究を深
める

卒業論文の作成を目標に自己の研究の深化と完成を
めざす

１・２年次での文化財学研究法・保存科学概論・保
存科学講読などで得た知識と研究法を基礎にして研
究対象文化財の実地調査などを行い各自の研究テー
マを決定する。調査・実験・思考を繰り返しながら研
究を深めその成果を発表する。３回生との合同演習
も行う。

評価方法は、研究発表・課題の充実度・レポートを総合的
に評価する。評価基準は平常時の取り組み姿勢（30％）・研
究課題の達成度（20％）・提出されたレポート（50％）とし
て総合的に判断する。

発表者は発表１週間前には概要を記したレジメをゼ
ミ全員に配付し、研究発表１週間後にはレポートを提
出、さらに学期末にはレポート（論文の英文要約）を
提出する。

『発表者が１週間前に配布する』

『適宜紹介する』

後期

4

保存科学演習Ⅳ（二）

魚島 純一 2

保存科学研究を実践し、研究発表およびディスカッ
ションをおこなう。

保存科学研究の実践と研究発表を通じて、自身の研
究の完成をめざす。

各自の研究テーマについて調査、実験、考察し卒業
論文を視野に研究を深め、研究成果を発表する。

日常の研究態度、研究発表前に配布されるレジメ、研究発
表、研究発表後のレポート、および学期末のレポート（論文
の内容を英文に要約したAbstractの作成）を評価対象と
する。
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文
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後期

4

保存科学演習Ⅳ（三）

杉山 智昭 2

保存科学研究の実践・プレゼンテーション・討論を
通じて自身の研究を深める。

卒業論文の作成を目標に、自身の研究の深化と完成
をめざす。

これまでの履修してきた講義、実習、演習などで得
た知識と研究法を基礎にして、研究対象文化財の実
地調査などを行い、各自の研究テーマを決定する。
調査、実験、考察を繰り返しながら研究を深め、卒
業論文の作成を視野にその成果を発表する。

研究発表・討論（提出されたプレゼンテーション資
料、発表内容、演習への取組み姿勢）50％、提出さ
れたレポート50％として総合的に評価する。

発表者は発表の前日までプレゼンテーション資料を
ゼミ全員に配付すること。学期末には論文形式の期
末レポートを提出する。

『発表者が事前に提出したプレゼンテーション資料を配布』

『適宜紹介する』

前期

1-4

考古学概論Ⅰ

相原 嘉之 2

考古学はどのような学問か

考古学の目的と基本的な方法の理解

日本では埋蔵文化財保護の一環で遺跡の発掘調査が
行われており、考古学は歴史研究において大きな役
割を果たしている。この講義では、奈良文化財研究
所・滋賀県・明日香村の各機関で埋蔵文化財調査や
文化財保護行政に携わった実績を生かし、考古学本
来の目的やその基本的な研究法、さらには現代社会
における考古学の役割について学ぶ。

複数回実施するレポート作成において、講義の内容
を正確に理解しているかについて問う。

授業はポータルサイトによる資料提示と課題提示よって実施。
学外授業は史料学概論と合同で実施。日程の詳細は、授業で
発表する。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が従事した経験に基づき授業を実施します。

プリントを配布

日本の考古学（上・下），奈良文化財研究所編，学生社，2007
考古学概論，山本孝文ほか，ミネルヴァ書房，2022
日本考古学・最前線，日本考古学協会編，雄山閣，2018

後期

1-4

考古学概論Ⅱ

相原 嘉之 2

考古学による日本列島史

考古学によって明らかにされた日本史を学び、時代ご
との特徴と現代につながる人びとの歴史について理
解する。

前期の考古学概論Ⅰに続いて、奈良文化財研究所・
滋賀県・明日香村の調査機関・文化財保護行政での
実績を生かして、遺跡の発掘調査により明らかにさ
れた旧石器時代から中近世までの具体的な通史を学
ぶ。現代の地域社会は過去の歴史の蓄積のもとに成
立しているものであり、時代ごとの考古資料のあり方
を理解することが重要である。

複数回実施するレポート作成において、講義の内容
を正確に理解しているかを問う。

授業はポータルサイトによる資料提示と課題提示によって実施。
学外授業は、史料学概論と合同で実施。日程の詳細は授業で発表。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当
教員が、経験に基づき授業を実施します。

プリントを配布

日本の考古学（上・下），奈良文化財研究所編，学生社，2007
考古学概論，山本孝文ほか，ミネルヴァ書房有斐閣，2022
日本考古学・最前線，日本考古学協会編，雄山閣，2018

前期

1-4

美術史概論Ⅰ

原口 志津子 2

美術史学の基本を学ぶ。担当者の専門分野が日本絵
画史なので日本絵画史寄りの講義となる。

1．作品をよく観察し、客観的に記述できるようにな
る。　
2，作品をよく理解するために様式論、図像学に関す
る基礎的な知識を得る。
美術史学の基本的な知識を得るために、講義における
解説、配付プリントの穴埋めによる復習を繰り返す。
同時に、美術史学とは美術に関するトリビアルな知識
を学んだり、感想文を書くものではなく、綿密な観察
と客観的な記述が必要であることを添削指導を通じて
学ぶ。
講義内容は見学すべき展覧会の会期によって前後する
場合がある。
講義中の課題100％。講義と教科書で学んだ基礎知識を穴埋
め問題や選択肢問題で数値化して評価する。論述課題の場
合の評価基準は講義中に配付する「日本語表現チェックリ
スト」に従う。

授業で取り上げた作品は、可能な限りe国宝で見る
ほか、実見できるように努力しすること。

日本美術史�JAPANESE�ART�HISTORY�，山下裕二�・高
岸輝�監修�，美術出版社，2014

日本美術史ハンドブック，辻惟雄・泉武夫編，新書館，2009
仏像のひみつ，山本勉，朝日出版社，2006
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後期

1-4

美術史概論Ⅱ

大河内 智之 2

日本美術史の成立と美術史の方法論

近代期における文化財保護と日本美術史の成立、そ
して美術史の方法論についての基礎的な知識を獲得
し、美術史の基本的な専門用語を理解するとともに、
自らの文化的背景について考える教養を身につける。
近代における文化財保護の歴史を確認し、日本美術史
の成立過程を把握し、文化財学としての美術史のあり
方を把握する。その上で特に教美術の観点から、注目
される作品・事象を取り上げ、美術史の方法論につい
て検討する。学芸員として多様な美術工芸資料に接し
てきた立場から、彫刻資料（仏像・神像）を中心としつ
つ、適宜絵画・工芸資料も取り上げて講義を進め、造
形資料が持つ豊かな情報を読み取る方法や視点を学ぶ。

講義時に実施する学習到達度確認50％、レポート
50％

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

日本美術史，山下裕二・髙岸輝監修，美術出版社，2014
適宜プリントを配布する

適宜指示する

前期

1-4

史料学概論Ⅰ

吉川 敏子 2

日本古代の編纂物と古文書

編纂物・古文書の概念と史料的性格を学び、文化財
学における史料学の意義を理解する。

歴史を書くための材料である史料には、さまざまな
種類があるが、なかでも重要なのは、情報量に優る
文献史料である。この講義では、日本古代の文献史
料の中から、編纂物と古文書とを取り上げて、そこか
ら読み取れる情報や問題点を解説し、史料学とは何
かということを考える。

授業中に理解度を確認する小テストを３回行い評価する。配
点は１回目と２回目が30点、３回目が40点。私語をするなど、
授業の妨害となる行為が見られる場合は、減点対象とする。

この講義は単独で受講できるが、史料学分野で卒業論文に
取り組む場合は史料学概論Ⅱと併せて受講することが望ま
しい。診断書を大学に提出している要配慮のケースを除い
て、授業中にスマートフォンを卓上に置くことは認めない。
学外授業に変更する場合がある。

なし

授業中に紹介

後期

1-4

史料学概論Ⅱ

吉川 敏子 2

物品に記された日本古代の文字

木簡・金石文・絵図の史料的性格を理解する。

歴史を書くための材料である史料には、さまざまな
種類があるが、なかでも重要なのは、情報量に優る
文献史料である。この講義では、日本古代の文献史
料の中から、金石文・絵図・木簡を例にとりながら、
その具体的価値や問題点を解説し、史料学とは何か
を考える。

授業中に理解度を確認する小テストを３回行い評価する。配
点は１回目と２回目が30点、３回目が40点。私語をするなど、
授業の妨害となる行為が見られる場合は、減点対象とする。

この講義は単独で受講できるが、史料学分野で卒業論文に
取り組む場合は史料学概論Ⅰと併せて受講することが望ま
しい。診断書を大学に提出している要配慮のケースを除い
て、授業中にスマートフォンを卓上に置くことは認めない。
学外授業に変更する場合がある。

なし

授業中に紹介

前期

1-4

保存科学概論Ⅰ

魚島 純一 2

保存科学研究の歴史

日本の保存科学研究の形成とその理念を学ぶ

法隆寺金堂壁画の保存方法の研究にはじまった保存
科学研究の歴史をたどり、現状と新たに提起される
課題、そして保存科学のこれからについて考える。
保存科学担当学芸員として博物館に勤務した経験に
基づき、文化財の現場での保存科学についても講義
する。

日常の授業態度（授業に対する積極性、講義中の質問などを
重視）および授業中に実施する学習到達度確認（講義の内
容を正確に把握できているか）等により総合的に評価する。

講義内容については各テーマごとに完結するが、保存科学の発展と歴
史の理解には前後のテーマとの関連を理解することが不可欠であるた
め欠席しないように。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教
員が、県立博物館の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

授業中に紹介する
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後期

1-4

保存科学概論Ⅱ

比佐 陽一郎 2

保存科学研究の成果と現状を学び、課題を考える。

文化財保存科学の基礎を知るとともに、文化財研究
に多様な役割を果たす保存科学研究を理解する。

文化財を後世に伝えるためには、保存技術や材料のみ
ならず、文化財の材質、構造、製作技法、年代、製作
地、劣化のメカニズムを調べるとともに、適切な保存環
境を整える必要がある。また、文化財のもつ価値を知
り、確固とした理念のもとに保存しなければならない。
民間企業や文化財行政での勤務経験をもとに、保存科
学の諸分野の研究成果を紹介し、研究の基本と応用、
課題などについて最新の話題を交えながら講義する。

日常の授業態度（授業に対する積極性、講義中の質問などを
重視）および授業中に実施する学習到達度確認（講義の内
容を正確に把握できているか）等により総合的に評価する。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、民間企業や文化財行政の現場
にて従事した経験に基づき授業を実施します。

『授業中に紹介する』

前期

3-4

考古学特殊講義（一）

豊島 直博 2

弥生・古墳時代鉄製武器の研究

鉄製武器を通じて弥生・古墳時代の政治、社会を理
解する

弥生時代と古墳時代の遺跡から出土した鉄製武器を
手がかりに、当時の政治と社会を考える

授業の内容に関するレポート（A4�１枚程度）、授業中
の質疑応答によって評価する。

後期

3-4

考古学特殊講義（二）

小林 青樹 2

倭人の祭祀考古学

縄文・弥生時代を中心とした時代における祭祀考古
学の基本的な方法について考える。また自らの修士
論文などの研究を進める上で、先史時代の祭祀に関
する知識の向上を目指す。
縄文時代と弥生時代における人々の祭祀・儀礼・宗
教・信仰といった精神世界、心の世界を研究する認
知考古学や祭祀考古学の基本的な方法について解説
する。そして、古墳時代にいたる日本の先史時代の
祭祀・儀礼の意味を考える。
実施方式は、レジュメ資料を毎回PDFで配布しま
す。毎回、講義連絡に事前に講義に関する情報を
アップします。
小レポート30％（毎回の講義内容を把握しているか）、レポー
ト70％（学んだ課題の文献を正確に読めているか、また論
理的な展開をしているか、必要な情報を収集し自分の考え
を展開できるか）。特にオリジナリティを評価する。

毎回、事前に講義連絡を確認すること。また、授業
内容は変更する場合がある。

なし

授業時に指示する

前期

3-4

考古学特殊講義（三）

小林 青樹 2

縄文文化と弥生文化

縄文時代と弥生時代の遺跡や遺物から当時の人々生
活や社会を復元する基本的な方法について考える。
また自らの修士論文などの研究を進める上で、先史
時代の祭祀に関する知識の向上を目指す。

縄文時代と弥生時代の遺跡や遺物から、どのように
縄文人の生活や社会の復元ができるのか。土器の見
方、縄文施文法、植物考古学、動物考古学など、縄
文文化と弥生文化に関する基本的な方法について取
り上げる。

小レポート30％（毎回の講義内容を把握しているか）、レポー
ト70％（学んだ課題の文献を正確に読めているか、また論
理的な展開をしているか、必要な情報を収集し自分の考え
を展開できるか）。特にオリジナリティを評価する。

博物館や実習室などで作業を行う場合がある。ま
た、授業内容は変更する場合がある。

なし

授業時に指示する
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後期

3-4

考古学特殊講義（四）

★寺沢 薫 2

ヤマト王権成立史の諸問題

いわゆる ｢ヤマト王権｣ の成立過程や実像に焦点を
当ててその理解を深める。考古学資料と文献史料の
双方から歴史を組み立てる実践的方法を学びとる。

日本列島の王権形成の時期やプロセスについては諸説があ
る。講義では三世紀初めの奈良県桜井市纒向遺跡の出現が
ヤマト王権の誕生であるとの立場から、その形成過程や権力
系譜、東アジア世界との関わりについて考究する。また、ヤ
マト王権の成立は古代史上の重大な期でもあるから、講義で
は「魏志倭人伝」全文を配布して、考古学で読み解く。邪馬
台国論や都市、国家形成の問題についても取り上げる。
講義はテキストに沿って進めるので、講義予定の部分の事前
の熟読は必須である。また、必要に応じて資料を配布する。

講義内容は一般の概説書の内容とは異なる部分が多いので、必ず事前に目を
通し、授業に集中することが大切である。従って、学習到達度確認やレポー
トも講義内容にそくした理解が求められる。「魏志倭人伝」は順番に指名し
て講読しながら進め、小レポートやアンケートなども当然評価の対象となる。

毎回の講義での集中が第一である。よりスキルを高めたい
人は講義で出てきた参考書や紹介した研究者などを図書館
で適宜チェック、検索することも薦める。また、先史考古学
｢弥生時代はどのような時代か｣ は本講義の前提となる内
容であるので、併せて履修することが望ましい。

王権誕生，寺沢�薫，講談社（学術文庫），2008

王権と都市の形成史論，寺沢薫，吉川弘文館，2011
弥生時代国家論，寺沢薫，敬文舎，2020

後期

3-4

考古学特殊講義（五）

★植野 浩三 2

韓国考古学の調査成果と日韓交流史

韓国考古学（旧石器～三国時代）の概要を理解す
る。特定の時代やテーマについて著明な遺跡や遺物
を取り上げて紹介し、今日の研究成果を整理する。
また、日韓交流史の研究成果と意義を学習する。
韓国では現在、膨大な発掘調査が実施されており、多くの
資料が蓄積されている。特定の時代の著明な遺跡や遺物、
新発見の遺跡等を紹介し、朝鮮半島の原始・古代史での位
置づけを行う。以下の通り青銅器時代の墓制、高句麗・百
済考古学研究の成果、鉄生産、窯業生産、都城研究の現状
を中心にして講義する。また、日本には、様々な渡来文化
が移入して日本文化の形成に大きな影響を与えた。そうし
た日韓交流の文物も紹介し、その特色について解説する。

講義した各内容を正確に理解しているかを問う。配
付資料を参考にしながら、①共通問題と②選択問題
について論述形式で解答する。

東アジアの歴史に興味を持つこと。

朝鮮半島の考古学，早乙女雅博�，同成社�，2000�
概説韓国考古学，韓国考古学会編�，同成社�，2013

前期

3-4

考古学特殊講義（六）

相原 嘉之 2

考古学と文化財保護行政

総合的な文化財保護行政の基礎と文化財専門職員の
役割を理解する。

文化財調査機関や文化財保護行政に携わってきた実
績を活かして、都道府県・市町村の専門職員の人材
として期待されている考古学・文化財学を学ぶ学生
を対象として、文化財保護行政の現状や、文化財を
活かした街づくりなどについて学ぶ。

不定期に実施するレポート作成により、講義内容を理
解しているかを問う。

本講座は、文化財の専門職を目指す学生のみを対象とする。
学外授業も重要であり、必ず参加すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

プリントを配布

入門　埋蔵文化財と考古学，水之江和同，同成社，2020
遺跡保護の制度と行政，和田勝彦，同成社，2015
文化遺産の保存と活用，小松弥生，文化遺産クバプロ，2021

後期

3-4

考古学特殊講義（七）

相原 嘉之 2

古代都城と地方官衙

古代都城等に関する考古学論文を読み解き、考古学
の考え方・学術論文の構成・表現などを理解する。

古代都城に関する論文を読み、研究の現状を理解す
る。
そのために、プレゼンテーション・討論による相互理
解を深める。

指定された論文の理解度及び、プレゼンテーション
及びヒアリングにおける完成度によって評価する。

論文内容について、発表型式による討論を実施する。
テーマが「古代都城」なので、古代を対象とした考古学（史料学）を
学ぶ学生を対象とする。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

プリントを配布
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後期

3-4

考古学特殊講義（八）

千田 嘉博 2

天下人の城

城郭考古学から天下統一の時代を考える。

城郭考古学は、現在もっとも求められている考古学
の分野といえます。しかし発掘調査だけでなく、遺構
の地表面観察資料、絵図・地図資料、文字史料など
多様な資料群を適切に取り扱い、研究を進めること
が必要になります。この講義では、天下人の城を取り
上げて、最新の研究成果を総覧します。

講義内に行う小テスト（講義内に提出）と最終の講義時間内
に学習到達度確認を行い、戦国期から近世初頭にかけた歴
史を城郭考古学からどう理解できたかにもとづいて評価を
行います。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

なし

戦国の城を歩く，千田嘉博，ちくま学芸文庫，2009
信長の城，千田嘉博，岩波新書，2013
歴史を読み解く城歩き，千田嘉博，朝日新書，2022

後期

3-4

美術史特殊講義（一）

原口 志津子 2

絵巻物の研究

伝記や説話を絵画化した作品の調査研究方法を体得
し、その作品についての理解を深める。

絵巻物の代表的な作品の内容、絵画様式、制作の
状況などを講説する。順番は入れ替わる可能性があ
る。e-learningにより資料配付、参考サイトの掲示
も行う。e-learningの登録コードは講義開始前にポー
タルで掲示する。

平常e-learning課題60％　レポート40％（レポー
トの評価基準は、講義中に配付する「日本語表現
チェックリスト」の基準に従う）。

参考書の１つは２年次配当選択科目「日本絵画史」の
教科書であるが、履修していない場合には購入する
必要はない。

なし

日本美術史ハンドブック，辻維雄・泉武夫編，新書館，2009
源氏絵の系譜，稲本万里子，�森話社�，2018
かわいい絵巻，上野友愛・岡本麻美，�東京美術，2015

前期

3-4

美術史特殊講義（二）

★三宅 久雄 2

定朝から運慶へー平安・鎌倉の仏像ー

・平安和様の時代を経て鎌倉時代の様式が成立して
いく過程を把握する。
・鎌倉時代の彫刻が古代からの総括であることを理解
する。
仏像制作は飛鳥時代に我が国に伝えれら、平安時代中
頃に仏師定朝によって日本的なスタイルと独自の造像技
法である寄木造が完成された。以後、一時期、この定
朝様が一世を風靡したかにみられるが、大陸からの刺激
をも連綿として受けながら、多様な展開をみせる。造像
工房が発展し多くの仏師を生み出し、やがて鎌倉時代に
入って運慶という世界に誇る彫刻家を輩出した。我が国
彫刻史上、魅力あふれるこの時代を追ってみたい。
授業中に実施する学習到達度確認（筆記による学力確認）、
受講態度等による総合評価。
奈良仏師の中から運慶が登場し鎌倉時代の仏像が完成され
る過程を、実作品によって正しく理解しているか。

美術史概論、日本彫刻史を履修していることが望ま
しい。

資料を配布する。

なし

後期

3-4

美術史特殊講義（三）

岡田 健 2

東アジアの仏教彫刻―中国美術の展開〈仏教彫刻編〉

以下の２点を目標とします。
①東アジア全域を包含する美術史として仏教彫刻を理解する。
②美術史における様ざまなテーマの発見、思考の方法を理解
し、習得する。

広大な中国大陸では、古くから各地に多様な文化が
育まれ、多くの民族の往来があった。西域を通じて
もたらされた仏教とその美術は、おのずから様ざま
な様相を呈してそれぞれの地域で展開・発展した。
その中には、大陸の最東端に位置する日本も含まれ
る。この講義では、東アジアという大きな視点から、
中国の仏教彫刻についてつぶさに見る。

最終的にレポートによって成績を評価します。出席数
が不足していたり（６回以上欠席）、レポートの未提
出がある場合は評価できません。
期末レポートによって成績を評価します。全15回のうち、６回以上の欠
席、あるいは期末レポートが未提出の場合は評価できません。
仏像の種類などの説明は省きます。これまでに日本の仏教彫刻について
の授業を受けていることが前提です。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

資料を配布する。

北魏仏教造像史の研究，石松日奈子，ブリュッケ，2005
世界美術全集（東洋編）３/三国・南北朝，曽布川寛・岡田
健責任編集，小学館，2000
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前期

3-4

美術史特殊講義（四）

★宮崎 もも 2

江戸時代やまと絵の展開

主に以下の二点を目標にします。
①江戸時代の絵画史についての基礎知識を身につけ
ること。
②やまと絵についての理解を深めること。

江戸時代のやまと絵系の流派－土佐派・住吉派・琳
派・復古やまと絵派－を中心にとりあげる授業です。
江戸時代の絵画史の概要をおさえつつ、やまと絵系
流派の絵師たちの代表的作品を詳しく観察し、その
表現の特色や制作背景について考察します。

平常点50％（毎回の授業で、簡単な質問を出します。その答
えの内容を重視します）
定期試験50％（授業の内容を理解できているか、論理的な
記述であるかを重視します）

前期

3-4

美術史特殊講義（五）

岡田 健 2

東アジアの壁画―中国美術の展開〈壁画編〉

以下の2点を目標とします。
①東アジア全域を包含する美術史として壁画芸術を理解する。
②壁画材料と絵画技法に関するアプローチによって、壁画を構
造的・復原的に見る方法を理解する。

従来の壁画研究は、考古学・美術史・宗教学・歴史学・保
存科学・修復技術の各分野が個別にその成果を出してきた。
壁画芸術がその主題を図像と様式によって表現できるのは、
それを実現するための壁画材料と絵画技法があったからであ
る。いっぽう古代の壁画はすべてが著しく劣化しており、こ
れを復原的に見ることができなければ、壁画の真の姿に迫る
ことができない。本講義では、長年にわたり敦煌壁画や高松
塚古墳壁画・キトラ古墳壁画の保存修復事業に関わった経験
等を活かし、総合的な視点で壁画を見ることを論じる。

最終的にレポートによって成績を評価します。出席数
が不足していたり（６回以上の欠席）、レポートの未
提出がある場合は評価できません。

美術史・保存科学・修復技術・歴史学・考古学の壁を取り払い、壁画
を通して東アジアの文化交流の様子を探る授業です。勇気をもって受
講し、文化財学としての視野を広げましょう。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

毎回、資料を配布する。

前期

3-4

史料学特殊講義

吉川 敏子 2

日本古代の氏と家と系譜

日本古代の系譜や系図を読み解き、その作成の背景
や族編成の在り方を理解する。

日本古代の系譜や系図を読み解きながら、そこに込
められた系譜意識を考える。系譜・系図はそれぞれ
作成された背景や目的が異なるが、複数の史料を比
較検討しながら、共通点や相違点を考える。

期末に提出するレポートで評価する。評価に当たっては、史
料学のレポートとして相応しい考察（先行研究の把握、史
料の理解、独創性）、適切な文章表現ができているかを重視
する。
日本古代の史料を用いるので、漢文の基礎的な読解力を必
要とする。授業期間内に質問の機会を複数回設けるので、
毎回の授業後には質問や意見をピックアップしてまとめて
おくこと。進捗状況によりスケジュールを調整することがあ
る。

古代氏族の系図，佐伯有清，学生社，1975

後期

3-4

保存科学特殊講義（一）

★中橋 孝博 2

日本人はどこから来たのか、人類はどこで生まれ、どのよう
な道を辿って極東の島国に辿り着いたのか。700万年以上に
及ぶ人類、そして日本人の来た道を辿る。

埋蔵文化財に準じる古人骨資料を研究することの意味、その歴史
資料的価値、その保存法や調査法などを習得する。「日本人とはな
にか」、「どのように日本人は成立したか」、「人間の多様性とはなに
か」などに関する広範な知育の促進をはかる。

貴重な文化財を遺したのは言うまでもなくその時代、地域
に生きた人々である。その彼らの遺骨はまた、古代の人と
社会を考えるための貴重な情報源でもある。先進技術の進
歩によって、人骨から得られる情報はますます多彩で豊富
になっている。最初に骨からどのような知見が得られるかを
学んだ上で、その適用課題として日本人の起源問題を取り
上げ、遠くアフリカにおける人類の誕生から東アジアへの拡
散、そして日本人の形成に至るまでの多くの謎を秘めた道程
を解説する。併せて、世界文化遺産のシリア・パルミラで
の研究例を紹介する。

平常点＋定期試験（16�週目に実施）

毎回、スライドを観ながら講義する。細かい項目等の
暗記は求めないが、何が論点になっていて、どういう
異論があるのか、あり得るのかを常に意識しながら講
義を聞く様にして欲しい。

日本人の起源，中橋孝博，講談社学術文庫，2019

倭人への道，中橋孝博，吉川弘文館歴史文化ライブラリー
402，2015
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後期

3-4

保存科学特殊講義（三）

★岡田 文男 2

埋蔵文化財ならびに伝世文化財のなかで、劣化して保存が
困難となった木や繊維等の有機質について材質調査と保存
処理法を学ぶ。
埋蔵文化財の発掘調査員や博物館・資料館の学芸員
として、有機質を主とした脆弱遺物を保存管理する
ための基本的な知識を習得し、適切な対処法を選択
できるようになる。
本講義では、発掘調査で出土した埋蔵文化財のなかの木製
品や漆製品、繊維製品などの脆弱遺物の保存処理、ならび
にそれらの材質調査の実践を通して得た知見を主に扱う。
講義では日本国内をはじめ、中国陝西省や四川省から出土し
た漢代・唐代の遺物、韓半島から出土した原三国・三国時
代の遺物を取り上げる。あわせて、近年取り組んでいる奈
良時代の仏像の材質調査、平安時代の建造物塗装調査につ
いて取り上げる。本講義では毎回、パワーポイントを用いて
講義を行い、ＰＤＦ資料を事前に配布する。

15回の講義の前半（８回）、後半（７回）において各１回、レ
ポート提出を課す（前半・後半とも課題は授業中に提示す
る）。レポートの内容および平常点を勘案して総合評価とする。

毎回配布するＰＤＦ資料については受講生の学習目的
での利用を認めるが、他者への供与、転用は厳禁と
する。

後期

2-4

文化財情報学

千田 嘉博 2

文化財をめぐる多様な情報を考える。

文化財を多様な視点から分析する知識を会得する。

この講義では、考古学を中心に文化財を分析・研究
する多様な資料の取得とその意味を考えます。具体
的には、遺構平面図、断面図、土層図や、古文書の
釈文、デジタル技術を用いたレーザー測量、GISな
どの事例を学び、文化財研究の情報とは何かを問い
ます。またコンピュータグラフィックスやVR・AR
などの文化相情報の発信の諸問題も検討します。

講義内に行う小テスト（講義内に提出）と最終の講義時間内
に行う学習到達度確認（文理の文化財情報取得方法の理解
度、多様な技術を用いた文化財情報取得と発信の意義につ
いての理解度）にもとづいて評価します。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

なし

後期

2-4

文化財修景学

★講師
（文化財修景学） 2

史跡等不動産の文化財の保存・活用のための修景や整備に
ついて、実務経験者の講義と現地見学も加えて基礎的内容
を学ぶ
史跡・名勝などの記念物、文化財建造物・重要伝統的建造物群保存
地区、重要文化的景観のような不動産の文化財の保存・活用に関わ
る整備や修景、活用について理念や事業内容などを学び、自治体の
文化財担当者などになっても困らないよう基礎的な知識を身に着け
る。

史跡等整備事業の歴史、理念、技術の体系、事業の流れの他、史跡等の管
理・運営、公開・活用というマネジメントについて学ぶ。身近な特別史跡で
あり、世界遺産「古都奈良の文化財」の構成資産である平城宮跡について保
存の歴史と整備事業の概要、現在の活用の状況について座学および臨地講義
を行う。次に、文化財建造物、重要伝統的建造物群、名勝、重要文化的景観
の保存と活用の概要を学び、まちづくりや観光等に活かす方法を学ぶ。
本科目は平城宮跡やキトラ古墳などの発掘調査と史跡整備事業、活用事業お
よび各地の文化財建造物・重要伝統的建造物群・名勝・重要文化的景観の調
査研究に関わってきた実務経験者が実践的な内容の講義を行うものである。

試験成績と現地見学の参加状況で評価する。座学での出欠
は問わない。
試験では講義で触れた史跡等の保存・活用の理念や語句等
の基本的理解を問う。

第９・10回の時は11/14の午前中の２コマを使って臨
地講義を行うため、第一限の授業の履修がある者は
注意が必要である。

後期

2-4

文化財分析学

魚島 純一 2

文化財の保存・調査に利用されるさまざまな科学的
分析手法とその調査からわかることについて学ぶ

文化財を科学的に分析することの意義について理解
する

文化財の調査に応用される科学的分析法は数多くあ
り、特徴を理解した上で使い分けが必要である。
文化財に応用される分析法について、その原理をは
じめ、何がわかり、そして何がわからないのかを具体
例をもとに学ぶ。

日常の授業態度（授業に対する積極性、講義中の質問などを
重視）および授業中に実施する学習到達度確認（講義の内
容を正確に把握できているか）等により総合的に評価する。

講義内容については各テーマごとに完結するが、文化財の分析調査の
理解には前後のテーマとの関連を理解することが不可欠であるため欠
席しないように。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、県立博物館の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 130 ―

前期

2-4

文化財環境学

★髙畑 誠 2

文化財の保存に適した環境とその環境を維持する方法につ
いて、文化財保存の現場で取り組まれている実例をもとに
学ぶ。

文化財を保存するために現場で実践されている調査
や処置の実態について把握し、文化財に適した環境
の維持管理について理解する。

博物館など文化財を保管している現場では、文化財
を保存するためにどういった取り組みが行なわれて
いるのか、正倉院事務所における取り組みを実例と
ともに紹介しながら、文化財に対して適切な保存環
境を構築するのための取り組みについて学ぶ。

評価方法は平常点、学習到達度を総合的に評価する。評価
基準は平常点40％（授業に関する質問など積極的な態度を
重視）、各授業後の学習到達度確認60％（各授業内容を正し
く理解しているかを評価）。

ニュースや新聞などで取り上げられる文化財保存に
関連する報道に注意を払うこと。

前期

2-4

文化財修復学

岡田 健 2

文化財防災の方法―文化財に関する総合的な理解と
防災のための実践的方法論

文化財を災害から守るための方法を体系的に学び、
将来文化財に関係する職業に就きそれぞれの立場に
おいて文化財防災に取り組み、貢献しうる人材とな
るための基礎を身に付ける。
文化財が現代社会において、「地域の文化財」として保護さ
れる意味を理解し、保護に関する制度的・体系的・論理的
な方法を正しく認識し、これを基盤として、災害発生に備
えた防災・減災のための有効な対策を講じ、災害発生時の
迅速かつ有効な救出と保全活動を実現するための基本的な
知識を身に付ける。文化財保護に関する多様な実務経験を
もとに授業を行う。数回程度課題についてレポート提出を
課し、各自へのコメントを通じて、理解度を高める方式をと
る。

出席50％、課題レポートの内容50％（正確性、客観性、
論理性）による評価を行う。６回以上欠席した者、
30％以上課題の提出を怠った者には単位を認めない。
文化財防災はただ被災文化財の救出活動のことを言うのではない。文化
財の保護制度、地域社会の課題、人びとの暮らしなど、すべてを理解し
ている必要がある。個別のテーマに偏った理解とならないよう、欠席せ
ずに聴講し、課題レポートを提出してもらいたい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

毎回、配布する

随時、講義で紹介する

後期

2-4

考古学研究法

相原 嘉之 2

考古学研究の基礎的実践

考古学の基礎的な調査・研究方法を理解する

考古学研究は、遺跡の発掘調査を的確に行い、出土
した遺構・遺物を整理して、報告書を作成することに
より遂行することができる。ここでは考古学概論と考
古学実習の間をつなぐ授業で、座学・学外授業・整
理作業によって、考古学の調査・研究方法を学ぶも
のである。

レポートと、授業における作業への関わり方により評
価する。
レポートは期間中に不定期に複数回実施する。

考古学を本格的に勉強しようとする者のみ履修できる。
学外授業・整理作業は月曜日の半日をかけて実施する。
本講座を受講する者は月曜日の２限目も空けておくこと。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

プリントを配布

発掘調査のてびき　集落遺跡調査編，文化庁，同成社，2010
発掘調査のてびき　各種遺跡調査編，文化庁，同成社，2013

前期

2-4

先史考古学

★寺沢 薫 2

弥生時代はどのような時代か

考古学の資料や方法にふれるなかで、弥生時代の社
会や文化に対する理解を高める。断片的な知識や理
解ではなく、歴史の脈絡として理解できるように努め
る。
対面授業を予定しているが、Web授業への切り替えも考慮し
て、テキストにそって進行する。毎週、テキストの予定の章・
節を熟読し、あらかじめ自分なりのまとめと問題点・疑問点の
抽出を行う。授業は時に資料配布も行い講義中心で進むが、
予習前提なので、なるべく意見を求めたり、質問を受ける。
弥生時代とはどのような時代であったのかを、考古学の最新
の資料や方法を学び、グローバルでダイナミックな新しい弥
生時代像を学びとる。弥生時代研究と現代とのつながりにつ
いても考える契機としたい。
毎回のテキストの熟読と不明な点や疑問点を自ら調べる態度
が大切である。講義が中心であるが、ときに意見や考えを
求めたり、簡単なレポートを提出させる。日常的な積極的な
授業参加が評価となるが、レポートの評価が大きい。

本講義に直接続く内容として、考古学特殊講義
（四）｢ヤマト王権成立史の諸問題｣ を併せて履修す
ることが、この時代の理解を高める上でも有効であ
る。

日本の歴史02巻 ｢王権誕生｣，寺沢薫，講談社（学術文
庫），2008

弥生時代の年代と交流，寺沢薫，吉川弘文館，2014
青銅器のマツリと政治社会，寺沢薫，吉川弘文館，2010
弥生時代国家論，寺沢薫，敬文舎，2020
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後期

2-4

歴史考古学

★小山田 宏一 2

東アジアにおける日本中世沿海部の低地開発

中国・朝鮮半島の事例と比較して、日本中世沿海部
でおこなわれた低地開発の技術系譜と、海でつなが
る東アジアの技術交流についての理解を深める。

発掘調査成果、文献、絵図などを総合的に扱う。日
本・中国・朝鮮半島の沿海部における低地開発方式
は、多くの共通点があること、また各地に共通する開
発方式が生まれた歴史的背景について理解を深める。

授業中に実施する学習到達度確認による。学習到達
度確認では、①低地開発にかかわる基本概念や語句
の理解、②講義内容を正確に把握しているかを問う。

東アジア世界を対象とするので、たえず広い視野で
物事を理解するように心がける。

前期

2-4

仏教考古学

★狭川 真一 2

仏教に関わる遺跡・遺構・遺物について、考古学的
に概説する。

仏教伝来以来、日本の文化には深く仏教が関わって
きたため、遺跡や遺物にも仏教の影響下によるもの
が多い。身近に存在するもののなかに仏教の影響を
見出すことができるようになること。

仏教に関わる遺跡・遺構・遺物について、一般的な
概説ではなく、各回毎にテーマを設定し、詳細に解
説を行う。日本人にとって仏教はかなり身近な宗教で
あり、日本文化の中に深く染み込んでいる。そのこと
に気づくこともこの授業の重要性である。

通常時：出席カードの空欄に毎回短いまとめを書き、最終回
に学習到達度確認で評価します。オンデマンド授業：各講
義後に簡単なレポート提出を求め、15回目の課題は評価点を
大きくします。
通常時：毎回レジメを配布するので自己で管理すること。オ
ンデマンド授業時：一定期間掲示しますので、確実に確認、
受講すること。レジメはWeb講義の画面をPDFにして毎
回提示する予定です。なお、講義の内容や順番を一部変更
する場合があります。

なし

『仏教考古学講座1～7』，石田茂作監修，雄山閣出版，1975
『仏教考古学の構想』，坂詰秀一，雄山閣出版，2000

前期

2-4

世界考古学

千田 嘉博 2

世界の遺跡を知る。

アフリカ・ヨーロッパ・中央アジアの遺跡について知
見を深める。

この講義では、担当教員が実際に発掘調査したり、
現地を詳細に踏査した遺跡を通じて、世界の考古学
を概観していきます。講義を通じて世界の考古学の
知見を深め、積極的に世界に飛び出して考古学を深
める楽しさを伝えていきたいと思います。

講義中に行う小テスト（講義内に提出）と最終の講
義時間内に学習到達度確認を行い、講義で扱った各
国の遺跡の理解度にもとづいて評価します。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

なし

世界の考古学，第１巻～第24巻，同成社

後期

2-4

東洋美術史

★西尾 歩 2

東洋美術史の一環として中国美術を取り上げ概観す
る。

中国美術の造形作品を美術史学的に理解する。

東アジアの中心的役割を担ってきた中国の美術（主
に絵画）を美術史学的に考察する。具体的には、中
国古代から近世まで、各時代の代表的・特徴的な作
品（あるいは文献）を取り上げて説明する。また授業
全体として通史的に概観し、中国美術の大きな流れ
を確認する。講義では、画像のプロジェクターによる
映写を含め、視覚教材を活用して中国美術について
の理解を深めたい。
レポート50％：美術史学的に作品を説明できているかどうか
をみて評価する。
期末試験50％：授業内容が理解できているかどうかをみて
評価する。

なし。
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前期

2-4

日本彫刻史

大河内 智之 2

日本彫刻史の諸相

日本文化の核となる宗教文化の表象である宗教美
術のうち、彫刻資料についての基礎的な知識を獲得
し、自らの文化的背景について考える教養を身につけ
る。
この講義では日本彫刻史について、仏像・神像・仮
面などさまざまな種類の資料を取り上げる。特に仏
像については奈良という地域的特徴を踏まえ、鎌倉
時代の仏師運慶の出現にいたる仏像様式の変遷につ
いて取り上げる。神像や仮面についても、美術資料
と地域史という観点を重視し、美術史的方法論によ
る作品の資料化と歴史叙述の実践的方法について教
授する。

講義時に実施する学習到達度確認50％、レポート
50％。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

適宜プリントを配布する

その都度指示する

前期

2-4

日本絵画史

原口 志津子 2

日本絵画史上の代表作個別解説

各時代の代表作の特徴を理解する

日本絵画の主題・素材・技法・形式を概観した後、
奈良時代から江戸時代まで、各時代の特徴を最もよ
く表す作品を数点ずつとりあげ、その特質を論じる。

授業中に実施する学習到達度確認60％　レポート
40％（レポートの評価基準は、講義中に配付する
「チェックリスト」に従う）。

資料や参考URLの紹介のためにe-learningを利用
する。e-learningの登録キーはポータルで通知する。

日本美術史ハンドブック，辻惟雄・泉武夫編，新書館，2009

適宜指示する

後期

2-4

工芸史

★善田 のぶ代 2

日本陶磁史

陶磁器についての基礎知識を身につける。陶磁史で
は日本独自の様式が築かれた中・近世の陶磁器を中
心に、美術史的な視点のみならず技術的な側面も併
せて理解する。
陶磁器の基礎知識を解説する。陶磁史を概観し、とくに
日本独自の様式が築かれた桃山時代以降の陶磁器につ
いては文化史的な背景を踏まえて、伝世品だけでなく、
考古学の分野における資料も採り入れて授業を進める。
また日本の陶磁器の大半は中国、朝鮮半島からの技術移
入によって成り立っているため、それらの影響について
考える。授業は講義形式で行ない、また作品の理解を深
めるためにパワーポイントなどの映像資料を活用する。
学期末に課すレポートと平常点（授業に積極的に参加して
いるかなど）を総合的に判断して評価する。レポートは課題
をいくつか提示するので、その中から最も興味を抱いた課
題を選び、積極的に資料等を調べて作成すること。

テキスト以外に適宜プリントを配布するのでそれらを
ファイルすること。授業内容については若干変更を
行う場合がある。

やきもの入門，KKベストセラーズ，2012

やきものの鑑賞基礎知識，矢部良明，至文堂，1996
増補版　アジア陶芸史，出川哲朗・中ノ堂一信・弓場紀知
編，昭和堂，2012

後期

2-4

文献史料学

★殷 捷 2

古代・中世の古文書の読解

古代・中世の古文書に記されたくずし字を正確に解
読し、記載内容を理解するとともに、古文書の様式・
機能など基礎的知識を身につける。

古文書を正確に読解する能力は、日本史研究を行う
ためには身につけなければならない能力の一つであ
る。本講義では、平安～戦国期の古文書（写真）を
取り上げ、その熟読を通じてくずし字を正確に解読す
る能力を身につけるとともに記載内容、様式や機能
などを考察する。

平常点40％（講義で取り上げるテキストの読解に対する積
極的な態度を重視）、学習到達度確認60％（古文書を読解す
るための基本的な能力を有しているかどうかを評価する。）

古文書の写真をテキストにして、くずし字の読解を行
うが、読解力をつけるために、積極的に予習･復習に
取り組むことが望ましい。

くずし字用例辞典，児玉幸多編，東京堂出版，1981
古文書学入門，佐藤進一著，法政大学出版局，1997
日本史を学ぶための古文書・古記録訓読法，苅米一志著，吉川弘文
館2015
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後期

2-4

宗教文化史

★狭川 真一 2

人の「死」に関わる宗教文化（特に墓）を題材に、それぞ
れの時代に生きた人々が「死」について如何に考えていた
かを考察する。
社会的地位、経済的格差などを超越して「死」は必
ずやってくる。過去の人々が考えた死後の世界観に
ついて物質文化を通じて学び、現代社会における人
の生と死について考える機会とする。

「死」を認識し、死者を弔うことのできる生物は人間
だけである。墓の造営・葬送儀礼・墓石建立・先祖
供養などの事例を通じて、日本人の古代から近世に
おける死生観を「墓」に題材を求め、考古学的手法
を中心に用いて、当時の人々の心に迫る。

通常時：出席カードの空欄に毎回短いまとめを書き、最終回
に学習到達度確認で評価します。オンデマンド授業：各講
義後に簡単なレポート提出を求め、15回目の課題は評価点を
大きくします。
通常時：毎回レジメを配布するので自己で管理すること。オ
ンデマンド授業時：一定期間掲示しますので、確実に確認、
受講すること。レジメはWeb講義の画面をPDFにして毎
回提示する予定です。なお、講義の内容や順番を一部変更
する場合があります。

なし

墓と葬送の中世，狭川真一編，高志書院，2007
中世墓の考古学，狭川真一，高志書院，2011

前期

2-4

世界遺産学

★中井 公 2

世界遺産と「古都奈良の文化財」

「世界遺産条約」の意義・仕組み・履行の実情と課
題などについて理解を深め、今後の文化遺産研究の
ための基礎を身につける。

日本が世界遺産条約を批准して30年余りが経ちました。国内
では、世界遺産が地域振興の新たな起爆剤になると、陳情
活動だの政治主導だのが入り乱れて、新規登録を目指す動
きがいまだ各地で活発です。その一方で、「明治日本の産業
革命遺産」登録や「佐渡島の金山」推薦をめぐり、いわゆ
る強制労働の説明にユネスコや韓国が遺憾表明するなど、
課題も残されています。登録だけが世界遺産のすべてでは
ありません。世界遺産についてもっと知り、深く考えるため
の手がかりにして欲しい。これが本講義の目的です。
平常の授業姿勢50％（積極的な質問・発言を重視）と、筆
記による学習到達度確認50％（提示した課題の内容を的確
に把握し、制限字数内で、根拠の要点と結論を適切にまと
めることができているか）を合わせて評価します。
奈良大学は、世界遺産はじめ多くの文化遺産が身近にあ
る、恵まれた環境にあります。授業の中では最寄りの寺社や
遺跡などもたくさん話題にあがりますが、是非とも実際に現
地を訪れて、自分の目でしっかりと見て、耳学問を補って欲
しいと思います。

なし

なし

前期

2-4

建築史

★山岸 常人 2

日本建築の古代から近世までの歴史を、技術的な側
面と、文化的側面に着目しながら理解してもらう。

日本建築を歴史の様々な現象と結びつけて理解する
こと。また歴史的建造物の特質と意義を自らの目で見
て判断できるようになること。

寺社建築と住宅建築について、１、構造の変化、２、
空間の変化、３、形式の多様性　に分けて、それぞ
れの時代的な変化の過程とその背景を解説する。

複数回のレポートによる。講義内容の理解、関連学
術書の学習、実際の建物の見学などの状況を見て、
評価する。

各回の講義で時代が前後するので、自分自身で時代の流れ
を頭の中に作っておき、各回の講義がその流れの中のどの
位置にあるのかに注意しながら講義を聞くこと。講義中に参
考資料を配布する。また、京都・奈良の寺社の建築を見学
しておくこと。

日本建築史図集，彰国社
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前期

1

心理学概論

金澤 忠博 2

心理学の基礎を学ぶ。

人間の心理・行動を真に理解するためには、胎生期から大人に至る
行動発達のプロセスだけでなく、原生動物から人間に至る行動進化
のプロセスをも視野に入れる必要がある。授業では、さまざまな領
域における人間の心理・行動の特徴について、進化と発達の２つの
側面から捉え、人間行動の特徴についてより深い理解を目指す。

発達心理学の最新の知見に加えて、比較行動
学（ethology） や 進 化 心 理 学（evolutionary�
psychology）の知見を織り交ぜながら、人間行動の
進化と発達について学ぶ。具体的にはまず個体レベ
ルでの認知様式と行動様式の進化と発達について学
び、さらに、言語や心の理論、自己意識、母子関係や
仲間関係、異性関係など、コミュニケーションや対人
関係にいたるまで、その生物学的基盤について学ぶ。

期末レポート（70点）
平常点（30点）（配点内訳：毎回のリアクションペー
パー（15点）＋課題（15点）

授業で紹介する内容の多くは日常生活に関わるもので
あり、実際に日常的な体験を通して確かめることによ
り、さらにり深い理解が得られる。毎回のリアクショ
ンペーパーに積極的に質問を書いて下さい。

なし

Atkins�&�Hilgard's�Introduction�to�Psychology，Nolen-Hoeksema,�S.,�et�
al.，Gengage�Learning�EMEA，2015
『心の発生と進化』，ディヴィッド・プレマック＆アン・プレマック，新曜社，2005
『心とことばの起源を探る』，マイケル・トマセロ，勁草書房，2006

後期

1

社会心理学概論

村上 史朗 2

社会心理学の代表的な理論や研究例を概観し、社会
心理学的な考え方を理解する。

（１）対人関係や社会における人間の心理や行動へ
の理解を深める。
（２）社会における諸問題を社会心理学的に捉える
視点を身につける。

日常生活において、私たちは身近な他者や集団など
の社会的な環境からの影響を常に受けて思考し、判
断し、行動している。私たちの心の働きに社会的環
境がどのように影響しているのかに関して、代表的な
理論や研究例を中心に概観し、社会心理学の基礎的
な知識を習得する。

授業内小課題（40％程度）（各回の授業内容の理解度
を評価）、筆記試験（60％程度）（社会心理学の基礎
的な概念理解を評価）によって総合的に評価する。

資料を配付する

社会心理学概論，北村英哉・内田由紀子（編），ナカニシヤ出版，2016
社会心理学，池田謙一・唐沢穣・工藤恵理子・村本由紀子，有斐閣，
2010

前期

1

臨床心理学概論

井村 修 2

臨床心理学に関する概説

臨床心理学の理論、支援方法、問題について理解し
説明できる。

①臨床心理学の基礎②臨床心理学の理論と実際③心
理的障害の理解と支援

試験（60％）、コメントシートの記載内容や受講態度（40％）
で評価する。コメントシートは授業の終わりに毎回記載して
もらう。定期試験期間（16週目）に試験を実施する。

試験の出題はテキストから行うので購入しておくこと。対面
授業が困難になった場合は、WEB授業に学期途中から変更
になることも想定され、テキストがないと授業の理解が難し
くなる。授業の進行によりシラバスとは異なる可能性もある。

臨床心理学，丹野義彦ら，有斐閣，2015

前期

1

基礎演習Ⅰ（一）

岡部 純子 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022
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前期

1

基礎演習Ⅰ（二）

太田 仁 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

前期

1

基礎演習Ⅰ（三）

卜部 敬康 2

大学における学びの姿勢と技法を習得し、大学生活
に早く、上手に適応しよう

大学における学びのスタイルに適応する。資料の活
用、レポートの作成、プレゼンテーションができるよ
うになることを目標とする。

大学生活にスムーズに適応するには、高校までの勉強と大
学における学びとの違いに気づいた上で、学ぶ姿勢と学び
の技法を習得する意欲を持つことが求められます。大学で
の学びでは、自ら問題を発見し、批判的に考える自律的な態
度が求められます。本科目では、新入生に対し、このような
姿勢と技能を習得するための指導を行います。具体的な授
業内容は以下の通りで、第Ⅳ部では２回程度のレポート作
成・提出を求め、添削による指導を行います。第Ⅴ部では口
頭発表と指導を行います。
レポート（調査、論理的な構成、事実と意見の区別、文章表現で
評価）・発表（調査、構成と発表方法の工夫で評価）・授業態度等
を総合的に判断して到達度を評価します。毎回出席しなければ、
本学での学びの技法をしっかりと身につけることはできません。
・１年次生は受講クラスが指定されています。指定されたク
ラスの時間割に従って受講してください。
・ワープロ、プレゼンテーションソフトの利用など情報機器
の基本操作について分からないときは、情報処理センター
のサポートを受けること。

大学生の表現技法，初年次教育を考える会，奈良大学，
2022

後期

1

基礎演習Ⅱ（一）

岡部 純子 2

心理学を学ぶ上で必要となる学びの技法を習得する。

心理学で必要とされる学びのスタイルに適応する。
よりアカデミックな「モノの考え方、モノの書き方、
モノの伝え方」を知り、実践する。

さまざまなテーマについて考えながら、心理学を学ぶ
上で必要となる学びの技法を身につける。

レポート・発表（わかりやすく、論理的に自分の考えを展開
できているかを評価する。）、授業態度（課題に積極的に取
り組む姿勢を重視する。）を総合的に勘案して到達度を評価
する。

指定されたクラスの時間割に従って受講すること。

プリントを使用する。

常識を疑う心理学，太田仁・宮島健・林郷子・村上史朗・
井村修，ナカニシヤ出版，2021

後期

1

基礎演習Ⅱ（二）

太田 仁 2

心理学を学ぶ上で必要となる学びの技法を習得する。

心理学で必要とされる学びのスタイルに適応する。
よりアカデミックな「モノの考え方、モノの書き方、
モノの伝え方」を知り、実践する。

さまざまなテーマについて考えながら、心理学を学ぶ
上で必要となる学びの技法を身につける。

レポート・発表（わかりやすく、論理的に自分の考えを展開
できているかを評価する。）、授業態度（課題に積極的に取
り組む姿勢を重視する。）を総合的に勘案して到達度を評価
する。

指定されたクラスの時間割に従って受講すること。

プリントを使用する。

常識を疑う心理学，太田仁・宮島健・林郷子・村上史朗・
井村修，ナカニシヤ出版，2021
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後期

1

基礎演習Ⅱ（三）

卜部 敬康 2

心理学を学ぶ上で必要となる学びの技法を習得する。

心理学で必要とされる学びのスタイルに適応する。
よりアカデミックな「モノの考え方、モノの書き方、
モノの伝え方」を知り、実践する。

さまざまなテーマについて考えながら、心理学を学ぶ
上で必要となる学びの技法を身につける。

レポート・発表（わかりやすく、論理的に自分の考えを展開
できているかを評価する。）、授業態度（課題に積極的に取
り組む姿勢を重視する。）を総合的に勘案して到達度を評価
する。

指定されたクラスの時間割に従って受講すること。

プリントを使用する。

常識を疑う心理学，太田仁・宮島健・林郷子・村上史朗・
井村修，ナカニシヤ出版，2021

前期

3-4

臨床心理学演習Ⅰ（一）

礒部 美也子 2

発達臨床心理学の研究のための基礎演習（Ⅰ）

卒業研究をするための生涯発達、および発達臨床心
理学の基礎知識の習得をする。参考文献を読んで、
その要旨を理解してまとめ、発表する。グループワー
クを通して自己開示を学ぶ。
胎生期から老年期まで人が生涯発達する過程にお
いては、それぞれに課題や様々な危機がある。そう
いったものに直面しながら各自の発達は個性化し、生
活世界を広げていく。この発達過程における課題と
その支援について臨床心理学的見地から学び、卒業
研究のテーマを決める。また、演習における発表と
討議、グループワークを通して要約力、発表力、意
見表明の力を培う。

授業中の平常点、積極的に演習に参画しているか、意見表
明、討議、質問や考察をしているかを評価（40％）、レポー
ト（テーマに沿った完成度、発表の充実度を評価）（60％）

日頃から、子どもを取り巻く現代の諸問題に関心を
もっておくこと。他者の発表についても関心をもち、
積極的に意見交換にのぞむこと。参考文献は適宜紹
介する。

なし

障害臨床学，中村善行・大石史博，ナカニシヤ出版，
発達のための臨床心理学，小林芳郎，保育出版社，
これからを生きる心理学，ナカニシヤ出版

前期

3-4

臨床心理学演習Ⅰ（二）

武本 一美 2

興味ある精神症状や精神現象の発見。

卒業研究として興味を持って取り組める研究テーマ
を発見する。

精神症状や精神現象について、語り合い、心理学的
に考え、これまでの理論と関連付けられるところを探
す。浮かんでくる考えや身の回りにあることを選んで
テーマにして考察してゆく。

授業への参加状況（発表内容や討議への主体的・積
極的な態度等）により総合的に評価する。

他のメンバーの時間を無駄にしないように、しっかり
予習し、発表する。

必要に応じて資料を配布する。

適宜紹介する。

前期

3-4

臨床心理学演習Ⅰ（三）

井村 修 2

臨床心理学に関する卒業論文作成に向けての予備的
研究指導

実証的な臨床心理学研究（質的・量的）を行うため
に、臨床心理学の諸知見・モデル・研究方法に関す
る理解を深める。卒業論文を作成するための基礎力
を身につける。

①研究テーマに関する検討、②主たる研究領域の先
行研究の探索と学習、③パイロットスタディの実施と
まとめ④プレゼンテーション

平常点60％（授業への参加だけでなく、質問などの積極的
態度、プレゼンテーション、ディスカッションへの関与も評
価する）、パイロットスタディの報告書40％（問題の設定、
研究方法、結果、考察の適切性により評価する）。

適宜、プリント資料を配布する。

なし

臨床心理学研究法，丹野義彦（編），誠信書房，2004
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前期

3-4

臨床心理学演習Ⅰ（四）

今井 由樹子 2

司法・犯罪心理学研究のための基礎演習（１）

司法・犯罪心理学領域研究に関する理解を深める。
興味のある研究テーマを探す。

司法・犯罪心理学領域の研究を行うための基礎的
な知識を学習する。関連する文献の探索と整理を学
ぶ。関連するテーマについてグループディスカッショ
ンを行う。

課題への取組み態度、積極的なディスカッション、
研究テーマの探索・講読・整理等の授業に対する積
極性を総合的に判断する。

資料を配布する

適宣紹介する

前期

3-4

臨床心理学演習Ⅰ（五）

林 郷子 2

臨床心理学研究の実際（１）

臨床心理学研究に関する方法論になじむ。

文献の講読と発表を通して、臨床心理学研究の方法
論になじむことを目的とする。思春期・青年期の心
理的課題、教育臨床、表現療法等を題材として取り
上げながら、臨床心理学に関する文献を読む力を付
け、全般的な研究の進め方を理解することを目指す。

平常の授業への参加状況（発表内容や討議への主体
的・積極的態度等）により総合的に評価する。

原則として遅刻や欠席は認めない。

必要に応じて資料を配布する。

適宜紹介する。

前期

3-4

社会心理学演習Ⅰ（一）

太田 仁 2

社会心理学的な視点の養成

社会心理学の心理臨床的支援への応用研究を目指
し、日常生活、家庭、職場、心理臨床的支援に役立
つ研究成果をまとめる。

私たちの日常は他者との交流なしには成立しない。他者との
交流は、換言すれば各々の有する「資源」の交換であり、
日常的な表現では「支えあう」ことである。個人が有する資
源は限られているが資源を持ち寄ることで社会が構成され
人類はここまで存続した。以上の観点に立ち日常の対人行
動を詳細に観察し、これまでの社会心理学における研究成
果と対照させながら受講者の研究課題を明らかにし、卒論
の端緒となる課題の研究計画および研究方法を策定する。

グループワークの意義を理解した積極的参加20％+絵日記
の社会心理学的考察20％+配布資料の理解度20％+心理
学専門用語を的確に理解した論文概観20％+簡潔明瞭な発
表20％

出席は単位修得の必須条件とする。授業時間以外に
も日常の対人行動のそこに生起する感情に注目し客
観的に理解する自主的な研究活動を求める。

授業中に資料を配布する

授業で紹介する

前期

3-4

社会心理学演習Ⅰ（二）

與久田 巌 2

産業・組織心理学の研究テーマを理解し、研究の視
点を見いだす。

１）産業・組織かかわる心理学的な先行研究の概
要・方法論・課題・問題を理解し、自己の見解を持
つ。
２）自己の研究テーマを意識化・明確化する。
まず、オリエンテーションを行い、構成的グループ
エンカウンターやアサーション・トレーニングを実施
して演習の際の準備を行う。次に、自己のキャリア形
成、自己のキャリアと研究との関係について考える。
その後、先行研究の概要の発表、方法論や課題・問
題の討論などを行う。それらを通して自己の研究テー
マを意識化・明確化していき、暫定的な研究テーマ
を確定する。
課題40％：課題は毎授業毎に提出。指示を適切に理解した内容か、評価する。
発表20％：発表内容、ディスカッションを踏まえた上で自己の見解を論理的に
展開しているか、評価する。
学期末レポート40％：自己の興味・関心のある研究テーマの概要をまとめる。

・発表担当の際、正当な理由なく欠席した場合は、大幅減点する。
・ディスカッションにおける研究への批評は自由闊達を保障するが、発表者の
否定は認めない。
・全15回を通して、自己の研究テーマを探求し、意識化・明確化すること。
・授業内容は、履修人数、履修者の興味・関心に応じて変更する場合がある。

資料を配付する

授業で適宜、紹介する
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後期

3-4

臨床心理学演習Ⅱ（一）

礒部 美也子 2

発達臨床心理学の研究のための基礎演習（Ⅱ）

人の発達、および発達臨床に関する研究の中から関
心のあるテーマを見つけ、卒業研究へ方向付けをし
ていく。

各自の卒業研究のテーマの決定に向け、参考文献を
収集し、研究方法も決定していく。絶えず課題意識
を高め、ディスカッションを通して、各自研究ビジョ
ンを立案する。また、演習を通して課題発見能力、
課題解決能力、プレゼンテーションの能力、コミュニ
ケーション力、討論の能力等を身につける。

授業中の平常点、積極的に演習に準備、参画しているか、
意見表明、討議、質問や考察をしているかを評価（40％）、
レポート（テーマに沿った完成度、文献発表、グループワー
クの充実度を評価）（60％）

各自研究テーマを見つけて、計画的に掘り下げ、進
めていくこと。演習に積極的に参加し、他のゼミ生へ
の発表に対しても、積極的に意見を表明していくこ
と。福祉施設の見学を予定している。

なし

人間関係作りトレーニング，星野欣生，金子書房
エンカウンターで学級が変わる，國分康孝，図書文化

前期

3-4

社会心理学演習Ⅰ（三）

卜部 敬康 2

社会心理学の社会制度・政策への応用

社会心理学を社会制度・政策へ応用することの意義について理解
し、その考え方を習得すること。その前提として、社会制度の改善
について自由に論ずる態度を有することが必要となるが、その涵養
のために、①タブーについても論じられる力をつけることと、②学問
の自由の精神を身につけることも到達目標に含める。
諸君が心理学科において主に学んでいる社会心理学および臨床心理学の知見をどのように応
用することができるかについて、テキストの輪読と研究発表を通して考える。特に、この演習
においては「応用」�をできる限り幅広く捉える。心理学の知見を用いた個人の行動や認知の変
容を「心理学の応用」と考えることが一般的であるが、この演習では、心理学の研究成果を用
いて私たちの生活の前提となっている社会制度や政策を考え直すことも「心理学の応用」�に含
めるものと考える。３年次前期の本演習においてはまず、基礎知識についての講義とテキスト
の輪読を行い、心理学を社会制度へ応用する視点を涵養したい。それと並行して、受講生の
関心に応じた話題について自由な討議を重ねることで、日常的な疑問を学問的に考える習慣を
つけることを目指したい。そうした作業を通して、自分が何に興味をもっているかを明確化す
るとともに、自己と他者の相違点を知ることにより、人間の多様性への理解を深めたい。それ
をふまえて、どのような制度が人間を幸福にするかについて考える。毎回の内容は以下の記述
にかかわらず、諸君との相談で柔軟に変更する（ことは本来、言うまでもないが）。

発表内容と議論への参加の積極性を平常評価とレ
ポートによって評価する。

授業時間外にフィールドワークをする時があるので、
それに参加すること。

常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬康・林理
（編），北大路書房，2002
ほんとはこわい「やさしさ社会」，森真一，ちくまプリマー新書，
2008

「しきり」の心理学，林　理，学陽書房

前期

3-4

社会心理学演習Ⅰ（四）

村上 史朗 2

心理学研究の進め方と社会的認知研究の知識獲得

社会的認知を中心とした社会心理学研究の知識習得
と研究の流れについて理解する

演習Ⅰでは、以下の各項を達成することを目標とす
る。（１）社会的認知研究の最新トピックの理解、
（２）関連文献の探し方とレビューの方法、（３）論
理的な議論の仕方の習得

課題への取り組み（20％：提出課題の評価に基づく）、発表
（40％：発表内容の構成の評価に基づく）、ディスカッショ
ンへの参加（40％：議論への積極性と発言内容の評価に基
づく）を総合して評価する。

心の中のブラインド・スポット，M.R.バナージ、A.G.グリー
ンワルド，北大路書房，2015

社会心理学概論，北村英哉・内田由紀子（編），ナカニシヤ出版，
2016
補訂新版　社会心理学研究入門，安藤清志・沼崎誠・村田光二，東
京大学出版会，2017

前期

3-4

社会心理学演習Ⅰ（五）

金澤 忠博 2

社会的認知（心の理論）の進化・発達・障害

国内外の最新の文献を購読し、①関連する分野の研究テーマ�、②実験・観
察・調査の方法論やデータ解析の方法、について学ぶ。特に、視覚認知機
能の解明に役立つ方法として、注視時間法やアイトラッカーを用いた視線
計測の実際について、実習を通じて学ぶ。さらに、自分の興味に従い研究
テーマや研究方法を選択し、ゼミでの討論を経て、研究計画につなげる。

社会的認知（心の理論）とは、他者の行動や心的状態を予測
し、観察し、解釈する能力である（Striano�&�Reid,�2009）。
社会的認知は、ヒトのみに備わる能力とされ、その前駆体とし
て共同注意の獲得がある。自閉症の中核には社会的認知や共
同注意の障害があるとされる。演習では、社会的認知の進化・
発達・障害に加えて、「なぜ錯視は生じるのか？」「なぜ赤ちゃ
んは可愛いのか？」「なぜ大きな目は魅力的なのか？」「なぜヒ
トには白目があるのにサルにはないのか？」といったヒトの知
覚・認知・行動の特徴を進化的適応の観点から究明する。

作業への取り組み30％、発表40％、討論への参加
30％（それぞれの程度を発言や提出物の内容により
評価）

テキストは用いず、その都度配付資料を用意する。
新型コロナウイルスの感染状況により一部の授業をリ
モートで行うことがあります。ポータルサイトで随時
確認すること。

なし

社会的認知の発達科学，日本発達心理学会・尾崎康子・森口佑介，新曜社，2018
社会脳の発達，千住淳，東京大学出版会，2012
Navigating�the�Social�World，Banaji,�M.R.�&�Gelman,�S.A.，Oxford�UnⅣ
ersity�Press，2013
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後期

3-4

臨床心理学演習Ⅱ（三）

井村 修 2

臨床心理学に関する卒業論文作成に向けての予備的
研究指導

実証的な臨床心理学研究（質的・量的）を行うため
に、臨床心理学の諸知見・モデル・研究方法に関す
る理解を深める。４年次に卒業論文を作成できる基
礎を身につける。

①研究テーマに関する検討、②主たる研究領域の先
行研究の探索と学習、③パイロットスタディの実施と
まとめ④プレゼンテーション

平常点60％（授業への参加だけでなく、質問などの
積極的態度、プレゼンテーション、ディスカッション
への関与も評価する）、パイロットスタディの報告書

40％（問題の設定、研究方法、結果、考察の適切性
により評価する）。

適宜、プリント資料を配布する。

臨床心理学研究法，丹野義彦（編），誠信書房，2004

後期

3-4

臨床心理学演習Ⅱ（四）

今井 由樹子 2

司法・犯罪心理学研究のための基礎演習（２）

司法・犯罪心理学領域研究に関するのなかから関心
のあるテーマを見つけ、研究の方向付けを行う。

①研究テーマに関する検討。
②先行研究の収集と整理。
③研究の「問題と目的」の作成。

課題への取組み態度、積極的なディスカッション、
研究テーマの探索・講読・整理、研究計画の作成等
の授業に対する積極性を総合的に判断する。

資料を配布する

適宣紹介する

後期

3-4

臨床心理学演習Ⅱ（五）

林 郷子 2

臨床心理学研究の実際（２）

調査研究を実施し、臨床心理学研究の方法を修得す
る。

前期の学修内容をふまえて、実際に調査研究を行
う。個人もしくはグループで研究テーマを設定し、資
料の検索・収集および調査を行う。全体での討議を
通して理解を深めつつ進める。研究方法の確認とと
もに、自分の関心のあるテーマの模索を行い、次年
度の卒業研究へのステップとしたい。

平常の授業への参加状況（発表内容や討議への主体
的・積極的態度等）により総合的に評価する。

原則として遅刻や欠席は認めない。

必要に応じて資料を配布する。

適宜紹介する。

後期

3-4

臨床心理学演習Ⅱ（二）

武本 一美 2

前期に発見した興味ある精神症状や精神現象につい
ての知識を深め、文章にまとめる。

卒論の予備段階のつもりで、テーマの設定を行い、
先行研究をまとめて小さい論文形式でまとめる。

前期に発見した研究テーマに沿った適切な論文を発
見し、読解し、皆の前でプレゼンテーションし、討論
する。最後は、そのテーマについての小論文をまと
める。

授業への参加状況（発表内容や討議への主体的・積
極的な態度等）により総合的に評価する

他のメンバーの時間を無駄にしないように、しっかり
予習し、発表する。

必要に応じて資料を配布する。

適宜紹介する。
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後期

3-4

社会心理学演習Ⅱ（一）

太田 仁 2

社会心理学的な視点の養成

個人内の対人関係の関心事に対して社会心理学的な
分析視点を持つ。基礎的な研究過程に沿った研究ス
キルを身につける

社会心理学的な研究を行う際に求められる基礎的な
研究スキルを養う。演習は、グループワークを中心
にして行う。メンバー間の協働を前提とし、卒業研究
につながる研究計画をグループ毎に立案し、発表す
る。

キャリアデザインと研究との関連性の熟考吟味の程度（20％）
+卒論提出までのスケジュールの実行可能性（10％）+卒論計
画における関連研究の概観、研究の独自性+実行可能な方法
の選択（50％）+科学的に手法による質問紙の作成（20％）

出席は単位修得の必須条件とする。社会心理学研究
と実生活の関連を積極的に考える受講態度を求める。

授業中に資料を配布する

授業で紹介する

後期

3-4

社会心理学演習Ⅱ（二）

與久田 巌 2

研究テーマの確定と研究計画書の完成

自己の興味・関心に沿って先行研究をレビューし、そ
れを踏まえて研究テーマを確定し、研究計画書を完
成させる。

まず、キャリアと研究の位置づけ、および探求した研
究テーマの確認を行う。次に、各自の興味・関心に
沿って先行研究を検索・収集・レビューしていき、先
行研究の問題・課題を抽出していくとともに、研究仮
説を生成し、研究計画書を完成させる。

課題40％：課題は毎授業毎に提出。指示を適切に理解した内容か、評価する。
発表20％：発表内容、ディスカッションを踏まえた上で自己の見解を論理的に
展開しているか、評価する。
学期末レポート40％：自己の研究計画書をまとめる。

・発表担当の際、正当な理由なく欠席した場合は、大幅減点する。
・ディスカッションにおける研究への批評は自由闊達を保障するが、発表者の
否定は認めない。
・全15回を通して、自己の研究テーマを探求し、意識化・明確化すること。
・授業内容は、履修人数、履修者の興味・関心に応じて変更する場合がある。

資料を配付する

授業で適宜、紹介する

後期

3-4

社会心理学演習Ⅱ（三）

卜部 敬康 2

社会心理学の社会制度・政策への応用

社会心理学を社会制度・政策へ応用することの意義について理解
し、その考え方を習得すること。その前提として、社会制度の改善
について自由に論ずる態度を有することが必要となるが、その涵養
のために、①タブーについても論じられる力をつけることと、②学問
の自由の精神を身につけることも到達目標に含める。
諸君が心理学科において主に学んでいる社会心理学および臨床心理学の知見をどのように応
用することができるかについて、テキストの輪読と研究発表を通して考える。特に、この演
習においては「応用」�をできる限り幅広く捉える。心理学の知見を用いた個人の行動や認知
の変容を「心理学の応用」と考えることが一般的であるが、この演習では、心理学の研究成
果を用いて私たちの生活の前提となっている社会制度や政策を考え直すことも「心理学の応
用」�に含めるものと考える。３年次後期の本演習においては、テキストの輪読と並行して、
受講生の関心に応じて毎回適当なテーマを設定し、あらかじめ定めた話題提供者による発表
ないし問題提起を行う。毎回の発表とそれに対する議論を通して、各自が普段からもってい
る漠然とした関心を卒業研究論文のテーマに練り上げることを目指す。それと並行して、奈
良・京都・大阪などの近隣のさまざまな場所に出かけ、町歩きをしながら現代日本社会の問
題点を発見するとともに、各自の発見をふまえた議論をおこなう。なお、毎回の内容は以下
の記述にかかわらず、諸君との相談で柔軟に変更する（ことは本来、言うまでもないが）。

発表内容と議論への参加の積極性を平常評価とレ
ポートによって評価する。

授業時間外にフィールドワークをする時があるので、
それに参加すること。

常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬康・林理
（編），北大路書房，2002
ほんとはこわい「やさしさ社会」，森真一，ちくまプリマー新書，
2008

「しきり」の心理学，林　理，学陽書房

後期

3-4

社会心理学演習Ⅱ（四）

村上 史朗 2

社会心理学研究の立案と実施

社会心理学研究を立案・実施・報告する

個人、あるいはグループ単位で、社会心理学研究に
ついて研究計画を立案する。

作業等への取り組み（30％：提出内容と取り組み姿勢を評
価）や、発表（40％：発表内容を評価）・ディスカッション
（30％：参加と発言内容を評価）を通じて総合的に評価す
る。

テキストは用いない。必要に応じて資料を配付する。

なし

補訂新版　社会心理学研究入門，安藤清志・村田光二・沼
崎誠，東京大学出版会，2009
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前期

4

臨床心理学演習Ⅲ（二）

武本 一美 2

卒業研究準備のための演習

卒業論文執筆のための文献的基礎の構築またはデー
タの収集、専門性への展望の開拓�。

段階を追って、卒業論文制作の作業を積み上げてゆ
く�。

卒業研究の計画が意欲的かつ整合的にまとめられた
かどうかを、評価の基準とする。

他のメンバーの時間を無駄にしないように、しっかり
予習し、発表する。

必要に応じて資料を配布する。

資料などを適宜紹介する。

前期

4

臨床心理学演習Ⅲ（三）

井村 修 2

臨床心理学に関する卒業論文の研究指導

先行研究をレビューし、研究テーマを明確化するとと
もに、卒業論文を作成するための学力を涵養する。

①研究テーマに関する検討、②主たる研究領域の先
行研究の探索と学習、③予備調査実施とまとめ④プ
レゼンテーション

平常点60％（授業への参加だけでなく、質問などの積
極的態度、プレゼンテーション、ディスカッションへ
の関与も評価する）、予備調査報告書40％（問題の設
定、研究方法、結果、考察の適切性により評価する）。

適宜、プリント資料を配布する。

臨床心理学研究法，丹野義彦（編），誠信書房，2004

前期

4

臨床心理学演習Ⅲ（一）

礒部 美也子 2

発達臨床心理学演習

今までの演習のまとめをする中で、新しい視点から研
究テーマを決定し、研究論文を書く準備をしてデータ
の収集をする。

今までの研究をまとめ、各自の研究テーマに沿った
研究方法を決め、情報を収集し、分析方法を決定す
る。メンバーの発表について意見発表・討議に積極
的に参加する。卒業研究の中間発表をする。

授業中の平常点、積極的に演習に準備、参画しているか、
意見表明、討議、質問や考察をしているかを評価（40％）、
レポート（テーマに沿った完成度、発表の充実度を評価）
（60％）

課題発見、課題解決、分析力、コミュニケーション能
力、プレゼンテーション能力等を磨くように努力する
こと。

なし

適宜紹介する

後期

3-4

社会心理学演習Ⅱ（五）

金澤 忠博 2

社会的認知（心の理論）の進化・発達・障害

社会的認知に関連する研究の立案と実施

前期の社会心理学演習Ⅰで選択した各自のテーマに
従い、従来の社会的認知に関連する分野の実証研究
を参考に研究計画を立て、予備観察や予備実験を行
い、研究計画を立案する。

作業への取り組み30％、発表40％、討論への参加
30％（それぞれの程度を発言や提出物の内容により
評価）

テキストは用いず、その都度配付資料を用意する。
新型コロナウイルスの感染状況により一部の授業をリ
モートで行うことがある。ポータルサイトで随時確認
すること。

なし

社会的認知の発達科学，日本発達心理学会・尾崎康子・森口佑介，新曜社，
2018
社会脳の発達，千住淳，東京大学出版会，2012
Navigating�the�Social�World，Banaji,�M.R.�&�Gelman,�S.A.，Oxford�UnⅣ
ersity�Press，2013
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前期

4

社会心理学演習Ⅲ（二）

與久田 巌 2

社会心理学研究の実施

研究計画に基づいて、先行研究のレビュー、仮説の
設定、質問票の作成、調査を実施する。

３年後期に作成した研究計画を確認、発表する。
関連先行研究をレビューして仮説を設定する。その
後、調査票を作成し、調査を実施する。演習では発
表とディスカッションを行い、その都度、研究の方向
性について確認していく。

課題40％：課題は毎授業毎に提出。指示を適切に理解した内容か、評価する。
ディスカッション40％：発表内容、ディスカッションを踏まえた上で自己の見
解を論理的に展開しているか、評価する。
発表20％：発表内容によって評価する。

・発表担当の際、正当な理由なく欠席した場合は、大幅減点
する。
・ディスカッションにおける研究への批評は自由闊達を保障
するが、発表者の否定は認めない。
・授業内容は進捗に応じて変更する可能性がある。

心理学レポート・論文の書き方：演習課題から卒論まで，坂
口典弘、山本健太郎，講談社，2017

授業で適宜、紹介する

前期

4

社会心理学演習Ⅲ（一）

太田 仁 2

社会心理学研究の立案と計画

卒業研究に向け、社会心理学研究を立案・計画する

卒業研究に向け、社会心理学研究を立案・計画す
る。今学期は研究方法まで含めた詳細な研究計画書
を作成し、後期開始と同時に研究実施に移れるよう
準備する。

発表（70％：発表内容を評価）およびディスカッショ
ン（30％：参加と発言内容を評価）を通じて総合的に
評価する。

改訂新版　心理学論文の書き方 --- 卒業論文や修士論文を
書くために，松井豊，河出書房新社，2010

補訂新版　社会心理学研究入門，安藤清志・村田光二・沼
崎誠（編著），東京大学出版会，2017

前期

4

臨床心理学演習Ⅲ（四）

今井 由樹子 2

司法・犯罪心理学に関する卒業研究（１）

研究計画にそって調査方法を決定し、調査を実施す
る。

グループ討議を行い、①研究計画の作成　②調査方
法の決定　③調査の実施を進める。

課題への取組み態度、積極的なディスカッション、
研究計画の作成、調査の実施等の授業に対する積極
性を総合的に判断する。

資料を配布する

前期

4

臨床心理学演習Ⅲ（五）

林 郷子 2

臨床心理学に関する卒業研究（１）

研究テーマを設定し、卒業研究にあたっての研究計
画を立てる。

３年次の演習で学んできたことをふまえて、各自の研
究に取り組む。まずは関心のある研究テーマを設定
し、関連領域の資料講読やレビューを行う。問題設
定、仮説設定を行い、検証するための研究計画を立
てる。メンバー相互による発表と討議を重ねる中で、
理解を深めつつ進めていきたい。

平常の授業への参加状況（発表内容や討議への主体
的・積極的態度等）により総合的に評価する。

原則として遅刻や欠席は認めない。

必要に応じて資料を配布する。

適宜紹介する。



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 144 ―

前期

4

社会心理学演習Ⅲ（三）

卜部 敬康 2

社会心理学の社会制度・政策への応用

社会心理学を社会制度・政策へ応用することに関す
る各自の研究テーマを設定し、研究に着手すること

諸君が心理学科において主に学んでいる社会心理学および臨床心理学の知
見をどのように応用することができるかについて、テキストの輪読と研究発
表を通して考える。特に、この演習においては「応用」をできる限り幅広
く捉える。心理学の知見を用いた個人の行動や認知の変容を「心理学の応
用」と考えることが一般的であるが、この演習では、心理学の研究成果を用
いて私たちの生活の前提となっている社会制度や政策を考え直すことも「心
理学の応用」に含めるものと考える。４年次における本演習では、３年次の
演習における議論などを通して各自が設定した卒業研究テーマにしたがって
研究をすすめる。適宜中間報告の機会を与え、各自の研究内容の精緻化と
研究方法の共有に役立てたい。なお、毎回の内容は以下の記述にかかわら
ず、諸君との相談で柔軟に変更する（ことは本来、言うまでもないが）。

発表内容と議論への参加の積極性を平常評価とレ
ポートによって評価する。

ほんとはこわい「やさしさ社会」，森真一，ちくまプリマー
新書，2008
常識の社会心理，卜部・林（編著），北大路書房

「しきり」の心理学，林　理，学陽書房

前期

4

社会心理学演習Ⅲ（四）

村上 史朗 2

社会心理学研究の立案と計画

卒業研究に向け、社会心理学研究を立案・計画する

卒業研究に向け、社会心理学研究を立案・計画す
る。今学期は研究方法まで含めた詳細な研究計画書
を作成し、後期開始と同時に研究実施に移れるよう
準備する。

発表（70％：発表内容を評価）およびディスカッショ
ン（30％：参加と発言内容を評価）を通じて総合的に
評価する。

三訂版　心理学論文の書き方 --- 卒業論文や修士論文を書く
ために，松井豊，河出書房新社，2022

補訂新版　社会心理学研究入門，安藤清志・村田光二・沼
崎誠（編著），東京大学出版会，2017

前期

4

社会心理学演習Ⅲ（五）

金澤 忠博 2

社会的認知（心の理論）の進化・発達・障害

国内外の最新の文献を購読し、①関連する分野の研究テーマ�、②実験・観
察・調査の方法論やデータ解析の方法、について学ぶ。特に、視覚認知機能
の解明に役立つ方法として、注視時間法やアイトラッカーを用いた視線計測の
実際について、実習を通じて学ぶ。さらに、自分の興味に従い研究テーマや研
究方法を選択し、ゼミでの討論を経て、研究計画を作成し、予備研究を行う

社会的認知（心の理論）とは、他者の行動や心的状態を予測
し、観察し、解釈する能力である（Striano�&�Reid,�2009）。
社会的認知は、ヒトのみに備わる能力とされ、その前駆体とし
て共同注意の獲得がある。自閉症の中核には社会的認知や共
同注意の障害があるとされる。演習では、社会的認知の進化・
発達・障害に加えて、「なぜ錯視は生じるのか？」「なぜ赤ちゃ
んは可愛いのか？」「なぜ大きな目は魅力的なのか？」「なぜヒ
トには白目があるのにサルにはないのか？」といったヒトの知
覚・認知・行動の特徴を進化的適応の観点から究明する。

作業への取り組み30％、発表40％、討論への参加
30％（それぞれの程度を発言や提出物の内容により
評価）

テキストは用いず、その都度配付資料を用意する。
新型コロナウイルスの感染状況により一部の授業をリ
モートで行うことがあります。ポータルサイトで随時
確認すること。

なし

『社会的認知の発達科学』，日本発達心理学会・尾崎康子・森口佑介，新曜社，
2018
『社会脳の発達』，千住淳，東京大学出版会，2012
Navigating�the�Social�World，Banaji,�M.R.�&�Gelman,�S.A.，Oxford�UnⅣ
ersity�Press，2013

後期

4

臨床心理学演習Ⅳ（一）

礒部 美也子 2

発達臨床心理学演習　　卒業論文の完成

今までの演習のまとめを行い、様々な講義や実習で
得た知識や技能を参考にして、各自の研究テーマに
沿った研究論文を書きあげ、それを発表する。

今までの研究をまとめ、研究論文に仕上げるために
ディスカッションを重ねながら論文を推敲していく。
研究論文ができ上がった後に研究発表を行う。

授業中の平常点、積極的に演習に準備、参画しているか、
意見表明、討議、質問や考察をしているかを評価（40％）、
レポート（テーマに沿った完成度、発表の充実度を評価）
（60％）

卒業研究論文は大学生活のまとめともなるものなので、積極的に取
り組み、課題発見・解決能力、分析力、コミュニケーション能力、プ
レゼンテーション能力なども意識して取り組むことが望ましい。

なし

適宜紹介する
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後期

4

臨床心理学演習Ⅳ（五）

林 郷子 2

臨床心理学に関する卒業研究（２）

研究計画を実行し、卒業論文を完成させる。

前期に引き続き、各自の研究を進め、発展させる。
前期に立てた研究計画に沿って進めるが、中間発表
を行いメンバー相互による討議を重ねる中で、問題
設定や研究方法、考察内容について吟味と修正を
行っていく。最終的には卒業論文としてまとめる。

平常の授業への参加状況（発表内容や討議への主体
的・積極的態度等）により総合的に評価する。

原則として遅刻や欠席は認めない。

必要に応じて資料を配布する。

適宜紹介する。

後期

4

臨床心理学演習Ⅳ（二）

武本 一美 2

卒業論文の作成

研究計画を実行し、卒業論文を完成させる。

前期に引き続き、各自の研究を進める。おおおむね
前期に立てた研究計画に沿って進めるが、当然修正
はあり得る。最終的に、卒業論文としてまとめる。

完成した卒業論文と、取り組み中になされた作業を
評価の対象とする。

卒業論文は、将来にわたって自分の基礎を作る大事
な論文ですので、心して取り組んでください。

必要に応じて資料を配布する。

資料などを適宜紹介する。

後期

4

臨床心理学演習Ⅳ（三）

井村 修 2

臨床心理学に関する卒業論文の研究指導

卒業論文を作成する

①研究テーマに関する検討、②主たる研究領域の先
行研究の探索と学習、③本調査の実施とまとめ④プ
レゼンテーション

平常点40％（出席だけでなく、質問などの積極的態度、プレ
ゼンテーション、ディスカッションへの関与も評価する）、
卒業論文60％（問題の設定、研究方法、結果、考察の適切
性により評価する）。

適宜、プリント資料を配布する。

臨床心理学研究法，丹野義彦（編），誠信書房，2004

後期

4

臨床心理学演習Ⅳ（四）

今井 由樹子 2

司法・犯罪心理学に関する卒業研究（２）

調査結果を分析し、卒業論文を完成させる。

グループ討議を行いながら進めていく。①調査資料
の整理の作成　②データの分析　③結果と考察の作
成　④論文完成

課題への取組み態度、積極的なディスカッション、
論文作成、プレゼンテーション等の授業に対する積
極性を総合的に判断する。

資料を配布する
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後期

4

社会心理学演習Ⅳ（一）

太田 仁 2

卒業研究の実施と報告

社会心理学研究を実施・報告する

卒業研究を実施し、論文作成、報告のプロセスを学
ぶ。

発表（70％：発表内容を評価）およびディスカッショ
ン（30％：参加および発言内容を評価）を通じて総
合的に評価する。

テキストは、前学期に指定した、松井（2010）を引き
続き使用する。

なし

後期

4

社会心理学演習Ⅳ（二）

與久田 巌 2

社会心理学研究の論文作成

前期に取得したデータを解析し、図表の作成を経て
研究論文の執筆を行い、研究論文を完成させる。

前期に取得した調査データを用いて仮説検証のため
の解析を行う。その後、図表にまとめる作業を行い、
研究論文の執筆を行う。演習では各自、進捗状況を
報告、その都度、ディスカッションを行いながら、研
究論文を完成させる。

課題40％：課題は毎授業毎に提出。指示を適切に理解した内容か、評価する。
ディスカッション40％：発表内容、ディスカッションを踏まえた上で自己の見
解を論理的に展開しているか、評価する。
発表20％：発表内容によって評価する。

・発表担当の際、正当な理由なく欠席した場合は、大幅減点
する。
・ディスカッションにおける研究への批評は自由闊達を保障
するが、発表者の否定は認めない。
・授業内容は進捗に応じて変更する可能性がある。

心理学レポート・論文の書き方：演習課題から卒論まで，坂
口典弘、山本健太郎，講談社，2017

授業で適宜、紹介する

後期

4

社会心理学演習Ⅳ（三）

卜部 敬康 2

社会心理学の社会制度・政策への応用

社会心理学の応用に関する卒業論文を完成させる

諸君が心理学科において主に学んでいる社会心理学および臨床心理学の
知見を応用することについて、幅広く考える。特に、この演習においては
「応用」をできる限り幅広く捉える。すなわち、心理学の研究成果から私
たちの生活の前提となっている制度や政策を考え直すことまでを「心理学
の応用」と考えることとする。４年次における本演習では、３年次の演習
における議論などを通して各自が設定した卒業研究テーマにしたがって研
究をすすめる。適宜中間報告の機会を与え、各自の研究内容の精緻化と研
究方法の共有に役立てたい。また、卒業研究の成果は合宿形式で行う卒業
研究発表会で発表してもらう。なお、毎回の内容は以下の記述にかかわら
ず、諸君との相談で柔軟に変更する（ことは本来、言うまでもないが）。

発表内容と議論への参加の積極性を平常評価とレ
ポートによって評価する。

ほんとはこわい「やさしさ社会」，森真一，ちくまプリマー
新書，2008
常識の社会心理，卜部・林（編著），北大路書房，2002

「しきり」の心理学，林　理，学陽書房

後期

4

社会心理学演習Ⅳ（四）

村上 史朗 2

卒業研究の実施と報告

社会心理学研究を実施・報告する

卒業研究を実施し、論文作成、報告のプロセスを学
ぶ。

発表（70％：発表内容を評価）およびディスカッショ
ン（30％：参加および発言内容を評価）を通じて総
合的に評価する。

テキストは、前学期に指定した、松井（2010）を引き
続き使用する。

なし
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後期

4

社会心理学演習Ⅳ（五）

金澤 忠博 2

社会的認知（心の理論）の進化・発達・障害

社会的認知に関連する研究の立案と実施、卒業論文
の作成

前期の社会心理学演習Ⅰで選択した各自のテーマに
従い、従来の社会的認知に関連する分野の実証研究
を参考に研究計画を立て、本観察や本実験を行い、
得られたデータを分析し卒論にまとめる

作業への取り組み30％、発表40％、討論への参加
30％（それぞれの程度を発言や提出物の内容により
評価）

テキストは用いず、その都度配付資料を用意する。
新型コロナウイルスの感染状況により一部の授業をリ
モートで行うことがある。ポータルサイトで随時確認
すること。

なし

『社会的認知の発達科学』，日本発達心理学会・尾崎康子・森口佑介，新曜社，
2018
『社会脳の発達』，千住淳，東京大学出版会，2012
Navigating�the�Social�World，Banaji,�M.R.�&�Gelman,�S.A.，Oxford�UnⅣ
ersity�Press，2013

前期

2

心理学研究法

與久田 巌 2

心理学の研究方法を学ぶ。

心理学の研究に必要な研究の知識と研究方法および
研究倫理の基礎を身につける。

まず、心理学的研究とは何か、科学的アプローチと
は何かについて概説する。その後、研究方法とし
て、観察法、面接法、検査法、実験法、検査法につ
いてとりあげる。また研究を行う際の仮説生成と仮説
検定、相関関係と因果関係、定性的研究と定量的研
究について学ぶ。そして論文の盗用、ねつ造、改ざ
ん、法令等遵守などの研究不正の禁止について学ぶ。

毎授業毎の課題58％：講義内容の正確な理解を問う。
学期末レポート42％：講義内容を正確に理解し、研究目
的に応じて適切な研究方法を選択出来るか論述で問う。

配付PDF資料は各自で毎回DownLoadして保存す
ること。

資料を配布する

公認心理師スタンダードテキストシリーズ④心理学研究法，
三浦麻子・小島康生・平井啓（編著），ミネルヴァ書房，
2020

後期

1

心理学統計法Ⅰ

與久田 巌 2

心理学統計法の基礎を学ぶ。

心理学の研究に必要な統計学の知識と心理学の研究
でよく用いられる推測統計法の基礎を身につける。

まず、心理学の研究と統計との関連性およびデータ
の測定と尺度水準について概説する。次に、記述統
計として、データの分布を集約する方法、標準化す
る方法、データを図表としてまとめる方法を学ぶ。そ
の後、推測統計として、母集団と標本との関係、統
計的仮説検定の考え方、そしてカイ二乗検定、ｔ検
定の方法などを学ぶ。

毎授業毎の課題58％：講義内容の正確な理解を問う。
学期末レポート42％：講義内容を正確に理解し、研究目
的に応じて適切な統計手法を選択できるか論述で問う。

配布PDF資料は各自で毎回DownLoadして保存す
ること。

資料を配布する

数学が苦手でもわかる心理統計法入門：基礎から多変量解
析まで，芝田征司，サイエンス社，2017

後期
2時限

1

心理学実験

今井 由樹子 金澤 忠博 
★内田 善久 ★東山 篤規 2

心理学の実験法に関する基礎的スキルの習得

心理学における基礎的な実験ができるようになること.
具体的には、①実験の計画を立てられること、②実験データ
の収集と適切な分析を行うことができること、③実験結果を
適切に解釈してレポートが作成できること、の３点である。

この科目は実習科目であり、４種類の実験を実習する。古典
的学習実験、認知心理学実験、知覚心理学実験、集団社会
心理にかかわる実験実習を行う。受講者を４グループに分
け４人の教員が順次担当するので、順番はグループにより
異なる。
なお、実習中にパソコンを用いてデータ分析を行う。エクセ
ルを使えることを前提とするため、この科目の履修に先立っ
て、教養科目の「パソコン操作Ⅱ」を履修することを推奨す
る。

提出された４つのレポートを総合して評価する。実
験・実習に１つでも参加していない場合は単位を修得
できないので注意すること。

・学部システム（パソコン端末）にアクセスするユー
ザー名およびパスワードを確認、管理しておくこと。
・各種類の実験に関して適宜資料の配布をする。

なし

実験心理学・研究レポートの書き方，B.�フィンドレイ，北大路書房，
1996
日本心理学会�執筆・投稿の手引き（2022版），日本心理学会，2022
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前期

2

臨床心理学基礎実習（一）

今井 由樹子 林 郷子
武本 一美 1

心理学事象への基本的アプローチである観察法・検
査法・面接法の基礎を学ぶ。

観察法・検査法・面接法について、基礎的知識と技
法を身につける。

観察法、検査法、面接法について、理論・実施方
法・情報の収集・分析方法について、受講生はグ
ループに分かれて実習方式で学ぶ。担当教員全員が
心理専門職として各種相談機関でアセスメントや相
談面接に当たってきた知見をもとに、それぞれ臨床
心理学の基礎的技法について学べるようにする。

平常点とレポートにより総合的に評価する。授業に対する積極性（講
義中の質問、グループワークでのリーダーシップ、課題に真摯に取り
組む姿勢など）を重視する。実習レポートにおいては、実習内容に基
づき自分の考察、疑問に思ったことが論理的に書かれていること。

実習科目であるので、原則、遅刻や欠席を認めない。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
る。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した
経験に基づき授業を実施する。

適宜、プリント資料を配布する。

適宜紹介する。

後期

2

臨床心理学基礎実習（二）

井村 修 礒部 美也子
武本 一美 1

心理学事象への基本的アプローチである観察法・検
査法・面接法の基礎を学ぶ。

観察法・検査法・面接法について、基礎的知識と技
法を身につける。

観察法、検査法、面接法について、理論・実施方
法・情報の収集・分析方法について、受講生はグ
ループに分かれて実習方式で学ぶ。担当教員全員が
臨床心理士として各種相談機関でアセスメントや相
談面接に当たってきた知見をもとに、学生がそれぞ
れ臨床心理学の基礎的技法について学べるようにす
る。

平常点とレポートにより総合的に評価する。授業に対する積極性（講
義中の質問、グループワークでのリーダーシップ、課題に真摯に取り
組む姿勢など）を重視する。実習レポートにおいては、実習内容に基
づき自分の考察、疑問に思ったことが論理的に書かれていること。

実習科目であるので、原則、遅刻や欠席を認めない。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目で
ある。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事し
た経験に基づき授業を実施する。

適宜、プリント資料を配布する。

適宜紹介する。

前期

2

社会心理学基礎実習（一）

村上 史朗 太田 仁
與久田 巌 1

社会心理学における実証的研究に関する実習

社会心理学における仮説生成と質問紙調査法に関す
る基礎的技術を習得する

社会心理学で用いられる研究法を学び、実際に自ら
データを収集・分析することを通して、実証的研究の
方法を習得する。

実習における授業内課題（30％：ディスカッションへの参加
と仮説及び質問項目の構成）、発表（10％：班ごとの最終成
果発表）、最終レポート（60％：個人ごとの最終レポート）
を総合して評価する。

Word、Excel、Powerpointの基礎的操作に自信が
ない場合、情報処理センターの講習会等に参加して
習熟すること。

なし

後期

2

社会心理学基礎実習（二）

村上 史朗 太田 仁
與久田 巌 1

社会心理学における実証的研究に関する実習

社会心理学における仮説生成と質問紙調査法に関す
る基礎的技術を習得する

社会心理学で用いられる研究法を学び、実際に自ら
データを収集・分析することを通して、実証的研究の
方法を習得する。

実習における授業内課題（30％：ディスカッションへの参加
と仮説及び質問項目の構成）、発表（10％：班ごとの最終成
果発表）、最終レポート（60％：個人ごとの最終レポート）
を総合して評価する。

Word、Excel、Powerpointの基礎的操作に自信が
ない場合、情報処理センターの講習会等に参加して
習熟すること。

なし
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後期

2-4

知覚・認知心理学Ⅰ

★藏口 佳奈 2

人間の感覚・知覚・認知についての概説

知覚心理学における基礎的な知識を習得する。

本講義では，人間の感覚・知覚・認知について，視知
覚を中心に概説する。心の入り口である感覚・知覚
がどのように機能しているのか，心理物理学，神経生
理学などの知見も踏まえて学習する。

平常点（第１～14回で実施する小テスト）および最終授業
日に実施する学習到達度確認（筆記による学力確認）に基
づいて評価する。
知覚心理学における基本概念や語句の理解を問う。

知覚心理学　心の入り口を科学する，北岡　明佳，ミネル
ヴァ書房，2011

心理学研究法１　感覚・知覚，大山　正，村上　郁也，誠
信書房，2011

前期

2-4

学習・言語心理学

★内田 善久 2

（１）�レスポンデント条件づけとオペラント条件づけ
（２）�言語の習得

ヒトを含む動物の行動を条件づけの観点から説明でき
るようになること。

我々ヒトという種も含め、動物の行動は経験によって
変容していく。「学習心理学」は、このような現象―
経験による行動変容―が示す法則性を科学的に明ら
かにしようとする学問である。「言語心理学」につい
ては、言語の習得に関する基礎的知見を紹介する。

毎週e-Learningのコース内で公開される課題を解い
てオンライン提出。100％（専門用語を正しく使えて
いるかを重視する）。

対面授業を行う予定である。ただし、履修にはe-Learning
にコース登録した上で、毎週ログインすることが必要であ
る。これは、e-Learning上で提示する課題の提出状況に
よって成績評価を行うからである。

行動と学習の心理学，伊藤正人，昭和堂，2005

発達の心理：ことばの獲得と学び，内田伸子，サイエンス
社，2017

後期

2-4

神経・生理心理学

★堀川 雅美 2

人間の行動（知覚・記憶・学習など）に関して、認知
神経科学的・生理学的視点から考察すること

認知神経科学的・生理学的視点から人間の行動のし
くみを理解する。

本講義では、人間の行動に関して、認知神経科学
的・生理学的視点から考察し、脳と行動（心）との関
係性について概説する。また、高次脳機能障害との
関連性を解説する。

平常点50％（授業への参加、講義内容に関する感想や課題
への積極的な取り組みを重視する）、学習到達度確認テスト
50％（神経・生理心理学の専門用語を修得し、脳・神経活
動と心的活動の関係を理解できているかどうかを評価する）

今学期は対面授業です。

使用しない

徹底図解　脳のしくみ，新星出版社編集部，新星出版社，2007
神経科学，ベアー・�コノーズ・�パラディーソ，西村書店，2007
ピネル�バイオサイコロジー―脳�心と行動の神経科学，ピネル，西村
書店，2005

前期

2-4

知覚・認知心理学Ⅱ

金澤 忠博 2

知覚・認知機能の進化と発達

①知覚・認知心理学に関する基礎知識を学び、人間の視覚情報処理
の特徴について理解する。
②知覚・認知心理学における実験パラダイムについて理解する。
③�知覚・認知心理学の知見に基づき、現実の様々な問題を理解する。

知覚・認知心理学は、情報処理の観点から感覚･知覚･認知といった
知識獲得の内在的過程を解明しようとする心理学の一分野である。そ
の対象には、知覚、注意、記憶、思考、言語なども含まれるが、授
業では人間が外界から得る情報の8割を占めるとされる視覚情報の処
理に焦点を当てて、乳児の顔認識能力など進化のプロセスで獲得さ
れた適応的認知様式や領域固有メカニズム（モジュール）、錯視現象
を通して見る三次元世界に適応した視覚情報処理システム、情報を
保持する記憶、集団における複雑なコミュニケーションを可能にする
人間特有の社会的認知（social�cognition）の能力の進化と発達、等
について学び、人間の認知の機能的特徴について理解を深める。

期末レポート（70点）
平常点（30点）（配点内訳：毎回のリアクションペー
パー（15点）＋課題（15点））

授業で紹介する内容の多くは日常生活に関わるもので
あり、実際に日常的な体験を通して確かめることによ
り、さらにり深い理解が得られる。毎回のリアクショ
ンペーパーに積極的に質問を書いて下さい。

なし

心の発生と進化，ディヴィッド・プレマック＆アン・プレマック，新曜社，2005
社会的認知の発達科学，日本発達心理学会・尾崎康子・森口佑介，新曜社，
2018
心とことばの起源を探る，マイケル・トマセロ，勁草書房，2006
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後期

2-4

教育・学校心理学

林 郷子 2

教育における諸問題および臨床心理学的支援

学校における子どもの「問題行動」について、臨床
心理学的観点から理解を深めるとともに、心理学的
支援の実際について学ぶ。

学校教育の場において、不登校やいじめなど、様々
な問題が生じている。本講義では、いわゆる「不適
応」「問題行動」とされる子どもの状態について、
臨床心理学的な観点からその意味や可能性を検討す
る。また、教育現場における課題を検討するととも
に、スクールカウンセリングなどに代表される支援の
実践活動について紹介する。

授業ごとに行う課題（講義内容の理解度およびテーマを掘
り下げて考える姿勢）、学期末レポート（問題行動の意味を
理解し、適切な支援を考えられているか）により総合的に評
価する。

毎時間、課題の提出を求める。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
る。担当教員が、心理臨床の現場にて従事した経験
に基づき授業を実施する。

プリントを配布する。

適宜紹介する。

後期

2-4

社会・集団・家族心理学

太田 仁 2

公認心理師の職責を全うするために必要な家族およ
び身近で日常的な対人関係や集団の心理学を学ぶ

・対人関係並びに集団における人の意識及び行動につ
いての心の過程を理解する
・人の態度及び行動を理解する・家族、集団及び文化
が個人に及ぼす影響を理解する

日常的な人間関係を中心に、自己と社会、自己と他者
との関わりを心理学的な視点からとらえる。講義の目
標は、社会心理学の基礎知識を身につけ、講義で得
た知識を日常生活に役立てることである。

各授業テーマについての理解度を確認する質疑応答（70％
＝準備の程度、意見表明の誠実さ、妥当性などを評価す
る）+最終レポート（30％＝テーマ選択の根拠の合理性、
キーワードの適正な使用、科学的な記述を評価する）

出席は単位修得の必須条件とする。公認心理師資格
試験受験予定者であること。

支え合いからつながる心，太田仁　他，ナカニシヤ出版，
2020

公認心理師必携テキスト，福島哲夫，学研，2018

後期

2-4

応用社会心理学

與久田 巌 2

社会心理学の研究知見・理論の日常への応用

日常の諸問題の理解と解決に応用されてきた社会心
理学の研究知見・理論について知識を深め、諸問題
について自分なりの見解をもつことができるようにな
る。

社会心理学の研究から得られた知見・理論につい
て、日常生活におけるテーマ・諸問題についてとりあ
げる。具体的には、装い、化粧、消費、食、病気、
健康、交通・運転、カルト集団、裁判、政治、環境
といったテーマ・諸問題についてとりあげて、社会心
理学の応用的側面について理解を深める。

毎授業毎の課題58％：講義内容の正確な理解を問う。
学期末レポート42％：講義で取り上げたテーマ・諸課題につ
いて、授業内容について触れつつ、各自の見解を論述で問
う。

配布PDF資料は各自で毎回DownLoadして保存す
ること。

資料を配布する

授業で適宜、紹介する

前期

2-4

発達心理学

礒部 美也子 2

発達心理学の基礎知識の習得、および主な発達理
論、発達課題の理解

誕生から高齢期まで、発達心理学の基礎的知識、理
論を習得し、生涯発達の基本的な考え方を理解する。

発達初期・胎児期から幼児期、児童期、思春期、青年
期、成人期（中年期、高齢期）までの発達の様相・特
徴について、種々の実験や研究知見から基本的な知識
を学習する。発達心理学の研究方法、発達理論（発達
観、発達段階、発達の原理など）について理解する。
児童相談所心理判定員や療育事業の発達相談員、児童
養護施設のセラピストとして発達相談や心理支援をし
てきた経験や知見を活かしながら講義を行う。
授業中のミニ課題および受講態度などの平常点（約30％）、
最終回の学習到達度確認（講義内容の基本事項を理解して
いるかを問うテスト）（約70％）で評価する。６回以上の欠
席があれば、評価外とする。

この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

よくわかる発達心理学，無藤隆・岡本祐子編，ミネルヴァ書
房，2009
図で理解する発達，川島・渡辺編著，福村出版，2010
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後期

2-4

感情・人格心理学

★川村 三紀 2

感情・人格は、個人を特徴づける重要な領域であり、諸
分野に関連する。多様な理論・概念の理解を深めることを
テーマとする。
感情の概念・理論、生起する過程、成り立ち、影
響などについて理解できる。また、人格の概念・理
論、類型、特性などについて理解すると共に、人格
の病理についての理解も深める。

テキストは指定せず、毎回の配布資料を用いての授
業を行う。参考文献等は、適宜授業内で紹介してい
くので、活用することが望まれる。毎回の授業後に
は、理解度や問題意識を深めるためのミニレポートの
提出を求める。

「授業への積極的参加」－問題意識を持って毎回の授業へ
のコメントを行う。―30％
「中間・学期末レポート」－感情・人格心理学の主な理論を
理解できているか。―70％
第一回の授業にて、授業の「お約束」を提示する。単位取
得に関する情報を含むため、履修の意志のある学生は必ず
参加していただきたい。出席を重視する。止む終えず欠席
の場合は、欠席３回までは単位取得可能とする。欠席につ
いては各自責任を持って把握する。

前期

2-4

青年心理学

今井 由樹子 2

青年期の心理、社会、生物学的発達を理解する

青年期の心理を多面的に理解するとともに、自分の
青年期について見つめなおし、自己理解を深める。

人間の発達のなかの青年期について心理学的視点か
らの理論を学ぶ。社会との接点での様々な現象や課
題について考察し、自分を見つめなおすことで自己理
解を深め、他者理解を促していく。

各回のコメントシート（講義内容の理解と問題意識を
問う）80％、
平常点20％（授業に対する積極的な態度）

必ず予習・復習を行い、自己と他者について見つめなおしを
しておくこと。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

レクチャー青年心理学，高坂　康雅，風間書房，2017

思春期・青年期の心理臨床，大山泰宏，放送大学教育振興
会，2019

後期

2-4

進化心理学

★新井 さくら 2

進化の産物としての心を理解する

進化とは何か理解する。進化の産物であるヒトの心
がどのようにデザインされているかを理解する。心の
デザインについて研究する手法を理解する。

ヒトの心は他の器官と同じく、自然淘汰の結果生まれた進化
の産物である。進化心理学はこの理解に基づき、進化上の
課題を解決するための心のデザインを解き明かそうという
考え方である。これは、認知、社会、文化といった心理学
分野の垣根を超え、進化の理論に基づき包括的に心を理解
するための手立てでもある。本講義では、まず進化とは何
か、自然淘汰と性淘汰の原理を理解することからはじめ、進
化上の課題を解決するための心のデザインについて、様々
な心理領域を横断しつつ学んでいく。
第１－14回の各回の小テストと、第15回の学習到達度確認を
基に評価する。小テストでは各回の授業の、学習到達度確
認では全授業を通じての、重要な概念や理論とその応用へ
の理解を問う。

オンデマンドでの授業配信はまとめて受講するのでは
なく、週ごとに各講義を受講することを推奨する。そ
のため、各回の小テストは授業実施日のみ受験可能
とする。

進化と人間行動　第２版，長谷川寿一・長谷川眞理子・大
槻久，東京大学出版会，2022

なし

後期

2-4

応用心理学

卜部 敬康 2

心理学の社会制度・政策への応用：現代日本の「生
きづらさ」の改善に向けた心理学の応用

心理学の知識を社会制度ないし政策に応用する視点
を身につける

無力感・多忙感を自覚しながら生きる人が多いことや毎年２万人前後が自
殺していること、などといった、現代日本の「生きづらさ」を社会心理学
の視点（少し社会学を含む）から考察する。例えば、情報化によって高度
にシステム化された社会が人間の精神活動にもたらす負の影響（身近なと
ころでは、以下のような「授業計画のコマ切れ表記の義務づけ」が全体的
な授業趣旨を伝わりにくくすることなども、これに含まれる）などを挙げ
ることができる。上記の講義概要に即した話をするが、以下のような「こ
ま切れの授業計画表記」は誤解を与えるため、初回の授業で詳しく全体の
授業趣旨を説明する。また、「予習や復習」は各人の内発的な問題意識に
導かれるべきものであるから、以下の記載に関わらず、自らが課題を見つ
けて取り組んでいただきたい。

細かい知識の暗記は要求せず、大局的な考え方につ
いての理解度を重視する。したがって、期末レポート
のみで評価する。

シラバスの内容は、あくまでも目安に過ぎない。初回
の講義で全体の趣旨を話すので、よく理解したうえで
講義に臨んでもらいたい。

常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬
康・林理（編），北大路書房，2002

「しきり」の心理学，林　理，学陽書房
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前期

2-4

集団力学

卜部 敬康 2

集団行動の理論と応用

集団と人間の関わりについて基礎的な視点が身につく
こと

一般に「３人寄れば文殊の知恵」と言われるように、集団は単なる個人の
寄せ集めではない。複数の人間が集まって集団を形成することによって、
個々人の能力の総和を超えた成果が生まれることもある。一方、集団で物
事を進めたばっかりに個々人のもつ能力が発揮されず、「３人寄ればサル
の知恵」（もちろん、格言として正しくは「船頭多くして船、山に登る」）
となることもある。どのような理由で両者の違いが生ずるのだろうか。講
義では、こうした疑問に答えるべく集団力学の重要な知見を紹介する。以
下のような順序で集団力学の基礎を概説しながら、いじめ・差別問題・企
業犯罪などの発生メカニズムとその解決のための視点を提供したい。
なお、以下に示す「予習・復習」は、本来、各人の内発的な問題意識に導
かれるべきものであるから、この記述に囚われる必要はない。

細かい知識の暗記は要求しない。大局的な考え方
についての理解度を重視する。したがって、期末レ
ポートによって評価する。

シラバスの内容はあくまでも目安に過ぎない。講義の
全体構想は初回の講義でよく理解すること。

常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬
康・林理（編），北大路書房，2002

前期

2-4

対人社会心理学

太田 仁 2

身近で日常的な対人関係および集団の心理学を学ぶ

・対人関係並びに集団における人の意識及び行動につ
いての心の過程を理解する
・人の態度及び行動を理解する・家族、集団及び文化
が個人に及ぼす影響を理解する

社会心理学における対人認知や自己認知、個人と集
団等の基礎知識に焦点化し検討していく。講義形式
ではあるが、単なる知識の伝達ではなく、出来るだけ
各自が個々の考えを表現する機会を持てるようにす
る。

各授業テーマについての理解度を確認する質疑応答（70％
＝準備の程度、意見表明の誠実さ、妥当性などを評価す
る）+最終レポート（30％＝テーマ選択の根拠の合理性、
キーワードの適正な使用、科学的な記述を評価する）

出席は単位修得の必須条件とする。日常の対人行動
について関心をもち、講義を通じて研究や就職につ
なげたいと考える受講態度を求める

支え合いからつながる心，太田仁他，ナカニシヤ出版，2020

前期

2-4

産業・組織心理学

與久田 巌 2

産業・組織における行動と心理、人事・評価および
消費行動について学ぶ。

産業・組織心理学の理論、知見、課題について理解
し、それぞれについて自分なりの解をもつこと。

まず、組織・集団における心理や行動、ワーク・モ
チベーション、キャリア形成・発達、グループダイナ
ミックスなど、組織における行動と心理を学ぶ。次に
作業能率、疲労・過労、ストレスとストレス・マネジ
メントについて学ぶ。さらにそれら産業・組織におけ
る人事・評価などについて学び、産業・組織心理学
の理論と知見に関する理解を深める。

毎授業毎の課題58％：講義内容の正確な理解を問う。
学期末レポート42％：講義で取り上げたテーマ・諸課題につ
いて、授業内容について触れつつ、各自の見解を論述で問
う。

配布PDF資料は各自で毎回DownLoadして保存す
ること。

資料を配布する

授業で適宜、紹介する

前期

2-4

文化心理学

村上 史朗 2

文化による心理的傾向の違い

文化心理学の考え方と基礎的知見の理解

こころの働きは、世界中どこでも同じというわけでは
ない。生活する国・地域や所属する集団などによっ
て、当たりまえとされることが違い、こころの働きも
また異なる。私たちのこころの働きが文化によってど
のような影響を受けているのかを考えていく。

毎回の授業時の小課題（40％：各回の理解度を評
価）と筆記試験（60％：文化心理学の基礎的知識の
理解）により評価する。

なし

授業中に紹介する
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後期

2-4

障害者・障害児心理学

礒部 美也子 2

障害の種類、その概要と支援について知る。

障害に関する正しい知識を得るとともに、支援につい
て考えられるようになる。

まず障害に対する考え方を提示する。各障害につい
て学び、心理とその支援について考えていく。障害
児療育、発達相談、特別支援教育などの臨床経験や
心理支援の経験を通して得た知見をもとに、現場の
課題も提示しながら障害への理解をする。また、障
害受容や家族への支援も取り上げる。

授業への参加状況、ミニレポート提出による平常評価（約
30％）、学習到達度確認（講義内容の基本事項を理解して
いるかを問うテスト）（約70％）とします。６回以上の欠席
は、出席不足で評価外です。
TV番組で障害に関するニュース、ドキュメント番組などを
積極的に視聴してほしい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目である。
担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づ
き授業を実施する。

障害者心理学，柿沢敏文編，北大路書房，2018，

障害臨床学ハンドブック，中村義行、大石史博，ナカニシヤ
出版，2013

後期

2-4

福祉心理学

礒部 美也子 2

福祉現場の課題・制度等と心理支援について

福祉現場における問題と課題を知り、その解決のた
めの社会資源の活用及び心理支援の方法について理
解する。

福祉現場で扱われる問題、課題や制度について概説
する。児童相談所、児童養護施設、障害児通園施設
等の福祉現場で相談・心理支援に携わってきた経験
をもとに、事例を交えながら講義する。福祉現場に
おける心理支援についてその実態を知り、心理職の
役割について学んでいく。

最終回の学習到達度確認テスト（講義内容の基本事項を理
解しているかを問うテスト）（約70％）、および平常授業にお
けるミニ課題の提出や受講態度など（約30％）で行う。６回
以上課題の提出がない場合、出席不足で評価外とする。
日頃から、社会福祉に関するニュースや新聞記事を読むよう
に。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目である。
担当教員が、福祉等の現場にて従事した経験に基づき授業
を実施する。

福祉心理学，中島健一（編），遠見書房，2018

福祉心理学，太田信夫（監）小畑フ文也（編），北大路書
房，2017

後期

2-4

心理学的支援法Ⅰ

林 郷子 2

心理学的支援法概論

心理療法やカウンセリングについての主要な理論・
方法論を中心として、心理学支援全般について学ぶ。

心理学的支援とは、心理学の知見を主に使って、こ
ころの問題からくる心身に生じる症状や苦しみを改善
しようとする方法の総称で、臨床心理学の実践にお
いても中心的な位置を占めるものである。心理学的
支援にも様々な方法があるが、本講義では、心理療
法・カウンセリングの代表的な理論の紹介を行うとと
もに、基本的な支援のあり方について検討する。

授業ごとに行う課題（講義内容の理解度）、学期末レ
ポート（心理学的支援の基本的な考え方を事例に適
切に応用できているか）により、総合的に評価する。

毎時間、課題の提出を求める。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
る。担当教員が、心理臨床の現場にて従事した経験
に基づき授業を実施する。

プリントを配布する。

適宜紹介する。

後期

2-4

心理学的支援法Ⅱ

武本 一美 2

精神疾患の中で、心因の関与が大きいと考えられる諸疾患
について、その疾患概念、心理的な患者理解、治療、患者
支援について学ぶ。

心因の関与が大きいと考えられる精神疾患につい
て、その全体像、疾患概念、心理的な患者理解、治
療、患者支援について理解すること。

心因の関与が大きいと考えられる精神疾患を、DSM-5
に沿って学習する。精神医学的な知見に加え、心理
学的な見方も適宜講義する。

受講態度（積極的な講義への参加）としばしば行う
小テストの成績を評価対象とする。

馴染みのない精神医学用語がたくさん出てくるので、ただ講義を聞くだ
けでは理解が不十分になる恐れがある。しっかり予習復習をしないと、
ついてこれなくなるので、予習復習が必須である。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。
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後期

2-4

司法・犯罪心理学

今井 由樹子 2

非行・犯罪行動に関する理論。司法領域の心理学の
実践。加害者と被害者の心理と支援。

非行・犯罪行動理論の基礎と概観を理解し、心理的
介入方法等の実践を知る。社会現象としての犯罪に
問題意識を持つ。

非行・犯罪の実態を知り、司法・犯罪心理学の基礎
的な理論を学ぶ。様々な視点、及び、臨床場面でど
のようなアセスメンや教育プログラムが行われている
かを理解し、加害と被害の関係を考える。

学習到達度確認（講義の内容を正確に把握しているかを問
う）70％
課題レポート（社会現象としての犯罪についての主体的な
関わりを問う）30％。
必ず予習で教科書を熟読すること。関連する書籍や報道に
ついて関心を持って読み、自分の考えをまとめておくこと。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

司法・犯罪心理学，原田　隆之，講談社

司法・犯罪心理学，森　丈弓，サイエンス社，2021
司法・犯罪心理学，藤岡　淳子，有斐閣ブックス，2020
司法・犯罪心理学，門本　泉，ミネルヴァ書房，2020

後期

2-4

健康・医療心理学

井村 修 2

健康・医療心理学に関する概説

保健・医療領域における心理的課題を理解しその内
容を説明できる。

①保健医療の健康心理学②健康心理学と公衆衛生③
医療の健康心理学的側面について概説する。健康の
定義、社会保障制度、健康保健政策、地域保健、障
害、受療行動、感染症、嗜癖、自殺などのテーマを
取り上げる。

受講態度および討論への参加度、各授業終了時に課すコメ
ントシート（40％）と総合的理解度の確認のための試験の成
績（60％）によって評価する。定期試験期間（16�週目）に
行う。

この授業は公認心理師科目である。資格取得希望者以外
も受講可能だが、内容が専門的なので熟慮して登録するこ
と。授業はテキストに沿って進めるので必ず購入すること。
受講者はテキストを事前に読み、疑問点や理解が困難な部
分をあらかじめ考えておくこと。

健康・医療心理学，岸太一、藤野秀美，ナカニシヤ出版，
2017

前期

2-4

精神疾患とその治療

武本 一美 2

精神疾患の中で、身体因の関与が大きいと考えられる諸疾
患について、その疾患概念、心理的な患者理解、治療、患
者支援について学ぶ。

身体因の関与が大きいと考えられる精神疾患につい
て、その全体像、疾患概念、心理的な患者理解、治
療、患者支援について理解すること。

身体因の関与が大きいと考えられる精神疾患を、
DSM-5に沿って学習する。しばしば確認テストを行
い、習熟を図る。

受講態度（積極的な講義への参加）としばしば行う
小テストの成績を評価対象とする。

馴染みのない精神医学用語がたくさん出てくるので、ただ講義を聞くだ
けでは理解が不十分になる恐れがある。しっかり予習復習をしないと、
ついてこれなくなるので、予習復習が必須である。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

DSM-5� 精 神 疾 患の 分 類と診断の手 引，American�
Psychiatric�Association，医学書院，2014

前期

1-4

人体の構造と機能及び疾病（一）

★島本 卓也 2

「健やかに生きる力の基礎となる健康科学（自らの
からだとこころを知る）」

健康な心身を保つしくみを、解剖学・生理学・病理
学の視点から理解し、生涯を通じて自らの健康を把
握・管理・改善する力を養う。

健康は生きる力の根底をなす。生涯を通じて健康に
過ごすには自分自身の健康を保つしくみを熟知するこ
とが重要である。授業では、感染症、食事、睡眠、運
動、アルコール、食中毒など身近な話題をとりあげ、
健康な心身を保つしくみについて医学的な理解を深め
る。様々な健康情報が氾濫する中で、自分自身の健康
状態を正確に把握し維持していくために、自ら適切に
判断し行動できる力を身につけることを目指す。
最終授業での学習到達確認20％（健康に対する科学的な理
解、将来の自分の健康管理に対する適切な課題意識を総合
的に評価する）と授業中のミニレポート80％（毎回の授業内
容の理解度を確認する）

この講義は単独でも受講できるが、健康論Ⅱとあわせて受
講するのが望ましい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目である。
担当教員が、自治体、医療機関、大学病院等の現場に従事
した経験に基づき授業を実施する。

必要な資料を講義で提示する
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後期

1-4

人体の構造と機能及び疾病（二）

★島本 卓也 2

「健やかに生きる力の基礎となる健康科学（自らの
からだとこころを知る）」

健康な心身を保つしくみを、解剖学・生理学・病理
学の視点から理解し、生涯を通じて自らの健康を把
握・管理・改善する力を養う。

健康は生きる力の根底をなす。生涯を通じて健康に
過ごすには自分自身の健康を保つしくみを熟知するこ
とが重要である。授業では、感染症、食事、睡眠、運
動、アルコール、食中毒など身近な話題をとりあげ、
健康な心身を保つしくみについて医学的な理解を深め
る。様々な健康情報が氾濫する中で、自分自身の健康
状態を正確に把握し維持していくために、自ら適切に
判断し行動できる力を身につけることを目指す。
最終授業での学習到達確認20％（健康に対する科学的な理
解、将来の自分の健康管理に対する適切な課題意識を総合
的に評価する）と授業中のミニレポート80％（毎回の授業内
容の理解度を確認する）

この講義は単独でも受講できるが、健康論Ⅱとあわせて受
講するのが望ましい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目である。
担当教員が、自治体、医療機関、大学病院等の現場に従事
した経験に基づき授業を実施する。

必要な資料を講義で提示する

後期

3-4

社会心理学特殊講義（一）

村上 史朗 2

リスクの社会心理学

リスク、安全、安心に関連する社会心理学および周
辺領域の知識を得て、社会的問題に関するリスクの
過大視・過小視やリスクの低減策について自分なりに
考察できるようになる。
私たちのあらゆる選択にはリスクが伴う。しかし、私たちは
リスクとリターンの評価を合理的にできている場面は少な
く、多くのケースでバイアスが見られる。しかも、そのバイ
アスは誰もが「同じように」持っているのではなく、自分の
ポジション（立場や所属集団）によっても異なっている。
この授業では、リスクの心理的性質の理解を中心に、社会
心理学の枠を少しはみ出して隣接領域の知見も参照しなが
ら、社会生活においてうまくリスクとつきあう視座を考えて
いく。

授業内の課題30％（授業終盤に授業内容の理解度を確認）
と最終レポート70％（授業内容を理解した上で，社会問題
について適切な考察ができるかを問う）により評価する。

学際的な内容のため、全ての概念の背景を授業内で
説明することはできない。授業時に紹介する参考文
献を参照し、自発的に背景知識を修得することを求
める。

配付資料を用いる。

授業時に紹介する。

前期

3-4

社会心理学特殊講義（二）

卜部 敬康 2

社会心理学に必要な社会学的なモノの見方を身につ
ける

さまざまな社会現象を解釈する際に、一方的な心理
過程還元主義に陥ることなく、社会と人間の関わりに
ついて考えることができるようになる。
「心理学科」に入学した諸君は、ひょっとすると「社会心理学は心理学の
一部分である」とあたりまえに思っているのかもしれない。しかし、社会
心理学の成り立ちを考えると、必ずしもそうではない。心理学や社会学、
文化人類学、社会言語学など、社会と人間の関わりを研究するいろいろな
学問の交差点として、社会心理学は発展した。
しかし、残念なことに、社会心理学を「心理学の一部」として矮小化する
捉え方が多くを占めるようになり、社会心理学を学ぶ学生に社会学の理論
や考え方を紹介することが、かつてより少なくなってしまった。
そこで、本講義では、社会心理学を学ぶ学生にとって必須と思われる社
会学の理論ないし考え方を平易に紹介することを通して、人間の「ここ
ろ」が、社会制度の産物であることを理解してもらう。

細かな知識の暗記は要求しない。大局的な考え方の
理解の深さを評価するため、期末レポートのみで評
価する。

シラバスの内容は「目安」に過ぎない。各回の内容を「こま
切れ」に理解しても無意味である。むしろ、全体としてどの
ようにつなげて人間や社会を理解するかが重要である。初
回の講義で、全体の趣旨と進め方などについて説明するの
で、それをよく理解して講義に臨んでください。

非行のリアリティ，大村英昭，世界思想社，2002

常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬
康・林理（編），北大路書房，2002

前期

3-4

社会心理学特殊講義（三）

太田 仁 2

自殺予防の心理学

自殺予防プログラムを通じて、自殺願望のある人への
具体的援助について学び、自殺予防スキルを獲得す
る

日本の若者の死因の１位は自殺である。死にたいとい
う希死念慮や自殺念慮に囚われないための予防プロ
グラムを学ぶと共に死にたいと思う人の思いに寄り添
い、援助希求に応える援助で再び生きる意欲を活性
化させるための実践社会心理学を展開する。

各授業での授業テーマについての理解度を確認する質疑応答（30％＝準備
の程度、意見表明の誠実さ、妥当性などを評価する）+第12回、13回にお
けるグループワークへの誠実かつ積極的な参加（30％）+第14回、15回の
DVDの援助場面についての誠実かつ、効果的なセリフの考案の評価（40％）

出席は単位修得の必須条件とする。実践につなげる
ため全講義を継続受講することが求められる。

授業中に資料を配布する

学校における自殺予防教育プログラム，川野健治　他，新
曜社



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 156 ―

後期

3-4

社会心理学特殊講義（四）

卜部 敬康 2

心理主義社会に生きる人間の生きづらさ

心理主義社会についての理解を通して、個人の生き
づらさの背後には、それをもたらす社会的な構造が
必ず存在していることを理解する。

現代の日本の特徴の一つに、心理主義を挙げることができる。心理主義を
簡単にいえば「個人のこころを重視する社会」ということである。「ここ
ろを重視する」と言えば聞こえが良さそうだが、それが個人の「生きづら
さ」の原因となりがちである。諸君の身近なところでいえば、ＳＮＳに依
存したコミュニケーションが主流となったことも、心理主義と大いに関係
がある。
この講義では、心理主義の特徴を解説したうえで、現代日本の若い人々の
コミュニケーションないし友人関係ないし恋愛関係の特徴を述べ、それら
の関係を考察し、心理主義が人間どうしのつながりを推奨しつつ阻害する
ように作用していることを示す。それらを通して、心理主義社会の生きづ
らさを理解し、そこからの脱却の方向性を模索する。

細かい知識の暗記は要求せず、大局的な考え方につ
いての理解度を重視する。したがって、期末レポート
のみによって評価する。

この講義を受講する前に、卜部が担当する「応用心理学」を履修したほう
が理解しやすい。
シラバスの内容は「目安」に過ぎない。各回の内容を「こま切れ」に理解
しても無意味である。むしろ、全体としてどのようにつなげて人間や社会
を理解するかが重要である。初回の講義で、全体の趣旨と進め方などにつ
いて説明するので、それをよく理解して講義に臨んでもらいたい。

ほんとはこわい「やさしさ社会」，森真一，ちくまプリマー新書，
2008
職員室の社会心理，林・長谷川・卜部（編著），ナカニシヤ出版，
2000

常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬康・林理
（編），北大路書房，2002
やさしさの精神病理，大平健，岩波新書

後期

3-4

社会心理学特殊講義（五）

金澤 忠博 2

社会的認知の障害としての自閉症の理解と支援

①社会的認知（心の理論）の特徴について理解する。
②心の理論の前駆体としての共同注意の特徴について理解する。
③社会的認知の障害としての自閉症の症状について理解する。
④自閉症の発達支援の理論的背景として認知理論や学習理論について理解する。
⑤自閉症の効果的な支援としての構造化や視覚支援の実際について理解する。

ヒトは霊長類の中で最も大きな集団を形成し、その中で互いに
複雑なコミュニケーションを行っている。それを可能にする生
物学的基盤としてヒトは社会脳を発達させ、他の霊長類には見
られない「社会的認知」の能力を獲得した。社会的認知とは
「心の理論」とも呼ばれ、他者の行動や心的状態を予測し、観
察し、解釈する能力である（Striano�&�Reid,�2009）。自閉症は
この社会的認知の障害として注目されている。授業では、自閉
症の症状を社会的認知の障害の側面から理解し、効果的な発達
支援の可能性や実際について学ぶ。また、自閉症の理解を通し
てヒトに特有の社会的認知の能力とは何か考える。

期末レポート（70点）
平常点（30点）（配点内訳：毎回のリアクションペー
パー（15点）＋課題（15点））

授業では、テキストは用いず、毎回配付資料を用意
するので予習や復習に役立てて欲しい。

なし

社会的認知の発達科学，日本発達心理学会・尾崎康子・森口佑介，新曜社，
2018
自閉症幼児の他者理解，別府哲，ナカニシヤ出版，2001
心の発生と進化，ディヴィッド・プレマック＆アン・プレマック，新曜社，2005

前期

3-4

社会心理学特殊講義（十一）

卜部 敬康 2

社会心理学の知見を通して、「人間とは如何なる存在
であるか」を考察する。

「人間とは何か」という根本的な問いに対して、社会
心理学の知識や考え方をふまえて、自分なりの見識
をもてるようになること。

哲学者・パスカルは「人間は考える葦である」と人間の特質を表現した。
では、社会心理学から見れば、人間の特質は何であるのだろうか。本講義
では、社会心理学の細かい分野の新しい研究成果ではなく、この疑問に正
面からこたえ得る社会心理学の理論を中心に講述したい。そうすると、社
会心理学の黎明期の古典的な実験研究やそこから導かれた理論について、
それらの土台となる人間観ないし哲学的な「含み」もあわせて講ずること
になる。いわば「レトロ社会心理学」と言うべきものになるかもしれない。
各回ごとの内容は一応、以下の通りであるが、適宜、講義の順番を変更し
たり内容を取捨選択する。なお、すべての内容は「人間とは何か」という
問いに即して考えるべきものであるから、以下の授業計画に記した「こま
切れ表記」をアテにしないで講義に臨んでほしい。

細かい知識の暗記は要求せず、大局的な考え方につ
いての理解度を重視する。したがって、期末レポート
のみによって評価する。

シラバスの内容は「目安」に過ぎない。各回の内容を「こま
切れ」に理解しても無意味である。むしろ、全体としてどの
ようにつなげて人間や社会を理解するかが重要である。初
回の講義で、全体の趣旨と進め方などについて説明するの
で、それをよく理解して講義に臨んでください。

非行のリアリティ，大村英昭，世界思想社，2002
常識の社会心理：あたりまえは本当にあたりまえか，卜部敬
康・林理（編），北大路書房，2002

後期

3-4

心理学統計法Ⅱ

村上 史朗 2

心理学の研究で用いる代表的な統計解析手法に関す
る知識とスキルを習得する。

（１）心理学の研究論文で用いられる統計解析結果
を読み取り、解釈できるようになる。（２）統計解析
ソフトを使用して分析することができるようになる。

心理学研究では、研究目的やデータの測定方法に応
じた適切な統計解析手法を選択した上で、分析結
果を解釈・報告することが必要となる。本講では、
データの性質ごとにどのような分析が必要とされる
のかを確認した上で、それぞれの分析法を具体的な
データを用いて実習形式で学習する。

授業内の実習課題（40％ :授業内容の理解度の確認）
とレポート（60％：授業で扱った統計的手法を各自の
判断で活用できるかの確認）を総合して評価する。

必須ではないが、「心理学統計法Ⅰ」を履修済である
ことが望ましい。授業内容の連続性が強いため、毎
回の出席を強く推奨する。

資料を配付する

授業内で紹介する
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後期

3-4

関係行政論

★小山 秀之 2

対人援助（特に心理業務）を行う上で必要な施策や
法律、制度、そして基盤となる考え方について

学生が各領域における施策や法律、制度等に理解
し、他職との連携を念頭においた心理支援を行うた
めの基本事項を身に付ける。

講師は公認心理師、臨床心理士、社会福祉士の有資
格者で、認知行動理論、家族システム理論、ストレン
グスモデル、エコロジカルアプローチなどの理論に基
づいて医療・教育・福祉・産業等の現場で実践を重ね
てきた。公認心理師は他職種との連携を行う際、各領
域における施策や法律、制度等を理解しておく必要が
ある。本授業では、様々な領域の事例に触れながら、
施策や法律、制度及び心理支援について学んでいく。
授業中（最終授業等）に実施する学習到達度確認で行う（自身
で作成した自筆ノートのみ持込可：ただし配布資料を貼り付け
たノートは認めない）。注意事項として、学習到達度確認の実施
時間は60分。授業の残り時間（約30分程度）で、解説を行う。

欠席等で配布資料がない方は、その都度申し出てくださ
い。なお、社会学部で心理学を修めた者が児童福祉領域で
働く場合、（学部卒でも）任用資格等で有利になることがあ
ります。また社会人として、必要な教養として役立つ内容に
しています。

関係行政論，元永拓郎，遠見書房，2018

前期

3-4

公認心理師の職責

井村 修 2

公認心理師の職責に関する概説

公認心理師の職責や業務内容に関し、法的、倫理
的、臨床心理学的観点から理解し説明できる。

公認心理師の役割、法的義務、安全性の確保、プラ
イバシー保護について概説し、保健医療、福祉、教
育、司法・犯罪、産業・労働の各分野における公認
心理師の業務に関する講義を行う。また公認心理師
としての生涯学習の必要性や多職種連携についても
言及する。

受講態度および質疑への参加度、コメントシート（40％）
と到達度確認のための試験の成績（60％）によって評価
する。定期試験期間（16�週目）に定期試験を実施する。

この授業は公認心理師科目である。資格取得希望者以外
も受講可能だが、内容が専門的なので熟慮して登録するこ
と。授業はテキストに沿って進めるので必ず購入すること。
受講者はテキストを事前に読み、疑問点や理解が困難な部
分をあらかじめ考えておくこと。

公認心理師の職責　第二版，野島一彦（編），遠見書房，
2023

不定期

4

心理実践演習（心理実習）

磯部 美也子 井村 修 林 郷子
今井 由樹子 武本 一美 2

心理支援活動の実践

心理支援を必要とする者等に対するチームアプロー
チや多職種連携、地域連携等、心理支援の実践を行
うための基本的な知識や技能を修得し、公認心理師
としての法的義務や職業倫理を理解する。
学外実習施設において実習を行う。施設見学や支援
活動の見学、グループ支援への参加等を通して、心
理支援を要する者等の理解を深め、心理支援に必要
なコミュニケーション技能を修得するとともに、多
職種連携や地域連携について体験し、その意義を学
び、公認心理師としての法的義務や職業倫理を理解
する。検討会を通して活動内容について適宜振り返
りを行う。

実習への参加状況や実習記録、検討会への参加態度
等により総合的に評価する。

事前オリエンテーションに必ず出席すること。
実習ごとの事前・事後指導もあるので必ず参加すること。
実習態度によっては実習を中止することがあるので留意する
こと。

前期

3-4

心理的アセスメントⅠ

礒部 美也子
今井 由樹子 林 郷子 2

代表的な心理テストの実施・施行、およびアセスメ
ントの意義について学ぶ。

代表的な心理テストについてその理論を理解し、実
習を通して、心理アセスメントについて学習する。臨
床心理学を修得する者にとって必要最低限の心理ア
セスメントの技法と倫理的配慮を体得する。
心理アセスメントとは、面接や心理テストなどを通し
て、対象者を様々な視点から理解し、支援につなげ
ようとするものである。本実習では、心理テストを中
心に心理アセスメント技法で代表的なものをとりあげ
る。臨床心理士として、相談機関等で実際にアセスメ
ントをしてきた実務経験のある教員が、その知見をも
とに、その概要、実施法、解釈法等の基礎について、
実際に検査を体験して学習できるようにしている。

授業中の平常点、積極的に実習に参画しているか、意見、
質問や考察をしているかを評価（50％）、レポート（講義・
実習内容の基本事項を理解しているかを問う）（50％）

原則、遅刻や欠席は認めない。

必要に応じてプリント資料を配布する。

適宜紹介する。
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後期

3-4

心理的アセスメントⅡ

井村 修
武本 一美 2

投映法を中心とした心理アセスメント実習

投映法による心理検査には様々なものがあるが、そ
の中でも代表的なTAT、ロールシャッハ法の概要を
理解すると共に、実施法や解釈法を実習を通して身
につける。

臨床現場に訪れる来談者のこころを深く理解し、より
良い心理臨床的援助を提供するためには、パーソナ
リティ全体に関わる的確な心理アセスメントがその前
提となる。本科目では、TATに基づくアセスメント、
ロールシャッハ法に基づくアセスメントを中心に、そ
の概要と実施法、さらに解釈について体験的に学習
する。

平常点（主体的・積極的に取り組む姿勢）とレポート
（検査結果の適切な解釈）により総合的に評価する。

心理アセスメント実習Ⅰを修得済みであることを履修
条件とする。

プリント資料を配布する。

適宜紹介する。

前期

3-4

心理演習（カウンセリング）Ⅰ

井村 修
礒部 美也子 林 郷子 2

心理学的支援の基本的な知識及び技能の修得

コミュニケーションのあり方、心理検査、心理面接、
地域支援など、対象者の理解及び関係構築に関する
知識と技法について、基本的な水準の修得を目的と
する。
具体的な場面を想定し、ロールプレイングを行い、か
つ、事例検討で取り上げることにより、対象者の理解と
ニーズの把握及び支援計画の作成、対象者の現実生活を
視野に入れたチームアプローチ、多職種連携及び地域連
携に関する知識と技法について学び、心理職としての職
業倫理及び法的義務への理解を深める。授業は、３名の
担当教員がローテーションで実施するが、それぞれの心
理学的支援の経験をふまえた内容を盛り込むこととする。
各回の振り返りおよびレポートにより総合的に評価する。各
回でのレポートの観点は、授業時に伝える。課題を正確に
理解し、求められている点について、授業で学んだことを中
心に、論点をわかりやすく記述すること。

事前オリエンテーションに必ず出席すること。
原則として遅刻欠席は認めない。

必要に応じて資料を配布する

後期

3-4

心理演習（カウンセリング）Ⅱ

武本 一美
林 郷子 2

心理学的支援に関する諸理論および諸技能の修得

各種の心理学的支援法について、支援を実践するた
めの知識および技能を獲得する。

心理演習（カウンセリング）Ⅰで学んだ心理学的支援
の基本的知識および技能を前提として、より応用的
な心理学的支援の方法について、ロールプレイング
等を通して実践的に学ぶ。担当者の心理学的支援の
現場における経験をふまえた内容を盛り込むこととす
る。

各回における取り組みと、授業過程において課すレポートをもとにして総
合的に評価する。各回での振り返りのポイントは授業時に示す。レポート
は、課題を的確に把握し、各課題についての理解が示されていること、授
業で学んだ知識や技術を基に作成されていることにより、評価する。

本授業は、心理演習（カウンセリング）Ⅰを履修して
いる者のみ受講できる。
原則遅刻・欠席は認めない。

適宜資料などを配布します

適宜指示します

前期

3-4

社会心理学実験演習

村上 史朗 與久田 巌
金澤 忠博 2

社会心理学実験の立案と実施

社会心理学における実験の計画・実施・分析・発表
の流れを習得する

社会心理学研究において、実験法はもっとも標準的
な手法のひとつである。受講者は班ごとに設定され
たテーマに沿った実験を計画し、実験材料作成、実
験の実施、データ分析、成果発表の一連の流れを経
験、実験を用いた研究への理解を深めることを目的
とする。

毎回の課題の達成度（30％：ディスカッションへの参加及び
仮説・質問項目構成）、成果発表（15％：班ごとの最終成果
発表）、最終レポート（55％：個人ごとの最終レポート）を
総合して評価する。

心理統計Ⅱを併せて履修することを勧める。

なし

補訂新版　社会心理学研究入門，安藤清志・村田光二・沼
崎誠（編著），東京大学出版会，2017
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前期

1

基礎演習Ⅰ（一）

島本 太香子 2

総合社会学科スタートアップⅠ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。
レポート作成、読解、発表、ディスカッションの基本技能そ
れぞれの向上度から、総合的に到達度を評価する。
発表、ディスカッションにおいては、積極的に参加する姿勢
が重視される。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

前期

1

基礎演習Ⅰ（二）

吉田 光次 2

総合社会学科スタートアップⅠ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。
レポート作成、読解、発表、ディスカッションの基本技能そ
れぞれの向上度から、総合的に到達度を評価する。
発表、ディスカッションにおいては、積極的に参加する姿勢
が重視される。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

前期

1

基礎演習Ⅰ（三）

正司 哲朗 2

総合社会学科スタートアップⅠ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。
レポート作成、読解、発表、ディスカッションの基本技
能それぞれの向上度から、総合的に到達度を評価する。
発表、ディスカッションにおいては、積極的に参加する
姿勢が重視される。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

前期

1

基礎演習Ⅰ（四）

竹中 浩 2

総合社会学科スタートアップⅠ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。
レポート作成、読解、発表、ディスカッションの基本技
能それぞれの向上度から、総合的に到達度を評価する。
発表、ディスカッションにおいては、積極的に参加する
姿勢が重視される。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する
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後期

1

基礎演習Ⅱ（一）

島本 太香子 2

総合社会学科スタートアップⅡ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。

レポート作成、読解のほか、グループでのディスカッ
ションへの貢献が重視される。積極的な参加姿勢を
勘案しつつ、総合的に到達度を評価する。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

後期

1

基礎演習Ⅱ（二）

吉田 光次 2

総合社会学科スタートアップⅡ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。

レポート作成、読解のほか、グループでのディスカッ
ションへの貢献が重視される。積極的な参加姿勢を
勘案しつつ、総合的に到達度を評価する。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

後期

1

基礎演習Ⅱ（三）

正司 哲朗 2

総合社会学科スタートアップⅡ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。

レポート作成、読解のほか、グループでのディスカッ
ションへの貢献が重視される。積極的な参加姿勢を
勘案しつつ、総合的に到達度を評価する。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

後期

1

基礎演習Ⅱ（四）

竹中 浩 2

総合社会学科スタートアップⅡ

総合社会学科で学修を進めていくために必要な姿勢
と技術を、実践的な取り組みを通して身につけること

総合社会学科では「リサーチオリエンテッド」の精神
のもと、自ら問題を発見し、解決していくための姿勢
と技術を身につけ、現実の問題にアプローチしていく
ことを重視している。この授業ではそのために必要な
姿勢と技術を、実習による具体的な経験を積むこと
で身につけることを目指している。すべての課題を達
成したとき、２年生以降のより実践的で専門的な学修
の支えになることが期待される。

レポート作成、読解のほか、グループでのディスカッ
ションへの貢献が重視される。積極的な参加姿勢を
勘案しつつ、総合的に到達度を評価する。

受講クラスが指定されているので注意すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する
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前期

1

社会調査概論

尾上 正人 2

社会調査入門

社会調査データを正しく利用するためのスキル、望ま
しい社会調査を実施するための方法や倫理観を身に
付けることが、本講義の目標である。

どのような社会調査が存在し、それぞれがいかなる
特徴を持っており、どのような点に注意すべきなのか
という点について、実際におこなわれた調査を題材
にしながら講義していく。

平常点20％（講義中に指名した時の発言など、積極的な態度を重
視）、課題提出30％（課題に見合った回答が、十分な量書けている
かを重視）、学習到達度確認50％（社会調査の基礎知識が身につ
いているか、またそれを基にデータを読むことができるかを重視）

入門・社会調査法［第４版］，轟亮・杉野勇，法律文化社，
2021

社会調査法入門，盛山和夫，有斐閣，2004
社会調査へのアプローチ，大谷・後藤・永野・木下・小松，
ミネルヴァ書房，2006
「社会調査」のウソ，谷岡一郎，文春新書2000

前期

1

社会学基礎

尾上 正人 2

社会学的分析のおもしろさを知る

社会学の基礎知識を得るだけでなく、激動する今の
社会を主体的に生き抜いてゆくための洞察力を身に
つけてゆくことを目標とする。

身近な日常生活に潜む不思議な現象に着目すること
から出発して、次第に鳥瞰図のように社会を眺める視
点を獲得してゆく。各テーマごとに、そこで培われた
社会学の基礎理論を紹介してゆくので、講義全体を
通して社会学の諸学説をほぼ網羅的に学習すること
ができる。

平常点30％（講義中に指名した時の発言など、積極
的な態度を重視）、学習到達度確認70％（社会学の基
礎的な知識が得られているか、またそれをもとに資
料・データを読みこなす力があるかを評価する）

なし

後期

1

社会調査法

吉村 治正 2

計量的社会調査（social�survey）に関する基礎知識
の習得

計量的社会調査の実施および分析に必要な基本的知
識の習得

計量的社会調査（social�survey）の根幹は効率性と
正確性、すなわちよりコストを抑え、より正確な情報
を収集することにある。本科目では、社会調査の手
順だけでなく、実際の社会調査で陥りやすい失敗や
実施の各場面で生じやすいミスとその結果としての
誤差の発生について学ぶ。これによって、精度の高
いデータを得るための知識を修得してもらう。

毎週の授業で課題を与える。一回の課題を理解度に
応じて０～３点、合計で45点とし、これに学期末試験
の点数（55点満点）を加えて成績評価を行う。

本科目ではGoogleのClassroomを併用する。毎週
の課題はClassroomを通じて提出してもらう。履修
者には、全員、tboxのメールアカウントに招待がい
くので、事前に tboxのメールアカウントをアクティ
ベートしておくこと。

社会調査における非標本誤差，吉村治正，東信堂，2017

前期

1

経済学

中坊 勇太 2

日本の経済と経済学の基礎を学ぶ

現実の日本経済・社会のしくみを理解するための経
済学の基礎的概念や考え方を理解すること。

本講義では、日常生活の中の身近な事例を題材にし
て、経済学の基礎的概念や考え方について解説す
る。具体的には、市場経済のしくみ、生産、雇用、貨
幣、政府や中央銀行の政策、海外との取引（貿易・
為替）について取りあげる。

授業内課題（提出状況と、全問に解答する等課題に取り組む
真摯な姿勢を評価）と、小テスト（基本的な語句の理解等講
義内容の理解度を確認）、学期末レポート（必要な情報を収集
し自説を展開できているかを評価）により総合的に評価する。

講義内容は各回連続している（１回完結ではない）の
で休みがちであるとついていけなくなる。

アクティブ・ラーニングで学ぶ日本の経済，根岸毅宏・中泉
真樹編著，東洋経済新報社，2021

適宜、紹介する。
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前期

1

情報学

正司 哲朗 2

情報の基礎を通して、社会にどのように利活用され
ているのかを学ぶ。

情報理論の基礎、ハードウェア、ネットワークなどの
基礎知識を学び、これらの技術がどのように社会で
利活用されているのかを正しく理解することを目標と
している。

授業の前半では、情報技術の基本的な仕組みにつ
いて解説する。後半では、前半で説明した情報技術
が、現代社会にどのように活用されているのかを、
原理も含めて事例を紹介する。

成績評価は、各回で出題する小レポートで評価する。評
価基準は、各回で説明した内容が正しく理解しているか
どうかを判断する。配点は、小レポート課題は第１回か
ら第14回まで各５点、最終レポート課題は30点とする。

Web教材

通年

2

社会体験実習

倉 光巖　中原 洪二郎
中坊 勇太　尾上 正人
片 雪蘭

2

大学での学びを実社会に還元し、実社会での経験を
大学での学びにつなげる。

「個人」が大学で学ぶことの意味を社会的文脈に位
置づけ、社会的価値として認識することによって、学
びに対する明確な目標意識と主体性を獲得すること。

この実習では、学外での様々な活動を通して、現実
社会が直面する諸問題を経験的に感じ取るセンスと
コミュニケーション技術を養うと同時に、社会で発見
された問題を解決する基礎的能力を身につける。ま
た、学外での活動から学んだことを、受講生同士で
共有するためのプレゼンテーション能力やディスカッ
ションのスキルを習得する。授業スケジュールは、進
捗状況等によって随時変更されるため、アナウンス
メントに注意すること。
学外実習の参加状況と活動内容、クラスワークへの
参加状況と報告内容、最終報告会の準備と報告内
容、および、期末レポート（前期・後期）により総合
的に評価を行う。
（１）学外実習は基本的に授業時間以外に行う。夏期休業中に実施する活動も
あるので、十分注意すること。
（２）実習であるため活動への参加を重視する。社会活動への参加を最優先に
スケジュール調整を行うこと。
（３）無断欠席は認めない。欠席の場合は担当者に必ず連絡すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業
や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

前期

3

演習Ⅰ（一）

倉 光巖 2

経営学ゼミの基礎を築くため、経営学の主要な学問
である「経営管理論」、「経営戦略論」、「会計学」を
学ぶ。
経営学の主要な学問である「経営管理論」、「経営戦
略論」、「会計学」の基礎用語や基本的な考え方を理
解する。
経営学関係の書籍を通読する読書力を養う。

ドラッカー著「エッセンシャル版　マネジメント」を
輪読し、ドラッカーの見解を踏まえて他の経営学者
の見解も紹介し経営学の基礎に触れてゆく。その中
で「組織とはなにか？」「事業とはなにか？」「マネ
ジャーとは？」等を理解する。
中小企業のケーススタディを学び、企業運営のキー
ポイントを解き明かしてゆく。

テキスト輪読の途中でのゼミ受講生の発言内容やケーススタディのディスカッションにおける発言回数
や発言内容から理解の深さを評価する。単純にテキストを輪読することに終わらずより深い理解を得る
ことが目的である。
組織論や経営戦略論での項目についてレポート提出を求める。レポートは、テーマの重要性、論旨が明
確なこと、論理性の高さ、誤字脱字のないこと、句読点は正しく打つこと、レポートのタイトル・段落の
名称などの確実な記載、段落開始時点は１字開ける、学籍番号、氏名の確実な記載等をもって評価する。

ゼミ参加者は「経営学」、「企業行動分析」、「経営管理論」、（「企業倫
理と消費者」2023年不開講）を２，３年次に履修すること。
テキストとしてドラッカー著【エッセンシャル版】マネジメントを使
用します。前期は第１章～第６章までを到達目標とする。
経営学全般を講義するので、ゼミ受講者の理解度を見ながら講義予
定を調整する可能性もある。

【エッセンシャル版】マネジメント（担当教員から配付方法
について指示あり），ドラッカー，P.，F.，ダイヤモンド社，
2001
中小企業のケース（担当教員から配付）

前期

3

演習Ⅰ（二）

尾上 正人 2

ビジネスモデルを考える

具体的な企業の経営状態や戦略が読み取れるように
なる。

堤清二という稀代の異形経営者の卓越したビジョ
ン、大成功と大失敗の事例に学びながら、現代に求
められるビジネスモデルについて考える。次に、自分
で選んだ企業の財務状態・経営戦略・ビジネスモデ
ルを研究し、発表する。さらに、その企業が位置す
る業界の特性・歴史等を学ぶ。

授業中の発表の内容60％（文献を読みこなした上で
的確な意見・論点を付け加えているか）、授業に対す
る積極性40％（講義中の質問、他の発表者に対する
意見表明などを積極的に行なっているかどうか）

セゾン　堤清二が見た未来，鈴木哲也，日経BP社，2018
会社四季報2023年２集春号，東洋経済新報社，東洋経済新
報社，2023



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

総
合
社
会
学
科

― 163 ―

前期

3

演習Ⅰ（三）

片 雪蘭 2

異文化理解とフィールドワーク

本授業では、ダイバーシティが求められる現代社会において、多様
な人々の文化を理解し、自文化を相対化することができるように、
文化人類学的な考え方を身につける。具体的には、文化人類学の基
礎的な文献を講読する。自分の考えていることを適切に表現し、文
章化していくスキルを学ぶ。

人類学的に思考する方法を学ぶ。

授業の参加度を総合的に評価する。

自分の担当のときには責任を持って発表し、他の受講
生の発表に対しても積極的に意見を出すことが望ま
しい。

人類学とは何か，トーマス・ヒランド・エリクセン，世界思想社，2008
フィールドワークへの挑戦，菅原和孝，昭和堂，2006
エスノグラフィー入門ー〈現場〉を質的研究する，小田�博志，春秋社
2010

前期

3

演習Ⅰ（四）

吉村 治正 2

インターネットコミュニケーションの分析

「炎上」・「荒らし」・「ネトウヨ」など、インターネッ
ト上で見られる特異なコミュニケーションを分析す
る。

ネットにおける攻撃的なコミュニケーションに関する
主要な文献を全員で輪読、ディスカッションするこ
とで、社会的コミュニケーションについて分析を進め
る。指定文献（５冊程度）は開講時に指示する。各
回ごとに発表者を割り当て、レジュメの提出と内容の
報告を求める。

課題の報告に加え、課題図書ごとにレポートを課す。
授業への貢献度（課題報告のプレゼンテーションと
ディスカッション）を最高60点、レポートの合計得点
を最高40点として成績評価を行う。

科目の性質上、無断欠席は認めない。

前期

3

演習Ⅰ（五）

竹中 浩 2

法学・政治学的な観点から見た現代社会の諸問題

法学や政治学についての基礎的な知識を獲得し、そ
れらに特徴的な考え方を身につける。同時に、日本社
会の抱える諸問題について広く眺め、参加者の関心
をひくテーマを掘り起こす。

問題演習を通じ、法学・政治学について順を追って
学習する。参加者の関心に合わせてテーマを選び、
レポートの書き方やプレゼンテーションの仕方につい
てスキルを磨く。

平常点（50％程度）、口頭での発表とレポート（50％
程度）を合わせて評価する。平常点については、事
前の準備がどの程度できていたか、議論への参加が
どの程度積極的であったかを見る。
授業は問題演習を中心に行うので、予習により基本
的な知識を身につけて臨むこと。軌道に乗ってきた
ところで、法や政治に関わる文献の講読を組み入
れる。その際は事前に文献を読み、積極的にディス
カッションに参加すること。

前期

3

演習Ⅰ（六）

中原 洪二郎 2

地域活性化と地域ブランド研究

地域活性化と地域ブランド研究における十分な理論
的理解を踏まえた上で、具体的な地域の問題を再発
見し、改善に向けた提案および実地の行動が出来る
ようにする。

この授業では、地域活性化と地域ブランディングに
ついて、実地での取り組みを通して学ぶ。主なフィー
ルドは奈良およびその近隣地域。授業として具体的
な対象地域を定め、その地域が抱える様々な問題を
読み解きながら、問題解決のためにどのようなことが
出来るのか、ただ机上の空論としてではなく、実地の
取り組みを進めていく。

課題が与えらえた題目に沿っていること、レジュメ・
スクリーン提示・口頭のバランスがとれたプレゼン
テーション、批判的視点を持った議論参加、スケ
ジュールの遵守を特に重視する。

無断欠席は１回でも不可とする。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する
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前期

3

演習Ⅰ（七）

中坊 勇太 2

マクロ経済学と経済政策

基礎的なマクロ経済学を学び、現実の政府や中央銀
行が行う様々な政策の意義・効果・限界を理解し、
現実の経済時事問題について自分の意見をもつこと
ができるようになること。
現実の経済政策の理解を目標に、マクロ経済学の基礎を
輪読形式で学ぶ。報告者はレジュメ作成と実際の報告を
通して、プレゼンテーションの方法を実践的に学ぶ。報
告者以外は事前に該当箇所を読み疑問点を整理しておく
ことで、主体的に演習に参加することを求める。輪読終
了後は関心のある経済時事問題についての概要と、学ん
だマクロ経済学の観点から自分の見解を併せて報告して
もらう。学期末には自分の報告内容について、学んだこ
と・改善点についてのレポート提出を求める。
報告資料と報告内容50％（教科書外の独自の視点を
盛り込んだ報告を評価）、授業参加20％（積極的な議
論参加を評価）、レポート30％（報告内容に関する学
びを明確に指摘しているかを評価）

欠席する場合は事前に連絡すること。報告に当たっ
ていないときも議論に積極的に加わること。

やさしいマクロ経済学，塩路悦朗，日経文庫，2019

適宜、紹介する

前期

3

演習Ⅰ（十）

正司 哲朗 2

現代社会の問題点を見出し、論理的思考を身につ
け、研究に必要な基礎能力の向上を目指す。

情報技術の観点から現代社会の問題点を解決・改善
するために必要な知識を身につけ、論文のまとめ方
やプレゼンテーションの仕方を学ぶ。

情報技術の観点から現代社会における問題点を探
り、改善・解決するための方法を見つける。各自の研
究テーマを設定し、関連する研究論文を調査・要約
することで、論文のまとめ方を学ぶ。また、プレゼン
テーションを通じて、論理的思考を養う。さらに、研
究テーマに応じた入力・処理・出力の関係性を明確に
する。その中で、問題点を解決するアイデアを考案
し、卒業研究の方向性を考え、最後に研究発表を行
う。
成績は、関連研究の発表（30点）、研究テーマ発表
（30点）、レポート課題（40点）で評価する。各課題
は、研究背景・目的、関連研究、考察が論理的に記
述されているかを評価する。

パソコンの基本操作は、学部で習得しておくこと。
基本操作でわからないことがある者は情報処理セン
ターのサポートを受けること。レポート課題の締め切
りは厳守のこと。

プリント配布

後期

3

演習Ⅱ（一）

倉 光巖 2

経営学ゼミの基礎を築くため、経営学の主要な学問
である「経営管理論」、「経営戦略論」、「会計学」を
学ぶ。
経営学の主要な学問である「経営管理論」、「経営戦略論」、
「会計学」の基礎用語や基本的な考え方を理解する。
経営学の本を通読する読書力を養う。そして来年の卒業論
文作成のテーマ決めや執筆力の基礎を作る。

ドラッカー著「エッセンシャル版　マネジメント」を
輪読し、ドラッカーの見解を踏まえつつ、他の経営学
者の見解も紹介しながら経営学の基礎に触れてゆく。
ケーススタディからもこれを解き明かしてゆく方法に
触れる。�また、会計学基礎も講義するので、企業財
務分析の手法を身につける。
４年生で執筆する卒業論文の書き方やテーマの見つ
け方などを指導する。
ケーススタディディスカッションにおいては、ディベートを行う予定なので、発
言回数や発言内容から理解の深さを評価する。
組織論や経営戦略論での項目についてレポート提出を求める。レポートは、テー
マの重要性、論旨が明確なこと、論理性の高さ、誤字脱字のないこと、句読点
は正しく打つこと、レポートのタイトル・段落の名称などの確実な記載、段落開
始時点は１字開ける、学籍番号、氏名の確実な記載等をもって評価する。

毎回出席や提出物の全提出はもちろんのこと、提出
物のクォリティを上げること。また、各自のゼミ開催
への貢献度を求めます。

【エッセンシャル版】マネジメント（担当教員から配付方法
について指示あり），ドラッカー，P.，F，ダイヤモンド社，
2001

後期

3

演習Ⅱ（二）

尾上 正人 2

マーケティング・商品開発の実際について学ぶ

企画・提案能力、プレゼンテーション能力を養う。

マーケティング・商品開発についての本を輪読した
後、各自あるいはグループで具体的な商品開発計画
を立案する。最終的には、開発したい商品についての
説明会を実施し、架空の出資者に対する説得作業を
行なう。

授業中の発表の内容60％（文献を読みこなした上で
的確な意見・論点を付け加えているか）、授業に対す
る積極性40％（講義中の質問、他の発表者に対する
意見表明などを積極的に行なっているかどうか）

成功する商品開発～「買いたい」をつくる，近藤真寿男・近
藤浩之，ビー・エム・エフティ―，2012
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後期

3

演習Ⅱ（三）

片 雪蘭 2

異文化理解とフィールドワーク

本授業では、ダイバーシティが求められる現代社会において、多様な人々の
文化を理解し、自文化を相対化することができるように、文化人類学的な考
え方を身につける。具体的には、１）文献調査や予備調査で得られたデータ
に基づいて、研究テーマを概念化する方法を学ぶ。また、２）研究テーマに
関する先行研究を調べ、これまでの研究を整理し、レビューする方法を学ぶ。

本授業では、自分の研究テーマについての調査と考
察を深めることに取り組む。また、卒業論文に向け
て、具体的な研究計画を立てる準備をする。

授業の参加度と最終レポートなどを総合的に評価す
る。

自分の担当のときには責任を持ってい発表をし、他の
受講生の発表に対しても積極的に意見を出すことが
望ましい。

適宜紹介する

人類学とは何か，トーマス・ヒランド・エリクセン，世界思想社，2008
フィールドワークへの挑戦，菅原和孝，昭和堂，2006
エスノグラフィー入門ー〈現場〉を質的研究する，小田�博志，春秋社
2010

後期

3

演習Ⅱ（四）

吉村 治正 2

インターネットコミュニケーションの分析

ネット上で見られる暴力的コミュニケーションを社会
学・社会心理学・政治学の知識を用いて分析する。

インターネットコミュニケーションについての主要な
文献を全員で輪読、ディスカッションを行う。指定
文献は以下の通り。各回ごとに発表者を割り当て、レ
ジュメの提出と内容の報告を求める。

課題の報告に加え、課題図書ごとにレポートを課す。
授業への貢献度（課題報告のプレゼンテーションと
ディスカッション）を最高60点、レポートの合計得点
を最高40点として成績評価を行う。

本科目は同担当者の「演習Ⅰ（四）」の継続科目であ
る。

後期

3

演習Ⅱ（五）

竹中 浩 2

世界の中の日本

高校で学んだ地理や世界史の知識をよみがえらせ、
興味のある国や地域について理解を深めるための基
礎を築く。

さまざまな国の政治や文化を比較しつつ、外国事情
や国際関係の基礎について学ぶ。自分の関心に基づ
いて、今後集中的な考究の対象とする国やテーマを
選び、それについて報告する。

平常点（50％程度）、レポート・報告（50％程度）を合わせて評価する。
平常点については、議論への参加がどの程度積極的であったかを見、レ
ポート・報告については、準備がどの程度きちんとできているかを見る
（口頭の報告では、どの程度自分の言葉で話しているかを加味する）。

事前に予習用の資料を配布するので、参考書ととも
にそれを読み、準備した上で演習に臨むこと。演習
では問題演習と口頭での発表・ディスカッションを行
う。

なし

地図で読む「国際関係」入門，眞�淳平，筑摩書房（ちくま
プリマー新書），2015年

後期

3

演習Ⅱ（六）

中原 洪二郎 2

地域活性化と地域ブランド研究

地域活性化と地域ブランド研究における十分な理論
的理解を踏まえた上で、具体的な地域の問題を再発
見し、改善に向けた提案および実地の行動が出来る
ようにする。

この授業では、地域活性化と地域ブランディングに
ついて、実地での取り組みを通して学ぶ。主なフィー
ルドは奈良およびその近隣地域。授業として具体的
な対象地域を定め、その地域が抱える様々な問題を
読み解きながら、問題解決のためにどのようなことが
出来るのか、ただ机上の空論としてではなく、実地の
取り組みを進めていく。

課題が与えらえた題目に沿っていること、レジュメ・
スクリーン提示・口頭のバランスがとれたプレゼン
テーション、批判的視点を持った議論参加、スケ
ジュールの遵守を特に重視する。

無断欠席は１回でも不可とする。

適宜資料を配布する

適宜資料を配布する
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後期

3

演習Ⅱ（七）

中坊 勇太 2

行動経済学入門

行動経済学の基礎的知識を修得し、現実社会の諸問
題に応用できるようになること。さらに卒業論文に向
けて、論文執筆に関する基礎的知識を修得すること。

伝統的な経済学と、心理学など周辺学問との融合分
野である行動経済学について、輪読形式で学ぶ。報
告者はレジュメ作成と報告を通じて、プレゼンテー
ションの方法を実践的に学ぶ。報告者以外は事前に
該当箇所を読み疑問点を洗い出しておくことで、主
体的に演習に参加することを求める。輪読終了後は
論文執筆に関する基礎的知識を学ぶ。さらに卒業論
文で扱いたいテーマの報告・議論を行い、その内容
をレポートにまとめて提出してもらう。
報告資料と報告内容50％（教科書外の独自の視点を
盛り込んだ報告を評価）、授業参加20％（積極的な議
論参加を評価）、レポート30％（研究テーマについて
明確にまとめているかを評価）

欠席する場合は事前に連絡すること。報告に当たっ
ていないときも議論に積極的に加わること。

行動経済学の使い方，大竹文雄，岩波新書，2019

適宜、紹介する。

後期

3

演習Ⅱ（十）

正司 哲朗 2

卒業研究に必要な論理的思考を身につけ、様々な
データ分析、問題発見ができる能力を身につける。

各自の研究テーマに対して、現代社会の問題を理解
し、その問題を調査するために必要なデータの収集・
分析できる能力を身につけることを目標としている。

卒業研究のテーマを確定し、それに基づいて関連研
究・分野との比較、必要なデータを収集・分析する
方法を教え、卒業研究をまとめていく。さらに、各自
の研究テーマに関する発表を行い、ゼミ内で情報共
有を行う。

成績は、各自の研究テーマ発表（30点）×２回、レ
ポート課題（40点）で評価する。なお、各課題は、
分かりやすさ、研究背景、研究目的、関連研究など
が論理的な記述になっているかを評価する。

パソコンの基本操作は習得済であること。基本操作
でわからないことがある者は情報処理センターのサ
ポートを受けること。レポート課題の締切は厳守する
こと。

プリント配布

前期

4

演習Ⅲ（一）

倉 光巖 2

卒業論文執筆の指導と経営学トピックス解説

到達目標は卒業論文の完成。

卒業論文を完成させるために個人別指導を行う。
論文のテーマ決定、ゼミ生の興味および問題意識の
表現方法、必要な資料やデータ収集の方法、論理構
成、学術論文の書式・体裁などを個人ごとに指導す
る。
経営学のトピックを適宜講義する。

卒業論文の完成度、講義での応答内容による理解
度、授業の参加態度等を総合的に評価する。

論文執筆についても、経営学のトピックス講義にして
も積極的な参加を期待する。

前期

4

演習Ⅲ（二）

尾上 正人 2

ビジネス・産業・労働から現代社会をみる

ビジネス・産業・労働から現代社会を見ることで、自
らの将来を客観的に展望する力を身につける。

受講者各自の問題関心にしたがって、ビジネス・産
業・労働等を中心とした切り口で現代社会（政治・経
済）を分析してゆく。

授業中の発表の内容（文献を読みこなした上で的確
な意見・論点を付け加えているか）60％、授業に対
する積極性40％（講義中の質問、他の発表者に対す
る意見表明などを積極的に行なっているかどうか）

なし
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前期

4

演習Ⅲ（三）

片 雪蘭 2

異文化理解とフィールドワーク

本授業では、ダイバーシティが求められる現代社会において、多様
な人々の文化を理解し、自文化を相対化することができるように、
文化人類学的な考え方を身につける。具体的には、これまで実施し
た文献調査やフィールドワークの成果をもとに、全体の構成を構築
し、実際に民族誌を記述する。

本授業では、論文の全体構成を構築し、ディスカッ
ションや面談を通して論文の骨子を作り上げる。

授業の参加度と論文などを総合的に評価する。

自分の担当のときには責任を持ってい発表をし、他の
受講生の発表に対しても積極的に意見を出すことが
望ましい。

適宜紹介する

人類学とは何か，トーマス・ヒランド・エリクセン，世界思想社，2008
フィールドワークへの挑戦，菅原和孝，昭和堂，2006
エスノグラフィー入門ー〈現場〉を質的研究する，小田�博志，春秋社
2010

前期

4

演習Ⅲ（四）

吉村 治正 2

卒業論文の作成に向けた個人指導

卒業論文の作成

卒業論文の作成に向けた個人指導を行う。

学期末に作成した卒論作成計画を評価対象とする。

就職活動などでやむを得ず欠席する場合は、事前に
電話などで連絡すること。無断欠席は認めない。

なし

なし

前期

4

演習Ⅲ（五）

竹中 浩 2

時事問題に関する学習と卒業論文の準備

時事問題について広く学ぶとともに、興味のあるテー
マを選び、歴史的背景と外国との比較に注意しつ
つ、理解を深める。広い視野の中で社会問題を捉え
る姿勢を身につける。

授業の半分で、新聞記事等の資料を読み、時事問題
について理解を深める。残りの半分で、各々が選ん
だテーマについて順に報告し、議論する。議論を通
じて、自分のテーマだけでなく、他の参加者のテーマ
についても知識と理解を深める。

口頭での発表（50％程度）、ディスカッションへの参
加（50％程度）を合わせて評価する。後者について
は、準備がどの程度できていたか、議論への参加が
どの程度積極的であったかを見る。
特定のテキストは使用しない。必要に応じて資料のコ
ピー等を配布する。原則として、毎回担当を決め、自
分の選んだテーマについて報告してもらう。担当者は
内容がよくわかるような配布資料を作成する。他の
参加者も積極的にディスカッションに参加すること。

学術論文の技法，斉藤孝・西岡達裕，日本エディタース
クール出版部，2005年

前期

4

演習Ⅲ（六）

中原 洪二郎 2

地域活性化と地域ブランド研究

地域活性化と地域ブランド研究における十分な理論
的理解を踏まえた上で、具体的な地域の問題を再発
見し、改善に向けた提案および実地の行動が出来る
ようにする。

この授業では、地域活性化と地域ブランディングに
ついて、実地での取り組みを通して学ぶ。主なフィー
ルドは奈良およびその近隣地域。授業として具体的
な対象地域を定め、その地域が抱える様々な問題を
読み解きながら、問題解決のためにどのようなことが
出来るのか、ただ机上の空論としてではなく、実地の
取り組みを進めていく。

課題が与えらえた題目に沿っていること、レジュメ・
スクリーン提示・口頭のバランスがとれたプレゼン
テーション、批判的視点を持った議論参加、スケ
ジュールの遵守を特に重視する。

無断欠席は１回でも不可とする。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 168 ―

前期

4

演習Ⅲ（七）

中坊 勇太 2

経済学に関する卒業研究

受講者の興味関心による研究テーマ決定と、主体的
に卒業研究に取り組むための研究計画立案を行い、
実際に研究を進めることを目標とする。

受講者の興味関心にしたがい、卒業研究のテーマ
を決定する。そして研究計画を立て、先行研究のレ
ビュー、問題提起・仮説設定を行う。必要に応じ分
析手法を習得し、実際に分析を進める。適宜進捗状
況報告を行い、受講者全員で改善点や今後の進め
方について議論する。学期末に中間報告を行い、レ
ポートにまとめ提出してもらう。

授業中の報告と授業参加50％（演習内での指摘を次
回の報告内容に生かしているかと積極的に議論に参
加しているかを重視）、学期末レポート50％（論理的
にまとめているかを評価）

欠席する場合は事前に連絡すること。報告に当たっ
ていないときも議論に積極的に加わること。

はじめてでも、ふたたびでも、これならできる！�レポート･
論文のまとめ方，新田誠吾，すばる舎，2019

適宜、紹介する

後期

4

演習Ⅳ（一）

倉 光巖 2

卒業論文執筆の指導と経営学トピックス解説

到達目標は卒業論文の完成。

卒業論文を完成させるために個人別指導を行う。
論文のテーマ決定、ゼミ生の興味および問題意識の
表現方法、必要な資料やデータ収集の方法、論理構
成、学術論文の書式・体裁などを個人ごとに指導す
る。
経営学のトピックを適宜講義する。

卒業論文の完成度、講義での応答内容による理解
度、授業の参加態度等を総合的に評価する。

論文執筆についても、経営学のトピックス講義にして
も積極的な参加を期待する。

後期

4

演習Ⅳ（二）

尾上 正人 2

ビジネス・産業・労働から現代社会をみる

ビジネス・産業・労働から現代社会を見ることで、自
らの将来を客観的に展望する力を身につける。

受講者各自の問題関心にしたがって、ビジネス・産
業・労働等を中心とした切り口で現代社会（政治・経
済）を分析してゆく。

授業中の発表の内容（文献を読みこなした上で的確
な意見・論点を付け加えているか）60％、授業に対
する積極性40％（講義中の質問、他の発表者に対す
る意見表明などを積極的に行なっているかどうか）

なし

後期

4

演習Ⅳ（三）

片 雪蘭 2

異文化理解とフィールドワーク

本授業では、ダイバーシティが求められる現代社会において、多様
な人々の文化を理解し、自文化を相対化することができるように、
文化人類学的な考え方を身につける。具体的には、１）文献調査や
フィールドワークの成果を論理的な構成のもとに執筆する。また、
２）他者にわかりやすく論文を書き上げる技法を学ぶ。

本授業では、これまで調べてきてことを実際に書き
上げ、他学生と草稿に対するコメントを出し合い、積
極的にディスカッションすることで、論文を完成させ
る。

授業の参加度と論文などを総合的に評価する。

自分の担当のときには責任を持ってい発表をし、他の
受講生の発表に対しても積極的に意見を出すことが
望ましい。

適宜紹介する

人類学とは何か，トーマス・ヒランド・エリクセン，世界思想社，2008
フィールドワークへの挑戦，菅原和孝，昭和堂，2006
エスノグラフィー入門ー〈現場〉を質的研究する，小田�博志，春秋社
2010
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後期

4

演習Ⅳ（四）

吉村 治正 2

卒業論文作成の個人指導

学術的根拠を明確にした説得力のある卒業論文の作
成を目指す

卒業論文の完成に向けた個人指導を行う。

進捗状況を正確に報告できているか、各回での指導
および指摘を次の報告までに適切に反映できている
かを総合的に評価する。

就職活動などでやむを得ず欠席する場合は、事前に
電話などで連絡すること。無断欠席は認めない。

なし

なし

後期

4

演習Ⅳ（五）

竹中 浩 2

リサーチ・ペーパーの書き方

参加者が選んだテーマについて認識を深めるととも
に、自分の関心を論文の形にまとめるための技術を習
得する。

参加者の問題関心に共通する文献を選び、輪読する
とともに、各々が選んだテーマについて順に報告し、
議論する。その際、漠然とした問題関心を研究の形
にまとめていく手順について説明する。

口頭での発表（50％程度）、授業の準備とディスカッ
ションへの参加（50％程度）を合わせて評価する。
口頭での発表については、わかりやすく説明できたか
どうかを重視する。

原則として、毎回担当を決め、自分の選んだテーマ
について報告してもらう。担当者は内容がよくわかる
ような配布資料を作成する。他の参加者も積極的に
ディスカッションに参加すること。

学術論文の技法（新訂版），斉藤孝・西岡達裕，日本エディ
タースクール出版部，2005年

後期

4

演習Ⅳ（六）

中原 洪二郎 2

地域活性化と地域ブランド研究

地域活性化と地域ブランド研究における十分な理論
的理解を踏まえた上で、具体的な地域の問題を再発
見し、改善に向けた提案および実地の行動が出来る
ようにする。

この授業では、地域活性化と地域ブランディングに
ついて、実地での取り組みを通して学ぶ。主なフィー
ルドは奈良およびその近隣地域。授業として具体的
な対象地域を定め、その地域が抱える様々な問題を
読み解きながら、問題解決のためにどのようなことが
出来るのか、ただ机上の空論としてではなく、実地の
取り組みを進めていく。

課題が与えらえた題目に沿っていること、レジュメ・
スクリーン提示・口頭のバランスがとれたプレゼン
テーション、批判的視点を持った議論参加、スケ
ジュールの遵守を特に重視する。

無断欠席は１回でも不可とする。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する

後期

4

演習Ⅳ（七）

中坊 勇太 2

経済学に関する卒業研究の完成

前期に決定した研究テーマについて、自分の意見を
持ち、それを論文という形で、論理的・客観的にまと
めることができるようになることが目標である。

前期に引き続き、卒業研究を進める。学期中何度か
進捗状況を報告してもらい、受講者全員で議論す
る。議論の結果、計画の修正や追加分析等を行いな
がら卒業研究を完成させる。学期末には卒業論文を
執筆し、その内容を報告してもらう。

授業中の報告（演習内での指摘を次回の報告内容に
生かしているか、研究内容を論理的に説明している
かを重視）と授業参加（積極的に議論に参加してい
るかを重視）によって総合的に評価する。

欠席する場合は事前に連絡すること。報告に当たっ
ていないときも議論に積極的に加わること。

適宜、プリント資料を配布する

適宜、紹介する
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前期

1-4

文化人類学

片 雪蘭 2

文化人類学の基礎

文化人類学の基礎的な概念と思考方法を学び、多様な
文化を理解するための知識と態度を身に着ける。また
そのことを通して、これまで当たり前だと考えていた身
の回りの事柄を新しい観点から観察できるようになる。

世界各地のさまざまな生活や文化的な実践につい
て、文献資料や画像、映像資料等を通して確認し、
それらを理解するための理論や概念を学習する。本
講義では、長期間の住み込み調査に基づいて現地の
文化的実践を記述してきた「文化人類学」の理論と
基礎概念を通して、異文化を理解するための方法を
学ぶ。

平常点　30％　　毎回の講義に提出するコメントシート（講
義への質問やコメント等）に基づいて評価する。
定期試験　70％　　文化人類学の基本概念や異文化の理解
を問う（定期試験期間（16週目）に定期試験を実施する）。

資料を配布する

文化人類学の思考法，松村圭一郎・中川理・石井美保編，世界思想社，2019
ようこそ文化人類学へ；異文化をフィールドワークする君たちへ，川口幸
大，昭和堂，2017
21世紀の文化人類学，前川啓治・箭内匡他編，新曜社2018

前期

2-4

政治学

竹中 浩 2

政治学の概説

政治学の基本的な考え方を身に着け、政治学的な議
論のスタイルに慣れるとともに、現代の政治現象に
対するバランスのとれた見方ができるようにする。

この授業では、広く社会科学を学ぶうえで必要な、
政治学の基本事項について解説する。特に、経済学
や社会学との違いに焦点を合わせ、社会科学の一部
門としての政治学がもつ特質について学ぶ。

基本的に２回の課題レポートによって評価する（１
回目40％、２回目60％）。授業の最後に小テストを行
い、その提出によって出席を確認するが、出席状況
の良好な人については評価の際に考慮する。
シラバスに示した箇所のテキストをよりよく理解する
ために、その内容に関する解説文をポータルサイトの
「講義連絡」にアップするという方法をとる。課題レ
ポートを１回でも提出しないと単位が取得できないの
で注意すること。

政治学（第２版），川出良枝・谷口将紀編，東京大学出版
会，2022年

前期

2-4

経営学

倉 光巖 2

経営学の主要な学問分野である「経営管理論」や
「経営戦略論」をもとに経営学を学ぶ。

経営学のベースとなるテーマを学んで経営の実際や
企業行動を理解する。

半導体製造装置・液晶製造装置・印刷製版機器メー
カーにおいて「ものつくり」に30年、「調達業務統
括」に10年、物流企業の経営者として４年携わってき
たキャリアを生かして、経営学の基本的な考え方を経
営現場と理論の両面から講義します。企業を取り巻
く外部環境の変化が、経営戦略および組織改革など
の企業行動、とくに経営の資源であるヒト・モノ・カ
ネ・情報・時間の使い方にどのようにつなげるかを考
える。
①毎授業時に講義した基本事項の理解度や受講者の気づき等
について提出されたコメントを評価。
②授業への参加度合：出席は全講義の２/３以上の出席が必要
①＋②の合計で総合評価を行う。

（予習）自作レジュメを各講義前に教務掲示へ掲載
するので一読して授業に出席すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

自作レジュメをポータルサイトに掲示

後期

2-4

家政学

★坂本 勝 2

生涯設計となるライフプランニングを実現するために必要な知識を
学ぶ。具体的には、人生設計、年金、生保・損保、投資といった身
近なテーマであるが、知識の有無により、不利益になる可能性もあ
る重要な内容である。

最終目標は、生涯で必要となる資金を具体的に把握
し、そのために必要な手立てが行える能力を身につ
けるレベルです。各回の講義は、そのための基本知
識習得です。
こだわりのライフスタイルがもてはやされますが、そこには「自
己責任」の認識が必要です。得をするのも損をするのも、自分の
選択した「ライフプランニング」の巧拙で大きく変わります。一
生涯に必要となる金額がを見積もれる知識を持つとともに、年
金・保険の具体的仕組みを日常生活の身近な事例で解説していく。
講義はファイナンシャルプランナー有資格者で、実務でプランニ
ング相談を行っている教員が担当し、相談実例をモデルケースと
して参照しながら、国家資格「FP技能士３級」の受験科目「ライ
フプランニング」「リスク管理」「金融資産運用」の検定試験の合
格水準を目指す。

講義中に行なう確認テスト（40％）と定期試験（60％）
確認テストは前回講義内容をもとにした語句の説明や理解度を把握する。
定期試験は、FP技能士３級試験のライフプランニング、リスク管理、金
融資産運用と同等レベルとする。
社会学部、資格関連科目「FP技能士３級試験」合格を目指す内容となる。
資格試験は６分野で構成され、家政学とは別に実施される、スクーリング（計
３回予定）を含めた内容が試験範囲となる。
試験の受験希望者はこちらの参加も必要となる。
資格に関しての詳細は、前後期のオリエンテーションにて説明する。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業
や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

担当者が実費配布

なし
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後期

2-4

地域社会学

吉村 治正 2

都市・農村格差の理解

都市と農村の集団構成の違いに着目し、日本における
社会問題の存在を再認識する

都市と農村の対比から明らかになる現代社会の社会
問題を、近現代史的な観点を踏まえて読み解いてい
く。

学期末試験（60点）と授業課題（40点）の合
計。学期末試験は筆記試験とし、授業課題は
GoogleClassroomを用いて提出してもらう。

本科目ではGoogleClassroomを併用する。履修
者は tboxのアカウントでログインしてもらうので、
tboxのアカウントを事前にアクティベートし、招待
メールを受け取れるように設定しておくこと。

都市社会学入門，松本康，有斐閣アルマ，2014

前期

2-4

家族社会学

★中田 奈月 2

社会・家族・規範・ルール

・家族をめぐるさまざまな社会現象を複眼的に捉える
ことができる。
・家族をめぐるさまざまな社会事象を社会学の概念を
用いて説明できる。

社会学の考え方を基盤として家族をめぐるさまざまな
事象をとらえることを目的とする。家族をめぐり、私
たちが暗黙のうちに従っているルールとは何か、そこ
に何があるのかを検討する。

用語確認（50点）:
・重要な知識の修得度を判断する。
グループワークおよび報告（50点）:
・テーマを理解してテーマに沿って報告できる形に仕上げる過程について、グ
ループ以外の受講者による報告評価およびグループ内の相互評価で評価する。

授業時間外のグループワークにも参加することを求
める．

なし

その都度提示

前期

2-4

現代社会と哲学（一）

丸田 健 2

生活と文化の思想

生活文化（特に生きることにおける人と物との関わ
り）への関心を喚起し、物の具体性を手掛かりに人間
存在について考えることを目標とします。

日常生活から出発して人間を考えます。特に生活の
基本道具から見えてくる様々の連関を掘り下げてい
きます。哲学（生活文化論、風土論）、民俗学（ア
チックミューゼアム、渋沢敬三、宮本常一）、工藝論
（ウィリアム・モリス、民藝運動）等にも言及しつ
つ、物に映し出される人間の姿を捉える予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

屋根裏部屋の博物館，国立民族学博物館，淡交社，2013
工藝文化，柳宗悦，岩波書店，2003
民衆の芸術，ウィリアム・モリス，岩波書店1953

後期

2-4

国際政治学

竹中 浩 2

国際政治学の基礎

国際政治学の基本的な概念や考え方について理解す
る。

この授業では、国際政治の歴史や、国際政治に対す
る基本的な見方について解説する。前半で17世紀か
ら今日にいたるまでの国家間関係の歴史を概観し、後
半で、国際政治を理解するための基本的な概念や考
え方について説明する。特に、冷戦終焉の後、国際
政治がどのように変化しつつあるかという点に注目す
る。

基本的に２回の課題レポートによって評価する（１
回目40％、２回目60％）。授業の最後に小テストを行
い、その提出によって出席を確認するが、出席状況
の良好な人については評価の際に考慮する。
シラバスに示した箇所のテキストをよりよく理解する
ために、その内容に関する解説文をポータルサイトの
「講義連絡」にアップするという方法をとる。課題レ
ポートを１回でも提出しないと単位が取得できないの
で注意すること。

国際政治学をつかむ（新版），村田晃嗣他，有斐閣，2015年
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後期

2-4

現代社会と哲学（二）

丸田 健 2

生活と文化の思想

生活文化（特に生きることにおける人と物との関わ
り）への関心を喚起し、物の具体性を手掛かりに人間
存在について考えることを目標とします。

日常生活から出発して人間を考えます。特に生活の
基本道具から見えてくる様々の連関を掘り下げてい
きます。哲学（生活文化論、風土論）、民俗学（ア
チックミューゼアム、渋沢敬三、宮本常一）、工藝論
（ウィリアム・モリス、民藝運動）等にも言及しつ
つ、物に映し出される人間の姿を捉える予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

屋根裏部屋の博物館，国立民族学博物館，淡交社，2013
工藝文化，柳宗悦，岩波書店，2003
民衆の芸術，ウィリアム・モリス，岩波書店1953

前期

2-4

現代社会と倫理（一）

丸田 健 2

「人と物」について論じる

物が人間に対して持つ様々な意味を、取り出し、考
えます。特に原型的な道具的な物の意味理解を通じ
て、世界や人間への関心を広げることを目標としま
す。

「ホモ・ファベル」という人間規定もありますが、人
間が自然から素材を得て、手で物を作り出す行為は
現在も続いています。そのような営為、またそれに
よって生み出される物が、人間にとって持つ意味は何
でしょうか。道具の機能性、記号性、身体性、美の
観点から、それを考えます。後半は、具体例を検討
する予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度、中間の学習
到達度確認、等）と、レポート60％程度（必要な情
報を自分の言葉でまとめられているか等）とで、総合
評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

手仕事の日本，柳宗悦，岩波書店，1885
生きることの人間論，伊藤・丸田・島本・市川，ナカニシヤ
出版，2016

ものと人間の文化史　シリーズ，法政大学出版局

後期

2-4

現代社会と倫理（二）

丸田 健 2

「人と物」について論じる

物が人間に対して持つ様々な意味を、取り出し、考
えます。特に原型的な道具的な物の意味理解を通じ
て、世界や人間への関心を広げることを目標としま
す。

「ホモ・ファベル」という人間規定もありますが、人
間が自然から素材を得て、手で物を作り出す行為は
現在も続いています。そのような営為、またそれに
よって生み出される物が、人間にとって持つ意味は何
でしょうか。道具の機能性、記号性、身体性、美の
観点から、それを考えます。後半は、具体例を検討
する予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度、中間の学習
到達度確認、等）と、レポート60％程度（必要な情
報を自分の言葉でまとめられているか等）とで、総合
評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

手仕事の日本，柳宗悦，岩波書店，1885
生きることの人間論，伊藤・丸田・島本・市川，ナカニシヤ
出版，2016

ものと人間の文化史　シリーズ，法政大学出版局

前期

2-4

社会統計学Ⅰ

中原 洪二郎 2

統計と統計学：「読み方」と「使い方」

社会統計学の基礎的な知識と、統計と統計学を活用
するために必要な態度を身につけること。

この講義では、社会調査データが現実の社会でどの
ように使われているか、それをどのように読み解けば
よいか、という「利用者」としての視点と、調査を実
施し、それをどのように伝えればよいか、という「分
析者」としての視点の両方について学ぶ。

理解度確認50％+定期試験50％
理解度確認の評価基準 :各回で明示するポイントを理解できているか
定期試験の評価基準 :（１）与えられたデータ、数値を統計学的に正しく取り
扱うことができているか（２）社会統計学の概念を総合的に理解できているか
√（ルート）の計算ができる電卓を用意すること。理解度確認や資料の蓄積は
Google�Classroomを用いる。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する
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後期

2-4

社会統計学Ⅱ

中坊 勇太 2

推測統計学の基礎

推測統計のしくみと確率・相関係数の概念を理解
し、与えられたデータを用いて適切な手法による推
定・検定を行えるようになることが目標である。

本講義では、社会調査データの分析に必要な統計的
知識のうち、主として推測統計学についての基礎的
な事項を講義する。まず記述統計量の平均と標準偏
差についてのおさらいからはじめ、確率論の基礎と正
規分布・二項分布、母集団推定と仮説検定の基礎へ
と学びを進める。

課題50％（提出状況と出題した問い全てに解答する
等の真摯な姿勢を評価）、定期試験期間（16週目）に
実施する定期試験50％（推測統計学の基礎的概念と
分析方法の理解を問う）

社会統計学Ⅰを履修済みであることが望ましい（必須
ではない）。√（ルート）の計算ができる電卓を用意
すること。授業内容は各回連続している（１回完結で
はない）ので休みがちであるとついていけなくなる。

意味がわかる統計学，石井俊全，ベレ出版，2013

なし

前期

2-4

デジタルアーカイブ概論

正司 哲朗 2

情報技術を活用した有形・無形文化財のデジタル化
に関する基礎知識の習得と応用力を養う。

有形・無形文化財に対するデジタル化に関する基礎
知識を学び、様々な計測手法の利点と欠点を正しく
理解し、計測対象によって、計測手法を選択できる
ことを身につける。
国内外で実施されているデジタルアーカイブ、本学
で実施しているモンゴル国のデジタルアーカイブを紹
介する。また、デジタルアーカイブの基本となるカメ
ラの原理や違いについて解説する。さらに、デジタ
ルアーカイブで利用する画像計測、およびレーザ計
測についての原理を概説する。最後にデジタルデー
タを出力できる３Dプリンタの原理について解説す
る。
成績評価は、各回で出題する小レポートで評価する。
評価基準は、各回で説明した内容が正しく理解している
かどうかを判断する。配点は小レポート課題は第１回か
ら第14回まで各５点、最終レポート課題は30点とする。

情報学を履修中、もしくは履修済であること。総合社
会学科の「文化情報コース」を希望するものは受講
することが望ましい。

Web教材

後期

2-4

文化情報論

正司 哲朗 2

「情報」の観点から現代社会の諸問題や著作権法を
学び、正しく情報を伝え、応用するための知識を習
得する。
情報技術の発展の歴史を踏まえ、SNSの長所と短
所、インターネットにおける著作権法などを正しく理
解するとともに、IoTやAIが社会にどのように利活
用されているかを理解する。
情報技術の発展からSNS（ソーシャルネットワーク
サービス）の歴史、課題などを解説する。また、動
画共有サービスと著作権問題について考える。さら
に、近年、テレビの視聴率が下がってきていると言
われているが、それはなぜ起こるのか、視聴率調査
の問題点、インターネットを利用した動画配信サービ
ス、SNSとテレビ放送が融合したソーシャルテレビ
などについて概説する。最後に、身近になったモノの
インターネット（IoT）の原理やAIに紹介する。
成績評価は、各回で出題する小レポートで評価する。
評価基準は、各回で説明した内容が正しく理解している
かどうかを判断する。配点は小レポート課題は第１回か
ら第14回まで各５点、最終レポート課題は30点とする。

情報学を履修中、もしくは履修済であること。総合社
会学科の「文化情報コース」を希望するものは受講
することが望ましい。

web教材

前期

3-4

国際社会学

中原 洪二郎 2

国際社会の多水準分析

国際社会を国家間の関係としてだけでなく他の社会
集団や個人を含めた関係として理解し、自身と世界の
関わりを深く考察すること。

主に（１）国家間関係としての国際社会（２）民族集
団や企業、NGOなど非国家間関係としての国際社会
（３）国際社会における「個人」の意味と役割、と
いう３つの水準と、世界の（１）民族と文化（２）産
業・経済・労働（３）情報化、という３つの視点か
ら、国際社会の構造を分析・検討する。

a=各回の理解度確認（75％）+最終課題（25％）
課題の評価基準 :（要求課題に沿っているand講義の内容を踏まえているand
論理的に一貫している）and（独自の視点が盛り込まれているor批判的視点が
盛り込まれている）
最終課題の評価基準 :各回課題の評価基準に加えて、「自分」という視点が盛り
込まれていること

課題提出をおろそかにしないこと。詳しくは第１回の
講義で説明するので、必ず出席すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する
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後期

3-4

産業社会学

尾上 正人 2

日本の企業とそこでの組織や労働の特徴的なあり方
について、社会学的な立場から実態分析する。

日本の産業社会に関して客観的・実証的な知見を
得、将来従事すべき職業や労働に対して主体的に研
究できるようにすることを目標とする。

本講義では、産業社会学の概念枠組と方法論を学史
的に遡って確定した後に、サブテーマごとにこうした
特徴ある日本産業社会の実態を、歴史的・国際比較
的に見てゆく。また、グローバル化の中で、こうした
日本的特質がどのように変容を迫られてゆくかについ
ても展望する。

平常点30％（課題提出などでの積極的な態度を重視）、
学習到達度確認70％（日本産業社会の特質について
基礎的な知識が得られているか、またそれをもとに資
料・データを読みこなす力があるかを評価する）

なし

新しい産業社会学―仕事をとおしてみる日本と世界，犬塚
先〔編〕，有斐閣，2003
仕事の経済学，小池和男，東洋経済新報社，2006

後期

3-4

情報社会学

★喜多 満里花 2

現代の情報社会における情報メディア、社会、個人
の関係性について考える

学生が情報社会についての基礎的な理論を理解し、
情報社会について関心のある事柄について社会学的
に考える能力を獲得することを目標とする

メディアの歴史とその理論を概観した上で、近年の
様々な事象を取り上げながら、急速に発達している
現代の情報社会におけるメディアと情報と個人の関
係について考察する

毎回授業後には，自分の考えをまとめたり，授業で議
論したことの具体例を探すワークが課される。その
各回の課題の内容（約50％）、最終授業日に実施する
学習到達度確認（約50％）で成績評価する。
・前回の授業で指示された文献がある場合は熟読すること。
・本講義では復習を重視するので、授業終了後は必ず講義
資料と講義メモノートを基に復習をしておくこと
・指示内容に従わない課題や，明らかに授業資料に目を通し
ていない課題は大きく減点する

『基礎ゼミ　メディアスタディーズ』，石田佐恵子・岡井崇
之編，世界思想社，2020

後期

3-4

環境社会学

★山本 素世 2

様々な環境課題の領域と展開について、環境社会学
という視点から身近な課題として学ぶ

自然環境、生活環境などの環境に関する課題を多様
な社会関係について社会学的視点より捉え、これか
らの環境と市民生活について考える

環境課題の歴史的経緯、自然環境、社会環境など環境につ
いて多角的に学び、環境社会学のアプローチと分析手法を
知る。これまでNPOやボランティアで環境教育、SDGsガ
イド、温暖化防止、まちづくりに取り組んできた現場の経験
や実際の事例、調査で得た知見を活用し、地域の人々や諸
団体の環境課題への取り組みから、市民生活と環境につい
て解説する。また、SDGsと環境課題について、それぞれ
のテーマに応じて解説する。状況に応じてワークシートやグ
ループディスカッションも活用する予定である。

講義での発言やワークシート課題、講義終了時のコメ
ント提出などに積極的な取り組むこと。ミニレポート
を指示するので指定期日までに提出すること。定期試
験（レポート）は、期限までに提出すること

講義に積極的に参加し、ワークシートやコメントをき
ちんと書いて提出すること。復習を行っておくこと。
ミニレポートおよび定期試験レポートを期日までに提
出すること

よくわかる環境社会学第２版，鳥越皓之・帯谷博明，ミネル
ヴァ書房，2017

後期

2-4

ジェンダーとライフコース

島本 太香子 2

人間のライフステージを通じたジェンダーの諸課題を
多角的、科学的に理解し、自ら考え選択し行動する力
を養います。
ジェンダーの視点から先端医療と生命科学研究の最
前線を概観し、性差の医学的な背景と科学が提起す
る新しい社会学的諸問題を理解して、生涯を通じて
主体的に考えて行動する姿勢を身につける。
本講では人間のライフステージを通じたジェンダーの「生命科
学的な基盤」と「社会、文化的要因」の関わりを考察する。近
年の生命科学や医療技術の進歩はめざましく、古来の生殖や
家族についての価値観が問い直されている。講義では産婦人
科医師として患者の治療や医療行政に従事した経験を踏まえ
て、現代社会のジェンダーをめぐる様々な課題を発生学、発
達心理学、性差医療、母子保健、生命倫理学等の観点から多
角的に考察し、広く世界に目を向け他文化圏の状況と日本を比
較、必要に応じて今日的な話題を取り入れ理解を深める。

最終授業での学習到達確認20％（ジェンダーをめぐ
る現代社会の実情への理解、将来に向けて独自の課
題意識を総合的に評価する）と授業中のミニレポート
80％（講義内容の理解の確認）
講義では、国内外の最新の生殖補助医療技術やジェンダー
をめぐる今日的な話題を取り入れることがあります。健康科
学Ⅰ、Ⅱとあわせて受講することで理解が深まります。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

生きることの人間論，島本太香子　他，ナカニシヤ出版，
2016
必要な資料を授業で配布
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前期

2-4

世界の民族誌

片 雪蘭 2

民族誌からみる世界

本授業では、世界各地を対象とした民族誌を読み、
各地域の生活世界と執筆された時代的背景を理解す
ることを目標とする。

世界各地を対象にした５冊の民族誌を読み、各々の
調査地や調査対象、調査内容を吟味する。また、写
真や映像も参考にしつつ、各地域の生活世界を理解
することによって自文化とは異なる世界のあり方を考
えていく。

平常点　30％　毎回の講義に提出するコメントシート
（講義への質問やコメント等）に基づいて評価する。
期末レポート　70％　民族誌を一つ選び、感想をレ
ポートとして提出する。

資料を配布する

なし

後期

2-4

消費と経済

中坊 勇太 2

経済学における消費行動と消費理論

「消費」という誰もが日常的に行っている行動に関す
る経済学の考え方を学び、受講者自身の消費行動に
役立てることが目標である。

本講義では、まずミクロ経済学の観点から消費行動
と消費理論を説明する。基礎となる需要・供給曲線
や市場均衡、余剰概念を説明した後、弾力性や情報
の非対称性、効用最大化と最適消費の決定のトピッ
クスをとりあげる。次にマクロ経済学の観点から、恒
常所得仮説やケインズ型消費関数などの消費理論に
ついて説明する。さらに伝統的な経済学では説明で
きなかった消費の前倒し・貯蓄の先延ばし行動につい
て、行動経済学の観点から説明する。
課題30％（提出状況と、出題した問い全てに答える
等の真摯な姿勢を評価）、定期試験期間（16週目）に
実施する定期試験70％（経済学の観点から消費行動・
消費理論を理解しているかを問う）

授業内容は各回連続している（１回完結ではない）の
で休みがちであるとついていけなくなる。

なし

ミクロ経済学の第一歩　新版，安藤至大，有斐閣，2021
マクロ経済学の第一歩，柴田章久・宇南山卓，有斐閣，2013
自滅する選択，池田新介，東洋経済新報社2012

後期

2-4

経営管理論

倉 光巖 2

経営管理の歴史をひもとき、変遷する企業の組織管
理方法を講義する。

経営管理の考え方は歴史とともに変わっていくので、
そのエッセンスを理解しよう。

半導体製造装置・液晶製造装置・印刷製版機器メー
カーにおいて「ものつくり」に30年、「調達業務統
括」に10年、物流企業の経営者として４年携わってき
たキャリアを生かして、「経営管理論」の基本的な考
え方を経営現場と理論の両面から講義する。組織編
成や運用の実務上の課題やノウハウも受講者に話を
してゆく。

①毎授業時に講義した基本事項の理解度や受講者の気づき等につい
て提出されたコメントを評価
②授業への参加度合：出席は全講義の２／３以上の出席が必要です。
①＋②の合計で総合評価を行う。

（予習）自作レジュメを各講義前に教務掲示へ掲載
するので一読して授業に出席すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

自作レジュメを教務掲示に公開

引用・参考文献は事前に通知する。

後期

2-4

産業と技術の発展

尾上 正人 2

近代日本の産業・技術の発展を概観する

人や事件を軸にした歴史とは異なった、連続性と断
層の織り交じった技術史を知ることで、科学的・客観
的な歴史観・社会観を身に付けてもらうことを目標と
する。

日本は戦後、特に「産業立国」「技術立国」として国
際的地位の飛躍的な向上を成し遂げた。しかし、90年
代以降のグローバル化する経済の中で、日本はいく
つかの産業技術分野において新興諸国の後塵を拝す
るようになってきている。日本が「技術立国」として
の地位を回復するために必要なことは何であろうか。

平常点30％（課題提出などでの積極的な態度を重
視）、学習到達度確認70％（産業と技術の発展の歴史
について基礎知識がある、また近年の諸国の経済・
産業事情について理解しているかどうかを評価する）

なし

人間と労働の未来，中岡哲郎，中公新書，1970
日本の技術と産業の発展，森谷正規，放送大学，1996
日本産業史１～４，山口・中村・向坂・服部，日経文庫1994
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前期

2-4

知的財産管理論

★伊吹 秀之 2

知的財産の基礎を学び、知的財産管理技能検定３級
（国家資格）に合格できるだけの知識を習得する。

知的財産管理技能検定３級に合格する。

近年、ビジネスにおいて特許、実用新案、意匠、商
標（ブランド）、著作権などの知的財産の保護・活用
が重要になっており、企業経営においても知的財産
戦略が重要になっています。このような状況に対応
できる人材育成を目的として、中小企業診断士として
経営コンサルタントに従事してきた経験を踏まえ、知
的財産に関する基礎的知識を事例を挙げながら学ん
でいきます。
定期試験60％（販売に関する基本的概念や語句の理
解を問う、講義の内容を理解して具体的事例等に応
用できるかを問う）
平常点40％（講義中の授業態度、発言、理解度など）
知的財産管理技能検定３級試験を受験する受講生は
資格試験対策講座を受講すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

知的財産管理技能検定３級テキスト（改定13版），知的財産
教育協会，株式会社アップロード，2022

後期

3-4

企業行動分析

倉 光巖 2

企業行動を経営戦略や開示された財務諸表データか
ら分析する。

「経営戦略論」や「会計学」の基礎を理解して、企
業行動の動向を把握する。

半導体製造装置・液晶製造装置・印刷製版機器メー
カーにおいて「ものつくり」に30年、「調達業務統
括」に10年、物流業の経営者として４年携わってきた
キャリアを生かして、「経営戦略論」の基本的な考え
方を経営現場と理論の両面から講義する。また、「会
計学」の基礎を説明し、企業の経営状況を理解でき
るようにする。

①毎授業時に講義した基本事項の理解度や受講者の気づき等
について提出されたコメントを評価。
②授業への参加度合：出席は全講義の２／３以上の出席が必要
①＋②の合計で総合評価を行う。

（予習）自作レジュメを各講義前に教務掲示へ掲載
するので一読して授業に出席すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

自作レジュメを教務掲示に公開

前期

3-4

量的分析法

吉村 治正 2

統計データを用いた社会分析

計量的社会分析の基本手法である相関分析および回
帰分析の基本発想と統計学的な特性、ならびに実用
場面で注意すべき点などを学ぶ。

実際の社会調査データを用い、社会調査データをど
のように分析し、どのような知見を引き出すかを体験
的に学習してもらう。

授業課題（100点）。授業のたびにデータ分析の課題
を与える。各回で提出された課題に対して理解度に
応じて得点を与え、その合計点で成績を判定する。

本授業はGoogleClassroomと本学E-learningシス
テムを併用する。GoogleClassroomへの招待は履
修者の tboxメールアカウントに対して行うので、事
前に tboxのメールアカウントをアクティベートして
おくこと。

なし

なし

後期

3-4

質的分析法

片 雪蘭 2

社会調査と質的分析法

この授業では、参与観察やインタビューを中心とした
質的な社会調査法の基本的な理論や概念を理解する
ことを目標とする。

本授業では、社会調査法の一つである質的調査につ
いて、調査の企画・準備，手法（インタビュー法や
参与観察法など），その長所と短所，倫理について学
ぶ。また、実践的な取り組みを行うことによって理
論だけでは理解できない部分を補完し、最終的には
データを分析することで質的調査のプロセスの理解
を深める。

平常点　50％　　授業で提示される課題で評価する。
期末レポート　50％　　街を観察し、その報告書を
レポートとして提出する。

資料を配布

エスノグラフィ―入門ー＜現場＞を質的研究する，小田博志，春秋社，2010
質的調査の方法―都市・文化・メディアの感じ方，宮垣元・寺岡伸悟・工
藤保則（編），法律文化社，2010
フィールドワークへの挑戦，菅原和孝，昭和堂2006
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前期

3-4

プログラミング言語Ⅰ

正司 哲朗 2

Webプログラミングを用いて、独自のWebアンケー
トシステムを設計・実装できる技術を身につける。

Webプログラミングで必要なHTML言語、PHP言
語、データベースの基礎知識を学び、簡単なWebア
ンケートが設計・実装できる技術を身につける。

ホームページで使われているHTML言語について解
説する。また、サーバとクライアントの関係について
説明し、作成したHTMLファイルを公開する方法に
ついて説明する。次に、データベースの基礎、PHP
言語からデータベースを扱う方法について説明す
る。最後に、独自にWebアンケートを設計、それを
HTML言語、PHP言語を使って実装し、回答結果を
データベースに蓄積する方法を解説し、簡単な集計
処理方法について説明する。
成績は、HTML言語、PHP言語、Webアンケート
に関する各課題（各20点）、および最終レポート課題
（40点）で評価する。各課題は、基本文法が正しく
理解でき、プログラムが機能しているかを評価する。
パソコンの基本操作は習得済みであること。基本操作でわ
からないことがある者は情報処理センターのサポートを受け
ること。受講する場合には、「情報学」を履修済、もしくは
履修中のこと。総合社会学科の「文化情報コース」に配属
されたものは受講することが望ましい。

プリント配布

後期

3-4

プログラミング言語Ⅱ

正司 哲朗 2

Webプログラミングを通して、インターネットの活
用技術を学ぶ。

HTML、CSS、Javascriptなどを学び、Webプロ
グラミングの基礎・応用を身につける。

ホームページの見栄えを良くするカスケーディング
スタイルシート（CSS）の扱い方や、Javascript
とWeb３Dを用いて、図形表現、アニメーション
を表現する方法について学ぶ。最後に３Dモデルを
Javascript で表示できる方法について解説し、Web
上で３Dカタログを作成する方法について説明する。

成績評価は、各回で提出されるレポートで評価する。評価基
準は、各回で説明した内容が正しく理解しているかどうかを判
断する。配点は第１回のレポート課題は各４点、第２回から第
11回、第15回が各６点、第12回から第14回までが各10点である。

パソコンの基本操作は習得済みであること。「情報学」
を履修済、もしくは履修中のこと。「プログラミング言
語Ⅰ」も開講しているが、理解を深めるためにはプロ
グラミング言語Ⅰを履修するほうが望ましい。なお、プ
ログラミング言語Ⅰの内容と一部重複する部分もある。

なし

前期
２時限

3-4

社会調査実習（一）

吉村 治正 2

計量的社会調査の実習

計量的社会調査を実施するための基礎知識および技
能の習得

本実習では、実際に調査票を用いた社会調査を実
施することで、調査企画・個人情報の管理・調査
倫理・調査票の作成・集計・コーディング・エラー
チェック・統計的分析・報告書の作成といった社会調
査全般の技術と、調査に臨む姿勢を学ぶ。なお、本
年度はインターネットを用いた調査（ウェブ調査）の
試行を行う。

授業への貢献度および調査報告書へ寄稿されたデー
タ分析の内容を評価対象とする。

本科目は社会調査協会の社会調査士資格の認定科目
である。社会調査士資格の取得を希望する者は、本
科目を必ず履修・単位取得する必要がある。

なし

なし

後期

3-4

総合社会学特殊講義（一）

尾上 正人 2

ベンチャー・ビジネス論

現代の日本・世界の経済社会においてベンチャー・
ビジネスが果たしている役割と、ベンチャー・ビジネ
スが抱えている諸問題についての理解を深める。

ソニーもホンダもソフトバンクも楽天も、そして
GAFAMもテスラも、かつてはベンチャー・ビジネス
だった。起業・成長し、一国の経済さらには世界経済
すら動かすほどに大きくなっていったベンチャー・ビ
ジネスにはどのような特徴や意義があるのだろうか。
企業体そのものと、それを起ち上げた企業家の双方
にスポットを当てながら迫りたい。

平常点20％（講義中に指名した時の発言など、積極的な態度を重
視）、課題提出30％（課題に見合った回答が、十分な量書けている
かを重視）、学習到達度確認50％（社会調査の基礎知識が身につ
いているか、またそれを基にデータを読むことができるかを重視）

なし
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前期

3-4

総合社会学特殊講義（四）

竹中 浩 2

地域福祉の諸問題

地域福祉に関わる実際的な問題について考えること
を通じて、前提となる制度についての基本的知識を
得るとともに、社会問題一般に対する現実的感覚を
身につける。
いわゆる社会的弱者に対する行政（特に地方自治体）と社
会（特に地域社会）の対応について、幅広く検討する。�社
会的弱者が地域の中で排除されることなく暮らせるようにす
るためには、少なからぬ障害を取り除かなければならず、そ
のためには行政に一定の役割が期待される。しかし、行政
だけでその課題を果たすことは困難であり、常に民間の協力
が必要になる。この授業では、両者の協力（公私協働）の
形をどのように作っていくかという問題を中心に、日本の地
域福祉が抱えるさまざまな問題について見ていく。

基本的に２回の課題レポートによって評価する（１
回目40％、２回目60％）。授業の最後に小テストを行
い、その提出によって出席を確認するが、出席状況
の良好な人については評価の際に考慮する。

特定の教科書は使用しない。授業時に資料を配布す
るので、それをもとに、自分で理解を広げるように努
めることが望ましい。課題レポートを１回でも提出し
ないと単位が取得できないので注意すること。

ビギナーズ地域福祉（有斐閣アルマ），牧里毎治他，有斐
閣，2013年
新版�よくわかる地域福祉（やわらかアカデミズム・〈わか
る〉シリーズ），上野谷加代子他，ミネルヴァ書房，2019年

後期

3-4

総合社会学特殊講義（七）

中原 洪二郎 2

地域経営論

個人の日常的な生活「くらし」を中心にした地域経営
の考え方を理解し、行政や企業の現場で活きる「モ
ノの見方」を得ること

この授業では社会心理学的見地から、地域経営の考
え方を大きく４つの視点で検討していく。ひとつめ
は「まちづくり」とは何かということ。二つ目は「地
域ブランド戦略」という考え方、三つ目は「コミュニ
ティビジネス」、四つ目が「複合化アソシエーション
論」である。

a=各回の理解度確認（75％）+最終課題（25％）
課題の評価基準 :テーマに沿った内容となっている
最終課題の評価基準（１）指示されたテーマに沿っていること（２）
具体的な内容を踏まえていること（３）適切な理論的解釈が行われ
ていることを重視する。

課題提出をおろそかにしないこと。詳しくは第１回の
講義で説明するので、必ず出席すること。

適宜資料を配布する

適宜資料を配布する

前期

3-4

総合社会学特殊講義（八）

倉 光巖 2

企業が外部の利害関係者に対して報告する目的で実
施している財務会計や報告書としての財務諸表を解
説する。

財務会計の基礎レベルを講義して財務諸表に親し
み、企業の経営成績や財政状態の理解に努める。

企業が外部の利害関係者に対して行う情報提供や利
害関係者との調整を果たす役割を持つ財務会計につ
いて、基礎的な内容を講義する。本講義のテキスト
には桜井久勝著『会計学入門』（第５版）を使用す
る。

講義期間中に行う試験と講義の中で行う質問への回
答内容を総合的に判断して評価する。

本講義のテキストには桜井久勝著『会計学入門』（第
５版）を使用するので事前に準備しておくことが望ま
しい。
受講者の理解度に合わせて講義のスピードを調整す
ることもある。

会計学入門（第５版），桜井久勝，日本経済新聞出版，2018

後期

3-4

総合社会学特殊講義（二）

★伊吹 秀之 2

販売に対する高度な知識を学び、リテールマーケ
ティング（販売士）１級試験に合格できるだけの知識
を習得する。

リテールマーケティング（販売士）１級試験に合格す
る。

１級販売士および中小企業診断士として経営コンサルタン
トに従事してきた経験を踏まえ、小売業を中心に経営者の
視点でマネジメントできるよう、リテールマーケティング３
級および２級の知識を前提に、経営者の視点で実践的な知
識を勉強していきます。本講座では１級の中でマーケティン
グ、販売経営管理について勉強していきます。
本学が全国に先駆けて開発した「奈良大方式」と呼ばれる
プログラムにより、通常の授業を受けながら資格合格の力を
養うことができます。

定期試験60％（販売に関する基本的概念や語句の理
解を問う、講義の内容を理解して具体的事例等に応
用できるかを問う）
平常点40％（講義中の授業態度、発言、理解度など）
事前に販売管理論Ⅰまたは販売管理論Ⅱを必ず受講しておくこと。
販売管理論Ⅲも履修すること。
リテールマーケティング１級試験を受験する受講生はスクーリン
グを受講すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。

実費配布（変更の可能性あり）
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後期

3-4

総合社会学特殊講義（十）

吉村 治正 2

情報化のもたらす社会生活への影響

情報技術と社会生活との関係を理解する

コミュニケーション手段の変化が我々の社会生活をど
のように変えてきたのかを理解する。

学期末試験（60点）＋毎週の授業課題（40点）

対面式授業であるが、毎週の課題提出にGoogleの
Classroomを使用する。履修者に送られる招待メッ
セージは tboxのアカウントに対して送られるので、
事前に tboxのアカウントをアクティベートしておく
こと。

前期

3-4

総合社会学特殊講義（十一）

片 雪蘭 2

文化人類学からみる移動と難民

本講義の到達目標は次の三点である。受講生は，（１）世界で起きている難民や国
内避難民の状況を知り、難民を多角的な視野で考察をできるようになる。（２）海
外の事例だけではなく、日本で暮らす難民の事情も理解することによって，自らと
の関係から難民問題を捉え直して考えることができるようになる。（３）文化人類
学的な視点から難民を捉えることが如何なることなのか理解できるようになる。

現在、世界で家を追われた人の数は約8,000万人であり，そ
の数は増加しつつある。日本社会では難民を肌で感じること
が滅多にないが、難民は当事者だけの問題ではない。日本
も難民受け入れ国として、毎年難民を受け入れている。こ
の講義では，難民に関する基本的理論に加え、日本を含む
世界各地の難民の事例を紹介する。特に、本講義では長期
間の住み込み調査に基づいて現地の文化的実践を記述して
きた「文化人類学」の理論と基礎概念を通して、人の「移
動」を理解するための方法を学ぶ。

平常点　30％　　毎回の講義に提出するコメントシート（講
義への質問やコメント等）に基づいて評価する。
期末レポート　70％　課題を正確に理解し、自ら積極的に
調べているかを評価する。

資料を配布する

難民問題，墓田�桂，中央公論新社，2016
移民・難民・マイノリティ―欧州ポピュリズムの根源，羽場�久美子（編），彩流
社，2021
社会的包摂 /排除の人類学―開発・難民・福祉，内藤�直樹・山北�輝裕（編），
昭和堂2014

前期

3-4

総合社会学特殊講義（十二）

正司 哲朗 2

なぜ、ネット依存になるのか。また、どのようにネッ
ト依存に対処すればよいのかを考える。

ネット依存になる原因を自ら調べ、どのように対応す
べきかを理解すること。

現在のインターネット、スマートフォンなどの普及
率、ネット配信などの利用率など、ネット依存になる
要素を検討する。また、ネット依存に関する調査票を
設計して調査する。それに基づき、AI（人工知能）
を用いてネット依存モデルを構築する方法について
概説する。最後には、自らがネット依存かどうかを考
え、どのようにすればネット依存から脱却できるのか
を議論する。
成績評価は、各回で出題する小レポートで評価す
る。評価基準は、各回で説明した内容が正しく理解し
ているかどうかを判断する。配点は第１回から第14回
まで各５点で、最終レポート課題は30点とする。

情報学を履修中、もしくは履修済であること。総合社
会学科の学生で、「文化情報コース」を希望するもの
は受講することが望ましい。

web教材

スマホ脳，アンデシュ・ハンセン（著），久山�葉子（翻
訳），新潮新書，2020

前期

3-4

総合社会学特殊講義（十三）

中坊 勇太 2

経済成長理論入門

経済成長理論の基本的な考え方を学び、経済成長に
関わる諸問題について自分の考えを持てるようになる
こと。

世界に目を向けると、所得の高い国もあれば所得の
低い国もある。また急成長を遂げた国もあれば停滞
を続ける国もある。このような国ごとの所得水準や経
済成長率の格差はなぜ生じるのか。また経済を成長
させるためには何が必要なのか。以上のような問いに
答える手がかりとなるのがマクロ経済学分野の経済
成長理論である。本講義では日本の経済成長の歩み
と今後の展望について触れながら、経済成長理論の
基本的な考え方について解説する。
平常点30％（コメントシートへの感想質問記入の充実
度を評価）、学期末レポート70％（経済成長に関わる
諸問題について、講義内容を踏まえて自説を展開で
きているかを評価）

数式を用いた説明を行う場合がある。授業内容は各
回連続している（１回完結ではない）ので休みがちで
あるとついていけなくなる。

なし

入門・日本の経済成長，平口良司，日経BP社，2022
基礎からわかる経済変動論�第３版，関根順一，中央経済社，2021
ジョーンズ�マクロ経済学Ⅰ，ジョーンズ，Ｃ．Ｉ．，東洋経済新報
社2011
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後期

2-4

心理学

中原 洪二郎 2

心理学とは何か

人間の「こころ」の働きについて理解し、心理学に関
する学修深化および、他領域への応用の基盤となる
知識を習得すること。

この講義では、私たちの誰もがひとつは持っている
「こころ」について行われてきた様々な観点の研究
を紹介すると同時に、それらが互いにどのような関係
を持っているのかについて解説する。また、履修者
自身が自分や他人の「こころ」にどのように向き合う
か、実践的な観点からの取り組みも行う。

a=各回の理解度確認（75％）+最終課題（25％）
課題の評価基準 :テーマに沿った内容となっている
最終課題の評価基準（１）指示されたテーマに沿っていること（２）
具体的な内容を踏まえていること（３）適切な理論的解釈が行われ
ていることを重視する。

課題提出をおろそかにしないこと。詳しくは第１回の
講義で説明するので、必ず出席すること。

適宜資料を配付する

適宜資料を配付する
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前期

1-4

哲学・思想Ⅰ（一）

丸田 健 2

西洋哲学への入門

西洋哲学の基礎的な諸説・諸議論を知り、哲学的思
考の基本に馴染むことを目標とします。

哲学は、人間の普遍的な関心事について、筋道立て
て根本から考えようとする分野です。様々な論理的
可能性も考慮しつつ、理性を用いて問題を掘り下げ
る哲学は、独特な仕方による人間の自己探究です。
授業では主に近代以降の西洋哲学の展開（特にデカ
ルト哲学、ヴィトゲンシュタイン哲学への言及が多く
なる）を手掛かりに、心、他者、知識とは何か等に
ついて、代表的な考え方を学びます。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

なし

方法序説，R.デカルト，岩波書店，1997
哲学探究，L.ウィトゲンシュタイン，講談社，2020
哲学の基礎，山本信，北樹出版，1988

後期

1-4

哲学・思想Ⅰ（二）

丸田 健 2

西洋哲学への入門

西洋哲学の基礎的な諸説・諸議論を知り、哲学的思
考の基本に馴染むことを目標とします。

哲学は、人間の普遍的な関心事について、筋道立て
て根本から考えようとする分野です。様々な論理的
可能性も考慮しつつ、理性を用いて問題を掘り下げ
る哲学は、独特な仕方による人間の自己探究です。
授業では主に近代以降の西洋哲学の展開（特にデカ
ルト哲学、ヴィトゲンシュタイン哲学への言及が多く
なる）を手掛かりに、心、他者、知識とは何か等に
ついて、代表的な考え方を学びます。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

なし

方法序説，R.デカルト，岩波書店，1997
哲学探究，L.ウィトゲンシュタイン，講談社，2020
哲学の基礎，山本信，北樹出版，1988

前期

1-4

哲学・思想Ⅱ（一）

丸田 健 2

哲学・思想への入門

古今東西の多様な思想の概観を通じ、人間を広く理
解するための教養を身につけることを目標とします。

古今東西の宗教、哲学、芸術、文化等を題材にした
テキストを用い、多様な思想を紹介します。タマフリ
の思想、ギリシャ思想、中国思想、キリスト教思想、
仏教思想、実存主義思想などがトピックになります。
授業全体を通して、人間の存在について広く深く考
えるための基本的な関心・感受性を養います。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

なぜ人は美を求めるのか，小穴晶子，ナカニシヤ出版，2008

後期

1-4

哲学・思想Ⅱ（二）

丸田 健 2

哲学・思想への入門

古今東西の多様な思想の概観を通じ、人間を広く理
解するための教養を身につけることを目標とします。

古今東西の宗教、哲学、芸術、文化等を題材にした
テキストを用い、多様な思想を紹介します。タマフリ
の思想、ギリシャ思想、中国思想、キリスト教思想、
仏教思想、実存主義思想などがトピックになります。
授業全体を通して、人間の存在について広く深く考
えるための基本的な関心・感受性を養います。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

なぜ人は美を求めるのか，小穴晶子，ナカニシヤ出版，2008
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前期

1-4

宗教学（一）

★加藤 希理子 2

世界の諸宗教

人間と宗教の関わりは、きわめて長い歴史を持ち、時代・地域によっ
て多様な姿をとっている。本科目では、諸宗教の歴史、教義、儀礼を
学び、宗教が人間と文化、社会の形成において果たす役割に対する理
解を深めることを目的とする。受講者各々が宗教に対する広い視点を
培い、宗教の意義を考え、それぞれの宗教観を形成していって欲しい。

世界における古今の宗教形態の考察を通して、宗教の営
みについての理解を深めたい。宗教は、歴史的・社会的制
約を免れないが、その一方で、宗教が文化・社会の動きに
及ぼした影響もまた度外視できない。本講義では、ユダヤ
教・キリスト教、イスラーム、仏教という長い歴史を持つ伝
統的諸宗教を、その歴史の相の下で取り上げるとともに、そ
うした諸宗教と現代社会との関係を分析し、現代における
宗教の風潮や現代を生きる人間と宗教の関係について考察
する。
各回（１～14回）に課す小レポートおよび最終授業（15回）
で実施する学習到達度確認による総合評価。いずれも講義
の内容を正確に把握しているか、さらにそれを踏まえたうえ
で自分の考えを展開できているかを問う。

使用しない。毎回資料を配布する。

必要に応じて講義中に紹介する。

後期

1-4

宗教学（二）

★加藤 希理子 2

世界の諸宗教

人間と宗教の関わりは、きわめて長い歴史を持ち、時代・地域によっ
て多様な姿をとっている。本科目では、諸宗教の歴史、教義、儀礼を
学び、宗教が人間と文化、社会の形成において果たす役割に対する理
解を深めることを目的とする。受講者各々が宗教に対する広い視点を
培い、宗教の意義を考え、それぞれの宗教観を形成していって欲しい。

世界における古今の宗教形態の考察を通して、宗教の営
みについての理解を深めたい。宗教は、歴史的・社会的制
約を免れないが、その一方で、宗教が文化・社会の動きに
及ぼした影響もまた度外視できない。本講義では、ユダヤ
教・キリスト教、イスラーム、仏教という長い歴史を持つ伝
統的諸宗教を、その歴史の相の下で取り上げるとともに、そ
うした諸宗教と現代社会との関係を分析し、現代における
宗教の風潮や現代を生きる人間と宗教の関係について考察
する。
各回（１～14回）に課す小レポートおよび最終授業（15回）
で実施する学習到達度確認による総合評価。いずれも講義
の内容を正確に把握しているか、さらにそれを踏まえたうえ
で自分の考えを展開できているかを問う。

使用しない。毎回資料を配布する。

必要に応じて講義中に紹介する。

前期

1-4

倫理学（一）

丸田 健 2

倫理学入門

道徳哲学の基本的考えの理解を通し、道徳的観点か
らの様々な思考に馴染むことことを目標とします。

日常的事象について、道徳的観点から多角的かつ深
く考えることができるようにするために、道徳教育の
歴史を振り返るとともに、倫理学の三部門である①メ
タ倫理、②規範倫理、③応用倫理のそれぞれについ
て、そこに含まれる基本的諸事項・諸見解の解説を
します。（教職に対応した内容を一部含みます。）

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

なし

プレップ倫理学，柘植尚則，弘文堂，2010
現実をみつめる道徳哲学，J.レイチェルズ，晃洋書房，
2003

後期

1-4

倫理学（二）

丸田 健 2

倫理学入門

道徳哲学の基本的考えの理解を通し、道徳的観点か
らの様々な思考に馴染むことことを目標とします。

日常的事象について、道徳的観点から多角的かつ深
く考えることができるようにするために、道徳教育の
歴史を振り返るとともに、倫理学の三部門である①メ
タ倫理、②規範倫理、③応用倫理のそれぞれについ
て、そこに含まれる基本的諸事項・諸見解の解説を
します。（教職に対応した内容を一部含みます。）

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

なし

プレップ倫理学，柘植尚則，弘文堂，2010
現実をみつめる道徳哲学，J.レイチェルズ，晃洋書房，
2003



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

学
科
選
択
科
目

― 183 ―

前期

1-4

日本史Ⅰ（一）

木下 光生 2

古代から現代にいたる日本史の理解を深める

中学・高校の歴史・日本史教科書の内容を深く理解
し、各時代の特徴を、長期的な目線と世界史的な視
野でとらえる。

中学・高校で歴史を教えていくうえで、教科書の内
容を深く理解しておくことは絶対条件である。本講義
では、現行および過去の中学・高校の歴史・日本史
教科書を利用して、古代～現代における各時代の政
治、経済、文化の特徴を検討し、それが通史的・世
界史的にもつ意味合いを考えていく。

期末レポート
講義内容について、自由な観点から、思う存分、批判を書いてもらう。
自分で独自に探してきた論文、学術書、史料、データなどにもとづい
て批判できたら、一番素晴らしい。

日本史Ⅰ（二）を履修済みの者は、日本史Ⅰ（一）を
受講できない。

毎回プリントを配布

適宜紹介

後期

1-4

日本史Ⅰ（二）

木下 光生 2

古代から現代にいたる日本史の理解を深める

中学・高校の歴史・日本史教科書の内容を深く理解
し、各時代の特徴を、長期的な目線と世界史的な視
野でとらえる。

中学・高校で歴史を教えていくうえで、教科書の内
容を深く理解しておくことは絶対条件である。本講義
では、現行および過去の中学・高校の歴史・日本史
教科書を利用して、古代～現代における各時代の政
治、経済、文化の特徴を検討し、それが通史的・世
界史的にもつ意味合いを考えていく。

期末レポート
講義内容について、自由な観点から、思う存分、批判を書いてもらう。
自分で独自に探してきた論文、学術書、史料、データなどにもとづい
て批判できたら、一番素晴らしい。

日本史Ⅰ（一）を履修済みの者は、日本史Ⅰ（二）を
受講できない。

毎回プリントを配布

適宜紹介

前期

1-4

日本史Ⅱ（一）

河内 将芳 2

日本史の基礎知識

中学校社会・高等学校地理歴史の教員免許取得に対
応できる日本史の基礎的な知識を身につけることめ
ざす。

この講義では、中学校社会・高等学校地理歴史の教
員免許取得に対応できる日本史の基礎的な知識を身
につけるため、主に高等学校の日本史の教科書に出
てくることがらについて、その内容を掘り下げて講義
を展開する。資料・史料をもちいて、ことがらの具体
的なようすを講義していく。なお、本授業はポータル
サイトをもちいたWEB授業でおこなう。

平常点（10％、出席および授業に対する積極的な参
加度合い）、期末レポート（90％、400字詰め換算で10
～15枚以上予定）で評価。

日本史の教科書に出てくることがらがどのような文献
史料によって語られているのか、具体的に史料を読
みつつ講義を行うので、受講生には史料をじっくりと
読むという辛抱強さが求められる。

なし

なし

後期

1-4

日本史Ⅱ（二）

河内 将芳 2

日本史の基礎知識

中学校社会・高等学校地理歴史の教員免許取得に対
応できる日本史の基礎的な知識を身につけることめ
ざす。

この講義では、中学校社会・高等学校地理歴史の教
員免許取得に対応できる日本史の基礎的な知識を身
につけるため、主に高等学校の日本史の教科書に出
てくることがらについて、その内容を掘り下げて講義
を展開する。資料・史料をもちいて、ことがらの具体
的なようすを講義していく。なお、本授業はポータル
サイトをもちいたWEB授業でおこなう。

平常点（10％、出席および授業に対する積極的な参
加度合い）、期末レポート（90％、400字詰め換算で10
～15枚以上予定）で評価。

日本史の教科書に出てくることがらがどのような文献
史料によって語られているのか、具体的に史料を読
みつつ講義を行うので、受講生には史料をじっくりと
読むという辛抱強さが求められる。

なし

なし
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後期

1-4

外国史Ⅰ

★飯田 祥子 2

諸民族の交流からみた東アジア地域の歴史的展開

東アジア地域の歴史的事象について説明できるよう
になる。民族間の関係から、東アジア地域の歴史的
展開を理解する。

東アジアの地域は多様であり、それぞれの地域には
独特の文化を持つ人々が暮らしてきた。一方で、こ
の地域に対して強い影響力をもち、時に主導的な立
場にあったのは中国王朝である。この授業では、中国
王朝との関係を軸に、東アジア地域の歴史的展開を
考察する。中国やその他の地域の歴史と、それぞれ
の地域で育まれた文化を知ることによって、自文化と
異文化を認識する視点を養う。
平常点（授業時提出物）60％…語句クイズ（前回授業の理
解度）、記述課題（その回の授業の理解度）、コメント（問題
意識・意欲）
定期試験40％…到達目標の達成度

初回ガイダンスで、受講における注意事項や、成績
評価方法などについて説明する。欠席すると不利益
になる可能性がある。板書の撮影は禁止する。なお
欠席届を提出しても、評価には影響しない。

なし

東アジア世界の歴史，堀敏一，講談社，2008
天下と天朝の中国史，壇上寛，岩波書店，2016
中国の歴史，岸本美緖，筑摩書房，2015

前期

1-4

外国史Ⅱ

★石田 信義 2

ヨーロッパ世界の社会・文化的歩みの源流および形
成過程を探る

総合史的分析視点に立ってヨーロッパ文化圏の拡大
と周辺地域との史的関連を理解する。

総合史的分析視点の涵養を目的とし、講義では、ヨー
ロッパの社会・文化的諸相の時間的・空間的広がり、お
よび大航海時代に至る世界の一体化の動きを、主に地
中海を中心とした南欧文化圏の広がりを通して追及して
いく。世界が、一方では地域の独自性、他方ではその
枠組みをこえた多様な複合化によって形成された点を
理解することにより、現代世界理解のための政治・経
済・社会・文化の学際的アプローチの視点を養う。
学習到達度確認、ならびに授業内小レポート記述内容に基
づいて成績を総合判断する。小レポートは授業進行状況に
応じて事前に指示する。ただし、出席日数が全回数の３分の
２に満たない場合は、原則として成績評価は行わない。

配布資料のファイリングを常に心がけること。各課題提
示において紹介する主な参考文献を可能な限り読み込
んで各自の研究の参考にすること。やむをえずレポート
提出ができない場合は、必ず事前に届け出ること。

各回資料送信

歴史とは何か，E.H.カー，岩波新書，2003
南欧史，井上幸治編，山川出版，1997
ヨーロッパとは何か，増田四郎，岩波新書，2001

後期

1-4

文学

★辻 秀平 2

短篇小説に描かれた日本の〈戦後〉──昭和戦後期
の隠れた名作を読む

（１）小説に触れ、その世界を味わい、自分なりの視点で読
むことができる。
（２）小説を通して、〈戦後〉の諸問題を考えることができる。
（３）戦後日本文学への理解を深めることができる。

昭和戦後期の日本で発表された短篇小説を題材に、作品に描
かれた世相や風俗といった〈戦後〉の諸問題を考える。
授業で扱う作家は、志賀直哉や三島由紀夫を別にすれば、今
日では一部の文学ファンにしか読まれないような、マイナー
な人物たちばかりである。この授業は、そうした作家たちの
隠れた名作を紹介する「戦後日本文学・入門編」である。そ
して個々の作家が〈戦後〉といかに対峙し、何を考えたのか
を読み解いていく。〈戦後〉を知ることは、その延長線上にあ
る令和を生きる私たちを知ることにも繋がるはずだ。
・平常点（40％）：毎回のコメントシートの内容を評価。
・期末レポート（60％）：自分なりの作品解釈が出来ているか
を評価。
※【３分の２以上】の出席を単位認定の必要条件とする。

・毎回の予習で、指定された短篇小説を通読する必要がある
（多くとも、文庫本20ページ程度）。この点を留意し、小説
を読む意欲がある者のみ履修すること。
・授業担当者は非常勤であり、大学に常駐していない。授業
外の連絡方法は別途指示する。

『昭和の名短篇』（中公文庫），荒川洋治（編），中央公論新
社，2021
併せて、解説用のレジュメを配布する。
『〈戦後文学〉の現在形』，紅野謙介・内藤千珠子・成田龍一�（編），平凡社，
2020
『物語　戦後文学史（上）・（中）・（下）』（全３巻、岩波現代文庫），本多秋五，
岩波書店，2005
その他、授業中に適宜紹介する。

後期

1-4

心理学

金澤 忠博 2

心理学の基礎を学ぶ。

人間の心理・行動を真に理解するためには、胎生期から大人に至る
行動発達のプロセスだけでなく、原生動物から人間に至る行動進化
のプロセスをも視野に入れる必要がある。講義では、さまざまな領
域における人間の心理・行動の特徴について、進化と発達の２つの
側面から捉え、人間行動の特徴についてより深い理解を目指す。

発達心理学の最新の知見に加えて、比較行動
学（ethology） や 進 化 心 理 学（evolutionary�
psychology）の知見を織り交ぜながら、人間行動の
進化と発達について学ぶ。具体的にはまず個体レベ
ルでの認知様式と行動様式の進化と発達について学
び、さらに、言語や心の理論、自己意識、母子関係や
仲間関係、異性関係など、コミュニケーションや対人
関係にいたるまで、その生物学的基盤について学ぶ。

期末レポート（70点）
平常点（30点）（配点内訳：毎回のリアクションペー
パー（15点）＋課題（15点））

授業で紹介する内容の多くは日常生活に関わるもので
あり、実際に日常的な体験を通して確かめることによ
り、さらにり深い理解が得られる。毎回のリアクショ
ンペーパーに積極的に質問を書いて下さい。

なし

心の発生と進化，ディヴィッド・プレマック＆アン・プレマッ
ク，新曜社，2005
心とことばの起源を探る，マイケル・トマセロ，勁草書房，2006
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前期

1-4

社会学（一）

吉村 治正 2

社会学の基礎知識の修得

社会学の全体的なイメージをつかむことで、社会学
の各論および隣接諸社会科学について学ぶための準
備を整える。

社会学とは、現実の社会の仕組みを解明し、社会問
題の解決を目指す科学である。我々の生きている社
会は決して理想社会ではあり得ない。実際の社会は
貧困や犯罪、差別や不平等などの様々な社会問題に
満ちている。こうした諸問題を解決するために、現実
の社会はいったいどのような仕組みで成立している
のかを適切に理解しようというのが社会学の目標であ
る。

学期末試験（60点）と授業課題（40点）の合計
点。学期末試験は筆記試験とし、授業課題は
GoogleClassroomを用いて提出してもらう。

本科目ではGoogleClassroomを併用する。履修登
録した者には、各自の tboxのアカウントに招待メー
ルが送られるので、tboxアカウントを事前にアクティ
ベートしておくように。

社会学，アンソニー・ギデンス，而立書房

後期

1-4

社会学（二）

中原 洪二郎 2

社会学というモノの見方

社会学による社会のとらえ方についての基礎を理解
するとともに、社会の諸領域を社会学的に分析する
姿勢を養う。

社会学は、「社会」を「学問」するから社会学なので
はない。それなら経済学も、政治学も、その他の○
○学も社会を対象としていることに変わりない。社会
学の特徴は社会を個人と制度というモノの見方で捉
えるところにある。この講義では社会学的なモノの見
方で社会を再認識することを通して我々の社会が抱
える問題にアプローチする。

各回の理解度確認（100％）
理解度確認の評価基準 :�講義内容に関する選択肢式の
quizに回答し、正しく理解できているかを確認する

講義は対面で行うが、講義資料の蓄積、理解度確認はGoogle�
Classroomで行う。成績は解度確認の総合評価となっているので、
毎回必ず理解度確認を行うこと。講義の進め方について第１回で詳
しく説明するので、必ず出席すること。
より深い理解のためには参考書の入手が望ましい。

社会学（新版），長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬
志，有斐閣，2007

後期

1-4

教育学（一）

★鈴木 伸尚 2

教育学の基本的な理論を学ぶ。

到達目標は、主に下記の三点である。
①�教育を考える上でその土台となる社会・歴史的背景や基本的な概念を理解する。
②�教育実践の今日的動向を把握する。
③�①、②を踏まえて、それぞれの経験から想定される教育的営みを改めて問い直す視点
を身につける。

「教育」という営みについての基本的な理念、歴
史、実践について理解することで、現代の日本の教
育を理解する基礎となる認識枠組みを身に付け、批
判的に検討する知的な力を養う。

レポートによる。ただし授業に対するコミットメント
の度合い（質問、感想等）を考慮する。

授業は、配布資料に沿って行う。授業で分からなかっ
た内容は適宜質問して理解するよう努めてほしい。
また、授業内のディスカッションでは積極的に意見表
明してほしい。

系統看護学講座基礎分野　教育学（第７版），木村元編，医学書院，2015
かかわりの教育学（増補版）―�教育役割くずし試論，岡田敬司，ミネルヴァ書房，2006
コミュニケーションと人間形成―かかわりの教育学�Ⅱ，岡田敬司，ミネルヴァ書房，
1998

後期

1-4

教育学（二）

★辻 寛司 2

教育学研究の基礎

人の成長にとって最も重要な教育に関する諸問題を
理論と実証の両面から追究することにより、自身の成
長に責任ある態度を身につける。

高校教員として、中等教育現場で教育実践にあたっ
てきた経験を踏まえて、教育を「受ける立場」か
ら、主体的にかつ広い視野で教育を考えることがで
きる立場にたつ学生を育成するために、最近の身近
な教育問題等も取り上げつつ、教育を捉えなおす機
会をもつ。

授業中の『小レポート』（授業内容の理解度と課題意識）と
『課題レポート』（与えられた課題にどう向き合い、自身の
見解を明確に示し、深め、論理的に説明しているか）により
総合的に評価する。

積極的かつ能動的な態度で受講すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、教育現場や教育行政機関にて従事した経
験に基づき授業を実施しますので、自分なりに課題意識を
もって受講すること。

適宜配付する講義関係資料
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後期

1-4

文化人類学

片 雪蘭 2

文化人類学の基礎

文化人類学の基礎的な概念と思考方法を学び、多様な
文化を理解するための知識と態度を身に着ける。またそ
のことを通して、これまで当たり前だと考えていた身の
回りの事柄を新しい観点から観察できるようになる。

世界各地のさまざまな生活や文化的な実践につい
て、文献資料や画像、映像資料等を通して確認し、
それらを理解するための理論や概念を学習する。本
講義では、長期間の住み込み調査に基づいて現地の
文化的実践を記述してきた「文化人類学」の理論と
基礎概念を通して、異文化を理解するための方法を
学ぶ。

平常点　30％　　毎回の講義に提出するコメントシート（講
義への質問やコメント等）に基づいて評価する。
定期試験　70％　　文化人類学の基本概念や異文化の理解
を問う（定期試験期間（16週目）に定期試験を実施する）。

資料を配布する

文化人類学の思考法，松村圭一郎・中川理・石井美保編，世界思想社，2019
ようこそ文化人類学へ；異文化をフィールドワークする君たちへ，川口幸
大，昭和堂，2017
21世紀の文化人類学，前川啓治・箭内匡他編，新曜社，2018

後期

1-4

現代史

森川 正則 2

「映画」を手がかりにして学び・問う20世紀の歴史、
21世紀のいま

現代史（20世紀～21世紀）上のいくつかのテーマを
取りあげて、それらについて、映画を手がかりにして
（教材にして）学び・問い・考え、探究する作法を身
につけてもらうことです。
「現代史」と題する授業で中心的に扱うのは「20世紀の歴
史」です。その導入・前提という位置づけとなるのが、第１
～２回授業です。続いて、第３～14回授業では、計６本の
映画それぞれ２回ずつ取りあげて、現代史の学びと問い・
探究という点で重要な見どころやポイントを説明していきま
す。また、学期中に数回、イーラーニング上で投票参加型
または記述型の小テストをおこないます。そして、授業で
取りあげた計６本の作品のうち、どれか１本を選んで鑑賞し
て、学期末レポートをまとめてもらいます。

e-Learningシステムを使っておこなう小テスト（授業
内容についての理解度を問う：評価割合40％）、学期
末レポート（評価割合60％）を総合して評価します。

2023年度は対面型で授業をおこなう予定ですが、
COVID-19をはじめとする感染症の流行などの事情で
WEB授業に移行する可能性もあります。その場合、
e-Learningシステムを利用してのWEB授業とします。

授業用（映画鑑賞用）の教材プリントや関連プリントを配布
します。

国際政治史：主権国家体系のあゆみ，小川浩之・板橋拓己・青野利
彦，有斐閣，2018
冷戦と経済繁栄，猪木武徳・高橋進，中央公論新社，2010
新世紀の世界と日本，下斗米伸夫・北岡伸一，中央公論新社，2010

前期

2-4

民俗学

★平松 典晃 2

民俗学は伝統的な慣習・行事などから日本人の生活文化を解明する学
問である。フィールドワークで収集した伝承をもとに歴史民俗学の立
場からの分析を試みる。本講義では民俗に関する儀礼を取り上げる。

民俗学の基礎的な知識と研究方法を身に着ける。民
俗調査をすることでコミュニケーション能力を養う。

年中行事は正月と盆を中心に一年の節々に催される
ハレの行事である。人生儀礼は一生のうち、誕生・
成人・婚姻・死などの節目において、その緊張する時
期を無事に通過させ、以後の安寧をはかるために行
う通過儀礼ともいう。また日本の民俗宗教の中核を
なすのが神社祭祀、祖先信仰、自然崇拝である。年
中行事と通過儀礼、民俗宗教の諸相から日本人の人
生観・宗教観・霊魂観を明らかにする。
レポート90％、授業コメントシート10％　民俗学の基礎的な
知識が身についたか、民俗事例の分析する力があるか、自
らが民俗調査を実施し報告することができるかを評価する
ためにレポートを実施する。

現地調査などで欠席する場合は事前に伝えること。

なし

『図説　日本民俗学』，福田アジオ他編，吉川弘文館，2009
『日本民俗学』，赤田光男他共著，弘文堂，1984
『新版　民俗調査ハンドブック』，宮田登他編，吉川弘文館，1987

前期

1-4

政治学（一）

竹中 浩 2

政治学概論

政治学の基本概念を身に着け、政治の制度や思想に
ついて基礎的な理解を得る。

この授業では、民主政治に関する諸問題を中心に、
政治学の基本的な概念や考え方について解説する。
政治にはさまざまなアクターが登場し、自らの利益や
目的価値を実現しようとして行動する。利益も目的価
値も人によって異なり、時とともに変化するから、政
治的な問題に唯一絶対の解決はなく、一旦なされた
解決も、時代とともにたえず見直しを迫られる。そう
した持続的な営みとしての政治の特質について学ぶ。
基本的に２回の課題レポートによって評価する（１回目
40％、２回目60％）。授業の最後に示す問題に対する回答に
よって出席を確認する。出席状況の良好な人については評
価の際に考慮する。

シラバスに示した箇所のテキストをよりよく理解するため
に、その内容に関する解説文をポータルサイトの「講義連
絡」にアップするという方法をとる。課題レポートを１回
でも提出しないと単位が取得できないので注意すること。

政治学（第２版），川出良枝・谷口将紀編，東京大学出版
会，2022
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後期

1-4

政治学（二）

竹中 浩 2

政治学概論

政治学の基本概念を身に着け、政治の制度や思想に
ついて基礎的な理解を得る。

この授業では、民主政治に関する諸問題を中心に、
政治学の基本的な概念や考え方について解説する。
政治にはさまざまなアクターが登場し、自らの利益や
目的価値を実現しようとして行動する。利益も目的価
値も人によって異なり、時とともに変化するから、政
治的な問題に唯一絶対の解決はなく、一旦なされた
解決も、時代とともにたえず見直しを迫られる。そう
した持続的な営みとしての政治の特質について学ぶ。
基本的に２回の課題レポートによって評価する（１回目
40％、２回目60％）。授業の最後に示す問題に対する回答に
よって出席を確認する。出席状況の良好な人については評
価の際に考慮する。

シラバスに示した箇所のテキストをよりよく理解するため
に、その内容に関する解説文をポータルサイトの「講義連
絡」にアップするという方法をとる。課題レポートを１回
でも提出しないと単位が取得できないので注意すること。

政治学（第２版），川出良枝・谷口将紀編，東京大学出版
会，2022

前期

1-4

法学（一）

床谷 文雄 2

人間が他者と交わり社会を形成し、さまざまな場所で生活
をする上で欠かすことができない法律（法規範）について
学ぶ
法律は国家によって強制されている規範であり、私
たちは数多くのさまざまな法律に関わりながら生活を
している。この多様な法律の世界を知り、社会におけ
る法の役割と重要性を理解すること。
私たちの社会生活のあらゆる場面において法律は存
在している。法律は、人間が社会生活を円滑に送る
ことができるようにするためのものであり、起こり
うる紛争を予防し、起こった紛争を解決するための
ルールである。この授業では、私たちの身近なところ
にある法律について学び、理解する力をつけるため
に、社会生活の法律、家庭生活の法律の基本につい
て学び考える時間とする。
対面授業の予定：授業の中で数回のレポート課題を課す（講
義に関連する問題への理解度と考察力を評価する）。出題・
解答はEラーニングのシステムによる。最終授業で到達度
確認を行う（法学用語、理論を正しく理解しているか確認）。

私たちは日々の暮らしの中で、どのような法律に関わってい
るのか、新聞、ネットニュースなどで紹介される法律や裁判
に関心を持ちながら、法学を学んでいこう。Eラーニングで
配信する資料を、その都度、閲覧しておくこと（まとめて読
んでも身につきません）。

法の世界へ第９版，池田真朗・犬伏由子他，有斐閣，2023

教科書の「参考文献」一覧表を参照

後期

1-4

法学（二）

床谷 文雄 2

人間が他者と交わり社会を形成し、さまざまな場所で生活
をする上で欠かすことができない法律（法規範）について
学ぶ
法律は国家によって強制されている規範であり、私
たちは数多くのさまざまな法律に関わりながら生活を
している。この多様な法律の世界を知り、社会におけ
る法の役割と重要性を理解すること。
私たちの社会生活のあらゆる場面において法律は存
在している。法律は、人間が社会生活を円滑に送る
ことができるようにするためのものであり、起こり
うる紛争を予防し、起こった紛争を解決するための
ルールである。この授業では、私たちの身近なところ
にある法律について学び、理解する力をつけるため
に、社会生活の法律、家庭生活の法律の基本につい
て学び考える時間とする。
対面授業の予定：授業の中で数回のレポート課題を課す
（講義に関する問題への理解度と考察力をみる）。出題・
解答はEラーニングによる。最終授業で到達度確認を行う
（法学用語、理論等の理解を確認）。

私たちは日々の暮らしの中で、どのような法律に関わってい
るのか、新聞、ネットニュースなどで紹介される法律や裁判
に関心を持ちながら、法学を学んでいこう。Eラーニングで
配信する資料を、その都度、閲覧しておくこと（まとめて読
んでも身につきません）。

法の世界へ第９版，池田真朗・犬伏由子他，有斐閣，2023

教科書の「参考文献」一覧表を参照

後期

1-4

法学（三）

床谷 文雄 2

人間が他者と交わり社会を形成し、さまざまな場所で生活を
する上で欠かすことができない法律（法規範）について学ぶ

法律は国家によって強制されている規範であり、私
たちは数多くのさまざまな法律に関わりながら生活を
している。この多様な法律の世界を知り、社会におけ
る法の役割と重要性を理解すること。
私たちの社会生活のあらゆる場面において法律は存
在している。法律は、人間が社会生活を円滑に送る
ことができるようにするためのものであり、起こり
うる紛争を予防し、起こった紛争を解決するための
ルールである。この授業では、私たちの身近なところ
にある法律について学び、理解する力をつけるため
に、社会生活の法律、家庭生活の法律の基本につい
て学び考える時間とする。
対面授業の予定：授業の中で数回レポート課題を課す（講
義に関する問題への理解度と考察力をみる）。出題・解答
はEラーニングによる。最終授業での到達度確認（法学用
語、理論等の理解を確認）。

私たちは日々の暮らしの中で、どのような法律に関わってい
るのか、新聞、ネットニュースなどで紹介される法律や裁判
に関心を持ちながら、法学を学んでいこう。Eラーニングで
配信する資料を、その都度、閲覧しておくこと（まとめて読
んでも身につきません）。

法の世界へ第９版，池田真朗・犬伏由子他，有斐閣，2023

教科書の「参考文献」一覧表を参照
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前期

1-4

日本国憲法（一）

床谷 文雄 2

現代社会における日本国憲法の意義

日本国憲法の成り立ちと法体系の基本法としての憲
法の役割を理解することができること。

日本国憲法についての基本的な知識を修得し、社会
における日本国憲法の役割を理解することができるよ
うに、具体的な事例を通して、基本的人権や国家の
作用、三権分立などの基本について解説する。

対面授業の予定：授業中に課すレポート課題（憲法に関連
する問題の考察）、最終授業時の学習到達度確認（憲法の条
文の理解、基本用語の知識、憲法に関する裁判の理解を問
う）を総合評価する。

日本国憲法の人権規定の適用が問題となっている裁判や、
国家の政治の在り方に関わる内閣（行政府）・国会（立法
府）・裁判所（司法府）に関する新聞記事・ネットニュース
など、気をつけてみるようにしよう。配信する判例資料等
も、その都度閲覧しておくこと。

いちばんやさしい憲法入門第６版，初宿正典ほか，有斐閣，
2020

目で見る憲法第５版，初宿正典ほか，有斐閣，2018

前期

1-4

日本国憲法（二）

床谷 文雄 2

現代社会における日本国憲法の意義

日本国憲法の成り立ちと法体系の基本法としての憲
法の役割を理解することができること。

日本国憲法についての基本的な知識を修得し、社会
における日本国憲法の役割を理解することができるよ
うに、具体的な事例を通して、基本的人権や国家の
作用、三権分立などの基本について解説する。

対面授業の予定：授業中に課すレポート課題（憲法に関連
する問題の考察）、最終授業時の学習到達度確認（憲法の条
文、基本的用語、憲法に関する裁判の理解を問う）を総合
して評価する。
日本国憲法の人権規定の適用が問題となっている裁判や、
国家の政治の在り方に関わる内閣（行政府）・国会（立法
府）・裁判所（司法府）に関する新聞記事・ネットニュース
など、気をつけてみるようにしよう。配信する判例資料等
も、その都度閲覧しておくこと。

いちばんやさしい憲法入門第６版，初宿正典ほか，有斐閣，
2020

目で見る憲法第５版，初宿正典ほか，有斐閣，2018

後期

1-4

日本国憲法（三）

床谷 文雄 2

現代社会における日本国憲法の意義

日本国憲法の成り立ちと法体系の基本法としての憲
法の役割を理解することができること。

日本国憲法についての基本的な知識を修得し、社会
における日本国憲法の役割を理解することができるよ
うに、具体的な事例を通して、基本的人権や国家の
作用、三権分立などの基本について解説する。

対面授業の予定：授業中に課すレポート課題（憲法に関連
する問題の考察）、最終授業時の学習到達度確認（憲法の条
文の理解、基本用語の知識、憲法に関する裁判の理解を問
う）の総合評価による。

日本国憲法の人権規定の適用が問題となっている裁判や、
国家の政治の在り方に関わる内閣（行政府）・国会（立法
府）・裁判所（司法府）に関する新聞記事・ネットニュース
など、気をつけてみるようにしよう。配信する判例資料等
も、その都度閲覧しておくこと。

いちばんやさしい憲法入門第６版，初宿正典ほか，有斐閣，
2020

目で見る憲法第５版，初宿正典ほか，有斐閣，2018

後期

1-4

日本国憲法（四）

床谷 文雄 2

現代社会における日本国憲法の意義

日本国憲法の成り立ちと法体系の基本法としての憲
法の役割を理解することができること。

日本国憲法についての基本的な知識を修得し、社会
における日本国憲法の役割を理解することができるよ
うに、具体的な事例を通して、基本的人権や国家の
作用、三権分立などの基本について解説する。

対面授業の予定：授業中に課すレポート課題（憲法に関連
する問題の考察）、最終授業時の学習到達度確認（憲法の条
文、基本的用語、憲法に関する裁判の理解を問う）を総合
評価する。

日本国憲法の人権規定の適用が問題となっている裁判や、
国家の政治の在り方に関わる内閣（行政府）・国会（立法
府）・裁判所（司法府）に関する新聞記事・ネットニュース
など、気をつけてみるようにしよう。配信する判例資料等
も、その都度閲覧しておくこと。

いちばんやさしい憲法入門第６版，初宿正典ほか，有斐閣，
2020

目で見る憲法第５版，初宿正典ほか，有斐閣，2018
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前期

1-4

地理学Ⅰ

★岡橋 秀典 2

地理学の方法および地理的事象にかかわる基本的
テーマを通じて、地理学全般について学習する。

地理学の歴史と基本的な考え方を習得した上で，現
代日本及び世界の地域システムについて学習する。
今日のグローバル化時代に不可欠な空間的視点を養
うことを目標とする。

最初に地理学の歴史と方法論、地理学の発展とその
考察の特徴を把握し、そのうえで、日本の地域の変
貌、地域システムの変化について、理論・実証両面
から考察する。高校の地理教科書を適宜参照し、地
理教育にも配慮した授業にしたい。

小テスト・課題30％（基本的な語句の理解等講義内容の理
解度を確認する）、定期試験70％（地理学を理解するための
基本的概念を正しく理解している、もしくは、基本的概念を
用いて適切に論じることができるかどうかを評価する）

授業の資料を毎回配布する。

なし

必要に応じて適宜指示する

後期

1-4

地理学Ⅱ

★辰己 勝 2

地理学の基本事項の習得と日本及び世界各地の地域
理解

１．自然地理学、人文地理学の基礎事項の把握と世界各地
の地域的特色を理解する。
２．中学と高校での地理の授業における教材研究、資料収
集、資料提示、学習指導案の作成等を習得する。

はじめに地理学の基礎である地図の種類や読図方法
を解説する。次いで地理学の二大分野である自然地
理学と人文地理学の概要を地域ごとの事例を用いて
解説する。内容は自然環境が中心となることが多い。
Web授業の場合は資料の提示と録画を配信する。
毎時の授業を通じて、実際の中学・高校での授業展
開での、資料収集、指導計画や学習指導案が作成で
きることを留意しながら授業を進めていく。
定期試験60％、授業時の課題等40％を基準に評価します。
地理学的事象や地域の基礎事項の理解について判断しま
す。Web授業時は、毎時の課題と最終レポート（各50％）
で評価します。

テキストとともに毎時地図帳を手元の置いて参考にし
てください。自分の得意とする分野や身近な地域で
の、学習指導案作成ための資料収集を行うこと。

図説　世界の自然環境，辰己　勝，古今書院，2013

図説　世界の地誌　改訂版，辰己　勝・辰己眞知子著，古今書院，2016
データブック　オブ・ザ・ワールド　2020，二宮書店，2020
新詳高等地図，帝国書院，2017

後期

1-4

地誌学Ⅰ

★角 克明 2

地誌学的な地域の見方・とらえ方を考える。

地誌学的な地域の見方・とらえ方を通して、地誌学的な考え方・も
のの見方の習得をめざす。
日本や世界の諸地域について、その地域的特色や地域の課題などを
多面的・多角的に考察し理解すること（分析方法や考え方を含む）。
※基本的には、授業内容の把握と理解を目標とする。

この講義では、地誌学の基礎を学ぶ。授業計画は以下のと
おり。地理学や地誌学の基礎を学習したうえで、事例とし
ていくつかの地域の地誌をとりあげる。教職課程において
は中学校や高等学校で教授するための「地理的な基礎」の
うちの「地誌」を学ぶ。なお、授業計画には未記載である
が、地形図の読図などの地理的技能に関する取り組みも実
践する予定で、最終的には、基礎的な知識だけではなく、
地誌的な考え方・ものの見方の習得をめざしたい。
最終回に実施する学修到達度確認（筆記による講義内容の理解度：テーマや到達目標にあげた
ことがらの理解とそれらを説明・表現できる力の有無）と授業進行にあわせて、学修内容を確認
する「授業後の質問」（例えば、第３回授業後に第３回授業の内容が理解できているかどうかを
確認するもので、これらの蓄積が最終回の学修到達度確認へむすびつくもの）の成果によって
総合評価する。※詳細は第１回目の講義時に説明する予定であるため、必ず出席してきくこと。

講義には単に出席しているだけではなく、講義内容の理解が求められる。なお、配付プリントは
やむを得ず欠席する場合、友人に依頼して確保してもらうか、コピーさせてもらうなど、必ず入
手すること。また、講義時の長時間退出や無断早退、大幅な遅刻、あらゆる不正行為には厳正
に対処する。シラバスをよく読み、担当教員からの連絡事項などはききもらすことのないように
十分注意し、不利益が生じないようにすること。なお、色鉛筆（色ペンやマーカーなど）を用意
し、必要に応じて授業資料や教科書の地図に着色したり加筆することで理解を深めてほしい。情
報通信機器の利用を推奨しているため、パソコンなどを教室に持参し活用することがのぞましい。

帝国書院編集部編：『新詳高等地図』、帝国書院、2022。ISBN�978-4807166435　※【注意】すでに『地図帳』（書名、
出版年次、出版社は問わない）を持っている場合はそれで代用してもよい。ただし、主題図などで異なる場合があ
り、多少の障害が発生することを承知されたい。不安な場合は第１回目の授業で担当者に相談してください。
必要に応じてプリントを配付。※【注意】プリントは基本的に次回以降の講義で再配付しないが、余分がある場合
に限って提供する。

参考書等は必要に応じて講義時に紹介・指示する。

前期

1-4

地誌学Ⅱ

★出田 和久 2

「日本と世界の諸地域の理解を深める」

日本の国土を正しく認識し、日本国民としての基礎的
資質と現代世界の地理的認識を養うとともに現代世
界の諸地域を、歴史的背景を踏まえて多面的･多角
的に考察し、地誌的理解を深める。
日本および世界の諸地域をいくつか取り上げ、歴史的背景
にも留意しながら地域の特徴・特質について解説し、大小
様々な地域が部分と全体とを構成し、重層的関係にあると
いう点を踏まえた地誌的理解を深める。その際、できるだ
け地域の特質解明に関わる事項についても説明することに
より、地域調査の方法の一端にふれ、フィールドワークなど
の基本的方法を理解できるようにする。また、地域調査の
ために必要な地図類、史料、統計資料、画像資料などの利
用や使用上の問題についても適宜解説を加える。

定期試験60％（地誌や地域の基本概念、講義内容の理解度を論述式と客観式
の両形式で問う）、小レポート（適切な問題意識をもち、文献を正確に読み、
地誌的に思考し論理的に展開できているかを評価する）20％、小テスト（理
解の確認）20％の予定である。比率は目安であり、若干の変更もありうる。

テキストの指定は行わず、適宜講義中に資料を配布
し、参考文献を紹介する。授業には主体的、積極的
に参加すること。

特に使用しない

日本（世界地誌シリーズ１），菊地俊夫編，朝倉書店，2011
インド�（世界地誌シリーズ５），友澤和夫編，朝倉書店，2013
EU�（世界地誌シリーズ３），加賀美�雅弘編，朝倉書店，2011
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前期

1-4

経済学

中坊 勇太 2

日本の経済と経済学の基礎を学ぶ

現実の日本経済・社会のしくみを理解するための経
済学の基礎的概念や考え方を理解すること。

本講義では、日常生活の中の身近な事例を題材にし
て、経済学の基礎的概念や考え方について解説す
る。具体的には、市場経済のしくみ、生産、雇用、貨
幣、政府や中央銀行の政策、海外との取引（貿易・
為替）について取りあげる。

授業内課題（提出状況と、全問に解答する等課題に取り組む
真摯な姿勢を評価）と、小テスト（基本的な語句の理解等講
義内容の理解度を確認）、学期末レポート（必要な情報を収集
し自説を展開できているかを評価）により総合的に評価する。

講義内容は各回連続している（１回完結ではない）の
で休みがちであるとついていけなくなる。

アクティブ・ラーニングで学ぶ�日本の経済，根岸毅宏　中
泉真樹�編著，東洋経済新報社，2021

適宜、紹介する。

前期

1-4

生物進化学（一）

岩崎 敬二 2

生物の分類と進化と絶滅

１）生物の多様性を生み出す進化に関する理論を理
解する。
２）生物の進化と絶滅に関する事実と仮説、俗説を
区別する。
地球上で繰り返されてきた生物の進化と絶滅に関し
て、数多くの仮説が提唱され、論争が繰り広げられ
てきました。進化のメカニズムは？　進化はゆっくり
と進むのか／短期間に爆発的に起こるのか？　生物
の絶滅は周期的に起るか？　恐竜絶滅の原因は？　
こういった仮説と論争を解説しながら、生物の分類
の方法と、過去に地球上で起こった進化や絶滅の原
因・メカニズムを学びます。

定期試験（100点満点）で成績評価を行います。評価の基
準は、１：重要な知識の修得度（30％）、２：その応用力
（30％）、３：論理的な意見の展開（40％）、の３つです。

講義をただ聞くだけでなく、マスコミなどで報道され
ている俗説を疑ってかかる、批判的な姿勢が必要で
す。

パンダの親指（上・下），S・J・グールド，早川文庫NF，1996
ダーウィン　種の起源：未来へ続く進化論，長谷川真理子，NHK出
版，2020
新説恐竜学，平山　康，カンゼン，2019

後期

1-4

生物進化学（二）

岩崎 敬二 2

生物の分類と進化と絶滅

１）生物の多様性を生み出す進化に関する理論を理
解する。
２）生物の進化と絶滅に関する事実と仮説、俗説を
区別する。
地球上で繰り返されてきた生物の進化と絶滅に関し
て、数多くの仮説が提唱され、論争が繰り広げられ
てきました。進化のメカニズムは？　進化はゆっくり
と進むのか／短期間に爆発的に起こるのか？　生物
の絶滅は周期的に起るか？　恐竜絶滅の原因は？　
こういった仮説と論争を解説しながら、生物の分類
の方法と、過去に地球上で起こった進化や絶滅の原
因・メカニズムを学びます。

定期試験（100点満点）で成績評価を行います。評価の基
準は、１：重要な知識の修得度（30％）、２：その応用力
（30％）、３：論理的な意見の展開（40％）、の３つです。

講義をただ聞くだけでなく、マスコミなどで報道され
ている俗説を疑ってかかる、批判的な姿勢が必要で
す。

パンダの親指（上・下），S・J・グールド，早川文庫NF，1996
ダーウィン　種の起源：未来へ続く進化論，長谷川真理子，NHK出
版，2020
新説恐竜学，平山　康，カンゼン，2019

前期

1-4

生態学（一）

岩崎 敬二 2

動物の生態学

１）動物の行動、学習、適応、生態に関する仮説を理解する。
２）動物個体群の密度の変動に関する仮説を理解する。
３）生物群集の中の、直接・間接的な相互作用の複雑さを理
解する。

動物の行動・生態と、それに関わる競争、共生、寄
生、食物連鎖などの様々な種内・種間関係の基本に
ついて学習します。
また、植物も含めた生物群集や生態系の成り立ちに
ついて理解を深めつつ、生物の個体群、生物群集、
生態系のより良い保全策について考えます。

定期試験（100点満点）を行います。評価の基準は、
１：重要な知識の修得度（30％）、２：その応用力
（30％）、３：論理的な意見の展開（40％）、の３つです。

多くの学生が知らない生物たちの生態を扱うこともあります
ので、日頃から、動物の分類に関する知識を増やしておいて
ください。新聞やテレビで報道される環境問題、特に自然破
壊や自然保護の問題について常に注目して、知識を増やす
ようにしておいてください。

生態学入門第２版，日本生態学会（編集），東京化学同人，
2017
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後期

1-4

生態学（二）

岩崎 敬二 2

人間の行動と生態

人間の食、住、衣、性をめぐる生態とその進化を理
解し、人間の行動の法則性を把握し、客観的・科学
的に人間の生態を理解できる視点を身につける。

人間の食、住、衣、性をめぐる生態と行動の進化
を、他のヒト科の動物（類人猿：ゴリラ、チンパン
ジー、ボノボ）と比較しつつ、主に行動生態学の視
点から解説します。初めの４回の授業では、ヒト科の
進化と類人猿の生態、行動、社会を概観し、５回目
以降は、人間の食、住、衣、性に関する生態や行動
の、他の動物との共通性や独自性を解説します。

定期試験（100点満点）で成績を評価します。評価の基
準は、１：重要な知識の修得度（30％）、２：その応用力
（30％）、３：論理的な意見の展開（40％）、の３つです。

講義をただ聞くだけでなく、積極的に自身や他者の生
態や行動を客観的に観察する意欲と姿勢が必要です。

マン・ウオッチング（上・下），デスモンド・モリス，小学館，1980
人間の性はなぜ奇妙に進化したのか，ジャレド・ダイアモンド，草思
社文庫，2013
大逆転！奇跡の人類史，「人類誕生」取材班，NHK出版，2018

後期

1-4

情報学

正司 哲朗 2

情報の基礎を通して、社会にどのように利活用され
ているのかを学ぶ。

情報理論の基礎、ハードウェア、ネットワークなどの
基礎知識を学び、これらの技術がどのように社会で
利活用されているのかを正しく理解することを目標と
している。

授業の前半では、情報技術の基本的な仕組みにつ
いて解説する。後半では、前半で説明した情報技術
が、現代社会にどのように活用されているのかを、
原理も含めて事例を紹介する。

成績評価は、各回で出題する小レポートで評価す
る。評価基準は、各回で説明した内容が正しく理解し
ているかどうかを判断する。配点は、小レポート課題

は第１回から第14回まで各５点、最終レポート課題は
30点とする。

Web教材

前期

1-4

人間学Ⅰ（一）

丸田 健 2

生活と文化の思想

生活文化（特に生きることにおける人と物との関わ
り）への関心を喚起し、物の具体性を手掛かりに人間
存在について考えることを目標とします。

日常生活から出発して人間を考えます。特に生活の
基本道具から見えてくる様々の連関を掘り下げてい
きます。哲学（生活文化論、風土論）、民俗学（ア
チックミューゼアム、渋沢敬三、宮本常一）、工藝論
（ウィリアム・モリス、民藝運動）等にも言及しつ
つ、物に映し出される人間の姿を捉える予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

屋根裏部屋の博物館，国立民族学博物館，淡交社，2013
工藝文化，柳宗悦，岩波書店，2003
民衆の芸術，ウィリアム・モリス，岩波書店，1953

後期

1-4

人間学Ⅰ（二）

丸田 健 2

生活と文化の思想

生活文化（特に生きることにおける人と物との関わ
り）への関心を喚起し、物の具体性を手掛かりに人間
存在について考えることを目標とします。

日常生活から出発して人間を考えます。特に生活の
基本道具から見えてくる様々の連関を掘り下げてい
きます。哲学（生活文化論、風土論）、民俗学（ア
チックミューゼアム、渋沢敬三、宮本常一）、工藝論
（ウィリアム・モリス、民藝運動）等にも言及しつ
つ、物に映し出される人間の姿を捉える予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度等）と、学習
到達度確認60％程度（基本概念の理解、等）とで、
総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

屋根裏部屋の博物館，国立民族学博物館，淡交社，2013
工藝文化，柳宗悦，岩波書店，2003
民衆の芸術，ウィリアム・モリス，岩波書店，1953
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前期

1-4

人間学Ⅱ（一）

丸田 健 2

「人と物」について論じる

物が人間に対して持つ様々な意味を、取り出し、考
えます。特に原型的な道具的な物の意味理解を通じ
て、世界や人間への関心を広げることを目標としま
す。

「ホモ・ファベル」という人間規定もありますが、人
間が自然から素材を得て、手で物を作り出す行為は
現在も続いています。そのような営為、またそれに
よって生み出される物が、人間にとって持つ意味は何
でしょうか。道具の機能性、記号性、身体性、美の
観点から、それを考えます。後半は、具体例を検討
する予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度、中間の学習到
達度確認、等）と、レポート60％程度（必要な情報を自
分の言葉でまとめられているか等）とで、総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

手仕事の日本，柳宗悦，岩波書店，1885
生きることの人間論，伊藤・丸田・島本・市川，ナカニシヤ
出版，2016

ものと人間の文化史　シリーズ，法政大学出版局

後期

1-4

人間学Ⅱ（二）

丸田 健 2

「人と物」について論じる

物が人間に対して持つ様々な意味を、取り出し、考
えます。特に原型的な道具的な物の意味理解を通じ
て、世界や人間への関心を広げることを目標としま
す。

「ホモ・ファベル」という人間規定もありますが、人
間が自然から素材を得て、手で物を作り出す行為は
現在も続いています。そのような営為、またそれに
よって生み出される物が、人間にとって持つ意味は何
でしょうか。道具の機能性、記号性、身体性、美の
観点から、それを考えます。後半は、具体例を検討
する予定です。

平常点40％程度（コメント記入の充実度、中間の学習到
達度確認、等）と、レポート60％程度（必要な情報を自
分の言葉でまとめられているか等）とで、総合評価する。

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べ
るなどした内容を補いながら、簡潔にまとめるように
してください。

手仕事の日本，柳宗悦，岩波書店，1885
生きることの人間論，伊藤・丸田・島本・市川，ナカニシヤ
出版，2016

ものと人間の文化史　シリーズ，法政大学出版局

前期

2-4

考古学Ⅰ

★狭川 真一 2

考古学の基本的な事項（方法論・調査法・遺跡・遺
構・遺物など）について概説する。

日本考古学は歴史学の一翼を担っているので、日本
史の流れの中で学ぶことを心がけて欲しい。時代の
変化を遺跡や遺構、遺物から学び、考える方法を取
得する。

考古学が扱う主要な対象物は遺跡、遺構、遺物であ
る。これらは正しく調査されてさえいれば、その土
地に確かに存在したものだ。資料を正確に研究する
ことで、事実に基づいた歴史構築が可能になる学問
である。授業ではその方法論、調査法を学んだうえ
で、各時代の考古学的な概要を解説する。

通常時：出席カードの空欄に毎回短いまとめを書き、最終回
に学習到達度確認で評価します。オンデマンド授業：各講
義後に簡単なレポート提出を求め、15回目の課題は評価点を
大きくします。

通常時：毎回レジメを配布するので自己で管理すること。オ
ンデマンド授業時：一定期間掲示しますので、確実に確認、
受講すること。レジメはWeb講義の画面をPDFにして毎
回提示する予定です。なお、講義の内容や順番を一部変更
する場合があります。

考古学研究入門，H・J・エガース，岩波書店，1981
考古学入門，鈴木公雄，東京大学出版会，1988
考古学の方法，藤本　強，東京大学出版会，2000

後期

2-4

考古学Ⅱ

★狭川 真一 2

古墳時代から鎌倉時代にかけて重要なテーマを抽出し、
詳述する。考古学的成果を日本の歴史の中に位置づける。

日本考古学は歴史学の一翼を担っているので、日本
史の流れの中で学ぶことを心がけて欲しい。時代の
変化を遺跡や遺構、遺物から学び考える方法を取得
する。

考古学がこれまで蓄積してきた成果は大きく、日本の
歴史研究に大きく寄与してきた。この授業では時代
を代表するテーマを選び出し、これまでの研究成果
を踏まえながら日本の歴史に中に考古学の成果を位
置付けながら概説する。

通常時：出席カードの空欄に毎回短いまとめを書き、最終回
に学習到達度確認で評価します。オンデマンド授業：各講
義後に簡単なレポート提出を求め、15回目の課題は評価点を
大きくします。

通常時：毎回レジメを配布するので自己で管理すること。オ
ンデマンド授業時：一定期間掲示しますので、確実に確認、
受講すること。レジメはWeb講義の画面をPDFにして毎
回提示する予定です。なお、講義の内容や順番を一部変更
する場合があります。

『日本考古学を学ぶ１～３』，大塚初重ほか編，有斐閣，1978
『日本歴史考古学を学ぶ上・中・下』，坂詰秀一ほか編，有
斐閣，1983
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前期

2-4

美術史Ⅰ

★山形 美有紀 2

西洋美術史概論（古代から15世紀までの通史）

古代から15世紀までの西洋美術史の流れを把握し、
美術史学の専門用語や基礎知識を習得します。作品
を丹念に観察し、その造形的特徴を自分の言葉で記
述する力を養成します。
古代から15世紀までの西洋美術史の通史を概説し、
主要な作家や作品を紹介します。その過程で、図像
学、受容史、様式展開、素材や技法、作品の宗教
的機能、工房や市場の実態、思想的・社会的背景な
ど、美術史研究の多様なアプローチに触れてもらい
ます。基本的にはテキスト『歴史編　西洋美術史』
に準拠しますが、一部の授業ではオリジナル教材を
使用します。
･平常点（出席状況＋授業態度＋不定期のコメントペーパー：約40％）、中間試験（第８回を目処に実施：約
30％）、期末試験（第16回に実施：約30％）に基づいて評価します。
・平常点：毎回、受講生の出欠を確認します。発表や討論の課題はありませんが、講義を傾聴する姿勢は高く
評価します。作品の造形分析など、授業時間内にコメントペーパーを書いてもらう場合があります。
・中間試験と期末試験：中間試験は学期前半、期末試験は学期後半の講義内容から出題します。主に専門用語
の確認（一問一答形式または穴埋め形式）を想定していますが、簡単な論述問題を出す可能性があります。

受講生の人数や習熟度に応じて、授業の進捗、成績
評価の点数配分、試験の時期や内容が、若干変動す
る可能性があります。

美術出版ライブラリー　歴史編　西洋美術史，秋山聰・田
中正之監修，美術出版社，2021

世界美術大全集�西洋編　全29巻，小学館，1997
西洋美術の歴史　全８巻，小佐野重利・小池寿子・三浦篤編集，中央公論新社，2016-2017
西洋美術解読事典　絵画・彫刻における主題と象徴，ジェイムズ・ホール著；高階秀爾監
修，河出書房新社，2021

後期

2-4

美術史Ⅱ

★山形 美有紀 2

西洋美術史概論（15世紀から19世紀までの通史）

15世紀から19世紀までの西洋美術史の流れを把握
し、美術史学の専門用語や基礎知識を習得します。
作品を丹念に観察し、その造形的特徴を自分の言葉
で記述する力を養成します。
15世紀から19世紀までの西洋美術史の通史を概説
し、主要な作家や作品を紹介します。その過程で、
図像学、受容史、様式展開、素材や技法、作品の宗
教的機能、工房や市場の実態、思想的・社会的背
景など、美術史研究の多様なアプローチに触れても
らいます。基本的にはテキスト『歴史編　西洋美術
史』に準拠しますが、一部の授業ではオリジナル教
材を使用します。
･平常点（出席状況＋授業態度＋不定期のコメントペーパー：約40％）、中間試験（第８回を目処に実施：約
30％）、期末試験（第16回に実施：約30％）に基づいて評価します。
･平常点：毎回、受講生の出欠を確認します。発表や討論の課題はありませんが、講義を傾聴する姿勢は高く
評価します。作品の造形分析など、授業時間内にコメントペーパーを書いてもらう場合があります。
･中間試験と期末試験：中間試験は学期前半、期末試験は学期後半の講義内容から出題します。主に専門用語
の確認（一問一答形式または穴埋め形式）を想定していますが、簡単な論述問題を出す可能性があります。

受講生の人数や習熟度に応じて、授業の進捗、成績
評価の点数配分、試験の時期や内容が、若干変動す
る可能性があります。

美術出版ライブラリー　歴史編　西洋美術史，秋山聰・田
中正之監修，美術出版社，2021

世界美術大全集�西洋編　全29巻，小学館，1997
西洋美術の歴史　全８巻，小佐野重利・小池寿子・三浦篤編集，中央公論新社，2016-2017
西洋美術解読事典　絵画・彫刻における主題と象徴，ジェイムズ・ホール著；高階秀爾監
修，河出書房新社，2021

後期

1-4

差別・人権問題論

★藤井 幸之助 2

近代以降続く日本の植民地主義からどう脱却する
か？

ヘイトスピーチからヘイトクライムへと深刻化する
中、誰もが暮らしやすい社会にするためには何が必
要か考える力をつける。自分が得た情報を鵜呑みに
しないで、検証する姿勢を身につける。
朝鮮と日本の間には長い友好親善の歴史があった。ところ
が、近現代に入り、その関係を損なうできごとがあった。
35�年にわたる朝鮮植民地支配である。また、今年は関東
大震災朝鮮人・中国人虐殺から100年。これらに対する正
確な知識・理解の欠如が、現代日本に生きる私たちにど
んな影響を及ぼして�いるかを検討する。そして、テーマ
にあげた日本の植民地主義からどう脱却するか？に対し
て、大学生のみなさんとともにできることは何かを探る。
平常点20％　授業への積極的な参加を評価する。
中間レポート40％　朝日関係をどのように理解しているか。
学期末レポート40％　講義内容に関連し、テーマを設定し、
いかに自分に引き付けて論じられているか。

深く考え、意見を突き合わせるタイプの授業なので、講義に
は原則休まず出席して、集中して聴くことが一番大事である。
※情勢が刻々と変化しているので、それに応じて内容も変化
することがあることをあらかじめお断りしておく。ゲスト講師
も招く。

なし

「日韓」のモヤモヤと大学生のわたし，加藤圭木・一橋大学社会学部加藤圭
木ゼミナール編，大月書店，2021
レイシズムとは何か，梁英聖，筑摩書房，2020
拉致被害者たちを見殺しにした安倍晋三と冷血な面々，蓮池透，講談社，2015

前期

1-4

奈良文化論

★笠置 慎一 2

奈良の文化と伝統芸能

奈良の文化における伝統芸能を知り、その理解者と
なり、積極的に保存継承しようとする姿勢を身に付け
る。

古来より奈良に受け継がれてきた芸能、特に神事芸
能としての雅楽を中心に、奈良県各地で受け継がれ
る様式、しきたりを紐解きながら、伝統芸能の理解
者、芸術文化の保全継承の意識を芽生えさせる。
国指定重要無形民俗文化財「春日若宮おん祭の神事
芸能」を例に、芸能の歴史と伝統を考える。

毎回の授業で示した課題や探究のレポートの提出及び内容
で評価する。
内容では、資料収集、分析、考察、持論等が適切に展開で
きているか（課題に真摯に取り組む姿勢など）を重視する。

テキストは使用しないが、授業レジュメ及び資料を提示
する。Web上の必見サイトや探究サイトを随時紹介する。
奈良の伝統行事に積極的に参加する姿勢をもつことが望
ましい。

特になし

雅楽の奈良を歩く，笠置慎一共著，株式会社�包，2014
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前期

2-4

国際関係論（二）

★有江 ディアナ 2

私たちが生きる今の国際社会は、多くの問題を抱えている。
これらの国際問題を法的な観点から捉え、その構造を理解
した上で、自分なりの意見を持つことが大事である。
（１）国際問題について積極的に関心と学ぶ姿勢を持
つようになること。　（２）国際社会で起こっている
現象に対し、得た「国際法」の知識を用いながら、自
分の意見を論理的に述べられるようになること。

国際法は、国際関係を規律する法であり、安全保
障、人権保障、環境保全、貿易や投資等、様々な問
題を規律の対象としている。
本授業では、国際法を初めて学ぶ者を対象に、国際
法の仕組みや内容の全体像・概要を理解すること、
特に国際法の基本的な事項について理解することを
目的としている。

授業毎にWeb上の小テスト（70％）と第15回目に実施する学習到達度確認のた
めの試験（30％）
Web上の小テスト：基本的な語句の理解等を確認する。
学習到達度確認のための試験：講義内容の理解度を確認するために、選択形式
及び論述形式で問う。
詳細については、第１回目のオリエンテーションにて説明を行う。

特定の教科書、テキストの購入は求めないが、授業
内容の理解を深めるための参考文献等については、
授業レジュメの文末に紹介する。

なし

なし

前期

2-4

国際関係論（三）

★田渕 有美 2

米国の外交政策

米国の外交政策から国際関係を理解する視点を得る。

本講義は、建国期から現在に至るアメリカ合衆国の
歴史を主に外交という観点から考察する、講義形式
の授業である。

学期内に実施する小課題（回数・形式未定）40％と、学期
末レポート60％。前者は講義内容の基本的理解、後者は
それに加え論理的な思考力と文章力を総合的に問うもの。

世界史の基本的な知識を持っていることが望ましい。
日ごろから米国の政治に関するニュースや新聞に目を
通しておくようにしてください。

なし

なし

後期

2-4

国際関係論（四）

★田渕 有美 2

途上国と米国の政治問題と国際関係

・途上国の抱える様々な問題について、理解できるよ
うになる。
・米国の抱える様々な課題について、理解できるよう
になる。

・民族や人種、アイデンティティ、格差といった「多
様性」と結びつく政治現象について整理すること
で、国際関係を考察する入門的な講義形式の授業で
ある。前半部では途上国が抱える問題について考察
する。後半部では先進国（米国）が抱える課題につ
いて考察する。

学期内に数回実施する小課題30％（回数・形式未定）と、
学期末レポート70％。前者は講義内容の基本的理解、後者
はそれに加え論理的な思考力・文章力を総合的に問うもの。

世界史の基本的な知識を持っていることが望ましい。
日ごろから国際政治に関するニュースや新聞に目を通
しておくようにしてください。

なし

なし

後期

2-4

国際関係論（五）

★有江 ディアナ 2

世界で繰り広げられる不寛容の影響を最も受けやすい子ど
もに焦点を当て、人権の観点から国際問題を捉えることで新
たな視点を得る。
（１）国際問題について積極的に関心と学ぶ姿勢を持
つようになること。　（２）国際社会で起こっている
現象に対し、「人権」という視点を忘れずに自分の意
見を論理的に述べられるようになること。
本授業は、子どもの権利についての基礎知識を獲得し、国際問題
における子どもたちの状況や子どもたちが直面している課題に対
する自らの考えを述べられるようになることを目的とする。人権の
歴史において新たに国際条約として形成された「子どもの権利条
約」を中心に、子どもの権利の内容を確認しながら、日本、そし
て国際社会における子どもの人権状況について理解を深めていく。
特定の教科書、テキストの購入は求めないが、授業内容の理解を
深めるための参考文献等については、授業レジュメの文末に紹介
する。
授業毎にWeb上の小テスト（70％）と第15回目に実施する学習到達度確認のた
めの試験（30％）
Web上の小テスト：基本的な語句の理解等を確認する。
学習到達度確認のための試験：講義内容の理解度を確認するために、選択形式
及び論述形式で問う。
詳細については、第１回目のオリエンテーションにて説明を行う。

特定の教科書、テキストの購入は求めないが、授業
内容の理解を深めるための参考文献等については、
授業レジュメの文末に紹介する。

なし

なし
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前期

1-4

現代社会と法（一）

床谷 文雄 2

現代社会における「家族と法」について学び考える

生まれてきた家族、育つ家族、これから作る家族な
ど、現代の家族のさまざまな段階・場面において、
法律がどのように関わっているか、自分自身で考え、
調べ、考えることができること

現代社会における「家族と法」の関わりについて、
基本となる民法の親族法・相続法を中心としつつ、
関連する諸法について講述する。夫婦の形成（婚
姻）と解消（離婚）、事実婚、法律上の親子関係の形
成と効力、親権、後見、そして人の死亡による財産
の承継に関する相続法の基本について学ぶ。

対面授業の予定：授業の中で数回課すレポート課題（家族
法に関連する問題の知識と考察する力）、最終授業時の学習
到達度確認（基本用語・理論・判例の理解を問う）を総合
して評価する。

最近、家族に関する法律の在り方を問い直す裁判が
相次いで現れている。新聞記事などでそうした情報
に対して関心を持ち、細かくチェックしておくこと。

新プリメール民法５第３版（予定），床谷文雄ほか，法律文
化社，2023

18歳から考える家族と法，二宮周平，法律文化社，2018

後期

1-4

現代社会と法（二）

床谷 文雄 2

現代社会における「家族と法」について学び考える

生まれてきた家族、育つ家族、これから作る家族な
ど、現代の家族のさまざまな段階・場面において、
法律がどのように関わっているか、自分自身で考え、
調べ、考えることができること

現代社会における「家族と法」の関わりについて、
基本となる民法の親族法・相続法を中心としつつ、
関連する諸法について講述する。夫婦の形成（婚
姻）と解消（離婚）、事実婚、法律上の親子関係の形
成と効力、親権、後見、そして人の死亡による財産
の承継に関する相続法の基本について学ぶ。

対面授業の予定：Eラーニングにより出題するレポー
ト課題（家族法の問題についての知識・考察の力）、
最終授業時の学習到達度確認（基本用語・理論・判
例の理解を問う）を総合して評価する。

最近、家族に関する法律の在り方を問い直す裁判が
相次いで現れている。新聞記事などでそうした情報
に対して関心を持ち、細かくチェックしておくこと。

新プリメール民法５第３版（予定），床谷文雄ほか，法律文
化社，2023予定

18歳から考える家族と法，二宮周平，法律文化社，2018

前期

1-4

現代社会と法（三）

床谷 文雄 2

現代社会における「家族と法」について学び考える

生まれてきた家族、育つ家族、これから作る家族な
ど、現代の家族のさまざまな段階・場面において、
法律がどのように関わっているか、自分自身で考え、
調べ、考えることができること

現代社会における「家族と法」の関わりについて、
基本となる民法の親族法・相続法を中心としつつ、
関連する諸法について講述する。夫婦の形成（婚
姻）と解消（離婚）、事実婚、法律上の親子関係の形
成と効力、親権、後見、そして人の死亡による財産
の承継に関する相続法の基本について学ぶ。

対面授業の予定：e-learningで課すレポート課題（家族法
に関連する問題の考察）、最終授業時の学習到達度確認（基
本用語・理論・判例の理解を問う）を総合して評価する。

最近、家族に関する法律の在り方を問い直す裁判が
相次いで現れている。新聞記事などでそうした情報
に対して関心を持ち、細かくチェックしておくこと。

新プリメール民法５第３版（予定），床谷文雄ほか，法律文
化社，2023予定

18歳から考える家族と法，二宮周平，法律文化社，2018

前期

1-4

自然の保護（一）

岩崎 敬二 2

自然の保護と法律：日本の現状と問題点

生物と自然を保護することの意義を把握し、日本の自
然保護に関する法律の現状、問題点と政治・行政・
司法との関わりを理解する。

貴重な自然や絶滅の危機に瀕している生物たちは、
私達の身近なところにも数多く存在しており、法律に
よって保護されています。しかし、その規制はまだま
だ甘く、自然保護に充分に役立っていない法律も散
見されます。この講義では、日本の自然保護に関する
法律をわかりやすく解説しつつ、その問題点を指摘
し、将来の日本の法的自然保護の在り方を考えます。

定期試験（100点満点）で成績を評価します。評価の基
準は、１：重要な知識の修得度（30％）、２：その応用力
（30％）、３：論理的な意見の展開（40％）、の３つです。

講義をただ聞くだけでなく、新聞やテレビの報道など
から、最新の環境問題を知ろうとする積極的な姿勢
が必要です。

いきもの六法：日本の自然を楽しみ、守るための法律，中島慶二・益子知樹，山
と渓谷社，2022
改訂　生態学からみた野生生物の保護と法律，（財団法人）日本自然保護協会
（編），講談社サイエンティフィック，2010
ここが違う、ドイツの環境政策，今泉みね子，白水社，2003
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後期

1-4

自然の保護（二）

岩崎 敬二 2

自然の保護と法律：日本の現状と問題点

生物と自然を保護することの意義を把握し、日本の自
然保護に関する法律の現状、問題点と政治・行政・
司法との関わりを理解する。

貴重な自然や絶滅の危機に瀕している生物たちは、
私達の身近なところにも数多く存在しており、法律に
よって保護されています。しかし、その規制はまだま
だ甘く、自然保護に充分に役立っていない法律も散
見されます。この講義では、日本の自然保護に関する
法律をわかりやすく解説しつつ、その問題点を指摘
し、将来の日本の法的な自然保護の在り方を考えま
す。

定期試験（100点満点）で成績評価を行います。評価の基
準は、１：重要な知識の修得度（30％）、２：その応用力
（30％）、３：論理的な意見の展開（40％）、の３つです。

講義をただ聞くだけでなく、新聞やテレビの報道など
から、最新の環境問題を知ろうとする積極的な姿勢
が必要です。

いきもの六法　いきもの六法：日本の自然を楽しみ、守るための法律，中島慶
二・益子知樹，山と渓谷社，2022
生態学からみた野生生物の保護と法律，（財団法人）日本自然保護協会（編），
講談社サイエンティフィック，2010
検証しながら学ぶ環境法入門（全改訂版），山村恒年，昭和堂，2003

前期

1-4

環境科学Ⅰ（一）

岩崎 敬二 2

大和川水系と木津川の生物・環境調査

身近な川に棲む生物たちの多様性と水質、自然環境
との関係を理解し、河川の自然環境のより良い保全
策を考えられるようになる。

奈良大学の周辺を流れる秋篠川・佐保川・木津川
で、４人１グループの班を作って、野外での水生生物
の採集と環境調査をグループワークで行ない、自然
環境と水質の現状を把握し、その保全・復元策を考
えます。なお、３時間目と４時間目を連続して行ない
ますので、必ず、同じ曜日の４時間目に開講される環
境科学Ⅱ（一）も同時に登録・履修してください。

レポート（50％：調査方法と調査結果が適切に図表にまとめられているか、その結果が論理的に考
察されているか、大和川水系の水質保全策が適切にまとめられているか、の３点について評価しま
す）と演習態度（50％：講義・野外調査・グループワークへの積極性、調査方法と調査結果のま
とめ方の理解の程度、調査用具の適切な取り扱い、の３点を評価します）によって評価します。
班活動を行うため、頻繁な欠席は他のメンバーの負担を増やします。よって、３回以上の欠席は不
合格とします。

１）第１回目の授業で班編成を行ないますので、必ず出席す
ること。
２）同じ曜日の４時間目に開講される環境科学Ⅱ（一）と連
続して行いますので、それも必ず同時に登録・履修してくだ
さい。

滋賀の水生昆虫，滋賀の理科教材研究委員会，滋賀の理科
教材研究委員会，2016

後期

1-4

環境科学Ⅰ（二）

岩崎 敬二 2

大和川水系と木津川の生物・環境調査

身近な川に棲む生物たちの多様性と水質、自然環境
との関係を理解する。

奈良大学の周辺を流れる秋篠川・佐保川・木津川
で、４人１グループの班を作り、野外で水生生物の採
集と環境調査をグループワークで行ない、自然環境
と水質の現状を把握し、その保全・復元策を考えま
す。
なお、３時間目と４時間目を連続して行ないますの
で、必ず、同じ曜日の４時間目に開講される環境科学
Ⅱ（二）も同時に登録・履修してください。
レポート（50％：調査方法と調査結果が適切に図表にまとめられているか、その結果が論理的に考
察されているか、大和川水系の水質保全策が適切にまとめられているか、の３点について評価しま
す）と演習態度（50％：講義・野外調査・グループワークへの積極性、調査方法と調査結果のま
とめ方の理解の程度、調査用具の適切な取り扱い、の３点を評価します）によって評価します。
班活動を行うため、頻繁な欠席は他のメンバーの負担を増やします。よって、３回以上の欠席は不
合格とします。

１）第１回目の授業で班編成を行ないますので、必ず出席する
こと。無断で欠席すれば、履修取り消しをしていただきます。
２）同じ曜日の３時間目に開講される環境科学Ⅱ（二）と連続
して行いますので、それも必ず同時に登録・履修してください。

滋賀の水生昆虫，滋賀の理科教材研究委員会，滋賀の理科
教材研究委員会，2016

前期

1-4

環境科学Ⅱ（一）

岩崎 敬二 2

大和川水系と木津川の生物・環境調査

身近な川に棲む生物たちの多様性と水質、自然環境
との関係を理解し、河川の自然環境のより良い保全
策について考えられるようになる。

奈良大学の周辺を流れる秋篠川・佐保川・木津川
で、４人１グループの班を作り、野外で水生生物の採
集と環境調査をグループワークで行ない、自然環境
と水質の現状を把握し、その保全・復元策を考えま
す。なお、３時間目と４時間目を連続して行ないます
ので、必ず、同じ曜日の３時間目に開講される環境科
学Ⅰ（一）も同時に登録・履修してください。

レポート（50％：調査方法と調査結果が適切に図表にまとめられているか、その結果が論理的に考察されている
か、大和川水系の水質保全策が適切にまとめられているか、の３点について評価します）と演習態度（50％：講
義・野外調査・グループワークへの積極性、調査方法と調査結果のまとめ方の理解の程度、調査用具の適切な取
り扱い、の３点を評価します）によって評価します。
班活動を行うため、頻繁な欠席は他のメンバーの負担を増やします。よって、３回以上の欠席は不合格とします。

１）第１回目の授業で班編成を行ないますので、必ず出席する
こと。無断で欠席した場合、履修の取り消しをしてもらいます。
２）同じ曜日の３時間目に開講される環境科学Ⅰ（一）と連続
して行いますので、それも必ず同時に登録・履修してください。

滋賀の水生昆虫，滋賀の理科教材研究委員会，滋賀の理科
教材研究委員会，2016
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後期

1-4

環境科学Ⅱ（二）

岩崎 敬二 2

大和川水系と木津川の生物・環境調査

身近な川に棲む生物たちの多様性と水質、自然環境
との関係を理解し、河川環境のより良い保全策につ
いて考えられるようになる。

奈良大学の周辺を流れる秋篠川・佐保川・木津川
で、４人１グループの班を作り、野外で水生生物の採
集と環境調査をグループワークで行ない、自然環境
と水質の現状を把握し、その保全・復元策を考えま
す。なお、３時間目と４時間目を連続して行ないます
ので、必ず、同じ曜日の３時間目に開講される環境科
学Ⅰ（二）も同時に登録・履修してください。

レポート（50％：調査方法と調査結果が適切に図表にまとめられているか、その結果が論理的に考察されている
か、大和川水系の水質保全策が適切にまとめられているか、の３点について評価します）と演習態度（50％：講
義・野外調査・グループワークへの積極性、調査方法と調査結果のまとめ方の理解の程度、調査用具の適切な取
り扱い、の３点を評価します）によって評価します。
班活動を行うため、頻繁な欠席は他のメンバーの負担を増やします。よって、３回以上の欠席は不合格とします。

１）第１回目の授業で班編成を行ないますので、必ず出席するこ
と。無断で欠席した場合、履修の取り消しをしてもらいます。
２）同じ曜日の３時間目に開講される環境科学Ⅰ（二）と連続して
行いますので、それも必ず同時に登録・履修してください。

滋賀の水生昆虫，滋賀の理科教材研究委員会，滋賀の理科
教材研究委員会，2016

前期

2-4

言語学

岸江 信介 2

国語学の基礎を学ぶ。

国語学の成果に基づいて、日本語に関する基本的な
知識を理解し習得する。

国語学入門の授業である。ひろく音声・音韻、アクセ
ント、文法、語彙などの視点から国語学に関連した専
門用語・術語をはじめ、具体的な事例を通して国語
学の知見を概説的に学ぶ。

平常点50点（講義中の質問、授業に対する積極的な態度、
コメントシートを重視）、学習到達度確認50％（到達度確認
テスト、レポートの内容、国語学で使用する術語・専門用語
を正しく理解しているかなど）とする。

授業での配付資料のほか、Google�Classroom上で
資料の閲覧ができるようにするのでその都度、チェッ
クして頂きたい。

基礎日本語学，衣畑智秀編，ひつじ書房，2019

日本語アクセント入門，松森晶子ほか，三省堂，2012

前期

1-4

経営学

倉 光巖 2

経営学の主要な学問分野である「経営管理論」や「経
営戦略論」そして「会計学」をもとに経営学を学ぶ。

経営学のベースとなるテーマを学んで経営の実際や
企業行動を理解する。

半導体製造装置・液晶製造装置・印刷製版機器メー
カーにおいて「ものつくり」に30年、「調達業務統括」
に10年、物流企業の経営者として４年携わってきた
キャリアを生かして、経営学の基本的な考え方を経営
現場と理論の両面から講義します。企業を取り巻く外
部環境の変化が、経営戦略および組織改革などの企業
行動、とくに経営の資源であるヒト・モノ・カネ・情
報・時間の使い方にどのようにつなげるかを考える。
①毎授業時に講義した基本事項の理解度や受講者の気づき等
について提出されたコメントを評価。
②授業への参加度合：出席は全講義の２／３以上の出席が必要
①＋②の合計で総合評価を行う。

（予習）自作レジュメを各講義前に教務掲示へ掲載するの
で一読して授業に出席すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

自作レジュメをポータルサイトに掲示

前期

3-4

メディア学

木田 隆文 2

〈漫画〉の表象と歴史性

（１）漫画の持つ歴史・文化資料としての可能性を考
えることができる
（２）文化研究の基礎的な方法を学ぶことができる
（３）戦後日本の生活史を理解することができる
本講義は「サザエさん」を例に、漫画を素材とした
歴史表象のあり方を考察しようとするものである。
具体的には毎時「サザエさん」の中に現れる歴史的
事象（特に生活史）を１つとりあげ、まずはそれらの
解説を行い、次いでそれらがどのような表現のされ
方を取るのかを考察する。こうした事例研究を積み
重ねることで、漫画を歴史資料としてとらえなおす視
点や手法、問題点を確認してゆきたい。
平常点（20％）、小課題（20％）、期末試験（60％）の総合
評価。
平常は毎時の授業参加度を、小課題・期末試験は講義内容
の理解度と、独自の解釈の有無を評価基準とする。

この講義は歴史的な予備知識と表現の読解を要求する。
予習と考察課題への取り組みが求められるので、漫画を
楽しみたいだけの人には向いていないので注意すること。
遠隔講義となった場合、Googleクラスルームを利用する。

プリントで配布

戦後日本の大衆文化，鵜飼正樹・他編，昭和堂，2000
昭和・平成家庭史年表，下川耿史，河出書房新社，2001
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後期

2-4

人と防災（一）

★高田 将志 2

人類が経験し、乗り越えてきた自然災害について概
観する。

自然災害に関わる基本的知識を理解し、関連する情
報・知識を論理的に分析・表現するとともに、授業
履修後も自律・自立して学習できるバックグラウンド
を身に着ける。

主に自然地理学の視点から、自然災害と関わる基礎
的内容について講義する。授業では、中学校「社
会」、高等学校「地理歴史」の教員を目指す学生に
とって必須の内容を中心に据えながら、歴史的な視
点も含めつつ、自然災害の発生要因・発生メカニズ
ムと防災対策などについて紹介する。

毎回授業のコメントシートの内容（授業内容の要約と
質問）を平常点70％、期末レポートを30％（文献・資
料等の適切な引用を重視）として評価する。

地図帳（一般向け地図帳，高校地図帳など；種類は
問わない）を毎回持参すること．

担当者よりプリントを配布

写真と図でみる地形学　増補新装版，貝塚爽平ほか，東京大学出版会，2019
建設技術者のための地形図読図入門　〈第1巻〉読図の基礎，鈴木隆介，古今書
院，1997
日本歴史災害事典，北原糸子ほか編，吉川弘文館，2012

前期

2-4

人と防災（二）

武田 一郎 2

自然災害のメカニズムと地域性および人間社会との
関係

自然現象（災害）のメカニズムおよび自分が住む場
所・居る場所で起こりうる自然災害と対処方法を知
る。自然災害が人間社会に及ぼした影響と、自然災
害は人間側にも問題があることを認識する。
自然災害はこれまで何度となく繰り返されてきた自然の
営みの結果であり、残念ながらこれからも頻繁に発生
する。この授業では、「自然災害が自然現象の結果であ
る」との立場から、自然災害のメカニズムと地域性を概
説する。また、自然災害に対する人間の対応とその結果
としての人間社会の変化の例を取り上げる。さらに、自
然災害や環境問題は受け手である人間側の問題でもある
ことや、「自然の恵み」の側面もあることを説明する。
評価方法：平常点（小テスト等など：50点）と定期試験（50
点）で評価する。
評価基準：小テストおよび定期試験で授業内容を正しく理
解しているかチェックする。

毎回、必ず地図帳（テキスト＝詳解現代地図）を持
参すること。

詳解現代地図　最新版，二宮書店編集部，二宮書店，2023

自然環境の生い立ち，田淵　洋，朝倉書店，2012
科学の目で見る日本列島の地震・津波・噴火の歴史，山賀　進，ベ
レ出版，2016
地すべり山くずれの実際，高谷精二，鹿島出版会，2017

前期

2-4

世界の人口問題

酒井 高正 2

世界の人口問題と地域情報

日本を含む世界の人口問題に関する諸知識を学ぶと
ともに、地域に関するさまざまな情報の扱い方を理
解する。

まず、人口地理学の基礎的な枠組みを紹介すること
を通じて、地域に関するさまざまな情報の入手や基
本的な分析の方法を学ぶ。さらに、地球の環境問題
の根底にあるといわれる世界の人口爆発の問題や日
本をはじめとする諸地域の人口問題を、人口地理学
の立場から学ぶ。

平常点100％（受講態度の適切性、提出課題類の内容
の適切性と充実度、復習問題（小テスト）の解答内
容などで評価する。）

人口データや関連情報の取扱いにパソコンを積極的に活用
するため電算実習室を利用する。履修者数が実習室定員を
超過する場合は一般教室を利用するが、その場合はノート
パソコンの持参を強く推奨する。【地理学科Ｂ群「人口地理
学」と合同】

必要に応じてe-Learningのデジタル教材または紙のハンド
アウトを配布する。

授業時に案内する。

後期

3-4

比較文化論

★山本 登朗 2

菅原道真の漢詩を読みながら、さまざまな問題を考
える。

菅原道真の漢詩を正しく読み、中国文学と日本文化
の関係を正しく理解する。

菅原道真の漢詩を読み、その人物像を考えるととも
に、中国文学から受けた影響と、そこから作り上げら
れた日本文学独自の世界について考える。
漢詩はむつかしいというイメージがあるが、わかりや
すく読んでゆくので、ぜひ挑戦してほしい。

毎回の授業時の小レポート（合計50パーセント）、および第
15回での総括レポート（50パーセント）。
授業内容を理解し、菅原道真の漢詩について正しい理解に
達しているかどうかを基準とする。

毎回の小レポートを評価に用いるので、必ず提出する
よう注意してほしい。

詩人・菅原道真　うつしの美学，大岡　信，岩波現代文庫，2008
菅原道真，滝川幸司，中公新書，2019
日本漢詩人選集1　菅原道真，小島憲之・山本登朗，研文出版，1998
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前期

1-4

数学

★久米 健次 2

数学的な考え方（量的関係、論理的関係、データの
読解）を自分のものにする。

数学的思考力を高め、生活の中で出会う、数理的あ
るいは論理的な事柄によりよく対応できるようになる
こと。

数学の各テーマについて「具体的な問題」に取り組
み、あれこれと考える中で、数学的な「考え方」を
身につける。数値や数式を計算し、図やグラフを描く
など、手と頭を使うことで納得できるまで考える習慣
を身につける。

各授業での演習問題の提出状況や第15回目の理解度
確認などを総合して評価する。

疑問やわからないことは、各授業の演習問題の「自由
記述欄」に気軽に自由に書いてください。

IT時代の数学　ミニマムコア，戸川隼人，サイエンス社，
2001

後期

1-4

化学

★吉村 倫一 2

身の回りのものや現象を化学の視点でわかりやすく解
説する。

化学の基礎を学ぶとともに、衣食住をはじめ私たちの生活に
密接に関係のあるいろいろな分野で活躍するさまざまな物質
や現象について学び、それらの化学的役割を理解する。、ま
た、化学的なものの考え方を理解し、考える力を身につける。

私たちは日々いろいろなものに囲まれて生活してい
るが、その多くは化学が関わっている。身の回りにあ
るものや現象をトピックス的に取り上げ、化学と生活
との関わりについて解説する。環境・生活関連（くら
し）・生命現象（いのち）の３分野を取り上げる。

平常点：25％（質問など、積極的な態度を重視）、各分野の
授業ごとの�３�回のレポート：75％（授業の内容を正しく理
解しているか、それに基づいた意見を論理的に述べている
かを規準にする）。

テキストを使用するが、各章の取捨選択、内容、取り
上げる順序等を大幅に変更して授業を行うので、シ
ラバスの記事に注意して学習すること。
授業前に必ずテキストの該当箇所を読んでおくこと。

環境・くらし・いのちのための�化学のこころ，伊藤明夫，裳
華房，2010

授業内に指示する

後期

1-4

物理学

★久米 健次 2

偉大な先人の研究にまつわる苦闘の人間ドラマを振り返り
ながら、自然法則と日常生活とのかかわりについて学ぶ。

自然現象を支配している物理法則を人類は長い時間
をかけて理解することができるようになった。そのよ
うな物理法則について学ぶとともに、日常生活の中で
の物理現象の理解を深める。

初めに物理法則を見出していった先人のエピソードの
話をします。つづいて、身近な日常生活の中で出会う
物理現象を理解する考え方を話します。

各授業の最後に実施する演習問題への対応状況や、
第15回の授業での理解度確認などを総合して評価を
行う。

疑問を感じたり、わからないことがあれば、各授業時
間の演習問題の自由記載欄に積極的かつ気軽に質問
やコメントをください。

前期

2-4

販売管理論Ⅰ

★伊吹 秀之 2

販売に対する基礎を学び、リテールマーケティング（販
売士）３級試験に合格できるだけの知識を習得する。

リテールマーケティング（販売士）３級試験に合格す
る。

本講座では１級販売士および中小企業診断士として
経営コンサルタントに従事してきた経験を踏まえ、
「なぜあの店は売れるのか、なぜあの店は売れない
のか」といったことを理論立てて具体的な事例を挙
げながら勉強していきます。本学が全国に先駆けて
開発した「奈良大方式」と呼ばれるプログラムによ
り、通常の授業を受けながら資格合格の力を養うこと
ができます。
定期試験60％（販売に関する基本的概念や語句の理解を問
う、講義の内容を理解して具体的事例等に応用できるかを
問う）
平常点40％（講義中の授業態度、発言、理解度など）

リテールマーケティング（販売士）３級試験を受験する受講
生は資格試験対策スクーリングを受講すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となりま
す。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に
基づき授業を実施します。

実費配布（変更の可能性あり）
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後期
集中

1-4

海外研修（三）

横山 香 2

ドイツ海外研修

現地で生の文化や歴史に触れ、国際人としての教養
を身につける。また実践的なドイツ語・英会話を通じ
て、コミュニケーション能力を養成し、集団生活のな
かで協調性・リーダーシップを涵養する。
この授業は、事前研修・現地研修・事後研修の３つのパー
トで成り立ちます。事前研修では、ドイツやヨーロッパの歴
史、文化、日常生活、マナー等を学び、現地研修に備えま
す。グループワークが中心です。８日間の現地研修では、①
ベルリン・ポツダム、②ニュルンベルク、③ミュンヘンを訪
問し、世界遺産や博物館・美術館等さまざまな施設を見学
したり、現地の学芸員による講義を受けたりします。事後研
修では、振り返りをして、プレゼンテーションをおこないま
す。現地研修のみの参加は不可です。

事前研修（40％）・現地研修（30％）・事後研修
（30％）で評価します。積極的な調査や参加の態度、
振り返りやプレゼンテーションの内容を評価します。

ドイツ語能力は問わないが、「ドイツ語初級」の履修を推奨
します。世界情勢によっては不開講の可能性もあるので、
ポータルサイトでの連絡に注意しておいてください。不開
講の場合、登録を取り消しても、GPAに影響はありません。

図説�ドイツの歴史，石田�勇治，河出書房新社，2007
現代ドイツを知るための67章【第３版】，浜本�隆志他，明石書店，
2020
ドイツの歴史を知るための50章，森井�裕一，明石書店，2016

その他

1-4

海外研修（一）

木村 圭司
芝田 篤紀 2

カイロ（エジプト）近郊を訪問し、日本と異なる自
然・人文・社会・文化を実体験する．

事前学習・現地調査・事後学習を通してエジプトと日
本との違いを実体験し，国際的視野を身につける．

カイロ（エジプト）近郊の多くの地理学的事象を観察
する予定である．これらを現地で実体験し，国際社会
への視野を広げる．

事前学習への取り組み，報告書の内容などから総合
的に評価する．

随時配布する．

随時指示する．

後期
集中

2-4

販売管理論Ⅱ

★太田 一樹 2

リテールマーケティング（販売士）２級検定試験レベ
ルの知識習得

リテールマーケティング（販売士）２級検定試験に要
求される知識や能力を養うことを目的とする。

流通業における販売技術に焦点を当て、これからの流通業
に必要とされる様々な知識や技術について詳しく説明して
いく。リテールマーケティング（販売士）２級資格を取得し
たい学生を対象に授業を進めていく（毎年、奈良大学生の
２級の合格率は高い）。なお、新型コロナ感染の状況による
が、原則、対面授業を実施する。
＊中小企業診断士としてコンサルティングに従事していた知
識や経験を活かした実践的な授業を展開していく。

毎回の小テストの点数とプレゼン姿勢で評価する。評価基準については以下のとおりである。
①小テストは、授業内容の理解度を確認するために授業の区切りごとに実施する（８回程度）。
②小テストの解答内容を、毎回プレゼンしてもらう。積極性（宿題の取り組み状況、質問の応
対、授業に対する姿勢）を重視する。

リテールマーケティング（販売士）２級検定試験の合格レベルの能力を
養うので、授業のスピードは速く宿題も分量も多い（３級レベルの知識
のあることが前提）。欠席は原則的に認めない。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

販売士２級試験に準拠したテキストを使用する

後期

2-4

販売管理論Ⅲ

★伊吹 秀之 2

販売に対する高度な知識を学び、リテールマーケティング
（販売士）１級試験に合格できるだけの知識を習得する。

リテールマーケティング（販売士）１級試験に合格す
る。

１級販売士および中小企業診断士として経営コンサルタントに従事
してきた経験を踏まえ、小売業を中心に経営者の視点でマネジメン
トできるよう、リテールマーケティング３級および２級の知識を前提
に、経営者の視点で実践的な知識を勉強していきます。本講座では1
級の中で小売業の類型、マーチャンダイジング、ストアオペレーショ
ンについて勉強していきます。
本学が全国に先駆けて開発した「奈良大方式」と呼ばれるプログラ
ムにより、通常の授業を受けながら資格合格の力を養うことができ
ます。

定期試験60％（販売に関する基本的概念や語句の理解を問
う、講義の内容を理解して具体的事例等に応用できるかを
問う）
平常点40％（講義中の授業態度、発言、理解度など）

事前に販売管理論Ⅰまたは販売管理論Ⅱを必ず受講しておくこと。
総合社会学特殊講義（二）も履修すること。
リテールマーケティング１級試験を受験する受講生はスクーリングを
受講すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。

実費配布（変更の可能性あり）
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後期

1-4

プロジェクト

島本 太香子 1

地域の未来づくりに大学生が出来ることを、警察の地域安
全活動・スポーツによる地域活性化の現場で学び、課題解
決を企画、実施。
地域の安全と安心を守る警察活動・JFL奈良クラブ
を通じた地域活性化活動をそれぞれの現場で学び、
大学生が実践できる地域の課題解決に向けた活動を
考察、企画、実施し、関係者に報告する。
授業前半はセミナー形式で①日常生活で起こり得る危機事象
や犯罪の実情、安全と安心を守るしくみとして警察活動（奈
良県警本部長と各部署の警察官）、②地域活性化とスポーツ
振興（JFL奈良クラブと市議会議員）を学ぶ。後半は①地
域安全／②スポーツ振興の各班にわかれ、科捜研、奈良ク
ラブなど、現場を見学し、それぞれの課題を見出し、その解
決に向けた活動を企画し実施する。例として①安全啓発動画
の作成、附属幼稚園児への啓発劇、②奈良クラブ関連イベ
ント。これらの実体験を、自らのキャリア形成へ活かす。

授業への積極的な参加状況を総合的に評価する。

前期に説明会を何度か開催する予定です。ポータルサイト
での掲示に注意してください。後期の開講前までに、各自少
なくとも一度は必ず出席してください。
見学、地域活動の日程は、調整により多少変動することがあ
ります。

適宜資料を配布

適宜資料を配布
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外

国

語

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（一）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

In� this� course� students�will� communicate�
actively�with�each�other�about�a�variety�of�
topics.�Students�will�have�time�to�plan�alone,�
to�share�with�partners,�and�to�work�in�groups.�
Main� compontents� of� the� course� involve�
listening,�role�play,�and�presentation�activities.�
This�class�will�be�conducted�in�English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight� (High�Beginner)，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（二）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

In� this� course� students�will� communicate�
actively�with�each�other�about�a�variety�of�
topics.�Students�will�have�time�to�plan�alone,�
to�share�with�partners,�and�to�work�in�groups.�
Main� compontents� of� the� course� involve�
listening,�role�play,�and�presentation�activities.�
This�class�will�be�conducted�in�English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight� (High�Beginner)，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（三）

★ハットン グレゴリー 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Students�will�spend�time�practicing�basic�speaking�
patterns�and�expanding�set�dialogs�with�their�own�or�
new�information.�Class�time�will�be�spent�using�the�
textbooks�and�homework�for�speaking.�Most�work�
will�be�done�in�pairs�with�opportunities�to�speak�with�
different�students�and�the�teacher.�The�focus�of�the�
class�will�be�on�students�actively�producing�English,�
not�passively�listening.�Speaking�Japanese�instead�of�
English�does�not�help�the�student's�English�ability�to�
improve.This�course�will�be�taught�in�English.

Speaking�English�is�important!�Since�this�class�is�English�
conversation,�you�will�be�primarily�evaluated�on�how�
much�you�use�English�in�class,�not�just�on�being�there.�
Participation=�60％ ,�homework=�20％ ,�exams=�20％ .

You�should�have�an�electronic�dictionary�or�
regular�dictionaries.�Cellular�phones�should�
NOT�be�used�in�class�unless�the�teacher�gives�
permission.�If�you�don’t�want�to�actively�speak�
English�with�others,�please�join�another�class.
Side�by�Side�1�Extra�Book�&�eText，Molinsky�and�
Bliss，Pearson�Education，2016
Side�by�Side�1�Extra�Activity�Workbook，Molinsky�
and�Bliss，Pearson�Education，2016

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（四）

★ハットン グレゴリー 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Students�will�spend�time�practicing�basic�speaking�
patterns�and�expanding�set�dialogs�with�their�own�or�
new�information.�Class�time�will�be�spent�using�the�
textbooks�and�homework�for�speaking.�Most�work�
will�be�done�in�pairs�with�opportunities�to�speak�with�
different�students�and�the�teacher.�The�focus�of�the�
class�will�be�on�students�actively�producing�English,�
not�passively�listening.�Speaking�Japanese�instead�of�
English�does�not�help�the�student's�English�ability�to�
improve.

Speaking�English�is�important!�Since�this�class�is�English�
conversation,�you�will�be�primarily�evaluated�on�how�
much�you�use�English�in�class,�not�just�on�being�there.�
Participation=�60％ ,�homework=�20％ ,�exams=�20％ .

You�should�have�an�electronic�dictionary�or�
regular�dictionaries.�Cellular�phones�should�
NOT�be�used�in�class�unless�the�teacher�gives�
permission.�If�you�don’t�want�to�actively�speak�
English�with�others,�please�join�another�class.
Side�by�Side�1�Extra�Book�&�eText，Molinsky�and�
Bliss，Pearson�Education，2016
Side�by�Side�1�Extra�Activity�Workbook，Molinsky�
and�Bliss，Pearson�Education，2016



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 204 ―

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（七）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�Beginner�1�（7）

基礎的な日常会話の習得

Students�will� be� encouraged� to� develop�
skills� that�enable� them� to�be� functional�and�
competent�in�analyzing�and�using�information�in�
English�at�a�communicative�level.�Emphasis�will�
also�be�placed�on�developing�functional�skills�
and�competency�in�written�communication.This�
course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is�based�on�participation,�assignments,�speaking�
tests�and�a�final�test.�Extra�work�outside�of�class�will�get�you�
extra�points.�Required�tasks�（Accomplished�and�Assessed）�40％ .�
Commitment�and�Participation�30％ .�Quizzes�and�Tests�30％ .

Try�to�develop�confidence�to�communicate�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.

World�Voices�1，Graham-Marr，ABAX，2021

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（八）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

In� this� course� students�will� communicate�
actively�with�each�other�about�a�variety�of�
topics.�Students�will�have�time�to�plan�alone,�
to�share�with�partners,�and�to�work�in�groups.�
Main� compontents� of� the� course� involve�
listening,�role�play,�and�presentation�activities.�
This�class�will�be�conducted�in�English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight� (High�Beginner)，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（五）

★ジェフリー クラフォード 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Each�week� learners�will�have�ample�opportunity�
to�review�and�practice�English�using�activities� in�
different�daily�situations� that�commonly�occur� in�
English�speaking�environments.�Pair�work�and�group�
collaboration�will�be�expected�in�every�lesson,�as�well�
a�prudent�attention�during�listening�practice.�Learners�
will�also�prepare�and�perform�several�roleplays�and�
be�required�to�give�presentations�in�different�formats.�
This�course�will�be�taught�in�English.
Grades�for�this�course�are�based�on�active�participation�and�effort�in�class�（20％）;�
written�and�listening�homework�（20％）�numerous�speaking�assessments�（40％）�
Two�graded�presentations�based�on�class�survey�results�（20％）.�Students�
are�expected�to�show�progress�in�their�English�communications�skills�through�
careful�and�thorough�preparation�and�active�participation�in�classroom�activities.

*�Weekly� attendance.� *�Complete�weekly�
homework�assignments.� *�For�students�who�
want�an�extra�challenge,� there� is�an�online�
component�to�the�text.�*�Stay�positive�and�do�
your�best!

Headway�5E�Beginner�Workbook�Without�Key

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（六）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�Beginner�1�（6）

基礎的な日常会話の習得

Students�will� be� encouraged� to� develop�
skills� that�enable� them� to�be� functional�and�
competent�in�analyzing�and�using�information�in�
English�at�a�communicative�level.�Emphasis�will�
also�be�placed�on�developing�functional�skills�
and�competency�in�written�communication.This�
course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is�based�on�participation,�assignments,�speaking�
tests�and�a�final�test.�Extra�work�outside�of�class�will�get�you�
extra�points.�Required�tasks�（Accomplished�and�Assessed）�40％ .�
Commitment�and�Participation�30％ .�Quizzes�and�Tests�30％ .

Try�to�develop�confidence�to�communicate�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.

World�Voices�1，Graham-Marr，ABAX，2021
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外

国

語

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（九）

★ジェフリー クラフォード 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Each�week� learners�will�have�ample�opportunity�
to�review�and�practice�English�using�activities� in�
different�daily�situations� that�commonly�occur� in�
English�speaking�environments.�Pair�work�and�group�
collaboration�will�be�expected�in�every�lesson,�as�well�
a�prudent�attention�during�listening�practice.�Learners�
will�also�prepare�and�perform�several�roleplays�and�
be�required�to�give�presentations�in�different�formats.�
This�course�will�be�taught�in�English.
Grades�for�this�course�are�based�on�active�participation�and�effort�in�class�（20％）;�
written�and�listening�homework�（20％）�numerous�speaking�assessments�（40％）�
Two�graded�presentations�based�on�class�survey�results�（20％）.�Students�
are�expected�to�show�progress�in�their�English�communications�skills�through�
careful�and�thorough�preparation�and�active�participation�in�classroom�activities.

*�Weekly� attendance.� *�Complete�weekly�
homework�assignments.� *�For�students�who�
want�an�extra�challenge,� there� is�an�online�
component�to�the�text.�*�Stay�positive�and�do�
your�best!

Headway�5E�Beginner�Workbook�Without�Key

前期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅰ（十）

★山根 キャサリン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Each�week� the� students�will� have�many�
opportunities�to�practice�using�English�actively�
in�different�situations.�We�will�do�a�lot�of�pair�
and�group�work� in�every� lesson,�as�well�as�
listening�practice.�Students�will�also�prepare�
several�short�presentations�and�role�plays.�This�
course�will�be�taught�in�English.

Your�grade�for�this�course�will�be�based�on:�active�participation�in�class�and�
effort�（30％）;�written�and�speaking�homework�（30％）;�speaking�and�listening�
quizzes�（40％）.�Students�are�expected�to�show�progress� in� their�English�
communication�skills�through�careful�preparation�of�written�and�oral�homework�
and�active�participation�in�classroom�speaking�and�listening�activities.

*Come�to�class�every�week.�
*Do�your�homework�every�week.
*For�students�who�want�an�extra�challenge,�
online�practice�is�available�with�this�textbook.�
*Try�your�best!

Four�Corners� (Book�1)，Jack�Richards�&�David�
Bohlke，CUP，2019

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（一）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

In� this� course� students�will� communicate�
actively�with�each�other�about�a�variety�of�
topics.�Students�will�have�time�to�plan�alone,�
to�share�with�partners,�and�to�work�in�groups.�
Main� compontents� of� the� course� involve�
listening,�role�play,�and�presentation�activities.�
This�class�will�be�conducted�in�English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight� (High�Beginner)，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（二）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

In� this� course� students�will� communicate�
actively�with�each�other�about�a�variety�of�
topics.�Students�will�have�time�to�plan�alone,�
to�share�with�partners,�and�to�work�in�groups.�
Main� compontents� of� the� course� involve�
listening,�role�play,�and�presentation�activities.�
This�class�will�be�conducted�in�English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight� (High�Beginner)，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019
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後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（五）

★ジェフリー クラフォード 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Each�week� learners�will�have�ample�opportunity�
to�review�and�practice�English�using�activities� in�
different�daily�situations� that�commonly�occur� in�
English�speaking�environments.�Pair�work�and�group�
collaboration�will�be�expected�in�every�lesson,�as�well�
a�prudent�attention�during�listening�practice.�Learners�
will�also�prepare�and�perform�several�roleplays�and�
be�required�to�give�presentations�in�different�formats.�
This�course�will�be�taught�in�English.

Grades�for�this�course�are�based�on�active�participation�and�effort�in�class�（20％）;�
written�and�listening�homework�（20％）�numerous�speaking�assessments�（40％）�
Two�graded�presentations�based�on�class�survey�results�（20％）.�Students�
are�expected�to�show�progress�in�their�English�communications�skills�through�
careful�and�thorough�preparation�and�active�participation�in�classroom�activities.

*�Weekly� attendance.� *�Complete�weekly�
homework�assignments.� *�For�students�who�
want�an�extra�challenge,� there� is�an�online�
component�to�the�text.�*�Stay�positive�and�do�
your�best!

Headway�5E�Beginner�Workbook�Without�Key

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（六）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�Beginner�2�（6）

基礎的な日常会話の習得

Students�will� be� encouraged� to� develop�
skills� that�enable� them� to�be� functional�and�
competent�in�analyzing�and�using�information�in�
English�at�a�communicative�level.�Emphasis�will�
also�be�placed�on�developing�functional�skills�
and�competency�in�written�communication.This�
course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is�based�on�participation,�assignments,� speaking�
tests�and�a� final� test.�Extra�work�outside�of�class�will�get�you�
extra�points.�Required�tasks�（Accomplished�and�Assessed）�40％.�
Commitment�and�Participation�30％ .�Quizzes�and�Tests�30％ .

Try�to�develop�confidence�to�communicate�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.

World�Voices�1，Graham-Marr，ABAX，2021

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（三）

★ハットン グレゴリー 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Students�will� spend� time� practicing� basic� speaking�
patterns�and�expanding�set�dialogs�with�their�own�or�new�
information.�Class�time�will�be�spent�using�the�textbooks�
and�homework� for�speaking.�Most�work�will�be�done� in�
pairs�with�opportunities� to�speak�with�different�students�
and�the�teacher.�The�focus�of�the�class�will�be�on�students�
actively�producing�English,�not�passively�listening.�Speaking�
Japanese�instead�of�English�does�not�help� the�student's�
English�ability� to� improve.This�course�will�be� taught� in�
English.This�course�will�be�taught�in�English.

Speaking�English�is�important!�Since�this�class�is�English�
conversation,�you�will�be�primarily�evaluated�on�how�
much�you�use�English�in�class,�not�just�on�being�there.�
Participation=�60％ .�Homework=�20％ ,�exams=�20％ .

You�should�have�an�electronic�dictionary�or�
regular�dictionaries.�Cellular�phones�should�
NOT�be�used�in�class�unless�the�teacher�gives�
permission.�If�you�don’t�want�to�actively�speak�
English�with�others,�please�join�another�class.
Side�by�Side�1�Extra�Book�&�eText，Molinsky�and�
Bliss，Pearson�Education，2016
Side�by�Side�1�Extra�Activity�Workbook，Molinsky�
and�Bliss，Pearson�Education，2016

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（四）

★ハットン グレゴリー 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Students�will�spend�time�practicing�basic�speaking�
patterns�and�expanding�set�dialogs�with�their�own�or�
new�information.�Class�time�will�be�spent�using�the�
textbooks�and�homework�for�speaking.�Most�work�
will�be�done�in�pairs�with�opportunities�to�speak�with�
different�students�and�the�teacher.�The�focus�of�the�
class�will�be�on�students�actively�producing�English,�
not�passively�listening.�Speaking�Japanese�instead�of�
English�does�not�help�the�student's�English�ability�to�
improve.�This�course�will�be�taught�mostly�in�English.

Speaking�English�is�important!�Since�this�class�is�English�
conversation,�you�will�be�primarily�evaluated�on�how�
much�you�use�English�in�class,�not�just�on�being�there.�
Participation=�60％ .�Homework=�20％ ,�exams=�20％ .

You�should�have�an�electronic�dictionary�or�
regular�dictionaries.�Cellular�phones�should�
NOT�be�used�in�class�unless�the�teacher�gives�
permission.�If�you�don’t�want�to�actively�speak�
English�with�others,�please�join�another�class.
Side�by�Side�1�Extra�Book�&�eText，Molinsky�and�
Bliss，Pearson�Education，2016
Side�by�Side�1�Extra�Activity�Workbook，Molinsky�
and�Bliss，Pearson�Education，2016
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外

国

語

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（七）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�Beginner�2�（7）

基礎的な日常会話の習得

Students�will� be� encouraged� to� develop�
skills� that�enable� them� to�be� functional�and�
competent�in�analyzing�and�using�information�in�
English�at�a�communicative�level.�Emphasis�will�
also�be�placed�on�developing�functional�skills�
and�competency�in�written�communication.This�
course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is�based�on�participation,�assignments,�speaking�
tests�and�a�final�test.�Extra�work�outside�of�class�will�get�you�
extra�points.�Required�tasks�（Accomplished�and�Assessed）�40％ .�
Commitment�and�Participation�20％ .�Quizzes�and�Tests�40％ .

Try�to�develop�confidence�to�communicate�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.

World�Voices�1，Graham-Marr，ABAX，2021

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（八）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

In� this� course� students�will� communicate�
actively�with�each�other�about�a�variety�of�
topics.�Students�will�have�time�to�plan�alone,�
to�share�with�partners,�and�to�work�in�groups.�
Main� compontents� of� the� course� involve�
listening,�role�play,�and�presentation�activities.�
This�class�will�be�conducted�in�English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight� (High�Beginner)，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（九）

★ジェフリー クラフォード 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Each�week� learners�will�have�ample�opportunity�
to�review�and�practice�English�using�activities� in�
different�daily�situations� that�commonly�occur� in�
English�speaking�environments.�Pair�work�and�group�
collaboration�will�be�expected�in�every�lesson,�as�well�
a�prudent�attention�during�listening�practice.�Learners�
will�also�prepare�and�perform�several�roleplays�and�
be�required�to�give�presentations�in�different�formats.�
This�course�will�be�taught�in�English.
Grades�for�this�course�are�based�on�active�participation�and�effort�in�class�（20％）;�
written�and�listening�homework�（20％）�numerous�speaking�assessments�（40％）�
Two�graded�presentations�based�on�class�survey�results�（20％）.�Students�
are�expected�to�show�progress�in�their�English�communications�skills�through�
careful�and�thorough�preparation�and�active�participation�in�classroom�activities.

*�Weekly� attendance.� *�Complete�weekly�
homework�assignments.� *�For�students�who�
want�an�extra�challenge,� there� is�an�online�
component�to�the�text.�*�Stay�positive�and�do�
your�best!

Headway�5E�Beginner�Workbook�Without�Key

後期

1-4

オーラルコミュニケーション初級Ⅱ（十）

★山根 キャサリン 1

Oral�English�（Basic）

基礎的な日常会話の習得

Each�week� the� students�will� have�many�
opportunities�to�practice�using�English�actively�
in�different�situations.�We�will�do�a�lot�of�pair�
and�group�work� in�every� lesson,�as�well�as�
listening�practice.�Students�will�also�prepare�
several�short�presentations� in�English.�This�
course�will�be�taught�in�English.

Your�grade�for�this�course�will�be�based�on:�active�participation�in�class�and�
effort�（30％）;�written�and�speaking�homework�（30％）;�speaking�and�listening�
quizzes�（40％）.�Students�are�expected�to�show�progress� in� their�English�
communication�skills�through�careful�preparation�of�written�and�oral�homework�
and�active�participation�in�classroom�speaking�and�listening�activities.

*Come�to�class�every�week.�
*Do�your�homework�every�week.
*For�students�who�want�an�extra�challenge,�
online�practice�is�available�with�this�textbook.�
*Try�your�best!

Four�Corners� (Book�1)，Jack�Richards�&� �David�
Bohlke，CUP，2019
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前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（三）

★橋本 貴 1

実用英語（初級）

実用的・実践的な英語運用能力の基礎力を養成する。

学習者が毎日遭遇するような状況や課題に焦点を当
てたテキストを用いて、英語表現とコミュニケーショ
ン能力の向上を目指す。

平常点（毎授業ごとの予習課題への取り組みとその評価、
授業への取り組みなど）60％、学習到達度確認（各授業内
で学習した文法事項、語句などについての小テストなど）�
40％として総合的に評価する。定期試験は行わない。
授業は各UnitをListening,　Readingセクションにわけ２回で１Unitを進める予定
です。予習課題として毎回の授業当日までに教科書の指定ページの設問の解答を提
出してもらう予定です。毎回の授業当日までに必ず教科書の指定ページを予習し、
わからない語句を辞書で調べておくこと（これらも評価の対象です）。課題の提出方
法については初回授業時に説明します。提出には大学のメールアドレスが必要となり
ますので各自で使えるようにしておくこと。また学習到達度確認として各Unit 学習
後に小テストを実施するほか受講者の理解度をみて適宜追加課題を課します。

Live�Escalate�Book�1:�Base�Camp，Teruhiko�Kadoyama,�
LiveABC�Interactive�Corporation.，成美堂，2021

前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（四）

★橋本 貴 1

実用英語（初級）

実用的・実践的な英語運用能力の基礎力を養成する。

学習者が毎日遭遇するような状況や課題に焦点を当
てたテキストを用いて、英語表現とコミュニケーショ
ン能力の向上を目指す。

平常点（毎授業ごとの予習課題への取り組みとその評価、
授業への取り組みなど）60％、学習到達度確認（各授業内
で学習した文法事項、語句などについての小テストなど）�
40％として総合的に評価する。定期試験は行わない。
授業は各UnitをListening,　Readingセクションにわけ２回で１Unitを進める予定
です。予習課題として毎回の授業当日までに教科書の指定ページの設問の解答を提
出してもらう予定です。毎回の授業当日までに必ず教科書の指定ページを予習し、
わからない語句を辞書で調べておくこと（これらも評価の対象です）。課題の提出方
法については初回授業時に説明します。提出には大学のメールアドレスが必要となり
ますので各自で使えるようにしておくこと。また学習到達度確認として各Unit 学習
後に小テストを実施するほか受講者の理解度をみて適宜追加課題を課します。

Live�Escalate�Book�1:�Base�Camp，Teruhiko�Kadoyama,�
LiveABC�Interactive�Corporation.，成美堂，2021

前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（一）

北岡 一弘 1

実践英語初級

TOEICテスト問題の基本的な内容を理解することが
できる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
TOEIC�テストの入門書を用いて、実践的な英語力を
養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上は、学習者の積極的な姿
勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加を
歓迎する。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
習得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Listening�Drills�for�the�TOEIC�Test，Shukei�Funada�/�
Juliet�Erickson，朝日出版社，2013

前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（二）

北岡 一弘 1

実践英語初級

TOEICテスト問題の基本的な内容を理解することが
できる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
TOEIC�テストの入門書を用いて、実践的な英語力を
養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上は、学習者の積極的な姿
勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加を
歓迎する。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
習得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Listening�Drills�for�the�TOEIC�Test，Shukei�Funada�/�
Juliet�Erickson，朝日出版社，2013
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実践英語初級Ⅰ（五）

北岡 一弘 1

実践英語初級

TOEICテスト問題の基本的な内容を理解することが
できる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
TOEIC�テストの入門書を用いて、実践的な英語力を
養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上は、学習者の積極的な姿
勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加を
歓迎する。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
習得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Listening�Drills�for�the�TOEIC�Test，Shukei�Funada�/�
Juliet�Erickson，朝日出版社，2013

前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（六）

古木 圭子 1

実用英語（基礎）

TOEICに使用される基礎的な語彙・表現の習得と理
解

TOEIC形式の問題を題材に、英語文法の復習を行
い、状況に応じた英語表現を習得する。リスニングと
リーディングにおいて会話や文章内に知らない語句が
使われていても、全体の概要を把握できるようにな
る。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、課
題の達成度，授業に真摯に取り組む姿勢などを評
価）、小テスト（60％：授業内容の理解度を確認）

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。テキスト付属のCDを活用し、発音の確認をして
おく。授業外でも適宜TOEICの練習問題に取り組む
こと。

Starting�on�the�TOEIC�Test�（前期），安浪誠祐�，朝日出
版社，2017
プリント

前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（七）

古木 圭子 1

実践英語（基礎）

TOEICに使用される基礎的な語彙・表現の習得と理
解

TOEIC形式の問題を題材に、英語文法の復習を行
い、状況に応じた英語表現を習得する。リスニングと
リーディングにおいて会話や文章内に知らない語句が
使われていても、全体の概要を把握できるようにな
る。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、課
題の達成度、授業に真摯に取り組む姿勢などを評
価）、小テスト（60％：授業内容の理解度を確認）

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。テキスト付属のCDを活用し、発音の確認をして
おく。授業外でも適宜TOEICの練習問題に取り組む
こと。

Starting�on�the�TOEIC�Test（前期），安浪誠祐�，朝日出
版社，2017
プリント

前期

1-4

実践英語初級Ⅰ（八）

岡部 純子 1

実用英語（初級）

実用的・実践的な英語運用能力の基礎力を養成す
る。TOEIC400点超程度を目標としテスト形式に慣れ
親しむ。

TOEIC頻出のトピックごとに学習を勧めます。テキ
ストの１ユニットを２回に分けて練習、演習、解説、
復習を繰り返します。

授業時の確認小テスト20％、Reviewテストおよび定
期試験80％

原則として予習は必要ありませんが、復習を重視しま
す。また、オンライン教材使用の為に携帯電話、端
末機器もしくはPCを持参してください。

Score�Booster�for�the�TOEIC�L&R�Test�Beginner，早
川幸次　岸洋一，金星堂，
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後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（三）

★橋本 貴 1

実用英語（初級）

実用的・実践的な英語運用能力の基礎力を養成する。

学習者が毎日遭遇するような状況や課題に焦点を当
てたテキストを用いて、英語表現とコミュニケーショ
ン能力の向上を目指す。

平常点（毎授業ごとの予習課題への取り組みとその評価、
授業への取り組みなど）60％、学習到達度確認（各授業内
で学習した文法事項、語句などについての小テストなど）�
40％として総合的に評価する。定期試験は行わない。
授業は各UnitをListening,　Readingセクションにわけ２回で１Unitを進める予定
です。予習課題として毎回の授業当日までに教科書の指定ページの設問の解答を提
出してもらう予定です。毎回の授業当日までに必ず教科書の指定ページを予習し、
わからない語句を辞書で調べておくこと（これらも評価の対象です）。課題の提出方
法については初回授業時に説明します。提出には大学のメールアドレスが必要となり
ますので各自で使えるようにしておくこと。また学習到達度確認として各Unit 学習
後に小テストを実施するほか受講者の理解度をみて適宜追加課題を課します。

Live�Escalate�Book�1:�Base�Camp，Teruhiko�Kadoyama,�
LiveABC�Interactive�Corporation.，成美堂，2021

後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（四）

★橋本 貴 1

実用英語（初級）

実用的・実践的な英語運用能力の基礎力を養成する。

学習者が毎日遭遇するような状況や課題に焦点を当
てたテキストを用いて、英語表現とコミュニケーショ
ン能力の向上を目指す。

平常点（毎授業ごとの予習課題への取り組みとその
評価、授業への取り組みなど）60％、学習到達度確
認（各授業内で学習した文法事項、語句などについ
ての小テストなど）�40％として総合的に評価する。
授業は各UnitをListening,　Readingセクションにわけ２回で１Unitを進める予定
です。予習課題として毎回の授業当日までに教科書の指定ページの設問の解答を提
出してもらう予定です。毎回の授業当日までに必ず教科書の指定ページを予習し、
わからない語句を辞書で調べておくこと（これらも評価の対象です）。課題の提出方
法については初回授業時に説明します。提出には大学のメールアドレスが必要となり
ますので各自で使えるようにしておくこと。また学習到達度確認として各Unit 学習
後に小テストを実施するほか受講者の理解度をみて適宜追加課題を課します。

Live�Escalate�Book�1:�Base�Camp，Teruhiko�Kadoyama,�
LiveABC�Interactive�Corporation.，成美堂，2021

後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（一）

北岡 一弘 1

実践英語初級

TOEICテスト問題の基本的な内容を理解することが
できる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
TOEIC�テストの入門書を用いて、実践的な英語力を
養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上は、学習者の積極的な姿
勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加を
歓迎する。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
習得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Listening�Drills�for�the�TOEIC�Test，Shukei�Funada�/�
Juliet�Erickson，朝日出版社，2013

後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（二）

北岡 一弘 1

実践英語初級

TOEICテスト問題の基本的な内容を理解することが
できる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
TOEIC�テストの入門書を用いて、実践的な英語力を
養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上は、学習者の積極的な姿
勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加を
歓迎する。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
習得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Listening�Drills�for�the�TOEIC�Test，Shukei�Funada�/�
Juliet�Erickson，朝日出版社，2013
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外

国

語

後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（六）

古木 圭子 1

実用英語（基礎）

TOEICに使用される基礎的な語彙・表現の習得と理
解

「実践英語初級Ⅰ」に引き続き、TOEIC形式の問題
を題材に、英語文法の復習を行い、状況に応じた英
語表現を習得する。リスニングとリーディングにおい
て会話や文章内に知らない語句が使われていても、
全体の概要を把握できるようになる。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、課
題の達成度、授業に真摯に取り組む姿勢などを評
価。）、小テスト（60％：授業内容の理解度を確認。）

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。テキスト付属のCDおよびダウンロードした音声
を活用し、発音の確認をしておく。授業外でも適宜
TOEICの練習問題に取り組むこと。

FIRST�TRY�FOR�THE�TOEIC　R�L&R�TEST，Robert�
Hickling�，金星堂，2023

後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（七）

古木 圭子 1

実用英語（基礎）

TOEICに使用される基礎的な語彙・表現の習得と理
解

「実践英語初級Ⅰ」に引き続き、TOEIC形式の問題
を題材に、英語文法の復習を行い、状況に応じた英
語表現を習得する。リスニングとリーディングにおい
て会話や文章内に知らない語句が使われていても、
全体の概要を把握できるようになる。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、課
題の達成度、授業に真摯に取り組む姿勢などを評
価。）、小テスト（60％：授業内容の理解度を確認。）

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。テキスト付属のCDおよびダウンロードした音声
を活用し、発音の確認をしておく。授業外でも適宜
TOEICの練習問題に取り組むこと。

FIRST�TRY�FOR�THE�TOEIC　R�L&R�TEST，Robert�
Hickling�，金星堂，2023

後期

1-4

実践英語初級Ⅱ（八）

岡部 純子 1

実用英語（初級）

実用的・実践的な英語運用能力の基礎力を養成す
る。TOEIC400点超程度を目標としテスト形式に慣れ
親しむ。

TOEIC頻出のトピックごとに学習を勧めます。テキ
ストの１ユニットを２回に分けて練習、演習、解説、
復習を繰り返します。

授業時の確認小テスト20％、Reviewテストおよび定
期試験80％

原則として予習は必要ありませんが、復習を重視しま
す。また、オンライン教材使用の為に携帯電話、端
末機器もしくはPCを持参してください。

Score�Booster�for�the�TOEIC�L&R�Test�Beginner，早
川幸次　岸洋一，金星堂

前期

1-4

英語読解初級 Ⅰ（一）

岡部 純子 1

総合英語（初級）

読解を中心とする四技能すべてにおいて基本的な文
法を復習し、英語運用の基礎力を養成する。

身近で興味深いトピックを扱うテキストを読み、英語
文法の基本事項の確認と基本的な英文の読解を中心
にリスニング、ライティング等の活動を行う。

15週目に学習到達度確認を行う。平常点20％、学習
到達度テスト20％、定期試験60％

オンライン教材を使用する場合がありますので、その
場合には携帯電話もしくはその他端末機器を持参し
てください。

Trend�Scope，Jonathan�Lynch,�Kotaro�Shitori，
Seibido，2023
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前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（五）

関 茂樹 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

健康・食品・ライフスタイルについての様々なトピッ
クを扱ったテキストを読み、英語の文法の基本事項
の確認と基本的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取
り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定
期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、練習
問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Good�Grammae,�Better�Communication，J.�McConnell�
他，SEIBIDO，2022

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（二）

★菊池 あずさ 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

外国語を修得するには、たくさんの語彙を覚え、正
確な文法で「表現」することが第一です。授業では
基本的な文法の確認を中心に進めます。文法は初級
からやり直すつもりですが、「英語力をもっとつけた
い」と思う意欲ある学生さんや、英語に自信があり
英語が好きな学生さん、そして「高校英語は不十分
なまま終わったので、大学では心機一転英語頑張る
ぞ」と決意新たにしている学生さんに受講してもらい
たいです。出席は大前提、予習必須の授業です。
平常点（小テスト、授業への取り組み方）40％＋学習到達
度確認（前期中間＋前期期末）60％。ただし、予習せずに
出席した場合は平常点から減点していく。遅刻・欠席・早退
に関しても平常点から減点する。予習必須の授業である。
辞書は必ず毎回持参すること。以下の行為を行なった者
には、単位を出さない、それ以降の出席は認めないといっ
た厳しい処置を取る。「無断での途中退席」「授業中の飲食
（アメやガムなど）」「私語」「スマホを見る」。その他「教員
の指示に従わない不快な行為」。

読解と表現をめざす基礎文法，小中秀彦，朝日出版社，2022

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（三）

★福地 浩子 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

グローバル化が進み、日本でも英語で外国人を助け
る人員が社会でますます必要となっている。英語が
さほど得意でなくても、中学・高校で学んだ語彙や
単純な文法を使って、外国人をサポートすることは可
能だ。本授業では、飲食店や買い物、ホテル、道案
内といった様々な場面でどのような表現や語彙を使
い、英語で外国人に対応するか練習する。日本文化
の独自性について論じた興味深い英文も読み、オー
ラルスキルだけでなく読み書きの力も高めたい。

平常点（宿題・積極的取り組み・発言）40％
提出物（英作文・小テスト）�20％
学習到達度確認40％

辞書を持参（電子辞書も可）。宿題忘れや教材忘れは
減点する。携帯・スマホは使用禁止。ロールプレイ
の練習が多いので、クラスメイトと積極的に作業する
姿勢が必要である。

You're�Welcome!�，工藤多恵著，センゲージラーニング，
2016

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（四）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。携帯
電話は、指示がある時のみ使用可とする。
この授業は座学の授業ではない。学生の積極的な参加が求められる。
この授業では、自学自習を基本とし、自ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌
を使った発音練習などを行う。授業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しな
いことを勧める。授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなけれ
ば、単位の取得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

English�Day!，Robert�Hickling，金星堂，2023
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語

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（六）

★後藤 朗子 1

総合英語（初級）

読解を主にして基本的な文法を復習し、英語運用の
基礎力を養成する

科学は産業技術や宇宙開発分野だけでなく、私たち
の身近な日常生活や健康に深く関わりがある。「日常
における科学」を題材にした基本的な英文を丁寧に
読む。辞書を引きながら、自力で英文を読めるように
する。基本文法を確認し、語彙・表現を習得する。
英文理解にとどまらず、扱われている科学のテーマ
について自分なりの疑問や興味をもつことを心がけ
る。

平常点10％（授業中の発表と学習への取り組み）、小
テスト60％（基本的語句・文法・表現・内容の理解
度）、提出課題30％（e-Learningにて実施）

必ず十分な予習をしてください。小テストを頻繁に実
施します。積極的な学習姿勢の継続が大切です。

Asking�why?�The�Science�of�Everyday�Life�日常の科
学�Q&A，中津川雅宣ほか，金星堂，2018

なし

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（七）

関 茂樹 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

健康・食品・ライフスタイルについての様々なトピッ
クを扱ったテキストを読み、英語の文法の基本事項
の確認と基本的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％　（予習の
取り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、
定期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、練
習問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Good�Grammar,�Good�Communication，J.�McConnell�
他，SEIBIDO，2022

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（八）

★橋本 貴 1

総合英語（初級）

読解を主にして基本的な文法を復習し、英語運用の
基礎力を養成する。

日常の身近な素材を取り上げたテキストを用い英文読
解を行ないます。教科書の練習問題を通して基本的
な語彙、文法、英語表現をあらためて確認し、英文
を和訳するのではなく英文のまま理解できるようにな
ることを目指します。

平常点（毎授業ごとの予習課題への取り組みとその評価、
授業への取り組みなど）60％、学習到達度確認（各授業内
で学習した文法事項、語句などについての小テストなど）�
40％として総合的に評価する。定期試験は行わない。
授業は各UnitをListening,　Readingセクションにわけ２回で１Unitを進める予定
です。予習課題として毎回の授業当日までに教科書の指定ページの設問の解答を提
出してもらう予定です。毎回の授業当日までに必ず教科書の指定ページを予習し、
わからない語句を辞書で調べておくこと（これらも評価の対象です）。課題の提出方
法については初回授業時に説明します。提出には大学のメールアドレスが必要となり
ますので各自で使えるようにしておくこと。また学習到達度確認として各Unit 学習
後に小テストを実施するほか受講者の理解度をみて適宜追加課題を課します。

Answers�to�Everyday�Questions�3�<Intermediate>，
Arnold�Arao,�三原�京 ,�巳波�義典 ,�木村�博是 .，南雲堂，
2023

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（九）

★福地 浩子 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

グローバル化が進み、日本でも英語で外国人を助け
る人員が社会でますます必要となっている。英語が
さほど得意でなくても、中学・高校で学んだ語彙や
単純な文法を使って、外国人をサポートすることは可
能だ。本授業では、飲食店や買い物、ホテル、道案
内といった様々な場面でどのような表現や語彙を使
い、英語で外国人に対応するか練習する。日本文化
の独自性について論じた興味深い英文も読み、オー
ラルスキルだけでなく読み書きの力も高めたい。

平常点（宿題・積極的取り組み・発言）40％
提出物（英作文・小テスト）�20％�
学習到達度確認40％

辞書を持参（電子辞書も可）。宿題忘れや教材忘れは
減点する。携帯・スマホは使用禁止。ロールプレイ
の練習が多いので、クラスメイトと積極的に作業する
姿勢が必要である。

You're�Welcome!�，工藤多恵著，センゲージラーニング，
2016
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前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十三）

★菊池 あずさ 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

外国語を修得するには、たくさんの語彙を覚え、正
確な文法で「表現」することが第一です。授業では
基本的な文法の確認を中心に進めます。文法は初級
からやり直すつもりですが、「英語力をもっとつけた
い」と思う意欲ある学生さんや、英語に自信があり
英語が好きな学生さん、そして「高校英語は不十分
なまま終わったので、大学では心機一転英語頑張る
ぞ」と決意新たにしている学生さんに受講してもらい
たいです。出席は大前提、予習必須の授業です。
平常点（小テスト、授業への取り組み方）40％＋学習到達
度確認（前期中間＋前期期末）60％。ただし、予習せずに
出席した場合は平常点から減点していく。遅刻・欠席・早退
に関しても平常点から減点する。予習必須の授業である。

辞書は必ず毎回持参すること。以下の行為を行なった者
には、単位を出さない、それ以降の出席は認めないといっ
た厳しい処置を取る。「無断での途中退席」「授業中の飲食
（アメやガムなど）」「私語」「スマホを見る」。その他「教員
の指示に従わない不快な行為」。

読解と表現をめざす基礎文法，小中秀彦，朝日出版社，2022

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。授業の課題
を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の取得は難し
い。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

English�Day!，Robert�Hickling，金星堂，2023

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十一）

古木 圭子 1

総合英語（基礎）

基本的な文法の復習と英語運用の基礎

英文法と語彙を復習し、確認問題を通じてこれらの知
識を定着させる。文法的に正しい英文を書くための
課題を課し、短い文章を正しく「読む」訓練をする。
さらに、学習した英文法と語彙が、日常のコミュニ
ケーションにどのように使われているかを豊富な例文
を通じて学び、文法的に正しい英文を自ら作り出すこ
とができるようになる。リスニングについては付属の
CDを活用して、復習、予習を行うこと。
毎回の授業参加状況（発言・応答など），課題提出お
よび到達度（計40％）および授業内試験（60％）に
より総合的に評価する。総合点で59点以下の場合は
単位不認定となる。

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。付属のCDを活用し，発音の確認をしておくこ
と。

A�First�Step�toward�College�English，小中秀彦，朝日出
版社，2017

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十二）

古木 圭子 1

総合英語（基礎）

基本的な文法の復習と英語運用の基礎

英文法と語彙を復習し、確認問題を通じてこれらの知
識を定着させる。文法的に正しい英文を書くための
課題を課し、短い文章を正しく「読む」訓練をする。
さらに、学習した英文法と語彙が、日常のコミュニ
ケーションにどのように使われているかを豊富な例文
を通じて学び、文法的に正しい英文を自ら作り出すこ
とができるようになる。リスニングについては付属の
CDを活用して、復習、予習を行うこと。
毎回の授業参加状況（発言・応答など），課題提出お
よび到達度（計40％）および授業内試験（60％）に
より総合的に評価する。総合点で59点以下の場合は
単位不認定となる。

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。付属のCDを活用し，発音の確認をしておくこ
と。

A�First�Step�toward�College�English，小中秀彦，朝日出
版社，2017
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国

語

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十五）

岡部 純子 1

総合英語（初級）

読解を中心とする四技能すべてにおいて基本的な文
法を復習し、英語運用の基礎力を養成する。

身近で興味深いトピックを扱うテキストを読み、英語
文法の基本事項の確認と基本的な英文の読解を中心
にリスニング、ライティング等の活動を行う。

15週目に学習到達度確認を行う。平常点20％、学習
到達度テスト20％、定期試験60％

オンライン教材を使用する場合がありますので、その
場合には携帯電話もしくはその他端末機器を持参し
てください。

Trend�Scope，Jonathan�Lynch,�Kotaro�Shitori，
Seibido，2023

前期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十六）

★内田 聖二 1

総合英語（初級）

読解を主にして基本的な文法を復習し、英語運用の
基礎力を養成する。

日本人がよく間違える英語の特徴について、借用
語、和製英語、省略語などを中心に学ぶ。

平常点40％、到達度確認テスト60％で評価する。

毎回必ず辞書を持参すること。

Sounding�Natural�in�English，Kathleen�Yamane，ひつ
じ書房，2020

後期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十七）

関 茂樹 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

趣味、旅行などの身近な話題から教育、社会・環境
問題に至るまで様々な話題を取り上げたテキストを読
み、英語の文法の基本事項の確認と基本的な英文の
読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取
り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定
期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、練習
問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Power-Up�College�English�，JACETリスニング研究会，
南雲堂，2021

後期

1-4

英語読解初級Ⅰ（十八）

古木 圭子 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

英文法と語彙を復習し、英語読解、確認問題を通じ
てこれらの知識を定着させる。英語の文法や分の仕
組みを理解するための課題を課し、短い文章を正し
く「読む」訓練をする。さらに、学習した英文法と語
彙が、日常のコミュニケーションにどのように使われ
ているかを豊富な例文を通じて学び、文法的に正し
い英文を自ら作り出すことができるようになる。リス
ニングについては、テキストの音声ダウンロードを活
用して、復習、予習を行う。
毎回の授業参加状況（発言・応答など）、課題提出お
よび到達度（計40％）および授業内試験（60％）に
より総合的に評価する。総合点で59点以下の場合は
単位不認定となる。

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。テキストの音声ダウンロードを活用し，発音の確
認をしておくこと。

English�Stream� (Elementary)，Osamu�TAKEUCHI,�
Seijiro�SUMI�他，金星堂，2019
プリント（授業内配布）
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後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（三）

★福地 浩子 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

グローバル化が進み、日本でも英語で外国人を助ける人
員が社会でますます必要となっている。英語がさほど得意
でなくても、中学・高校で学んだ語彙や単純な文法を使っ
て、外国人をサポートすることは可能だ。本授業では、飲
食店や買い物、ホテル、道案内といった様々な場面でどの
ような表現や語彙を使い、英語で外国人に対応するか練習
する。日本文化の独自性について論じた興味深い英文も読
み、オーラルスキルだけでなく読み書きの力も高めたい。
教科書を終えたらプリントを配り、シンプルな文法を使って
日常的な事柄を英語で伝える練習をする。

平常点（宿題・積極的取り組み・発言）40％
提出物（英作文・小テスト）�20％
学習到達度確認40％

辞書を持参（電子辞書も可）。宿題忘れや教材忘れは
減点する。携帯・スマホは使用禁止。ロールプレイ
の練習が多いので、クラスメイトと積極的に作業する
姿勢が必要である。

You're�Welcome!�，工藤多恵著，センゲージラーニング，
2016
配布プリント

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（四）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。授業の課題
を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の取得は難し
い。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

English�Day!，Robert�Hickling，金星堂，2023

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（一）

岡部 純子 1

総合英語（初級）

読解を中心とする四技能すべてにおいて基本的な文
法を復習し、英語運用の基礎力を養成する。

身近で興味深いトピックを扱うテキストを読み、英語
文法の基本事項の確認と基本的な英文の読解を中心
にリスニング、ライティング等の活動を行う。

15週目に学習到達度確認を行う。平常点20％、学習
到達度テスト20％、定期試験60％

オンライン教材を使用する場合がありますので、その
場合には携帯電話もしくはその他端末機器を持参し
てください。

Trend�Scope，Jonathan�Lynch,�Kotaro�Shitori，
Seibido，2023

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（二）

★菊池 あずさ 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

外国語を修得するには、たくさんの語彙を覚え、正
確な文法で「表現」することが第一です。授業では
基本的な文法の確認を中心に進めます。文法は初級
からやり直すつもりですが、「英語力をもっとつけた
い」と思う意欲ある学生さんや、英語に自信があり
英語が好きな学生さん、そして「高校英語は不十分
なまま終わったので、大学では心機一転英語頑張る
ぞ」と決意新たにしている学生さんに受講してもらい
たいです。出席は大前提、予習必須の授業です。
平常点（小テスト、授業への取り組み方）40％＋学習到達
度確認（後期中間＋後期期末）60％。ただし、予習せずに
出席した場合は平常点から減点していく。遅刻・欠席・早退
に関しても平常点から減点する。予習必須の授業である。

辞書は必ず毎回持参すること。以下の行為を行なった者
には、単位を出さない、それ以降の出席は認めないといっ
た厳しい処置を取る。「無断での途中退席」「授業中の飲食
（アメやガムなど）」「私語」「スマホを見る」。その他「教員
の指示に従わない不快な行為」。

読解と表現をめざす基礎文法，小中秀彦，朝日出版社，2022
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外

国

語

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（五）

関 茂樹 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の基礎

文化・社会・科学についての様々なトピックを扱った
テキストを読み、英語の文法の基本事項の確認と基
本的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取
り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定
期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、練習
問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回辞書を持参すること

Stories�of�Pioneers，山田久美，松柏社，2021

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（六）

★後藤 朗子 1

総合英語（初級）

読解を主にして基本的な文法を復習し、英語運用の
基礎力を養成する。

科学は産業技術や宇宙開発分野だけでなく、私たち
の身近な日常生活や健康に深く関わりがある。「日常
における科学」を題材にした基本的な英文を、前期
に引き続き、丁寧に読む。辞書を引きながら、自力
で英文を読めるようにする。基本文法を確認し、語
彙・表現を習得する。英文理解にとどまらず、扱わ
れている科学のテーマについて自分なりの疑問や興
味をもつことを心がける。

平常点10％（授業中の発表と学習への取り組み）、小
テスト60％（基本的語句・文法・表現・内容の理解
度）、提出課題30％（e-Learningにて実施）

必ず十分な予習をしてください。小テストを頻繁に実
施します。積極的な学習姿勢の継続が大切です。

Asking�Why?�The�Science�of�Everyday�Life�日常の科
学�Q&A，中津川雅宣ほか，金星堂，2018

なし

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（七）

関 茂樹 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

文化・社会・科学についての様々なトピックを扱った
テキストを読み、英語の文法の基本事項の確認と基
本的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取
り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定
期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、練習
問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Stories�of�Pioneers，山田久美，松柏社，2023

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（八）

★橋本 貴 1

総合英語（初級）

読解を主にして基本的な文法を復習し、英語運用の
基礎力を養成する。

日常の身近な素材を取り上げたテキストを用い英文読
解を行ないます。教科書の練習問題を通して基本的
な語彙、文法、英語表現をあらためて確認し、英文
を和訳するのではなく英文のまま理解できるようにな
ることを目指します。

平常点（毎授業ごとの予習課題への取り組みとその評価、
授業への取り組みなど）60％、学習到達度確認（各授業内
で学習した文法事項、語句などについての小テストなど）�
40％として総合的に評価する。定期試験は行わない。
授業は各UnitをListening,　Readingセクションにわけ２回で１Unitを進める予定
です。予習課題として毎回の授業当日までに教科書の指定ページの設問の解答を提
出してもらう予定です。毎回の授業当日までに必ず教科書の指定ページを予習し、
わからない語句を辞書で調べておくこと（これらも評価の対象です）。課題の提出方
法については初回授業時に説明します。提出には大学のメールアドレスが必要となり
ますので各自で使えるようにしておくこと。また学習到達度確認として各Unit 学習
後に小テストを実施するほか受講者の理解度をみて適宜追加課題を課します。

Answers�to�Everyday�Questions�3�<Intermediate>，
Arnold�Arao,�三原�京・巳波�義典・木村�博是，2022/01/10
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後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（十一）

古木 圭子 1

総合英語

基本的な文法の復習と英語運用の基礎

英文法と語彙を復習し、確認問題を通じてこれらの知
識を定着させる。文法的に正しい英文を書くための
課題を課し、短い文章を正しく「読む」訓練をする。
さらに、学習した英文法と語彙が、日常のコミュニ
ケーションにどのように使われているかを豊富な例文
を通じて学び、文法的に正しい英文を自ら作り出すこ
とができるようになる。リスニングについては付属の
CDを活用して、復習、予習を行うこと。
毎回の授業参加状況（発言・応答など）、課題提出お
よび到達度（計40％）および授業内試験（60％）に
より総合的に評価する。総合点で59点以下の場合は
単位不認定となる。

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。付属のCDを活用し，発音の確認をしておくこ
と。

A�First�Step�toward�College�English，小中秀彦，朝日出
版社，2017

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（十二）

古木 圭子 1

総合英語

基本的な文法の復習と英語運用の基礎

英文法と語彙を復習し、確認問題を通じてこれらの知
識を定着させる。文法的に正しい英文を書くための
課題を課し、短い文章を正しく「読む」訓練をする。
さらに、学習した英文法と語彙が、日常のコミュニ
ケーションにどのように使われているかを豊富な例文
を通じて学び、文法的に正しい英文を自ら作り出すこ
とができるようになる。リスニングについては付属の
CDを活用して、復習、予習を行うこと。
毎回の授業参加状況（発言・応答など）、課題提出お
よび到達度（計40％）および授業内試験（60％）に
より総合的に評価する。総合点で59点以下の場合は
単位不認定となる。

意味の分からない語彙を事前に辞書で調べておくこ
と。付属のCDを活用し，発音の確認をしておくこ
と。

A�First�Step�toward�College�English，小中秀彦，朝日出
版社，2017

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（九）

★福地 浩子 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

グローバル化が進み、日本でも英語で外国人を助ける人
員が社会でますます必要となっている。英語がさほど得意
でなくても、中学・高校で学んだ語彙や単純な文法を使っ
て、外国人をサポートすることは可能だ。本授業では、飲
食店や買い物、ホテル、道案内といった様々な場面でどの
ような表現や語彙を使い、英語で外国人に対応するか練習
する。日本文化の独自性について論じた興味深い英文も読
み、オーラルスキルだけでなく読み書きの力も高めたい。
教科書を終えたらプリントを配り、シンプルな文法を使って
日常的な事柄を英語で伝える練習をする。

平常点（宿題・積極的取り組み・発言）40％
提出物（英作文・小テスト）�20％�
学習到達度確認40％

辞書を持参（電子辞書も可）。宿題忘れや教材忘れは
減点する。携帯・スマホは使用禁止。ロールプレイ
の練習が多いので、クラスメイトと積極的に作業する
姿勢が必要である。

You're�Welcome!�，工藤多恵著，センゲージラーニング，
2016
配布プリント

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（十）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。授業の課題
を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の取得は難し
い。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

English�Day!，Robert�Hickling，金星堂，2023
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外

国

語

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（十三）

★菊池 あずさ 1

総合英語（初級）

基本的な文法の復習と英語運用の能力の基礎を養成
する。

外国語を修得するには、たくさんの語彙を覚え、正
確な文法で「表現」することが第一です。授業では
基本的な文法の確認を中心に進めます。文法は初級
からやり直すつもりですが、「英語力をもっとつけた
い」と思う意欲ある学生さんや、英語に自信があり
英語が好きな学生さん、そして「高校英語は不十分
なまま終わったので、大学では心機一転英語頑張る
ぞ」と決意新たにしている学生さんに受講してもらい
たいです。出席は大前提、予習必須の授業です。
平常点（小テスト、授業への取り組み方）40％＋学習到達
度確認（後期中間＋後期期末）60％。ただし、予習せずに
出席した場合は平常点から減点していく。遅刻・欠席・早退
に関しても平常点から減点する。予習必須の授業である。
辞書は必ず毎回持参すること。以下の行為を行なった者
には、単位を出さない、それ以降の出席は認めないといっ
た厳しい処置を取る。「無断での途中退席」「授業中の飲食
（アメやガムなど）」「私語」「スマホを見る」。その他「教員
の指示に従わない不快な行為」。

読解と表現をめざす基礎文法，小中秀彦，朝日出版社，2022

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（十五）

岡部 純子 1

総合英語（初級）

読解を中心とする四技能すべてにおいて基本的な文
法を復習し、英語運用の基礎力を養成する。

身近で興味深いトピックを扱うテキストを読み、英語
文法の基本事項の確認と基本的な英文の読解を中心
にリスニング、ライティング等の活動を行う。

15週目に学習到達度確認を行う。平常点20％、学習
到達度テスト20％、定期試験60％

オンライン教材を使用する場合がありますので、その
場合には携帯電話もしくはその他端末機器を持参し
てください。

Trend�Scope，Jonathan�Lynch,�Kotaro�Shitori，
Seibido，2023

後期

1-4

英語読解初級Ⅱ（十六）

★内田 聖二 1

総合英語（初級）

読解を主にして基本的な文法を復習し、英語運用の
基礎力を養成する。

日本人がよく間違える英語の特徴について、借用
語、和製英語、省略語などを中心に学ぶ。

平常点40％、到達度確認テスト60％で評価する。

毎回必ず辞書を持参すること。

Sounding�Natural�in�English，Kathleen�Yamane，ひつ
じ書房，2020

前期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅰ（一）

エリック マーティン 1

Oral�English（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす。

This�course�is�a�chance�for�students�to�speak�
and� listen�a� lot�about�common�daily� topics.�
Students�will�develop� their�speaking�speed�
and�confidence.�This�course�will�be�taught�in�
English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight�(Pre-Intermediate)�，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019
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前期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅰ（二）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす。

This�course�is�a�chance�for�students�to�speak�
and� listen�a� lot�about�common�daily� topics.�
Students�will�develop� their�speaking�speed�
and�confidence.�This�course�will�be�taught�in�
English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight�(Pre-Intermediate)�，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

前期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅰ（三）

エリック マーティン 1

Oral�English�（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす。

This�course�is�a�chance�for�students�to�speak�
and� listen�a� lot�about�common�daily� topics.�
Students�will�develop� their�speaking�speed�
and�confidence.�This�course�will�be�taught�in�
English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight�(Pre-Intermediate)�，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

前期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅰ（四）

★ハットン グレゴリー 1

Oral�English（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす

Students�will�spend�time�practicing�speaking�patterns�
and�expanding�set�dialogs�with� their�own�or�new�
information.�Class� time�will� be� spent�using� the�
textbooks�and�your�homework�for�speaking.�Most�
work�will�be�done�in�pairs�with�opportunities�to�speak�
with�different�students�and�the�teacher.�The�focus�
of� the�class�will�be�on�students�actively�producing�
English,�not�passively�listening.�Speaking�Japanese�
instead�of�English�does�not�help�the�student's�English�
ability�to�improve.This�course�will�be�taught�in�English.

Speaking�English�is�important!�Since�this�class�is�English�
conversation,�you�will�be�primarily�evaluated�on�how�
much�you�use�English�in�class,�not�just�on�being�there.�
Participation=�60％ .�Homework=�20％ ,�exams=�20％ .

You�should�have�an�electronic�dictionary�or�
regular�dictionaries.�Cellular�phones�should�
NOT�be�used�in�class�unless�the�teacher�gives�
permission.�If�you�don’t�want�to�actively�speak�
English�with�others,�please�join�another�class.
Side�By�Side�2�Extra�Book�&�eText，Molinsky�and�
Bliss，Pearson�Education，2016
Side�By�Side�2�Extra�Activity�workbook，Molinsky�
and�Bliss，Pearson�Education，2016

前期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅰ（五）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�1�（5）

おおよその日常会話をこなす

Students�will�be�encouraged�to�develop�skills�
that�enable�them�to�be�functional�and�competent�
in� analyzing�and�conveying� information� in�
conversation,� including� exchanging�basic�
opinions�on�different� topics�and�negotiating�
meaning.This�course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is� based� on� participation,� assignments,�
quizzes,�speaking�tests�and�midterm�and�end�of�term�tests.�
Students�will�be�expected�to�do�extra�work�outside�of�class.�
Accomplished�and�accessed�tasks�40 ％ ,�Commitment�and�
Participation�30％ ,�Quizzes�and�in�class�tests�30％ .

Try�to�develop�confidence�in�communication�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.�Do�
your�best!

Communication�Spotlight�Starter，Alastair�Graham-
Marr，ABAX�ELT，2021
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外

国

語

前期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅰ（六）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�1（6）

おおよその日常会話をこなす

Students�will�be�encouraged�to�develop�skills�
that�enable�them�to�be�functional�and�competent�
in� analyzing�and�conveying� information� in�
conversation,� including� exchanging�basic�
opinions�on�different� topics�and�negotiating�
meaning.This�course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is� based� on� participation,� assignments,�
quizzes,�speaking�tests�and�midterm�and�end�of�term�tests.�
Students�will�be�expected�to�do�extra�work�outside�of�class.�
Accomplished�and�accessed�tasks�40％,�Commitment�and�
Participation�20％ ,�Quizzes�and�in�class�tests�40％ .

Try�to�develop�confidence�in�communication�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.�Do�
your�best!

Communication�Spotlight�Starter，Alastair�Graham-
Marr，ABAX�ELT，2021

後期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅱ（一）

エリック マーティン 1

Oral�English（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす。

This�course�is�a�chance�for�students�to�speak�
and� listen�a� lot�about�common�daily� topics.�
Students�will�develop� their�speaking�speed�
and�confidence.�This�course�will�be�taught�in�
English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight�(Pre-Intermediate)�，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

後期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅱ（二）

エリック マーティン 1

Oral�English（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす。

This�course�is�a�chance�for�students�to�speak�
and� listen�a� lot�about�common�daily� topics.�
Students�will�develop� their�speaking�speed�
and�confidence.�This�course�will�be�taught�in�
English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight�(Pre-Intermediate)�，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019

後期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅱ（三）

エリック マーティン 1

Oral�English（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす。

This�course�is�a�chance�for�students�to�speak�
and� listen�a� lot�about�common�daily� topics.�
Students�will�develop� their�speaking�speed�
and�confidence.�This�course�will�be�taught�in�
English.

Quizzes�（20％）;�Unit�Tests�（20％）�Homework�
Preparation�（30％）;�Active�Participation�（30％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Communication�Spotlight�(Pre-Intermediate)�，Alastair�
Graham-Marr，ABAX，2019
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後期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅱ（四）

★ハットン グレゴリー 1

Oral�English（Intermediate）

おおよその日常会話をこなす

Students�will�spend�time�practicing�speaking�patterns�
and�expanding�set�dialogs�with� their�own�or�new�
information.�Class�time�will�be�spent�using�the�textbooks�
and�your�homework�for�speaking.�Most�work�will�be�
done�in�pairs�with�opportunities�to�speak�with�different�
students�and�the�teacher.�The�focus�of�the�class�will�be�
on�students�actively�producing�English,�not�passively�
listening.�Speaking�Japanese�instead�of�English�does�
not�help�the�student's�English�ability�to�improve.�This�
course�will�be�taught�mostly�in�English.

Speaking�English� is� important!�Since� this�class� is�English�
conversation,� you�will� be�primarily� evaluated�on�how�
much�you�use�English� in�class,�not� just�on�being� there.�
Participation=�60％ .�Homework=�20％ ,�exams=�20％ .

You�should�have�an�electronic�dictionary�or�
regular�dictionaries.�Cellular�phones�should�
NOT�be�used�in�class�unless�the�teacher�gives�
permission.�If�you�don’t�want�to�actively�speak�
English�with�others,�please�join�another�class.
Side�By�Side�2�Extra�Book�&�eText，Molinsky�and�
Bliss，Pearson�Education，2016
Side�By�Side�2�Extra�Activity�workbook，Molinsky�
and�Bliss，Pearson�Education，2016

後期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅱ（五）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�2（5）

おおよその日常会話をこなす

Students�will�be�encouraged�to�develop�skills�
that�enable�them�to�be�functional�and�competent�
in� analyzing�and�conveying� information� in�
conversation,� including� exchanging�basic�
opinions�on�different� topics�and�negotiating�
meaning.This�course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is� based� on� participation,� assignments,�
quizzes,�speaking�tests�and�midterm�and�end�of�term�tests.�
Students�will�be�expected�to�do�extra�work�outside�of�class.�
Accomplished�and�accessed�tasks�40％,�Commitment�and�
Participation�30％ ,�Quizzes�and�in�class�tests�30％ .

Try�to�develop�confidence�in�communication�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.�Do�
your�best!

Communication�Spotlight�Starter，Alastair�Graham-
Marr，ABAX�ELT，2021

後期

1-4

オーラルコミュニケーション中級Ⅱ（六）

★クリストファー ルーデンクラウ 1

Oral�Communication�2（6）

おおよその日常会話をこなす

Students�will�be�encouraged�to�develop�skills�
that�enable�them�to�be�functional�and�competent�
in� analyzing�and�conveying� information� in�
conversation,� including� exchanging�basic�
opinions�on�different� topics�and�negotiating�
meaning.This�course�will�be�taught�in�English.

Assessment� is� based� on� participation,� assignments,�
quizzes,�speaking�tests�and�midterm�and�end�of�term�tests.�
Students�will�be�expected�to�do�extra�work�outside�of�class.�
Accomplished�and�accessed�tasks�40％,�Commitment�and�
Participation�20％ ,�Quizzes�and�in�class�tests�40％ .

Try�to�develop�confidence�in�communication�in�
English.�Please�try�to�do�all�assessed�tasks.�Do�
your�best!

Communication�Spotlight�Starter，Alastair�Graham-
Marr，ABAX�ELT，2021

前期

1-4

実践英語中級Ⅰ（三）

★川田 伸道 1

総合英語

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

TOEICの問題形式の解説・問題演習に特化したテキスト
を使用しながら、総合的な英語力のアップを目指す。語彙
力・文法力を強化しながら、リーディングとリスニングの
スキルアップを目指す。学内TOEICの受験を前提とし、
TOEIC550超えを目標にする。�効果的に語学スキルを身に
つけられるかどうかは、いかに集中しながら、かつ学習に時
間をかけられるかにかかっている。したがってこのクラスで
は、予習と復習を前提とし、長時間にわたって、英語の問題
を解くことに集中できる力を身につける。

予習・復習の状況、テキストに準じた小テスト（英語
の語句の意味、英文中の空所補充など）の成績、授
業への参加度、学習態度を総合的に評価する。

英語力の向上を真摯に目指すこと。英和辞典（書籍
版、電子辞書のどちらでも構わない）を毎回持参す
ること。中辞典以上のものを使用すること。携帯電
話、スマートフォンなどネットワーク機能のついた電
子機器類を使用することは不可とする。

一歩上を目指す　TOEIC�LISTENING�AND�READING�
TEST:�Leve�1，北尾泰幸�他，朝日出版社，2021
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外

国

語

前期

1-4

実践英語中級Ⅰ（四）

★福地 浩子 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

本授業は現代、企業が大学生に広く求める実用英語検定試験、
TOEICの入門者用テキストに取り組みながら、ビジネスの現場や生
活で使われる英語に親しむ。リスニングとリーディング両方に取り組
み、最終的にはTOEIC500点取得（990満点）を目指す。TOEICに
必要な基礎的語彙力と文法力を定着させながら「生きた英語」に豊
富に触れよう。本授業はTOEIC対策に留まらず、ネイティブの英語
に親しみを持ち、「使える英語表現」を吸収して頂けるよう、前期は
NHK英語アニメドラマ、『リトル・チャロ』を取り上げ、リスニング
や音読、ロールプレイの練習を定期的に行う。

平常点（宿題、積極的取り組み、発言）：40％
提出物（単語テスト等）：10％
到達度確認テスト：50％

宿題忘れや教材忘れは減点となる。スマホや携帯は
いかなる用途にも使用しないので、机に置かないよう
に。出席するだけでは単位は取れない。積極的な取
り組みや地道な努力、そして試験で合格点を取るこ
とが必要である。

Start-Up�Course�for� the�TOEIC�L&R�Test,�Revised�
Edition，Nagaki�Kitayama他，成美堂，2018

前期

1-4

実践英語中級Ⅰ（五）

★山内 信幸 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

TOEIC�L&R�（Listening�&�Reading）�Test�のスコア
アップ（目標：400～ 450）を図るため、TOEIC�L&R�
の出題形式に慣れ、語彙力・文法力の向上を目指す
とともに、読解力・聴解力の養成を目指す。

定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常評
価（①授業時に行う学習到達度確認のテスト（50％）・②授業時に行
う割り当て部分の理解度を確認する小テスト（30％）・③毎回の提出
物・クラスでの貢献度や発表（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Totally�TOEIC�L&R�Test:�Challenge�400，Terry�O'Brien�
et.�al.，南雲堂，2018

前期

1-4

実践英語中級Ⅰ（六）

★後藤 朗子 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

科学は、日常生活や健康に深い関わりがあるだけで
なく、技術や宇宙など世界の未来について想像が膨
らむ分野である。「健康」「自然」「資源」「技術」「宇
宙」など、多岐にわたる科学を題材にした英文を丁
寧に読む。辞書を引きながら、自力で英文を読めるよ
うにする。文法・語彙力を養いながらも、科学に関す
る各テーマについて考え、自分なりの疑問や意見をも
つことを心がける。

平常点10％（授業中の発表と学習への取り組み）、小
テスト60％（基本的語句・文法・表現・内容の理解
度）、提出課題30％（e-Learningにて実施）

必ず十分な予習をしてください。小テストを頻繁に実
施します。積極的な学習姿勢の継続が大切です。

SCIENCE�MATTERS!�　暮らしを変える最新科学，野崎嘉
信ほか，金星堂，2020

なし

前期

1-4

実践英語中級Ⅰ（七）

★後藤 朗子 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

科学は、日常生活や健康に深い関わりがあるだけで
なく、技術や宇宙など世界の未来について想像が膨
らむ分野である。「健康」「自然」「資源」「技術」「宇
宙」など、多岐にわたる科学を題材にした英文を丁
寧に読む。辞書を引きながら、自力で英文を読めるよ
うにする。文法・語彙力を養いながらも、科学に関す
る各テーマについて考え、自分なりの疑問や意見をも
つことを心がける。

平常点10％（授業中の発表と学習への取り組み）、小
テスト60％（基本的語句・文法・表現・内容の理解
度）、提出課題30％（e-Learningにて実施）

必ず十分な予習をしてください。小テストを頻繁に実
施します。積極的な学習姿勢の継続が大切です。

SCIENCE�MATTERS!�　暮らしを変える最新科学，野崎嘉
信ほか，金星堂，2020

なし
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後期

1-4

実践英語中級Ⅱ（三）

★川田 伸道 1

総合英語

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

TOEICの問題形式の解説・問題演習に特化したテキスト
を使用しながら、総合的な英語力のアップを目指す。語彙
力・文法力を強化しながら、リーディングとリスニングの
スキルアップを目指す。学内TOEICの受験を前提とし、
TOEIC550超えを目標にする。�効果的に語学スキルを身に
つけられるかどうかは、いかに集中しながら、かつ学習に時
間をかけられるかにかかっている。したがってこのクラスで
は、予習と復習を前提とし、長時間にわたって、英語の問題
を解くことに集中できる力を身につける。

予習・復習の状況、テキストに準じた小テスト（英語
の語句の意味、英文中の空所補充など）の成績、授
業への参加度、学習態度を総合的に評価する。

英語力の向上を真摯に目指すこと。英和辞典（書籍
版、電子辞書のどちらでも構わない）を毎回持参す
ること。中辞典以上のものを使用すること。携帯電
話、スマートフォンなどネットワーク機能のついた電
子機器類を使用することは不可とする。

BEST�PRACTICE�FOR�THE�TOEIC�L&R�TEST：
Intermediate，吉塚弘�他，成美堂，2022

後期

1-4

実践英語中級Ⅱ（四）

★福地 浩子 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

本授業は現代、企業が大学生に広く求める実用英語検定
試験、TOEICの入門者用テキストに取り組みながら、ビジ
ネスの現場や生活で使われる英語に親しむ。リスニングと
リーディング両方に取り組み、最終的にはTOEIC500点取得
（990満点）を目指す。TOEICに必要な基礎的語彙力と文
法力を定着させながら「生きた英語」に豊富に触れよう。
本授業はTOEIC対策に留まらず、ネイティブの英語に親し
みを持ち、「使える英語表現」を吸収して頂けるよう、後期
は映画Back�to�the�Future（1985）を取り上げ、リスニン
グや音読、ロールプレイの練習を定期的に行う。

平常点（宿題、積極的取り組み、発言）：40％
提出物（単語テスト等）：10％
到達度確認テスト：50％

宿題忘れや教材忘れは減点となる。スマホや携帯は
いかなる用途にも使用しないので、机に置かないよう
に。出席するだけでは単位は取れない。積極的な取
り組みや地道な努力、そして試験で合格点を取るこ
とが必要である。

Start-Up�Course�for� the�TOEIC�L&R�Test,�Revised�
Edition，Nagaki�Kitayama他，成美堂，2018

後期

1-4

実践英語中級Ⅱ（五）

★山内 信幸 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

TOEIC�L&R�（Listening�&�Reading）�Test�のスコア
アップ（目標：400～ 450）を図るため、TOEIC�L&R�
の出題形式に慣れ、語彙力・文法力の向上を目指す
とともに、読解力・聴解力の養成を目指す。

定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常評
価（①授業時に行う学習到達度確認のテスト（50％）・②授業時に行
う割り当て部分の理解度を確認する小テスト（30％）・③毎回の提出
物・クラスでの貢献度や発表（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Score�Booster� for� the� TOEIC� L&R� Test:� Pre-
Intermediate，溝口優美子・柳田真知子，金星堂，2018

後期

1-4

実践英語中級Ⅱ（六）

★後藤 朗子 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

科学は、日常生活や健康に深い関わりがあるだけで
なく、技術や宇宙など世界の未来について想像が膨
らむ分野である。「健康」「自然」「資源」「技術」「宇
宙」など、多岐にわたる科学を題材にした標準的な
英文を、前期に引き続き、丁寧に読む。辞書を引き
ながら、自力で英文を読めるようにする。文法・語彙
力を養いながらも、科学に関する各テーマについて
考え、自分なりの疑問や意見をもつことを心がける。

平常点10％（授業中の発表と学習への取り組み）、小
テスト60％（基本的語句・文法・表現・内容の理解
度）、提出課題30％（e-Learningにて実施）

必ず十分な予習をしてください。小テストを頻繁に実
施します。積極的な学習姿勢の継続が大切です。

SCIENCE�MATTERS!�　暮らしを変える最新科学，野崎嘉
信ほか，金星堂，2020

なし
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外

国

語

後期

1-4

実践英語中級Ⅱ（七）

★後藤 朗子 1

実用英語（中級）

実用的・実践的な英語運用能力を養成する。

科学は、日常生活や健康に深い関わりがあるだけで
なく、技術や宇宙など世界の未来について想像が膨
らむ分野である。「健康」「自然」「資源」「技術」「宇
宙」など、多岐にわたる科学を題材にした標準的な
英文を、前期に引き続き、丁寧に読む。辞書を引き
ながら、自力で英文を読めるようにする。文法・語彙
力を養いながらも、科学に関する各テーマについて
考え、自分なりの疑問や意見をもつことを心がける。

平常点10％（授業中の発表と学習への取り組み）、小
テスト60％（基本的語句・文法・表現・内容の理解
度）、提出課題30％（e-Learningにて実施）

必ず十分な予習をしてください。小テストを頻繁に実
施します。積極的な学習姿勢の継続が大切です。

SCIENCE�MATTERS!�　暮らしを変える最新科学，野崎嘉
信ほか，金星堂，2020

なし

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（一）

関 茂樹 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

全体を通して一つのミステリー・ストーリーからなる
テキストを読み、英文の的確な理解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取
り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定
期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、練習
問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Kickoff��Enｇｌish�Mystery，T.�O’Brien�他，南雲堂，
2019

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（二）

★山内 信幸 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

言語と同様に、身ぶりや対人距離などが社会的・文
化的にある種の意味を持ち、コード化された体系を
有していることはよく知られた事実である。コミュニ
ケーションのより低次のレベルとして、どの社会・
文化にも共通して見られる生物学的な人間の行動パ
ターンについての著作を読むことで、非言語的な伝
達行動についての理解と、各自の個人間あるいは個
人内コミュニケーションにおけるmanwatching（人
間観察）の方法論を学ぶことを目指す。
定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常
評価（①授業時に行う学習到達度確認の復習テスト（50％）・②授業
時に行う割り当て部分の理解度を確認する小テスト（30％）・③毎回
の提出物・クラスでの貢献度や発表（20％））によって、総合的に評
価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Manwatching，Desmond�Morris，金星堂，1977

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（三）

★川田 伸道 1

総合英語

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

文法知識を確実なものにし、実際のコミュニケーショ
ンにおいて使えるように導く。文法事項を、リスニン
グ、リーディング、スピーキング、ライティングの4
技能に活用する。世界各国の「民話」を通して、英
語を理解できるようになり、また単語量を増やすこと
を目標とする。　

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、授業に真
摯に取り組む姿勢などを評価）
テスト（60％：学修成果確認中間・期末復習テスト、25％
+25％,�小テスト�10％�。それぞれ授業内容の理解度を確認）

英和辞典（書籍版、電子辞書のどちらでも構わな
い）を毎回持参すること。中辞典以上のものを使用
すること。携帯電話、スマートフォンなどネットワー
ク機能のついた電子機器類を使用することは不可と
する。

Stories�from�Around�the�World，染谷正一　他，南雲
堂，2018
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前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（四）

★山内 信幸 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

言語と同様に、身ぶりや対人距離などが社会的・文
化的にある種の意味を持ち、コード化された体系を
有していることはよく知られた事実である。コミュニ
ケーションのより低次のレベルとして、どの社会・
文化にも共通して見られる生物学的な人間の行動パ
ターンについての著作を読むことで、非言語的な伝
達行動についての理解と、各自の個人間あるいは個
人内コミュニケーションにおけるmanwatching（人
間観察）の方法論を学ぶことを目指す。
定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常評
価（①授業時に行う学習到達度確認の復習テスト（50％）・②授業時に
行う割り当て部分の理解度を確認する小テスト（30％）・③毎回の提出
物・クラスでの貢献度や発表（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Manwatching，Desmond�Morris，金星堂，1977

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（五）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力と応用力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
取得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Reading�Steps，Robert�Hickling�/�Misato�Usukura，金
星堂，2015

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（六）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力と応用力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点　60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行
う質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿
勢などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
取得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Reading�Steps，Robert�Hickling�/�Misato�Usukura，金
星堂，2015

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（七）

古木 圭子 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

文法知識を確実なものにし、実際のコミュニケーショ
ンにおいて使えるように導く。文法事項を、リスニン
グ、リーディング、スピーキング、ライティングの4
技能に活用する。

テキストに出ている基本的な内容を理解しているかど
うかをみる到達度確認テスト60％、授業態度、発表
の際の予習の度合いなどの平常点40％で総合的に評
価する。

毎回辞書を持参すること。復習・予習において、テキ
スト付属のCD音声を聴いて、発音、内容の確認を
すること。

Cultural�Encounters，Toshiaki�Nishihara�/�Nayumi�
Nishihara，センゲージラーニング，2023
プリント
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外

国

語

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（八）

関 茂樹 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

日本をはじめ世界５か国の若者を対象とした意識調査
をもとに、学校、人生、家庭などに対する若者の意
識を比較検討したテキストを読み、英文の的確な理
解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の
取り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、
定期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、
練習問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Japan�in�International�Society，J.M.�Vardaman，鶴見
書店，2021

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（九）

関 茂樹 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

現代日本をはじめ世界５か国の若者を対象とした意識
調査をもとに、学校、人生、家庭などに対する若者
の意識を比較検討したテキストを読み、英文の的確
な理解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の
取り組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、
定期試験�60％�（英文の内容を正しく理解している、
練習問題を正しく理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Japan�in�International�Society，J.M.�Vardaman，鶴見
書店，2021

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十）

岡部 純子 1

総合英語（中級）

読解を主とするが同時に標準的な文法を確認し、作
文を含めた総合的な英語運用能力を養成する。

毎時間、読む、理解する、解釈する、自分の意見を
発信するという作業が中心。前期は日本文化に関す
るトピックを中心に読解トレーニングを行う。

平常点および途中の確認テスト40％、最終試験60％

授業で身に着けたスキルの定着を図るために復習を
重視します。また、オンライン教材使用に備えて携
帯電話、端末機器もしくはPCを持参してください。

Exploring� Japanese�Culture� through�English，
Masanobu�Horiguchi，Kaibunsha，2022

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十一）

古木 圭子 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

文法知識を確実なものにし、実際のコミュニケーショ
ンにおいて使えるように導く。文法事項を、リスニン
グ、リーディング、スピーキング、ライティングの4
技能に活用する。

テキストに出ている基本的な内容を理解しているかど
うかをみる到達度確認テスト60％、授業態度、発表
の際の予習の度合いなどの平常点40％で総合的に評
価する。

毎回辞書を持参すること。復習・予習において、テキ
スト付属のCD音声を聴いて、発音、内容の確認を
すること。

Cultural�Encounters，Toshiaki�Nishihara�/�Nayumi�
Nishihara，センゲージラーニング，2023
プリント
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前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十二）

★山内 信幸 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

言語と同様に、身ぶりや対人距離などが社会的・文
化的にある種の意味を持ち、コード化された体系を
有していることはよく知られた事実である。コミュニ
ケーションのより低次のレベルとして、どの社会・
文化にも共通して見られる生物学的な人間の行動パ
ターンについての著作を読むことで、非言語的な伝
達行動についての理解と、各自の個人間あるいは個
人内コミュニケーションにおけるmanwatching（人
間観察）の方法論を学ぶことを目指す。
定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常評
価（①授業時に行う学習到達度確認のテスト（50％）・②授業時に行
う割り当て部分の理解度を確認する小テスト（30％）・③毎回の提出
物・クラスでの貢献度や発表（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Manwatching，Desmond�Morris，金星堂，1977

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十三）

★内田 聖二 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する

｢天候｣ ｢階級｣ ｢パブ｣ ｢行列｣ ｢食べ物」といった
トピックについて書かれた英語からイギリス人の行動
様式を探る。

平常点（40％）と前期と後期の最終授業時に実施す
る学習到達度確認テスト（60％）で評価する。

必ず毎時間辞書を持参すること。

Watching�the�English，K.�Fox，英宝社，2009

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十四）

★川田 伸道 1

総合英語

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

文法知識を確実なものにし、実際のコミュニケーショ
ンにおいて使えるように導く。文法事項を、リスニ
ング、リーディング、スピーキング、ライティングの
４技能に活用する。世界各国にある「民話」を通し
て、英語を理解できるようになり、また単語量を増や
すことを目標とする。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、授業に真
摯に取り組む姿勢などを評価）
テスト（60％：学修成果確認中間・期末復習テスト、25％
+25％、小テスト�10％。それぞれ授業内容の理解度を確認）

英和辞典（書籍版、電子辞書のどちらでも構わな
い）を毎回持参すること。中辞典以上のものを使用
すること。携帯電話、スマートフォンなどネットワー
ク機能のついた電子機器類を使用することは不可と
する。

Stories�from�Around�the�World，染谷正一　他，南雲
堂，2018

前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十五）

★菊池 あずさ 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

この授業では「運用できる英語習得」を目指していま
す。特に文法理解と長文読解を中心に学んでいきま
す。多くの長文を読むことで、語彙力の向上も目指し
ています。出席は大前提、予習必須の授業です。

平常点（小テスト、授業への取り組み方）40％+学習到達
度確認（前期中間期末）60％。ただし、予習せずに出席した
場合は平常点から減点していく。遅刻・欠席・早退に関して
も平常点から減点する。予習必須の授業である。

辞書は必ず毎回持参すること。以下の行為を行なった者
には、単位を出さない、それ以降の出席は認めないといっ
た厳しい処置を取る。「無断での途中退席」「授業中の飲食
（アメやガムなど）」「私語」「携帯を見る」。◎その他「教
員の指示に従わない不快な行為」。

Refreshing�English�Grammar�with�Short�Reading，福
井慶一郎，朝日出版社，2022
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前期

1-4

英語読解中級Ⅰ（十六）

岡部 純子 1

総合英語（中級）

読解を主とするが同時に標準的な文法を確認し、作
文を含めた総合的な英語運用能力を養成する。

毎時間、読む、理解する、解釈する、自分の意見を
発信するという作業が中心。前期は日本文化に関す
るトピックを中心に読解トレーニングを行う。

平常点および途中の確認テスト40％、最終試験60％

授業で身に着けたスキルの定着を図るために復習を
重視します。また、オンライン教材使用に備えて携
帯電話、端末機器もしくはPCを持参してください。

Exploring� Japanese�Culture� through�English，
Masanobu�Horiguchi，Kaibunsha，2022

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（一）

関 茂樹 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

アメリカの歴史・文化・社会についての様々なトピッ
クを扱ったテキストを読み、英語の文法の確認と標
準的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取り組
み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定期試験�60％�
（英文の内容を正しく理解している、練習問題を正しく理解
しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Modern�America，R.�Smithers�他，松柏社，2021

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（二）

★山内 信幸 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

言語と同様に、身ぶりや対人距離などが社会的・文
化的にある種の意味を持ち、コード化された体系を
有していることはよく知られた事実である。コミュニ
ケーションのより低次のレベルとして、どの社会・
文化にも共通して見られる生物学的な人間の行動パ
ターンについての著作を読むことで、非言語的な伝
達行動についての理解と、各自の個人間あるいは個
人内コミュニケーションにおけるmanwatching（人
間観察）の方法論を学ぶことを目指す。
定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常
評価（①授業最終時に行う学習到達度確認のテスト（50％）・②授業
時に行う割り当て部分の理解度を確認する課題（30％）・③毎回の予
習を兼ねた宿題（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Manwatching，Desmond�Morris，�金星堂，1977

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（三）

★川田 伸道 1

総合英語

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

「英語中級読解Ⅰ」に引き続き、文法知識を確実なも
のにし、実際のコミュニケーションにおいて使えるよ
うに導く。文法事項を、リスニング、リーディング、
スピーキング、ライティングの４技能に活用する。あ
る程度の長さのある英語をきっちりと理解できるよう
になることをこの授業の目的とする。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、授
業に真摯に取り組む姿勢などを評価）
テスト（60％：確認テスト15％+15％＋15％、小テス
ト�15％。それぞれ授業内容の理解度を確認）
英和辞典（書籍版、電子辞書のどちらでも構わな
い）を毎回持参すること。中辞典以上のものを使用
すること。携帯電話、スマートフォンなどネットワー
ク機能のついた電子機器類を使用することは不可と
する。

A�Taste�of�English:�Food�and�Fiction，Fiona�Wall�
Minami　他，朝日出版社，2022
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後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（四）

★山内 信幸 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

言語と同様に、身ぶりや対人距離などが社会的・文
化的にある種の意味を持ち、コード化された体系を
有していることはよく知られた事実である。コミュニ
ケーションのより低次のレベルとして、どの社会・
文化にも共通して見られる生物学的な人間の行動パ
ターンについての著作を読むことで、非言語的な伝
達行動についての理解と、各自の個人間あるいは個
人内コミュニケーションにおけるmanwatching（人
間観察）の方法論を学ぶことを目指す。
定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常
評価（①授業最終時に行う学習到達度確認のテスト（50％）・②授業
時に行う割り当て部分の理解度を確認する課題（30％）・③毎回の予
習を兼ねた宿題（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Manwatching，Desmond�Morris，金星堂，1977

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（五）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力と応用力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
取得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Reading�Steps，Robert�Hickling�/�Misato�Usukura，金
星堂，2015

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（六）

北岡 一弘 1

総合英語

大学で習得しておかなければならない、英語の基礎
力と応用力を身につけることができる。
正しい英語の発音方法を身につけることができる。
異文化理解を深めることができる。
英語総合教材を用いて、実践的な英語力を養成する。
また授業では、英語の歌やペアワークなどの活動を
通じて、英語の正しい発音方法を学ぶ。語学習得、
特にスピーキング力の向上には、学習者の積極的な
姿勢が求められる。言語に限らず、人と話すことが好
き、または、苦手だが克服したいという学生の参加
を歓迎する。またこのシラバスにある「履修上の注
意」を必ず読んでおくこと。

課題点60％、テスト30％、平常点10％（授業中に行う
質問に対する返答状況、授業に真摯に取り組む姿勢
などを評価）。
授業には、電子辞書と携帯電話（スマートフォンが望ましい）を持参すること。
携帯電話は、指示がある時のみ使用可とする。この授業は座学の授業ではな
い。学生の積極的な参加が求められる。この授業では、自学自習を基本とし、自
ら主体的に学ぶ姿勢を重視する。授業では歌を使った発音練習などを行う。授
業で歌をうたうことに抵抗がある学生は、履修しないことを勧める。
授業の課題を期限内にやり遂げ、かつ授業に積極的に参加しなければ、単位の
取得は難しい。いわゆる「楽単」の授業ではないので、留意しておくこと。

Reading�Steps，Robert�Hickling�/�Misato�Usukura，金
星堂，2015

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（七）

古木 圭子 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

「英語中級読解Ⅰ」に引き続き、文法知識を確実なも
のにし、実際のコミュニケーションにおいて使えるよ
うに導く。文法事項を、リスニング、リーディング、
スピーキング、ライティングの４技能に活用する。イ
ギリス文化について学ぶ。

テキストに出ている基本的な内容を理解しているかど
うかをみる到達度確認テスト60％、授業態度、発表
の際の予習の度合いなどの平常点40％で総合的に評
価する。

毎回辞書を持参すること。予習・復習として、テキス
ト付属の音声を活用し、発音の練習、内容確認、ディ
クテーションを行う。

A�Taste�of�English:�Food�and�Fiction�フィクションにみ
る食文化，Fiona�Wall�Minami，朝日出版社，2013
プリント
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外

国

語

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（八）

関 茂樹 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

現代のアメリカの文化・社会・経済について論じたテ
キストを読み、英語の文法の基本事項の確認と基本
的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取り組
み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定期試験�60％�
（英文の内容を正しく理解している、練習問題を正しく理解
しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

America's�Evolution，A.�Farrell，松柏社，2022

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（九）

関 茂樹 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

現代のアメリカの文化・社会・経済について論じたテ
キストを読み、英語の文法の基本事項の確認と基本
的な英文の読解を目指す。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取り組
み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定期試験�60％�
（英文の内容を正しく理解している、練習問題を正しく理解
しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること

American�Evolution�，A.�Farrell，松柏社，2023

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十）

岡部 純子 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する

毎時間、読む、理解する、解釈する、自分の意見を
発信するという作業が中心。後期はリーディングスキ
ルのトレーニングを重点的に行う。

平常点および途中の確認テスト40％、最終試験60％

授業で身に着けたスキルの定着を図るために復習を
重視します。また、オンライン教材使用に備えて携
帯電話、端末機器もしくはPCを持参してください。

Success�with�Reading�1，Maiko�Ikeda，Seibido，2022

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十一）

古木 圭子 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

「英語中級読解Ⅰ」に引き続き、文法知識を確実なも
のにし、実際のコミュニケーションにおいて使えるよ
うに導く。文法事項を、リスニング、リーディング、
スピーキング、ライティングの４技能に活用する。イ
ギリス文化について学ぶ。

テキストに出ている基本的な内容を理解しているかど
うかをみる到達度確認テスト60％、授業態度、発表
の際の予習の度合いなどの平常点40％で総合的に評
価する。

毎回辞書を持参すること。予習・復習として、テキス
ト付属の音声を活用し、発音の練習、内容確認、ディ
クテーションを行う。

A�Taste�of�English:�Food�and�Fiction�フィクションにみ
る食文化，Fiona�Wall�Minami，朝日出版社，2013
プリント
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後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十二）

★山内 信幸 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

言語と同様に、身ぶりや対人距離などが社会的・文
化的にある種の意味を持ち、コード化された体系を
有していることはよく知られた事実である。コミュニ
ケーションのより低次のレベルとして、どの社会・
文化にも共通して見られる生物学的な人間の行動パ
ターンについての著作を読むことで、非言語的な伝
達行動についての理解と、各自の個人間あるいは個
人内コミュニケーションにおけるmanwatching（人
間観察）の方法論を学ぶことを目指す。
定期試験は行わず、授業中に実施する学習到達度の確認などの平常
評価（①授業最終時に行う学習到達度確認のテスト（50％）・②授業
時に行う割り当て部分の理解度を確認する課題（30％）・③毎回の予
習を兼ねた宿題（20％））によって、総合的に評価する。

毎回授業時に、前回授業時に指示された課題をA
４サイズの用紙にワープロ印刷したものを提出する
こと。なお、授業に関する質問・相談や連絡などが
ある場合には、必要に応じて、nyamauch@mail.
doshisha.ac.jpまで遠慮なく問い合わせること。

Manwatching，Desmond�Morris，金星堂�，1977

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十三）

★内田 聖二 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

｢天候｣ ｢階級｣ ｢パブ｣ ｢行列｣ ｢食べ物」といった
トピックについて書かれた英語からイギリス人の行動
様式を探る。

平常点（40％）と前期と後期の最終授業時に実施す
る学習到達度確認（60％）で評価する。

必ず毎時間辞書を持参すること。

Watching�the�English，K.�Fox，英宝社，2009

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十四）

★川田 伸道 1

総合英語

読解を主にして標準的な文法や語法を確認し、総合
的な英語運用能力を養成する。

「英語中級読解Ⅰ」に引き続き、文法知識を確実なも
のにし、実際のコミュニケーションにおいて使えるよ
うに導く。文法事項を、リスニング、リーディング、
スピーキング、ライティングの４技能に活用する。あ
る程度の長さのある英語をきっちりと理解できるよう
になることをこの授業の目的とする。

平常点（40％：授業中に行う質問に対する返答、授
業に真摯に取り組む姿勢などを評価）
テスト（60％：確認テスト15％+15％＋15％、小テス
ト�15％。それぞれ授業内容の理解度を確認）
英和辞典（書籍版、電子辞書のどちらでも構わな
い）を毎回持参すること。中辞典以上のものを使用
すること。携帯電話、スマートフォンなどネットワー
ク機能のついた電子機器類を使用することは不可と
する。

A�Taste�of�English:�Food�and�Fiction，Fiona�Wall�
Minami　他，朝日出版社，2022

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十五）

★菊池 あずさ 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

この授業では「運用できる英語習得」を目指していま
す。特に文法理解と長文読解を中心に学んでいきま
す。多くの長文を読むことで、語彙力の向上も目指し
ています。出席は大前提、予習必須の授業です。

平常点（小テスト、授業への取り組み方）40％+学習到達
度確認（前期中間期末）60％。ただし、予習せずに出席した
場合は平常点から減点していく。遅刻・欠席・早退に関して
も平常点から減点する。予習必須の授業である。

辞書は必ず毎回持参すること。以下の行為を行なった者
には、単位を出さない、それ以降の出席は認めないといっ
た厳しい処置を取る。「無断での途中退席」「授業中の飲食
（アメやガムなど）」「私語」「携帯を見る」。◎その他「教
員の指示に従わない不快な行為」。

Refreshing�English�Grammar�with�Short�Reading，福
井慶一郎，朝日出版社，2022
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外

国

語

後期

1-4

英語読解中級Ⅱ（十六）

岡部 純子 1

総合英語（中級）

読解を主にして標準的な文法を確認し、英語運用能
力を養成する。

毎時間、読む、理解する、解釈する、自分の意見を
発信するという作業が中心。後期はリーディングスキ
ルのトレーニングを重点的に行う。

平常点および途中の確認テスト40％、最終試験60％

授業で身に着けたスキルの定着を図るために復習を
重視します。また、オンライン教材使用に備えて携
帯電話、端末機器もしくはPCを持参してください。

Success�with�Reading�1，Maiko�Ikeda，Seibido，2022

前期

1-4

上級英語Ⅰ（二）

岡部 純子 1

総合英語（上級）

基礎的な英語力を基により高度な英語運用能力を養成しま
す。300–500語程度の英文を辞書を使いながらでも問題なく
読んだり聞いたりして内容を理解した上でそれについて簡単
に答えたり、発展させることができることを目標とします。

毎回１名の世界の偉人やチェンジメーカーに焦点をあ
てます。予習としてその人物について各自調べてきて
ください。授業ではメインテキストを理解し、語彙力
を高め、内容について意見を口語もしくは作文で発信
してゆきます。

最終試験50点、平常評価点（予習、授業参加、課題
等の評価）20点、レビューテスト各15点

知らないことを一つでも調べて知ってゆく、表現す
ることで英語の運用能力を高めます。知的好奇心を
もって受講してください。

Aiming� for� the�Top，Masakazu�Someya�et� al.，
Sanshusha，

前期

1-4

上級英語Ⅰ（四）

エリック マーティン 1

総合英語（上級）

より高度な英語運用能力を養成する。

This�is�a�content-based�class�in�which�learners�will�
use�English� to� learn�and�discuss�world-focused�
topics.� Learners�will� complete� vocabualry� and�
reading�assignments�from�the�textbook�at�home�and�
prepare�to�talk�about�them�in�class.�We�will�watch�
DVD�videos�and�discuss�those,�as�well.�This�will�help�
learners� to�become�better�able� to�handle�English�
used� in�media.�Students�will� also�develop� short�
presentation�skills.�This�class�will�be�taught�in�English.

Homework� Preparation�（30％）;� Active�
Participation�（30％）;�Final�Presentations�（40％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Inspire� (Book� 2)，P.�Hartman,�N.�Douglas�and�A.�
Boon.，National�Geographic�Learning/Cengage，2014

前期

1-4

上級英語Ⅰ（一）

関 茂樹 1

総合英語（上級）

より高度な英語運用能力を養成する。

現代社会における最新の話題（経済・社会・文化・
科学）を取り上げたテキストを読み、英語の文法の
確認と英文構造について理解を深める。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％（予習の取り組
み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定期試験�60％�
（英文の内容を正しく理解している、練習問題を正しく理解
しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること

Grand�Tour，A.�Sellick�他，SEIBIDO，2021
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後期

1-4

上級英語Ⅱ（二）

岡部 純子 1

総合英語（上級）

基礎的な英語力を基により高度な英語運用能力を養成しま
す。300–500語程度の英文を辞書を使いながらでも問題なく
読んだり聞いたりして内容を理解した上でそれについて簡単
に答えたり、発展させることができることを目標とします。

毎回１名の世界の偉人やチェンジメーカーに焦点をあ
てます。予習としてその人物について各自調べてきて
ください。授業ではメインテキストを理解し、語彙力
を高め、内容について意見を口語もしくは作文で発信
してゆきます。

最終試験50点、平常評価点（予習、授業参加、課題
等の評価）20点、レビューテスト各15点

知らないことを一つでも調べて知ってゆく、表現す
ることで英語の運用能力を高めます。知的好奇心を
もって受講してください。

Aiming� for� the�Top，Masakazu�Someya�et� al.，
Sanshusha，

後期

1-4

上級英語Ⅱ（四）

エリック マーティン 1

総合英語（上級）

より高度な英語運用能力を養成する。

This�is�a�content-based�class�in�which�learners�will�
use�English� to� learn�and�discuss�world-focused�
topics.� Learners�will� complete� vocabualry� and�
reading�assignments�from�the�textbook�at�home�and�
prepare�to�talk�about�them�in�class.�We�will�watch�
DVD�videos�and�discuss�those,�as�well.�This�will�help�
learners� to�become�better�able� to�handle�English�
used� in�media.�Students�will� also�develop� short�
presentation�skills.�This�class�will�be�taught�in�English.

Homework� Preparation�（30％）;� Active�
Participation�（30％）;�Final�Presentations�（40％）

Come�to�class�every�week�with�a�pencil,�paper,�
and�dictionary.�Always�try�to�do�your�best!

Inspire� (Book� 2)，P.�Hartman,�N.�Douglas�and�A.�
Boon.，National�Geographic�Learning/Cengage，2014

前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（一）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

授業では文法事項について解説したあと、たくさん
の練習問題をこなし、ドイツ語の文章を理解するため
の基礎的な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴
史や文化に触れるテキストも読みます。外国語を学
ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚
を養うことにつながります。積極的・意欲的に取り組
んでください。

授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

後期

1-4

上級英語Ⅱ（一）

関 茂樹 1

総合英語（上級）

より高度な英語運用能力を養成する。

現代社会における最新の話題（経済・社会・文化・
科学）を取り上げたテキストを読み、英語の文法の
確認と英文構造について理解を深める。

16週目に定期試験を実施する。平常点40％　（予習の取り
組み、授業中の質問に対する答えなどを重視）、定期試験�
60％�（英文の内容を正しく理解している、練習問題を正しく
理解しているかどうかを評価する）

毎回、辞書を持参すること。

Grand�Tour，A.�Sellick�他，SEIBIDO，2021
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外

国

語

前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（二）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

授業では文法事項について解説したあと、たくさん
の練習問題をこなし、ドイツ語の文章を理解するため
の基礎的な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴
史や文化に触れるテキストも読みます。外国語を学
ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚
を養うことにつながります。積極的・意欲的に取り組
んでください。

授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（三）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

授業では文法事項について解説したあと、たくさん
の練習問題をこなし、ドイツ語の文章を理解するため
の基礎的な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴
史や文化に触れるテキストも読みます。外国語を学
ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚
を養うことにつながります。積極的・意欲的に取り組
んでください。

授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（四）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

授業では文法事項について解説したあと、たくさん
の練習問題をこなし、ドイツ語の文章を理解するため
の基礎的な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴
史や文化に触れるテキストも読みます。外国語を学
ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚
を養うことにつながります。積極的・意欲的に取り組
んでください。

授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（六）

★石田 喜敬 1

ドイツ語の表現と文法を基礎から学び、日常会話に
必要なコミュニケーション能力を養います。

この科目では、自己紹介や趣味、買い物や飲食店で
の注文、道案内、過去の出来事や休暇中の予定等、
日常生活の様々なテーマについて、自分の意思をドイ
ツ語で表現する能力を身に付けることが目標です。
ペアワークやグループワークを主として行い、実践的
なコミュニケーション能力を身に付けていきます。こ
れと並行して、ドイツ語の運用に必要な基礎文法の
習得も行います。教科書には、ドイツ語圏の都市・建
造物やゆかりのある人物などの情報も掲載されてい
ますので、ドイツの文化事情も知ることができます。
外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国
際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲
的に学習に取り組んでください。
平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への取り組み、
教員への質問）、定期試験50％（コミュニケーションに必要な会話や
聞き取りができているか、基本的な文法を理解しているか）で総合
的に評価します。口頭試験は各学期15週目に実施し、筆記試験は、
定期試験期間中（各学期16週目）に実施します。

授業で使用した講義資料と、ワークシートなどの配布資料
は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。復
習や欠席した際に適宜利用してください。独和辞典を毎回
授業に持参すること。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

ブーメラン・エルエー，小野寿美子・中川明博・西巻丈児，
朝日出版社，2015

素朴なぎもんからわかるドイツ文法，高田博行，郁文堂，
2010
必携ドイツ文法総まとめ　改訂版，中島悠爾、平尾浩三、
朝倉巧，白水社，2003
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前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（七）

★石田 喜敬 1

ドイツ語の表現と文法を基礎から学び、日常会話に
必要なコミュニケーション能力を養います。

この科目では、自己紹介や趣味、買い物や飲食店で
の注文、道案内、過去の出来事や休暇中の予定等、
日常生活の様々なテーマについて、自分の意思をドイ
ツ語で表現する能力を身に付けることが目標です。
ペアワークやグループワークを主として行い、実践的
なコミュニケーション能力を身に付けていきます。こ
れと並行して、ドイツ語の運用に必要な基礎文法の
習得も行います。教科書には、ドイツ語圏の都市・建
造物やゆかりのある人物などの情報も掲載されてい
ますので、ドイツの文化事情も知ることができます。
外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国
際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲
的に学習に取り組んでください。
平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への取り組み、
教員への質問）、定期試験50％（コミュニケーションに必要な会話や
聞き取りができているか、基本的な文法を理解しているか）で総合
的に評価します。口頭試験は各学期15週目に実施し、筆記試験は、
定期試験期間中（各学期16週目）に実施します。

授業で使用した講義資料と、ワークシートなどの配布資料
は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。復
習や欠席した際に適宜利用してください。独和辞典を毎回
授業に持参すること。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

ブーメラン・エルエー，小野寿美子・中川明博・西巻丈児，
朝日出版社，2015

素朴なぎもんからわかるドイツ文法，高田博行，郁文堂，
2010
必携ドイツ文法総まとめ　改訂版，中島悠爾、平尾浩三、
朝倉巧，白水社，2003

前期

1-4

ドイツ語初級Ⅰ（九）

★小川 さくえ 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、ドイツ語での
コミュニケーションに必要な能力を養います。

ドイツ語「初級」の科目では、ドイツ語の基礎的な表
現力を身に付け、自立的な外国語の学習を通じたコ
ミュニケーション能力と国際感覚の涵養を到達目標と
します。
授業ではまずドイツ語のきまりについて解説します。次に
「話す」「聞く」を中心に、ペアワークやグループワークを
通じてたくさんの練習問題をこなし、ドイツ語でのコミュニ
ケーションに必要な能力を身に付けていきます。教科書には
ドイツ語圏の都市・建造物やゆかりのある人物などの写真が
解説付きでたくさん掲載されていますので、視覚的な情報
を得ることもできます。外国語を学ぶことは、視野を広げ、
教養を育み、国際的な感覚を養うことにつながります。積極
的・意欲的に学習に取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加、教員への質問）30％、提
出物（期限を守っているか、意欲的に取り組んでいるか、文
法事項や構文を理解しているか）20％、定期テスト（基本的
な文法を理解して、会話や聞き取りができているか）50％。

語学は努力すればするほど身につくものです。授業
中に受け身で聞くのではなく、授業内外に自分で積極
的に勉強する姿勢が大切です。図書館には参考書や
練習問題集がたくさん入っており、借りることができ
ます。教員のオフィスアワーも活用してください。

ブーメラン・エルエー，小野寿美子・中川明博・西巻丈児，
朝日出版社，2015

つぶやきのドイツ語，筒井友弥，白水社，2018

後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（一）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

「ドイツ語初級Ⅰ」の履修を前提とします。授業では
文法事項について解説したあと、たくさんの練習問
題をこなし、ドイツ語の文章を理解するための基礎的
な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化
に触れるテキストも読みます。外国語を学ぶことは、
視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚を養うこと
につながります。積極的・意欲的に取り組んでくださ
い。
授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（二）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

「ドイツ語初級Ⅰ」の履修を前提とします。授業では
文法事項について解説したあと、たくさんの練習問
題をこなし、ドイツ語の文章を理解するための基礎的
な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化
に触れるテキストも読みます。外国語を学ぶことは、
視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚を養うこと
につながります。積極的・意欲的に取り組んでくださ
い。
授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 237 ―

外

国

語

後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（三）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

「ドイツ語初級Ⅰ」の履修を前提とします。授業では
文法事項について解説したあと、たくさんの練習問
題をこなし、ドイツ語の文章を理解するための基礎的
な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化
に触れるテキストも読みます。外国語を学ぶことは、
視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚を養うこと
につながります。積極的・意欲的に取り組んでくださ
い。
授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（四）

横山 香 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、読み書き中
心のドイツ語能力を養います。

独検５級レベルの基礎的な力を身に付け、自主的な
学習を通じ、コミュニケーション能力の向上と国際感
覚の涵養を到達目標とします。

「ドイツ語初級Ⅰ」の履修を前提とします。授業では
文法事項について解説したあと、たくさんの練習問
題をこなし、ドイツ語の文章を理解するための基礎的
な力を身に付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化
に触れるテキストも読みます。外国語を学ぶことは、
視野を広げ、教養を育み、国際的な感覚を養うこと
につながります。積極的・意欲的に取り組んでくださ
い。
授業での取り組み（授業中の態度、積極的な発言、
教員への質問等）20％、提出物　20％、小テスト・中
間テスト（基本的な理解）30％、定期試験（基本的
な理解が応用できるか）30％。
①教科書、②プリント用ファイル、③辞書（電子辞
書可・スマホアプリ不可）は必携です。色ペンや
マーカー、付箋等も準備しておきましょう。授業の連
絡はClassroomを通じて行います。PC持参可（た
だしオンライン辞書のみの使用は不可）。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

マウスと仲間たち�楽しくかんたん�ドイツ語，マライ・メン
トライン，Jリサーチ出版，2022
ゼロからスタート�ドイツ語�文法編，田中　雅敏，Jリサー
チ出版，2021

後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（六）

★石田 喜敬 1

ドイツ語の表現と文法を基礎から学び、日常会話に
必要なコミュニケーション能力を養います。

この科目では、自己紹介や趣味、買い物や飲食店で
の注文、道案内、過去の出来事や休暇中の予定等、
日常生活の様々なテーマについて、自分の意思をドイ
ツ語で表現する能力を身に付けることが目標です。
ペアワークやグループワークを主として行い、実践的
なコミュニケーション能力を身に付けていきます。こ
れと並行して、ドイツ語の運用に必要な基礎文法の
習得も行います。教科書には、ドイツ語圏の都市・建
造物やゆかりのある人物などの情報も掲載されてい
ますので、ドイツの文化事情も知ることができます。
外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国
際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲
的に学習に取り組んでください。
平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への取り組み、
教員への質問）、定期試験50％（コミュニケーションに必要な会話や
聞き取りができているか、基本的な文法を理解しているか）で総合
的に評価します。口頭試験は各学期15週目に実施し、筆記試験は、
定期試験期間中（各学期16週目）に実施します。

授業で使用した講義資料と、ワークシートなどの配布資料
は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。復
習や欠席した際に適宜利用してください。独和辞典を毎回
授業に持参すること。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

ブーメラン・エルエー，小野寿美子・中川明博・西巻丈児，
朝日出版社，2015

素朴なぎもんからわかるドイツ文法，高田博行，郁文堂，
2010
必携ドイツ文法総まとめ　改訂版，中島悠爾、平尾浩三、
朝倉巧，白水社，2003

後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（七）

★石田 喜敬 1

ドイツ語の表現と文法を基礎から学び、日常会話に
必要なコミュニケーション能力を養います。

この科目では、自己紹介や趣味、買い物や飲食店で
の注文、道案内、過去の出来事や休暇中の予定等、
日常生活の様々なテーマについて、自分の意思をドイ
ツ語で表現する能力を身に付けることが目標です。
ペアワークやグループワークを主として行い、実践的
なコミュニケーション能力を身に付けていきます。こ
れと並行して、ドイツ語の運用に必要な基礎文法の
習得も行います。教科書には、ドイツ語圏の都市・建
造物やゆかりのある人物などの情報も掲載されてい
ますので、ドイツの文化事情も知ることができます。
外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、国
際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲
的に学習に取り組んでください。
平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への取り組み、
教員への質問）、定期試験50％（コミュニケーションに必要な会話や
聞き取りができているか、基本的な文法を理解しているか）で総合
的に評価します。口頭試験は各学期15週目に実施し、筆記試験は、
定期試験期間中（各学期16週目）に実施します。

授業で使用した講義資料と、ワークシートなどの配布資料
は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。復
習や欠席した際に適宜利用してください。独和辞典を毎回
授業に持参すること。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

ブーメラン・エルエー，小野寿美子・中川明博・西巻丈児，
朝日出版社，2015

素朴なぎもんからわかるドイツ文法，高田博行，郁文堂，
2010
必携ドイツ文法総まとめ　改訂版，中島悠爾、平尾浩三、
朝倉巧，白水社，2003
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後期

1-4

ドイツ語初級Ⅱ（九）

★小川 さくえ 1

ドイツ語の発音と文法を基礎から学び、ドイツ語での
コミュニケーションに必要な能力を養います。

ドイツ語「初級」の科目では、ドイツ語の基礎的な表
現力を身に付け、自立的な外国語の学習を通じたコ
ミュニケーション能力と国際感覚の涵養を到達目標と
します。
授業ではまずドイツ語のきまりについて解説します。次に
「話す」「聞く」を中心に、ペアワークやグループワークを
通じてたくさんの練習問題をこなし、ドイツ語でのコミュニ
ケーションに必要な能力を身に付けていきます。教科書には
ドイツ語圏の都市・建造物やゆかりのある人物などの写真が
解説付きでたくさん掲載されていますので、視覚的な情報
を得ることもできます。外国語を学ぶことは、視野を広げ、
教養を育み、国際的な感覚を養うことにつながります。積極
的・意欲的に学習に取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加、教員への質問）30％、提
出物（期限を守っているか、意欲的に取り組んでいるか、文
法事項や構文を理解しているか）20％、定期テスト（基本的
な文法を理解して、会話や聞き取りができているか）50％。

語学は努力すればするほど身につくものです。授業
中に受け身で聞くのではなく、授業内外に自分で積極
的に勉強する姿勢が大切です。図書館には参考書や
練習問題集がたくさん入っており、借りることができ
ます。教員のオフィスアワーも活用してください。

ブーメラン・エルエー，小野寿美子・中川明博・西巻丈児，
朝日出版社，2015

つぶやきのドイツ語，筒井友弥，白水社，2018

前期

1-4

ドイツ語中級Ⅰ（一）

横山 香 1

初級～中級レベルのドイツ語文法を、実際のドイツ語
テキストを用いて学び、読解メインのドイツ語能力を
養います。
初級～中級レベルのドイツ語文法を反復練習を通じ
て習得し、ドイツ語のオリジナルテキストを理解する
力を養うとともに、知識と教養を涵養します。独検３
～４級レベルを到達目標とします。
文法事項について解説したあと、たくさんの練習問題をこ
なし、ドイツ語の文章を理解するための実践的な力を身に
付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化に触れるテキス
トも読みます。資料はあらかじめClassroomに出しておき
ますので、予習して授業に臨んでください。また授業後に
はClassroomに授業後資料を出しますので、復習に使って
ください。外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、
国際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲的に
取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加・発言、教員への
質問）40％、提出物　20％、定期試験（文法事項を
的確に理解し、テキストを読解できているか）40％。

指定教科書を昨年度参考書としてすでに購入済みの
場合は、新たに購入する必要はありません。教科書
にない文法項目についてはプリントを配布します。初
級～中級の文法はかなり難しくなります。かならず予
習・復習をして授業に臨んでください。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

中級をめざす人のドイツ語講座，清野　智昭，NHK出版，2014
しっかり身につく中級ドイツ語トレーニングブック，宍戸�里佳，ベレ出版，2015
これならわかる�ドイツ語文法�入門から上級まで，鷲巣　由美子，NHK出版2016

前期

1-4

ドイツ語中級Ⅰ（二）

横山 香 1

初級～中級レベルのドイツ語文法を、実際のドイツ語
テキストを用いて学び、読解メインのドイツ語能力を
養います。
初級～中級レベルのドイツ語文法を反復練習を通じ
て習得し、ドイツ語のオリジナルテキストを理解する
力を養うとともに、知識と教養を涵養します。独検３
～４級レベルを到達目標とします。
文法事項について解説したあと、たくさんの練習問題をこ
なし、ドイツ語の文章を理解するための実践的な力を身に
付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化に触れるテキス
トも読みます。資料はあらかじめClassroomに出しておき
ますので、予習して授業に臨んでください。また授業後に
はClassroomに授業後資料を出しますので、復習に使って
ください。外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、
国際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲的に
取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加・発言、教員への
質問）40％、提出物　20％、定期試験（文法事項を
的確に理解し、テキストを読解できているか）40％。

指定教科書を昨年度参考書としてすでに購入済みの
場合は、新たに購入する必要はありません。教科書
にない文法項目についてはプリントを配布します。初
級～中級の文法はかなり難しくなります。かならず予
習・復習をして授業に臨んでください。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

中級をめざす人のドイツ語講座，清野　智昭，NHK出版，2014
しっかり身につく中級ドイツ語トレーニングブック，宍戸�里佳，ベレ出版，2015
これならわかる�ドイツ語文法�入門から上級まで，鷲巣　由美子，NHK出版2016

前期

1-4

ドイツ語中級Ⅰ（三）

★石田 喜敬 1

初級文法の知識の深化と、中級文法の知識および実
践的な運用能力の習得。

・アナログゲームをプレイする際に、ドイツ語で円滑なコミュニケーションが取れる。
・参考書なしでzu不定詞句、受動態、関係代名詞、従属接続詞等の文法構造を読み
解くことができるようになる。
・辞書なしでドイツ語の説明書に書かれている内容を7割以上推測できるようになる。

教材として、ドイツのアナログゲームと担当者の作成した
ワークシートを使用します。主に、ゲーム現物とドイツ語の
説明ビデオを参考にしたルール解読、ドイツ語での実践プ
レイ、説明書の講読（リスニング、ディクテーション、文法
事項の説明）を通して、読む・聞く・書く・話すの四技能を
総合的に養っていきます。授業は、グループワークとペア
ワークを中心に行います。毎回、司会者やタイムキーパー、
発表者等の役割が割り当てられますので、積極的に参加し
てください。

平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への
取り組み、教員への質問）、定期試験50％（学んだ文法の理
解度、語彙表現の習得度）で総合的に評価します。定期試
験は、定期試験期間（各学期16週目）に実施します。
テキストとワークシートについては、適宜プリントを配布します。科目専用の
ファイルを作っておいてください。独和辞典（電子辞書も可）および１年次
に使用していた教科書を毎回持参してください。可能であればノートPCもし
くはタブレットPCを持参してください。授業で使用した講義資料と、ワーク
シートなどの配布資料は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。
欠席した場合は必ず自習してきてください。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

なし（適宜プリントを配布します）

中級ドイツ文法，中山豊，白水社，2003
詳解ドイツ語文法［改訂版］，在間進，大修館書店，2006
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外

国

語

前期

1-4

ドイツ語中級Ⅰ（四）

★小川 さくえ 1

ドイツ語の発音と文法を再確認し、さらに文を読こと
でドイツ語の能力を発展させます。

ドイツ語「中級」の科目では、進んだ対話の表現を
学びます。外国語学習を自立的に行い、自発的なコ
ミュニケーションと国際感覚を深めることを目標とし
ます。
授業では日本語の補助のあるドイツ語を「読んで」「聞き」
ます。そして学習した文法を確認してゆきます。次にペア
ワークなどによって口と耳をトレーニングし、ドイツ語のコ
ミュニケーション能力を発展させます。教科書にはドイツの
首都ベルリンの建造物やゆかりのある人物、また食と暮らし
などの写真も掲載されていますので、文化や生活の情報を
得ることができます。またDVDで現地の様子を実感するこ
ともできます。外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育
み、国際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲
的に学習に取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加、教員への質問）30％、提
出物（期限を守っているか、意欲的に取り組んでいるか、文
法事項や構文を理解しているか）20％、定期テスト（基本的
な文法を理解して、会話や聞き取りができているか）50％。

語学は努力すればするほど身につくものです。授業
中に受け身で聞くのではなく、授業内外に自分で積極
的に勉強する姿勢が大切です。図書館には参考書や
練習問題集がたくさん入っており、借りることができ
ます。教員のオフィスアワーも活用してください。

ベルリンに夢中，ベアーテ・ヴォンデ、石井学、石井寿子、
保阪靖人、保阪良子，同学社，

物語を忘れた外国語，黒田龍之介，新潮社，2018
つぶやきのドイツ語，筒井友弥，白水社，2018

前期

1-4

ドイツ語中級Ⅰ（五）

★石田 喜敬 1

初級文法の知識の深化と、中級文法の知識および実
践的な運用能力の習得。

・アナログゲームをプレイする際に、ドイツ語で円滑なコミュニケーションが取れる。
・参考書なしでzu不定詞句、受動態、関係代名詞、従属接続詞等の文法構造を読み
解くことができるようになる。
・辞書なしでドイツ語の説明書に書かれている内容を７割以上推測できるようになる。

教材として、ドイツのアナログゲームと担当者の作成した
ワークシートを使用します。主に、ゲーム現物とドイツ語の
説明ビデオを参考にしたルール解読、ドイツ語での実践プ
レイ、説明書の講読（リスニング、ディクテーション、文法
事項の説明）を通して、読む・聞く・書く・話すの四技能を
総合的に養っていきます。授業は、グループワークとペア
ワークを中心に行います。毎回、司会者やタイムキーパー、
発表者等の役割が割り当てられますので、積極的に参加し
てください。

平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への
取り組み、教員への質問）、定期試験50％（学んだ文法の理
解度、語彙表現の習得度）で総合的に評価します。定期試
験は、定期試験期間（各学期16週目）に実施します。
テキストとワークシートについては、適宜プリントを配布します。科目専用の
ファイルを作っておいてください。独和辞典（電子辞書も可）および１年次
に使用していた教科書を毎回持参してください。可能であればノートPCもし
くはタブレットPCを持参してください。授業で使用した講義資料と、ワーク
シートなどの配布資料は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。
欠席した場合は必ず自習してきてください。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

なし（適宜プリントを配布します）

中級ドイツ文法，中山豊，白水社，2003
詳解ドイツ語文法［改訂版］，在間進，大修館書店，2006

後期

1-4

ドイツ語中級Ⅱ（一）

横山 香 1

初級～中級レベルのドイツ語文法を、実際のドイツ語
テキストを用いて学び、読解メインのドイツ語能力を
養います。
「ドイツ語中級Ⅰ」の履修を前提とします。初級～中級レベ
ルのドイツ語文法を反復練習を通じて習得し、ドイツ語のオ
リジナルテキストを理解する力を養うとともに、知識と教養
を涵養します。独検３～４級レベルを到達目標とします。

文法事項について解説したあと、たくさんの練習問題をこ
なし、ドイツ語の文章を理解するための実践的な力を身に
付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化に触れるテキス
トも読みます。資料はあらかじめClassroomに出しておき
ますので、予習して授業に臨んでください。また授業後に
はClassroomに授業後資料を出しますので、復習に使って
ください。外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、
国際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲的に
取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加・発言、教員への
質問）40％、提出物　20％、定期試験（文法事項を
的確に理解し、テキストを読解できているか）40％。

指定教科書を昨年度参考書としてすでに購入済みの
場合は、新たに購入する必要はありません。教科書
にない文法項目についてはプリントを配布します。初
級～中級の文法はかなり難しくなります。かならず予
習・復習をして授業に臨んでください。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

中級をめざす人のドイツ語講座，清野　智昭，NHK出版，2014
しっかり身につく中級ドイツ語トレーニングブック，宍戸�里佳，ベレ出版，2015
これならわかる�ドイツ語文法�入門から上級まで，鷲巣　由美子，NHK出版2016

後期

1-4

ドイツ語中級Ⅱ（二）

横山 香 1

初級～中級レベルのドイツ語文法を、実際のドイツ語
テキストを用いて学び、読解メインのドイツ語能力を
養います。
「ドイツ語中級Ⅰ」の履修を前提とします。初級～中級レベ
ルのドイツ語文法を反復練習を通じて習得し、ドイツ語のオ
リジナルテキストを理解する力を養うとともに、知識と教養
を涵養します。独検３～４級レベルを到達目標とします。

文法事項について解説したあと、たくさんの練習問題をこ
なし、ドイツ語の文章を理解するための実践的な力を身に
付けていきます。ドイツ語圏の歴史や文化に触れるテキス
トも読みます。資料はあらかじめClassroomに出しておき
ますので、予習して授業に臨んでください。また授業後に
はClassroomに授業後資料を出しますので、復習に使って
ください。外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育み、
国際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲的に
取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加・発言、教員への
質問）40％、提出物　20％、定期試験（文法事項を
的確に理解し、テキストを読解できているか）40％。

指定教科書を昨年度参考書としてすでに購入済みの
場合は、新たに購入する必要はありません。教科書
にない文法項目についてはプリントを配布します。初
級～中級の文法はかなり難しくなります。かならず予
習・復習をして授業に臨んでください。

名詞からまなぶ　ドイツ語トレーニング，横山　香，語研，
2022

中級をめざす人のドイツ語講座，清野　智昭，NHK出版，2014
しっかり身につく中級ドイツ語トレーニングブック，宍戸�里佳，ベレ出版，2015
これならわかる�ドイツ語文法�入門から上級まで，鷲巣　由美子，NHK出版2016
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後期

1-4

ドイツ語中級Ⅱ（三）

★石田 喜敬 1

初級文法の知識の深化と、中級文法の知識および実
践的な運用能力の習得。

・アナログゲームをプレイする際に、ドイツ語で円滑なコミュニケーションが取れる。
・参考書なしでzu不定詞句、受動態、関係代名詞、従属接続詞等の文法構造を読み
解くことができるようになる。　
・辞書なしでドイツ語の説明書に書かれている内容を８割以上推測できるようになる。

教材として、ドイツのアナログゲームと担当者の作成した
ワークシートを使用します。主に、ゲーム現物とドイツ語の
説明ビデオを参考にしたルール解読、ドイツ語での実践プ
レイ、説明書の講読（リスニング、ディクテーション、文法
事項の説明）を通して、読む・聞く・書く・話すの四技能を
総合的に養っていきます。授業は、グループワークとペア
ワークを中心に行います。毎回、司会者やタイムキーパー、
発表者等の役割が割り当てられますので、積極的に参加し
てください。

平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への
取り組み、教員への質問）、定期試験50％（学んだ文法の理
解度、語彙表現の習得度）で総合的に評価します。定期試
験は、定期試験期間（各学期16週目）に実施します。
テキストとワークシートについては、適宜プリントを配布します。科目専用の
ファイルを作っておいてください。独和辞典（電子辞書も可）および１年次
に使用していた教科書を毎回持参してください。可能であればノートPCもし
くはタブレットPCを持参してください。授業で使用した講義資料と、ワーク
シートなどの配布資料は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。
欠席した場合は必ず自習してきてください。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

なし（適宜プリントを配布します）

中級ドイツ文法，中山豊，白水社，2003
詳解ドイツ語文法［改訂版］，在間進，大修館書店，2006

後期

1-4

ドイツ語中級Ⅱ（四）

★小川 さくえ 1

ドイツ語の発音と文法を再確認し、さらに文を読むこ
とでドイツ語の能力を発展させます。

ドイツ語「中級」の科目では、進んだ対話の表現を
学びます。外国語学習を自立的に行い、自発的なコ
ミュニケーションと国際感覚を深めることを目標とし
ます。
授業では日本語の補助のあるドイツ語を「読んで」「聞き」
ます。そして学習した文法を確認してゆきます。次にペア
ワークなどによって口と耳をトレーニングし、ドイツ語のコ
ミュニケーション能力を発展させます。教科書にはドイツの
首都ベルリンの建造物やゆかりのある人物、また食と暮らし
などの写真も掲載されていますので、文化や生活の情報を
得ることができます。またDVDで現地の様子を実感するこ
ともできます。外国語を学ぶことは、視野を広げ、教養を育
み、国際的な感覚を養うことにつながります。積極的・意欲
的に学習に取り組んでください。

授業での取り組み（積極的な参加、教員への質問）30％、提
出物（期限を守っているか、意欲的に取り組んでいるか、文
法事項や構文を理解しているか）20％、定期テスト（基本的
な文法を理解して、会話や聞き取りができているか）50％。

語学は努力すればするほど身につくものです。授業
中に受け身で聞くのではなく、授業内外に自分で積極
的に勉強する姿勢が大切です。図書館には参考書や
練習問題集がたくさん入っており、借りることができ
ます。教員のオフィスアワーも活用してください。

ベルリンに夢中，ベアーテ・ヴォンデ、石井学、石井寿子、
保阪靖人、保阪良子，同学社，2014

物語を忘れた外国語，黒田龍之介，新潮社，2018
つぶやきのドイツ語，筒井友弥，白水社，2018

後期

1-4

ドイツ語中級Ⅱ（五）

★石田 喜敬 1

初級文法の知識の深化と、中級文法の知識および実
践的な運用能力の習得。

・アナログゲームをプレイする際に、ドイツ語で円滑なコミュニケーションが取れる。
・参考書なしでzu不定詞句、受動態、関係代名詞、従属接続詞等の文法構造を読み
解くことができるようになる。　
・辞書なしでドイツ語の説明書に書かれている内容を８割以上推測できるようになる。

教材として、ドイツのアナログゲームと担当者の作成した
ワークシートを使用します。主に、ゲーム現物とドイツ語の
説明ビデオを参考にしたルール解読、ドイツ語での実践プ
レイ、説明書の講読（リスニング、ディクテーション、文法
事項の説明）を通して、読む・聞く・書く・話すの四技能を
総合的に養っていきます。授業は、グループワークとペア
ワークを中心に行います。毎回、司会者やタイムキーパー、
発表者等の役割が割り当てられますので、積極的に参加し
てください。

平常点50％（積極的な授業参加、授業中の課題・宿題への
取り組み、教員への質問）、定期試験50％（学んだ文法の理
解度、語彙表現の習得度）で総合的に評価します。定期試
験は、定期試験期間（各学期16週目）に実施します。
テキストとワークシートについては、適宜プリントを配布します。科目専用の
ファイルを作っておいてください。独和辞典（電子辞書も可）および１年次
に使用していた教科書を毎回持参してください。可能であればノートPCもし
くはタブレットPCを持参してください。授業で使用した講義資料と、ワーク
シートなどの配布資料は、毎回、e-learningの科目のページにアップします。
欠席した場合は必ず自習してきてください。授業外の質問や問い合せはメール
（yoshitakaishida@outlook.jp）で受け付けます。

なし（適宜プリントを配布します）

中級ドイツ文法，中山豊，白水社，2003
詳解ドイツ語文法［改訂版］，在間進，大修館書店，2006

前期

1-4

フランス語初級Ⅰ（一）

★田中 良 1

フランス語の基礎文法と基本的表現

フランス語の構造を理解し、基本的表現を身につけ
ること。

教科書として『新・東京ーパリ、初飛行』（全21課）
を使用。この授業では10課まで進む予定。残りの21課
までは後期の「初級Ⅱ（一）」で学ぶことになる。各
課は会話、文法説明、練習問題から成る。最初会話
部分で発音練習を行い、次に文法説明、会話の和訳
と進む。その後文法の確認として練習問題を行い、
最後にリスニングで音としてのフランス語を理解す
る。

授業の最後に行う「動詞活用と数の小テスト」と定
期試験の結果をベースに（70％）、授業に臨む姿勢を
重視して（30％）、総合的に評価する。

この授業は「フランス語基礎」と合同で行われる。

新・東京ーパリ、初飛行，藤田裕二他，駿河台出版社，2022
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外

国

語

前期

1-4

フランス語初級Ⅰ（二）

★丸瀬 康裕 1

フランス語文法の基礎を理解する

文法のしくみを理解することで、平易なフランス語文
を読み、日常生活のさまざな場面でコミュニケーショ
ンできる会話のベースを身につける。

日常的な場面に沿ったフランス語会話の中から、文法
の要点を拾って、基本事項を学んでいきます。性数
による変化や動詞の活用などに、語彙と慣用的表現
を併せて、フランス語のしくみを理解し簡単な日常会
話に発展していきます。解説はていねいに段階的に
進めていきます。

平常点40％（授業中の音読、練習問題の解答、学生同士の
会話練習など）、学習到達度確認60％（性数による語形変
化、動詞の活用、否定形などの構文理解など、基本的な文
法の理解ができているかを評価 lする）

授業には仏和辞典をもってくること。

クロワッサン，松村博史、バンドロム・エディ，朝日出版社

前期

1-4

フランス語初級Ⅰ（三）

★各務 奈緒子 1

大学生の日常生活を中心にした場面に基づいて、基
礎文法を学び、フランス語会話、聞き取りを練習しま
す。

フランス語の読み・書き・話す・聞くという4技能を
バランスよく学びます。フランス語を学ぶことで視野
を広げ、国際的な感覚を養ってください。

基礎文法を説明・復習した後、挨拶、自己紹介、食
事などの様ざまなシチュエーションでのフランス語会
話を練習します。読み・書き・話す・聞くという言語
の４技能をバランスよく学び、フランス及びフランス
語圏の日常生活や現代文化についても触れます。フ
ランス語を学ぶことで、視野を広げ、国際的な感覚
を養ってください。

平常点（小テスト、コメントシート含む）30％、課題
（練習問題等）20％、学習到達度確認50％の基準で
評価します。

教科書以外に仏和辞典も用意しましょう。語学は継
続的な学習が大事です。疑問や質問はすぐに聞いて
ください。フランスの社会、文化、政治、歴史などに
ついても関心を持ちましょう。フランス語検定試験に
も挑戦しましょう。

新装�カフェ・フランセ，ニコラ・ガイヤール、加藤�豊子、
中川、高行、フロランス・容子・シュードル、柳嶋　周，朝
日出版社，2016

フラ語入門、わかりやすいにもホドがある!�[ 改訂新版 ]，清岡　智比古，白水社，2019
増補改訂版　新・リュミエール―フランス文法参考書，森本　英夫・三野　博司，駿
河台出版社，2013
大学1・2年生のためのすぐわかるフランス語，中島　万紀子，東京図書2005

前期

1-4

フランス語初級Ⅰ（四）

★各務 奈緒子 1

大学生の日常生活を中心にした場面に基づいて、基
礎文法を学び、フランス語会話、聞き取りを練習しま
す。

フランス語の読み・書き・話す・聞くという4技能を
バランスよく学びます。フランス語を学ぶことで視野
を広げ、国際的な感覚を養ってください。

基礎文法を説明・復習した後、挨拶、自己紹介、食
事などの様ざまなシチュエーションでのフランス語会
話を練習します。読み・書き・話す・聞くという言語
の4技能をバランスよく学び、フランス及びフランス
語圏の日常生活や現代文化についても触れます。フ
ランス語を学ぶことで、視野を広げ、国際的な感覚
を養ってください。

平常点（小テスト、コメントシート含む）30％、課題
（練習問題等）20％、学習到達度確認50％の基準で
評価します。

教科書以外に仏和辞典も用意しましょう。語学は継
続的な学習が大事です。疑問や質問はすぐに聞いて
ください。フランスの社会、文化、政治、歴史などに
ついても関心を持ちましょう。フランス語検定試験に
も挑戦しましょう。

新装�カフェ・フランセ，ニコラ・ガイヤール、加藤�豊子、
中川、高行、フロランス・容子・シュードル、柳嶋　周，朝
日出版社，2016

フラ語入門、わかりやすいにもホドがある!�[ 改訂新版 ]，清岡　智比古，白水社，2019
増補改訂版　新・リュミエール―フランス文法参考書，森本　英夫・三野　博司，駿
河台出版社，2013
大学1・2年生のためのすぐわかるフランス語，中島　万紀子，東京図書2005

後期

1-4

フランス語初級Ⅱ（一）

★田中 良 1

フランス語の基礎文法と基本的表現

フランス語の構造を理解し、基本的表現を身につけ
ること。

教科書として『新・東京ーパリ、初飛行』（全21課）
を使用。「フランス語初級Ⅰ（一）」では10課まで進ん
だので、この授業では11課から21課まで学ぶ。各課は
会話、文法説明、練習問題から成る。最初会話部分
で発音練習を行い、次に文法説明、会話の和訳と進
む。その後文法の確認として練習問題を行い、最後
にリスニングで音としてのフランス語を理解する。

授業の最後に行う「動詞活用と数の小テスト」と定
期試験の結果をベースに（70％）、授業に臨む姿勢を
重視して（30％）、総合的に評価する。

この授業は「フランス語基礎」と合同で行われる。

新・東京ーパリ、初飛行，藤田裕二他，駿河台出版社，2021
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後期

1-4

フランス語初級Ⅱ（二）

★丸瀬 康裕 1

フランス語文法の基礎を理解する

文法のしくみを理解することで、平易なフランス語文
を読み、日常生活のさまざな場面でコミュニケーショ
ンできる会話のベースを身につける。

日常的な場面に沿ったフランス語会話の中から、文法
の要点を拾って、基本事項を学んでいきます。性数
による変化や動詞の活用などに、語彙と慣用的表現
を併せて、フランス語のしくみを理解し簡単な日常会
話に発展していきます。解説はていねいに段階的に
進めていきます。

平常点40％（授業中の音読、練習問題の解答、学生同士の
会話練習など）、学習到達度確認60％（不規則動詞の活用、
過去形、命令形、比較・最上級等の構文理解など、基本的
な文法の理解ができているかを評価する）。

授業には仏和辞典をもってくること。

クロワッサン，松村博史、バンドロム・エディ，朝日出版社

後期

1-4

フランス語初級Ⅱ（三）

★各務 奈緒子 1

大学生の日常生活を中心にした場面に基づいて、基礎
文法を学び、フランス語会話、聞き取りを練習します。

フランス語の読み・書き・話す・聞くという4技能を
バランスよく学びます。フランス語を学ぶことで視野
を広げ、国際的な感覚を養ってください。

基礎文法を説明・復習した後、挨拶、自己紹介、食
事などの様ざまなシチュエーションでのフランス語会
話を練習します。読み・書き・話す・聞くという言語
の４技能をバランスよく学び、フランス及びフランス
語圏の日常生活や現代文化についても触れます。フ
ランス語を学ぶことで、視野を広げ、国際的な感覚
を養ってください。

平常点（小テスト、コメントシート含む）30％、課題
（練習問題等）20％、学習到達度確認50％の基準で
評価します。

教科書以外に仏和辞典も用意しましょう。語学は継
続的な学習が大事です。疑問や質問はすぐに聞いて
ください。フランスの社会、文化、政治、歴史などに
ついても関心を持ちましょう。フランス語検定試験に
も挑戦しましょう。

新装�カフェ・フランセ，ニコラ・ガイヤール、加藤�豊子、
中川、高行、フロランス・容子・シュードル、柳嶋　周，朝
日出版社，2016

フラ語入門、わかりやすいにもホドがある!�[ 改訂新版 ]，清岡　智比古，白水社，2019
増補改訂版　新・リュミエール―フランス文法参考書，森本　英夫・三野　博司，駿
河台出版社，2013
大学1・2年生のためのすぐわかるフランス語，中島　万紀子，東京図書2005

後期

1-4

フランス語初級Ⅱ（四）

★各務 奈緒子 1

大学生の日常生活を中心にした場面に基づいて、基礎
文法を学び、フランス語会話、聞き取りを練習します。

フランス語の読み・書き・話す・聞くという4技能を
バランスよく学びます。フランス語を学ぶことで視野
を広げ、国際的な感覚を養ってください。

基礎文法を説明・復習した後、挨拶、自己紹介、食
事などの様ざまなシチュエーションでのフランス語会
話を練習します。読み・書き・話す・聞くという言語
の４技能をバランスよく学び、フランス及びフランス
語圏の日常生活や現代文化についても触れます。フ
ランス語を学ぶことで、視野を広げ、国際的な感覚
を養ってください。

平常点（小テスト、コメントシート含む）30％、課題
（練習問題等）20％、学習到達度確認50％の基準で
評価します。

教科書以外に仏和辞典も用意しましょう。語学は継
続的な学習が大事です。疑問や質問はすぐに聞いて
ください。フランスの社会、文化、政治、歴史などに
ついても関心を持ちましょう。フランス語検定試験に
も挑戦しましょう。

新装�カフェ・フランセ，ニコラ・ガイヤール、加藤�豊子、
中川、高行、フロランス・容子・シュードル、柳嶋　周，朝
日出版社，2016

フラ語入門、わかりやすいにもホドがある!�[ 改訂新版 ]，清岡　智比古，白水社，2019
増補改訂版　新・リュミエール―フランス文法参考書，森本　英夫・三野　博司，駿
河台出版社，2013
大学1・2年生のためのすぐわかるフランス語，中島　万紀子，東京図書2005

前期

1-4

フランス語中級Ⅰ（一）

★田中 良 1

平易なフランス文の読解

仏和辞書さえあれば、平易なフランス文を読み解ける
ようになること。同時にフランスの歴史、社会、文化
等を理解することで、複眼的な思考能力を養うこと。

教科書として『時事フランス語　2023年度版』（全20
課）を使用。この授業では10課まで進む予定。残りは
後期開講の「フランス語中級Ⅱ（一）」で学ぶ。訳読
は一人10～15行程度。挙手した学生にやってもらう
ので、積極的に手を挙げること。１回の授業で４、５
人に訳してもらう。途中で１本のフランス映画を観る
予定。シャンソンを聴くこともある。時間の関係で、
各課に設定されている〈EXERCICES〉は省略する。

定期試験の結果をベースに（70％）、訳読の回数、発
音の基礎の理解度、授業に臨む姿勢（毎回予習をし
ているか）を考慮して（30％）、総合的に評価する。

この授業を履修する以前に、「フランス語初級」を修
得していることが望ましい。

時事フランス語　2023年度版，ミシェル・サガズ他，朝日出
版社，2023
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前期

1-4

フランス語中級Ⅰ（二）

★丸瀬 康裕 1

コミュニケーションできるフランス語をたのしく学ぶ

日常のさまざまな場面で使えるフランス語をおそれずに口にできるようになるこ
と。基本的な文法は理解しておくことが必要ですが、まずしっかりと声にだして
言ってみることが大切です。またテーマに応じてフランス文化や習慣に関する情
報も取り入れます。教材の例文を覚え、段階的に練習を積み重ねることで日常
会話で使うフランス語のベースを身につけます。

日常的な場面に沿った会話文を素材にして、基本的
な文法のしくみを学びながら、さまざまな言い回しを
使って、代入練習やペアによる会話練習などをして
いきます。語学学習は異文化に触れるよい機会でも
あり、文化や生活、社会についての紹介も行なって
いきます。

平常点40％（授業中の音読、練習問題の解答、ペア練習の取
り組みなどを評価する）と学習到達度確認60％（基本的な文
法事項の理解、性数の変化、動詞の活用、否定文、疑問文、
過去形などの構文の理解、会話表現の習熟度を評価する）

授業には仏和辞典をもってくること。

新装　カフェ・フランセ，ニコラ・ガイヤール，朝日出版社

後期

1-4

フランス語中級Ⅱ（一）

★田中 良 1

平易なフランス文の読解

仏和辞書さえあれば、平易なフランス文を読み解ける
ようになること。同時にフランスの歴史、社会、文化
等を理解することで、複眼的な思考能力を養うこと。

教科書として『時事フランス語　2023年度版』（全20
課）を使用。この授業は「フランス語中級Ⅰ（一）」
の連続授業なので、その続きとして残りの11課から20
課までを学ぶ。訳読は一人10～15行程度。挙手した
学生にやってもらうので、積極的に手を挙げること。
１回の授業で４、５人に訳してもらう。途中で１本の
フランス映画を観る予定。シャンソンを聴くこともあ
る。時間の関係で、各〈EXERCICES〉は省略する。

定期試験の結果をベースに（70％）、訳読の回数、発
音の基礎の理解度、授業に臨む姿勢（毎回予習をし
ているか）を考慮して（30％）、総合的に評価する。

この授業の履修以前に、「フランス語初級」を修得し
ていることが望ましい。

時事フランス語　2023年度版，ミシェル・サガズ他，朝日出
版社，2023

後期

1-4

フランス語中級Ⅱ（二）

★丸瀬 康裕 1

コミュニケーションできるフランス語をたのしく学ぶ

日常のさまざまな場面で使えるフランス語をおそれずに口にできるようになるこ
と。基本的な文法は理解しておくことが必要ですが、まずしっかりと声にだして
言ってみることが大切です。またテーマに応じてフランス文化や習慣に関する情
報も取り入れます。教材の例文を覚え、段階的に練習を積み重ねることで日常
会話で使うフランス語のベースを身につけます。

日常的な場面に沿った会話文を素材にして、基本的
な文法のしくみを学びながら、さまざまな言い回しを
使って、代入練習やペアによる会話練習などをして
いきます。語学学習は異文化に触れるよい機会でも
あり、文化や生活、社会についての紹介も行なって
いきます。

平常点40％（授業中の音読、練習問題の解答、ペア練習の取
り組みなどを評価する）と学習到達度確認60％（基本的な文
法事項の理解、動詞の活用、否定文、疑問文、過去形、代
名詞の使い方などの理解、会話表現の習熟度を評価する）

授業には仏和辞典をもってくること。

新装　カフェ・フランセ，ニコラ・ガイヤール，朝日出版社

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（一）

★山本 恭子 1

初級中国語

中国語の基本文法の理解。正確な発音を身につける。

中国語は「簡体字」という画数の少ない中国独自の漢字を用います。
発音は「ピンイン」というアルファベットで表記されます。また、
漢字にはそれぞれ「声調」という４種類の音の高低アクセントがあ
ります。ピンインと声調をしっかり把握して、まず正確な発音を身
につけましょう。次に中国人とコミュニケーションするために、目・
口・耳・手を使って、基本的な表現をくり返し練習します。歓迎パー
ティーに出席したり、ホテルに宿泊したり、私たちが中国へ行って出
会う場面の会話が教材です。教室は毎回ＣＡＬＬ教室を使用します。
美しい中国語を耳元で何度も聞いてから、自分の発音を録音し、聞き
比べます。そして聞き取り練習へ進みます。隣の席の人と会話練習も
します。中国語のしくみを理解するために、例文は書いて覚えます。
中国の風俗習慣にも触れます。少しずつ着実に身につけましょう。

学習到達度確認（50％）、平常点（練習への参加・提
出物・暗唱・小テスト等）（50％）

語学はトレーニングすれば誰もが身につけることのできるものです。
授業はトレーニングを積み重ねる絶好のチャンスです。出席は大変
重要です。チャンスを生かして、毎回一歩ずつ、積み重ねていきま
しょう。欠席する場合はなるべく事前に、無理なら後から、理由を報
告してください。進度はクラスによって調節する可能性があります。

しゃべっていいとも中国語，陳淑梅・劉光赤，朝日出版社，
2010年

なし
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前期

1-4

中国語初級Ⅰ（二）

★村上 幸造 1

中国語の発音と基本語法

ピンインを発音でき、簡体字の意味を知って、簡単
な日常会話ができ短文が綴れること。このことにより
日中の文化の違いを知り、中国人と意欲的にコミュニ
ケーションが取れるようになること。

毎回、発音練習を行い、基本的語法（＝文法）を順
次学んでいく。簡体字の意味とそれに対応する日本
漢字との意味や用法のずれ、また共通点に注意する
こと。聞き取り、短文の翻訳や作文により授業を進め
る。習った表現で自分自身を主張しよう。

学習到達度の確認（筆記等による、第８、15回の計２
回、基本的語彙が発音でき模範例文の意味が理解で
き短文が綴れること）80％、授業中の発表や提出物
20％として評価する。

初級テキスト　キャンパスライフ中国語［改訂新版］，荒川
清秀・周閲・塩山正純・中西千香，白帝社，2017

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（三）

★劉 慶 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。
学習進捗は授業学習の実情に応じて変更する可能性
もある。

《会話と文法を学ぶ初級中国語表現，羅東耀�等，白帝社，
2018

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（四）

★村上 幸造 1

中国語の発音と基本語法

ピンインを発音でき、簡体字の意味を知って、簡単
な日常会話ができ短文が綴れること。このことにより
日中の文化の違いを知り、中国人と意欲的にコミュニ
ケーションが取れるようになること。

毎回、発音練習を行い、基本的語法（＝文法）を順
次学んでいく。簡体字の意味とそれに対応する日本
漢字との意味や用法のずれ、また共通点に注意する
こと。聞き取り、短文の翻訳や作文により授業を進め
る。習った表現で自分自身を主張しよう。

学習到達度の確認（筆記等による、第８、15回の計２
回、基本的語彙が発音でき模範例文の意味が理解で
き短文が綴れること）80％、授業中の発表や提出物
20％として評価する。

初級テキスト　キャンパスライフ中国語［改訂新版］，荒川
清秀・周閲・塩山正純・中西千香，白帝社，2017

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（五）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

中国語はじめの一歩，竹島金吾監修、尹景春他著，白水
社，2022年

授業中に指示する
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外

国

語

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（六）

★  華 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期開講「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

中国語はじめの一歩，竹島金吾監修、尹景春他著，白水
社，2022年

授業中に指示する

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（七）

★劉 慶 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。
学習進捗は授業学習の実情に応じて変更する可能性
もある。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，羅東耀�等，白帝社，
2018

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（八）

★柴 格朗 1

初級中国語

ピンインが正確に読めること。簡単な文を理解し、ま
た書けること。

中国語は漢字で表記されていますが、かなりの数の
漢字が日本の漢字と字形が異なっています。次に厄
介なのが漢字の発音を覚えることです。Ⅰでは発音の
習得が中心となります。始めは発音編として漢字の発
音を表す中国式のルビ（ピンイン）の読み練習を行
います。

学期末に行う「筆記等による学力確認」（50％）。そ
の外に平素の課題も参考にします（50％）。授業で発
音（教科書の音読）やドリルの回答、課題プリントの
作成状態などが評価の基準となります。
一年間で一通りを学ぶのですから、一回の内容は少
なくありません。当然の事ながら欠席するとついてゆ
きにくくなります。語学は積み重ねが大切です。ま
た、努力した分だけ必ず身に付きます。休まず、たゆ
まず学習することを求めます。

二訂版　鈴木君の中国生活，柴　格朗，駿河台出版社，
2023

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（九）

★劉 慶 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。
学習進捗は授業学習の実情に応じて変更する可能性
もある。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，羅東耀　等，白帝社，
2018
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前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十）

★何 穎 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

ライト版中国語でコミュニケーション，沈　国威　等，朝日
出版社，2022

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十一）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国
語を使って会話することができることを到達目標とす
る。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十二）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国
語を使って会話することができることを到達目標とす
る。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十三）

★楊 莉 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

簡明中国語基礎（表現編），蘇徳昌監修、羅東耀他著，白帝
社，2022年

授業中に指示する
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外

国

語

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十四）

★楊 莉 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の後期履修をお勧めする。

簡明中国語基礎（表現編），蘇徳昌監修、羅東耀他著，白帝
社，2022年

授業中に指示する

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十五）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国
語を使って会話することができることを到達目標とす
る。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十六）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国
語を使って会話することができることを到達目標とす
る。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十七）

★何 穎 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

ライト版中国語でコミュニケーション，沈　国威　等，朝日
出版社，2022
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前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十八）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国
語を使って会話することができることを到達目標とす
る。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期科目「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（十九）

★  華 1

初級中国語

「中国語初級Ⅱ」と併せて中国語検定準４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な中国語
を使って会話することができることを到達目標とする。

この授業はまずピンインの勉強からスタートし、その
習得は約３回を必要とし、その後授業は約２週間１課
のペースで進めていく。授業は決して教員からの一
方的なものではなく、双方向型での実施を原則とす
る。そのため、履修者の予習と復習は欠かせない。
その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

後期開講「中国語初級Ⅱ」の履修をお勧めする。

中国語はじめの一歩，竹島金吾監修、尹景春他著，白水
社，2022年

授業中に指示する

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（二十）

★郭 斐映 1

初級中国語をマスターする。

学生は中国語の発音記号、単語と文法の習得、朗
読・会話の練習を行い、その能力を高めることができ
る。

この授業は中国語で読む、書くおよび話すなどの総
合コミュニケーションの能力の養成を到達目標とす
る。そのために、まず発音記号であるピンインを学
び、その後、中国語の表現の仕組みを理解し、簡単
な日常会話を身につけるようにする。中国語の発音は
難しいので、その習得は約３回の授業を必要とし、そ
の後の授業は２週間に１課のペースで進める。

学期末では学習到達度確認を実施する。その成績
（60点）に平常点（40点）を加味して評価する。平
常点とは、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿
勢および宿題の完成度などである。

簡明中国語基礎，蘇徳昌監修、羅東耀他著，白帝社，2019年

前期

1-4

中国語初級Ⅰ（二十一）

★郭 斐映 1

初級中国語

学生は中国語の発音記号、単語と文法の習得、朗
読・会話の練習によって能力を高めることができる。

この授業は中国語で読む、書くおよび話すなどの総
合コミュニケーションの能力の養成を到達目標とす
る。そのために、まず発音記号であるピンインを学
び、その後、中国語の表現の仕組みを理解し、簡単
な日常会話を身につけるようにする。中国語の発音は
難しいので、その習得は約３回の授業を必要とし、そ
の後の授業は２週間に１課のペースで進める。

学期末では学習到達度確認を実施する。その成績
（60点）に平常点（40点）を加味して評価する。平
常点とは、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿
勢および宿題の完成度などである。

簡明中国語基礎，蘇徳昌監修、羅東耀他著，白帝社，2019年



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 249 ―

外

国

語

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（一）

★山本 恭子 1

初級中国語

中国語の基本文法の理解。正確な発音を身につけ
る。初歩的な会話ができるようになる。

中国語は「簡体字」という中国独自の漢字を用います。発音
は「ピンイン」というアルファベットで表記します。漢字に
は「声調」という４種類の音の高低アクセントがあります。
まず正確な発音を身につけましょう。
次に目・耳・口・手を用いて、基本的な表現をくり返し練習
します。ホテルに宿泊したり、料理を注文したり、私たちが
中国へ行って出会う場面の会話が教材です。ＣＡＬＬ教室
で、美しい中国語を耳元で何度も聞いて、朗読練習します。
学生同士、会話練習もします。着実に進んでいきましょう。

学習到達度確認（50％）、平常点（課題の提出・朗読
等）（50％）

語学はトレーニングすれば誰もが身につけられます。
授業はトレーニングを積み重ねる絶好のチャンスで
す。対面授業では出席が非常に重要です。チャンス
を生かして、毎回一歩ずつ、積み重ねていきましょ
う。

しゃべっていいとも中国語　中西君と一緒に中国へ行こ
う！，陳淑梅・劉光赤，朝日出版社，2010年

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（二）

★村上 幸造 1

初級中国語

ピンインを発音でき、簡体字の意味を知って、簡単
な日常会話ができ短文が綴れること。このことにより
日中の文化の違いを知り、中国人と意欲的にコミュニ
ケーションが取れるようになること。

中国語初級Ⅰ（二）の続き。�毎回、発音練習を行い、
基本的語法（＝文法）を順次学んでいく。簡体字の
意味とそれに対応する日本漢字との意味や用法のず
れ、また共通点に注意すること。聞き取り、短文の翻
訳や作文により授業を進める。習った表現で自分自身
を主張しよう。

学習到達度の確認（筆記等による、第８、15回の計２
回、基本的語彙が発音でき模範例文の意味が理解で
き短文が綴れること）80％、授業中の発表や提出物
20％として評価する。

中国語初級Ⅰのテキストの後半を使用する。

初級テキスト　キャンパスライフ中国語［改訂新版］，荒川
清秀・周閲・塩山正純・中西千香，白帝社，2017

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（三）

★劉 慶 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅰ」に続き学習します。授業は約２週間
１課のペースで進めていく。授業は決して教員から
の一方的なものではなく、双方向型での実施を原則
とする。そのため、履修者の予習と復習は欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学習到達確認を実施する。その成績（60点）に平常
点（40点）加味して評価する。平常点とは、授業中
の質問、課題に真摯に取り込む姿勢および宿題の完
成度などである。

授業進捗は教室の学習実情に応じて調整する可能性
がある。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，羅東耀�等，白帝社，
2018

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（四）

★村上 幸造 1

初級中国語

ピンインを発音でき、簡体字の意味を知って、簡単
な日常会話ができ短文が綴れること。このことにより
日中の文化の違いを知り、中国人と意欲的にコミュニ
ケーションが取れるようになること。

中国語初級Ⅰ（二）の続き。�毎回、発音練習を行い、
基本的語法（＝文法）を順次学んでいく。簡体字の
意味とそれに対応する日本漢字との意味や用法のず
れ、また共通点に注意すること。聞き取り、短文の翻
訳や作文により授業を進める。習った表現で自分自身
を主張しよう。

学習到達度の確認（筆記等による、第８、15回の計２
回、基本的語彙が発音でき模範例文の意味が理解で
き短文が綴れること）80％、授業中の発表や提出物
20％として評価する。

中国語初級Ⅰのテキストの後半を使用する。

初級テキスト　キャンパスライフ中国語［改訂新版］，荒川
清秀・周閲・塩山正純・中西千香，白帝社，2017
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後期

1-4

中国語初級Ⅱ（五）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

中国語はじめの一歩，竹島金吾監修、尹景春他著，白水
社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（六）

★  華 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしようとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」を履修した学生のための科目であ
る。

中国語はじめの一歩，竹島金吾監修、尹景春他著，白水
社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（七）

★劉 慶 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅰ」に続き学習します。授業は約２週間
１課のペースで進めていく。授業は決して教員から
の一方的なものではなく、双方向型での実施を原則
とする。そのため、履修者の予習と復習は欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学習到達確認を実施する。その成績（60点）に平常
点（40点）加味して評価する。平常点とは、授業中
の質問、課題に真摯に取り込む姿勢および宿題の完
成度などである。

授業進捗は教室の学習実情に応じて調整する可能性
がある。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，羅東耀�等，白帝社，
2018

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（八）

★柴 格朗 1

初級中国語

ピンインが正確に読め、音読できること、また短いフ
レーズが聞き取れること。簡単な文を理解し、簡体
字で書けること。

Ⅰでの発音指導は不十分なものが出てきますから、後
期授業の初めにも発音の復習をします。発音は大切
なもので、また対面授業でなければ習得し辛いもの
ですから、極力欠席は避けるようにして下さい。Ⅱで
は文法の解説が中心になります。前期期間にかなり詳
しい文法解説を配りますが、常に以前の課を見直しな
がら進んで欲しいです。

学年末に行う「筆記等による学力確認」（50％）。そ
のほかに平素の課題も参考にします（50％）。授業で
発音（教科書の音読）やドリルの回答、課題プリント
の作成状態などが評価の基準となります。

Ⅱでは一回の内容も増えてきます。語学は積み重ね
が大切です。また、努力した分だけ必ず身に付きま
す。休まず、たゆまず学習することを求めます。

二訂版　鈴木君の中国生活，柴　格朗，駿河台出版社，
2023

なし
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外

国

語

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（九）

★劉 慶 1

初級中国語

中国語検定準４級レベルに相当する語彙と文法を身
につけ、また初歩的な中国語を使って会話することが
できることを到達目標とする。

「中国語初級Ⅰ」に続き学習します。授業は約２週間
１課のペースで進めていく。授業は決して教員から
の一方的なものではなく、双方向型での実施を原則
とする。そのため、履修者の予習と復習は欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学習到達確認を実施する。その成績（60点）に平常
点（40点）加味して評価する。平常点とは、授業中
の質問、課題に真摯に取り込む姿勢および宿題の完
成度などである。

授業進捗は教室の学習実情に応じて調整する可能性
がある。

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，羅東耀　等，白帝社，
2018

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十）

★何 穎 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

ライト版中国語でコミュニケーション，沈　国威　等，朝日
出版社，2022

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十一）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十二）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

授業中に指示する
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後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十三）

★楊 莉 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」を履修した学生のための科目であ
る。

簡明中国語基礎（表現編），蘇徳昌監修、羅東耀他著，白水
社，2017年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十四）

★楊 莉 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」を履修した学生のための科目であ
る。

簡明中国語基礎（表現編），蘇徳昌監修、羅東耀他著，白水
社，2017年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十五）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十六）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

授業中に指示する
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外

国

語

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十七）

★何 穎 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

ライト版中国語でコミュニケーション，沈　国威　等，朝日
出版社，2022

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十八）

羅 東耀 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしょうとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開いた
科目

会話と文法を学ぶ初級中国語表現，蘇徳昌監修、羅東耀他
著，白帝社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（十九）

★  華 1

初級中国語

「中国語初級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。

この授業は前期で学んだピンイン、語彙および文法
などを復習しながら、２週間１課のペースで進めてい
く。文の読解は重要であるが、授業はそれだけでは
なく、朗読や会話などにも力を入れる。中国語をマス
ターしようとするには履修者の予習と復習が欠かせな
い。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語初級Ⅰ」を履修した学生のための科目であ
る。

中国語はじめの一歩，竹島金吾監修、尹景春他著，白水
社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語初級Ⅱ（二十）

★郭 斐映 1

初級中国語

学生は中国語の朗読・会話の練習および文法の理解
によって能力を高めることができる。

この授業は中国語で読む、書くおよび話すなどの総
合コミュニケーションの能力の養成を到達目標とす
る。中国語の表現の仕組みを理解し、簡単な日常会
話を身につけるようにする。授業は２週間に１課の
ペースで進める。

学習到達度確認は、最後の授業で実施する。その成
績（60�点）に平常点（40�点）を加味して評価する。
平常点とは、授業中の質問、課題に真摯に取り込む
姿勢および宿題の完成度などである。

簡明中国語基礎，蘇徳昌監修、羅東耀他著，白帝社，2019年
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後期

1-4

中国語初級Ⅱ（二十一）

★郭 斐映 1

初級中国語

学生は中国語の朗読・会話の練習および文法の理解
によって能力を高めることができる。

この授業は中国語で読む、書くおよび話すなどの総
合コミュニケーションの能力の養成を到達目標とす
る。中国語の表現の仕組みを理解し、簡単な日常会
話を身につけるようにする。授業は�２�週間に�１�課
のペースで進める。

学習到達度確認は、最後の授業で実施する。その成
績（60�点）に平常点（40�点）を加味して評価する。
平常点とは、授業中の質問、課題に真摯に取り込む
姿勢および宿題の完成度などである。

簡明中国語基礎，蘇徳昌監修、羅東耀他著，白帝社，2019年

前期

1-4

中国語中級Ⅰ（一）

★山本 恭子 1

中級中国語

基本的な文法を理解し、それを用いて簡単な会話や
作文ができるようになる。

中国の子供の生活を題材にした教材を用います。中国文化
を詳しく紹介するコラムと、中国のイラストレーターによる
かわいいイラストが特徴です。１年生で身につけた中国語の
基本を復習しながら、実際に使える例文を自分の手で写しま
す。そして、くり返し耳元で何度も自然な発音を聞きます。
自分でもくり返し大きな声で発音してみます。そうすればい
つの間にか、その文はあなたの中に住み着いて、少しずつ
育っていきます。自分の中の小さな芽を大切に育てるつもり
で、練習を積み重ねましょう。それぞれのペースで、今日は
この３文、次回はがんばって５文と着実に身につけましょう。

学習到達度確認（50％）、平常点（練習への参加・提
出物・暗唱・小テスト等）（50％）

語学はトレーニングすれば誰もが身につけることにできるも
のです。授業はトレーニングを積み重ねる絶好のチャンスで
す。出席は大変重要です。チャンスを生かして、毎回一歩
ずつ、積み重ねていきましょう。欠席する場合はなるべく事
前に、無理なら後から、理由を報告してください。進度はク
ラスによって調節する可能性があります。

中国語入門　きらきらの童年　CD付，相原茂・殷文怡，朝
日出版社，2013年

前期

1-4

中国語中級Ⅰ（二）

★  華 1

中級中国語

「中国語中級Ⅱ」と合わせて中国語検定４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また中国語を使って
簡単な日常会話をすることができることを到達目標と
する。

発音と会話を中心にする授業です。一年目で習った
単語や文法を復習しながら、授業を進める。喋る楽
しさと喋れた達成感を味わってほしい。授業中に中国
の文化や習慣を紹介して、中国にも興味を持ってほし
い。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（50
点）に平常点（50点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

中国の一人旅，陳�淑梅・張�国路，駿河台出版社，2022

前期

1-4

中国語中級Ⅰ（三）

羅 東耀 1

中国語中級

「中国語中級Ⅱ」と合わせて中国語検定４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また中国語を使って
簡単な日常会話をすることができることを到達目標と
する。
この授業は初級と比べればより幅広くより深い中国語のコ
ミュニケーション能力と読解力の養成を目指す。この目標を
達成させるために授業では朗読、会話、リスニングと読解
の学習を繰り返し行う。その他に中国語検定準４級の模擬
試験も２回実施する。授業は決して教員からの一方的なも
のではなく、双方向型での実施を原則とする。授業で学ん
だ中国語を確実に身につけるには履修者の予習と復習が欠
かせない。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平均点（40点）加味して評価する。平均点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語中級Ⅱ」の後期履修をお勧めする。

カレント中国語 -- 初級から中級 --，遠藤光暁監修、衛榕群
他著，朝日出版社，2022年



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 255 ―

外

国

語

前期

1-4

中国語中級Ⅰ（四）

★柴 格朗 1

文章読解の基礎・正確な発音の習得。

辞書を使いながら課文の構造がつかめるようになる。
課文を正確に音読でき，また課文の語彙を聞き取れ
るようになる。

現在の中国はめまぐるしい変化の中にあり、伝統的な習慣
も、また現代風に変わりつつあるのは当然のことです。テキ
ストは、大きな変化をとげている上海のさまざまな話題を紹
介したものです。授業は、テキストの音読、和訳を中心に
進めていきます。また各課に設けられた文法のポイントで、
これまでに習った文法事項を確認し、作文練習も行ないま
す。更に１課終わる毎にリスニングを含んだ小テストを行い
ます。中級Ⅰでは５回の小テストを行いますが、その結果も
成績評価にふくみます。

上記の授業内容・学習課題を総合して最終的な成績
を算出します。外国語は発音が大切ですから、プリン
トや小テストといった筆記以外に、授業中の音読も評
価に含まれます。
中級ではまとまりのある文章を読んでゆくことになり
ますから、急に難しくなったと感じることも多いかと
思います。ただ初級とは違って興味を持てる内容に
もなってきます。語学は努力した分だけ必ず身に付き
ます。休まず、たゆまず学習することを求めます。

上海を歩こう，陸　偉榮，金星堂，2014

前期

1-4

中国語中級Ⅰ（五）

★劉 慶 1

中級中国語

「中国語中級Ⅱ」と合わせて中国語検定４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また中国語を使って
簡単な日常会話をすることができることを到達目標と
する。
この授業は初級と比べればより幅広くより深い中国語のコ
ミュニケーション能力と読解力の養成を目指す。その目標を
達成させるために授業では朗読、会話、リスニングと読解
の学習を繰り返し行う。その他に中国語検定準４級の模擬
試験も２回実施する。授業は決して教員からの一方的なも
のではなく、双方向型での実施を原則とする。授業で学ん
だ中国語を確実に身につけるには履修者の予習と復習が欠
かせない。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復
習を必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語中級Ⅱ」の後期履修をお勧めする。
学習進捗は教室学習の実情によって調整する可能性
がある。

中級レベル口語コンプリート，王慧琴・植村麻紀子，朝日出
版社，2022

後期

1-4

中国語中級Ⅱ（一）

★山本 恭子 1

中級中国語

基本的な文法を理解し、それを用いて簡単な会話や
作文ができるようになる。

中国の子供の生活を題材にした教材を用います。中国文化を詳しく
紹介するコラムと、中国のイラストレーターによるかわいいイラスト
が特徴です。１年生で身につけた中国語の基本を復習しながら、実
際に使える例文を自分の手で写します。そして、くり返し耳元で何度
も自然な発音を聞きます。自分でもくり返し大きな声で発音してみま
す。そうすればいつの間にか、その文はあなたの中に住み着いて、
少しずつ育っていきます。自分の中の小さな芽を大切に育てるつも
りで、練習を積み重ねましょう。それぞれのペースで、今日はこの３
文、次回はがんばって５文と着実に身につけましょう。

学習到達度確認（50％）、平常点（練習への参加・提
出物・暗唱・小テスト等）（50％）

語学はトレーニングすれば誰もが身につけることにできるも
のです。授業はトレーニングを積み重ねる絶好のチャンスで
す。出席は大変重要です。チャンスを生かして、毎回一歩
ずつ、積み重ねていきましょう。欠席する場合はなるべく事
前に、無理なら後から、理由を報告してください。進度はク
ラスによって調節する可能性があります。

中国語入門　きらきらの童年　CD付，相原茂・殷文怡，朝
日出版社，2013年

後期

1-4

中国語中級Ⅱ（二）

★  華 1

中級中国語

「中国語中級Ⅰ」と合わせて中国語検定４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また中国語を使って
簡単な日常会話をすることができることを到達目標と
する。

発音と会話を中心にする授業です。基礎で習った単
語や文法を復習しながら授業を進める。喋る楽しさと
喋れた達成感を味わってほしい。授業中に中国の文
化や習慣を紹介して、中国にも興味を持ってほしい。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（50
点）に平常点（50点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

中国の一人旅，陳�淑梅���張�国路，駿河台出版社，2022
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後期

1-4

中国語中級Ⅱ（三）

羅 東耀 1

中国語中級

「中国語中級Ⅱ」と合わせて中国語検定４級レベルに
相当する語彙と文法を身につけ、また中国語を使って
簡単な日常会話をすることができることを到達目標と
する。
この授業は初級と比べればより幅広くより深い中国語のコ
ミュニケーション能力と読解力の養成を目指す。その目標を
達成させるために授業では朗読、会話、リスニングと読解
の学習を繰り返し行う。その他に中国語検定４級の模擬試
験も２回実施する。授業は決して教員からの一方的なもので
はなく、双方向型での実施を原則とする。授業で学んだ中
国語を確実に身につけるには履修者の予習と復習が欠かせ
ない。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

「中国語中級Ⅰ」の履修を終えた学生のために開講し
た科目

カレント中国語 -- 初級から中級 --，遠藤光暁監修、衛榕群
他著，朝日出版社，2022年

授業中に指示する

後期

1-4

中国語中級Ⅱ（四）

★柴 格朗 1

文章読解の基礎・正確な発音の習得。

辞書を使いながら課文の構造がつかめ、また簡単な
作文ができるようになること。　
中国語らしいリズムで音読でき、また発音された語彙
が聞き取れるようになること。
テキストは、中国語中級Ⅰの後半に該当します。大きな変化
をとげている上海のさまざまな話題を紹介したものです。授
業は、テキストの音読、和訳を中心に進めていきます。また
各課に設けられた文法のポイントで、これまでに習った文法
事項を確認し、作文練習も行います。更に１課終わる毎に
リスニングを含んだ小テストを行います。リスニング力をつ
けるには教科書の音読が大切です。音読に力を入れて下さ
い。半期に７回の小テストを行い、主にその結果で成績評価
をします。

上記の授業内容・学習課題を総合して最終的な成績
を算出します。外国語は発音が大切ですから、プリン
トや小テストといった筆記以外に、授業中の音読も評
価に含まれます。
半期間で７課分を学ぶのですから、一回の内容は少なくあり
ません。当然の事ながら欠席すると授業についてゆきにくく
なります。語学は積み重ねが大切です。また、努力した分
だけ必ず身に付きます。頑張って学習し、身についたと実感
してほしいと思っています。

上海を歩こう，陸　偉榮，金星堂，2014

後期

1-4

中国語中級Ⅱ（五）

★劉 慶 1

中級中国語

「中国語中級Ⅰ」に引き続き、中国語検定準４級レベ
ルに相当する語彙と文法を身につけ、また初歩的な
中国語を使って会話することができることを到達目標
とする。
この授業は初級と比べればより幅広くより深い中国語のコ
ミュニケーション能力と読解力の養成を目指す。その目標を
達成させるために授業では朗読、会話、リスニングと読解
の学習を繰り返し行う。その他に中国語検定４級の模擬試
験も２回実施する。授業は決して教員からの一方的なもので
はなく、双方向型での実施を原則とする。授業で学んだ中
国語を確実に身につけるには履修者の予習と復習が欠かせ
ない。その目安として90分の授業を受ければ、90分の復習を
必要とする。

学期末に学習到達確認を実施する。その成績（60
点）に平常点（40点）加味して評価する。平常点と
は、授業中の質問、課題に真摯に取り込む姿勢およ
び宿題の完成度などである。

学習内容の進捗は教室学習の実情によって調整する
ことがあります。

中級レベル口語コンプリート，王慧琴・植村麻紀子，朝日出
版社，2022

前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（一）

★許 聖一 1

韓国語の基礎を学ぶ。文字と発音から始まり、基礎
文法を学びます。

前期では文字を発音ができるようになり、韓国語のハ
ンミダ体の文体を学びます。

韓国語の文字を見た事があると思います。記号のよ
うに見えるかも知れませんね。実は日本語のローマ
字のように、子音字と母音字が組み合わせの文字で
す。授業では、分かり易いように、日本語と対比しな
がら、説明していきます。どのような外国語でも、最
初は発音から入りますが、日本語話者にとって分かり
にくい所がありますが、心配せずに受講して下さい。

平常点30。（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を見
る）
定期試験70。（授業での内容を正しく理解している
か）総合的に評価する。

教科書は精選版であるので、注意してください。

ことばの架け橋　精選版，生越直樹，白帝社，2020
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外

国

語

前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（二）

★平井 清実 1

文字（ハングル）や発音を学習し、韓国語学習の基
礎づくりをします。また簡単な挨拶や自己紹介の表現
などについて学習します。
学生が韓国語の文字や発音についてしっかり理解
し、読み書きができるようにします。また学生が基礎
的な単語や構文等を使い、日常の挨拶や簡単な自己
紹介が韓国語でできるようにします。
授業は講義形式となりますが、一方的な講義とはな
らず、随時学生に質問したり、一緒に声を出して読ん
だり、板書させたりする授業となります。また、韓国
の社会・文化等、韓国事情についても随時、紹介し
ていきます。�可能であれば、画像や映像も時々使用
したいと思います。特に日本人が間違えやすい発音
や表現などもチェックしながら、授業の雰囲気として
はいつも楽しく、そしてしっかりと学んでいけるよう
にしていきたいと考えています。

平常点＋定期試験（16週目に実施）による評価。　
内訳：平常点50％（小テスト20％、課題および学習態
度等30％）および定期試験50％

各単元終了時に学習内容の整理・定着のための課題提出や
課題内容に基づく10分程度の小テストを行います。特に学習
スタート時はできるだけ欠席しないようにしてください。前
期で文字と発音をしっかり身につけないと後期の学習に支障
をきたす可能性があります。

三訂版・韓国語の世界へ　入門編，李潤玉・酒匂康裕他，
朝日出版社，2017年

前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（三）

★許 聖一 1

韓国語の基礎を学ぶ。文字と発音から始まり、基礎
文法を学びます。

前期では文字を発音ができるようになり、韓国語のハ
ンミダ体の文体を学びます。

韓国語の文字を見た事があると思います。記号のよ
うに見えるかも知れませんね。実は日本語のローマ
字のように、子音字と母音字が組み合わせの文字で
す。授業では、分かり易いように、日本語と対比しな
がら、説明していきます。どのような外国語でも、最
初は発音から入りますが、日本語話者にとって分かり
にくい所がありますが、心配せずに受講して下さい。

平常点30。（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を見
る）
定期試験70。（授業での内容を正しく理解している
か）総合的に評価する。

教科書は精選版であるので、注意して下さい。

ことばの架け橋　精選版，生越直樹，白帝社，2020

前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（四）

★朴 恩珠 1

韓国語学習をとおして韓国文化を知ると同時に外国
語習得の楽しさを味わう。

１．韓国語の文字の読み書きができる。２．自己紹介
や日常生活における簡単な会話ができる。３．韓国文
化を知る。

文字の理解や韓国を知るための入門講座である。文
字の学習においては、会話や歌、及びスマトフォンを
利用して発音と綴りを正確に習得していく。「読む・
聞く・書く・話す」という４つの技能を使ってコミュ
ニケーション能力を向上していく。K-POPや韓国ド
ラマなどをとおして韓国文化を紹介する。

評価の基準は小テスト20％、実技テスト（口頭発表）
20％、平常点（授業参加度、宿題など）20％、期末
テスト40％の割合で成績評価をする。

外国語は毎日コツコツ覚えていかないと身につかない
ものなので、積極的な授業参加が望ましい。

チュクチュクチャラネ，朴恩珠・森類臣・権世美，白帝社，
2022

前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（五）

★朴 恩珠 1

韓国語学習をとおして韓国文化を知ると同時に外国
語習得の楽しさを味わう。

１．韓国語の文字の読み書きができる。２．自己紹介
や日常生活における簡単な会話ができる。３．韓国文
化を知る。

文字の理解や韓国を知るための入門講座である。文
字の学習においては、会話や歌、及びスマトフォンを
利用して発音と綴りを正確に習得していく。「読む・
聞く・書く・話す」という４つの技能を使ってコミュ
ニケーション能力を向上していく。K-POPや韓国ド
ラマなどをとおして韓国文化を紹介する。

評価の基準は小テスト20％、実技テスト（口頭発表）
20％、平常点（授業参加度、宿題など）20％、期末
テスト40％の割合で成績評価をする。

外国語は毎日コツコツ覚えていかないと身につかない
ものなので、積極的な授業参加が望ましい。

チュクチュクチャラネ，朴恩珠・森類臣・権世美，白帝社，
2022
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前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（六）

★許 聖一 1

韓国語の基礎を学ぶ。文字と発音から始まり、基礎
文法を学びます。

前期では文字を発音ができるようになり、韓国語のハ
ンミダ体の文体を学びます。

韓国語の文字を見た事があると思います。記号のよ
うに見えるかも知れませんね。実は日本語のローマ
字のように、子音字と母音字が組み合わせの文字で
す。授業では、分かり易いように、日本語と対比しな
がら、説明していきます。どのような外国語でも、最
初は発音から入りますが、日本語話者にとって分かり
にくい所がありますが、心配せずに受講して下さい。

平常点30。（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を見
る）
定期試験70。（授業での内容を正しく理解している
か）総合的に評価する。

教科書は精選版であるので、注意して下さい。

ことばの架け橋　精選版，生越直樹，白帝社，2020

前期

1-4

韓国語初級Ⅰ（七）

★朴 恩珠 1

韓国語学習をとおして韓国文化を知ると同時に外国
語習得の楽しさを味わう。

１．韓国語の文字の読み書きができる。２．自己紹介
や日常生活における簡単な会話ができる。３．韓国文
化を知る。

文字の理解や韓国を知るための入門講座である。文
字の学習においては、会話や歌、及びスマトフォンを
利用して発音と綴りを正確に習得していく。「読む・
聞く・書く・話す」という４つの技能を使ってコミュ
ニケーション能力を向上していく。K-POPや韓国ド
ラマなどをとおして韓国文化を紹介する。

評価の基準は小テスト20％、実技テスト（口頭発表）
20％、平常点（授業参加度、宿題など）20％、期末
テスト40％の割合で成績評価をする。

外国語は毎日コツコツ覚えていかないと身につかない
ものなので、積極的な授業参加が望ましい。

チュクチュクチャラネ，朴恩珠・森類臣・権世美，白帝社，
2022

後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（一）

★許 聖一 1

韓国語の基礎を学ぶ。基礎文法を学びます。

一学期で学んだ基礎文法の続きの講義です。基本文
法の完成を目指します。

教科書の本文を読み、その後、文法説明を行います。
文法事項を用いて、問題を解きます。

平常点30点。（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を
見る）
定期試験70点。（授業での内容を正しく理解している
か）総合的に評価する。

教科書は精選版であるので、注意してください。

ことばの架け橋　精選版，生越直樹，白帝社，2020

後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（二）

★平井 清実 1

文法・文型を中心に韓国語の基礎を総合的に学習し
ます。初級韓国語の基礎固めをします。

学生が韓国語の文の構造をしっかり理解し、読み書
きの基礎づくりをします。初級の単語や構文を使い、
簡単な日常表現を韓国語できちんと「読む、書く、聞
く、話す」ことができるようにします。
授業は講義形式となりますが、一方的な講義とはなら
ず、随時学生に質問したり、読み書きや板書させたり
する授業となります。また、韓国の社会・文化等、韓
国事情についても随時、紹介していきます。�可能で
あれば、画像や映像も時々使用したいと思います。特
に日本人が間違えやすい発音や表現などもチェックし
ながら、授業の雰囲気としては楽しくしっかりと学ん
でいけるようにしていきたいと考えています。

平常点＋定期試験（16週目に実施）による評価。　
内訳：平常点50％（小テスト20％、課題および学習態
度等30％）および定期試験50％

受講前に前期で学習した文字や発音等について再確認して
おきましょう。文字や発音の理解が曖昧だと後期の学習に
ついていけい可能性があります。また、各課終了時に課題
の提出および10分程度の小テストを行います。できるだけ欠
席しないようにしてください。

三訂版・韓国語の世界へ　入門編，李潤玉・酒匂康裕�他，
朝日出版社，2017年
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後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（三）

★許 聖一 1

韓国語の基礎を学ぶ。基礎文法を学びます。

一学期で学んだ基礎文法の続きの講義です。基本文
法の完成を目指します。

教科書の本文を読み、その後、文法説明を行います。
文法事項を用いて、問題を解きます。

平常点30点。（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を
見る）
定期試験70点。（授業での内容を正しく理解している
か）総合的に評価する。

教科書は精選版であるので、注意してください。

ことばの架け橋　精選版，生越直樹，白帝社，2020

後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（四）

★朴 恩珠 1

韓国語学習をとおして韓国文化を知ると同時に外国
語習得の楽しさを味わう。

１．日常生活における簡単な話しができ、相手の話を
聞き取ることができる。２．韓国で買い物や注文がで
きる。

韓国語の読み書きができる学生を対象に簡単な会話
表現を学ぶための初級講座である。会話練習におい
ては、ペアやグループを組んで練習を行う。テキスト
の語彙や会話表現を用いて実用的な韓国語を覚え、
コミュニケーション能力を向上していく。

評価の基準は小テスト20％、実技テスト20％、平常点
（授業参加度、宿題など）20％、期末テスト40％の割
合で成績評価をする。

外国語は毎日コツコツ覚えていかないと身につかない
ので、積極的な授業参加が望ましい。

チュクチュクチャラネ，朴恩珠・森類臣・権世美，白帝社，
2022

後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（五）

★朴 恩珠 1

韓国語学習をとおして韓国文化を知ると同時に外国
語習得の楽しさを味わう。

１．日常生活における簡単な話しができ、相手の話を
聞き取ることができる。２．韓国で買い物や注文がで
きる。

韓国語の読み書きができる学生を対象に簡単な会話
表現を学ぶための初級講座である。会話練習におい
ては、ペアやグループを組んで練習を行う。テキスト
の語彙や会話表現を用いて実用的な韓国語を覚え、
コミュニケーション能力を向上していく。

評価の基準は小テスト20％、実技テスト20％、平常点
（授業参加度、宿題など）20％、期末テスト40％の割
合で成績評価をする。

外国語は毎日コツコツ覚えていかないと身につかない
ので、積極的な授業参加が望ましい。

チュクチュクチャラネ，朴恩珠・森類臣・権世美，白帝社，
2022

後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（六）

★許 聖一 1

韓国語の基礎を学ぶ。基礎文法を学びます。

一学期で学んだ基礎文法の続きの講義です。基本文
法の完成を目指します。

教科書の本文を読み、その後、文法説明を行います。
文法事項を用いて、問題を解きます。

平常点30点。（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を
見る）
定期試験70点。（授業での内容を正しく理解している
か）総合的に評価する。

教科書は精選版であるので、注意して下さい。

ことばの架け橋　精選版，生越直樹，白帝社，2020
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後期

1-4

韓国語初級Ⅱ（七）

★朴 恩珠 1

韓国語学習をとおして韓国文化を知ると同時に外国
語習得の楽しさを味わう。

１．日常生活における簡単な話しができ、相手の話を
聞き取ることができる。２．韓国で買い物や注文がで
きる。

韓国語の読み書きができる学生を対象に簡単な会話
表現を学ぶための初級講座である。会話練習におい
ては、ペアやグループを組んで練習を行う。テキスト
の語彙や会話表現を用いて実用的な韓国語を覚え、
コミュニケーション能力を向上していく。

評価の基準は小テスト20％、実技テスト20％、平常点
（授業参加度、宿題など）20％、期末テスト40％の割
合で成績評価をする。

外国語は毎日コツコツ覚えていかないと身につかない
ので、積極的な授業参加が望ましい。

チュクチュクチャラネ，朴恩珠・森類臣・権世美，白帝社，
2022

前期

1-4

韓国語中級Ⅰ（一）

★平井 清実 1

初級程度の韓国語で書かれた文章や会話フレーズ等
を学習しながら韓国事情についても理解を深める。

１．学生が韓国語の文法力・表現力を向上させ、初級
程度の韓国語の文章を十分読解できるようにする。
２．学生が韓国事情（社会・文化）を学び、隣国への
理解を深めることができるようにする。
授業は概ね講義、解説、練習問題、表現学習、読解
発表、音読練習等となる。読解においては、あらか
じめ一人一人に割り当てた部分を準備し、発表する。
ちょうど英語のリーダーのような形となる。読解文は
韓国の社会や文化をテーマとして書かれているが、
初級学習者でも学習できるよう基礎的な韓国語で書
かれている。また授業内容を補うためプリント資料や
写真、時には映像メディアなども可能な限り積極的
に取り入れて解説する予定である。

平常点＋定期試験（16週目に実施）による評価。　
内訳：平常点50％（小テスト20％、課題および学習態
度等30％）�＋�定期試験50％

この授業は本大学の韓国語初級など基礎的内容を学
んだ学生が次の段階として受講することが望ましい。
また韓国語の単語等の検索手段として使うので、ス
マホや韓国語の辞書を持参してほしい。

授業時に教材（プリント）を配布する。

前期

1-4

韓国語中級Ⅰ（二）

★許 聖一 1

基礎を終えた学生を対象にしています。ハングルの
文法を学びます。

中級の講義です。ハングル能力検定試験の内容を理
解する。

韓国語の文法のプリントを用いて、説明します。文法
整理のための授業です。例文がありますが、詳しく説
明します。

平常点30点（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を
見る）
定期試験70点（授業の内容を正しく理解している
か）を総合的に評価する。

「韓国語初級Ⅰ・Ⅱ」で基礎学習を終えた学生を対象
にしています。

前期

1-4

韓国語中級Ⅰ（三）

★平井 清実 1

初級程度の韓国語で書かれた文章や会話フレーズ等
を学習しながら韓国事情についても理解を深める。

１．学生が韓国語の文法力・表現力を向上させ、初級
程度の韓国語の文章を十分読解できるようにする。
２．学生が韓国事情（社会・文化）を学び、隣国への
理解を深めることができるようにする。
授業は概ね講義、解説、練習問題、表現学習、読解
発表、音読練習等となる。読解においては、あらか
じめ一人一人に割り当てた部分を準備し、発表する。
ちょうど英語のリーダーのような形となる。読解文は
韓国の社会や文化をテーマとして書かれているが、
初級学習者でも学習できるよう基礎的な韓国語で書
かれている。また授業内容を補うためプリント資料や
写真、時には映像メディアなども可能な限り積極的
に取り入れて解説する予定である。

平常点＋定期試験（16週目に実施）による評価。　
内訳：平常点50％（小テスト20％、課題および学習態
度等30％）および定期試験50％

この授業は本大学の韓国語初級など基礎的内容を学
んだ学生が次の段階として受講することが望ましい。
また韓国語の単語等の検索手段として使うので、ス
マホや韓国語の辞書を持参してほしい。

授業時に教材（プリント）を配布する。
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外

国

語

後期

1-4

韓国語中級Ⅱ（一）

★平井 清実 1

初級～中級程度の韓国語で書かれた文章や会話フ
レーズ等を学習しながら韓国事情についても理解を
深める。
１．学生が韓国語の文法力・表現力を向上させ、初級
～中級程度の韓国語の文章を読解できるようにする。
２．学生が韓国事情（社会・文化）に対し、より一層
理解を深めることができるようにする。
授業は概ね講義、解説、練習問題、表現学習、読解
発表、音読練習等となる。読解においては、あらか
じめ一人一人に割り当てた部分を準備し、発表する。
ちょうど英語のリーダーのような形となる。読解文は
韓国の社会や文化をテーマとして書かれているが、
初級学習者でも学習できるよう基礎的な韓国語で書
かれている。また授業内容を補うためプリント資料や
写真、時には映像メディアなども可能な限り積極的
に取り入れて解説する予定である。

平常点＋定期試験（16週目に実施）による評価。　
内訳：平常点50％（小テスト20％、課題および学習態
度等30％）�＋�定期試験50％

この授業は本大学の韓国語初級など基礎的内容を学
んだ学生が次の段階として受講することが望ましい。
また韓国語の単語等の検索手段として使うので、ス
マホや韓国語の辞書を持参してほしい。

授業時に教材（プリント）を配布する。

後期

1-4

韓国語中級Ⅱ（二）

★許 聖一 1

基礎・初級を終えた学生を対象にしています。

中級の講義である。

プリントを用いて、説明します。文法整理のための授
業です。例文がありますが、詳しく説明します。

平常点30（予習の取り組みなど授業に臨む姿勢を見
る）
定期試験70（授業内容を正しく理解しているかを総
合的に評価する。）

「韓国語初級Ⅰ・Ⅱ」で基礎学習を終えた学生を対象
にしています。

後期

1-4

韓国語中級Ⅱ（三）

★平井 清実 1

初級～中級程度の韓国語で書かれた文章や会話フ
レーズ等を学習しながら韓国事情についても理解を
深める。
１．学生が韓国語の文法力・表現力を向上させ、初級
～中級程度の韓国語の文章を読解できるようにする。
２．学生が韓国事情（社会・文化）に対し、より一層
理解を深めることができるようにする。
授業は概ね講義、解説、練習問題、表現学習、読解
発表、音読練習等となる。読解においては、あらか
じめ一人一人に割り当てた部分を準備し、発表する。
ちょうど英語のリーダーのような形となる。読解文は
韓国の社会や文化をテーマとして書かれているが、
初級学習者でも学習できるよう基礎的な韓国語で書
かれている。また授業内容を補うためプリント資料や
写真、時には映像メディアなども可能な限り積極的
に取り入れて解説する予定である。

平常点＋定期試験（16週目に実施）による評価。　
内訳：平常点50％（小テスト20％、課題および学習態
度等30％）�＋�定期試験50％

この授業は本大学の韓国語初級など基礎的内容を学
んだ学生が次の段階として受講することが望ましい。
また韓国語の単語等の検索手段として使うので、ス
マホや韓国語の辞書を持参してほしい。

授業時に教材（プリント）を配布する。

前期

1-4

日本語Ⅰ

★キャンベル 早川 久美子 1

総合日本語Ⅰ

総合的な日本語コミュニケーション能力の向上

大学で求められる日本語力を総合的に取り上げ、タス
クを通して実践力をつける。具体的には大学生活の
さまざまな場面を取り上げ、情報を聞く、読む、理解
する受信型スキルと、話す、書く発信型スキルを身
につけることを目指す。

学習到達度確認テスト（50％）、平常点（50％）で総
合的に評価する。平常点とは、小テスト、課題、取り
組み姿勢・意欲を含む授業参加度とする。

大学で学ぶためのアカデミック・ジャパニーズ，佐々木瑞枝
他，The�Japan�Times，2001
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後期

1-4

日本語Ⅱ

★キャンベル 早川 久美子 1

総合日本語Ⅱ

総合的なコミュニケーション能力の向上

日本語Ⅰに引き続き、大学で求められる日本語力を総
合的に取り上げ、タスクを通して実践力をつける。具
体的には大学でのさまざまな場面での受信型スキル
および発信型スキルを体験的に学習する。

学習到達度確認テスト（50％）、平常点（50％）で総
合的に評価する。平常点とは、小テスト、課題（プレ
ゼンテーション・模擬討論等を含む）、授業参加度と
する。

大学で学ぶためのアカデミック・ジャパニーズ，佐々木瑞枝
他，The�Japan�Times，2001

考える人の[上級 ]日本語読解，奥山貴之他，凡人社，2020

前期

1-4

日本語Ⅲ

★キャンベル 早川 久美子 1

日本語文法（N１）

実際の言語生活に役立つ文法形式の理解と日本語運
用能力の養成

テキストは、N１試験対策問題集を用いるが、単に
N1事項の習得のみではなく、日本語文法全般を扱う
ことによって、幅広い場面への対応を含む。授業は
文法事項の説明をしたのち、問題演習で進める。加
えて、適宜、小テーマによるディスカッションを行
う。

学習到達度確認テスト（40％）、平常点（60％）で総
合的に評価する。平常点とは、小テスト（20％）、宿
題・課題（20％）、授業参加度（20％）とする。

日頃からニュースや社会事情等にも関心をもっておく
こと。

新完全マスター文法　日本語能力試験N1，友松悦子他，ス
リーエーネットワーク，2011

後期

1-4

日本語Ⅳ

★キャンベル 早川 久美子 1

日本語文法（N１）

N１レベルの文法形式の理解と日本語運用能力の向上

単にN１レベルの習得を目指すのではなく、日本語文
法全般を扱うことによって、さまざまな場面に対応で
きる運用力を培う。授業は文法事項の確認の後、問
題演習で進める。加えて、適宜小テーマによるディ
スカッションを行う。

学習到達度確認テスト（40％）、平常点（60％）で総
合的に評価する。平常点とは、小テスト（20％）、プ
レゼンテーション（20％）、宿題・課題（10％）、授業
参加度（10％）とする。

日頃からニュースや社会事情等にも関心をもっておく
こと。

新完全マスター文法日本語能力試験N1，友松悦子他，ス
リーエーネットワーク，2011

前期

1-4

日本語Ⅴ

★谷山 徹 1

内容志向の上級読解

文脈をたどりながら、様々な日本語の文章が読める
ようになることを目指す。

教科書に収録されている作品の中から、エッセイや
評論など前寄りの５つを取り上げる。読み方として
は、言語項目よりも内容把握に重点を置く。

学習到達度確認50％（授業内容の理解度及び提出物
の内容的完成度）、平常点50％（授業に対する姿勢及
び積極性）

授業以外の場においても、日本語の文章に慣れ親し
む努力を重ねること

日本文化を読む，（公財）京都日本語教育センター，アル
ク，2018年
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外

国

語

後期

1-4

日本語Ⅵ

★谷山 徹 1

内容志向の上級読解

文脈をたどりながら、様々な日本語の文章が楽しん
で読めるようになることを目指す。

教科書に収録されている作品の中から、児童文学や
評論など後ろ寄りの４つを取り上げる。読み方として
は、内容把握に加え、内容を味わい楽しむことにも重
点を置く。

学習到達度確認50％（授業内容の理解度及び提出物
の内容的完成度）、平常点50％（授業に対する姿勢及
び積極性）

授業以外の場においても、日本語の文章に慣れ親し
む努力を重ねること

日本文化を読む，（公財）京都日本語教育センター，アル
ク，2018年

前期

1-4

日本語Ⅶ

★谷山 徹 1

作文力の向上

普通体で、ある程度の長さの文章が書けるようにな
ることを目指す。

教科書の第Ⅰ部を取り上げ、書き言葉としての語彙や
表現形式を増やす。
合わせて作文指導を行う。

学習到達度確認50％（授業内容の理解度及び提出物
の内容的完成度）、平常点50％（授業に対する姿勢及
び積極性）

授業以外の場においても、日本語で文章を書く努力
を重ねること

アカデミック・ライティングのためのパラフレーズ演習，鎌
田　美千子　仁科　浩美，スリーエーネットワーク，2018年

後期

1-4

日本語Ⅷ

★谷山 徹 1

作文力の向上

ある程度の長さの論理的な文章が書けるようになる
ことを目指す。

教科書の第Ⅱ部と第Ⅲ部文を取り上げ、書き言葉とし
ての簡潔な表現を学ぶ。
併せて作文指導を行う。

学習到達度確認50％（授業内容の理解度及び提出物
の内容的完成度）、平常点50％（授業に対する姿勢及
び積極性）

授業以外の場においても、日本語で文章を書く努力
を重ねること

アカデミック・ライティングのためのパラフレーズ演習，鎌
田　美千子　仁科　浩美，スリーエーネットワーク，2018年
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前期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（一）

★津田 真一郎 1

現代社会における運動の必要性への理解を深め、正
しく実践する力を養うことにより、生涯スポーツへの
展望をひらく
・仲間とからだを動かすことにより得られる言葉を超
えたコミュニケーション感覚を体験する　・スポーツ
マンシップやリーダーシップを習得する　・運動・ス
ポーツの意義や楽しさを理解し、継続的に実践できる
現代人は、ストレス社会の中で生活することを余儀な
くされ、近代化より運動不足病とも呼ばれる生活習
慣病を患うケースが多くなってきている。最近の研究
では、適度な運動実施により身体的な健康の維持・
増進を図ることが可能であるだけでなく、メンタルヘ
ルスの向上にも効果があることが報告されている。
本科目では、レクリエーショナル・スポーツを行うこ
とにより、生涯スポーツの意義とその方法について学
習する。
積極性70％（取組み姿勢）、スポーツマンシップ・リー
ダーシップ20％、技能上達の度合い10％により評価す
る。尚、出席は最低条件とし、全講義回数の2/3以上
の出席のない場合は「評価なし」とする。

実技にふさわしいトレーニングウエア、シューズ等を
着用の上、受講すること

使用しない、必要に応じて資料等を配付する。

なし

後期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（二）

★津田 真一郎 1

現代社会における運動の必要性への理解を深め、正
しく実践する力を養うことにより、生涯スポーツへの
展望をひらく
・仲間とからだを動かすことにより得られる言葉を超
えたコミュニケーション感覚を体験する　・スポーツ
マンシップやリーダーシップを習得する　・運動・ス
ポーツの意義や楽しさを理解し、継続的に実践できる
現代人は、ストレス社会の中で生活することを余儀な
くされ、近代化より運動不足病とも呼ばれる生活習
慣病を患うケースが多くなってきている。最近の研究
では、適度な運動実施により身体的な健康の維持・
増進を図ることが可能であるだけでなく、メンタルヘ
ルスの向上にも効果があることが報告されている。
本科目では、レクリエーショナル・スポーツを行うこ
とにより、生涯スポーツの意義とその方法について学
習する。
積極性70％（取組み姿勢）、スポーツマンシップ・リー
ダーシップ20％、技能上達の度合い10％により評価す
る。尚、出席は最低条件とし、全講義回数の2/3以上
の出席のない場合は「評価なし」とする。

実技にふさわしいトレーニングウエア、シューズ等を
着用の上、受講すること

使用しない、必要に応じて資料等を配付する。

なし

前期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（三）

★田原 武彦 1

基礎的な運動やスポーツに対する必要性の意義・理
解を深め、正しく継続的に実践する能力を習得する。

運動やスポーツを受講生相互で協力しながら実施す
ることを学び、さらに各自に応じてスポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

健康・体力づくりのための運動実践や各種スポーツ
活動を段階的に実施する。
授業場所は、特に各クラスの受講生に対応して、体
育館（バレーボール・バスケットボール、バドミント
ン、卓球など）グランド（ソフトボール）を使用し実
施する。

平常点70％（授業への積極的な取り組み姿勢、仲間との協調
性やリーダーシップ、責任感、安全意識等。その他（ルール
の理解。技術の上達等）を総合的に評価する。
また遅刻、忘れ物、不適切な行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装（中学、高校時代の体操服な
どでよい）を用意すること。（ジーパンなどは不可）。
シューズを用意すること。アクセサリーなどは身につ
けないこと。

なし

後期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（四）

★田原 武彦 1

基礎的な運動やスポーツに対する必要性の意義・理
解を深め、正しく継続的に実践する能力を習得する。

運動やスポーツを学生相互に協力しながら実施する
ことを学び、さらに各自に応じて、スポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

健康・体力づくりのための運動実践や各種スポーツ
活動を段階的に実施する。
授業場所は、特に各クラスの受講生に対応して、体
育館（バレーボール、バスケットボール、バドミント
ン、卓球など）グランド（ソフトボール）を使用し実
施する。

平常点70％（積極性な参加・取り組み姿勢、仲間との協調性
やリーダーシップ、責任感、安全意識等）。その他（ルールの
理解、技術の上達度など）を総合的に評価する。
また遅刻、忘れ物、不適切な行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装（中学・高校時代の体操服な
どでよい）を用意すること（ジーパンなどは不可）。
シューズの用意。アクセサリーなどは身につけないこ
と。

なし



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 266 ―

前期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（五）

★田原 武彦 1

基礎的な運動やスポーツに対する必要性の意義・理
解を深め、正しく継続的に実践する能力を習得する。

運動やスポーツを受講生相互で協力しながら実施す
ることを学び、さらに各自に応じてスポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

健康・体力づくりのための運動実践や各種スポーツ
活動を段階的に実施する。
授業場所は、特に各クラスの受講生に対応して、体
育館（バレーボール・バスケットボール、バドミント
ン、卓球など）グランド（ソフトボール）を使用し実
施する。

平常点70％（授業への積極的な取り組み姿勢、仲間との協調
性やリーダーシップ、責任感、安全意識等。その他（ルール
の理解。技術の上達等）を総合的に評価する。
また遅刻、忘れ物、不適切な行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装（中学、高校時代の体操服な
どでよい）を用意すること。（ジーパンなどは不可）。
シューズを用意すること。アクセサリーなどは身につ
けないこと。

なし

前期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（七）

★山下 伸一 1

基礎的な運動やスポーツに対する必要性の意義・理
解を深め、正しく継続的に実践する能力を習得する。

運動やスポーツを学生相互に協力しながら実施する
ことを学び、さらに各自に応じて、スポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

健康・体力づくりのために運動実践や各種スポーツ
活動を段階的に実施する。授業場所は、特に各クラ
スの受講生に対応して、体育館（バレーボール、バ
スケットボール、バドミントン、卓球など）グランド
（ソフトボール）を使用し実施する。

平常点70％（授業への積極性な参加・取り組み姿勢、協調性、
リーダーシップ、安全意識等）。その他30％（ルールの理解、
技術の上達等）などを総合的に評価する。
また遅刻、忘れ物、不適切な行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装の準備（中学・高校時代の体
操服などでよい）。（ジーパンなどは不可）。シューズ
を用意すること。アクセサリーなどは身につけないこ
と。

なし

後期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（八）

★山下 伸一 1

基礎的な運動やスポーツに対する必要性の意義・理
解を深め、正しく継続的に実践する能力を習得する。

運動やスポーツを学生相互に協力しながら実施する
ことを学び、さらに各自に応じて、スポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

健康・体力づくりのために運動実践や各種スポーツ
活動を段階的に実施する。授業場所は、特に各クラ
スの受講生に対応して、体育館（バレーボール、バ
スケットボール、バドミントン、卓球など）グランド
（ソフトボール）を使用し実施する。

平常点70％（授業への積極性な参加・取り組み姿勢、協調性、
リーダーシップ、安全意識等）。その他30％（ルールの理解、
技術の上達等）などを総合的に評価する。
また遅刻、忘れ物、不適切な行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装の準備（中学・高校時代の体
操服などでよい）。（ジーパンなどは不可）。シューズ
を用意すること。アクセサリーなどは身につけないこ
と。

なし

前期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（九）

★田中 奏一 1

スポーツの楽しさを学ぶことと、競技力向上を目的
とする。また、チームスポーツを通してコミュニケー
ションスキルを習得する。

積極的に身体を動かし課題にチャレンジするようにな
る。各スポーツの基本的な技術を習得する。チーム
で解決する習慣を身につける。

本授業は、複数種目のスポーツを体験し、その魅
力、楽しさについて学ぶと共に、競技力向上を目指す
ことを目的とする。チームメイトと共に協力して勝利
を目指すために技術と戦術、コミュニケーションスキ
ルを習得する。スポーツクラブでのコーチ経験を基
に、スポーツを楽しむための基本的な技術の向上か
ら、戦術までを実践する。また、生涯スポーツとして
スポーツを捉え、健康的な生活に寄与する考え方を
養う。
授業への積極的な参加を重点的に評価する。その
他、ルールの理解、基本的技術とコミュニケーション
上達度など総合的に評価する。遅刻は減点の対象と
なる。
運動に適した運動服と運動靴を準備すること。外履き運動靴、室内
運動靴が必要である。その他、担当教員の指示に従って準備をする
こと。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となる。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施する。

テキストは使用しない。

なし。
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後期

1-4

スポーツ実技Ⅰ（十）

★田中 奏一 1

スポーツの楽しさを学ぶことと、競技力向上を目的
とする。また、チームスポーツを通してコミュニケー
ションスキルを習得する。

積極的に身体を動かし課題にチャレンジするようにな
る。各スポーツの基本的な技術を習得する。チーム
で解決する習慣を身につける。

本授業は、複数種目のスポーツを体験し、その魅
力、楽しさについて学ぶと共に、競技力向上を目指す
ことを目的とする。チームメイトと共に協力して勝利
を目指すために技術と戦術、コミュニケーションスキ
ルを習得する。スポーツクラブでのコーチ経験を基
に、スポーツを楽しむための基本的な技術の向上か
ら、戦術までを実践する。また、生涯スポーツとして
スポーツを捉え、健康的な生活に寄与する考え方を
養う。
授業への積極的な参加を重点的に評価する。その
他、ルールの理解、基本的技術とコミュニケーション
上達度など総合的に評価する。遅刻は減点の対象と
なる。
運動に適した運動服と運動靴を準備すること。外履き運動靴、室内
運動靴が必要である。その他、担当教員の指示に従って準備をする
こと。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となる。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施する。

テキストは使用しない。

なし。

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（一）

★坂手 比呂志 1

文化としてのスポーツの重要性を学び、ゲームを主
体的に楽しめるようになることを目的とする。

卓球の競技特性を知り基礎練習を繰り返すことによ
り、生涯にわたってゲームを楽しむ能力と態度を身に
つけることができる。

人間形成を図る教育効果が期待されるスポーツには、個人・対人及
び集団の中で「遊び」「競争」「全身運動」の三要素が包括的に含ま
れている。このスポーツの本質を経験し、自己の発見（他者との差
異など）に気づくことができる。また、その局面では、互いの存在
意義や存在価値を理解することによって、認め合い、信頼し、助け
合う精神が醸成される。これらを共通意識としてコミュニケーション
力の向上とともに、下記内容で実技を実施する。具体的には、以下
のような内容を計画している。
また種目は卓球であり、その競技特性を理解するための、動きの特
徴・試合の進め方とルールおよび歴史等については適宜資料を配布
し、卓球の理論と実際について実施する。

授業への積極的参加度、授業への取り組み方、実技
テスト、授業中の記録等を考慮しての総合評価とす
る。

①スポーツ実技にふさわしいスポーツウエアを用意すること（普段
着での参加は認めない）。②教場に合うスポーツシューズを用意する
こと（安全上裸足での参加は認めない）。③安全上、怪我につながる
ものは着用しないこと。
注：授業計画は履修者の到達度によっては変更になる場合がある。
授業には積極的に参加すること。

テキストは使用しない。適宜資料を配布する。

参考書は使用しない。必要に応じて紹介する。

後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（二）

★坂手 比呂志 1

文化としてのスポーツの重要性を学び、ゲームを主
体的に楽しめるようになることを目的とする。

バドミントンの競技特性を知り基礎練習を繰り返すこ
とにより、生涯にわたってゲームを楽しむ能力と態度
を身につけることができる。

人間形成を図る教育効果が期待されるスポーツには、個人・対人及
び集団の中で「遊び」「競争」「全身運動」の三要素が包括的に含ま
れている。このスポーツの本質を経験し、自己の発見（他者との差
異など）に気づくことができる。また、その局面では、互いの存在
意義や存在価値を理解することによって、認め合い、信頼し、助け
合う精神が醸成される。これらを共通意識としてコミュニケーション
力の向上とともに、下記内容で実技を実施する。具体的には、以下
のような内容を計画している。
また種目はバドミントンであり、その競技特性を理解するための、動
きの特徴・ゲームの進め方とルールおよび歴史等については適宜資
料を配布し、バドミントンの理論と実際について実施する。

授業への積極的参加度、授業への取り組み方、スキ
ルテスト、授業中の記録等を考慮しての総合評価と
する。
①スポーツ実技にふさわしいスポーツウエアを用意するこ
と（普段着での参加は認めない）。②教場に合うスポーツ
シューズを用意すること（安全上裸足での参加は認めな
い）。③安全上、怪我につながるものは着用しないこと。
注：授業計画は履修者の到達度によっては変更になる場合
がある。授業には積極的に参加すること。

適宜プリントを配布する

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（三）

★坂手 比呂志 1

文化としてのスポーツの重要性を学び、ゲームを主
体的に楽しめるようになることを目的とする。

バスケットボールの競技特性を知り基礎練習を繰り
返すことにより、生涯にわたってゲームを楽しむ能力
と態度を身につけることができる。

人間形成を図る教育効果が期待されるスポーツには、個人・対人及
び集団の中で「遊び」「競争」「全身運動」の三要素が包括的に含ま
れている。このスポーツの本質を経験し、自己の発見（他者との差
異など）に気づくことができる。また、その局面では、互いの存在
意義や存在価値を理解することによって、認め合い、信頼し、助け
合う精神が醸成される。これらを共通意識としてコミュニケーション
力の向上とともに、下記内容で実技を実施する。具体的には、以下
のような内容を計画している。
また種目はバスケットボールであり、その競技特性を理解するため
の、動きの特徴・試合の進め方とルールおよび歴史等については適
宜資料を配布し、バスケットボールの理論と実際について実施する。

授業への積極的参加度、授業への取り組み方、実技
テスト、授業中の記録等を考慮しての総合評価とす
る。

①スポーツ実技にふさわしいスポーツウエアを用意すること（普段
着での参加は認めない）。②教場に合うスポーツシューズを用意する
こと（安全上裸足での参加は認めない）。③安全上、怪我につながる
ものは着用しないこと。
注：授業計画は履修者の到達度よっては変更になる場合がある。授
業には積極的に参加すること。

テキストは使用しない。適宜資料を配布する。

参考書は使用しない。必要に応じて紹介する。
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後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（四）

★坂手 比呂志 1

文化としてのスポーツの重要性を学び、ゲームを主
体的に楽しめるようになることを目的とする。

バスケットボールの競技特性を知り基礎練習を繰り
返すことにより、生涯にわたってゲームを楽しむ能力
と態度を身につけることができる。

人間形成を図る教育効果が期待されるスポーツには、個人・対人及
び集団の中で「遊び」「競争」「全身運動」の三要素が包括的に含ま
れている。このスポーツの本質を経験し、自己の発見（他者との差
異など）に気づくことができる。また、その局面では、互いの存在
意義や存在価値を理解することによって、認め合い、信頼し、助け
合う精神が醸成される。これらを共通意識としてコミュニケーション
力の向上とともに、下記内容で実技を実施する。具体的には、以下
のような内容を計画している。
また種目はバスケットボールであり、その競技特性を理解するため
の、動きの特徴・試合の進め方とルールおよび歴史等については適
宜資料を配布し、バスケットボールの理論と実際について実施する。

授業への積極的参加度、授業への取り組み方、実技
テスト、授業中の記録等を考慮しての総合評価とす
る。

①スポーツ実技にふさわしいスポーツウエアを用意すること（普段
着での参加は認めない）。②教場に合うスポーツシューズを用意する
こと（安全上裸足での参加は認めない）。③安全上、怪我につながる
ものは着用しないこと。
注：授業計画は履修者の到達度よっては変更になる場合がある。授
業には積極的に参加すること。

テキストは使用しない。適宜資料を配布する。

参考書は使用しない。必要に応じて紹介する。

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（五）

★山下 伸一 1

文化としてのスポーツの重要性を理解し、生涯を通
じてスポーツを楽しみ継続していく能力と態度を養
う。

自発的な運動実践の方法を学び、生涯スポーツの重
要性を理解する。他者との交流を積極的に行い、協
力する態度を身につける。

自発的なスポーツ活動の実践は健康の維持・増進に
良い影響を与えるといわれているが、本時では硬式
テニスを通じてスポーツの意義、重要性を認識でき
るようにする理論と実践を通じて授業を進める。基
本的に毎回実技を行う。具体的な内容は以下のとお
りである。

全回出席を基本とし、授業への積極的な参加・取り
組みや技能を総合的に評価する。スキルテスト以外
にも他者との協調性も必要とする。遅刻・見学・忘
れ物・早退は最終評価から減点とする。
スポーツに適した服装・靴の着用を義務づける。技
能よりも授業に取り組む姿勢や態度を重視する。基
本的に私服での実技参加は認めない。雨天時にはテ
ニスコート以外で実技を行うので準備を忘れないこ
と。

適宜プリントを配布する

後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（六）

★山下 伸一 1

文化としてのスポーツの重要性を理解し、生涯を通
じてスポーツを楽しみ継続していく能力と態度を養
う。

自発的な運動実践の方法を学び、生涯スポーツの重
要性を理解する。他者との交流を積極的に行い、協
力する態度を身につける。

自発的なスポーツ活動の実践は健康の維持・増進に
良い影響を与えるといわれているが、本時では硬式
テニスを通じてスポーツの意義、重要性を認識でき
るようにする理論と実践を通じて授業を進める。基
本的に毎回実技を行う。具体的な内容は以下のとお
りである。

全回出席を基本とし、授業への積極的な参加・取り
組みや技能を総合的に評価する。スキルテスト以外
にも他者との協調性も必要とする。遅刻・見学・忘
れ物・早退は最終評価から減点とする。
スポーツに適した服装・靴の着用を義務づける。技
能よりも授業に取り組む姿勢や態度を重視する。基
本的に私服での実技参加は認めない。雨天時にはテ
ニスコート以外で実技を行うので準備を忘れないこ
と。

適宜プリントを配布する

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（七）

★田中 奏一 1

サッカーの楽しさを学ぶことと、競技力向上を目的
とする。また、チームスポーツを通してコミュニケー
ションスキルを習得する。
積極的に身体を動かし課題にチャレンジするようにな
る。サッカーの基本的なボールを扱う技術を習得す
る。サッカーのチーム戦術を理解する。チームで解
決する習慣を身につける。
本授業は、サッカーを体験し、その魅力、楽しさについて学
ぶと共に、競技力向上を目指すことを目的とする。チームメ
イトと共に協力して「ゴール」という1つの目標を達成するた
めに技術と戦術、コミュニケーションスキルを習得する。プ
ロサッカー選手として長く活動してきた経験に基づき、サッ
カーを楽しむため必要な基本的な技術の向上から、「ゴールを
奪う」や「ゴールを守る」ための初歩的なチーム戦術を実践
する。加えて、カウンター攻撃やブロックを形成した守備と
いった戦術についても学ぶ。また、生涯スポーツとしてサッ
カーを捉え、健康的な生活に寄与する考え方を養う。

授業への積極的な参加を重点的に評価する。その
他、ルールの理解、基本的技術とコミュニケーション
上達度など総合的に評価する。遅刻は減点の対象と
なる。
運動に適した運動服と運動靴を準備すること。天候が優れな
い場合は体育館でフットサルを行うため、室内運動靴が必要
である。その他、担当教員の指示に従って準備をすること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となる。担
当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき
授業を実施する。

テキストは使用しない。

なし。
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後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（八）

★田中 奏一 1

サッカーの楽しさを学ぶことと、競技力向上を目的
とする。また、チームスポーツを通してコミュニケー
ションスキルを習得する。
積極的に身体を動かし課題にチャレンジするようにな
る。サッカーの基本的なボールを扱う技術を習得す
る。サッカーのチーム戦術を理解する。チームで解
決する習慣を身につける。
本授業は、サッカーを体験し、その魅力、楽しさについて学
ぶと共に、競技力向上を目指すことを目的とする。チームメ
イトと共に協力して「ゴール」という1つの目標を達成するた
めに技術と戦術、コミュニケーションスキルを習得する。プ
ロサッカー選手として長く活動してきた経験に基づき、サッ
カーを楽しむため必要な基本的な技術の向上から、「ゴール
を奪う」や「ゴールを守る」ための初歩的なチーム戦術を
実践する。加えて、カウンター攻撃やブロックを形成した守
備といった戦術についても学ぶ。また、生涯スポーツとして
サッカーを捉え、健康的な生活に寄与する考え方を養う。

授業への積極的な参加を重点的に評価する。その
他、ルールの理解、基本的技術とコミュニケーション
上達度など総合的に評価する。遅刻は減点の対象と
なる。
運動に適した運動服と運動靴を準備すること。天候が優れな
い場合は体育館でフットサルを行うため、室内運動靴が必要
である。その他、担当教員の指示に従って準備をすること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となる。担
当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき
授業を実施する。

テキストは使用しない

なし。

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（九）

★津田 真一郎 1

硬式テニスを通じて運動の必要性への理解を深め、
生涯スポーツへの展望をひらく

・仲間とからだを動かすことにより得られる言葉を超
えたコミュニケーション感覚を体験する・スポーツマ
ンシップやリーダーシップの習得　・運動・スポーツ
の意義や楽しさを理解し、継続的に実践できる

本科目では、性別を問わず、子供から高齢者までの
幅広い世代で気楽に楽しめる硬式テニスを行なうこ
とにより、生涯スポーツへのきっかけとし、ルールや
マナー、技術の習得、体力の維持・増進を図ることを
目標とする。さらに、スポーツ活動を通じたコミュニ
ケーション能力を養うことにより、より良い人間性の
育成を目指す。

積極性70％（取組み姿勢）、スポーツマンシップ・リー
ダーシップ20％、技能上達の度合い10％により評価す
る。尚、出席は最低条件とし、全講義回数の2/3以上
の出席のない場合は「評価なし」とする。

実技にふさわしいトレーニングウエア、シューズ等を
着用の上、受講すること。実施場所は全天候型屋外
砂入り人工芝コートです。

使用しない、必要に応じて資料等を配付する。

なし

後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（十）

★津田 真一郎 1

硬式テニスを通じて運動の必要性への理解を深め、
生涯スポーツへの展望をひらく

・仲間とからだを動かすことにより得られる言葉を超
えたコミュニケーション感覚を体験する・スポーツマ
ンシップやリーダーシップの習得　・運動・スポーツ
の意義や楽しさを理解し、継続的に実践できる

本科目では、性別を問わず、子供から高齢者までの
幅広い世代で気楽に楽しめる硬式テニスを行なうこ
とにより、生涯スポーツへのきっかけとし、ルールや
マナー、技術の習得、体力の維持・増進を図ることを
目標とする。さらに、スポーツ活動を通じたコミュニ
ケーション能力を養うことにより、より良い人間性の
育成を目指す。

積極性70％（取組み姿勢）、スポーツマンシップ・リー
ダーシップ20％、技能上達の度合い10％により評価す
る。尚、出席は最低条件とし、全講義回数の2/3以上
の出席のない場合は「評価なし」とする。

実技にふさわしいトレーニングウエア、シューズ等を
着用の上、受講すること。実施場所は全天候型屋外
砂入り人工芝コートです。

使用しない、必要に応じて資料等を配付する。

なし

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（十一）

★高橋 哲以 1

健康生活をおくるために、身体活動の重要性を、ス
ポーツを通して理解する。

自主性や個性を養うと同時に、体を動かす楽しみを感
じ、運動を習慣化できるような基礎を確立する。

初めてバドミントンを経験する者も、基本技術を練習
過程により身につけ、ゲームを楽しむ。また、ダブル
スゲームや団体戦を通して、仲間を信頼することや
協調性を育む。

技能（ゲーム対戦成績）、授業態度（積極的な授業参
加率・自発的なゲーム対戦・他者とのコミュニケー
ションを図り、受け身ではない行動を考え実行する）
を総合評価する。

積極的な参加態度と自主性・協調性のある取り組み
をすること。スポーツにふさわしい服装をすること。

運動音痴はいない～親の接し方一つで子どもの運動嫌いを
なくす～，高橋哲以，galaxy�books，2022
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後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（十二）

★高橋 哲以 1

健康生活をおくるために、身体活動の重要性を、ス
ポーツを通して理解する

自主性や個性を養うと同時に、体を動かす楽しみを感
じ、運動を習慣化できるような基礎を確立する

初めてバドミントンを経験する者も、基本技術を練習
過程により身につけ、ゲームを楽しむ。また、ダブル
スゲームや団体戦を通して、仲間を信頼することや
協調性を育む。

技能（ゲーム対戦成績）、授業態度（積極的な授業参
加率・自発的なゲーム対戦・他者とのコミュニケー
ションを図り、受け身ではない行動を考え実行する）
を総合評価する

積極的な参加態度と自主性・協調性のある取り組み
をすること。スポーツにふさわしい服装をすること

運動音痴はいない～親の接し方一つで子どもの運動嫌いを
なくす～，高橋哲以，galaxy�books，2022

前期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（十三）

★田原 武彦 1

スポーツや運動に対する意義・必要性の理解を深
め、正しく継続的に習慣化し実践する能力を習得す
る。
運動やスポーツを受講生相互で協力しながら実施す
ることを学び、さらに各自に応じてスポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

授業は、学生相互に自主的に準備・練習・ゲーム等
を進め、スポーツの楽しさや必要性を実感できるよう
に進める。またバレーボールの歴史、簡易ルールを
学び、初歩の審判等が出来るようになる。

平常点70％（積極的な参加・取り組み姿勢、協調性・リーダーシップ等）。
その他（ルールの理解度、技術の上達、審判など）を総合的に評価す
る。
また、遅刻、忘れ物、不適切行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装（中学・高校時代の体操服な
どでよい）を用意すること。（ジーパンなどは不可）。
シューズを用意すること。アクセサリーなどは身につ
けないこと。

後期

2-4

スポーツ実技Ⅱ（十四）

★田原 武彦 1

基礎的な運動やスポーツに対する必要性の意義・理
解を深め、正しく継続的に実践する能力を習得する。

運動やスポーツを受講生相互で協力しながら実施す
ることを学び、さらに各自に応じてスポーツの意義や
楽しさを理解し、継続的に実践できる能力を身につけ
る。

授業は、学生相互に自主的に準備、練習、ゲーム等
を進め、スポーツの楽しさや必要性を実感できるよう
に進める。またソフトボールの歴史、簡易ルールを学
び、初歩の審判等が行えるようになる。

平常点70％（積極的な取り組み姿勢、協調性、リーダーシップ等）。
その他（ルールの理解、技術の上達、審判など）を総合的に評価す
る。
また遅刻、忘れ物、不適切な行為などは減点評価対象である。

授業にふさわしい服装（中学・高校時代の体操服な
どでよい）を準備すること。シューズを用意するこ
と。アクセサリーなどは身につけないこと。

なし

前期

1-4

健康科学Ⅰ（一）

★島本 卓也 2

「健やかに生きる力の基礎となる健康科学（自らの
からだとこころを知る）」

健康な心身を保つしくみを、解剖学・生理学・病理
学の視点から理解し、生涯を通じて自らの健康を把
握・管理・改善する力を養う。

健康は生きる力の根底をなす。生涯を通じて健康に
過ごすには自分自身の健康を保つしくみを熟知するこ
とが重要である。授業では、感染症、食事、睡眠、
運動、アルコール、食中毒など身近な話題をとりあ
げ、健康な心身を保つしくみについて医学的な理解
を深める。様々な健康情報が氾濫する中で、自分自
身の健康状態を正確に把握し維持していくために、自
ら適切に判断し行動できる力を身につけることを目指
す。
最終授業での学習到達確認20％（健康に対する科学
的な理解、将来の自分の健康管理に対する適切な課
題意識を総合的に評価する）と授業中のミニレポート
80％（毎回の授業内容の理解度を確認する）
この講義は単独でも受講できるが、健康論Ⅱとあわ
せて受講するのが望ましい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、自治体、医療機関、大学病院
等の現場に従事した経験に基づき授業を実施します。

必要な資料を講義で提示します
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後期

1-4

健康科学Ⅰ（二）

★島本 卓也 2

「健やかに生きる力の基礎となる健康科学（自らの
からだとこころを知る）」

健康な心身を保つしくみを、解剖学・生理学・病理
学の視点から理解し、生涯を通じて自らの健康を把
握・管理・改善する力を養う。

健康は生きる力の根底をなす。生涯を通じて健康に
過ごすには自分自身の健康を保つしくみを熟知するこ
とが重要である。授業では、感染症、食事、睡眠、
運動、アルコール、食中毒など身近な話題をとりあ
げ、健康な心身を保つしくみについて医学的な理解
を深める。様々な健康情報が氾濫する中で、自分自
身の健康状態を正確に把握し維持していくために、自
ら適切に判断し行動できる力を身につけることを目指
す。
最終授業での学習到達確認20％（健康に対する科学
的な理解、将来の自分の健康管理に対する適切な課
題意識を総合的に評価する）と授業中のミニレポート
80％（毎回の授業内容の理解度を確認する）
この講義は単独でも受講できるが、健康論Ⅱとあわ
せて受講するのが望ましい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目で
ある。担当教員が、自治体、医療機関、大学病院等
の現場に従事した経験に基づき授業を実施する。

必要な資料を講義で提示する

前期

1-4

健康科学Ⅱ（一）

島本 太香子 2

「健やかに生きる力を支える健康科学（健康・生命
と社会の関わりを知る）」

健康を守り支えるための社会的基盤および生命科学
からみた人間の生死について多角的に学び、将来の
健やかな生き方のために自ら選択し行動する力を養
います。
健康科学Ⅰでは個体レベルでの健康を中心にとりあげますが、
健康科学Ⅱでは、健康を守る社会的な取り組みと生命科学から
みた人間の生死について総合的に学びます。授業は医師として
患者の治療や医療行政に従事した経験を踏まえ、医療技術の
最前線と人間の生と死に人為的介入が可能となったことで揺ら
ぎ始めたいのちに関する価値観を生命倫理学の立場から講義
します。さらに健康を守る社会の仕組みを公衆衛生学の視点
から講義し、学生が生涯を通じて健やかに生きる上で自ら適切
に選択、行動する力を身につけることを目指します。

最終授業での学習到達確認20％（生命科学からみた人間、
公衆衛生学的な健康に対する理解、将来の自分の健康に対
する適切な課題意識を総合的に評価する）と授業中のミニ
レポート80％（毎回の授業内容の理解度を確認する）

この講義は単独でも受講できますが、健康論Ⅰとあわ
せて受講することがのぞましい。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目とな
ります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事
した経験に基づき授業を実施します。

生きることの人間論，島本太香子他，ナカニシヤ出版，2016
必要な資料を授業で配布します。

後期

1-4

健康科学Ⅱ（三）

★田中 奏一 2

「健康とスポーツ」

本講義では、「健康とスポーツ」を軸に、スポーツが心と身体の健康
維持に与える影響について理解することを目的とする。また、生涯
スポーツに加えて、競技スポーツの視点から、現代社会においてス
ポーツが果たす役割について理解することも本講義のねらいである。

健康科学Ⅱ（三）では、健康に過ごすためのスポー
ツとの関わりについて知識を得て、自身の生活や取り
巻く環境の中で、健康であるためにはどのような行動
が必要となるか考察する。また、グループで健康づ
くりが社会に及ぼす影響について議論を行う。健康
増進を目的とした生涯スポーツのみならず、長年プ
ロスポーツ界に従事していた経験を踏まえ、競技ス
ポーツの視点からもスポーツの効用について考える。

本講義は、毎回のレポート、グループワーク、発表、
授業への取り組みを総合的に判断し評価する。特
に、積極的な発言を評価する。

本講義は、授業の後半においてディスカッション形式で授業が展開
される。また、毎回のレポート課題には時間と労力を要する。した
がって授業に対して意欲的な学生の履修を求める。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となる。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施する。

必要な資料を授業で配布します。





情報・キャリア科目





科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

情
報
・
キ
ャ
リ
ア

― 273 ―

前期

1-4

情報倫理（一）

横田 浩 2

インターネット社会で生きるために！

功罪両面をもつインターネットを、節度をもって利用
するための知識と倫理観を身につける。

本科目は、現代の情報（インターネット）社会で活動
する上で必要な最低限の知識を解説する。現在の情
報社会には光と影がある。この影の部分に焦点を当
て、情報社会を「秩序ある社会」にするにはどのよ
うにすればよいかを、技術的側面、法的側面、倫理
的側面から考える。

小テスト60％（項目ごとの理解度を確認する）、定期
試験40％（筆記による試験で、情報倫理に関する基
本的概念や知識を有し、実践面に応用できる能力を
身につけているかを問う）。

e-Learningで小テストを実施する。配布資料・スラ
イド・関連資料等もe-Learning上に掲載するので、
復習の参考にすること。なお、連絡やアドバイス等に
学生用メールも活用することもある。

インターネット社会を生きるための情報倫理�改訂版，情報
教育学研究会（IEC）・情報倫理教育研究グループ［編］，実
教出版，2018
インターネットの光と影�Ver.6　被害者・加害者にならないための情報倫理入
門，情報教育学研究会（IEC）・情報倫理教育研究グループ［編］，北大路書房，
2018
情報セキュリティ読本（五訂版），独立行政法人情報処理推進機構（IPA），実教
出版，2018

前期

1-4

情報倫理（二）

横田 浩 2

インターネット社会で生きるために！

功罪両面をもつインターネットを、節度をもって利用
するための知識と倫理観を身につける。

本科目は、現代の情報（インターネット）社会で活動
する上で必要な最低限の知識を解説する。現在の情
報社会には光と影がある。この影の部分に焦点を当
て、情報社会を「秩序ある社会」にするにはどのよ
うにすればよいかを、技術的側面、法的側面、倫理
的側面から考える。

小テスト60％（項目ごとの理解度を確認する）、定期
試験40％（筆記による試験で、情報倫理に関する基
本的概念や知識を有し、実践面に応用できる能力を
身につけているかを問う）。

e-Learningで小テストを実施する。配布資料・スラ
イド・関連資料等もe-Learning上に掲載するので、
復習の参考にすること。なお、連絡やアドバイス等に
学生用メールも活用することもある。

インターネット社会を生きるための情報倫理�改訂版，情報
教育学研究会（IEC）・情報倫理教育研究グループ［編］，実
教出版，2018
インターネットの光と影�Ver.6　被害者・加害者にならないための情報倫理入
門，情報教育学研究会（IEC）・情報倫理教育研究グループ［編］，北大路書房，
2018
情報セキュリティ読本（五訂版），独立行政法人情報処理推進機構（IPA），実教
出版，2018

前期

1-4

情報倫理（三）

吉田 光次 2

情報社会で生きるために！

功罪両面をもつインターネットを節度をもって利用す
る知識・技術と倫理観を身につける。

本科目は、現代の情報社会で活動する上で必要な最
低限の知識を解説する。インターネットはいまや、積
極的・主体的に社会と関わっていく上で欠かせない
コミュニケーションツールである。しかし、多くの人
が、現在の情報社会には光と影があることを感じて
いる。この影の部分に光を当て、情報社会を「秩序
ある社会」にするにはどのようにすればよいかを、技
術的側面、法的側面、倫理的側面から考える。
e-Learning内で実施する小テストの成績50点、試験
期間中の筆記試験の成績50点を合計して評価する。
小テストは授業期間中に随時実施するので、授業中
の指示に注意すること。

・�e-Learning上にある「学生用質問・相談コー
ナー」で利用マニュアルを参照すること。

・�その他、情報機器の基本操作について分からないと
きは、情報処理センターのサポートを受けること。

インターネット社会を生きるための情報倫理，情報教育学
研究会・情報倫理教育研究グループ，実教出版，2018

インターネットの光と影Ver.6:�被害者・加害者にならない
ための情報倫理入門，情報教育学研究会・情報倫理教育研
究グループ，北大路書房，2018

後期

1-4

情報倫理（四）

横田 浩 2

インターネット社会で生きるために！

功罪両面をもつインターネットを、節度をもって利用
するための知識と倫理観を身につける。

本科目は、現代の情報（インターネット）社会で活動
する上で必要な最低限の知識を解説する。現在の情
報社会には光と影がある。この影の部分に焦点を当
て、情報社会を「秩序ある社会」にするにはどのよ
うにすればよいかを、技術的側面、法的側面、倫理
的側面から考える。

小テスト60％（項目ごとの理解度を確認する）、定期
試験40％（筆記による試験で、情報倫理に関する基
本的概念や知識を有し、実践面に応用できる能力を
身につけているかを問う）。

e-Learningで小テストを実施する。配布資料・スラ
イド・関連資料等もe-Learning上に掲載するので、
復習の参考にすること。なお、連絡やアドバイス等に
学生用メールも活用することもある。

インターネット社会を生きるための情報倫理�改訂版，情報
教育学研究会（IEC）・情報倫理教育研究グループ［編］，実
教出版，2018
インターネットの光と影�Ver.6　被害者・加害者にならないための情報倫理入
門，情報教育学研究会（IEC）・情報倫理教育研究グループ［編］，北大路書房，
2018
情報セキュリティ読本（五訂版），独立行政法人情報処理推進機構（IPA），実教
出版，2018
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後期

1-4

情報倫理（五）

吉田 光次 2

情報社会で生きるために！

功罪両面をもつインターネットを節度をもって利用す
る知識・技術と倫理観を身につける。

本科目は、現代の情報社会で活動する上で必要な最
低限の知識を解説する。インターネットはいまや、積
極的・主体的に社会と関わっていく上で欠かせない
コミュニケーションツールである。しかし、多くの人
が、現在の情報社会には光と影があることを感じて
いる。この影の部分に光を当て、情報社会を「秩序
ある社会」にするにはどのようにすればよいかを、技
術的側面、法的側面、倫理的側面から考える。
e-Learning内で実施する小テストの成績50点、試験
期間中の筆記試験の成績50点を合計して評価する。
小テストは授業期間中に随時実施するので、授業中
の指示に注意すること。

・�e-Learning上にある「学生用質問・相談コー
ナー」で利用マニュアルを参照すること。

・�その他、情報機器の基本操作について分からないと
きは、情報処理センターのサポートを受けること。

インターネット社会を生きるための情報倫理，情報教育学
研究会・情報倫理教育研究グループ，実教出版，2018

インターネットの光と影Ver.6:�被害者・加害者にならない
ための情報倫理入門，情報教育学研究会・情報倫理教育研
究グループ，北大路書房，2018

後期

1-4

情報倫理（六）

吉田 光次 2

情報社会で生きるために！

功罪両面をもつインターネットを節度をもって利用す
る知識・技術と倫理観を身につける。

本科目は、現代の情報社会で活動する上で必要な最
低限の知識を解説する。インターネットはいまや、積
極的・主体的に社会と関わっていく上で欠かせない
コミュニケーションツールである。しかし、多くの人
が、現在の情報社会には光と影があることを感じて
いる。この影の部分に光を当て、情報社会を「秩序
ある社会」にするにはどのようにすればよいかを、技
術的側面、法的側面、倫理的側面から考える。
e-Learning内で実施する小テストの成績50点、試験
期間中の筆記試験の成績50点を合計して評価する。
小テストは授業期間中に随時実施するので、授業中
の指示に注意すること。

・�e-Learning上にある「学生用質問・相談コー
ナー」で利用マニュアルを参照すること。

・�その他、情報機器の基本操作について分からないと
きは、情報処理センターのサポートを受けること。

インターネット社会を生きるための情報倫理，情報教育学
研究会・情報倫理教育研究グループ，実教出版，2018

インターネットの光と影Ver.6:�被害者・加害者にならない
ための情報倫理入門，情報教育学研究会・情報倫理教育研
究グループ，北大路書房，2018

前期

1-4

情報リテラシー（一）

横田 浩 2

情報処理や分析に必要なデータの取扱いの基本を学
ぼう

データを読み理解し、加工できるようになる。表やグ
ラフを読み理解し、データから表やグラフを作成でき
るようになる。データとグラフを組み合わせ、適切な
分析ができるようになる。
情報処理の実習授業の準備として、データの種類や
活用方法にどのようなものがあるかを知り、理解する
ことが目的である。そのためには講義を聴くだけでは
不十分であり、毎回の授業で課題に取り組む形式で
進める。さらに、主として項目ごとにe-Learningを
用いた小テストで理解度の再確認を行う。自分で考
える習慣を身に付けることが重要である。問題文や
指示を正しく理解することも情報リテラシーである。
毎回の授業中の課題75％（内容の理解度や自分で考えてい
るかを評価する）、適宜実施する小テスト25％（課題をやり
直すなど理解を深める努力をしているかを確認する）。定期
試験は実施しない。

今後の情報科目の受講や、他の科目でのＰＣ活用、
統計学の学習のための予備知識をつけるための授業
であるから、１年次で履修するのが望ましい。身の回
りの数値・表・グラフを元に実践するのが望ましい。

なし

前期

1-4

情報リテラシー（二）

吉田 光次 2

情報処理に必要なデータ取扱いの基本を学ぼう

データを読み理解し、加工できるようにする。グラフ
を読み理解し、データからグラフを作成できるように
する。データとグラフを組み合わせ、適切な分析と
プレゼンテーションができるようにする。

情報処理の実習授業を受講する準備として、データ
にどのようなものがあるのか、データのまとめ方にど
のようなものがあるのかを知り、理解する。授業時間
中に計算などの作業を行い、毎回提出する。

毎回提出する回答で評価する。正しい回答も評価さ
れるが、自身でよく考えることが重要であり、独自性
のある回答を評価する。

今後の実習を伴う情報科目の受講や、他の科目での
PC利用（Excelでの分析など）、統計学の学習のた
めの予備知識をつけるための授業であるから、１年次
で履修することが望ましい。

プリントなどを配付



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

情
報
・
キ
ャ
リ
ア

― 275 ―

前期

1-4

情報リテラシー（三）

吉田 光次 2

情報処理に必要なデータ取扱いの基本を学ぼう

データを読み理解し、加工できるようにする。グラフ
を読み理解し、データからグラフを作成できるように
する。データとグラフを組み合わせ、適切な分析と
プレゼンテーションができるようにする。

情報処理の実習授業を受講する準備として、データ
にどのようなものがあるのか、データのまとめ方にど
のようなものがあるのかを知り、理解する。授業時間
中に計算などの作業を行い、毎回提出する。

毎回提出する回答で評価する。正しい回答も評価さ
れるが、自身でよく考えることが重要であり、独自性
のある回答を評価する。

今後の実習を伴う情報科目の受講や、他の科目での
PC利用（Excelでの分析など）、統計学の学習のた
めの予備知識をつけるための授業であるから、１年次
で履修することが望ましい。

プリントなどを配付

後期

1-4

情報リテラシー（四）

横田 浩 2

情報処理や分析に必要なデータの取扱いの基本を学
ぼう

データを読み理解し、加工できるようになる。表やグ
ラフを読み理解し、データから表やグラフを作成でき
るようになる。データとグラフを組み合わせ、適切な
分析ができるようになる。
情報処理の実習授業の準備として、データの種類や
活用方法にどのようなものがあるかを知り、理解する
ことが目的である。そのためには講義を聴くだけでは
不十分であり、毎回の授業で課題に取り組む形式で
進める。さらに、主として項目ごとにe-Learningを
用いた小テストで理解度の再確認を行う。自分で考
える習慣を身に付けることが重要である。問題文や
指示を正しく理解することも情報リテラシーである。
毎回の授業中の課題75％（内容の理解度や自分で考
えているかを評価する）、適宜実施する小テスト25％
（課題をやり直すなど理解を深める努力をしているか
を確認する）。定期試験は実施しない。

今後の情報科目の受講や、他の科目でのＰＣ活用、
統計学の学習のための予備知識をつけるための授業
であるから、１年次で履修するのが望ましい。身の回
りの数値・表・グラフを元に実践するのが望ましい。

なし

後期

1-4

情報リテラシー（五）

横田 浩 2

情報処理や分析に必要なデータの取扱いの基本を学
ぼう

データを読み理解し、加工できるようになる。表やグ
ラフを読み理解し、データから表やグラフを作成でき
るようになる。データとグラフを組み合わせ、適切な
分析ができるようになる。
情報処理の実習授業の準備として、データの種類や
活用方法にどのようなものがあるかを知り、理解する
ことが目的である。そのためには講義を聴くだけでは
不十分であり、毎回の授業で課題に取り組む形式で
進める。さらに、主として項目ごとにe-Learningを
用いた小テストで理解度の再確認を行う。自分で考
える習慣を身に付けることが重要である。問題文や
指示を正しく理解することも情報リテラシーである。
毎回の授業中の課題75％（内容の理解度や自分で考
えているかを評価する）、適宜実施する小テスト25％
（課題をやり直すなど理解を深める努力をしているか
を確認する）。定期試験は実施しない。

今後の情報科目の受講や、他の科目でのＰＣ活用、
統計学の学習のための予備知識をつけるための授業
であるから、１年次で履修するのが望ましい。身の回
りの数値・表・グラフを元に実践するのが望ましい。

なし

後期

1-4

情報リテラシー（六）

吉田 光次 2

情報処理に必要なデータ取扱いの基本を学ぼう

データを読み理解し、加工できるようにする。グラフ
を読み理解し、データからグラフを作成できるように
する。データとグラフを組み合わせ、適切な分析と
プレゼンテーションができるようにする。

情報処理の実習授業を受講する準備として、データ
にどのようなものがあるのか、データのまとめ方にど
のようなものがあるのかを知り、理解する。授業時間
中に計算などの作業を行い、毎回提出する。

毎回提出する回答で評価する。正しい回答も評価さ
れるが、自身でよく考えることが重要であり、独自性
のある回答を評価する。

今後の実習を伴う情報科目の受講や、他の科目での
PC利用（Excelでの分析など）、統計学の学習のた
めの予備知識をつけるための授業であるから、１年次
で履修することが望ましい。

プリントなどを配付
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前期

1-4

コンピュータ基礎論

横田 浩 2

情報・データ、コンピュータおよびインターネットの
基礎

コンピュータおよびネットワーク、特にインターネッ
トを活用するにあたって知っておくべき基礎を理解す
る。

コンピュータおよびネットワーク、特にインターネットを
活用するために必要な知識として、情報処理技術者試験の
テクニカル系の内容をとりあげる。この授業では、ITパス
ポート試験のレベル（試験のレベル１）を想定して解説を行
う。情報・データの表現方法やファイル形式、ならびにコン
ピュータのしくみ、インターネットのしくみやサービス等の
基礎を詳しく解説をする。なお、情報セキュリティは、必須
科目の情報倫理で扱うので省略する。適宜、小テストや課
題を実施し、理解度を確認しながら進める。

小テスト・課題60％（授業内容の理解度を問う）。定
期試験40％（情報・データ、コンピュータ、インター
ネットに関する語句や基礎を正しく理解し、活用でき
るかを評価する）。
課題提出と小テストはe-Learningを利用する。ま
た、配布資料・スライド・関連資料もe-Learning上
に掲載するので、復習の参考にすること。パソコンの
持参を求めることがある（４年次生以上で持っていな
い学生は事前に申し出ること）。

これだけは知っておこう！　情報リテラシー（第４版），noa
出版，株式会社ワークアカデミー，2017

徹底図解　パソコンのしくみ　【新版】，高作　義明，新星
出版社，2018

後期

1-4

プログラミング基礎

吉田 光次 2

プログラミングの基本を学ぶ

簡単なプログラムを作成し、実行する。デザインさ
れた挙動が実現することを実感し、プログラミングの
面白さを体感する。

プログラミング言語Rubyを学び、プログラミング
の基礎を理解する。自ら考え、プログラムをデザイン
し、実行するというプロセスができるよう、繰り返し
プログラム作成・実行を行う。徐々にステップアップ
しながら、簡単なアルゴリズムを学び、いろいろな課
題に挑戦してみる。

いくつかの課題を提出し、プログラムとしての出来を
判定する。

プログラミングの基礎レベルではあるが、PC利用に
ついては上級レベルの知識が必要である。１，２年次
生は、必修科目「情報リテラシー」を履修し、ファイ
ル操作に習熟してから受講しなければならない。PC
初心者は、２年次以降に履修することが望ましい。

３ステップでしっかり学ぶRuby入門，竹馬力、山田祥寛
（監修），技術評論社，2018

たのしいRuby，高橋征義、後藤裕蔵、まつもとゆきひろ
（監修），SB�クリエイティブ，2016
かんたんRuby，すがわらまさのり，技術評論社，2018

前期

1-4

情報処理（一）

横田 浩 2

コンピュータを活用しよう

コンピュータを活用するための基礎を理解し、操作法
を習得する。

パソコンの代表的なソフトである表計算ソフトを中心に基本
操作を学習する。コンピュータを道具として利用し、情報
関連科目以外の授業でも活用できるよう技量向上を目指す
（単なる操作技術だけではない）。簡単なウィンドウズ・コ
ンピュータの操作経験があるものを対象とする（ワープロの
初歩的な説明は行わない）。なお、授業は情報処理センター
のWing-netを活用し、各自の理解度を把握しながら進める
（原則として毎回、課題を提出してもらうことでも理解度を
確認する）。

最終課題40％（基礎を踏まえ要求された内容を実行
できているかを重視）、および積極的な授業への取
組・提出物等60％（授業に真摯に取り組む姿勢、毎
回の提出課題の理解度、完成度を重視）
技術の習得には授業中の操作だけでは不十分であ
る。一方、技術の習得だけではなく自分で考える姿
勢も重要である。欠席した場合は、e-Learningで授
業内容を確認し自習すること。教職免許取得のため
に必要な「情報機器の操作」に対応する科目です。

30時間でマスター�Word&Excel2021，実教出版企画開発部
［編］，実教出版，2022

前期

1-4

情報処理（二）

★西脇 二一 2

パソコンで情報処理を体験しよう。

パソコンで情報処理を行うには何が必要かを理解す
る。

表計算ソフトEXCELを中心に情報処理の基本操作を学習す
る。Windowsコンピュータの操作経験がある者を対象として知
識と技術の向上を目指す。
対面授業で授業支援システムを活用して授業を進め、課題の提
示・提出・講評はe-learningを利用して行なう。
同時にWEB授業にも対応する。EXCELについてある程度の
知識があり、教科書を自習して課題をできる学生は、自宅等か
らe-learningで授業に参加できる。
対面授業かWEB授業かに固定せず、授業回毎に選択して良い。

授業中の課題等に対して丁寧かつ積極的な取り組み
（50％）および最終課題において授業で修得した知
識と技術をしっかり活用できていること（50％）によ
り評価する。
感染の状況などで対面授業に出席できない場合は、
無理に登校せず、WEB授業で参加すること。
WEB� 授業は自宅等でEXCEL2021（または同等
版以上）が利用でき、ネットワークで奈良大学の
e-learningにアクセスできることが必須である。

30時間でマスター�Word&Excel2021，実教出版企画開発部
［編］，実教出版，2022
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前期

1-4

情報処理（三）

★榎本 光世 2

WordとExcelとPowerPointで、初歩からより高
いレベルのスキルを習得する。

他講義のレポート・論文などの作成に役立てることは
もちろん、卒業後の実務や日常生活でも十分に役立
つスキルを習得する。

本講は、PCでWordとExcelとPowerPointを利
用した実習形式で行われる。本講義の内容は原則、
各回が独立した内容ではなく、前回までの内容を理
解していないと理解困難な場合もある。また、実習な
ので、実際のPCの操作しなくては学習できない。※
MSの正規版のWordやExcelを使用するので必ず
各自学習環境を整えておくこと。

平常点（実習時間内が期限の課題に取り組む態度及び到達度）、宿題
や課題の提出率で評価する。なおその際の評価ポイントについては
授業中に説明する。一見同じような結果に見えても正しい操作をし
なければ、要件を満たせないので、必ず授業中に説明した操作法を
理解し実行すること。
本講は実習の性質上最大受講者数を35名とする。実習時間
中にスマホで遊んでいる者は単位修得辞退者と見做す場合
がある。また寝ている者は欠席扱いにする場合がある。遅
刻は認めない。３回以上欠席した者や宿題を期限までに提
出しない者には単位を認めない可能性がある。やむえない
理由で遅刻や欠席する者は事前に連絡しなくてはならない。

印刷物を配布する

特になし

前期

1-4

情報処理（四）

★榎本 光世 2

WordとExcelとPowerPointで、初歩からより高
いレベルのスキルを習得する。

他講義のレポート・論文などの作成に役立てることは
もちろん、卒業後の実務や日常生活でも十分に役立
つスキルを習得する。

本講は、PCでWordとExcelとPowerPointを利
用した実習形式で行われる。本講義の内容は原則、
各回が独立した内容ではなく、前回までの内容を理
解していないと理解困難な場合もある。また、実習な
ので、実際のPCの操作しなくては学習できない。※
MSの正規版のWordやExcelを使用するので必ず
各自学習環境を整えておくこと。

平常点（実習時間内が期限の課題に取り組む態度及び到達度）、宿題
や課題の提出率で評価する。なおその際の評価ポイントについては
授業中に説明する。一見同じような結果に見えても正しい操作をし
なければ、要件を満たせないので、必ず授業中に説明した操作法を
理解し実行すること。
本講は実習の性質上最大受講者数を35名とする。実習時間
中にスマホで遊んでいる者は単位修得辞退者と見做す場合
がある。また寝ている者は欠席扱いにする場合がある。遅
刻は認めない。３回以上欠席した者や宿題を期限までに提
出しない者には単位を認めない可能性がある。やむえない
理由で遅刻や欠席する者は事前に連絡しなくてはならない。

印刷物を配布する

特になし

後期

1-4

情報処理（五）

★榎本 光世 2

WordとExcelとPowerPointで、初歩からより高
いレベルのスキルを習得する。

他講義のレポート・論文などの作成に役立てることは
もちろん、卒業後の実務や日常生活でも十分に役立
つスキルを習得する。

本講は、PCでWordとExcelとPowerPointを利
用した実習形式で行われる。本講義の内容は原則、
各回が独立した内容ではなく、前回までの内容を理
解していないと理解困難な場合もある。また、実習な
ので、実際のPCの操作しなくては学習できない。※
MSの正規版のWordやExcelを使用するので必ず
各自学習環境を整えておくこと。

平常点（実習時間内が期限の課題に取り組む態度及び到達度）、宿題
や課題の提出率で評価する。なおその際の評価ポイントについては
授業中に説明する。一見同じような結果に見えても正しい操作をし
なければ、要件を満たせないので、必ず授業中に説明した操作法を
理解し実行すること。
本講は実習の性質上最大受講者数を35名とする。実習時間
中にスマホで遊んでいる者は単位修得辞退者と見做す場合
がある。また寝ている者は欠席扱いにする場合がある。遅
刻は認めない。３回以上欠席した者や宿題を期限までに提
出しない者には単位を認めない可能性がある。やむえない
理由で遅刻や欠席する者は事前に連絡しなくてはならない。

印刷物を配布する

特になし

後期

1-4

情報処理（六）

★西脇 二一 2

パソコンで情報処理を体験しよう。

パソコンで情報処理を行うには何が必要かを理解す
る。

表計算ソフトEXCELを中心に情報処理の基本操作を学習
する。Windowsコンピュータの操作経験がある者を対象と
して知識と技術の向上を目指す。
対面授業で授業支援システムを活用して授業を進め、課題
の提示・提出・講評はe-learningを利用して行なう。
同時にWEB授業にも対応する。EXCELについてある程度
の知識があり、教科書を自習して課題をできる学生は、自宅
等からe-learningで授業に参加できる。
対面授業かWEB授業かに固定せず、授業回毎に選択して
良い。

授業中の課題等に対して丁寧かつ積極的な取り組み
（50％）および最終課題において授業で修得した知
識と技術をしっかり活用できていること（50％）によ
り評価する。
感染の状況などで対面授業に出席できない場合は、
無理に登校せず、WEB授業で参加すること。
WEB� 授業は自宅等でEXCEL2021（または同等
版以上）が利用でき、ネットワークで奈良大学の
e-learningにアクセスできることが必須である。

30時間でマスター�Word&Excel2021，実教出版企画開発部
［編］，実教出版，2022
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前期

1-4

情報処理（七）

★西脇 二一 2

パソコンで情報処理を体験しよう。

パソコンで情報処理を行うには何が必要かを理解す
る。

表計算ソフトEXCELを中心に情報処理の基本操作を学習
する。Windowsコンピュータの操作経験がある者を対象と
して知識と技術の向上を目指す。
対面授業で授業支援システムを活用して授業を進め、課題
の提示・提出・講評はe-learningを利用して行なう。
同時にWEB授業にも対応する。EXCELについてある程度
の知識があり、教科書を自習して課題をできる学生は、自宅
等からe-learningで授業に参加できる。
対面授業かWEB授業かに固定せず、授業回毎に選択して
良い。

授業中の課題等に対して丁寧かつ積極的な取り組み
（50％）および最終課題において授業で修得した知
識と技術をしっかり活用できていること（50％）によ
り評価する。
感染の状況などで対面授業に出席できない場合は、
無理に登校せず、WEB授業で参加すること。
WEB� 授業は自宅等でEXCEL2021（または同等
版以上）が利用でき、ネットワークで奈良大学の
e-learningにアクセスできることが必須である。

30時間でマスター�Word&Excel2021，実教出版企画開発部
［編］，実教出版，2022

前期

1-4

画像編集（一）

吉田 光次 2

画像の編集・加工・作成の基本を学ぶ

文書作成やプレゼン資料、およびWeb作成の中で必
要とする写真の加工、作図をマスターする。

ワープロソフトなどで、写真・図を利用したり、ポス
ター、パンフレット、チラシを作成することを想定
し、いくつかのフリーソフトを利用し、画像加工・作
図を行う。

作成した課題の出来を評価・判定する。

PCの基本操作を習得していなければ、履修は困難で
ある。

プリントなどを配付

できるクリエイターGIMP2.8　独習ナビ，ドルバッキーヨウコ、オブスキュアインク，イン
プレスジャパン，2013
すぐに作れるずっと使えるInkscapeのすべてが身に付く本，飯塚将弘，技術評論社，2019
Inkscape独習ナビ，大西すみこ�,小笠原種高 ,�羽石�相 ,�山本潤一 ,�できるシリーズ編集
部，インプレス2016

後期

1-4

画像編集（二）

吉田 光次 2

画像の編集・加工・作成の基本を学ぶ

文書作成やプレゼン資料、およびWeb作成の中で必
要とする写真の加工、作図をマスターする。

ワープロソフトなどで、写真・図を利用したり、ポス
ター、パンフレット、チラシを作成することを想定
し、いくつかのフリーソフトを利用し、画像加工・作
図を行う。

作成した課題の出来を評価・判定する。

PCの基本操作を習得していなければ、履修は困難で
ある。

プリントなどを配付

できるクリエイターGIMP2.8　独習ナビ，ドルバッキーヨウコ、オブスキュアインク，イン
プレスジャパン，2013
すぐに作れるずっと使えるInkscapeのすべてが身に付く本，飯塚将弘，技術評論社，2019
Inkscape独習ナビ，大西すみこ�,小笠原種高 ,�羽石�相 ,�山本潤一 ,�できるシリーズ編集
部，インプレス2016

後期

1-4

動画編集（一）

横田 浩 2

プレゼンテーションに動画を活用し情報を発信する

動画やアニメーションGIF等の編集・加工の基礎と
技術を習得する。さらに、作成した動画をプレゼン
テーションで活用のするための基礎と技術を習得し、
実際にプレゼンテーションを実践する。
データの中から動画データに焦点をあてて、動画・フォ
トムービー・GIFアニメーションの編集・加工およびプ
レゼンテーション等で活用するための基礎ならびに作
成方法の解説を行う。実際に作業を行いながら、授業
を進めていく。最後に、各自が選んだテーマに沿った動
画を含むスライドを作成し、実際にプレゼンテーション
を行ってもらう（受講者が多い場合は、投票で発表者
を選ぶ）。なお、授業は情報処理センターのWing-net
を活用し、各自の理解度を把握しながら進める。
最終課題とプレゼン40％（内容の完成度と動画を活
用しているかを重視）、積極的な授業への取組・小テ
スト・提出課題60％（実習や課題に真摯に取り組む姿
勢、理解度や課題の完成度を重視）
２GB以上空きのあるUSBメモリを持参してくださ
い。自宅での操作ができるようにソフトをパソコンに
インストールすることが望ましい（方法は第１回時に
説明する）。「動画編集」は教職免許取得のために必
要な「情報機器の操作」に対応する科目です。

テキストは使用せず、適宜プリントを配付する
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後期

1-4

動画編集（二）

横田 浩 2

プレゼンテーションに動画を活用し情報を発信する

動画やアニメーションGIF等の編集・加工の基礎と
技術を習得する。さらに、作成した動画をプレゼン
テーションで活用のするための基礎と技術を習得し、
実際にプレゼンテーションを実践する。
データの中から動画データに焦点をあてて、動画・フォ
トムービー・GIFアニメーションの編集・加工およびプ
レゼンテーション等で活用するための基礎ならびに作
成方法の解説を行う。実際に作業を行いながら、授業
を進めていく。最後に、各自が選んだテーマに沿った動
画を含むスライドを作成し、実際にプレゼンテーション
を行ってもらう（受講者が多い場合は、投票で発表者
を選ぶ）。なお、授業は情報処理センターのWing-net
を活用し、各自の理解度を把握しながら進める。
最終課題とプレゼン40％（内容の完成度と動画を活
用しているかを重視）、積極的な授業への取組・小テ
スト・提出課題60％（実習や課題に真摯に取り組む姿
勢、理解度や課題の完成度を重視）
２GB以上空きのあるUSBメモリを持参してくださ
い。自宅での操作ができるようにソフトをパソコンに
インストールすることが望ましい（方法は第１回時に
説明する）。「動画編集」は教職免許取得のために必
要な「情報機器の操作」に対応する科目です。

テキストは使用せず、適宜プリントを配付する

後期

2-4

データ分析法Ⅰ

芝田 篤紀 2

GISと様々なデータ分析の理解・技法

GISを用いた分析の手法と分析工程の基礎を理解す
る。様々な課題に対してGISで分析する技能を習得
する。

衛星画像解析、ドローンの画像処理などからラス
ターデータの分析方法を学び、後半はベクターデー
タを用いた空間解析や位置情報の取得、分析方法を
学習する。またGNSSやLiDARの基本も学ぶ。

授業への参加度など受講態度（平常点：40％）、事例
研究の回に提出するレポート（60％）にて、理解度・
習熟度を評価する。

実際にコンピューターを用いて解析作業等を行うた
め、PC関連の基本技能がなければ受講が大変困難と
なる。また、前期開講の「地理情報科学概論」で学
習する知識が多分に関係するため、当科目を履修済
みであることが望ましい。

プリントを配布

各授業内で適宜提示

後期

3-4

データ分析法Ⅱ

村上 史朗 2

行動科学系の研究で用いる代表的な統計解析手法に
関する知識とスキルを習得する。

（１）行動科学系の研究論文で用いられる統計解析
結果を読み取り、解釈できるようになる。（２）統計
解析ソフトを使用して分析することができるようにな
る。
行動科学系の量的研究では、研究目的やデータの測
定方法に応じた適切な統計解析手法を選択した上
で、分析結果を解釈・報告することが必要となる。
本講では、データの性質ごとにどのような分析が必
要とされるのかを確認した上で、それぞれの分析法
を具体的なデータを用いて実習形式で学習する。例
示は心理学が中心だが、他の行動科学系の統計解析
にも共通する内容である。

授業内の実習課題（40％ :授業内容の理解度の確認）
とレポート（60％：授業で扱った統計的手法を各自の
判断で活用できるかの確認）を総合して評価する。

授業内容は、「心理学統計法Ⅱ」と同内容となる。心
理学科以外の受講生も歓迎するが、心理学研究で用
いられる手法が中心となることを理解した上で受講さ
れたい。入門的な統計の知識（心理学統計法Ⅰ相当）
を既に持つことを前提としているので注意すること。

資料を配付する

授業内で紹介する

前期

3-4

ＷｅｂプログラミングⅠ

正司 哲朗 2

Webプログラミングを用いて、独自のWebアン
ケートシステムを設計・実装できる技術を身につけ
る。

Webプログラミングで必要なHTML言語、PHP言
語、データベースの基礎知識を学び、簡単なWebア
ンケートが設計・実装できる技術を身につける。

ホームページで使われているHTML言語について解
説する。また、サーバとクライアントの関係について
説明し、作成したHTMLファイルを公開する方法に
ついて説明する。次に、データベースの基礎、PHP
言語からデータベースを扱う方法について説明す
る。最後に、独自にWebアンケートを設計、それを
HTML言語、PHP言語を使って実装し、回答結果を
データベースに蓄積する方法を解説し、簡単な集計
処理方法について説明する。
成績は、HTML言語、PHP言語、Webアンケート
に関する各課題（各20点）、および最終レポート課題
（40点）で評価する。�各課題は、基本文法が正しく
理解でき、プログラムが機能しているかを評価する。

パソコンの基本操作は習得済みであること。基本操
作でわからないことがある者は情報処理センターの
サポートを受けること。受講する場合には、「情報
学」を履修済、もしくは履修中のこと。

プリント配布
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後期

3-4

ＷｅｂプログラミングⅡ

正司 哲朗 2

Webプログラミングを通して、インターネットの活
用技術を学ぶ。

HTML、CSS、Javascriptなどを学び、Webプロ
グラミングの基礎・応用を身につける。

ホームページの見栄えを良くするカスケーディング
スタイルシート（CSS）の扱い方や、Javascript
とWeb３Dを用いて、図形表現、アニメーション
を表現する方法について学ぶ。最後に３Dモデルを
Javascript で表示できる方法について解説し、Web
上で３Dカタログを作成する方法について説明する。

成績評価は、各回で提出されるレポートで評価する。評価基
準は、各回で説明した内容が正しく理解しているかどうかを判
断する。配点は第１回のレポート課題は各４点、第２回から第
11回、第15回が各６点、第12回から第14回までが各10点である。

パソコンの基本操作は習得済みであること。「情報学」を履
修済、もしくは履修中のこと。「WebプログラミングⅠ」も
開講しているが、理解を深めるためにはWebプログラミン
グⅠを履修するほうが望ましい。なお、Webプログラミン
グⅠの内容と一部重複する部分もある。

なし

前期

2-4

キャリアデザイン（一）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない

前期

2-4

キャリアデザイン（二）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない

前期

2-4

キャリアデザイン（三）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない
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前期

2-4

キャリアデザイン（四）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない

前期

2-4

キャリアデザイン（五）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない

前期

2-4

キャリアデザイン（六）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない

前期

2-4

キャリアデザイン（七）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない
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前期

2-4

キャリアデザイン（八）

★講師（キャリア） 2

自分の将来を考え「10年後のなりたい姿」を描き、そ
のために必要となるキャリアを理解する。

現在の自分から将来像を描くために「自分はどのような人間
か」「社会に出て何ができるのか」「そのために大学生活を
どう過ごせばよいのか」を確認し、大学生活で行うこと、学
ぶことを明確にして、実行計画を立案できるようにする。

大学生活は将来への重要なステップである。この授
業では、将来希望するキャリアを実現させるため、実
務家であるキャリアカウンセラーの教員が実社会で
行っているキャリアデザインの内容を、学べる授業で
ある。
また併せて、社会で求められる社会人基礎力も育成
していく。

授業での個人ワークへの取り組み方、毎回提出の
シート、到達目標であるキャリアプランシート（パー
ソナルカルテ）を、総合的に評価する。
授業は最終的に自身のキャリアデザインをパーソナルカルテとして作
成・提出するために、毎回の講義がワーク中心に行われる。
受講者数も多くスムースな講義のために定刻通りの講義進行となる。
ワーク時間の減少にもつながるので、欠席・遅刻に注意すること。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

市販テキストは使用しない

後期

1

インターンシップ概論

★坂本 勝 2

インターンシップへの参加を通じて、就業について考
える。

２・３年次の就業体験（インターシップ）に先立ちイ
ンターンシップの目的を明確にし社会人として働くこ
との意義を理解し就業意識を高める。

インターンシップとは将来の職業選択や就職後の職
業への適応力を高めることを目的とした就業体験であ
る。
翌年次の実習の準備段階としてキャリアセンターと連
携し、企業人をゲストに招き、授業内で講話や指導
を通じ、働くことの意義を深く考える。
講師の経験や企業での人事経験援をいかし社会人に
求められるスキルや資質を育成する。
授業毎のレポートの提出および内容を重視する。
レポートはテーマについてどのように捉えたのかを判断する材料とします。
必要な情報の収集をして、自分の考えを記載できるか、オリジナルなもの
であるか、というところを加点します。
評価方法・レポート課題提出80％、レポート内容評価点20％
次年度、インターンシップ実習を受講するにはこのインターンシップ概
論の単位取得が必要である。
オンライン配信が基本だが、ライブでの実施回もある。ながら作業は禁
止。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員
が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

キャリアデザインテキスト第３版，専修大学キャリアデザイ
ンセンター編，専修大学出版社，2021

なし

その他

2-3

インターンシップ実習

共同担当 2

実習受入先で５日以上かつ30時間以上、職場での就
業体験プログラム（インターンシップ）を経験する。

中長期の就業体験参加を通して、職業への理解を深
めるとともに、就業意識の確立を目指す。

この授業は、夏期休業期間中の学外インターンシッ
プと、事前及び事後の学習から成り立っている。本
来のインターンシップとは就業体験を伴うもの（一日
限りの説明会やグループワークはこれに当てはまらな
い）であることから、学外の企業や団体等の実習受
入先を多数用意し、そこでの職場体験や業務上の問
題解決への取り組みを経験し、将来の職業選択や職
業への適性について理解を深める。

○実習先評価　50点…①意欲・向上心②コミュニケーション能力③バイ
タリティー④企画・発想力⑤マナー・礼儀の５項目を、５段階評価する。
○提出物評価　50点…事前研修会レポート（20点）、事後研修会レポー
ト（20点）、実習日誌（10点）の内容を評価する。

前年度までに「インターンシップ概論」（１-２年次配当）を単位取得している
ことが履修条件となる。学外で行われる事前・事後研修会は無断欠席や遅刻は
厳禁。これら行事は土曜日に実施されるため、他授業の履修予定者はキャリア
センターへ要事前相談。
この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企
業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。

使用しない

なし

前期

2-4

生涯学習概論（一）

★近藤 凜太朗 2

生涯学習の歴史・理論・実践について学ぶ。

「生涯学習」にかんする基礎知識を吸収する。ま
た、生涯学習について、歴史的・理論的・実践的に
考える力を身につける。

「生涯学習」にかんして歴史的・理論的・実践的に
学ぶ。そのために以下二つの課題に取り組む。
①�「生涯学習」を歴史的、人間学的、社会学的、心
理学的な観点から理論的に検討する。

②�「生涯学習」の現状、問題点、可能性について検
討する。

・�授業中の小レポート（講義内容の理解度を確認）
10％　

・�期末レポート（論理性と独自性を重視）90％

・�小レポートの用紙（コメントシート）は持ち帰らず、毎回提
出すること。

・�複数回（３回程度）のグループディスカッションを行う予定。
・�テーマに関連のある映像資料を用いて授業を行う可能性があ
る。

なし

なし
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後期

2-4

生涯学習概論（二）

★近藤 凜太朗 2

生涯学習に関する歴史・理論・実践について学ぶ。

生涯学習について生涯発達を中心とした多様な視点
から考察し、理解できるようにする。生涯学習の概念
が確立する前後で、「学び」の意味や位置づけがどの
ように変容したのかを適切に説明できることが目標。

１．生涯学習・社会教育の理念と歴史
２．生涯発達と学習課題
３．生涯学習・社会教育の内容と方法
４．生涯学習と家庭教育・学校教育
５．生涯学習の今後の可能性

授業中の小レポート10％（授業内容の理解度）
課題レポート90％（独自性と完成度を重視）

出席することは当然の前提条件。加えて積極的に思
考し、疑問や批判的視点を持ちながらの参加を求め
る。期末レポートを提出しない場合は単位認定の対
象としない。

使用しない
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資

格

前期

2-4

教育原理（一）

中戸 義雄 2

教育を支える原理の考察。教育の基本的な概念を理
解し、今日の多様な教育現象やこれまでの教育の歴
史・思想を検討する。
自らがもつ教育観も踏まえ、多様な教育的事象を確認しつつ視野を広げな
がら、自分なりの教育観を自覚・形成していくことをめざす。その際には教
育の基本的な概念、教育の歴史の変遷、教育に関わるさまざまな思想を理
解し、それらの相互の関係性についての認識を深めていく。現代の教育・
学校がもつ問題点とその可能性を的確に説明できるようになることが目標。

現代社会の急激な変化の中で、学校教育に代表され
る教育のあり方もその転換を余儀なくされている。人
間の素朴な営みであった教育が社会システムとして
巨大化し、その全体像を見極めることは今日では容
易ではない。この授業では、こうした教育という営為
を原理的・歴史的・思想的に問い直し、必要に応じて
個別的な諸問題も取り上げながら考察していきたい。

授業中の小レポート�50％（各授業内容の理解度と問
いの設定の仕方を重視）、課題レポート�50％（自分な
りの問題設定とそれについての調査・探究の程度を
重視）

出席することは当然の前提条件。加えて積極的に思
考し、疑問や批判的視点も持ちながらの参加を求め
る。

探究・教育原論，田井康雄・中戸義雄編，学術図書出版
社，2005

後期

2-4

教育原理（二）

中戸 義雄 2

教育を支える原理の考察。教育の基本的な概念を理
解し、今日の多様な教育現象やこれまでの教育の歴
史・思想を検討する。
自らがもつ教育観も踏まえ、多様な教育的事象を確認しつつ視野を広げな
がら、自分なりの教育観を自覚・形成していくことをめざす。その際には教
育の基本的な概念、教育の歴史の変遷、教育に関わるさまざまな思想を理
解し、それらの相互の関係性についての認識を深めていく。現代の教育・
学校がもつ問題点とその可能性を的確に説明できるようになることが目標。

現代社会の急激な変化の中で、学校教育に代表され
る教育のあり方もその転換を余儀なくされている。人
間の素朴な営みであった教育が社会システムとして
巨大化し、その全体像を見極めることは今日では容
易ではない。この授業では、こうした教育という営為
を原理的・歴史的・思想的に問い直し、必要に応じて
個別的な諸問題も取り上げながら考察していきたい。

授業中の小レポート�50％（各授業内容の理解度と問
いの設定の仕方を重視）、課題レポート�50％（自分な
りの問題設定とそれについての調査・探究の程度を
重視）

出席することは当然の前提条件。加えて積極的に思
考し、疑問や批判的視点も持ちながらの参加を求め
る。

探究・教育原論，田井康雄・中戸義雄編，学術図書出版
社，2005

前期

1-4

教職論（一）

大西 英人 2

価値ある教育専門家をめざす資質・態度の育成

教職の性格、教職の専門性の理解と確かな教育観を
形成する態度・能力を身につける。

教職の専門性、教師文化、教育制度改革等の考察を
通して教職の意義及び教員の役割、職務内容、チー
ム学校としての学校運営等について理解を深める。
授業では、具体的な学校現場の事例に照らし、教育
の今日的な課題に迫りながら教員・教職とは何かを考
えることにより、教職を目指すための基本的力量形成
を図る。

対話カード・講義内レポート（20％）関心・意欲・態
度を評価
課題レポート（80％）で考察力、表現力等を評価す
る。

積極的・能動的な態度で受講すること。

中学校学習指導要領，文部科学省，東山書房，平成29年
適宜配付する講義関係資料

後期

1-4

教職論（二）

大西 英人 2

価値ある教育専門家をめざす資質・態度の育成

教職の性格、教職の専門性の理解と確かな教育観を
形成する態度・能力を身につける。

教職の専門性、教師文化、教育制度改革等の考察を
通して教職の意義及び教員の役割、職務内容、チー
ム学校としての学校運営等について理解を深める。
授業では、具体的な学校現場の事例に照らし、教育
の今日的な課題に迫りながら教員・教職とは何かを考
えることにより、教職を目指すための基本的力量形成
を図る。

対話カード・講義内レポート（20％）で意欲、関心、
態度等を評価する。
課題レポート（80％）で考察力、表現力等を評価す
る。

積極的・能動的な態度で受講すること。

中学校学習指導要領，文部科学省，東山書房，平成29年
適宜配付する講義関係資料
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前期

3-4

教育行政・制度論（一）

大西 英人 2

教育現場の現状を踏まえ、教育法規、教育行政、学
校教育の基本的な枠組み等についての理解を深める。

教育現場の実際を知り、教育についての組織や制度
に関する基本的な理解を深め、それを基に教育上の
課題を自分なりに考えることができる力量を養う。同
時に、教職に関する関心・意欲を高める。

学校教育の状況を踏まえ、教育法規、教育行政、
学校教育制度等について、基本的な事項を体系的に
解説し、理解させる。諸外国の状況等についても触
れ、教育の在り方について多角的に考察させる。

対話カード（10％）で意欲、関心、態度等を評価する。
課題レポート（50％）で考察力、表現力等を評価する。
試験（40％）で教育行政・制度についての理解度を総
合的に評価する。

授業の都度資料の配付を行うため、資料の整理に努
めること。

特になし

授業の都度資料配布

後期

3-4

教育行政・制度論（二）

★堀川 忠道 ２

教育現場の現状を踏まえ、教育法規、教育行政、学
校教育の基本的な枠組み等について理解を深める。

教育現場の実際を知り、教育制度の根本を理解する。

学校教育の状況を踏まえ、教育法規、教育行政、学
校教育制度等について解説し、理解させる。

対話カード（10％）で意欲、関心、態度等を評価する。
課題レポート（50％）で考察力、表現力等を評価する。
試験（40％）で教育行政・制度についての理解度を総
合的に評価する。

授業の都度資料の配付を行うため、資料の整理に努
めること。

特になし

授業の都度資料配布

前期

1-4

教育心理学（一）

★武藤 百合 ２

人の学びを心理学の視点から理解・支援する「教育
心理学」の知識を得て、実践的・体験的な学習を通
してその多彩な世界に触れる。
教職に就いた際の学習指導に役立つ，乳幼児期・児
童期・青年期などの発達や学びのメカニズム、教育
実践や特別な支援、心理的支援についての基本的知
識や実践的な技術を身につける。

授業は講師が作成したスライド資料をテキストとして
進めます。毎回の授業の合間に授業内容に関する感
想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をま
とめ、発表する機会を設けます。また、必要に応じて
グループワークを行い、グループでの話し合いやロー
ルプレイングを通して、実践的・体験的に学んでい
ただきます。

毎回（15回）の授業内容についての感想レポート（60
点）と第15回の講義終了時に１回出す予定の長めのレ
ポート（40点）の合計点（100点）。オリジナリティの
ある内容を評価します。
実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レ
ポートの記入やその内容の発表・グループワークなど
に対する積極的・主体的な取り組みを望みます。�正
当な理由なく５回以上欠席された場合は、評価の対象
とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。

なし

『たのしく学べる最新教育心理学ー教職に関わるすべての
人に』，櫻井茂男，図書文化�，2017
『よくわかる教育心理学』，中澤潤，ミネルヴァ書房，2008�
『教育心理学』，田爪宏二，ミネルヴァ書房2018

後期

1-4

教育心理学（二）

★武藤 百合 ２

人の学びを心理学の視点から理解・支援する「教育
心理学」の知識を得て、実践的・体験的な学習を通
してその多彩な世界に触れる。
教職に就いた際の学習指導に役立つ，乳幼児期・児
童期・青年期などの発達や学びのメカニズム、教育
実践や特別な支援、心理的支援についての基本的知
識や実践的な技術を身につける。

授業は講師が作成したスライド資料をテキストとして
進めます。毎回の授業の合間に授業内容に関する感
想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をま
とめ、発表する機会を設けます。また、必要に応じて
グループワークを行い、グループでの話し合いやロー
ルプレイングを通して、実践的・体験的に学んでい
ただきます。

毎回（15回）の授業内容についての感想レポート（60
点）と第15回の講義終了時に１回出す予定の長めのレ
ポート（40点）の合計点（100点）。オリジナリティの
ある内容を評価します。
実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レ
ポートの記入やその内容の発表・グループワークなど
に対する積極的・主体的な取り組みを望みます。�正
当な理由なく５回以上欠席された場合は、評価の対象
とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。

なし

たのしく学べる最新教育心理学ー教職に関わるすべての人
にー，櫻井茂男，図書文化，2017
よくわかる教育心理学，中澤潤，ミネルヴァ書房，2008
教育心理学，田爪宏二，ミネルヴァ書房2018
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資

格

前期

2-4

特別支援教育（一）

★佐藤 貴宣 2

共生のための教育

・�インクルーシブ教育の理念やその背景を理解し、そのうえで近年の特別支援教
育のあり方を考えることができる。

・�知的障害や発達障害を含む様々な障害についての基礎知識を身につけるととも
に、様々な教育的ニーズについて理解する。

・�特別支援教育のカリキュラムや方法について理解するとともに、多様な支援に
必要な基本的な知識や態度を身につける。

今日、共生社会に向けてインクルーシブ教育システ
ムを推進していくことが、重要となっている。本授業
では、インクルーシブ教育の理念を踏まえ、多様な
支援を行うために必要な知識と態度を身につけるこ
とを目指す。そのために個別の障害の特性や支援の
方法を学ぶとともに、障害とは何かを深く理解し、困
難や苦労を抱えた当事者の視点に立ち、自立生活へ
向けた支援を行うために必要な態度とは何かを考え
ていく。
授業態度　30％　　授業内試験　70％
ただし受講人数などによって評価方法を変更するこ
とがある。具体的にはグループ発表を導入する可能
性がある。

初回に評価方法や授業の進め方などについての説明
を行う。また講義にそって適時プリントを配布する。
参考文献に関しては授業内で指示する。

『特別支援学校における介護等体験ガイドブック　新フィ
リア』，全国特別支援学校長会・�全国特別支援教育推進連盟
　編著，ジアース教育新社，2020

後期

2-4

特別支援教育（二）

★中川 貴明 2

共生社会の実現を目指した教育

・�インクルーシブ教育の理念や背景を理解するとともに、近年の特別支援教育の
現状の把握とその在り方について考えることができる。

・�知的障害や発達障害を含む様々な障害についての基礎知識を身につけるととも
に、様々な教育的ニーズについて理解する。

・�特別支援教育のカリキュラムや指導・支援の方法について理解するとともに、
多様な指導・支援に必要な基本的知識や態度を身につける。

共生社会の実現に向けてインクルーシブ教育システムの推
進が今日的課題になっている。本授業では、インクルーシ
ブ教育の理念を踏まえ、多様な指導・支援を行うために必
要な知識と態度の定着を目指す。そのために、障害特性と
個別性の理解・発達的視点の理解・生活実態の理解を柱に
した的確な実態把握の重要性とそれに基づく適切な支援の
在り方を学ぶ。そして、障害とは何かを深く理解し、困難を
抱える当事者・家族の視点に立って自立生活へ向けた支援
を行うために必要な態度とは何かを考えていく。

平常点30％（講義中の姿勢や質問などの積極性）
講義毎のミニレポート30％（各講義の学びの内容と自
身の考えを論じることが出来ているか）

期末レポート40％（講義全体を通しての現状と課題を
理解できているか、そして、諸課題の推進に向けて自
身の考えを論じることができているかを評価する）

初回に評価方法や授業の進め方などについての説明
を行う。また講義にそって適時プリントを配布する。
参考文献に関しては授業内で指示する。

前期

2-4

教育課程論（一）

★辻 寛司 2

教育課程の理論と構造及びその編成の実際を学ぶ

教育課程の構造と諸概念を理解し、学習指導要領のあり方
も確認しながら教育課程を編成し、カリキュラム・マネジ
メントを行う基礎力を養うことをめざす。学習内容を踏ま
え、独自に設定したテーマでの学習指導案の作成が目標。

教育課程（カリキュラム）の構造と諸概念を概観す
る。総合的な学習（探究）の時間の実施などにもみ
られるように、これからの学校・教師にはこれまで以
上にカリキュラム編成の能力が求められるようになっ
てきた。そこでこの授業では、カリキュラムの構造を
理解し、その編成の実際についても考えていきたい。

授業中の『小レポート』（授業内容の理解度）及び『ス
ピーチ』（課題意識と表現力、伝達力）、『学習指導案』
（完成度）と『課題レポート』（自身の見解が明確に示
され深められているか）により総合的に評価する。

出席することは当然の前提条件。加えて積極的に思
考し、疑問や批判的視点も持ちながらの参加を求め
る。

中学校学習指導要領〈平成29年告示〉解説�総則編，文部科
学省，東山書房，2018
適宜配付する講義資料

後期

2-4

教育課程論（二）

★鈴木 伸尚 2

教育課程の理論と構造を学ぶ

①�教育課程の基本的な考え方を学んだうえで、その
歴史と編成を考察する。

②学習指導要領のあり方や変遷について理解する。
③教育・学習活動をマネジメントする力を養う。

現代日本の教育状況において、教育課程の基本的な
考え方を身につけることが必要不可欠となっている。
本授業では、教育課程ないしカリキュラムの理論や
歴史について学んだうえで、実践的な学習を通じて
教育・学習活動をマネジメントする力を養う。

授業態度（30％）、グループ発表（30％）、期末レ
ポート（40％）により総合的に評価を行う。
授業態度の評価では、各授業回ごとのミニレポート・
コメントシートの記述を重視する。
授業は、テキスト・配布資料に沿って行う。授業で分からな
かった内容は適宜質問して理解するよう努めること。
また、授業内のディスカッションでは積極的に意見表明する
こと。
授業の後半で行うグループワークとグループ発表では責任
をもって協働すること。
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編，文部科学省，東山書房，2018
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説総則編，文部科学省，東洋館出版
社，2019
教育課程論のフロンティア，大津尚志・伊藤良高編著，晃洋書房，2018
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前期

2-4

道徳教育論（一）

中戸 義雄 2

道徳教育実践のための原理的・実践的考察

道徳の意義や原理を踏まえ、道徳教育の柱となる道徳科の目標や内
容や指導計画などを理解する。これらをもとに、児童生徒が自らの
生き方を考えられる道徳教育・道徳授業を構成・実践できる基礎力
を身につけることをめざす。道徳科の学習指導案を作成し、それに
基づいた授業を行えることが目標。

「道徳的」ということは堅苦しく融通の利かないイメージと
してとらえられることが多い。しかし道徳は自分自身、他者
そして社会などと自分とのかかわりのあり方をとらえたもの
であり、その点からも動的であることが理解される。本授業
では、まず道徳の本質やそのあり方を理解し、学校教育に
おける道徳教育が目指すものを考察していく。そのうえで、
学校の教育活動全体を通して実践される必要のある道徳教
育のあり方を多面的に考察し、その実践への基礎を身に着
けていく。

授業中の小レポート�30％（授業内容の理解度）、プレ
ゼンテーション・研究発表�20％（事前の準備と独自
性を重視）と自作の学習指導案�50％（独自性と完成
度を重視）

出席することは当然の前提条件。加えて積極的な参
加を求める。プレゼンテーションに参加しない者は単
位認定を行わない。

道徳教育の可能性，中戸義雄他編，ナカニシヤ出版，2005
中学校学習指導要領解説　特別の教科道徳編，文部科学
省，教育出版，2018

後期

2-4

道徳教育論（二）

中戸 義雄 2

道徳教育実践のための原理的・実践的考察

道徳の意義や原理を踏まえ、道徳教育の柱となる道徳科の目標や内
容や指導計画などを理解する。これらをもとに、児童生徒が自らの
生き方を考えられる道徳教育・道徳授業を構成・実践できる基礎力
を身につけることをめざす。道徳科の学習指導案を作成し、それに
基づいた授業を行えることが目標。

「道徳的」ということは堅苦しく融通の利かないイメージと
してとらえられることが多い。しかし道徳は自分自身、他者
そして社会などと自分とのかかわりのあり方をとらえたもの
であり、その点からも動的であることが理解される。本授業
では、まず道徳の本質やそのあり方を理解し、学校教育に
おける道徳教育が目指すものを考察していく。そのうえで、
学校の教育活動全体を通して実践される必要のある道徳教
育のあり方を多面的に考察し、その実践への基礎を身に着
けていく。

授業中の小レポート�30％（授業内容の理解度）、プレ
ゼンテーション・研究発表�20％（事前の準備と独自
性を重視）と自作の学習指導案�50％（独自性と完成
度を重視）

出席することは当然の前提条件。加えて積極的な参
加を求める。プレゼンテーションに参加しない者は単
位認定を行わない。

道徳教育の可能性，中戸義雄他編，ナカニシヤ出版，2005
中学校学習指導要領解説　特別の教科道徳編，文部科学
省，教育出版，2018

前期

2-4

特別活動・総合的な学習の時間の
指導法（一）

大西 英人 2

「特別活動」のあるべき姿の理解とその指導法、「総
合的な学習の時間」を効果的に指導する力量を育成
する。

「特別活動」「総合的な学習の時間」の目標を達成す
る指導理論と実践の基礎を身につける。

「特別活動」及び「総合的な学習の時間」の基本的
な知識を得ると共に、各々の教育活動の指導で果た
す教員の役割などについて理解する。授業では、学
習指導要領の解説に基づき、理論と実践（模擬授
業）を展開するとともに、この教育活動の性質を踏ま
え、模擬授業においては、グループワークやプレゼ
ンテーションを積極的に取り入れる。

対話カード（10％）で関心・意欲・態度を評価する。
課題レポート並びにホームルーム活動指導案の
作成等により、考察力、表現力等を総合的に評価
（90％）する。

講義内のワーク等については、積極的な姿勢で参加
すること

中学校学習指導要領解説　特別活動編，文部科学省，東山
書房，平成29年
中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編，文部科
学省，東山書房，平成29年

後期

2-4

特別活動・総合的な学習の時間の
指導法（二）

★山本 雅一 2

「望ましい集団活動を通して」という方法原理を軸にしながら、特別活動のあるべ
き姿とその指導法、また各教科学習及び教育活動で育まれる見方・考え方を総合
的に活用して実社会で生きる力や知識・技能を獲得するための指導法を探究する。

「特別活動」及び「総合的な学習の時間」の目標を
達成する指導理論と実践の基礎を身に付ける。

「特別活動」及び「総合的な学習の時間」の基本的
な知識を得るとともに、各々の教育活動の指導で果
たす教員の役割などについて理解する。授業では、
学習指導要領の解説に基づき、理論と実践（演習・
事例研究等）を展開するとともに、その性質を踏まえ
て演習を盛り込み、学生の発表・質疑を適宜取り入
れる。

学習到達度確認（50％）、授業中の課題発表、各指導
案の作成等（50％）により総合的に評価する。

「特別活動」「総合的な学習の時間」は、講義にお
いて指導法の基礎を理解するとともに、具体的な指
導案の作成及び実践演習等を取り入れるので、積極
的・能動的に臨むこと。

高等学校学習指導要領解説　特別活動編，文部科学省，東
京書籍，平成30年
高等学校学習指導要領解説　総合的な探究の時間，文部科
学省，学校図書，平成30年
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資

格

前期

2-4

教育方法・技術論（ICT の活用含
む）（一）

★笠置 慎一 2

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業
のデザインとそのための ICTの活用

授業をデザインするために必要な要素を理解すると
ともに、ICTの機能を学習指導に効果的に活用できる
スキルを身につける。

社会で求められる人材の多様化が一層進むなかで、
学校教育においても、生徒の学習への興味・関心
を高めるなど、それぞれの個性を生かした主体的な
授業の有り様が求められている。本講座では、授業
をデザインするために必要な要素を理解するととも
に、電子黒板をはじめ ICTの機能を生徒の学習活動
に生かすことのできるスキルを身につけ、生きる力を
育む授業の方法を考える。
毎回の授業で示した課題や探究のレポートの提出及び内容で
評価する。
レポートでは、資料収集、分析、考察、持論等が適切に展開
できているか（課題に真摯に取り組む姿勢など）を重視する。

特になし

テキストは使用しないが、講義レジュメ及び参考資料によ
る。Web上の必見サイトや探究サイトを随時紹介する。

中学校学習指導要領解説　国語編 /社会編，文部科学省，
教育出版
高等学校学習指導要領解説　国語編・地理歴史編・公民
編・情報編，文部科学省，教育出版

後期

2-4

教育方法・技術論（ICT の活用含
む）（二）

★笠置 慎一 2

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業
のデザインとそのための ICTの活用

授業をデザインするために必要な要素を理解すると
ともに、ICTの機能を学習指導に効果的に活用できる
スキルを身につける。

社会で求められる人材の多様化が一層進むなかで、
学校教育においても、生徒の学習への興味・関心
を高めるなど、それぞれの個性を生かした主体的な
授業の有り様が求められている。本講座では、授業
をデザインするために必要な要素を理解するととも
に、電子黒板をはじめ ICTの機能を生徒の学習活動
に生かすことのできるスキルを身につけ、生きる力を
育む授業の方法を考える。
毎回の授業で示した課題や探究のレポートの提出及び内容で
評価する。
レポートでは、資料収集、分析、考察、持論等が適切に展開
できているか（課題に真摯に取り組む姿勢など）を重視する。

特になし

テキストは使用しないが、講義レジュメ及び参考資料によ
る。Web上の必見サイトや探究サイトを随時紹介する。

中学校学習指導要領解説　国語編 /社会編，文部科学省，
教育出版
高等学校学習指導要領解説　国語編・地理歴史編・公民
編・情報編，文部科学省，教育出版

前期

2-4

生徒指導論（一）

大西 英人 2

生徒の「自己指導能力」の育成を目指した実践につ
ながる生徒指導論の探究

生徒理解の上に立って、計画的・組織的な指導・援
助・支援が図れる実践的な態度・資質を身につける。

生徒指導にかかる今日的課題に沿って、生徒指導の
基本的事項（理論、考え方等）をおさえること並び
にこの教育活動の性質を踏まえ、事例演習を通して
プレゼンテーションを積極的に取り入れる。

対話カード（10％）で関心・意欲・態度を評価。
講義内レポート、課題レポート並びに事例演習を基に
総合的に評価（90％）する。

特になし

生徒指導提要（改訂版），東洋館出版社，2023
適宜講義関係資料を配付する。

随時紹介する。

後期

2-4

生徒指導論（二）

大西 英人 2

生徒の「自己指導能力」の育成を目指した実践につ
ながる生徒指導論の探究

生徒理解の上に立って、計画的・組織的な指導・援
助・支援が図れる実践的な態度・資質を身につける。

生徒指導にかかる今日的課題に沿って、生徒指導の
基本的事項（理論、考え方等）をおさえること並び
にこの教育活動の性質を踏まえ、事例演習を通して
プレゼンテーションを積極的に取り入れる。

対話カード（10％）で関心、意欲、態度等を評価す
る。
課題レポート及び事例演習（90％）で考察力、表現
力等を総合的に評価する。

講義の内容を深めるため、学生の発表や質疑を適宜
取り入れるので、授業には積極的・能動的な態度で
臨むこと。

生徒指導提要（改訂版），東洋館出版社，2023
適宜講義関係資料を配付する。

随時紹介する。
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前期

3-4

教育相談心理学（一）

★武藤 百合 2

将来教員を目指す学生が、子どもたちの心に向き合
いながらより良い教育相談活動を実践していくための
知識や技術を体験的に学ぶ。

現代社会における教育相談の意義を理解し、様々な
ワークを通して教育相談をすすめる際に必要な基礎
的知識や、実践的スキルを身につける。

授業は講師が作成したスライド資料をテキストとして
進めます。毎回の授業の合間に授業内容に関する感
想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をま
とめ、発表する機会を設けます。また、必要に応じて
グループワークを行い、グループでの話し合いやロー
ルプレイングを通して、実践的・体験的に学んでい
ただきます。

毎回（15回）の授業内容についての感想レポート（60
点）と第15回の講義終了時に１回出す予定の長めのレ
ポート（40点）の合計点（100点）。オリジナリティの
ある内容を評価します。
実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レ
ポートの記入やその内容の発表・グループワークなど
に対する積極的・主体的な取り組みを望みます。�正
当な理由なく５回以上欠席された場合は、評価の対象
とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。

なし

ロールプレイで学ぶ教育相談ワークブック[第２版 ]子どもの育ちを支える，向
後礼子 /山本智子，ミネルヴァ書房，2019
これ一冊でわかる「教育相談」ー学校心理学と障害福祉の基礎ー，大山卓，ジ
アース教育新社，2021
新訂版　教育相談基礎の基礎，嶋崎政男，学事出版2019

後期

3-4

教育相談心理学（二）

★武藤 百合 2

将来教員を目指す学生が、日々子どもたちの心に向
き合いながらより良い教育相談活動を実践・展開でき
るよう、必要な知識を学ぶ。

現代社会における教育相談の意義を理解し、様々な
ワークを通して教育相談をすすめる際に必要な基礎
的知識や、実践的スキルを身につける。

授業は講師が作成したスライド資料をテキストとして
進めます。毎回の授業の合間に授業内容に関する感
想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をま
とめ、発表する機会を設けます。また、必要に応じて
グループワークを行い、グループでの話し合いやロー
ルプレイングを通して、実践的・体験的に学んでい
ただきます。

毎回（15回）の授業内容についての感想レポート（60
点）と第15回の講義終了時に１回出す予定の長めのレ
ポート（40点）の合計点（100点）。オリジナリティの
ある内容を評価します。
実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レ
ポートの記入やその内容の発表・グループワークなど
に対する積極的・主体的な取り組みを望みます。�正
当な理由なく５回以上欠席された場合は、評価の対象
とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。

なし

教育相談ワークブック[第２版 ]子どもの育ちを支える，向後礼子 /山本智子，
ミネルヴァ書房，2019
『これ一冊でわかる「教育相談」ー学校心理学と障害福祉の基礎ー』�，大山卓，
ジアース教育新社，2021
新訂版　教育相談基礎の基礎，嶋崎政男，学事出版2019

前期

3-4

国語科教育法Ⅰ

★元根 俊孝 2

言語の教育及び基幹教科としての国語科教育におい
て「何をどのように学ばせるのか」を探究する。

①国語教育の動向と課題、目指すべき国語科教育の方向性につい
て理解する。②国語科授業で、「何をどのように学ばせるのか」と
いう確かなイメージを持つ。③国語科の特性に応じた情報機器の
効果的な活用、教材開発及びその効果的な活用方法等を理解する。

学習指導要領に準拠して、国語科の領域ごとに指導
内容や方法を学ぶと共に、具体的に学習指導案を作
成し、教材研究及び模擬授業・授業研究等を行うこ
とで、国語科教育の本質に迫る。

授業における取り組み姿勢、課題レポート、授業に
おける各種レポートや学習指導案等の提出物及び対
話カードにより総合的に評価する。

学習指導案の作成、模擬授業の実施など実践的な活
動が主体となるので、積極的な受講・参加が求めら
れる。後期開講の「国語科教材研究Ⅰ」と継続して受
講することが望ましい。使用するテキストは「国語科
教材研究Ⅰ」と同じである。

「高等学校学習指導要領解説　国語編」，文部科学省，東洋
館出版社，平成31年

随時紹介する

後期

3-4

国語科教育法Ⅱ

★増田 正子 2

現代の国語科教育の課題をとりあげながら、目標・構
造・指導過程・実践につながる具体的指導のあり方
を考える。

国語科の今日の課題を理解し、課題意識を持って教
材研究・授業研究をすすめることができる人材を養
成する。

課題意識を持った教材研究・授業研究の方法を学
び、各ジャンルの教材について教材研究を行う。ま
た授業を構想し学習指導案を作成すること、さらに
模擬授業とその振り返りとしての授業分析によって、
よりよい授業へと改善していくことを目標とする。

・平常点（積極的な参加）30％
・授業中の課題（指導案作成�30％・模擬授業�40％）70％
課題意識を持って教材研究を行い、学習指導案を作成し、
模擬授業に取り組むこと。

免許・資格科目なので、それにふさわしい真摯な学
習態度で受講すること。
授業への積極的な参加・発言を求める。

プリントを配布

中学校学習指導要領，文科省
高等学校学習指導要領，文科省
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資

格

前期

3-4

社会科教育法Ⅰ（一）

★山本 雅一 2

社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論
を踏まえて社会科の指導法を探究する。

社会科の目標・内容を理解するとともに、様々な学習
指導理論を踏まえ、具体的な授業設計を行う方法や
教科指導力の基礎を身に付ける。

社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論
を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業設計と
学習指導案を作成する。学習指導案の作成と実際の
授業を検証するとともに、授業研究を通して社会科
の指導法を探究する。

期末レポート（50％　学習指導案の作成：授業形
態、指導方法、授業展開など総合的に評価する。）　
平常点（50％　授業への意欲、課題への取組、発表
等、授業に対する積極性を重視する。）

社会科の学習内容について、背景となる学問領域と
関連させて理解を深めること。

中学校学習指導要領解説　社会編，文部科学省，東洋館出
版社，平成29年

後期

3-4

社会科教育法Ⅰ（二）

★山本 雅一 2

社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論
を踏まえて社会科の指導法を探究する。

社会科の目標・内容を理解するとともに、様々な学習
指導理論を踏まえ、具体的な授業設計を行う方法や
教科指導力の基礎を身に付ける。

社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論
を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業設計と
学習指導案を作成する。学習指導案の作成と実際の
授業を検証するとともに、授業研究を通して社会科
の指導法を探究する。

期末レポート（50％　学習指導案の作成：授業形
態、指導方法、授業展開など総合的に評価する。）　
平常点（50％　授業への意欲、課題への取組、発表
等、授業に対する積極性を重視する。）

社会科の学習内容について、背景となる学問領域と
関連させて理解を深めること。

中学校学習指導要領解説　社会編，文部科学省，東洋館出
版社，平成29年

後期

3-4

社会科教育法Ⅱ（一）

★西岡 尚也 2

生きる力に結びつく社会科のための教育法研究と実
践。社会科教員としての授業実践力を、学習指導
案・模擬授業を経験し考える。

社会科教育法Ⅰや社会科教育研究Ⅰの内容も踏まえな
がら、授業を構成・実践できる力を身につけることを
目標とする。

社会科教員志望者の基本として、地理的分野・歴史的
分野・公民的分野のそれぞれの存在意味と、その相互の
関連性について①②③の順に考察していく。①科目とし
ての社会科の役割を理解する。②学習指導案の作成に
ついて学ぶ。③全員が模擬授業を行い、相互に評価す
る。指導案作成と模擬授業については、丁寧な助言や
改善点をアドバイスする。これらを通して教育実習（教
育実践）への心構えと実践力を高めることを目指す。以
上を通して総合的に社会科教員の指導法を探求する。
レポート30％：（情報を整理し自分の意見を展開で
きたかを評価）。講義中の発表50％：（発表内容の充
実度、模擬授業の完成度を評価）。講義参加の意欲
20％：（課題に取り組む姿勢を評価）
教科書は必ず購入して受講する。日常から世の中の出
来事、国内・海外のニュースには関心を持って接し、
記録する習慣を身につける。そのためには社会科教員
は「新聞購読」が必須である。特に教育関連のニュー
スは意識して収集し、記録しておくように心がける。

中学校学習指導要領解説社会編，文部科学省，
中学社会地理地域に学ぶ，竹内裕一ほか，教育出版，
中学校社会科地図，帝国書院編集部編，帝国書院，2023

図説世界地誌【改訂版】，辰己勝，古今書院，2018
自然地理のなぜ！？，松本穂高，二宮書店，2016
子供たちへの開発教育，西岡尚也，ナカニシヤ出版2007

後期

3-4

社会科教育法Ⅱ（二）

★西岡 尚也 2

生きる力に結びつく社会科のための教育法研究と実
践。社会科教員としての授業実践力を、学習指導
案・模擬授業を経験し考える。

社会科教育法Ⅰや社会科教育研究Ⅰの内容も踏まえな
がら、授業を構成・実践できる力を身につけることを
目標とする。

社会科教員志望者の基本として、地理的分野・歴史的
分野・公民的分野のそれぞれの存在意味と、その相互の
関連性について①②③の順に考察していく。①科目とし
ての社会科の役割を理解する。②学習指導案の作成に
ついて学ぶ。③全員が模擬授業を行い、相互に評価す
る。指導案作成と模擬授業については、丁寧な助言や
改善点をアドバイスする。これらを通して教育実習（教
育実践）への心構えと実践力を高めることを目指す。以
上を通して総合的に社会科教員の指導法を探求する。
レポート30％：（情報を整理し自分の意見を展開で
きたかを評価）。講義中の発表50％：（発表内容の充
実度、模擬授業の完成度を評価）。講義参加の意欲
20％：（課題に取り組む姿勢を評価）
教科書は必ず購入して受講する。日常から世の中の出
来事、国内・海外のニュースには関心を持って接し、
記録する習慣を身につける。そのためには社会科教員
は「新聞購読」が必須である。特に教育関連のニュー
スは意識して収集し、記録しておくように心がける。

中学校学習指導要領解説社会編，文部科学省，
中学社会地理地域に学ぶ，竹内裕一ほか，教育出版，
中学校社会科地図，帝国書院編集部編，帝国書院，2023

図説世界地誌【改訂版】，辰己勝，古今書院，2018
自然地理のなぜ！？，松本穂高，二宮書店，2016
子供たちへの開発教育，西岡尚也，ナカニシヤ出版2007
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前期

3-4

地理歴史科教育法（一）

★元田 茂充 2

地理歴史科の意義・目標・内容について理解し、授
業展開の基本を習得する。

①�教育現場で高等学校地理歴史科の学習指導ができるようにな
る。

②�社会科・地理歴史科教育の現状と課題を踏まえ、社会の変化
に対応する教育者としての基礎的素養を多方面から養成する。

本講義では高等学校の地理歴史科の教育法を指導
する。学習指導要領の意義・内容を理解した上で、
学習指導案の作成、教材研究、模擬授業などに実践
的に取り組み、授業を行うために必要な知識と技能
や、教員としての心構えを習得していく。
※模擬授業は受講生全員が行うため、受講生の人数
次第で授業内容が変更される場合がある。
※テキストの「１」･「２」は高等学校での販売が優
先されるので、大学への入荷は4月後半以降となる。
方法：模擬授業の出来映え、課題・レポートの提出
状況、授業への取り組み方などを総合的に評価する。
基準：模擬授業を40％、課題・レポートを40％、授業
への取り組み方を20％とする。
①積極的な授業参加を望む。
②�学習指導案作成や模擬授業に備えて高校地理歴史科の教
科書を通読すること。

③�教材研究の一環として世界や日本各地の自然環境、政
治・経済の動向、歴史・生活文化　などに注目してテレ
ビを見たり、新聞を読むようにする。

地理総合　世界に学び地域へつなぐ（地総704），菊地�俊夫�（代表者），二宮書店，
2023
歴史総合　近代から現代へ（歴総707），岸本�美緒・鈴木��淳�ほか，山川出版社，2023
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　地理歴史編，文部科学省，東洋館出
版，2019

地理探究�（地探703），手塚��章�（代表者），二宮書店，2023
詳説世界史（世探704），木村�靖二�ほか，山川出版社，2023
詳説日本史（日探705），佐藤�信�ほか，山川出版社，2023

後期

3-4

地理歴史科教育法（二）

★元田 茂充 2

地理歴史科の意義・目標・内容について理解し、授
業展開の基本を習得する。

①�教育現場で高等学校地理歴史科の学習指導ができるようにな
る。

②�社会科・地理歴史科教育の現状と課題を踏まえ、社会の変化
に対応する教育者としての基礎的素養を多方面から養成する。

本講義では高等学校の地理歴史科の教育法を指導
する。学習指導要領の意義・内容を理解した上で、
学習指導案の作成、教材研究、模擬授業などに実践
的に取り組み、授業を行うために必要な知識と技能
や、教員としての心構えを習得していく。
※模擬授業は受講生全員が行うため、受講生の人数
次第で授業内容が変更される場合がある。

方法：模擬授業の出来映え、課題・レポートの提出
状況、授業への取り組み方などを総合的に評価する。
基準：模擬授業を40％、課題・レポートを40％、授業
への取り組み方を20％とする。
①積極的な授業参加を望む。
②�学習指導案作成や模擬授業に備えて高校地理歴史科の教
科書を通読すること。

③�教材研究の一環として世界や日本各地の自然環境、政
治・経済の動向、歴史・生活文化　などに注目してテレ
ビを見たり、新聞を読むようにする。

地理総合　世界に学び地域へつなぐ（地総704），菊地�俊夫�（代表者），二宮書店，
2023
歴史総合　近代から現代へ（歴総707），岸本�美緒・鈴木��淳�ほか，山川出版社，2023
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　地理歴史編，文部科学省，東洋館出
版，2019

地理探究�（地探703），手塚��章�（代表者），二宮書店，2023
詳説世界史（世探704），木村�靖二�ほか，山川出版社，2023
詳説日本史（日探705），佐藤�信�ほか，山川出版社2023

前期

3-4

公民科教育法

★山本 雅一 2

公民科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論
を踏まえて公民科の指導法を探究する。

公民科の目標・内容を理解するとともに、様々な学習
指導理論を踏まえ、具体的な授業設計を行う方法や
教科指導力の基礎を身に付ける。

公民科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論
を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業設計と
学習指導案を作成する。学習指導案の作成と実際の
授業を検証するとともに、授業研究を通して公民科
の指導法を探究する。

期末レポート（50％　学習指導案の作成：授業形
態、指導方法、授業展開など総合的に評価する。）　
平常点（50％　授業への意欲、課題への取組、授業
に対する積極性を重視する。）

公民科の学習内容について、背景となる学問領域と
関連させて理解を深めること。

高等学校学習指導要領解説　公民編，文部科学省，東京書
籍，平成30年

後期

3-4

国語科教材研究Ⅰ

★元根 俊孝 2

言語の教育及び基幹教科としての国語科教育における
「よりよい授業づくり」はどう在るべきかを探究する。

①豊かで確かな言語生活を支える国語科の授業づくりの手法を会得
する。②各教材の価値を掌握し、学びの過程と課題意識の視点を
持って授業を構築・展開できるようになる。③国語科の特性に応じた
情報機器及び教材の活用方法を創意工夫する姿勢・手法を体得する。

「国語科教育法Ⅰ」の学習成果を礎に、国語科にお
けるよりよい授業づくりのための教材研究の在り方を
実践的に学ぶ。模擬授業を通して、授業者・学習者
の立場でよりよい授業づくりのための教材研究はいか
に行い、具体化していくかを実践的に学ぶ。

授業における取り組み姿勢、課題レポート、授業に
おける各種提出物、及び対話カードにより総合的に
評価する。

シラバスに示されたように、実践・実習を伴う活動
が主体となるので、積極的な受講・参加が求められ
る。前期開講の「国語科教育法Ⅰ」の継続履修が望
ましい。使用するテキストは「国語科教育法Ⅰ」と同
じである。

「高等学校学習指導要領解説　国語編」，文部科学省，東洋
館出版社，平成31年

随時紹介する



科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

科 目 名 期間

担当教員 単位数 配当
年次

テ ー マ

到達目標

授業概要

評価方法
 ・ 基 準

履 修 上 の
注意事項等

テキスト

参 考 書

― 293 ―

資

格

前期

3-4

国語科教材研究Ⅱ

★増田 正子 2

中・高等学校国語教育の内容・方法に関わり、具体
的に教材研究・授業研究を行ない、よりよい「授業
作り」を実践的に探究する。
教材についてグループおよび個人で教材研究を行
い、授業を構想し学習指導案を作成することができ
る。さらに模擬授業とその振り返りとしての授業分析
ができる。

国語科教材研究Ⅰの応用・発展として、教材について
グループおよび個人で教材研究を行い、授業を構想
し学習指導案を作成すること、さらに模擬授業とその
振り返りとしての授業分析によって、よりよい授業へ
と改善していくことを目標とする。

平常点（授業への積極的な参加）30％　授業中の課
題（指導案作成�30％・模擬授業40％）70％　
教材研究・授業研究を行い、学習指導案を作成し模
擬授業に取り組むことができるか。

免許・資格科目なので、それにふさわしい真摯な学
習態度で出席すること。
授業への積極的な参加・発言を求める。

プリントを配布

中学校学習指導要領，文科省
高等学校学習指導要領，文科省

前期

3-4

社会科教材研究Ⅰ

中戸 義雄 2

中学生の社会認識力を養うための教材研究

中学社会科が目指す目標とその学習内容を理解し、実
際に社会科教材を作成し、それをもとに授業を構成・
実践できる基礎力を身につける。社会科の学習指導案
を作成し、それに基づいた授業を行えることが目標。

中学校社会科（地理的分野、歴史的分野、公民的分
野）の授業を構成していく上で、教材をどのように選
択し、研究・開発していくことが必要なのかを考察し
ていく。社会への関心が乏しいとされる今日の生徒
に、広義の社会認識力を養うことが一つの目標とな
る。社会科授業での ICT活用も検討していく。

小レポート20％（授業内容の理解）、授業内でのプレ
ゼンテーション・研究発表30％（事前準備の程度と
独自性を重視）と自作の学習指導案50％（独自性と完
成度を重視）。

中学校社会科の基礎学力をつけておくこと（公立高
校入試レベル）。プレゼンテーションに参加しない者
は単位認定を行わない。

中学校学習指導要領解説�社会編，文部科学省，東洋館出版
社，2018

後期

3-4

社会科教材研究Ⅱ

大西 英人 2

生きる力に結びつく社会科のための教材研究

この時間では社会科教材研究Ⅰの内容も踏まえ、社会
科授業を構成・実践できる実践力を身につけること
をめざす。１時間分以上の学習指導案を完成させ、そ
れに基づいた模擬授業を行うことが目標。
どのような時代の流れの中で（歴史的分野）、どん
な場所で（地理的分野）、どのようなかかわりの中で
（公民的分野）生きているのかを生徒自身が問うた
めにも、社会科は重要な科目であるといえる。こう
いった、いわば生きる力に結びつく社会科であるため
に、教材をどのように選択・開発し提示していくこと
が必要なのかを考察していく。社会科授業での ICT
活用も検討していく。

講義内での小レポート・模擬授業50％（授業内容の
理解度と事前準備の程度の独自性を重視）と自作の
学習指導案50％（独自性と完成度を重視）。

中学校社会科の基礎学力をつけておくこと（高校受
験レベル）。時間的に可能であれば、主として中学校
社会科教員を目指す受講者を中心に、教材研究にも
とづいた模擬授業を積極的に行いたい。

中学校学習指導要領解説�社会編，文部科学省，東洋館出版
社，2018

後期

3-4

地理歴史科教材研究

中戸 義雄 2

地理歴史科が目指す目標とその内容を理解し、生
徒・教師がともに興味・関心をもちうる教材研究、授
業設計を行う。
地理歴史科が目指す目標とその学習内容を理解し、実際
に地理歴史教材を作成し、それをもとに授業を構成・実
践できる基礎力を身につける。地理歴史科の学習指導
案を作成し、それに基づいた授業を行えることが目標。

地理・歴史分野への興味・関心を高め、地理的視
点、歴史的視点を獲得していくための教材のあり方
を考える。その際に、教師自身が興味・関心をもちう
るものであることが一つの重要な条件となるだろう。
高等学校で実際に地理・歴史科の授業ができる学習
指導案を作成することが最終課題である。地理・歴
史科授業での ICT活用も検討していく。

小レポート20％（授業内容の理解度）授業内でのプ
レゼンテーション・研究発表30％（事前準備の程度と
独自性を重視）と自作の学習指導案50％（独自性と完
成度を重視）

高校地歴の基礎学力をつけておくこと（大学入学共
通テストレベル）。プレゼンテーションに参加しない
者は単位認定を行わない。

高等学校学習指導要領解説�地理歴史編，文部科学省，東洋
館出版社，2019
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後期

3-4

公民科教材研究

★山本 雅一 2

公民科の教材研究・教材開発の基礎的な方法論を踏
まえて、豊かで深い授業づくりを探究する。

公民科の教材研究・教材開発の基礎的な方法を理解
し、教材設定と教材の効果的な活用、及び豊かで深
い授業づくりの方法を身に付ける。

公民科の目標を達成するための教材研究や教材開発
の基礎的な方法を理解し、教材設定と教材の効果的
な活用方法を探究するとともに、豊かで深い授業づ
くりや指導事例研究を行う。

期末レポート（50％　授業設計案：教材研究と教材
開発、教材設定と教材活用など総合的に評価する。）
平常点（50％　授業への意欲、課題への取組、発表
等、授業に対する積極性を重視する。）

公民科の学習内容について、背景となる学問領域と
関連させて教材研究をすること。

高等学校学習指導要領解説　公民編，文部科学省，東京書
籍，平成30年

通年

4

教育実習指導（二）

★辻 寛司　大西 英人
中戸 義雄 1

教育実習の直前および事後の指導

事前段階では教育実習の準備を十分行なうこと。事
後では教育実習を振り返り今後の課題を整理検討す
ること。

教育実習直前の指導としてガイダンスを行なう。教
育実習生としての心構え、服務内容の概略、教科指
導、生徒指導、学級運営、校務分掌などに関わる留
意事項や注意点について理解を深める。また実習後
は、実習報告会への参加や体験記の執筆を通して、
自己評価、自己点検を行なう。

上記に関わる提出物、報告会等への参加態度による
総合評価とする。

無断欠席については実習後であっても単位認定を行
なわない。

使用しない

通年

3

教育実習指導（一）

★辻 寛司　大西 英人
中戸 義雄 －

教育実習の事前指導

次年度の教育実習を、立派に実践できる力を身につ
ける。

教育実習は、学生が教育実践に携われる初めての機会
である。短期間であるが、実習校で一般教職員として教
育実習をすることになるのであるから、その責任は極め
て重大である。現在の教育界の動向を見据えながら、教
職員としての自覚、意欲や学校、教職員、生徒のあり方
等を把握し、次年度の教育実習を前向きに確実に実践で
きるように、下記の内容について講義を進め、また模擬
授業を通じて理解を深めさせる。教育実習ガイダンスに
て配付する「教職課程日程表」のとおり。

レポート（学習指導案等）、模擬授業の出来ばえ及び
参加態度等を総合評価する。

・『教職課程ハンドブック』を熟読のこと。また年間
予定表は教職課程ガイダンスにて配付する。・次年度
は実習校で教職員として生徒を指導する立場である
ことを自覚して授業に臨むこと。「追試験」対象事由
以外での欠席及び遅刻は認めない。

プリントを配付する

その他

4

教育実習Ⅰ

大西 英人
中戸 義雄 4

学校現場における教育実習

１　教職に対する自覚を深めること
２　十分な教材研究をもとにした授業を展開できること
３　生徒理解、生徒指導を積極的におこなうこと
４　学校運営にかかわる事務処理を適切に遂行すること
教職課程の総仕上げとして、中学校において教師になるための実習を行なう。
この実習には、それまでに専門科目、教養科目、教職科目を通して学んだ知識や
技術、また、培ってきた「ものの見方・考え方」が反映されることとなる。同時
に、この実習によって、それぞれの専門領域の研究について再吟味され、自己の
生き方に新たな目を開く契機ともなるだろう。準備段階からの注意事項など詳細
については『教職課程ハンドブック』に記載されているので、それをよく読んで
理解しておくこと。そして前もって（３年生の間に）実習予定校に実習受け入れ
のお願いをしておくことが必要である。また実習が始まる前に実習校を訪問し、
指導教諭の指示を受けて、授業の参観や教材研究などに早めに取りかかってお
くことが望ましい。なお、実習は４週間、教育実習校において従事する。実習中
は勤務と同じである。したがって非常事態でないかぎり、無遅刻無欠勤であるこ
と。指導教諭の指示のもと、生徒理解や教材研究について積極的な姿勢を示すこ
とが必要である。教育実習ガイダンスにて配付する「教職課程日程表」のとおり。

実習校からの成績が中核をなすが、加えて実習日誌
を確認するとともに、実習に関する提出物等をもとに
総合的に評価する。

指導教諭の指導のもとに学校教育の実践を体験するわけで
あるが、それに際して「学習指導案」「教育実習日誌」「実
習体験記」などを作成・記入し提出しなければならない。
実習直前に「直前オリエンテーション」を、実習後に「反省
会」を実施する。出席しないものには単位認定を行わない。
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資

格

その他

4

教育実習Ⅱ

大西 英人
中戸 義雄 2

学校現場における教育実習

１　教職に対する自覚を深めること
２　十分な教材研究をもとにした授業を展開できること
３　生徒理解、生徒指導を積極的におこなうこと
４　学校運営にかかわる事務処理を適切に遂行すること
教職課程の総仕上げとして、実際の教育現場（高等学校）において教員になるた
めの実習を行なう。この実習には、それまでに専門科目、教養科目、教職科目を通
して学んだ知識や技術、また、培ってきた「ものの見方・考え方」が反映される
こととなる。同時に、それぞれの専門領域の研究についても、「教える」という場
面を通じて再吟味でき、さらには自己の生き方に新たな目を開く契機ともなるだろ
う。準備段階からの注意事項など詳細については『教職課程ハンドブック』をよ
く読んで理解しておくこと。ついては、事前に（３年次の間に）実習予定校に実習
受入れをお願いしておくことが必要である。また、実習が始まる迄に実習校を訪問
し、指導教諭の指示を受けるなどして、授業の参観や教材研究等早めに準備に取
りかかっておくことが望ましい。なお、２週間の実習であっても、実習期間中は勤
務と同じである。非常時でないかぎり無遅刻無欠勤であることはもちろんのこと、
指導教諭の指導のもと、生徒理解や教材研究について積極的真摯な姿勢で臨むこ
とが肝要である。教育実習ガイダンスにて配付する「教職課程日程表」のとおり。

実習校からの成績が中核をなすが、加えて実習日誌
を確認するとともに、実習に関する提出物等をもとに
総合的に評価する。

指導教諭の指導のもとに学校教育の実践を体験するわけで
あるが、それに際して「学習指導案」「教育実習日誌」「実
習体験記」などを作成・記入し提出しなければならない。
実習直前に「直前オリエンテーション」を、実習後に「反省
会」を実施する。出席しないものには単位認定を行わない。

後期

4

教職実践演習（中・高）（一）
教職実践演習（中・高）（二）
教職実践演習（中・高）（三）
教職実践演習（中・高）（四）

★辻 寛司　★山本 雅一
大西 英人　中戸 義雄 2

大学での学びや教育実習・教員採用試験等の体験をもとに
自己の課題を把握し、自らがめざすべき教師像を確認する
とともに、教職専門職として求められる資質・能力を磨く。
教師として必要な基礎的資質の形成について、以下の項目について確認していく。　①�
教育に対する使命感や責任感をもち、生徒に対する愛情をもっていること。　②�生徒
の成長に寄与し、教職員や保護者と連携していくための社会性やコミュニケーション能
力を身につけていること。　③�生徒理解や学級経営等に関する能力の基礎を身につけ
ていること。　④�教科に関する十分な知識や指導力の基礎を形成していること。

受講生がこれまでの教職課程および教育実習で学
び、経験してきた内容事項を確認しながら、グルー
プ討論や事例研究などを行っていく。とくに今日困難
の増している生徒指導については、事例研究と並ん
でロールプレイを取り入れることでより実践的な検討
を重ねていく。また、各教科の指導についてもモデ
ル授業の検討や模擬授業の実施によって基礎的能力
の充実を図っていく。
各授業時に提出する小レポート等�50％（授業内容の
理解度、実践への応用的視点を重視）、模擬授業に関
する指導案及びその模擬授業�50％（指導案の完成度
と模擬授業準備の程度を重視）とする。

積極的・能動的な態度で受講すること。模擬授業を
行わない場合は単位認定の対象としない。

必要に応じて資料を配布する予定

前期

3-4

人権教育の研究（一）

大西 英人 2

人権が尊重され擁護される社会を築く「人権文化の
創造」を目指した人権教育の推進

人権尊重の視点に立った学校づくりを推進するため
の確かな理論とスキルの習得

人権教育を通じて育てたい資質・能力・感性を明らか
にし、「生きる力」として人権問題を考え、解決に取
り組もうとする意思と意欲を醸成するための教育及
び啓発の進め方を探究する。また、この教育活動の
性質を踏まえ、演習においては、グループワークや
プレゼンテーションを積極的に取り入れる。

対話カード（10％）で関心、意欲、態度等を評価する。
課題レポート及び学習指導案作成（90％）で考察力、
表現力等を評価する。

講義中の内容を深めるために学生の発表や質疑を適
宜取り入れるので、課題意識を持って積極的・能動
的な態度で受講すること。

適宜配付する講義関係資料

随時紹介する。

後期

3-4

人権教育の研究（二）

大西 英人 2

人権が尊重され擁護される社会を築く「人権文化の
創造」を目指した人権教育の推進

人権尊重の視点に立った学校づくりを推進するため
の確かな理論とスキルの習得

人権教育を通じて育てたい資質・能力・感性を明らか
にし、「生きる力」として人権問題を考え、解決に取
り組もうとする意思と意欲を醸成するための教育及
び啓発の進め方を探究する。また、この教育活動の
性質を踏まえ、演習においては、グループワークや
プレゼンテーションを積極的に取り入れる。

対話カード（10％）で関心、意欲、態度等を評価する。
課題レポート及び学習指導案作成（90％）で考察力、
表現力等を評価する。

講義中の内容を深めるために学生の発表や質疑を適
宜取り入れるので、課題意識を持って積極的・能動
的な態度で受講すること。

適宜配付する講義関係資料

随時紹介する。
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前期

2-4

博物館概論

杉山 智昭 2

博物館に関する基礎的知識の習得。

博物館とは何か、博物館の定義・目的、博物館の基
本的機能、仕組み、関連法規、博物館発達史等の基
礎を学習し、今日の博物館事情等を整理して博物館
のあるべき姿を考える。
１．博物館の定義　
２．博物館の種類　
３．博物館学とは何か　
４．博物館の基本的機能と学芸員の役割
５．博物館の組織と学芸員　
６．博物館関係法規　
７．博物館の歴史　
８．現代社会での博物館、博物館の現状と課題
授業中に課された全ての小レポート（50％）を期間内
に提出したことを確認した上で、試験もしくは期末レ
ポートによる到達度確認（50％）によって評価を行
う。試験の場合、資料等の持ち込みは一切不可。

学芸員資格に必要な科目である。中途半端な履修と
学習では、単位取得が困難である。

新時代の博物館学，全国大学博物館学講座協議会西日本部
会編，芙蓉書房出版，2015

博物館学講座�新版�１�博物館学概論，加藤有次，雄山閣出
版，2000
博物館概論，稲村哲也，放送大学教育振興会，2019

前期

2-4

博物館経営論

★瀬口 眞司
★堀 真人 2

博物館経営論

経営とは何かを考え、博物館経営を支える理論的基盤、行財政
制度、評価法やマーケティング・広報・連携をはじめとする諸々
の手法とシステムなどを学習し、事例を踏まえた上で博物館経
営に関する基本的な考え方、知識、手法の習得を目標とする。

１．博物館経営の定義・意味　２．博物館の行動規範
３．博物館教育の理論　４．博物館の経営基盤　
５．経済的側面から見た博物館経営　
６．指定管理者制度　
７．事業評価の手法とシステム　
８．展示評価と学習評価　
９．マーケティングと利用者調査
10．博物館の広報活動　11．博物館における連携　
12．博物館の危機管理
博物館経営を支える理論的基盤や諸々の手法、仕組
みについて、適切かつ具体的に論じられるか、最終
授業等で実施する学習到達度確認において論述形式
で問い、評価する。
自らが学芸員として博物館を経営するつもりになって
受講してください。なお、学芸員資格は国家資格の一
つで、本講義は文部科学省令で単位取得が定められて
いる資格取得科目です。評価はこの点を踏まえて行い
ますので、この点を十分認識し、受講してください。

新時代の博物館学，全国大学博物館学講座協議会西日本部
会，芙蓉書房出版，2012

新訂�博物館経営・情報論，佐々木亨・亀井修・竹内有理，
放送大学教育振興会，2008

前期

2-4

博物館資料論

杉山 智昭 2

博物館資料の種類から活用法にいたる基礎知識の習
得。

博物館資料の種類を理解し、収集、整理保管、取り
扱い等の理論や方法に関する知識、技術を習得し、
博物館資料の調査研究活動の学習を通じて、博物館
資料に関する基礎を学ぶ。

１.博物館資料の概念　
２.博物館資料の収集・整理、保管　
３.博物館資料の調査研究　
４.博物館資料の見方と取り扱い　
５.博物館資料と情報　
６.博物館資料の保存と修復と制作　
７.博物館資料の活用法

授業中に課された全ての小レポート（50％）を期間内
に提出したことを確認した上で、試験もしくは期末レ
ポートによる到達度確認（50％）によって評価を行
う。試験の場合、資料等の持ち込みは一切不可。

学芸員資格に必要な科目である。中途半端な履修と
学習では、単位取得が困難である。

新時代の博物館学，全国大学博物館学講座協議会西日本部
会，芙蓉書房出版，2015

博物館学講座�新版�５�博物館資料論，加藤有次，雄山閣出
版，1999
博物館資料論�改訂新版，佐々木�利和・湯山�賢一，放送大
学教育振興会，2012

後期

2-4

博物館資料保存論

杉山 智昭 2

博物館における資料保存に関する基礎知識の習得。

博物館資料の保存の意義と基本理念を理解し、資料
の材質、構造上の特質、劣化要因をふまえ、適切な
収蔵・展示環境を実現、維持するための基礎的な知
識と技術を習得する。

１．博物館における資料保存の意義　
２．博物館資料の種類　
３．博物館資料の保存環境　
４．博物館資料と生物被害　
５．博物館資料の修理・修復　
６．博物館資料と災害　
７．博物館と環境保護

授業中に課された全ての小レポート（50％）を期間内
に提出したことを確認した上で、試験もしくは期末レ
ポートによる到達度確認（50％）によって評価を行
う。試験の場合、資料等の持ち込みは一切不可。

学芸員資格に必要な科目である。中途半端な履修と
学習では、単位取得が困難である。

新時代の博物館学，全国大学博物館学講座協議会西日本部
会編，芙蓉書房出版，2015

博物館資料保存論，石﨑武志，講談社，2012
文化財保存環境学�第２版，三浦定俊・佐野千絵・木川りか，朝倉書
店，2017
博物館資料の臨床保存学，神庭信幸，武蔵野美術大学出版局2014
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資

格

後期

2-4

博物館展示論

★市本 芳三 2

展示を実施するうえでの空間や設備、鑑賞支援の方
法等、実践技術について
学芸員の専門性を高めるうえで、展示の知識及び研究能力・実践技
術が必要とされる。展示の歴史、展示メディア、展示による教育活
動、展示の諸形態等に関する知識・技術を習得し、博物館の展示機
能に関する基礎的能力を養う。また、今日の現状を把握して、ある
べき姿を考える。

１.�博物館展示の意義・役割（展示の政治性と社会
性、調査研究の成果の提示）、２.�コミュニケーショ
ンとしての展示（教育活動）、３.�展示と展示論の歴
史、４.�展示の諸形態、５.�博物館展示の実際（展示
の制作、関係者との協力）、６.�展示の評価と改善・
更新、７.�鑑賞支援の解説活動（解説パネル、人によ
る解説、機器による解説）、８.�展示解説書のありか
た、９.�展示の現状と課題

定期試験期間（16週目）に定期試験を実施する。講
義の内容を正確に把握しているかを論述形式で問う。

実際の博物館での学外講義を２回、日曜日に実施予
定。入館料、交通費は各自負担。

『展示論－博物館の展示をつくる－』，日本展示学会，雄山
閣，2010

後期

2-4

博物館教育論

岡田 健 2

博物館における教育活動

博物館における教育活動の意義と理念を理解し、博
物館教育の方法に関する知識を習得するとともに各
種学習プログラムの開発や評価を行うための基礎的
能力を身につける。

１.博物館教育の意義
２.博物館教育の歴史
３.博物館教育の方法
４.博物館教育の実践
５.教育活動の評価
６.博物館教育の課題と展望

毎回、授業時間の最後に30分程度の時間を取ってレポートを書き、
学習到達度確認を行う。
①博物館教育の基本概念や語句の理解
②講義内容を正確に把握しているか
を確認する。

最終的に期末レポートによって成績を評価する。出席
数が不足していたり（６回以上の欠席）、レポートが
未提出の場合は評価できない。

現代博物館学入門，栗田秀法編著，ミネルヴァ書房，2019
毎回テキスト資料を配布

博物館の学びをつくりだす　その実践へのアドバイス，小笠原喜康 /チルドレ
ンズ・ミュージアム研究会編集，ぎょうせい，2020
展示論　博物館の展示をつくる，日本展示学会企画・編集，雄山閣，2019
新時代の博物館学，全国大学博物館学講座協議会西日本部会，芙蓉書房出版
2012

前期

2-4

博物館情報・メディア論

★和泉 大樹 2

博物館情報・メディアとは何か

博物館における情報の意義と活用方法、および情報
発信の課題などについて理解し、博物館で扱う情報
の提供と活用等に関する基礎的な能力を養う。

博物館で扱う情報・メディアの意義内容と理論、お
よびその実際的な運用の現状と課題について講じ、Ｉ
Ｔ社会における情報公開・発信や知的財産権等につ
いての知識と理解をはかる。

【レポート】授業内容を理解しているか、論理的に展
開しているかなどを総合的に評価する。

配当学年で、しっかりと単位を取得し、博物館実習に
支障がないようにすること。博物館学芸員資格取得
の必修科目。

なし

新時代の博物館学，全国大学博物館学講座協議会西日本部
会編，芙蓉書房，2020年
博物館学Ⅲ�博物館情報・メディア論�博物館経営論，大堀
哲・水嶋英治，学文社，2012年

前期

3

博物館実習Ⅰ

杉山 智昭
岡田 健 1

博物館活動の基本を理解し、諸作業を体得する。

博物館施設の見学や講演を通し、博物館の姿や、多
様な館種の実態を理解する。

博物館実習Ⅰでは、施設見学実習と博物館関係者に
よる講演会を行う。見学実習は教員が引率をして４
館を見学（引率見学）し、さらに各自が自主的に３館
を選択して見学する（自主見学）。講演会は博物館関
係者を招いて講演を行う。原則として全ての日程に出
席しなければ単位は認められない。日程や見学館は
別途指示する。

全ての実習に出席することが前提となり、欠席は不
可になる。点数評価についてはガイダンス時に説明
する。

不定期に実施する場合があるので、ガイダンスや掲
示に十分注意のこと。別途、実習費を徴収する。参
考書を熟読して実習に出席することが望ましい。

なし

博物館実習マニュアル，全国大学博物館学講座協議会西日
本部会，芙蓉書房出版，2002
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後期

3

博物館実習Ⅱ

岡田 健 1

博物館活動の基本を理解し、諸作業を習得する。

博物館資料の取扱いや記録の技術を習得し、学芸員
としての心構えを体得する。

博物館実習の学内実習の後半部として、文献史料、
美術資料、考古資料、民俗資料、梱包の各分野にわ
たる実務（実技）実習を行う。
また、当年度に博物館実習Ⅲにおいて館園実習を受
けた先輩諸氏の体験を聞くことで、翌年度に受講す
る館園実習に備えた事前指導の一環とする。

全ての実習に出席することが前提となる。点数評価
についてはガイダンス時に説明する。

実習の時間配分が細かく指定されるので、実習日を間
違えないよう注意すること。原則として欠席は認めら
れない。不定期に実施する場合があるので、ガイダ
ンスや掲示に十分注意のこと。別途、実習費を徴収
する。

なし

その他

4

博物館実習Ⅲ

岡田 健 1

学芸員の仕事に触れ、博物館業務の内容を理解する。

博物館業務を実際の博物館で実習し、館務を体得す
る。

博物館実習の総まとめとして、博物館の現場での館
園実習を行う。
館園実習は関西圏を中心とした人文学系博物館にお
いて、博物館業務の一部を実習・体験する。
学芸員の仕事に触れ、博物館業務の内容を理解する。
本学指定以外の博物館での実習は認めていない。

レポート（100％）。欠席は不可となる。

なし

前期

1-4

図書館概論（一）

竹田 芳則 2

現代社会と図書館を考える際に必要な基礎知識全般
を理解する。

法律や各種の基準、館種ごとの機能など図書館員の
役割等の基礎知識を理解する。

図書館の機能や社会における意義や役割について理
解を図り、図書館の歴史と現状、館種別図書館と利
用者ニーズ、図書館職員の役割と資格、類縁機関と
の関係、今後の課題と展望等の基本を解説する。

平常点のみ��・評価基準：授業に対する積極性60％
（課題発表への取り組み姿勢等）、学習到達度確認
40％�（図書館の機能や社会における意義や役割につ
いての理解度）

他の司書科目を理解する基礎になるので、初年次の
受講が望ましい。全員に授業のなかで、自分の「お
すすめの図書館」について口頭で発表してもらう。毎
回の授業では必ずノートをとること。

なし

図書館概論　第4版　（ライブラリー図書館情報学2），大串夏身・常
世田良�著，学文社，2022
生きるための図書館 :�一人ひとりのために�（岩波新書），竹内悊�著，
岩波書店，2019

後期

1-4

図書館概論（二）

竹田 芳則 2

現代社会と図書館を考える際に必要な基礎知識全般
を理解する。

法律や各種の基準、館種ごとの機能など図書館員の
役割等の基礎知識を理解する。

図書館の機能や社会における意義や役割について理
解を図り、図書館の歴史と現状、館種別図書館と利
用者ニーズ、図書館職員の役割と資格、類縁機関と
の関係、今後の課題と展望等の基本を解説する。

平常点のみ��・評価基準：授業に対する積極性60％
（課題発表への取り組み姿勢等）、学習到達度確認
40％�（図書館の機能や社会における意義や役割につ
いての理解度）

他の司書科目を理解する基礎になるので、初年次の
受講が望ましい。全員に授業のなかで、自分の「お
すすめの図書館」について口頭で発表してもらう。毎
回の授業では必ずノートをとること。

なし

図書館概論　第4版　（ライブラリー図書館情報学2），大串夏身・常
世田良�著，学文社，2022
生きるための図書館 :�一人ひとりのために�（岩波新書），竹内悊�著，
岩波書店，2019
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資

格

前期

2-4

図書館制度・経営論（一）

竹田 芳則 2

公共図書館の経営及び図書館に関わる自治体行政の
仕組みについて理解する。
図書館の制度・経営について、近年図書館法及び関連法規の改正が
行われたことに鑑み、多くの変革・可能性を内包するようになってき
た。図書館経営にも、新しい概念や考え方の導入を図りながら、住
民の暮らしや文化の向上に資することが使命であることを確認した
上で、現代に即した管理・運営法を体得する。

図書館に関する法律、関連する領域の法律、図書館
政策について解説するとともに、図書館経営の考え
方、職員や施設等の経営資源、サービス計画、予算
の確保、調査と評価、管理形態等について解説する。

平常点のみ　・評価基準：授業に対する積極性60％（授
業後のアンケート提出等）、学習到達度確認40％（図書
館に関わる法令、制度、諸政策、図書館を維持・発展
させるための経営上の観点等についての理解度）

資格科目であることに留意し、自身の進路の方向性も
踏まえて履修すること。司書志望者にとっては、最も
重要な科目のひとつである。

図書館情報学基礎資料�第４版，今まど子・小山憲司�編著，
樹村房，2022

図書館制度・経営論，糸賀雅児・薬袋秀樹�編，樹村房，
2013
図書館・まち育て・デモクラシー，嶋田学�著，青弓社，2019

後期

2-4

図書館制度・経営論（二）

竹田 芳則 2

公共図書館の経営及び図書館に関わる自治体行政の
仕組みについて理解する。
図書館の制度・経営について、近年図書館法及び関連法規の改正が
行われたことに鑑み、多くの変革・可能性を内包するようになってき
た。図書館経営にも、新しい概念や考え方の導入を図りながら、住
民の暮らしや文化の向上に資することが使命であることを確認した
上で、現代に即した管理・運営法を体得する。

図書館に関する法律、関連する領域の法律、図書館
政策について解説するとともに、図書館経営の考え
方、職員や施設等の経営資源、サービス計画、予算
の確保、調査と評価、管理形態等について解説する。

平常点のみ　・評価基準：授業に対する積極性60％（授
業後のアンケート提出等）、学習到達度確認40％（図書
館に関わる法令、制度、諸政策、図書館を維持・発展
させるための経営上の観点等についての理解度）

資格科目であることに留意し、自身の進路の方向性も
踏まえて履修すること。司書志望者にとっては、最も
重要な科目のひとつである。

図書館情報学基礎資料�第4版，今まど子・小山憲司�編著，
樹村房，2022

図書館制度・経営論，糸賀雅児・薬袋秀樹�編，樹村房，
2013
図書館・まち育て・デモクラシー，嶋田学�著，青弓社，2019

前期

3-4

図書館情報技術論（一）

竹田 芳則 2

「図書館」の可能性を追求するのに必要な基礎技術
を知る。

私たちを取り巻く情報技術はまさに日進月歩である。
そのような中でも特に図書館業務における情報技術
に焦点を当て、�基礎的な知識を習得することを目指
す。

図書館業務に必要な基礎的な情報技術を修得するた
めに、コンピュータ等の基礎、図書館業務システム、
データベース、検索エンジン、電子資料、コンピュー
タシステム等について解説する。

平常点のみ　
・評価基準：授業に対する積極性60％（授業後のアンケー
ト提出等）、学習到達度確認40％（図書館における情報
技術の基礎および、その役割と実際についての理解度）

毎回の授業は必ずノートをとること。資格科目である
ことに留意し、自身の進路の方向性も踏まえて履修す
ること。

なし

図書館情報技術論（第２版），塩崎亮ほか�編著，ミネルヴァ
書房，2022
図書館情報技術論，田中均�著，青弓社，2019

後期

3-4

図書館情報技術論（二）

竹田 芳則 2

「図書館」の可能性を追求するのに必要な基礎技術
を知る。

私たちを取り巻く情報技術はまさに日進月歩である。
そのような中でも特に図書館業務における情報技術
に焦点を当て、�基礎的な知識を習得することを目指
す。

図書館業務に必要な基礎的な情報技術を修得するた
めに、コンピュータ等の基礎、図書館業務システム、
データベース、検索エンジン、電子資料、コンピュー
タシステム等について解説する。

平常点のみ　
・評価基準：授業に対する積極性60％（授業後のアンケー
ト提出等）、学習到達度確認40％（図書館における情報
技術の基礎および、その役割と実際についての理解度）

毎回の授業は必ずノートをとること。資格科目である
ことに留意し、自身の進路の方向性も踏まえて履修す
ること。

なし

図書館情報技術論（第２版），塩崎亮ほか�編著，ミネルヴァ
書房，2022
図書館情報技術論，田中均�著，青弓社，2019
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前期

1-4

図書館サービス概論（一）

★村上 幸二 2

図書館サービスの考え方と構造の理解を図り、資料
提供や情報サービスをはじめとした各種図書館サー
ビスについて概説する。
図書館サービスの基本的な内容をふまえ、利用対象
に応じた図書館サービスや図書館サービスの歴史的
変遷、また新たなサービスの取り組みについて理解
することができる。

図書館サービスの概要とともに資料提供サービス、
情報サービス、利用者別の図書館サービスに大別し
て、それらの内容と方法について解説する。各種の
図書館サービスについて、具体的な実践例を示し、
必要に応じて映像も取り入れながら授業を進める。

各種の図書館サービスの内容や特徴について理解す
ること。評価は授業への積極的な取り組み（50％）
と、最終授業日に実施する学習到達度確認（50％）
によって行う。

毎回の授業でプリントを配付する。授業はこのプリン
トによって進める。なお、授業プリントは次回以降の
授業でも参照する場合があるため、各回のプリントを
保存および持参できるものを準備しておくこと。

なし

なし

後期

1-4

図書館サービス概論（二）

★村上 幸二 2

図書館サービスの考え方と構造の理解を図り、資料
提供や情報サービスをはじめとした各種図書館サー
ビスについて概説する。
図書館サービスの基本的な内容をふまえ、利用対象
に応じた図書館サービスや図書館サービスの歴史的
変遷、また新たなサービスの取り組みについて理解
することができる。

図書館サービスの概要とともに資料提供サービス、
情報サービス、利用者別の図書館サービスに大別し
て、それらの内容と方法について解説する。各種の
図書館サービスについて、具体的な実践例を示し、
必要に応じて映像も取り入れながら授業を進める。

各種の図書館サービスの内容や特徴について理解す
ること。評価は授業への積極的な取り組み（50％）
と、最終授業日に実施する学習到達度確認（50％）
によって行う。

毎回の授業でプリントを配付する。授業はこのプリン
トによって進める。なお、授業プリントは次回以降の
授業でも参照する場合があるため、各回のプリントを
保存および持参できるものを準備しておくこと。

なし

なし

前期

3-4

情報サービス論（一）

★村上 幸二 2

図書館における各種の情報サービスについて総合的
に概説する。

図書館で行われる情報サービスの概要について理解
するとともに、情報サービスの方法を考えるうえで参
考図書（レファレンスブック）や各種データベースの
活用について意識できる。
情報サービスを実施するうえで、レファレンスライブ
ラリアンとして必要かつ基本的なレファレンスサービ
スと、情報検索サービスに関わるサービス提供方法
の融合化を目指す。各種の情報サービスの理論や実
際に触れ、情報サービス演習の概説としての説明を
行う。従来の参考図書や新しい情報源に対する知識
を深め、様々な質問に総合的かつ実践的に対応でき
る情報サービスについて解説する。
各種の情報サービスの内容や特徴について理解す
ること。評価は授業への積極的な取り組み（50％）
と、最終授業日に実施する学習到達度確認（50％）
によって行う。

毎回の授業でプリントを配付する。授業はこのプリン
トによって進める。なお、授業プリントは次回以降の
授業でも参照する場合があるため、各回のプリントを
保存および持参できるものを準備しておくこと。

なし

なし

後期

3-4

情報サービス論（二）

★村上 幸二 2

図書館における各種の情報サービスについて総合的
に概説する。

図書館で行われる情報サービスの概要について理解
するとともに、情報サービスの方法を考えるうえで参
考図書（レファレンスブック）や各種データベースの
活用について意識できる。
情報サービスを実施するうえで、レファレンスライブ
ラリアンとして必要かつ基本的なレファレンスサービ
スと、情報検索サービスに関わるサービス提供方法
の融合化を目指す。各種の情報サービスの理論や実
際に触れ、情報サービス演習の概説としての説明を
行う。従来の参考図書や新しい情報源に対する知識
を深め、様々な質問に総合的かつ実践的に対応でき
る情報サービスについて解説する。
各種の情報サービスの内容や特徴について理解す
ること。評価は授業への積極的な取り組み（50％）
と、最終授業日に実施する学習到達度確認（50％）
によって行う。

毎回の授業でプリントを配付する。授業はこのプリン
トによって進める。なお、授業プリントは次回以降の
授業でも参照する場合があるため、各回のプリントを
保存および持参できるものを準備しておくこと。

なし

なし
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資

格

前期

1-4

児童サービス論（一）

★井尻 みや子 2

公共図書館の児童サービスを中心にその意義と実
際、そして、子ども読書活動を推進する国や自治体
の動きを理解すること。

サービス対象である子どもを知り、児童資料を知り、
子どもと資料を結びつける方法・技術を理解し修得
できる。子ども時代の読書の重要性が理解できる。

乳幼児から中高生までのサービスの現状や課題につ
いて、学校や地域諸機関との連携、ボランティアと
の協働を含めて概説する。児童サービスの基本とな
る絵本や児童文学や知識の本などの資料を紹介す
る。授業や演習で実際に児童資料に触れる機会を持
つ。

e-Learningを通して課題・小テスト・学習到達度確
認を行い、授業への参加態度、授業内容の理解度を
含め総合的に評価する。

テキストに沿い授業を進める。テキストと配布資料で
復習し、ノートにまとめる。e-Learningで紹介する
Webサイトや資料を必ず見て理解を深め、課題等に
取り組むこと。授業の理解度を高めるために身近な
公共図書館を利用し、児童資料を読むこと。

児童サービス論　新訂版，堀川照代　編著，日本図書館協
会、，2020

なし

後期

1-4

児童サービス論（二）

★井尻 みや子 2

公共図書館の児童サービスを中心にその意義と実
際、そして、子ども読書活動を推進する国や自治体
の動きを理解すること。

サービス対象である子どもを知り、児童資料を知り、
子どもと資料を結びつける方法・技術を理解し修得
できる。子ども時代の読書の重要性が理解できる。

乳幼児から中高生までのサービスの現状や課題につ
いて、学校や地域諸機関との連携、ボランティアと
の協働を含めて概説する。児童サービスの基本とな
る絵本や児童文学や知識の本などの資料を紹介す
る。授業や演習で実際に児童資料に触れる機会を持
つ。

e-Learningを通して課題・小テスト・学習到達度確
認を行い、授業への参加態度、授業内容の理解度を
含め総合的に評価する。

テキストに沿い授業を進める。テキストと配布資料で
復習し、ノートにまとめる。e-Learningで紹介する
Webサイトや資料を必ず見て理解を深め、課題等に
取り組むこと。授業の理解度を高めるために身近な
公共図書館を利用し、児童資料を読むこと。

児童サービス論　新訂版，堀川照代　編著，日本図書館協
会、，2020

なし

通年

3-4

情報サービス演習（一）

★福井 雄大 4

図書館（主に公立図書館）における、レファレンス
サービスやパスファインダー作成など、様々な情報
サービスについての演習。

多様な情報源の理解及び、適切な情報源の選択、正
確な情報を収集するスキル・知識を身に付ける。

メディアの多様化により、あらゆる情報源を活用す
る能力が求められる。この科目では、前半では信頼
性の高いレファレンスブックの活用を、後半ではイン
ターネット上の有益な情報を取得できるよう演習を行
う。

平常点50％、演習成果物50％
いずれにおいても授業内容の理解度と、考察の論理
性・的確性・独自性を評価基準とする

受講生の関心・理解度に応じて授業計画を変更する場合が
ある。
予習として、教科書の該当箇所を授業前に必ず読むこと。
知らない言葉が出現した場合、図書館情報学用語辞典（コ
トバンクに収録）等で調べておくことを推奨する。

情報サービス演習�新訂版，大谷康晴、齋藤泰則，日本図書
館協会，2020

レファレンスと図書館�ある図書館司書の日記，大串夏身，皓星社，2019
レファレンスブックス�選びかた・使いかた�四訂版，長澤雅男・石黒祐
子，日本図書館協会，2020
おさがしの本は，門井慶喜，光文社2009

通年

3-4

情報サービス演習（二）

★福西 敏文 4

レファレンス質問への回答を模した情報検索の演習
や主題書誌等の作成によって発信型情報サービスを
実践できる能力を身につける。
・参考図書の特徴を理解して調査に活用することがで
きる。・インターネット情報資源から確かな情報を探
し出す知識と技術を身に付ける。・調査内容を口頭と
文書で丁寧に伝えることができる。
春学期のはじめに、情報サービスの設計から評価に至る各種
の業務や、レファレンスサービス・情報検索の概要を解説す
る。続いて大学図書館と情報処理室を使った演習により実際
のレファレンスツールに接し、その特徴を理解する。春学期
の後半から秋学期の前半は主に大学図書館を使って、レファ
レンス質問に回答する調査（情報検索）に実践的に取り組
む。秋学期後半は、各自テーマを設定してパスファインダー
や主題書誌を作成しその成果を発表する。授業全体を通じて
発信型の情報サービスに係る実践的な能力を養成する。

・期末課題提出と発表：40％（問題意識を持って情
報を収集しているかどうか）・演習課題提出と発表：
40％（課題に真摯に取り組む姿勢を重視する）・小テ
スト：20％（基本語句の理解）
・�教室のほかに大学図書館、情報処理センターを使うので、
集合場所を間違わないよう掲示等に注意すること。

・�テキストは必要不可欠である。ただし逐条的解説は行わな
い。

・通年科目である。途中で諦めることなく、受講すること。

三訂　情報サービス演習，原田　智子，樹村房，2021

夜明けの図書館，埜納タオ，双葉社，2011
レファレンスブック　選び方・使い方　四訂版，長澤雅男・石黒祐
子，日本図書館協会，2020
図書館のプロが伝える調査のツボ，高田高史，柏書房2009
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通年

3-4

情報サービス演習（三）

★中村 恵信 4

利用者の質問に対するレファレンスサービス、情報検
索サービス等に対応するために、さまざまな情報源
の探索・活用能力。
参考図書資料やネットワーク情報源の探索法を学
ぶ。利用者の情報要求を正確に把握し、適切な情報
源を活用した情報提供ができる能力を身につける。
また、発信型情報サービスの実際を体験する。

参考図書資料及び各種データベースや電子ジャーナ
ル等、さまざまな情報源の探索演習を行い、レファレ
ンス質問に対するインタビュー、回答の作成を体験す
る。パスファインダー等の作成を通して、発信型情
報サービスについても学ぶ。

平常点60点（授業への取り組み、課題発表等への積
極性、演習課題レポート等）�＋�定期試験期間（16週
目）実施する試験40点（演習問題の理解度の評価）
による。

①演習課題レポートが多くあり、欠席すると課題作成
が困難になるので、そのつもりで臨んでほしい。②教
科書の内容を中心に授業を進めるので教科書は必ず
購入すること。

三訂　情報サービス演習，原田智子編著，樹村房，2021

前期

1-4

図書館情報資源概論（一）

★福井 雄大 2

図書館にとって重要な情報である図書館情報資源
（図書館資料）を理解し使いこなす。
図書館の情報資源であるさまざまな資料について、その知識を獲得し、それぞ
れの特質を知る。そしてこの図書館の情報資源がどのように組織化され、コレ
クションとして形成・保持されているかについて理解する。さらに近年の動向
として、電子資料やネットワーク資源についても検討し、その実態や現代的な
課題について認識していく。できるだけ現物資料を提示しつつ授業を進める。

粘土板文書からデジタル出版物まで、出版には長い歴史があ
る。図書館は、そうした印刷・出版の技術と同伴しながら、
資料を収集しコレクションを形成しつつ保存につとめ、図書
館情報資源を組織化してきた。この授業では、それら図書館
に収蔵されるさまざまな資料の種類と特質を概説し、その収
集・選択・保存について検討していく。また収集・選択にあ
たって不可欠な知識である出版流通のしくみや、図書館情報
資源の活用としての展示、情報資源の保持・管理のための除
籍や蔵書点検の重要性についてもふれていく。

平常点及び小課題50％、最終授業時に実施する学習
到達度確認50％
いずれにおいても講義内容の理解度と、考察の論理
性・的確性・独自性を評価基準とする
受講生の関心・理解度に応じて授業計画を変更する場合が
ある。
予習として、教科書の該当箇所を授業前に必ず読むこと。
知らない言葉が出現した場合、図書館情報学用語辞典（コ
トバンクに収録）等で調べておくことを推奨する。

改訂�図書館情報資源概論，岸田和明，樹村房，2020

アーカイブの思想�言葉を知に変える仕組み，根本彰，みす
ず書房，2021
現代メディア史�新版，佐藤卓己，岩波書店，2018
本のエンドロール，安藤祐介，講談社2018

後期

1-4

図書館情報資源概論（二）

★福井 雄大 2

図書館にとって重要な情報である図書館情報資源
（図書館資料）を理解し使いこなす。
図書館の情報資源であるさまざまな資料について、その知識を獲得し、それぞ
れの特質を知る。そしてこの図書館の情報資源がどのように組織化され、コレ
クションとして形成・保持されているかについて理解する。さらに近年の動向
として、電子資料やネットワーク資源についても検討し、その実態や現代的な
課題について認識していく。できるだけ現物資料を提示しつつ授業を進める。

粘土板文書からデジタル出版物まで、出版には長い歴史があ
る。図書館は、そうした印刷・出版の技術と同伴しながら、
資料を収集しコレクションを形成しつつ保存につとめ、図書
館情報資源を組織化してきた。この授業では、それら図書館
に収蔵されるさまざまな資料の種類と特質を概説し、その収
集・選択・保存について検討していく。また収集・選択にあ
たって不可欠な知識である出版流通のしくみや、図書館情報
資源の活用としての展示、情報資源の保持・管理のための除
籍や蔵書点検の重要性についてもふれていく。

平常点及び小課題50％、最終授業時に実施する学習
到達度確認50％
いずれにおいても講義内容の理解度と、考察の論理
性・的確性・独自性を評価基準とする
受講生の関心・理解度に応じて授業計画を変更する場合
がある。
予習として、教科書の該当箇所を授業前に必ず読むこ
と。知らない言葉が出現した場合、図書館情報学用語辞
典（コトバンクに収録）等で調べておくことを推奨する。

改訂�図書館情報資源概論，岸田和明，樹村房，2020

アーカイブの思想�言葉を知に変える仕組み，根本彰，みす
ず書房，2021
現代メディア史�新版，佐藤卓己，岩波書店，2018
本のエンドロール，安藤祐介，講談社2018

前期

2-4

情報資源組織論（一）

★中村 恵信 2

図書館情報資源の組織化の「意義と目的、方法」を
学ぶ。

図書館情報資源の組織化の理論と技術について説明
する。情報資源組織演習のための基礎的知識を習得
することを目的とする。さらに、情報資源組織化の展
望についても解説する。
書誌ユーティリティの急速な発展により、書誌情報を
入手できる環境ができあがった。また、図書館ネット
ワークが充実して、個々の図書館が作成した書誌情
報が共有される。印刷資料・非印刷資料・電子資料
とネットワーク情報資源からなる図書館情報資源の組
織化について、具体的に書誌コントロール、書誌記
述法、主題分析、メタデータ、書誌データの活用法
等を解説する。
期末レポート課題40点（目録と分類の理論の理解度
を評価）＋定期試験期間（16週目）に実施する定期
試験60点（目録と分類の理解度、表現力、説明力、
文章力を評価）

教科書に沿って授業をするので、必ず教科書を事前
に購入すること。

情報資源組織論：よりよい情報アクセスを支える技とシス
テム』第２版，志保田務編著　，ミネルヴァ書房，2019

なし
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資

格

後期

2-4

情報資源組織論（二）

★中村 恵信 2

図書館情報資源の組織化の「意義と目的、方法」を
学ぶ。

図書館情報資源の組織化の理論と技術について説明
する。情報資源組織演習のための基礎的知識を習得
することを目的とする。さらに、情報資源組織化の展
望についても解説する。
書誌ユーティリティの急速な発展により、書誌情報を
入手できる環境ができあがった。また、図書館ネット
ワークが充実して、個々の図書館が作成した書誌情
報が共有される。印刷資料・非印刷資料・電子資料
とネットワーク情報資源からなる図書館情報資源の組
織化について、具体的に書誌コントロール、書誌記
述法、主題分析、メタデータ、書誌データの活用法
等を解説する。
期末レポート課題40点（目録と分類の理論の理解度
を評価）＋定期試験期間（16週目）に実施する定期
試験60点（目録と分類の理解度、表現力、説明力、
文章力を評価）

教科書に沿って授業をするので、必ず教科書を事前
に購入すること。

情報資源組織論：よりよい情報アクセスを支える技とシス
テム』第２版，志保田務編著，ミネルヴァ書房，2019

なし

通年

3-4

情報資源組織演習（一）

★中村 恵信 4

図書館情報資源の組織化としての「資料目録法」と
「資料分類法」の知識と技術を学ぶ。

多様な情報資源に関する書誌データは、インター
ネットを介して広く公開されている。これらの資料に
対して、一定の規則に基づいて書誌データを作成す
る技術を習得する。
印刷資料、非印刷資料、電子資料、その他の資料や
ネットワーク情報資源は、それぞれに必要な書誌情
報が異なる。それらの資料について、書誌データの
作成、主題分析、分類作業、統制語彙の適用、メタ
データの活用等の演習を通して、情報資源組織業務
について実践的な能力を養成する。書誌データ作成
は日本目録規則（ＮＣＲ）、分類作業は日本十進分類
法（ＮＤＣ）を使用し、オンライン目録の演習も行
う。
平常点60点（授業に対する積極性・演習課題等）�＋�
定期試験期間（16週目）に実施する定期試験40点
（日本目録規則（NCR）・日本十進分類法（NDC）を
実際に活用できるかどうかで評価する）による。
書誌ユーティリティにおける目録作成の授業はパソコ
ン教室を利用するので注意すること。授業を欠席す
ると、演習課題作成が困難になるので、そのつもりで
臨んでほしい。��教科書の内容を中心に授業を進める
ので教科書は必ず購入すること。
情報資源組織法　第３版，志保田務・高鷲忠義編著，第一
法規，2021
情報資源組織法演習問題集　第３版，志保田務・高鷲忠義
編著，第一法規，2021

なし

通年

3-4

情報資源組織演習（二）

★中村 恵信 4

図書館情報資源の組織化としての「資料目録法」と
「資料分類法」の知識と技術を学ぶ。

多様な情報資源に関する書誌データは、インター
ネットを介して広く公開されている。これらの資料に
対して、一定の規則に基づいて書誌データを作成す
る技術を習得する。
印刷資料、非印刷資料、電子資料、その他の資料や
ネットワーク情報資源は、それぞれに必要な書誌情
報が異なる。それらの資料について、書誌データの
作成、主題分析、分類作業、統制語彙の適用、メタ
データの活用等の演習を通して、情報資源組織業務
について実践的な能力を養成する。書誌データ作成
は日本目録規則（ＮＣＲ）、分類作業は日本十進分類
法（ＮＤＣ）を使用し、オンライン目録の演習も行
う。
平常点60点（授業に対する積極性・演習課題等）�＋�
定期試験期間（16週目）に実施する定期試験40点
（日本目録規則（NCR）・日本十進分類法（NDC）を
実際に活用できるかどうかで評価する）による。
書誌ユーティリティにおける目録作成の授業はパソコ
ン教室を利用するので注意すること。授業を欠席す
ると、演習課題作成が困難になるので、そのつもりで
臨んでほしい。��教科書の内容を中心に授業を進める
ので教科書は必ず購入すること。
情報資源組織法　第３版，志保田務・高鷲忠義編著，第一
法規，2021
情報資源組織法演習問題集　第３版，志保田務・高鷲忠義
編著，第一法規，2021

なし

後期

3-4

図書館基礎特論

★村上 幸二 2

図書館における様々な取り組みから図書館の目指す
方向性を考える。

「図書館概論」「図書館制度・経営論」「図書館サー
ビス概論」で学んだことを基礎として、図書館の現
状と様々な取り組みについて理解する。実務的な理
解とともに図書館の目指す方向性を考える。

「図書館概論」「図書館制度・経営論」「図書館サー
ビス概論」で扱われたいくつかの重要なトピックスを
素材とし、図書館が直面する現状とそれに対する具
体的な取り組みについて解説する。それぞれの事例
から図書館のあり方についての理解を深め、図書館と
して求められることを考察する。

図書館に関する様々なトピックスから、サービスや運
営における実務的な理解に努めること。評価は授業
時への積極的な取り組み（50％）と、学習到達度確
認（50％）によって行う。

毎回の授業でプリントを配付する。授業はこのプリン
トによって進める。なお、授業プリントは次回以降の
授業でも参照する場合があるため、各回のプリントを
保存および持参できるものを準備しておくこと。

なし

なし
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後期

3-4

図書館情報資源特論

竹田 芳則 2

地域資料サービスで用いるさまざまな情報資源につ
いて、その歴史と現状についての理解を深める。

必修の各科目で学んだ内容を発展的に学習し、�理解を
深める観点から図書館情報資源に関する領域のなか
から、地域資料の特性ならびに地域資料を活用した
サービスの可能性を理解する。

各図書館独自の図書館情報資源として、地域資料の
重要性について学び、地域資料を活用したサービス
についての実践を紹介する。また、地域資料のデジ
タル化の取り組みを発展させた、オープンデータ化
や地域住民との協働によるデジタルアーカイブの可
能性について解説する。

平常点のみ　・評価基準：授業に対する積極性60％
（授業後のアンケート提出等）、学習到達度確認40％
（地域資料の特性ならびに地域資料を活用したサー
ビスの可能性についての理解度）

「図書館情報資源概論」を履修済であることが望ま
しい。

なし

地域資料サービスの実践（JLA図書館実践シリーズ41），蛭田廣一�編，日本図書館協会，2019
地域資料サービスの展開（JLA図書館実践シリーズ45），蛭田廣一�編，日本図書館協会，2021
地域資料のアーカイブ戦略（JLA図書館実践シリーズ46），蛭田廣一�編，日本図書館協会
2021

前期

1-4

図書・図書館史

★中村 恵信 2

図書館の歴史は「知」のダイナミズム史

図書館の歴史を学ぶことは、人類の「知」がどう伝
播し拡大していったかを知るのと同義である。知は
受け継がれ開花し、我々の知的生活を支え続けてき
た、この基本的な図書館の歴史概念を学ぶ。

世界史的観点から見るとき、知の継続はほとんど奇
跡的と言えるような経過をたどった。古代から現代ま
で切れ目なく図書館が存在し、それぞれの時代にバト
ンを渡すことができたその過程を詳らかにし、図書館
が自由と民主主義の確立に欠かせない重要な施設で
あることの理由を授業を通して学ぶ。合わせて現代
の生活に図書館が必須である理由を考える。

期間内レポート課題40点（講義内容の理解度と自分
の考えの表現力によって評価）＋定期試験期間（16
週目）に実施する定期試験60点（基本的概念の理解
度によって評価）による。

教科書の内容を中心に授業を進めるので教科書は必
ず購入すること。

図書・図書館史 (JLA図書館情報学テキストシリーズⅢ），
小黒浩司編著，日本図書館協会，2013

なし

後期

2-4

図書館施設論

竹田 芳則 2

公共図書館を主として、図書館の建築・施設・平面・
サイン・書架計画などについて学ぶ。

地域における図書館サービス、図書館計画の考え方
や図書館施設が地域の学びの拠点としてどのように
造られているか理解する。

必修の各科目で学んだ内容を発展的に学習し、�理解を
深める観点から、図書館活動・サービスが展開され
る場としての図書館施設について、公共図書館の立
地、単館の建築計画から地域の図書館計画まで、ま
た図書館施設内部の平面計画の考え方から書架、サ
イン等の製作まで、その構成要素について解説する。

平常点のみ・評価基準：授業に対する積極性30％（授業後のアン
ケート提出等）、中間のレポート提出30％、学習到達度確認40％
（地域における図書館サービス、図書館計画の考え方や図書館施
設が地域の学びの拠点としてどのように造られているかの理解度）

中間において、各自、授業時間外に任意の図書館を
見学し、施設面での特徴についてのレポートを提出す
ること。理由なく提出しなかった者は、以後の授業出
席を認めない。（詳細は授業の初日に指示する）

なし

図書館施設論，中井孝幸ほか�共著，日本図書館協会，2020
図書館施設論，植松貞夫�著，樹村房，2014
よい図書館施設をつくる，植松貞夫ほか�共著，日本図書館
協会2010

前期

3-4

図書館総合演習

竹田 芳則 2

司書課程の中で学んできたことを総合し、浮かび上
がる問題点を、ひとりひとりが掘り下げて考える。

必修の各科目で学んだ内容を掘り下げて学習�し、理
解を深める観点から、口頭ならびに論文発表あるい
は実地調査等を実施して、現代社会における図書館
について考える。

本科目については、司書の就職志望者の履修が望ま
しい。その他、履修条件は下の注意事項を確認のこ
と。また研究発表や長文のレポート提出に向けての指
導や、図書館の実地調査など総合的な演習を行う。

・�ほぼ毎回の授業で研究テーマについて、口頭で発表
を求める。

・�実地調査の取組姿勢や討議における発言なども「授
業参加度」として評価する。

本科目については、司書の就職志望者の履修が望ま
しい。「図書館実習」を履修希望者は同時に履修する
こと。また、必須科目である「図書館概論」を含み14
単位以上修得した者を履修対象者とする。

なし

図書館情報学基礎資料�第4版，今まど子・小山憲司�編，樹
村房，2022
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資

格

その他

3-4

図書館実習

竹田 芳則 2

図書館の現場での実務に携わることで、司書の仕事
を深く理解する。また司書としての自己の適性につい
て認識する。
・公共図書館の現場に実習生として出向き、図書館業
務の実践（館務実習）を通じて公共図書館業務の基
本を理解する。・館務実習を通じて、司書としての自
己の適性を把握する。

・本科目については、司書の就職を第一志望とする者
に限り履修することができる。実習に向けての事前指
導（ガイダンス等）、５日間の図書館実習、実習終了
後の指導（反省会等）よりなる。その他、履修条件
については、下の注意事項をよく確認すること。

・５日間の図書館実習に参加し、実習ノートを提出する
ことは評価の必須条件である。・図書館実習への取り組
みを主として実習ノートにより評価する。・事前ガイダ
ンスや実習後の報告会の取組状況も評価の対象とする。
・本科目の履修は、司書の就職を第一志望とする者に限る。また「図書館概論」
を含む司書養成必須科目14単位以上を取得していなければならない。本科目と
ともに「図書館総合演習」を本年度履修（併修）すること。以上について、最
初のガイダンスで、個別にヒアリングを行い、履修を認めるかどうかを決定す
る。・図書館実習は例年秋に実施している。・実習を欠席、遅刻、早退したりす
ることは原則として認めないので、実習に向けてのスケジュール管理をしっかり
やっておくこと。

なし

新編図書館員への招待�補訂版，塩見昇・木下みゆき�編著，
教育史料出版会，2022
図書館実習Q&A，川原亜希世・中道厚子・前川和子・槙山
桂，日本図書館協会，2013

前期

3-4

学校経営と学校図書館

★福西 敏文 2

学校図書館の教育的意義や経営など全般的事項につ
いての理解を図る。

・学校図書館の歴史と理念及び教育的意義について
理解する。・学校図書館経営の基本と司書教諭の役割
について理解する。

前半の講義では、学校図書館の理念と機能を理解するため、
教育行政・学校経営と学校図書館に関わる重要法規や図書
館・学校図書館等に関する国連・ユネスコ等の宣言を、学校
図書館の歴史を踏まえて解説する。後半では、望ましい学
校図書館経営のあり方について解説する。本授業を通じて、
学校教育における学校図書館の存在意義と司書教諭の役割
についての理解を深めることができるはずである。なお各自
の学校図書館利用体験の発表と交流及び学校図書館関係の
DVDを視聴し、学校図書館についての共通理解をはかる。

・学習到達度確認（テスト）：70％　・授業参加度：
30％（授業中に課す諸課題の充実度、授業に真摯に
とりくむ姿勢などを授業参加度として総合的に評価す
る。）
・テキストを補足する資料を多数配布する。配布資
料、参考書等を精読していることを前提に講義す
る。・コミュニケ―ションカードに寄せられた意見・
感想等を授業で紹介し共有する場合がある。あらか
じめ了承し受講してほしい。

学校経営と学校図書館，中村百合子編，樹村房，2022.2

日本学校図書館史，塩見　昇，全国学校館協議会，1986
学校と社会，デューイ著，岩波文庫，1979
米国教育使節団報告書，村井　実，講談社学術文庫1979

前期

3-4

学校図書館メディアの構成

★西浦 富美子 2

学校図書館メディアの構成に関する基本的知識の獲
得及び実務能力の育成を図る。

学校図書館メディアの種類と特性、コレクション構築
のプロセスを理解し、選択・収集等の実務能力を身
につける。組織化の目的・意義を踏まえて、基本的な
目録作業や分類・件名の付与ができる。
学期の前半では、高度情報社会における学習環境の変化に
ともなう学校図書館メディアの教育的意義と役割について
調査し、児童生徒や教員の利用に有効なコレクション構築
について考察する。司書教諭が直面するメディア構成上の
諸問題に対応できるよう、文献・インターネット情報源等を
参照し、注文書やファイル資料を作成する。後半では、組
織化の目的・意義を踏まえ、NDC等の参考図書を用いて目
録や分類などの作業能力を磨く。最終回を除き、授業は講
義と演習を組み合わせて実施する。

・平常点10％（授業に対する積極性）
・小課題40％（学校図書館メディアの構成・組織化に関する知識・技能）
・�学習到達度確認テスト50％（学校図書館メディアの構成・組織化に関
する知識・技能及び思考・判断・表現力）

・�第４～８回の内の１回は大学図書館にてフィールド
ワークを行う。

・�平常から大学図書館や公共図書館を活用し、学習内
容の確認や課題解決に努めること。

学校図書館メディアの構成，「探究学校図書館学」編集委員
会編著，全国学校図書館協議会，2020

学校図書館基本資料集，野口武悟編，全国学校図書館協議
会，2020
学校図書館メディアの構成，北克一・平井尊士編著，放送
大学教育振興会，2016

後期

3-4

学習指導と学校図書館

★西浦 富美子 2

学習指導における学校図書館メディアの活用につい
ての理解を図る。

・�学校図書館メディアの活用に関する基礎知識と技能
を習得する。

・�学校図書館を活用した探究型学習のプロセスを理解
し、情報活用能力等を育成する学習事例を考案できる。

探究型学習は学校図書館を活用する学習場面で既に行われ
ているが，改めてその意義・方法を教育課程の中に位置付
け展開していくことは，司書教諭の主導するところである。
その任に当たるため，学習基盤となる言語能力，情報活用
能力，問題発見・解決能力の育成に関わる学校図書館の役
割について学び，情報サービスの提供に必要な情報検索・
収集等のスキルを習得する。それと並行して探究型学習に
取り組むことによって，児童生徒の情報探索行動を理解し，
効果的な支援法を含めた探究型学習事例を考案する。

・平常点20％（積極性・協調性を重視）
・授業内課題20％（情報活用能力を重視）
・探究型学習事例の発表20％（課題の発見、典拠の明示）
・期末レポート40％（授業内で説明）
・�第１回の授業は普通教室で、第２回以降は情報教室
で行う。

・�探究課題を主体的に設定し、計画を立て、演習時間
を有効に活用して第13回で発表準備を完了させるこ
と。

学習指導と学校図書館（探究学校図書館学　第3巻），「探
究学校図書館学」編集委員会・編著，全国学校図書館協議
会，2020

学習指導と学校図書館，堀川照代・塩谷京子編著，放送大
学教育振興会，2016
マイテーマの探し方�:�探究学習ってどうやるの？，片岡則夫
著，筑摩書房，2021
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後期

3-4

読書と豊かな人間性

★西浦 富美子 2

児童生徒の発達段階に応じた読書教育の理念と方法
への理解を図る。

・�読書の意義と発達段階に応じた読書指導法について
考察できる。

・�種々の読書活動を支援するスキルを身につけ、読書
イベントを企画・実施できる。

本科目は、学校図書館司書教諭資格取得のための一
科目である。司書教諭の担う読書指導とは、児童生
徒に読書材を紹介することをはじめ、児童生徒自ら適
書を選択する力と本を活用し評価する力等を育成す
ることや、読書の喜びを共有する場を設定すること
にも及ぶ。その任に当たるため、読書教育の理念と
読書指導の方法について演習を交えながら学ぶ。

・�読書記録10％（幼児期から小中高校、大学までの読書をふり
かえる）

・読書活動60％（聞き手に伝わったか、チーム活動ができたか）
・期末レポート30％（図書展示の企画・リスト作成）

読書記録、点検読書、読書会、読み聞かせ、ブック
トーク、ビブリオバトル等を実習する。受講者の人数
によって所要時間や実施回を調整する。

読書と豊かな人間性，「探究学校図書館学」編集委員会・編
著，全国学校図書館協議会，2020

本を読む本，M.J.アドラー ,�C.V.ドーレン�[ 著 ],外山滋比古 ,�槙未知子�訳，講
談社，1997
読書の技法�:�誰でも本物の知識が身につく熟読術・速読術「超」入門��，佐藤
優，東洋経済新報社，2012
探究型読書，編集工学研究所，クロスメディア・パブリッシング2020

後期

4

情報メディアの活用

★福西 敏文 2

高度情報通信社会における学校図書館において、活
用すべきさまざまな情報メディアの特性と活用方法を
理解する。
・学校図書館が提供する情報メディアの特性を理解し
活用することができるようになる。・情報メディアを
活用するために必要な基礎的知識を、情報倫理をも
踏まえて説明できるようになる。
学校図書館が備えるべき情報メディアの種類と特
性、情報メディアの歴史及び情報化時代の倫理（著
作権法等）等について解説する。後半には大学図書
館と情報処理室を利用し、パスファインダー・図書館
便り等を実際に作成する。本授業を通じて、学校図
書館が情報センターとしての機能を発揮するのに必
要な知識と技能について、理解を深めることができ
るはずである。
・学習到達度確認（テスト）：70％　・授業参加度：
30％（授業中の諸課題提出及び小テスト、授業にとり
くむ真摯な姿勢を授業参加度として総合的に評価す
る。）
・教科書は各自読み進めていることを前提に講義す
る。・コミュニケーションカードの内容で有益と判断し
たものは授業等で公開する。あらかじめ了承して受講
してほしい。・参考書等を授業中に紹介するので、そ
のつど閲覧し確認すること。

情報メディアの活用（探求　学校図書館学；５），「探求�学
校図書館学」編集委員会編，全国学校図書館協議会，2021
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